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EXPERT シ リー ズ ス 本 体 オ す キ ー ボ ー ド + マウ ス ・ ト ラッ クボ ー ル PRO シ リー ズ 本 体 + キー ボー ドナ + マ ウス 
CZ-602C-BK( ブ ラッ ク )・-GY (グレ ー) 標準 価格 356.000 円 (税別 ) CZ-652C-GY( グ レー)・-BK (ブラ ッ ク ) 標準 価格 298.000 円 (税別 ) 
HD タ イプ CZ-612C-BK (ブラック) 標準 価格 466.000 円 (税別 ) HD タ イプ CZ-662C-GY (グレ ー)・-BK( ブ ラック) 標準 価格 408.000 円 (税別 ) 


選べ る 3 タイ プ の ディ スプ レイ を サボ ポー ムル 
15 型 カラ ー デ ィ ス プレ イ テ レ ビ (ドッ トピ ッ チ 0.39mm) CZ-602D-GY (グレ ー)・- BK( プ ラッ ク ) 標準 価格 99.800 円 (チル トス タン ド 同 梱 ・ 税 別 ) 
15 型 カラ ー デ ィ ス プレ イ テ レ ビ (ドッ トピ ッ チ 0.31mm) CZ-612D-GY (グレー)・- BK( ブ ラッ ク ) 標準 価格 119.800 円 (チル トス タン ド 同 梱 ・ 税 別 ) 
14 型 カラ ー デ ィ ス プレ イ (ドッ トピ ッ チ 0.31mm) CZ-603D-GY( グ レー)・- BK( ブ ラッ ク ) 標準 価格 84.800 円 (チル トス タン ド 同 梱 ・ 税 別 ) 


NÉ 


「 少 な 〈 と も 、 同 じ ベ クト ルレ を も つ ス タッ フ で 仕事 を し 
た い 」、 ク リエ イタ ー の 間 て よく 言わ れる こと で す が 
午 っ て いて も 意志 の 通じ 合う 、 そん な 環境 が さら 
に いい 仕事 を 喚起 [てく れる も の で す 。 X68000 
を 書 む ユー ザー ソフ ト ハ ウス 、 パ プリッ シャ ー、 ハ 
ー ド ベン ター、 そ し て 私 た ち メ ー カ ー の 関係 も 、 まさ 
に そう し た 絆 を 感じ させ る も の が ある と いえ は ば 者 り 
で し ょ うか 。 こ れ ま で 着実 に 培 わ れ て きた 、 そ し て い 
ま 目の当たり に する X68000 の 環境 に も 、 同 じ “の 
り " の も と で ます ます 活性 化す る 使用 環境 、 さ ら に 
新た な 指標 を めざす パワ フル な トレ ンド が 上 息づい 
て いま % プ ブロ の 技法 を サポ ー ト し た 上 で ヒュ ー マ ン 
イン ター テイ ス を も 追求 し た 高 感度 アプ リケーション 。 
また 多彩 な ペリ テラ ル の サポ ボー ト で さら に 高 次 元 
な 領域 へ と 踏み 込め る シス テム 環境 。 先 鋭 な アー 
スカ ッ ク な 側面 と 、 ホ リゾ プン タレ な マシ ン と し [て の 不 偏 
性 。 潜 在 能 力 の また ひと きわ 光彩 を 放ち ます 


Ep "2 o 


共通 特長 > 介さ ら に 高い 次 元 へ と 進化 し た 処理 
機能 と ヒュ ー マ ン イン ター エイ ス 、 Human 68 k 
Ver2.0、 日 本 語 フ ロン エン ド プ ロ セ モッ サ ver2.0 搭 
Re プロ セッ サ の 未来 を 先取 し た 68000 搭 載 e 

テキ スト 、 クラ オッ ク 、 スプ ラ 條 の 3 画面 を 独立 させ 
た 独自 の メモ リア ー キ テク チャ ー@1024 X1024 ド 
ッ ト ( 最 大 表示 エリ ア 768 X512 ド ッ ト )、 高 品位 な 
金属 まで も 自然 に 表現 L う る 65.536 色 同時 発色 
(512 X512 ド ッ ト 時 ) の 高 解像度 自然 色 ク ラオ ッ ク 
ス $16X16 ド ッ ト の 統 裕 な キャ ラク タ を 駆使 で きる ス 


フラ イ 條 機能 (水平 32 ス フラ 條 、1 画 面 128 ス フラ 人 人 、 


65,536 色 中 16 色 ) リア ル な サウ ンド シー ン を クリ エ 
介 て きる ステ レオ FM 音源 に 加え サン プリ ンク 音源 
と L て AD PCM 搭載 @ オー トロ ー ド 、 オ ー ト イジ ェ 外 ト 
メカ 採用 、 イ ン テ リ ジェ ント な 1M バ イト の 5"FDD2 茶 
搭載 @ 玉 積 され た 多彩 が ジャ ン レ の アプ リ ケ ー シ ョ 
ン の 利用 で きる X68000 シ リー ズ と ソフ トコ ン F, 


<EXPERT シ リー ズ ?> 高 密度 実装 を 象徴 する 信 
ルム 、 マンハッタン シェ イブ 島 新 た な 領域 を ひく 3M 
バイ ト の 大 容量 メモ リ を 様 準 装備 、 メイ ン メモ リ は 様 
準 で 2M バ 人 、 最 大 12M バ 介 ま て 拡張 可能 e 

40M バ 條 ハー ドガ スク 捨 載 (CZ-612C)* @ マ 
ワ ス ト フラック ボール 標準 装 備 介 日 本 語 入 力 に スム ー 
スズ ス に 対応 する ASCII 準 拠 カ プレ キー ボー ド を 採用 。 

< く PRO シ リー ズ > @ 意表 を つく 〈 ボ ディ コン スト ラク ショ 
ン 、 高度 な 実装 技術 に 裏付け られ た 洗練 ど と 信 頼 


性 の 、 新 し い ス タン ター ドル ム 6@ 高度 な ンス テム 


化 へ の 対応 を 考 副 し た 4 スロ ッ ト の 拡張 [/0 ス ロッ ト 
未 準 装備 を プロ ニー ズ い に 対応 し た 大 容量 ファ イ 
ル 、40M バ ハバ 介 ハー ドガ スク 搭載 (CZ-662C)* e 
2M バ 條 の 大 容量 メモ リ を 標準 装備 介 マ ウス 標準 
装備 信 使 いや すい ワ 條 スケ ー ル の フレ キー ボー ド , 


※CZ-602C、CZ-652C に は 、 本 体内 に 内 蔵 で きる 増設 用 の 
40M バ イト ハー ド デ ィ スク ドラ イプ (CZ-64H 標準 価格 120.000 円 
税別 ・ 取 付 費 別 ) を サポ ー ト 。 
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PERSONAL WORKSTATION 


EXPERT. PRO 


€ 5 & 4 (102-612C- BK + CZ-612D- BK, 5 ÉUs(4C2-652C-GY + CZ-603D-GY 
| X68000 見 体験 フェ ア | el11 月 より 全国 各地 で 開催 し ます 
EXE リ ー ダ ー ズ 「 カ ッ プ 」 | “* いま EXE 会員 よ り ご 紹介 の お 客 様 が EXE シ ョ ッ プ で X68000 シ リー ズ を 購入 され ます と 、EXE 会 員 に EXE 
JLE: リー ダー ズ 「 カ ッ プ 」 を プレ ゼン ト し ます 。 詳し く は EXE シ ョ ッ プ に お 問い 合わ せく だ さい 
ント 実施 中 € また 、X68000 シ リー ズ を ご 購入 の お 客 様 は 、 ぜ ひ EXE ク ラブ に ご 入会 くだ さい 


Mts =Y. patys hd DISCE btt cov 7 WEE HERE EXEC BD L7 18 98 20 T 545 c D rib E Cb RT223822 2-0 (06) 621-1221 (大 代表 ) 
o I 電子 機器 事業 本 部 テレ ビ 事 業 部 第 4 商品 企画 部 〒162 東 京都 新宿 区 市 谷 入 幡 町 8 番地 分 (03)260-1161 (大 代表 ) 


本 広告 に 掲載 し て お り ま す 商 品 お よび 役務 の 価格 に は 消費 税 は 合 
まれ て お り ま せん の で 、 ご 購入 の 際 、 消 費 税 額 を お 支払 い 下 きい 。 


表紙 絵 : Moto Noriyuki 


UNIX は AT&T BELL LABORATORIES の 0S 名 で す 。 
CP/M,P-CP/M,CP/M Plus, CP/M-86,CP/M-68K, 
CP/M-8000, C-DOS は DIGITAL RESEARCH 

XENIX, MS-DOS, Macro80, MS- 0S/2 は MICROSOFT 


0S/2 は IBM 
SONY Filer は SONY 


MSX-DOS は アス キー 
S]1-0S は MULTISOLUTIONS 
0S-9, 0S-9/68000 は MICROWARE 
UCSD pb-system は カリ フォ ルニア 大 学 理事 会 
FLEX は TSC 
Word Star, Word Master は MICRO PRO 
TURBO PASCAL, Sidekick は BORLAND INTERNATIO 
NAL 
LSI C は LSI JAPAN 
HuBASIC は ハドソン ソフ ト 
SUPER BASE, WICS は キャ リー ラボ 
の 登録 商標 で す 。 そ の 他 ブ ログ ラム 名 , CPU 名 は 
一 般 に 各 メ ー カ ー の 登録 商標 で す 。 本 文中 で は , 
“RS, TM マーク は 明記 し て いま せん 。 

誌 に 掲載 され た すべ て の プロ グラ ム は 著作 権 法 
上 , 個人 で 使用 する ほか は 無断 複製 する こと を 禁 
じ ら れ て いま す 。 
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154 TT| 用 パズル ゲー ム PUSH BON! um —— 
m EE a E E UU 0 o WV tS 抜き で 遊ぼ う 
画面 スク ロー ル の 手法 m 大 介 N か か か か が 

100 C 調 言語 講座 PHO-BBK 第 17 回 AX AS AX 2X AN AN AX 
清く 正しく ズリ ズリ と (その 4) Ta 
XB8U0UU マ シン 語 ブ ログ ラミ ング (入門 編 〉) Chapter.08 

105 コマ ンド 作成" 時 本 "作法 Bis 
マシ ン 語 カク テル in Z80's Bar 第 5 回 aes 

L3 guo aus 

123 MZ-2500 グ ラフ ィ ッ クエ ティ タ 作 成 講座 (最終 回 
完成 | 画 餅 シス テム "wm 
DOGA:CG7-x—vavi$k (5) 

130 いぶ し 銀 は どん な 色 PAD 
Oh! X LIVE in '89 ; à 

140 オフ ・ ラ ・ デ ィ , オプ ・ ラ ・ ダ (X1 /turDbO) 真鍋 光男 
メタ ル ホ ー ク (X658000) dE S) 

Dr x T 毛 内 俊行 
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ディ スプ レイ 関連 アー ト ツ ー ル 
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執 転写 カラ ー 漢 字 プ リン タ 
CZ-8PC3 

標準 価格 65.800 円 (税別 ) 
(信号 ケー ブル 同 梱 ) 


24 ピ ン 漢 字 プ リン タ (80 桁 ) 
CZ-8PK7 

標準 価格 122.000 円 (税別 ) 
(信号 ケー ブル 同 梱 ) 


Jed PASE 
CZ-8NS1 
標準 価格 188.000 円 (税別 ) 


15 型 カ ラー ディ スプ レ イ テ レ ビ 
CZ-602D-GY・-BK 


標準 価格 99.800 円 (税別 ) 
(チル トス タン ド 同 梱 ) 


RGB シ ステ ムチ ュー ナー 
CZ-6TU-GY・-BK 
標準 価格 33.100 円 (税別 ) 
(リモ コン 付 ) 


ハー ド デ ィ スク ユニ ッ ト (20MB) 
CZ-620H 
標準 価格 178,000 円 (税別 ) 


pe 


スキ ャ ナ 用 パラ レル ボー ド 48 ド ッ ト 


熱転写 カラ ー 漢 字 プリ ンタ 24 ピ ン 漢 字 プ リン タ (136 桁 ) E HESS NAHE 
m tae CZ 6BN1 CZ-8PC4 CZ-8PK8 増設 用 ハー ド デ ィ スク ドラ イフ 
15 型 カラ ー デ ィ ス プレ イ テ レ ヒ 標準 価格 29.800 円 (税別 ) (40MB) 
CZ-612D-GY : -BK . CZ-8PC4-GY . 標準 価格 152,000 円 (税別 ) CZ-64H 
標準 価格 119,800 円 (税別 ) 高 性 能 CRT フ ィ ル ター TTEA E (ESF E) 標準 価格 120.000 円 (税別 ) 
(チル トス タン ド 同 梱 ) BF-68PRO el (取付 費 別 ) 
標準 価格 19,800 円 (税別 ) ※ 取 付 に 関し て は シャ ー プ 
OT (14/1529 8) お 客 様 ご 相談 窓口 に て ご 


相談 くだ さい 。 


pda cw 
CZ-6VT1 


CZ-6VT 1-BK 
標準 価格 69,800 円 (税別 ) 


24 ピ ン 漢字 プリ ンタ (80 桁 ) 
CZ-8PK9 

標準 価格 89.800 円 (税別 ) 
(信号 ケー ブル 同 梱 ) 


カラ ー ビ デ オプ リン タ 
*CZ-6PV1 

標準 価格 198.000 円 (税別 ) 
(信号 ケー ブル 同 梱 ) 


21 型 カラ ー テ ディス プレ イ 
CU-21CD 
標準 価格 139.800 円 (税別 ) 


LR Cy カラ ー イ メー ジジ ェ ッ ト 表 2 nz 
CZ-603D-GY・-BK Tan 


標準 価格 84.800 円 (税別 ) 標準 価格 248.000 円 (税別 ) 

(チル トス タン ド 同 梱 ) (信号 ケー ブル 別売 ) 

※1 ご 使用 に 際 じ て は 、 カ ラー イメ ー ジ スキ ャ ナ OZ-8NS1 に 同 梱 の RS-232C ケ ー ブ ル で 接続 する か 、 よ り 高速 の パラ レル デー タ 伝 送 を 行う 場合 、 別 売 の スキ ャ ナ 用 パラ レル ポー ド CZ-6BN1 標準 価格 29.800 円 (税別 ) で 接続 し (くだ さい 。 
x2 別売 の 信号 ケー ブル |0-73CX 標 準 価格 5,500 円 (税別 ) で 接続 し て 下さ い 。 

※3 CZ-652C、662C を お 持ち の 方 は 包装 箱 の 表示 形 名 CZ-6BE 1A の 右 横 に (マー ク 表 示 の ある も の を お 買い 求め くだ さい 。 


な カラ ーー イメー ジ ボ ー ド HI CZ-8BV2 39,800 円 @ 24 ピ ン 漢 字 プ リン タ (136 桁 ) CZ-8PK8 152,000 円 
e 立体 映像 セッ ト *CZ-8BR1 29,800 円 @ 24 ピ ン 漢 字 ブ プリ ンタ (80 桁 ) CZ-8PK9 89,800 円 

> $ FE テロ ッ パ ※2 à K, -Ep5 mI À 
標準 価格 は 税別 で す 。 @ バ パー ソナ ル テ ロ ッ パ CZ-8DT2 44,800 円 @ 24 ド ッ ト 吉 転写 カラ ー 漢 字 プ リン タ CZ-8PC3 65,800 円 


e 48 ド ッ ト 熱 転写 カラ ー 漢 字 プリ ンタ CZ-8PC4・-GY 99,800F] 
@ カ ラー ビデ オブ リン タ * CZ-6PV1 198,000j 
@ カ ラー イメ ー ジ ジェ ッ ト 10-735X 248,000 円 


カラ ー ズ デイ スグ レイ 
@21 型 カカ ラー ディ スプ レイ ※ 1 CU-21CD 139,800 円 


@ ス テレ オタ イプ FM 音源 ボー ド CZ-8BS 1 23,800 円 
スピ ー カ ー(2 本 1 組 ) 標準 装備 、 ミ ュー ジッ クツ ー ル 同 梱 


映像 ・ 画 像 入力 編集 装置 


@ カ ラー イメー ジス キャ ナ CZ-8NS1 188,000 円 


$ デー 
Mtr -ARI A e お 問い 合わ せ は … シ ャ ー プ 帳 電 子 機器 事業 本 部 シス テム 機器 営業 部 〒545 大 阪 市 阿倍 野 区 長池 町 22 番 22 号 A (06) 621-1221 (大 代表 ) 


pU 


e24C€ 7;€£770U77(8057) CZ-8PK7 122,000 円 


ファ イル 
@ ミニ フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク ユ ニッ ト (2HD・2D)※3 娘 CZ-520F 118,000 円 


メ 6 ら 5// の を ゲ グ ガー 人 。 


シャ ー プ ベリ フェ ラル ファ ミリ ー 


AX68000 


li CZ-652C/662C 


イン テリ ジェ ント コン トロ ー ラ (NEW 


CZ-8NJ2 
標準 価格 23,800 円 (税別 ) 


o? 


ユニ バー サル |/0 ボー ド 
CZ-6BU1 
標準 価格 39.800 円 (税別 ) 


1MB 増 設 HAM ボ ー ド 
(CZ-600C Ri) 
CZ-6BE1 

標準 価格 35.000 円 (税別 ) 


モデ ム ユ ニッ ト ぎ ? 
CZ-8TM2 

標準 価格 49.800 円 (税別) 
(RS-232C ケ ー ブ ル 同 梱 ) 


数 値 演算 プロ セッ サボ ー ド 
CZ-6BP1 
標準 価格 79,.800 円 (税別 ) 


拡張 |/0 ボ ックス (4 スロ ッ ト ) 
(CZ-600C/601C/611C/ 


602C/612C 用 ) 
CZ-6EB1 
CZ-6EB1-BK 
マウ ス ・ ト ラッ クボ ー ル (NEW 標準 価格 88.000 円 (税別 ) 
" Y: GP-IB ボ ー ド CZ-8NM3 
Mi pua bci P ; 標準 価格 9,800 円 (税別 ) 
SR Hm 標準 価格 Sa A as 
(CZ-601C/611C/652C/ 59,800 円 (税別 ) A SS — 
662C RI) $ TE 
CZ-6BE1A 標準 価格 79.800 円 (税別 ) RS-232C ケ ー ブ ル 


(平行 接続 弄 ) 
CZ-8LM 1 
標準 価格 7.200 円 (税別 ) 


標準 価格 38.000 円 (税別 ) 


増設 用 RS-232C ボ ー ド 


ie トラ ッ ク ボ ー ル 
-6BF1 CZ-8NT1 y 
2 MB 増設 RAM ボ ー ド ※4 標準 価格 49.800 円 (税別 ) 標準 価格 13.800 円 (税別 ) スピ ー カ ー シ ス テム (2 本 1 組 ) 
CZ-6BE2 AN-S100 


標準 価格 79,800 円 (税別 ) MIDI ボ ポー ド RS-232C ケ ー ブ ル 標準 価格 36.600 円 (税別 ) 
CZ-6BM1 (クロ ス 接 続 型 ) 
標準 価格 26,800 円 (税別 ) CZ-8LM2 


CZ-8NM2A 
4MB 増 設 HAM ボ ー ド *? 標準 価格 6.800 円 (税別 ) 
CZ-6BE4 
標準 価格 138.000 円 (税別 ) 


標準 価格 7,200 円 (税別 ) 


ンス テム ラッ ク 
ジョ イカ ー ド CZ-6SD1 
CZ-8NJ1 標準 価格 44.800 円 (税別 ) 


標準 価格 1.700 円 (税別 ) 


※4 ご 使用 に 際 し て は 、 あ ら か じ め 別 売 の 1MB 増 設 RAM ボ ー ド CZ-6BE 1 標準 価格 35 ,000 円 (税別 ・CZ-600C 用 )、CZ-6BE 1A 標準 価格 38 000 円 (税別 ・CZ-601C、 CZ-611C、652C、662C 用 ) を 増設 し て くだ さい 。 
X5 モデ ム ユ ニッ ト CZ-8TM2 に 同 梱 の ソフ ト は X1/X1 ター ボ シ リ ー ズ 用 で す 。 


@ ミニ フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク ユ ニッ ト (2D) *CZ-502F 99.800 円 e JIS?8 17K € € 3 ROM ※7 CZ-8BK2 19,800 円 @ ジョ イカ ー ド CZ-8NJ1 1,700Pj 
@ ミニ フロ ッ ピ ー デ ィ スク ユニ ッ ト (2D・1 ド ライ プ ) CZ-503F 49.800 円 RS-232C 用 ケー ブル (平行 接続 型 ) CZ-8LM1 7,200 円 @ チル トス タン ド ※9 CZ-6ST1-E…B 5,800 円 
@ 増設 用 ミー フロ ッ ヒ ー デ ィ スク ドラ イプ (2D)%4 CZ-53F-BK 19,800 円 @ RS-232C 用 ケー ブル (クロ ス 接 続 型 ) CZ-8LM2 7,200 円 @ 高 性 能 CRT フィル ター * 10 BF-68PRO 19,800 円 
@ 拡張 |/0 ボ ックス CZ-8EB3  33,800Pj @ ス キャ ナ 用 パラ レル ボー ド ※11 CZ-8BN1 27.800 円 

拡張 ボー ド ・ そ の 他 @ RF コン バー タ ※8 AN-58C 2,980 円 @ 品番 中 の - 表 示 は 、B く < プラ ッ ク >・E < オフィス グレ ー> を 示し ます 。※1 

@ モ デム ユニ ッ ト (300/1200 ボ ー) CZ-8TM2 49 800 円 @ インテリ ジェ ント コン トロ ー ラ CZ-8NJ2 23,800 円 X1 タ ー ボ Z シ リー ズ 用 ※2 CZ-862C に は 接続 で きま せん ※3 X1 タ 
@320KB 外 部 メモ リ CZ-8BE2 297,800 円 @ マ ウス ・ ト ラッ クボ ー ル CZ-8NM3 9,800 円 Secus s Aey ipfa row e e 
eRS-232C・ マ ウス ボー ド ※5 CZ-8BM2 19, 800 円 e マウ ス CZ-8NM2A 6,800 円 803C、811C、820C 用 ※8 CZ-8200、8220、830C 用 ※9 CZ-600D、 
@ フロ ッ ピ ビー ディスク イン ター フェ イス ※6 OZ-8BF1' 14,800 円 @ トラ ッ ク ボ ー ル CZ-8NT1 13.800 円 AO BOPA WIO TAAISEEREOKCAI OZ ENSIA OEEO 


電子 機器 事業 本 部 テレ ビ 事 業 部 第 4 商品 企画 部 T 162 東京 都 新宿 区 市 谷 入 幡 町 8 番地 谷 (03)260-1161( 大 代表 ) 


明 に つき まし て は 、 周 辺 機器 総合 カク タロ グ を ご 参照 くだ さい 。 
支 印 の 商品 は 在庫 僅少 で す 。 

本 広告 に 掲載 し て お 0 ます 商品 お よび 役務 の 価格 に は 消費 税 は 

商 ま れ て お り ま せん の で 、 ご 購入 の 際 、 消 費 税 額 を お 支払 い 下 きい 。 


SHARP —-. 


開 催 日 主催 ・ 問 い 合せ 先 
11/5 (B) 札幌 京王 プラ ザ ホ テル ・2F ロ ー ズ ルー ム | シャ ー プ エレ クト ロニ クス 販売 山北 海道 統轄 営業 部 011-642-8111 


127-2X5- 9B) 水戸 市 民 会 館 シャ ー プ エレ クト ロニ クス 販売 帳 北 関東 統轄 営業 部 220286-35-1151 40 


XT Seu: | 
11/12(8)* 東京 ・ 外 神田 大 同 毛 織 ビ ル 9F 大 同 ホ ー ル | 東京 中 央 シャ ー プ 販売 (株 ft 03-833-161140 
12/ 2. CE. 4B) 東京 新宿 エル レタ ワー ビル ・ イ ベン ト ホ ー ル | シャ ー プ エレ クト ロニ クス 販売 自首 都 圏 統轄 営業 部 m 03206-8248 


ーーー 


11/2560. 26(B) シャ ー プ 名 古屋 ビル ・7F ホ ー ル シャ ー フ エレ クト ロニ クス 販売 山中 部 統轄 営業 部 人 容 052-33Z-2611⑯ 


| m A 
11/4 0. 5(B) /Lir-—Jv)i xdBEE3F OR) | シャ ー フ エレ クト ロニ クス 販売 山中 国 統 轄 営業 部 。 容 082-874-ZZ6Z⑪⑩ 
12/9. 65) 博多 シテ ィ ホ テル ・5F 高 和 干 穂 の 間 | シャ ー フ エレ クト ロニ クス 販売 帳 九 州 統轄 営業 部 092-501-6800 


主催 : シャ ー プ エレ クト ロニ クス 販売 幅 、 東 京 中 央 シャ ー プ 販売 帆 後 援 : シャ ー プ 帳 、〔X68000EXE シ ョ ッ ズ X68000 ユ ー ザ ー ズ クラ ブフ]〕 
※11/12 昌 東京 は 招待 客 の み 。 


frmatZe;:ti258[] 724.18 


E LANCE 
«P n t b»«tPoluipi«0 b .; ESE- INSIDE 0. 00 0. 00 0. 00 zeit SIN 


株 式 会 社 ツ ウ ァ イト 


T151 東京 都 渋谷 区 初台 1-47-1 小田 急 西新 宿 ビ 
ユー ザー サポ ー ト 係 公 03-299-0461 
HB 2 X 5 T 4 
arma 
横浜 市 緑 区 美しが丘 5-16-] グロ ー ブ ラ ザ 93F 
〒227 公 045-902-9041 


メイ ン フ ァ ン クシ ョ ン LDP モー ド : ポイ ント 、 ポ リコ 
ン 、 オ プ ジ ェ クト PD 道具 類 : 線画 、( 閉 ルー プ ) 
ボッ クス 、 サ ー ク ル 、 円 弧 、 娘 字 ( ア ウト ライ ン フ : 
ント 対応 )、 直 方 体 、 円 柱 、 円 雛 、 ト ラン ス フ ォ ー 
ム 、 興 行 、 回 転 体 、 等 高 線 処理 、 連 続 複写 、 ク 
リッ ド 、 ア クシ ス 、 視 点 テ ー ブ ル 、 背 景 L 描画 
調 摘 画 、 隠 面 処理 、 レ ンダ リン グ 、 ポリ ゴン カラ ー 
シェ ー デ ィング 、 ボ イン トカ ラー、 光 源 設 定 F テ 7 
ング ル : 正面 図 、 上面 図 、 右 側面 図 、 透 視 図 、= 
面 凶 、 パ ー ス LLP オブ ジェ クト : ク ロー ズ 、 オ ー プ " ン . 
合成 テー プル LLP アニ メー ショ ン : ア ニメーション 
テー フル 、 ア ニメーション 再生 、 リ アル タイ ム ア ニ メ 
ーション LP フ ァイル ⑨3D/ 標 準 、 テ キス ト 、 BASIC 
CO2D/BASIC、C と 、 ア ニメーション ⑦ イ メー 
Z:ZIMED 印刷 : ポ スト スク リプ トブ プリ ンタ 対応 
アン グル コン トロ ー ル を より 手軽 に 実現 する 、 イ 
ン テ リ ジェ ント ・ コ ント ロー ラ に 対応 し て いま す 。 
イン テリ ジェ ント 
コン トロ ー ラ 


CZ-BNJe 


¥23,800 
(消費 税別 ) 


この 3D は ジー ズ メス タッ フ PRO-68K に 転送 し 、 る の 臣 場 感 を る ら に 高め た 


Fie 


num ーー © [SOKRXbOLO - T 


SHARP X68000 series 


€ 5B eru. DIDID S KU 7 RECCIBERUAS GT SU, 


Til 2X C2 5, 興行 き を や も つ 3 次 元 リ ワー ルド へ 、 イ メー ジ を 解き 放 と う 。 シ ャ ー プ 'X68000 に の る 、 ツ ァ イ ト の ジー ズ ト リフ ォ ニ ィ イ [ デ ジ タ ルク ラフ ト ]。 3D 
ワイ ヤ フ レ ー ム は も ちろ ん 、 す で れ た 面 処 理 に は る サー フェ イス モデ ル 作 成 機能 を 装備 、 し か も 、 スム ー ス フラ ッ ト の 両 シ ェ ー デ ィング が 使い こなせ 、 
豊か な 表現 が 可能 に 。 また 、 作成 し た モデ ル を 最大 7cut/sec で 動か みす ア ニメーション 機能 を 挨 載 。 表現 に 生命 力 を 与え 、 表情 を も た せる こと が で て でき 
ます 。 も ちろ ん 、 操作 は すべ て マウ ス で 行え る 快適 フィ ー リ ング 。 を の 他 に も 面 貫 通 、 65536 色 モ ー ド 対応 、 ファ イル 管理 な ど 、 3D わ を 手の内 に する 数 々 
の ファ ンク ショ ン を 搭載 。 ツァ イト か ら 6、 X68K の 3D 一 一 ジー ズ ト リフ ォ ニ イィ [ デ ジタル クラ フト ]。 この 未 体験 ワン ダー ラン ド で 、 感 性 を 自 由 に 泳 が そ う 。 


表現 を 、 表情 に 変え る 3D ワ ー ル ド へ 、。 


RiPHONY 


> メー に WO 〇 OO00O※ 


HARD DISKUNIT | 22D XLC F 


SHARP x68000 専用 


IT X640/680 


ERLEA ERE 


l. ハー ド デ ィ スク 内 蔵 タ イプ に も 接続 する こと が で きま す 。 

p | 品番 号 切 り 替 え ロ ー タ リー スイ ッ チ に より 1 A RABS 
まで 接続 が 可能 で す 。 (Human 68K Vere.0 以 上 使用 
の 事 ) 

Jj. ニニ ュー デザ イン で 色 も X68000 シ リー ズ 本 体 に 合わ せ 
て ブラ ッ ク ・ グ レー の ら 色 を を 用意 し まし た 。 

4. - 対 応 。 

5. 従来 の 当社 製 XBBDD ロ シリ ー ズ 対応 の HU UTX- 
403/03 等 ) に も 増設 が 可能 で す 。 (た だ し 従来 の 機種 は 1 
台 目 は 固定 ) 


x [T X640 は MSXs HD Interfac ら に も 接続 する こと が 


BARAA 


Rupee toS 


EE tS 
ES : 


LA 


ESSEN 


_ POWER 


SAYS Wr aeu 


| SELECT 


m IT X640 P AN IO EQ AA een Y 158,000 


e40MB HDU 
@ 平均 アク セス タイ /28ms 


IT X580 NATA AEN NES ERI Qr TV X 198,000 


e80MB HDU 
e 平均 アク セス タイ ム P0Dms 


※4UMBxe の 設定 され て いま す 。 


然 記 し こぐ だ さん lo 
デー タタ ショ ウ "8 に 出展 / 

日 時 : 1989 年 1 月 4 日 ( 火 ) 一 1 月 27 日 ( 金 ) 
東京 晴美 展示 会 場 南館 1F ブー ス No.44 


※| 丁 XXB40/680 と も 接続 の 際 タ ー ミ ネー タタ 別売 半 4.000 が 
必要 で す 。 (従来 機種 の 場合 は 必要 あり ませ ん )) 


可能 。 ; 


TEL : (06) -532-0216 FAX : (06) 532-7253 


=== AN 
L| 
J プ s ghé ン LVZ ] 関西 営業 所 〒550 大阪 市 西区 新町 1 丁目 25 番 14 号 名 古屋 営業 所 T400 名 古屋 市 中 区 大 須 2 丁 目 28 番 31 号 


TEL : (06) 532-0120 FAX : (06). 532-0543 


TEL : (0474) 77-7564 FAX : (0474) 73-2159 


本 it 〒550 大 阪 市 西区 新町 1 丁目 3 番 12 号 関東 営業 所 〒275 千葉 県 習志野 市 谷津 1 丁目 12 番 5 号 太 ン シンフォ メニ ジョ コン セタ ダー 


TEL : (06)532-0320 | 


TEL : (052)212-1487 FAX : (052)212-1627 


金 自由 な 質感 、 
目 由 な アン グル 


ディ スプ ブ レイ の マッ ハバ ンド (し ま 模 様 ) が 気 に な る 方 へ 。 
きれ いな ビデ オ 出 力 が 欲し い 方 へ 。1670 万 色 同 時 表示 、 
CC-F-FAAME-G68 MÆ // 

フル カラ ー・ フ レー ム バ ァ ッ ファ 、 コ ン ポ ジッ ト 入 出力 機能 内 蔵 。 
ペイ ント ソフ ト 付 き \248.000 

も ちろ ん 、 〇 -THACEB8 も 対応 。 


株 式 会 社 キ ヤス ト 〒158 東京 都 世田谷 区 等 々 力 2-1-13 TEL.03-705-0656 FAX.03-705-5224 


プロ の た め の 3 次 元 コ ンピュータ ー. グ ラフ ィ ッ クス 


C-THACE 


Eze ヨ 
556652284690! 


を ん と ヨゴ 


る る もち もそ る や で ママ) 人 


Ilio etttie 


YrYYTYIIT 


KDS—81384 
^ S/N E 


E] 


(ソフ ト ・ ハ ー ド セッ ト ) 


> これ だ け あ れ ば 後 は いら な い ! の 
C G98 7 Jb I — ZX 3€ 138,000 (PC-9801 全 機種 対応 ) 
フレ ー ム ・ バ ッ フ ァ , ペイ ント, ポリゴン, レイ トレ の フル セッ ト 

この セッ ト で CG の すべ て の 分 野 か 体験 で きま す 。 

* この 製品 は 直接 当社 まで お 申し 込み くだ さい 。 


娘 男 女 従業 員 募 集中 . ノ 


James 58k — — A080000 
の ハー ドウ ェ ア 性 能 を 最大 限 に 利用 
し た 高速 マル チ ス クリ ー ン ・ エ ディ イタ 。 
XBB00U ユ ー ザ ー の 方 に 絶対 の 自信 
を も っ て 、 お 推 め で きる NICE GUY 
C$. 


特長 
ウィ ンド ウ 切替 お よび スク ロー ル は ビ 
ッ ト マ ッ プ 方 式 の テキ スト 画面 で あり 
な が ら 、 テ キス トマ ッ プ 方 式 に 員 け な 
い ス ピー ド を 実現 。 


Tee 
ウィ ンド ウ は 最大 50./ さ ら に 内 容 を 確 
認 し な が ら ウ ィ ン ド ウ を 自由 に 切り 替 
える こと が 可能 。 

特長 3 
マー クジ ャ ンプ 位置 を ワン タッ チ で 設 
定 、 高速 ツヤ ャ ンプ する こと が で き 、 ウ 
ィ ン ド ウ 間 で の 自由 な 往来 が 可能 。 
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特長 4 
マク ロ を 最大 4 つま で 定義 ・ 実 行 する 
こと が 可能 。 
特長 5 
ディ スク 階層 ディ レク トリ の 高速 表示 、 
ファ イル 内 容 の 一 部 表示 な ど 新 機能 
を 搭載 し 、 編集 ファ イル の 選択 が 簡 
単 & A 


tmas i-i 


IAA 


- ーー 


— LJ 


本 体 | X58000 シ リー ズ 
O S |Human 68K V1.0⁄2.0 


X6B000 専 用 ディ スプ レイ 
ハー ド デ ィ スク 対応 


\P0.000( 税 別 ) 
開発 発売 元 


E | ワイ イー ティ /〒720 広島 県 福山 市 今 町 プレ ー ト レイ ン 内 TEL. (0849)e2-2411 
※ 通 信販 売 ご 希望 の 方 は 、 商品 名 、 機種 名 、 住所 、 氏 名 、 電話 番号 を 明記 の 上 、 現金 書留 


に て お 申し 込み 下さ い 。 (送料 サー ビス ) 


Multi Visual Weapon 


SMAs 


DOANYA TT 
NCP O REFAN 


| 』 


プリ ズム BBK 
\38.000( 税 抜 ) 
好評 発売 中 


X 800015 
好評 発売 中 ! 
5'2HD 4 枚 組 


ra M 
KR EPAD Wi 


Cw ANN に 一 ド “で ペー, 


し Wf 


a DEDIT 


ミッ ドガ ルツ ) 


I ERAS 
IEIGII 


TERAS 
LEKSI 


ー 必 要 の た め の マ ル チ ・ モ ー ド 環境 一 
田 父 し い 解 像 度 、 必 要 な 色 数 の た め に 28 通 0 り の ヴィ ジュ アル 環境 を 提供 。 
(グラ フィ イッ ク ・ モ ー ド は 、512X512、512X256、256 x512、256X256 の 4 
8 NNE piu t cr p go d. T y ds Pe カラ ー・ モ ー ド は 、65536 色 、256 色 、64 色 、16 色 、8 色 、4 色 、2 色 の 


ー プ ロロ 仕様 の た め の 、 ウ ェ ポ ン 環 境 一 
較 デ ー タ の セー ブ プ 形 式 を 、 マ ニュ アル に て 詳細 に 解説 。 
園 各 グラ フィ イッ クツ ー ル の デー タ を ロー ド す る オプ ショ ン を 装備 。 
"S Y 田 筒 易 ス プラ イト : エ ディ ター を 搭載 。 
| ニュー タイ ブナ ドラマチック.HPG MÁS ハー ド ボ イ ルド ADV 画 256 色 以下 の カラ ーー モー ド で は 、 色 チェ ンジ に 対応 。 


ARCUS PrOBBK -GAUDIO GER 


J 7 \ 一 任意 の 場所 に 任意 の 多重 ボッ プア ブッ プ * ウ ィ イン ドウ 


ゲー マー ズ ・ ホ ッ ト ア クセ ス TEL03(5973)4795 


※ 通 信販 売 ご 希望 の 方 は 、 商 品名 、 機 種 名 、 住 所 、 氏 名 、 電 話 番号 を 明記 の 上 、 現 金 書 急 に て お 申込 くだ さい 
(送料 無料 ) 

※ 当社 は 当社 が 著作 権 を 有する 本 ソフ トウ ェ ア の レン タル 行為 、 及 び 複 製 行為 に つい て 、 こ れ を 一 切 許 可 し て お り ま せん 、。 
も し 違反 し た 場合 は 懲役 また は 入金 が 課せ られ ます 


Game Creative Staff 


WOLF TEAM 


株 式 会 社 ウル フ ・ チ ー ム 〒168 東京 都 新宿 区 馬場 下町 B] 昌 K 早 稲田 ビル 5F 


超 低 金利 クレ ジッ ト OK. 


10/15~11/20 


| 台数 限定 | 


| CYBER STICK eCZ888C+CZ860D+M2HD(10 枚 ) [12:9 12244" | ジョ イス ティ ッ ク 送料 \500 
x x EIM ¥ 269,600» ZAA EA NE € X-1PRO 
P AP — 759 (定価 \23.800) : プレ ゼン ト 中 xE f X 9,500» 
(ボー ナス 併用 も 有り ます TEL 下 さい ) 送料 消費 税込 み . | € ASCII STICK 
2m a soo zam 7.so0sm s. iom] 4.00069 回 s300] 価 \6.800P 


EXPERT & PRO0 セ ッ ト で お 買い EXPERT (ボー ナス 併用 も 有り ます 。TEL 下 さい ) 
上 げ の 方 に " ム の セッ ト : CZ-602C 圭 CZ-603D -- mm HR 定価 Y 440. 800» $ 
9 ディス ケッ ト (10H) | EEUU EU Rum ER T- FTT qr T IER 
= B セッ ト : CZ- 602C+CZ- 602D AEG GB E AE UPC TIS OD GE eG 定価 Y 455. 800» i 
@ ゲー ム 12 回 | 30.700 |24 回 | 16, 100 | 36 回 | 11,000 |48 回 | 8.600 |60 回 | 7.100 | 
@ アフ ター/ パー ナー( 定 価 \9.200) 〇 セッ ト ・ CZ: 602C +CZ- A leute n ROR A c IT 3E 4f Y 475,800» 
CZ6NJI ジ ョ イカ ー ド ) — — — —— guerre Tee TTE 
2 は vh: CZ BC CU ACDA e dore ed eren RN 定 
プレ ゼン ト 中 UB | 32.500 [4E | ism 780 | 
品 | EXPERT-HD 
A セッ ト : CZ-612C 十 CZ-603D 


E E Ut. 12 回 | 35,900 | 24 回 | 18.800 |36 回 | 12,900 (485m | 10.( 60 回 | 8.400 | 

| i i PNE B4: CZ-612C 寺 CZ-602D «m xE4 Y 565.800» 
REO -12 回 | 37,800 | 24 回 | 19,800 |36 回 | 13,600 |48 回 | 10,600 . 8,900 | 

Ld : ood. セッ ト : CZ-612C--CZ-612D «e zE 4i Y 585.800» 
Se -12 回 | 38,700 |24 回 | 20.300 |36 回 | 13.900 |48 回 | 10,800 - EET _9.000 | 

T ES nghe D セ ッ ト : CZ- 612C-- CU-21CD LC 定価 Y605.800 テ 
ANDE f 12 回 39,800 |24 回 | 20,000 |36 回 | 14,100 |48 回 | 11,00 |60 回 | 920 | 


->H 
CL 


| PRO (ボー ナス 併用 も 有り ます 。TEL 下 さい 。) 

EXPERT & PRO セ ッ ト で お 買い | | Ay : CZ-652C--CZ-603D «e 1i Y 382.800» 
上 げ の 方 に | | 「12 回 | 25,200 |24 回 | 13,200 |36 回 | 9,100 |48 回 | 7,000 |60 回 | 5.900 | 

pa: à | Beyt: GZi 652C -CZ -602D REIR vss r P xc Sonn fors O T AA NES ETET 定価 Y 397, 800» 
87127 0099) | 2 回 26.800 2 回 | 14.000 [488] 9600 488 | 7,80 408 | 6,90 | 

@ ケー ム | Cv: CZ-552C -CZ-612D «HH 定価 Y 417.800» 
@ アフ ター バー ナー (定価 \9.200) -12 回 | 28,200 |24 回 | 14700 — 10,100 |48 回 | 7,900 |60 回 | 6.600 | 

Q $ Se S D»: CZ-652C- CU-221CD HMM mmm 定価 Y437. 800 ぁ 
に eCZ8NJI (> ョ イカ ー ド ) "ing | 28.500 | 248 | 15,000 |36 回 | 10,300 |48 回 | 8,00 |60 回 | 6,700 | 

A a M A": CZ-662C--CZ-803D «8 EUM ¥ 492. 800» 
SR F12 回 | 32,800 |24 回 | 1 17,200 ERA AII ESA 本 9.200 [60 回 | 7,000 . 

ee»: CZ- 662C t CZ- -602D : 56/4.e:0/0/0 e 9.0999 (io. 40/ 9 0,500 0/8,4/0/9,9 00 0/0 9'9/9,9 qe. v9 $ 04 e0/o/d 0.8 ei 定価 Y 507, 800» 


: — 12,800 | 48 回 | 9,600 | 608] 8,00 | 
E E FE TAE EEEO He 800» 


"ng s 35,700 10,000 | 60m] 8,300 」 
D) セ ッ ト : CZ-662C 4- CU- 21CD edades sc sas cU MU E ss A * Vile «Vo ele pa eua ven dii 定価 Y 547, 800» 


(i28 | 36.00 |24 回 | 18,800 |86 回 | 13,000 488 | 10.100 | 60g | 840 | 


@ CZ-611C( 本 体 ) e ディ スケ ッ ト 10 枚 
e CZ-603D (モニ ター) P| * ダー ム 


@CZ-8NJ2(CYBER STICK) e 送料 、 消 費 税 込み 


aose 


e CZ- 612D (定価 € soo) に 3 


(ボー ナス 併用 も 有り ます 。 TEL 下 さい 。) 


e 林 広告 の 掲載 の 商品 の 価格 に つい て は 、 消 費 税 は 含ま れ て お り ませ ん 。 
e 営業 時 間 = 平 日 AM10:00-PM8:00、 日 祭 AM10:00ーPM8:00 


. 30,700 


3]17-60[B] 3A, $"COK Z7 


Z's STAFF PRO68K Ver2.0 C7 zb) : X68000 用  UAdEcFadBÉ(n (ERMEE) XE f 7,800 
LE L > ARRES A A AE Ies gay EE B ド ラゴン スピ リッ ト ( 電 波 新聞 社 ) 定 価 \ 8 , 800 =) = 
2CRONE (アン ス ・ コ ン サ ルル タン ツ sele Sed Fo a qs s So lio. ajo n n 定 Y ? o. 7A — (Gm iii. 
P nca M E ee eM Ra C スペース ハリ アー( 電 波 新 聞 社 ) 定 価 \ 6,8009» 
テラ ッ ツ ォ ( ノ ハミ ング バー ド ) eR ER RR Et e 定価 \ 19,800- D 熱血 高校 ドッ ジ ボ ー ル 部 (SHARP) -EM ¥ 7 800. 
GxGBICLOPTE BUSINESS), 0185 VC PONE Inde bodas pens dih eas 定価 \ 14,800- E) DSE (SHARP) arte 定価 Y 8.800 
KAMIKAZE( サ ムシ ング ・ グ ンド ) ーー 定価 \ 68,800- っ 
EW&EI( イ ー ス ト ) 和 ーー ド ーー ドー ドド ポー ドー ドー ドー 定価 \ 38,800- SEG eU VLA SLAP) 定価 \ 8,800. $ 
C& Professional Pack( マ イク ロウ ェ ア ジ ャ パン )………… 定価 \ 58,800- G 現 百 色 の 遺言 (リバ パー ヒ ルソン フト ) Ef Y 9,8009 
Final Ver3.2( エ ー エ スピ ー) eel 定価 \ 38,000- H ザ ・ ス ー パ ー ラ スベ ガス (日 本 デ グ クス タ ) … 定 価 Y 12,800- 
[DATASRROGSKUGZO2UBS: 231222 -12v.2409 sd e a e ch nee 定価 \ 58.000 | CPU. = eO 
CARD PROCSK CZJ 6RS 3rd sce eter to Drap ror rr eaae ree 定価 \ 29.800 | M / 7 Y777 (スタ クラフ フト) 定価 Y 9,800- 
C compiler PRO68K CZ211LS e 定価 \ 39,800 (①J) ザ ッ リ ター ン ・ オ プ ・ イ シタ ー(SPS) 定価 \ 7,8009» 
OS-9/X68000 CZ219SS・ バ ーーーーー…ー ト ーー ドー ニー トト ーーーーー・ 定価 X 29.800- K) 信長 の 野望 (全国 版 )(KOEI)・ 定価 Y 9 800m» « 
AI-68K CZ23ALS:-----eeeee3---...-.-. $2.6 45 Sof e io 定価 X 188,000 EF / < > = っ 
TH E 福 袋 V2 0 CZ224LS e€**65$90e6e9090009000090902500«€0002049099999€090 定価 学 9.9980» ; L 麻 省 | に だ ヨ dis J v) 定価 Y 7 800-9 
OR 定価 \ 15 B00- ゆ マ ー ダ ー ク ラプ DX( リ バー ヒル ソフ ト ) 定 価 \ 7,8009 
MIJSIGIPROSSKCGZ213MS:? 5-39 a ie ee eii 15,800 = (N ザキ ング ポア ジ シカ ゴ ( ボ ー ス テッ ク )・ 定 価 \ 12,800- 
Sampling PRO68K CZ215MS: ee 定価 \ 17,800- AA n $ CET... e 
MUSIC-studio PRO68K 237MS -------- LET AOST ac たき Ye こら 定価 \ 15,800- O TROHET 3 フフ ル ま あじ ゃ ん 2(dB SOFT) 定価 Y 7,800- 
MUSIC-PRO68K(MIDI) 247MS:--- AR 定価 \ 18,800- の Kr SC 定価 \ 14,800 
New-print Shop 221HS ee 定価 \ 19,8009 em m zz VESPRGQEN xm ーッ ニー à 
Communication 223CS ーーーー バ ーーーーーーーーー ド ーーーーーーー・ 定価 X 19,800- d É T * ? v 1 , 
(Q ぐ MD-2400B( オ ムロ ジン) (ニー ドー ドー ドー ドー 定価 \ 49, 800m» 
| BMD-2400F (オム ロン ) e Me 3E fH Y 59,800- EN LV 
の PV-A2400MNP4( ア イワ )5 ミ ニー ニード ーー ラード ーー 5r fif ¥ 46,800 ~ 
MS ZA ICT B RR i RE RR RR Ee EES ze fifi v 188.000» D)PV-A24MNP5(774 17) e n zE flf X 54,800 
(EDO BWVITI epe eee ntur CS Sree es ve aite do) vae 定価 \ 69,800» 
(ete ve SOURCES EI RITCHIE 定価 \ 33.100» LU 
(EIS BBEPPIRO- COOOOCCCNCCR い COCCOCCC に OCGDL CC つて 定価 \ 19.800» l 
R De E EE ges E A Ux» A S E E EAR +m 35.000» | 硬 (3 段 ——^g8 sd Ju 
PCZ-6BEIA IER 定価 Y 38.000» E] i 9 5 A 7m 
(で SS 定価 \ 79.800» — =, 875 (H) 1320 (H - 
(DCZ-6BE4 ーー 定価 \ 138,000» i -— L 
CD CQCZ-6BFl ーーーーーーーーーーーーーー ド ドド ドド ドド ドド トト に に ーーーー 定価 \ 49.800» は x 580 (D) = e m x600(D) ^ 
(〈 よ か CZ-6BP :::: M46 定価 \ 79.800» ` x : , | ; PA S 
ca Ea T R rc MEN La DM » — X 610(W) _ X630(W) | x620(W)| "P 
| (QDOCZ-6EBI:-:---eR—Meeeese]2]3222.2...1..2.......... 定価 \ 88.000» ha: i" i os ーー 
| MAN STOO CREE COCCOCO こ CO で に こい マツ で 定価 \ 36.600» * を F y 
N CZ-6SDI JNUNSC He STESSO Ce A SPRETHCROCRDE ANAN de SA 93. 定価 Y 44.800» i, 
EEr に E e a A EO EEE oA A E E 定価 \ 65.800 | 
(cz-8aPc4 UC TXOGOULSOGUDOREZROUEASEXIUERIETEUDOYIIYIITLTRIQOY 16 eoso:o 定価 Y 99. 800 ————— 
COGENTE eMe A E eri essct: Bursa e X-68000 yh ……… » eCZ856C---- > e CU-14AG2 … l 
(F9CZ-8PK8 vise 9/s'ere V'e/qe s d/e'sis-w/u9 0 9» bos eon oo € es ap eoi» ee se pU co.» 定価 Y 152,000 | e X-68000ACE セ ッ ト ZI e C7-870C T Let » e CU-14H2 EET. » 
CKG シス 3) に 25 GOES 22 で KO うき の CX に 定価 \ 89.800 @ X.1 タ ー ボ 7Z セ ッ ト …… » @CZ-881C……… » @CZ.8PC2…… か 
(TOC Z-6PVI GL TU PINE PII RS Ca TRU ENRIQUE SRETUCTETTT T TL ETA 定価 ¥ 198,000» d X-1G/30 セ ッ ト fM RET e D e CZ-820D P A P» e CZ-8PK6 SA » 


&SCAS82C 34. ds » @ CU-14GB…… » 
e C7-830C PLE ee ドス e CU-14BD th et: » | 
* ーー qis ^ ' ? vd -— [^] 
通信 販売 お 申し 込み の ご 案 の 


— - "- [現金 一 括 で お 申し 込み の 方 ] / 
。 その 場 で 高価 現金 買取 り ・ 高 価 下 取り OK. グ @ 商 品名 お よび お 客 様 の 住所 ・ 氏 名 ・ 電 話 番号 を ご 記入 の 上 、 代 金 を 当社 まで 、 現 金 N 

田 ま す は お 電話 下さ い 。 田 下 取り ・ 買 取り で お 急ぎ の 方 、 直 接 当 社 に | 書留 で お 送り くだ さい 。( プ リン ター・ フ ロッ ピー の 場合 、 本 体 使用 機種 名 を 明記 の こと ) 

03-651-1884 来店 、 ま た は 、 宅 急便 に て お 送り 下さ い 。 [銀行 振込 で お 申し 込み の 方 
ns pa Pod iui re ie @ 銀 行 振込 ご 希望 の 方 は 必ず お 振込 み の 前 に お 電話 に て お 客 様 の ご 住所 ・ お 名 前 ・ 

下取り の 場合 …… SS LAE いま す ので 人 資 定 tah C | 商品 名 等 を お 知ら せく だ さい 。 =・ 、 i " 

確認 し て 下さ い 。 (差額 は 、P&A 超 低 金利 クレ ジッ ト を ご 利用 下さ い 。) ne s A d 

^£ ^ ^ ^d 0. —o et x veu 

@ 買取 り の 場合 …… 現 品 が 着き 次 第 、2 日 以内 に 買取 り 金額 を 連絡 し 、| 【 ク レジ ッ ト で お 申し 込み の 方 ) = 7777 - es 

振込 み 、 又は 書留 で お 送り 致し ます 電話 に て お 申し 込み くだ さい 。 クレ ジッ ト 申 し 込み 用 紙 を お 送り いた し ます の で 、 ニー RLA 

nb の 上 、 当 社 まで お 送り くだ さい 。 
る 近郊 の 方 は 、 P&A 本 店 まで 、 直 接 お 持ち 下さ い 。 @ 現金 特別 価格 で クレ ジッ ト が 利用 で きま す 。 残金 の み に 金 利 が か か り ま す 
| 即金 に て 、 \ 1,000 ,000 ま で お 支払 い 致し ます る 1 円 ~60 回 払い まで 出来 ます 。 但し 、1 回 の お 支払 い 額 は 3, QOD AE. 


TONW—UL2A27 4$ 
S E an VR IE fT o 38 P100 3B 24 d 5*5 e BR OD TALET 


V) RBS B. i3 TL etc. 
Z3 b: — U)NRAS B , fix F7 77v» SEE Ux L7 PC E, B SE Mh t Co 7A dd. 


HPBPPEPPEP 


d D um sie ho パン エー PTT 00 — PM8: 00 ( ; 
O EFH T124 a 日 祭 AM10: 00 ~ PM8: 00 (PRI 
@ ビ デオ テー プ cA 203-651- -0148 (5s 03-651-0141 | 


e 定休 日 / 毎 週 水曜 日 = 第 3 水曜 ・ 木 曜 は 連休 と させ て いた だ きま す (祭日 の 場合 は 翌日 に な り ます ) 


0 現金 書留 及び 銀行 振込 込み の 方 は 、 上 記 商 品 の 料金 に 3% 加 算 の 上 で お 申し 込み 下さ い 。 詳 し く は 、 お 電話 で お 問い 合せ 下さ い 。 


M A YRO ‘S TALS S LIZO? VTL2J/7.RBIENXLTU) 714 プレ 7w.71'G—"TJ9I lov wv 


ーーーーーーー オ ク / で 始ま る バレ ソコ ゴン ワー ルト ーー ニーーーーーー 


1303-/30-6271 


@ 営 業 時 間 AM 11:00 ~ 9:00/RB€-5RPM 7:00 ETE ハイ 即納 


T144 東京 都 大 田 区 蒲田 4-6-7 FAX 03-730-6273 
on x. 1.996 | 3m | 2% | 6m | 3% | 10 回 4.5%| 12m [4.5%] 155 | 7% 
L4 国 PB 


ETO ETT シス テム ザジ クア ジョ ダー 
| P 全 商品 保証 付 ( メ ー カ ー 保 証 ) 


EET JA n 蒲田 か ら 徒歩 5 
E 痛 田 か ら 徒 3 
er 


on 
e 


b 超 低 金 利 ハ ホッピー クレ ジッ ト (1 加 一 60 回 ) 頭 金 ナ シン OK./ オク ト 
> ボー ナス - 括 払 い OK./ ボ ー ナ ス 2I 加 払い OK. ん | セレ ク テ ッ ド シ ス テム 
配達 日 の 指定 OK/( 万 全 な サポ ー ト 体制 ) 、 広告 掲載 商品 以外 の 


b 商品 の 組合 せ 自由 / | オク ト フ リー タム シス テム | 製品 も 取扱 っ て お り ま す 
下 店 頭 デ モン スト レー シ ョ ン 実 施 中 | 


zt e RTI 冬 ひ ボー ナス ー 括 払い (手数 料 ナシ ) 
OC qa | 8 DK だ よー ん 。 直人 多利 人 ハッ ピー クレ ジッ で す ゾ 

Hd x68000 オー タム フェ ア 開 催 中 

( 新 製品 発売 記念 プレ ゼン ト 実施 中 ) セッ ト て お 買い 上 げ の 方 に は 、 ア フタ ー パ ー ナ ー( Y 9..200) を プレ ゼン ト い た し まま 


UK お 好み の セッ ト を お 選び 下さ い 。 15 芋 カラ ー デ ティ スプ レイ TV 


// @3M バ イト の 大 容量 メモ リ MM 
*? 。 | 借 40M バ イト ハー ド テ ディ スク 搭載 


"店 頭 セ ー ル 実施 中 


(の CZ-602G + CZ-612D-- MD-2HD I 04 4- 4^— 4. 
e 定価 \ 475,000» ウフフ 。 お 買 徳 で す ヨ ノ 
CZ-612C 寺 CZ-612D 二 MD-2HDI0 枚 ゲー ム 
PARADE E fifi X 585,800 P 超 低 金 利 ク レジ ッ ト を ご 利用 下さ い 。 
(O CZ-652C --CZ-612D -- MD-2HD I 0& -- 4^— 4. 
u——— EE 2E fi X 417,800 > 電話 一 本 。 ハ イ 即 納 。 
CZ-612D-GY/BK|NEW| CZ-662C 十 CZ-612D 十 MD-2HDI0 枚 キキ ゲー ム 


な 定価 \119.800 rana 定価 \ 527,800 > 超 特 価 . ノ 電話 下さ い 。 
し 15 型 カラ ー デ ィ ス プレ イ TV ーー 
// (D CZ-602C + CZ-602D + MD-2HD I Ot +47 — A 


E Lue 定価 \ 455,800 > 超 特 価 ./ 電話 下さ い 。 
(D CZ-612C -- CZ-602D + MD-2HDI 0A& 4- 4^— 4. 
osos … 定 価 \568,800 ウフ フ 。 お 買 徳 で す ヨ . ノ 
(G CZ-652C +CZ-602D 十 MD-2HDI0 枚 + キ ゲー ム 
| -  . NB 定価 \ 397,800 P 超 低 金 利 クレ ジッ ト を ご 利用 下さ い 。 
CZ-602D-GY/BK[NEW] ^ (H)CZ-662C --CZ-602D -- MD-2HDI0 枚 ゲー ム 
定価 \ 99,800 。  。 ie 定価 \ 507,800 > 電話 一 本 。 ハ イ 即 納 。 


14 型 カラ ー デ ィ ス プレ ー 


] g EXPERT・EXPERT-HD 


e CZ-602C (BK) 
£m Y 356,000 

e CZ-612C(BK) 
xE ff Y 466,000 


未 
現金 特価 ./ 推 選 
し ! | お 電話 下さ い 。 


/ @ 拡張 |/0O ポ ー ト 4 スロ ッ ト 装 備 
e? @2M バ イト の 大 容量 メモ リ 


(DCZ-602C 填 CZ-603D 二 MD-2HDI0 枚 ゲー ム 
MY 定価 \440,.800 シ 電話 一 本 。 ハ イ 即 納 。 
(D OCZ-612C + CZ-603D + MD-2HD2BJ& -4- ^7 — 4. 
Nt 定価 \ 550,800 超 特 価 ./ 電 話 下 さい 。 
(KCZ-652C + CZ-603D 4- MD-2HD I 04& 4- 4P— A 
Vets det a 定価 \ 382,800» ウフ フ 。 お 買 徳 で す ヨ . ノ 
CZ-603D-GY/BK (DCZ-662C 土 CZ-603D 二 MD-2HDI0 枚 ゲー ム 
EAE EBAL800 |. OG rev xE fii ¥ 492,800» 超 低 金 利 ク レジ ッ ト を ご 利用 下さ い 。 


| RAW Ye (X \ 
PRO・PRO-HD 


@ CZ-652C(GY/BK) 
定価 \298.000 

e CZ-662C (GY/BK) 
定価 Y 408, 000 


21 型 カラ ー デ ィ ス プレ イ (M CZ-602C + CU-21 CD -- MD-2HD I 0 + 47 — 4. 
"— — WEBS 定価 Y 495,800)» 超 低 金 利 クレ ジッ ト を ご 利用 下さ い 。 
(NDCZ-612C + CU-21 CD -- MD-2HDI 04& + 4P — 4s 
dir k 定価 \ 605,800 > 電話 一 本 。 ハ イ 即 納 。 
OCZ-652C 寺 CU-21CD 十 MD-2HDI0 枚 ゲー ム 
ENEENKE 0 005 0007 定価 \ 437,800» 超 特 価 ./ 電 話 下 さい 。 
| (P CZ-662C + CU-21 CD -- MD-2HD I 04& +47 — A 


CU-21CD 


| EU PUTL n uc NET. 定価 \547,800 ウフ フ 。 お 買 徳 で す ヨ . ノ 


※ ク レジ ッ ト の 回 数 は 1 回 60 回 、 ボ ー ナ ス 併用 な ど あ り ま す の で お 電話 で お 問合せ 下さ い 。 


回 本体 セッ ト : 送 料 無料 @ 店頭 デモ 実施 中 … 専 門 の 係員 が 詳細 に アド バイ ス 致 し ます 。 ぜ ひご 来店 下さ い 。 
※ 上 記 料 金 に は 、 消 費 税 は 含ま れ て お り ま せん 。 消費 税 が 付加 され ます の で 、 詳 し く は 、 電 話 で お 問合せ 下さ い 。 


MELT 707—477 H25960F EZ/ (BERI) EEEF 7 ハッ ピー クレ ジッ ト を ご 利用 くだ さい . グ 
脅 持 に 人 気 の あ る 商品 に よっ て は 、 し ば らく お 待ち 願う こと が あり ます の で ご 了承 下さ い 。 


厳選 され た 製品 を 、 よ り 安く 、 よ り 早 (、 皆 様 の お 手元 に ./  |Liseseuso 
ラス ト _ X658000ACE-HD 超 特価 セー ル / LER 3E | オク ト 面白 SG00DG/ 


チャ ンス / ※ も セッ ト で て お 買上 げ の 方 に は アフ ター パー ナー (ゲーム ) を プレ ゼン トン 送料 無料 


推奨 セッ ト (B CZ-611C -- CZ-603D -- MD-2HD -4- 4^ — 4 


CZ-8NJ2 


ee Py 超 特 価 /TEL 下 さい 。| € イン テリ ジェ ント 
CZ-611C+CZ-602D+MD-2HD+ ゲ ー ム ゴン ドロ ーー ラー 
超 特 価 . グ ※ ご れ は 、 ナ ント 面白 い 
TEL 下 さい も の で ご ざる 。 忍 者 も 
(DCZ-611C-- CZ-611D 4- MD-2HD 4- ゲー ム びっ くり の イン テリ 
ジェ ント な GOOD5 


| EEX— 、 | | "tors cip dx doc ELE > 赴 特 価 ./TEL 下 さい 。 で す ソ / 

vw EID D/CZ-6HC-- Gu21GD+MD- HHD よ ゲーム d, 
—X 8000 ACE- HD | ? em ? sem ? am| ? BM ze: 23,800 
ITPUCISSHECTIIUISJRUDDUNTESECERT Een ema 7 7&8 TELF, 
特 価 特 価 型 価 特 価 


GZ-6BE 1 IMB 増設 RAM ボ ー ド Y 38,000 | 大 特価 || CZ-6EB2 拡張 |/0O ボ ックス Y 88,000 | 大 特価 
CZ-6BE2 2MB 増 設 RAM ボ ー ド Y 79,000 | 大 特価 || CZ-8TMZ モデ ム ユ ニッ ト Y 49,800 | 大 特価 
CZ-6BGI GPSLB ポ ボー ド Y 59,800 | 大 特価 | CZ-6BNI スキ ャ ナ 用 パラ レル ボー ド | \ 29,800 | 大 特価 
CZ-6BP1 | プロ セッ サ ・ ボ ー ド X 79,800 | 大 特価 || CZ-8NTI トラ ッ ク ボ ー ル Y 13,800 | 大 特価 
CZ-6BCI PAXTA -\ 79,800 | 大 特価 || CZ-6BUI ユニ バー サル |I/0 ボ ー Y 39,800 | 大 特価 
CZ-6BMI MID ボ ー ド Y 26,800 | 大 特価 || AN-160SP アン プ 内 蔵 ス ピー カ Y 59,800 | 大 特価 
AN-8TV パソ コン チュ ー ナ ー Y 35,800 | 大 特価 || CZ-6PVI カラ ー ビ デ オプ リン タ \I98.000 | 大 特価 
CZ-8NSI カラ ー イ メー ジス キャ ナ | *188,000 | 大 特価 | CZ-6VTI-BK | カラ ー イ メー ジ ユ ニ ッ ト | \ 69,800 | 大 特価 
熱転写 カラ ー 漢 字 プ リン ター 用 紙 プ レ ゼ ント 送料 無料 パン ソン コン ラリ ルク ELA 

CZ-8PC4 Y 99,800 (DOZ-8PK7 (24€ 78045) =k i 
@ 48 ド ッ ト 定価 \122,000… 大 特価 ・T ビ EL 下さ い 。 U 五 段 キ ャ スタ b —— fi 
; : 9. ご 5 段 キ ャ スタ ー 付 4 段 キ ャ スタ ー 付 

サー マル ヘッ ド ②CZ-8PK8 (24 ピ ン |36 桁 ) キー ボード DATES Vene 
eB5—B4ic 和 定価 \152.000…: 大 特価 ・ エ EL 下さ い 。 D MET ル ヤ ブル 9 

20 nyg - ODOT RIT 

@ ハガキ 可能  (90Z-8PK9 SECRETO 
ーー 定 ワー ン 、 こ いつ は デキ ル / 
e カラ フラー 対応 定価 \89.800… 大 特価 ・ BULL FEL 840 1245 (H) X614(W) 
オク ト 推 選 (④CZ-8PO3(24 ド ッ ト 漢 字 カ ラー) X 1001D) P d» 

大 特価 TEL 下 さい / 定価 \65.800… 大 特価 ・TEL 下 さい 。 158: 16.000 154 12,000 


ARREN d EA tr JUSSIT HI ム ソ フ ト オ ー i 


< グラ フィ ッ ク > @ Z's STAFF PRO68K 型 
(シャ フト ) 定価 \ 58,000 Ver.2.0 | E 
sorti ,000 | STATIONERY me 5 ポー ツー ル 


F | AES NUT: 
< デー タベース > @ KAMIKA CARD. PRO68K y A — Eu デー タ ベ ー - ス \ 29, 800 


(サム シン ググ ンド )\ 定価 68,000 E DATA PRO068K _ Bebe. IE Rae NE 
+24 7,000 | COMMUNICATION PRO68K | 通信 ソフ ト | Ago | 


— キビ ーー na 
マル チタ イム リア ルレ タス イム 


nc NC HE. |OS-9 X68000 。 INA LUE LEER X 29,800 
(キャ スト ) 定価 \ 68,000 MUSIC PRO68K | ET ワー プロ X 18,800 


4244535 1,000 sounD ERoesk | は サウ エディタ 0 


< 言語 > @ C & Professional Pack | NEW PRINT SHOP PRO68K | ポッ プア ー ト ッ ツール *19,800 。 
(マイ クロ ウェ アジ ャ パン ) 定価 \58,000 | Et R BOON 012 


C- COMPILER o C コ ン パ イラ \ 39,800 
2-«X44,000 7, HOUR c CL 


-— 
< グラ フィ ッ ク > 9 サイ クロ ン エキ スプ レ クラ ズン クッ ニル Tot wwe 731 7| .oM'UPMOÓOO . | 


zE 
ロロ 
ーー 


定価 \78. 000 | Mady i. M Eur ele ense c ec a endis RS Mie 
42 M3 58,000 E-68K - uda eI ITITE *19,500 || > X16,000 — 


店 頭 ゲ ー ム ソフ ト オ ー ル 25% oft/ E ビジ ネス ソフ ト 27 より 特価 中 M 32 上 で YO00 と な ます quay) 
通信 販売 お 申込 み の ご 案内 文 T144 東京 都 大 田 区 蒲田 4-6-7 TEL:03-730-6271 


お 申込 み は お 電話 で お 願い し まま お客様 の < 住所 >< 氏 名 >< 電 話 番号 > 及び く 商品 名 〉 を お 知ら せ 下 さい 。@ 人 條 確認 後 た だ ち に 商品 を ご 送付 いた し ます 

s ラク ラク PME 冨士 銀行 三菱 銀行 

s ス ヶ 原 支店 蒲田 支店 

1% 73 3)No.1824 )No.027869| 
株 式 会 社 億 人 (オク ト ) 


Ns eS ます は 、 お 電話 に て ご 確認 くだ さい 。※10/15( 昌 、16( 月 、17 鱗 、18 紗 は 連休 と させ て いた だ きま す 


※ 上 記 料 金 に は 、 消 費 税 は 含ま れ て お り ませ ん 。 消 費 税 が 付加 され ます の で 、 詳 し く は 電話 で お 問合せ 下さ ENS 
※ 銀 行 振込 、 ま た は 、 現 金 書 留 で ご 注文 の 際 に は 、 あ ら か じ め 電 話 で こ 確認 の 上 、 お 申し 込み 下さ い 。 


鍛 行 振込 . お 近く の 銀行 より (電信 扱い > に て 
お 振込 み 下 さい 

現金 書留 : 封筒 の 中 に 住所 ・ 氏 名 ・ 商 品名 を 
ご 記入 の 上 当社 まで お 送り 下さ い 


専用 お 申込 用 紙 を お 送り 致し ます 
の で 、 必 要 事 項 を ご 記入 、 ご 探 印 の 上 
ご 返送 下さ い 。 手 続き は 簡単 で す 


RE 
CER 


OK 


ご 圧し HeIQT プ 8 


S 


人 る, 
る 


新作 ゲー ム も 続々 、 欲 し か っ だ 物 が 超 特 価 / 


うー ん 、 だ くさ ん あり すぎ て コマ ッ テ シ マウ ペ へ 


11 月 11 日 寺 ・122 日 日 は 毎年 恒例 の フェ アー を 開催 / 


X58000 の 最新 情報 か が いっ ぱい / お 買得 品 も いろ いろ / 九 十 九 電機 / 号 店 に 集まれ / 


EV EXPERT 
S8000 PET 
CZ-808C 20 
縦 置 タイ プ 2M RAM 標 準 搭載 —— 
標準 価格 \356.000 ees 
CZ-612C 

40MB ハ ー ド ディ スク 内 上 蔵 タ イプ 
標準 価格 \466.000 


CZ-608 F»F€v*0.39»m242-:: nm 定価 Y 99,800 
CZ-6512D ドッ トピ ッ チ 0 . 31nm タ イプ トバ t バ トト ーー ドド トド ドド ーッ 定価 XY 119,800 
CZ-503D ドッ トピ ッ チ 0 . 31mm タ イプ nme ee 定価 学 84-800D 
CU-g1O ロ 21 イン チ デ ィ ス プレ イード ドド ーー 定価 \139-800 
主 オ プシ ョ ン 

CZ-5STI (チル ト 台 ) M M Mme 定価 Y 5.800 
OGZ- (RBG シ ステ ムチ ュー ナー) ドー ドド ドド ーー 定価 ¥ 33,100 
BF-88PRO ( 高 性 能 CRT フ ィ ル ター) 定価 x 19,800 
CZ-BBE] IMB 内蔵 RAM(CZ-600C 専 用) 定価 X 35,000 
CZ-BBEIA !MBRPRERAM(ACE-PROZU—Z*R)----5Eg(fii 38000 
CZ-5BE? DMBAEIYRAMSE EIS IIIS 定価 \79-880 
CZ-5BEA AMB 増設 RAM ボ ー ド ドド ドド ドド ドド ーー に ーー 定価 \138-600 
CZ-8BQGl] FAX ポ ボード ーーー ドー ンー ンー ビー 定価 X 79,800 
CZ-B5BP]l 数 値 演算 プロ セッ サボ ポ ボード 定価 X 79,800 
CQZ-85BMI MDI ボ —F MR 定価 x 26,800 
CZ-8BGl cP-IBé&-kF- M 定価 \59.866 
CZ-B5BUI az^-*wos-r- 定価 X 39,800 
CZ-BBF.] ZRS-232Cgi— Fe 定価 «49.800 
CZ-BVTI J32—4»—UG3Amybh:se8eÉÉeeMMMMIII 定価 ¥ 69,800 
CZ-8NSI カラ ー イ メー ジス キャ ナド ドド ドド ーー 定価 \188-066 
CZ-86EBI MARORI REEE prt rn orae tie et es 定価 388,000 
AN-SI0U アン プ 内 蔵 ス ピー カー シス テム (2 本 1 組 )……… 定価 \36-660 

これ で あな た の 部 屋 は ゲー ムセン ター…… ^ 

CZ-8NJe A oH ob pO io perci DPA MEE Sra c e REM P E 7t E (ff 323.800 


電子 手帳 & ボ ポケ コン も ツク モ で … 


シャ ー プ 


P A-8500 


定価 \28.000 


PC-E500 
定価 \28.800 


PC-E?00 


大 型 4 行 表 示 、 デ ー タ スケ ジュ ー ル 定価 \22.00 
管理 に 便利 、IC カ ー ド 、 プ リン タ て 定価 90 


更に 発展 する ハイ グレ ー ド タイ プ 


| いよ いよ X68000 と デー タ を や り と り で きま す / ノ 


@ ら taionery PRO-68K | 
| 


e 専用 通信 ケー ブル 
ANZ. tartok M セッ ド 


e PA-8500 


e CZ-888C-BK-- --- Y 169,800 
e CZ-860D-BK………… \92.200 
| f$ 店 / が 5 | 
| "ere | 回 | | 
| / LI ec J j 
| news e/ h ES PAN 回 d | 
| l 中 央 通 j | 
m Er 
Hi mam UHR ERRER i 


SAMI 0 時 一 M7 時 体 毎週 木曜 日 


全国 代金 引き 換え 配達 


お 申し 込み は 谷 03-251-9911 へ お 電話 1 本 ./ 
商品 到着 の 際 、 玄 関 て お 会 計 が で きま す 配達 日 の 指定 も で きま す 、 


IE 


夏 ・ 各 、 ポ ボー ナス C 回 払い 受付 中 


月 々 \3.000 以 上 の 均等 払い も 頭金 な し 


消費 税別 途 Y4.740 


Music StudiO デ ー タ 曲 集 も 発売 中 / $5,800 
SF-001 国 本 佳宏 知恵 ある 暮し の 味 
SF-002 佐久 間 正 英 イン セク ト 
SF-003 本 多 俊 之 - ピー セ ズ ・ オ プ ・ ワ ー ク 
SF-004 戸田 誠司 あの 娘 の DNA 
SF-005 佐藤 欧 彦 プ リゾ ー ム 症候 群 
SF-006 関根 安里 プス ケッ チ 


@ カラ ーー 漢字 24 ド ッ ト 熱 転写 プリ ンタ ー 


CZ-8PC3 c PCR ES cw Point TER Eee 定価 ¥ 65.800 
@ カラ ーー 漢字 48 ド ッ ト 熱 転写 プリ ンタ ー ( 色 は 黒 、 又 は クレ ー を 指定 し て 下さ い 。) 
CZ-8PC4A 0 LL 定価 ¥ 99,800 

@ カラ ー イ メー ジジ ェ ッ ト プ リ ンタ ー 
IO-735X L 0 AE E OENE PRG: 定価 ¥ 248,000 


ォ ム ロン MD12F S (00/1200: —) 
747 PV-A]1200M K 3(300/1200z5 —) 


ソ ク モ は 「 ス ー バ ーX PRO SHOUP」 で す 。 


九 十 九 電 機 株 101-91. 東京 都 千代 田 区 
神田 郵便 局 私 書 箱 135 号 


現金 書留 な ら 


T101-91 東京 都 千 代田 区 神田 郵便 局 私 書 箱 135 号 
Jv T- 2,8 HEX E oh / Xf 


* 表示 価格 に は 消費 税 は 含ま れ て お り ま せん 。 


ndm - . 
A Y68000 PRO アフ セ サ リ ー い ろ い ろ 月 の お すす め セ ッ ト fv x68oo0 
le reo onno PROBIS 、 
E BERANE : * ツク モ オ リ ジ ナ ルキ ー ボ ー ド 延長 ケー ブル オム ロン MD- ど 400B 
E iu RU Fo x 300/1200/2400(MNP4)bps 対 応 
NE: CZ-B5 ら C キー ボー ド シ リ コン カバ ー 
77 - 横 置 タイ プ 1M RAM 標準 搭載 Mcr ter da SPS た 一 みのる 
ーー 一 標準 価格 \298.000 太 キ ー ボ ー ド セフティ カバ ーASC108 X68000 用 通信 ソフ ト 
ESSA CZ-662C MERRTE ETE OO L a 
ーー ーー 40MB ハ ー ド ディ スク 内 蔵 タイ プ | 婦 キ ー ボ ー ド ダス トカ バーADC108 
< Ctt EN 標準 価格 Y 408.000 ated 0 
お 勧め ソフ トウ ェ ア 
( 7 KamiKaZ ら (神風 ) 統合 型 ス プレ ッ ド シー ト … 
MT-3 MID 音 源 — saecu c aUe LTD E tme. es 
i TRENES A 定価 \64. ES i KR 
OCZ-5BMI MIDI ボ ー ド いま る ここ 定価 \26 .800 SN 電子 手帳 この 通信 ケ ブル は 別売 で す 。(\2.,500) 
CZ-247MS MUSIC PRO-88(MIDI) SOUND PROGIK サウ ンド エディ ター ドー 定価 \15.800 
e EE quil 07 Soup VEA pet pg ome o 定価 \28.800 MUSIC PRO-88K ミミ ー ジ ッ ク ツ ー ル ーー 定価 \18.800 
Sampling PRO-88K AD PCM 活 用 ソフ トー………… 定価 \17.800 
i Musicstudio PRO-68K V1.1] MIDI マ ル チ レ コー ディ ング ゲソ フト 
: ; MR M OIR T Y. RS e ue TRI ps based canos Ves A E EE 定価 28.800 
(Btzwik) MUSIC PHO-B8K (MIDI) MUSIC PRO-68K OMIDIN: 
o a 定価 \28.800 
KARE MIDI S Æ yY64, 000 ソン グラ イブ ラリ (101 曲 集 〉 MUSIC PRO-68K デ ー タ 曲 集 定価 \-8.800 
6BMT MIEJI ポ Nr 定価 \26.800 Communication PRO-68K 通信 ソフ ト ……… 定価 \19.800 
CZ-e5?MS Musicstudio PRO-68K VII S 240-5 E i S A T 
EE E A E p s qos cio A CREARE OAE V 5E (iff ¥ 28,800 DATA PRO-88K リレー ショ ナル デー タベース … 定価 N58. 000 
CARD PHO-88K カー ド 型 デー タベース ……ーー…ー 定価 \29.800 
消費 税別 途 Y2.994 シス テム 手帳 リフ ィ ル 集 CARD PRO-68K 用 フォ ー ム 集 ・… 定 価 \9.8Q0 
> 活用 フォ ー ム 集 CARD PRO-68K 用 フォ ー ム 集 nnn 定価 \9.800 
COEUR Z's STAFF PRO-B8K Ver2.0 グラ フィ ッ ク ツ ー ル 
à Pes ep EM vios teen 
HIIVEIGFTAE ORART 
CZ-8BMI MIDI ボ ー ド AN EEUU E 定価 \26.800 ノッ ンー ルル ーーーーーーーーー・・・ーーー・ | ii 
CZ-252MS Musicstudio PRO-88K Verl.) New Print Shop PRO-68K 高 機能 ボッ プア ー ト ツー ル 
プン 定価 \28.800 人 価 \19.800 


Terazzo SPRITE EDITOR PRO-88K 高尾 能 スプ ライ ト エディタ 


C-THRHACGE 88 レイ トレ ー シ ン グン ソン フトウェア ……… 
C COMPILER PHO-68K c&fMxevt 定価 \39.800 
Final X68000 マル チ フ ァイル ・ ス クリ ー ン ・ エ ディ タ 


Al-58K Al プロ グラ ム 開 発 ウ ツール … で … ジ ドド ドド ーー ドー 定価 Y 188,000 
REDUCE 数 式 処 理 用 ソフ トド トド ドド ーー 
OS-9/X 68000 X68000/8OS-9 --: eller. 定価 \29.800 


C R プロ フェ ッ シ ョ ナル パッ ケー ジ OS -9/X68000 用 C コ ン バ イ ラ セ ッ ト 


mFORTH Compiler FORTH コ ン バ イ ラ セ ッ ト 


Humanb8K V er?2.( Human68K の NEW バー ジョ ン ……… 定価 \9.800 
※ そ の 他 、 ゲ ー ム ソフ ト も 続々 発売 中 で す の て で 、 詳 し く は お 尋 ね 下さ い 。 


ル ハードディスク が 更に 大 容量 に / 特 人 販売 中 / [NEW] 
アイ テッ ク タイン さ し で esae 
IT X-840 40MB、28ms bid. 
5E fifi Y 158,000 | i 


[T X-880 80MB(40MB 4- 40MB).20ms 
定価 Y198.000 


ソ ツク モ / 号 店 


203-253-4199 


通信 販売 部 谷 03-251-9911 


画 ソ クモ 5 号 店 公 03-851-0531 
画 ニ ュー セン ター 店 7: 03-251-0987 


画 名 古屋 1 号 店 2052-263-1655 
画 名 古屋 ら 号 店 2052-251-3399 
画 ソ クモ 札幌 2011-241-2299 


クー LE さく -— 

銀行 振込 な ら 
事前 に 谷 で お 届け 先 を ご 連絡 下さ い 
富士 銀行 神田 支店 端 No894047 


—— 


micro Computer 


コン ビュ ー タ っ で て な に 7」 
こん な 素朴 な 疑問 に あな た な ら ご どう 答え る だ ろう か の 
ここ で 一 度 起点 に 帰っ て , 我々 が が か た だ 漠然 と と ら え て い 
る コン ピュ ー タ と いう も の を 見 つめ 直し て みた い 。 
コン ピュ ー タ 使う 。 こ いう こと か アプ リケーション な を 
使 つ 、 よ いう と と 同義 な ら ば 。 な に も この よう な こと 
を 考え る 必要 は な い 。 だ が , コン ピュ ー タ で プロ グラ ム 
を する 人 が マニ ア と 呼ば れる 風潮 の な か で は , 我々 は コ 
ンピュータ と は な に か と いう ここ と を 見 失い が ち で は な い 
だ る うか 。 
今回 扱う の は “micro” COmputer の も っ と も ミク ロ 
な , も っ と も 核 に な る 部 分 , すなわち じ CPU と その 周辺 
だ 。 現在 の パソ コン を 特徴 づけ る 多彩 な 機能 の ほとん ど ご 
は コン トロ ー ラ L8I の 力 に よる も の だ が , コン ピュ ー タ 
全体 を 規定 する の は 依然 と し て CPU で ある 。 そ し て , 我 
我 が 使 っ て いる パソ コン も 中 身 は micro Computer 
こと こい われ る も の に ほかなら な い 。 規模 は “micro" で も , 
その 実体 は まぎれ も な く “Computer" な の だ 。 
と 680 で は な く 80285 で も 58000 で も な く , コン ピュ ー タ に 
お ける CPU を 再 認 識 す る こと か ら , さら な る 未来 へ の 
バー スペ クティ ブ が 明らか に な る か も し れ な い 。 
も ちろ ん , $X, micro Computer 入門 は CPU だ 
け に と ご ま ら な い 。 こ れ は 第 1 歩 に すぎ な い の だ 。 し か 
UL, この 1 歩 は OS, 言語 . ユー ザー イン タフ ェ イ ス な 
e, 新しい 切り 口 か ら , より 広い 意味 で の コン ピュ ー タ ue : 
入門 に つなが っ て いく に 違い な い 。 
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いき な り だ が , SF と ロッ ク は と て も 似 た 
面 を 持っ て いる 。 

SE 仕立 て の 小道 具 が ちり ば め ら れ た 未来 
の 話 ど か ら と いっ て を の 小説 が SF と は 限ら 
な い 。SF で ない 人 (? ) が 書い た 作品 は と 
うみ て も SF 小説 と し か ジャ ン ル の つけ よう 
が な い の に , SF を 感じ な が いな ど と いう こと 
は 多い も の だ 。 逆 に 筒井 康隆 が 書け ば , B 
代 の 話 だ ろう と, 考証 が ムチ ャ クチ ャ て あ 
信二 を それ は SF だ 。 

た と えば , ロッ クン ロー ル の リズ ム で リ 
ッ ケ ン バ ッ カー の ギタ ー を 使っ て , ディ イス 
トー ショ ン を か け て , シャ ウト し て も それ 
が ロッ ク か も いう と そう で は な い 。 よ バア 
イド ル だ っ た 人 が ロッ ク し た だ たり , アイ ドル 
が ロッ ク 調 の 曲 を 歌う が それ が ロッ ク に 
問 ご え だ だ めし が な い 。 

つつ まり: SE ファ ン も ロッ ク フ ァ ン も ,- を 
れ ぞ れ 共 通 の 感覚 , マイ ンド , フェ ロモ 
iow F E, まあ な ん で も いい 
けれ ど , そう いっ た 根っこ を 持っ て いて , 
それ は 舞台 (宇宙 と た か リズ ム と か ) を 整え 
た か ら と いっ て , な ん と か な る も の で は な 
の だ 。 

昔 , SF の 浸透 と 拡散 の 時 代 と 呼ば れ た 
ころ が あっ た が , 拡散 と いう の は 市 民権 を 
得る 代わ り に そう いっ た スピ リッ ト を 持た 
な い 人 々 の 侵入 を 許す こと に ほか な ら な が っ 
た 。 あ る ヒッ トチ ャ ー ト で 有名 に な っ だ ロ 
ッ ク バ ンド が , 売れ て 客 が 増え だ た の は いい 
けれ ど , それ に つれ て 歌謡 曲 の ノリ で 手 を 
振る 客 が 増え を てき て や り に くく な っ た だ , と 
いう 上 よう な こと を 言っ て いた だ 。 

べつ に 。 SF を 語る に は クラ ー ク や ハイ ン 
ライ ン か ら ま ず 入 ら な きゃ や いけ な いと か , 
ビー トル ズ や ツェ ッ ペ リン を 聴か な いと 駄 
目 ど な ん て いう つも り は 毛頭 な いし , クラ 
ー ク も ハイ ン ラ イン も 私 は 好き じゃ な い 。 
な ん と いう か , 根っこ の 部 分 が つか め て いる 
の な ら 。 それ で いい わけ だ 。 具体 的 に 言え 
と いわ れ て も 困る が , と き に は セン ス ・ オ 
ブ ・ ワ ンダ ー で あり , 洞察 の 方 向 で あり , 
ドラ イブ 感 で あり , ちょ っ と し た ギタ ー の 
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古今 東西 ,。 コン ピュ ー タ の 基本 は 0 と 1 の 2 進数 と 相場 が 決ま っ て 


いま す 。 それは , 


パソ コン で あろ うと , 大 型 機 で あろ うと 変わ る こ 


と が あり ませ ん 。 コ ンピュータ を 理解 する ポイ ント は , 根っこ の 部 
分 で ある 2 進 表現 の スピ リッ ト を 感じ 取る こと か も し れ ま せん 。 


響き 具合 な わけ だ 。 

SF や ロッ ク に 限ら な い 。 あ まり 聴か な い 
か ら 大 きい こと は 言え を な いけ ど , ジャ ズ だ 
っ て そう だ ろう 。 山 下 洋 輔 が 弾く ビア ノ は 
クラ シッ ク の 曲 で も ジャ ズ だ と いう こと く 
らい 誰 で も ちょ っ と 聴け ば わか る 。 


ll コン ピュ ー タ の 知 ち が か が わかる? 


C, また も や 思い も よら ぬ 長 い 前 置き に 
Po て し まだ の 、 ッ ツラ コン だ っ る 【。 そう 
で ある 。 い くら パソ コン 歴 3 年 の や つ で も 
な ん か 話し て いて 噛み 合わ な いこ と も あ 
る し 。 ブ ログ ラム は 組ま な く と も パソ コン 
歴 が 浅く と も , 同じ モ センス を 感じ る や つも 
いる 。 これ は , 知識 や 経験 で 説明 で きる も 
の で は な いと 思う 。 視野 か も し れ な いし , 
思い 入れ か も し れ な いし , 愛 か も し れ な い 。 
た だ の 私 の 好き 嫌い かも し れ な い 。 

33, こと コン ピュ ー タ の 場合 , "機械 の 中 
で 何 か が 動い て いる " と いう 感覚 を 感じ ら 
れる か どう か 。 目 なり 黒 な り 灰 色 な り の 箱 
の 中 で いっ た いと どん な 流れ で も っ て 小 人 が 
動い て いる の か 想像 する 感覚 , それ が 大 事 
な の で は な い だ み ろう か 。 

確か に パソ コン は 高 機能 化し て 複雑 に な 
っ て あま り に も 鮮やか で , 中 で 小 人 が 動い 
て いよ う が 魔 女 の 魔 法 で 動い て いよ う が 使 
う 側 は 気 に な ら な く な っ て きた だ た 。 と は いえ 。, 
を の 根っこ の 部 分 は 何 十 年 も 変わ っ て は い 
な い の で ある 。 高 機能 化し て 複雑 に な っ だ 
も の を 一 か ら 追 いか け て いく の は , よ は と 
の オォ タク か 頭 の いい 人 で な い 限 り 愚 の 骨頂 
で ある 。 しかし, 基本 の 流れ が わか れ ば , 
細か いこ と な ん て わか ら な くく とも, 支配 し 
も され も せ ず , 適当 に 付き 合っ て いけ る も の 
な の で ある 。 

根っこ を つか ん で お け ば , わけ も わか ら ず 
ワー ブロ だ け を 有り 難 が っ て いる よう な ユ 
ー ザ ー に は 少な く て と も な ら ず に す を むし, € 
面 的 な ぜ ギャグ だ け で オタ ッ キ ー に 笑わ な く 
て も すむ し , エキ スパ パート シス テム に 無謀 
な 期待 を し な く て も すむ し , パソ コン も 拡 


散 し な いで 浸透 し て いっ て くれ る の で は な 
OD’ Epi rž, また 夢 の 夢 。 


B 指 は 10 本 ある けれ ど …… 


コン ピュ ー タ の 根っこ が 理解 きれ に くい 
の は , 98 が 悪い の で も , MS-DOS が 患い の 
で も , 一 太郎 が 悪い の で も , IBM が 悪い の 
で も (よく も な いけ れ ど ) xc, その 抽 
象 性 に ある , と 思う ん だ な あ 。 

* 

時 は 紀元 前 3000 年 頃 の , そう だ な , 日 本 
と し て お こう 。 縄文 人 の ある 集落 の 話 だ 。 
まだ 神武 天皇 きん も いな い , 9H g Ko 

ここ に ひと り 5 の 天才 が いた 。 彼 は 火葬 場 
の 管理 を し て いた だ た ので, 斎場 と 呼ば れ て い 
た (いや な 子 感 が する だ る ろう)。 縄文 人 が 
火葬 な ん か し て いた か っ て ? そん な 音 の 
こと は わか ら な い 。 まあ, 細か いこ と は 抜 
き に し て , 当時 の 人 は 10 ま で し か 数 を 数 え 
られ な か っ た 。 指 が 10 本 だ っ た か ら だ 。 

ANS 10 以 上 の 数 を 数 を る と き は , その 

辺 に いる や つ を ひと り 捕 まえ て き て 両手 を 広 
げ て 立た せ て お き , それ を 10 の 単位 と し た 。 
た と えば , 23 を 表す に は , 両手 を 広げ た 田 
2 人 と , 指 を 3 本 だ け 出 し た 男 が ひと り 必 
要 ど っ た わけ だ 。 彼ら は 山 の 中 に 住む 狩猟 
民族 びっ た の だ が , に 兎 を 何 十 泌 中 も 
捕れ た と き に は を その 数 を 長老 に 伝え る の が 
大 変 だ っ た わけ だ 。 

ある 日 , 齋 場 が 長老 の と ころ へ 禄 不足 の 
顔 を し て 現れ た 。 

「 長 老 。 数 の 数 ぇ 方 に つい て ご 相談 が あり 
£i 

斎場 は 人 差し 指 と 中 指 を 立て て 見 せ , 

「 兎 が これ だ け 捕 れ た と カク さん が 言っ た 
と し まし ょ う 。 次 に スケ きん が 来 て , 親指 
と 小指 を 立て , 兎 が これ だ け 捕 れ た だ た, と 言 
っ だ と し まし ょ 2 う 」』 

斎場 は 親指 と 小指 を 立て て 見 せ た 。 

「 る て 。 長老 。 ス ケ さ ん と カク さる ん で は と 
ちら が た くさ ん 兎 を 捕っ だ の で すか . 

長老 は 斎場 が 何 を 言い た い の か わか ら ず 


怪 詩 な 顔 を し て 「 も ちろ ん , 同じ だ な 」 と, 
Boh. 斎場 は 我 が 意 を 得 た り 。 

「 長 者, と どちら も 指 の 立ち 方 は 違う の に 同 
じ 数 と は , 無駄 で は な いで し ょ うか 」 

無駄 7? それ の どこ が いけ な いん だ 7? 」 

「 い け な い の で は あり ませ ん 。 た だ だ, も し 
指 の 立て 方 で 表す 数 が 違う と な れ ば , 兎 を 
1034 (に ここ で て 斉 場 は 両手 を 広げ て 見 せ ) X 
り た くさ ん 捕っ た と き で も , ひと り で 表せ 
る の で は な いで し ょ うか 」 

長老 は 「 う 一 む 」 と うな っ た まま 徴 動 だ 
に し な に と やがて, 

「 い い 方 法 は ある の か , 斎場 よ 」 

と , WU 

「 も ちろ ん で ご ざい ます 。 指 が 立っ て いな 
いと きる 使う の で あり ます 。 まず, 片手 で 
ご 説明 し まし ょ う 」 

府 場 は 右手 を 握っ て , 手の甲 を 長老 に 向 
け て 突き 出し た 。「 こ れ は 1 羽 も 捕れ な か っ 
だ 情け な いと き の 印 で ざさ ぎ いま す 」 

(著者 注 : お お , こん な 昔 に ゼロ の 概念 
見 つけ た も の が ある と は 『!) 

続い て , 斎場 は 親指 を 立て た 。 

C 1 羽 だ け 捕 れ た 不満 な と き の 印 は これ で 
ご ざい ます 」 

「 ほ か の 指 で は いか ん の か ? 」 

「 は い , 順番 と いう も の が ご ざい ます ゆ ゅ 
え 」 

長老 は 真似 を し て 右手 親指 を 立て て みた 。 
LOT, 親指 を 引っ 込め , 人 指し 指 を 立て 
Ls 

「 こ れ が 家族 で 食 せ る 2 羽 の 印 だ な 」 

「 は い , きす が , 長老 。 その と お り で す 」 

C35 51:5 Cito 55, 

長老 は 唇 の 端 を 僅か に 歪め , 中 指 だ どけ を 
立て て 見 せ た 。 斎場 は 子 め 答え を 用 意 し て 
い だ か の よう に 。 

O, それ で は , 今 ま で どおり 10 羽 ま 
で し か 数 を られ ませ ん 。 それ は , 4 羽 の 印 
CT 

長老 は 目 を も むい た 。10 秒 ほど 森 の 神 へ 祈 
0, 続い て 狩り の 神 へ 祈っ た 。 

し.3 羽 は こう で す 」 

斎場 は 親指 と 人 指し 指 を 立て て 見 せ た 。 

「 難 解 び の う 」 

「 い え , と て も 簡単 な 仕組 み で す 。 ご 説 
時 し まし ょ よう 」 

廊 場 は 子 め 抱え て きた 甘い 拳 ほ どの 大 き 
る の 木の実 を 5 つ 2 人 の 間 に 置 いた 。 

「 こ れ を 数 えて み ま し ょ う 」 

斎場 は 左手 で 実 を ひと つ 取 り , 右手 の 親 
WEC 

FL 4dVEBEEOCT, 

続い て , も う ひ と 一 左手 に 増やし た 。 
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「2 つ 目 を 取り まし た の で , 右手 の 数 を 増 
や し まし ょ う 。 私 の 考え た 方 法 で は , 数 は 
常に 親指 に 対し て 加え られ ます 。 LPL, 
親指 は すでに 使わ れ て いる の で , 加え られ 
ませ ん 。 を そこで, 親指 2 つ 分 と いう 意味 で , 
人 指し 指 を 立て る の で す 。 す る と, 親指 は 
空き ます 」 

高 場 は 右手 人 差し 指 を 立て て 親指 を 折っ 
た 。 左手 で 3 つ 目 の 木の実 を 取っ た 。 

「 次 は , 親指 が 空い て いま す の で , 立て ま 
す 。 この, 人 差し 指 と 親指 の 2 本 が 立っ て 
いる と き が 3 個 な の で す 。 指 は 2 本 で も 3 
個 な の で す 」 

さら に 4 つ 目 の 木の実 を 左手 に 収め た 。 

「 る さら に , ひと つ 増 えま し た の で , 親指 に 
加え ます が , また も や 親指 は 使わ れ て ぉ り 
ます 。 そこ で , 親指 を 休ま せま し て , AX 
し 指 . と ころ が , 人 差し 指 も 立っ て いる で 
は な いで すか 。 し か だ が な い の で 人 差し 指 
5 休ま せま し て 中 指 を 立て ます 。 これが 4 
つ を 表す 指 で す 」 

これ を 3 日 3 晩 繰り 返し , 斎場 は 辛抱 強 
〈 長老 に 教え 込ん だ 。 

「 私 の 考え ぇ た 方 法 で 数 を 数 を れ ば , 片手 
だ け で 3 人 と 指 1 本 分 。 両 手 と つなげ ます 
と , な ん と , 10 人 の 10 倍 以上 の 数 の 兎 で も 
数 を られ る の で す 」 

「 娘 た ち が 山 ほど 抱え て 帰っ て くる 〈 ぬ 
ざ の 実数 えら れる と に いう の か 」 

や が て , 斎場 の 村 で は 10 年 か け て この 記 
数 法 が 普及 し , その 副作用 で みん な 指先 が 
益 用 に な っ か ただ 。 指 先 の 器用 な 人 々 は ここ が 
発 入 だ っ た わけ だ 。 な お ぉ お , 隣 の 集落 へ も 伝 
わっ た が , その 集落 の 長老 は 不器用 な た め 
に "薬指 と 親指 だ どけ 立て る ” 形 が うま く 作 
れ な か っ た だ た *2。 よって, 普及 し な か っ た 。 

を その後,。 この 記 数 法 は , 大 和 朝 延 が 日 本 
統一 の 旗 の も と, この 集落 の 末 誰 を 平定 す 
る さま て 使わ れる 。 も うそ の ころ に は 。 元 の 
乱 味 を 知る も の も なく, た だ どの 数 は どの 
指 の 形 ほ と いう パタ ー ン だ けし か 伝え られ な 
か っ た た だめ, この 知恵 は あっ さり と 失わ れ 
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B パン クロ ー の バイ ナリ 講座 


FE, いう わけ だ ね 。 僕 は この 斎場 の 末 診 
な の る 。 へ っ へ 」 

と , 斎場 パン クロ ー が 得意 気 に 鼻 を 鳴ら 
M AM 

非常 に 私 と し て は 心苦しい の で ある が , 
いや が な 了 予感 の と な り , また も や 懲り ず に 斉 
場 パ ンク ロー と ジョ セフン ソン 素子 の 登場 で 
ある 。 

時 は , 前 回 の お 話 を 遡る こと 5 年 , 2 人 
と も 高校 へ 入っ だ た だ ばかり, hA 
場 パ ンク ロー が , まだ コン ピュ ー タ と いえ を 
ば ゲー ム マ シン か 銀行 の 中 で 人 金 勘定 を す る 
拝金 主義 の 機械 と し か 認識 し て いな い ジ ョ 
セフン ソン 素子 に 計算 機 の 原理 を 悪戦 苦闘 し 
て 説明 する と ころ か ら 始 まる わけ だ 。 

「 今 の つま ん な い 話 が 何だ っ て 言う の ?」 

「 2 進 法 だ よ 。 2 進 法 は 僕ら が 使っ て い 
る 10 進 法 に 比べ て , 指 だ どけ で 1000 以 上 も 数 
ぇ えら 和 れる 位 単純 で 簡単 な 方 法 ど っ て いう 話 」 

パン クロ ー は , あと 1 年 6 も すれ ば 素子 に 
追い 抜か れ て 馬鹿 に され る と も 知ら ず 。 得 
意気 な の で あっ た 。 

素子 は くやし げに , 指 を 立て た り 折っ た 
り し て いる 。 

「 い いか 。 右手 の 親指 が 下 1 桁 で , 人 差し 
指 が 2 桁 目 , 小指 が 5 桁 目 ど と 考え て , E 
えた だ た ? 5 と 10 し か 数 字 が な い 世 の 中 で も 
考え て みれ ば いい ん だ 」 

5 と 10 し か 数 字 の な い 世 の 中 。 諸君 は ソ 
ロバ ン と いう 手動 式 計算 支援 機械 を 知っ て 
いる だ ろう か 。 あ れ は , 5 の 玉 ひ と つと ., 
*Il みん な 知っ て いる と 思う が , 兎 は いち わ , 

に わ と 数 える の だ ぞ 。 


*2 実は 私 も だ 。 指 が ツリ そう に な る 。 こ ん な 
こと 始め る ん じゃ な か っ た 。 


* ま 3 だ いた い に お いて , 知恵 と いう の は こう し 
て 失わ れる も の だ 。 精神 が 減 び , 形 が 残っ 
た も の の な ん と 多い こと か 。 


特集 コン ピュ ー タ の 根っこ 7 の 


1 の 玉 4 つ うつ ぞ で び ひとつ の 桁 を 表し て に る 。 で 
は , 1 の 玉 4 つ を 取っ て し まえ ば ,.5 と 10 
し か な い 計 算 機 の 出来 上 が り で ある 。 簡単 
で お る 。 これが 2 進 法 の 世界 な の だ 。 
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あま り に も 簡単 に 済ん で し まう 2 2 進 法 の 
世界 。 で は , な ぜ 難 し 感じ られ て し ま 2 う 2 
(の の *。 

進 法 は 10 個 の 記号 で (0 一 9) 数 を 表 
Frogs inicio MA だ か ら 。 
覚え る こと は 少な い 。 し か し , 記号 が 少な 
いと いう こと は , 同じ 数 を 表す の に も 沢山 
の 桁 が 必要 に な る と いう こと で あり , IUE 
し の ⑦ の し くれ の みる も いく (。 

人 は 常に 複雑 な 概念 を 必要 と する も の が 
現れ る と , それ を 表す 言葉 に 置き 換え て 対 
処し て きだ 。CD な ん て コン パク トディ スク 
DRIED, コン パク トディ スク と 聞い て も, 
それ だ け で は 何 の こ と や ら わ か ら な い 。 光 
学 読 み 取り 式 円 盤 ほ た と いっ て も , その 言葉 に 
は 中 に 記録 きれ て いる だ ろう 音楽 に 思い を 
PES E ARE OX 9; CD と いう 
単語 に は 普段 何気なく 使っ て いる 以上 の も 
の が 込め られ て いる と いう こと で ,。 人 は 常 
に さ の よう に し て ひつ の 言 業 な り も の な 

に 多数 の も の を 込め る こと に よっ て , 複 
雑 化 ・ 多 様 化 する 流れ に 対処 し て きた の で 
ある 。 

コン ピュ ー タ は を の 人 の 営み に 逆行 する 
か の よう に , 0 と 1 の 支配 する も っ と も 単 
純 な も の し か 受け 付け て くれ な い 。 だから, 
コン ピュ ー タ は 非 人 間 的 な る も の の 代表 で 
あり , RE EA 
が 楽 を し よう と あみ だ し た “言語 ・ 概 念 生 
成 能 力 ” と の 対決 に ほか な ら な い の で ある 。 

いま て た っ て も ンド ビス スー 
が 世間 の 人 に 正しい 評価 を も ら え な い の で て で 
ある 。 こ の 対決 を 具体 的 に 行っ て いる の が 
人 工 知能 の 世界 だ 。 人 工 知 能 の 研究 な ん て , 
複雑 化 ・ 多 様 化し た 概念 を 閉じ 込め た 言葉 
を 元 に 復元 し よう と する 非 人 間 的 な 試み な 
の で ある 。 

し か し , 本 誌 読者 諸君 な ら 肌 で 感じ と っ 
て いき だ な うる こま AROE こう いつ 
た 非 人 間 的 と も 思え を る "8E の 作業 は , 
泥 臭 く て 生臭 い 人 間 的 な きま ざま な も の に 
比べ , 極め て 純粋 な 作業 で ある 。 だ か ら こ 
そる 面白 い の で あり , 複雑 に 組み 合わ さる, 
人 々 の 目 か ら 林 い 隠さ れ た 事物 を 分 解 し て 
中 身 を 探り た く な る 気持 ちち も わか る と いう 
b の だ 。 

b, いう わけ て 。 


も う 少 し 2: 進 法 の 話 を 
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し あす 。 
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3 日 後 。 パ ンク ロー が 学校 を る ば っ て 目 
息 の カ フェ ・ ラ ・ ミ ル で 500 円 の 濃い コー ヒ 
ー を すす っ て いる と , 窓際 の 席 が まず か っ 


た の か 。 ジョ セフン ソン 素子 が 彼 を 見 つけ て 
ツウ て き に 。 
「 こ の 数 は 何だ 」 


と , 素子 は 右手 の 人 差し 指 と 小指 を 立て 
て 見 せ た 。 


「 も し か し て , 3 日 も 指 の 体操 ば か り し て 
だ ん じゃ な い だ ろ うだ な 」 
「 し て だ っ て 。 い いじ ゃ な い 。 あ 。 稚 。 KL 


茶 と 上 シフォン ケー キ ね 」 

ウェ イタ ー を 軽く 《 あ し 6 うと 。 ATRE 
ュ ア な 2 進 法 が 気に入っ だ ただ らしく, 

「 じ ゃ あこ れ は 7?」 

と , 左手 と 右手 を 出し て 指 を 何 本 か 立て て 
見 せな た 。 パ ンク ロー は 2 進 法 の 理屈 は 知っ 
て いて も 減 多 に 使わ な か いし , そん な パズル 


に 価値 を 見 出 き なか っ た が , 素子 は を そう で 
は な か っ た 。 
「 や ー い 。308 だ さよ 」 


パン クロ ー は 面 日 く な い 。 

「 じ ゃ あ そ れ を 4 て 割っ て みろ 」 

さあ , 素子 は 悩ん だ び 。 パ ンク ロー が 簡単 
に 言う か ら に は , すぐ に 答え が 出る よう な 
秘密 が ある に 違い な い 。 パ ンク ロー は 勝ち 
誇っ て 禁煙 パイ ポ を 吸っ て いる 。 味 算 で 計 
算 し , その 結果 を また 2 進 に 直す な ん て , 
素子 の プラ イド は 許 き な い 。 

で 邊 あ こと た て も て だ いて 。 きろ さき 
と 食 を ん を 。 そ の ケー キ , 食っ ちまう ぞ 」 

「 ち ょ っ と 待っ て 。 和 侍 っ て っ た ら あ 」 

を う 言 いつ つも , 素子 の 目 は 自分 の 2 進 
計算 機 。 つ まり 指 か ら 上 離れ て いな い 。 

「 お まえ な あ 。500 割 る 100 は いく つ だ 7?」 
「5 」 

「 そ れ と どこ が 違う ん だ ?」 

rý, そっ か そっ か 。 4 は 100 (2 進 法 だ か 
6, イチ ゼロ ゼロ ね ) だ か ら , 2 桁 減ら せ 


ば いい わけ ね 」 
「 を その と お り 。 ケーキ は 教授 料 ね 」 
「 い いわ よ 。 だ か が から, ちゃ ん と 教え て ? 


AL. L A» b | 
パン クタ クロー は 拍子 抜け し て , ひと 言 教え 
las 


* ど 進 法 演算 の いろ いろ 


v, 右手 を 出し て 。 左手 も 出し て 。 右 
手 さ ん に 左手 さん の 数 を 足し て あげ まし ょ 


> 


う 」 
b, パシ ン グロー は 放 肉 むっ あり に 言い , 
素子 は を そう し て , 指 が つり を うに な っ た 。 
「 じ ゃ あ , 普通 の 筆算 みた だ い に , 桁 を 捕え 
C, iv, 下 の 桁 か が ら 足 し て いき まし ょ う , 


t. 数字 が 変わ ら な いか , 繰り 9 上 が る か し 


か な いか ら 簡 単 ど ろう 。 俺 な ん か 。 8-7 
が 覚え られ な く 〈 く て 苦労 し た の に ,。 2 進 だ っ 


だ ら そ ん な 苦労 じ ら な いも ん な 。 2 進数 っ 
も ed LE 


パン クロ ー は 勝手 に うな ずい て いる 。 


「 じ ゃ あ , 掛け 算 は ? 九 旭 みた いな の は 
な い の ?」 

「 あ る よ 。 は い ,。 イン イチ が イチ 。 お しま 
AN 


UD. とう 。 £205 $4703 
「 そ う を そう 。 九 九 な ん て 10 進 法 が 複雑 すぎ 
て 計算 が 面倒 臭い 。 面倒 お が らい っ を 覚え て 
Liz! と, 考え 出 き れ だ も の な の が だ , 
絶対 」 
素子 は 呆れ て 可愛 い メ モ 帳 を 取り だ し た 。 
ッ パ ンク ロー が 乱 革 な 字 で 
1100111 
※ 11101 


Ls es 

と う や る の ?」 

「10 進 法 で も 2 進 法 で も イン イチ は イチ な 
ん だ か ら , 普通 に Bu. さい に に 決ま っ て る 
じゃ な いか 。 最後 に 足す と きだ け , 2 進 法 
で や りゃ あい いん だ 」 

tD; €3, -ntvuvo? 

1100111 
X 11101 


1100111 
1100111 
1100111 
1100111 
T, これ を 足せ ば いい の ね 」 
素子 は これ を じっと 見 つめ て 悩み , 
rh, これ 足す の っ て , 面倒 臭 し 
UU. qeu. HM AA Ds 
コン ピュ ー タ に や ら せ る ん じゃ ね ん え か 」 
L5, そう か 」 
きる きっ き , 人 間 の 営み ひと つ に , 複雑 化 ・ 
多様 化し て し まっ た 概念 を ひと つの 新しい 
言葉 で 置き 換え る こと が ある と いう 話 を し 
た 気 が す る 。 その 営み の 幣 害 を 挙げ よう 。 
元 の 概念 を 知ら ず に 新しい 言葉 び け を 見 
た だ た とき, それ が 何 を 示し , 何 を 語っ て いる 
の か “さっ ぱり , IU. 
5 oA LudgEoI I» OX eI» ti 
っ た ら , せっ か 〈 作 られ だ 新しい 言葉 か ら 


ーー 93 
ラマ ッ フ マフ ララ パー 


元 の 単純 な 言葉 を 複雑 に 組み 合わ せ て 語 
られ た 概念" へ と 逆行 し て いか ね ば な ら な 
いい "4 に 場合 に は 。 結果 に た Et っ て 
だ た だめ に 本 を 3 冊 読 まね ば な ら な か っ だ たり , 
さら に その 本 の 言葉 を 理解 する た め に 本 を 
読ま は ね ば な ら な か っ た り で , 終わ っ て みた 
ら だ くさ る ん 本 を 読ん だ ” と いう 事実 だ け 
が 残っ て , 頭 が 飽和 し て 煮詰まっ て “結局 さ 
くわ から な か っ だ た だ" と な る こと が 非常 に 多 
い 。- と っ て も 多い 。 そん な わけ の わか ん な 
いこ と ば っ か 書い て ある 本 な ん て 作る な よ ょ 
な (と , 学生 の 頃 は こん な こと ば っ か 思っ 
TOI). 

思う に, 頭 の いい 人 と いう の は 。, “ 何 が 書 
いて ある か わか ら な い , まる で 読ま れる こ 
と を 拒否 し て いる か の よう な か 書物” か ら 。 
何と な く ポ イン ト を つか ん で し まえ る 能力 を 
持っ た 人 の こと で は ある まい か 。 重要 な の 
は 知識 や 記憶 力 で は な い の で ある 。 そう い 
っ だ こと は ,。 コン ピュ ー タ に まかせ …… ら 
る よう に な っ だ らい いな 。. よ 。 

$C, 話 は も どっ て , 2 進 法 の 話 は 少し 
具体 性 を 帯び て くる 。 


$ ] と 0U だ け で と こま で で きる と いう の か 


「 2 進 法 は わか っ た けど , 小数 と か 負 の 数 
と か は どう する の ?.」 

「 そ りゃ あ 。 2 倍 す る ご と に 桁 が 倍 に な っ 
て いく ん だ か ら , 半分 に な る ご と に 桁 が 減 
る ん だ ろ 。 こ の 考え で いく と, 2 進数 の 0.1 
は 10 進 の 0.5 で , 0.01 は ぇ 一 と , 0.5 の 半分 
な の さる 」 

「0.25 ね 。 じゃあ を の 半分 は 0.125 ね 」 

暗算 の 嫌い な パン クロ ー は どこ で この 話 
是 を 切り 禁 え よう か と 思い 始め て いた 。 

「 も し か し て , 2 進数 の 0.111 は 。 0.540. 
25 十 0.125 を 計算 し な いと 10 進 数 に な ら な 
CO? j 

「 を その と お り 。111 を 半分 に し て 11.1 で さき 
ら に 半分 に し て も う 1 回 半分 に すれ ば 0.111 
だ か が から, 7 を 3 回 半分 に すれ ば いい わけ だ 」 

Lata の 8975 4 

「 そ ん な も ん 知ら ん , 勝手 に 計算 し ろ 」 

「 も し か し て , 10 進 の 0.9 を 2 進数 に し よ ょ 
うと 思っ た ら , 0.1111111…… っ て いく つ 1 
が 続く の ? 」 

「 ん な も ん 知る か 。 俺 が 知っ て る の は 小数 
に な る と , 完璧 な 10 進 一 2 進 変 換 は で き な 
て いう こと た だけ げ 」 

「 え 一 じゃあ, Iya ZX oTo W 
C250? Hot, どの コン ピュ ー タ も 中 
で は 2 進数 な ん で し ょ 。 だ っ た ら , コン ピ 
ュー タ が 計算 し た 割り 算 の 結果 は 間違っ て 


る ん じゃ ん 」 
「 お まえ る さん に は わか ら な い 人 間 様 の 深 
い 知 恵 が そう は な ん な いよ うに 工夫 し て る 


ここ て 素子 は パン クロ ー を 困ら せる ネタ 
を いた だ 。 

「 じ ゃ あ , 0 と 1 し か な い 世 界 な の に ,。 E 
う し て 小数 点 が ある の 7? 小数 点 は 0 で も 
1 で も な いじ ゃ な い 」 

「 うっ 』 

「 つ いで に , 一 1 と か 一 01101 は どう し て る 
の 。 マ イナ ス は 0 で も 1 で も な いわ よさ 」 

「 む で で 」 

パン クロ ー は 困っ た 。 言 われ て みれ ば 確 
duc 242, 

「 そ れ は ,。 お まえ 。 お まえ に は わか ら な い 
人 間 の 深い 知恵 が びな あ …… J 

「 あ , そう 。 自分 で 調べ る か らい いわ 」 

こう し て パン クタ クロー は 素子 の 尊敬 を 勝ち 
取る チャ ンス を 逃し た の で あっ た 。 

こん な 調子 な の で , 荻窪 主 が 仕方 な 〈 解 
説 す る の で ある 。 

谷 え は 簡単 。“" コ ンピュータ は バカ で あ 
な と いう こと だ 。 バ カ だ か ら ,。 小数 な ん 
て 概念 も 負 の 数 な ん て 概念 も ない 。 

し か し , 考え て みる と いい 。 我々 は 筆算 
を する と き , 小数 点 の こと を どう 扱う だ ろ 
2 か 。 まず, 紙 に 式 を 書く とき, 桁 を 合わ 
せる だ め に 使う 。 そ し て , 計算 の 最 中 は ま 
っ だ さく 無 視 し て , 終わ っ て か ら , 小数 点 を 

打つ だ ろう 。 それ で 困り は し な い 。 


t, いう わけ で , コン ピュ ー タ が バカ が だ 
か ら 小 数 点 を 無視 し て 計算 し た と し て も 困 


ら な いわ け で ある 。 小数 点 の 位置 き を どこ 
か で 把握 し て いれ ば いい わけ な の だ 。 

コン ビ ピュー タ で 小数 を 扱う 一 番 簡単 な 方 
法 は , 何 桁 目 が 小数 点 か の 子 め 決め て お く 方 
も の る 0。 だ と みん は 。 2 進 10 桁 の 数 が あ 
る と し て ( 指 10 本 分 だ ど ね ), 下 か ら 5 桁 目 と 
4 桁 目 の 間 (右手 を 下 の 桁 側 と する と , di 
手 小指 と 薬指 の 間 だ ) に ある よ , と いう こ 
と に し て お な (。 誰が し て あな (か よし うに 
私 だ 

それ で も っ て , 2 進 自然 数 (? 01101 
を 使う と き は , 小数 点 位置 を 合わ せる た め 
に 後ろ の に 4 つの ゼロ を くっ つけ て や れ ば い 
い 。 こ ん な 調子 で 計算 も する 。 コ ユ コンピ ュー 
タ は バカ だ か ら 小 数 点 が ある な ん て 思い も 
し な いて 普通 に 計算 を する 。 結果 が 出る 。 
私 は その 結果 を 見 て , 最初 に 小数 点 と 決 
め た 場所 に 小数 点 を くっ つけ て 答え ぇ を 見 れ 
ば いい 。 答え が 11011100 だ っ た と し た ら 。 
それ は 1101.11 だ と 思え ば いい わけ が だ 。 


原理 な ん て, 
つい で に , 負 の 数 の 場合 も お ん な じ で あ 
る 。 コ ンピュータ は バカ な の が だ 。 

だ た だ たとえば, コン ピュ ー タ が 4 桁 ま で し か 
計算 が で き な い と し よう 。 最初 は 0 が 入っ 
て いる 。 4 桁 だ か ら 。0000" 77433, ここ か 


up [d T A 


b ら 1 を 5 引 こ う 。 人間 か ら 見 る と , 0 か ら 1 
を 引く わけ だ か が から, 一 1 な の は わか りき っ て 
いる 。 コ ヨンヒ ュー タ は バカ だ が 5, 00002» 
b 1 を 引く 〈。 
まず 下 の 桁 か が ら 1 を 引く が, 0 だから で 
き な い 。 そこ で 上 の 桁 か ら 6 1 を 借り て き て 
ト 1 桁 は 1 だ 。 しかし, 2 番目 の 桁 も 5 0 だ 
が 1 を 貸す まこ と が て き な い 。 そこ で 。,- き る 
ら に 上 の 桁 か ら 6 1 を 借り て くる 。 しかし, 
3 番目 の 桁 も 0 だ か ら 1 を 貸 せ な い 。 そこ 
C, 4 番 日 の 桁 か ら 1 を 借り る 。 4 番目 の 
性 は 更に 上 か ら 1 を 借り る が , 4 桁 し か 計 
NIGIOOT, 220 REDE BE 
0, 計算 は 終わ る 。 
する と, 結果 と し て 借り っ ぱな し で 返せ 
な い 数 が “1111” と 4 つも 残っ た わけ だ *6。 
MEN a ここ で 誰か が 考 repii 
*4 プロ グラ ム を 解説 し た り , コン ピュ ー タ を 
すみ ずみ まで し ゃ ぶろ うと いう 試み も これ 
に 他 な ら な い 。 だ か ら 人 の プロ グラ ム を 読 
む の は 嫌い な の だ 。 特 に |I6 進 の ダン プ を 追 
う の は ( 逆 ア セン ブル し て あっ て も ) 多大 


な る パワ ー を 必要 と する 。 パ ワー の ある 人 
う て す ご いな 。 


*5 これ を 固定 小数 点 と いう 。 小 数 点 の 位置 が 
固定 だ か ら で , ソロ バン の 足し 算 ・ 引 き 算 
お そう だ 。 DAVE EIAS EBGRIEEU 
が , コン ピュ ー タ で や る と そん な 大 き な かな 桁 
数 は と れ な い の で , 左端 と か 右端 に 無駄 が 
で きた り , は み 出 し た りす る 。 そ れ で も 固 
定 小数 点 方 式 の 10 進 演算 ( 2 進 だ と 誤差 が 
出る の て で, 無理 や り I0 進 の まま 計算 する の 
だ ) は COBOL や PL/| な ど で よ く 使 われ る 。 
反対 に , 浮動 小数 点 と いう 方 式 (パソ コン 
の 小数 計算 は みん な これ だ ) も ある 。 


特集 コン ピュ ー タ の 根っこ 2I 


「 さ る あ 了 困っ た 。 一 1 も 15 ( 2 進 の 1111 は 10 
進 で 15 だ ) も 同じ 結 旧 に な っ て し まっ た 。 
よし , この 際 細 か いこ と に 目 を つぶ っ て , 
一 番 上 の 桁 が 1 だ っ た だら 負 の 数 と いう こと 
ILES 1j 

こん な も の で ある 。 例 に よっ て コン ピュ 
ー タ は バカ だ か ら 素 直 に 計算 し, その 結 
果 を 人 間 が 勝手 に 負 の 数 だ ど と し て し まっ た 
りす る の だ 。. そ 性 だ と 足し すぎ て 一 番 上 が 
1 に な っ だ の か 引き すぎ て な っ だ の か わか 
し か っ を だ りす る の だ が "。 それ は ユン 
ビ ピュー 女 に と っ て は どう で も いい こと な の 
で ある 。 人間 が 気 に す れ ば いい だ けが だ 。 

この よう に し て , 小数 だ どろ う が , 負 の 数 
だ ろう が , コン ピュ ー タ は 全然 気 に し な い 
で いつ も の 調子 で 足し た り 引 い だ り いろ い 
ろ と 1 と 0 の 世界 で 戯れ て いる の で ある 。 
bó, 優 稚 な こと で 。 


Bl コン ビュ ー タ は 0 と 1 の 大 行人 


今度 は 権威 を 失墜 し た パン クロ ー 復 活 の 
話 で ある 。 

Ik, パン クロ ー。 そもそも 0 と 1 が きす 
あ 。 ど うし て どう な っ だ た だ たら デ ロ グ ラム と か 
いう 代物 に な る わけ 7?」 

パン クロ ー 君 も 今回 は し っ か り 勉 強 を し 
て き て いる の で 大 丈夫 と ば か り , MHz 
eg us 

「 2 進数 の 8 桁 が ひと つの 単位 だ と 考え て 
みる ん だ 。 コ ンピュータ さん を 作っ た 人 は , 
8 桁 単位 で な ん で も 処理 する よう に する か 
bh, どー し て 7? な ん て 聞か な いよ う 
に 。 と りあ ぇ え ず , そう な の だ 」 

「ASCII コ ー ド も 1 文字 8 ビッ ト だ も ん 
ね 」 

素子 どっ て 勉強 し て いる の で ある 。 

「 う 一 ん 。 話 が 早い 。 それ で , その 8 ビッ 
ト が ずら 一 っ と 並ん で いる , ib, 横 8 桁 
の 幅 を 持っ た 紙テープ が ある と 思っ て ちょ 。 
それ が 実に 長い テー プ で , 何 メ ー ト ル も あ 
る ん だ 。 まあ, 1 個 の 枠 を 1 辺 2 ミリ と す 
る と , 幅 が 1.6 モ ンチ で 長き が 65536 行 と し 
て , 131.072 メ ー ト ル ね 。 な ん で 65536 か と 
いう も, 8 ゼット が る つて 16 ビ ッ ト て 。16 
HTO 2 進数 は 10 進 びと 65536 通 り (0 一 6553 
5) だ か ら ね 」 

「 よ くそ ん な 数 字 を 覚え られ だ わ ね 」 

X68000 エ ユー ザ ボー に は 呪文 の よう に 馴染 み 
深い 数 字 で ある 。 

「 で 。 コ ンピュータ さん の 脳味噌 用 や と そ を 
の 紙テープ が つなが っ て いる と し よう 。 脳 味 
噌 君 は その 紙テープ に 書い て ある 8 杵 の 1 
と 0 を 同時 に 読ん だ り 書 いた りす る 機能 が 
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ある ん だ 。 つ いで に , 視野 が 狭く て 一 度 に 

1 行 し か 見 られ な いん だ けど , 今 何 行 目 を 
見 て いる か が わか っ て , つい で に 1 行 ず つ テ 
ー プ を ずら すこ と が で きる 。 さら に は , Bá 
味噌 君 は 俺 た ち が 文 章 を 左 か ら 右 に 読む よ 
うに , 勝手 に 1 行 ず つっ 進ん で いく ん だ 」 

「 そ の 紙テープ に いろ いろ と 書い て ある わ 
け ね 」 

「 を そう そう 。 を そこ に いろ いろ と 命令 が 書い 
て あっ た り 数 字 が 書い て あっ た だ た りす る ん だ 。 
実際 は それ を 紙テープ じゃ な く て 電気 で や 
っ て る ん だ けど ね 」 


「 そ の テー プ の お 尻 と 頭 が つなが っ て いて 。, 


さらに それ が メビウス の 輪 み た だ た い に 1 回 ひ 
ね っ て ある と 面白 いね 。 4 次 元 の 計算 で も 
し て て れ な いか し 6』 


だ いだい 原理 は こん な も の で ある (8 っ 
きも 同じ よう な こと ょ と を 言っ た な あ 。 ま 。 い 
いか ) 。 で , その 紙テープ の 何 が 命令 で 何 
が デー タ か と いう 間 題 が ある 。 コ ユ コンピ ュー 
タタ 々 に と っ て みれ ば どっ ち だ っ て 0 と 1 の 並 
びに すぎ な いわ け だ か ら , 子 め いろ いろ と 
約束 ご と を 決め て お か ね ば な ら な い 。 それ 
は も う 作 っ た 人 の 自由 で ある 。 8 ビッ ト で 
あっ た だ たり , 16 ビ ッ ト で あっ た り , 32 ビ ッ ト で あ 
っ だ りす る わけ だ が , と りあ え ぇ すず す 今 の 普通 
の ユン ピュ ー タ さん は 1 行 に 8 桁 し か 書か 
和 れい と いう 原則 上 。 と ん な ュ ン ピュー 
タ で も 電源 を 入れ た ら 1 行 目 (この 世界 で 
は 数 字 は 0 か ら 数 を る の で , 0 行 目 と い お 
う ) か ら 読 み 始め る と いう 鉄則 叶 1 は 守っ て 
いる は ず が だ 。 

この 紙テープ を メモ リ 。 8 ビッ ト を 1 バ 
イト , 何 行 目 か を 表す 言葉 を アド レス , 12 
行 目 を アド レス の 12 番 地 な ど な ど と 置き 換 
ぇ えれ ば あっ と いう 間 に コ ンピュータ の 話 と 
な る 。 そ ん な も の で ある 。 

コン ピュ ー タ は どん な も の で も 0 と 1 の 
並び の 大 行進 で 動い て いる の だ 。 


| 計算 機 と は も う 呼 べ な い 


も と も と コン ピュ ー タ は 戦争 の と き , "n 
道 計算 を (大 砲 を 撃っ た と き , どの 角度 で 
どー ん と 撃て ば 目的 の 戦車 を 壊せ る か ) F 
る た だ ため に 作ら れ だ た も の で ある (らし い )。 だ 
ORO, 膨大 な 金 が か か る 新しい 技術 に 国 
が ポー ン と 金 を 払う の は そん な と きく らい 


gu 
だ か ら , コン ピュ ー タ は 電子 計算 機 と 訳 
され , 計算 が 速い 機械 と 認識 きれ た の だ が, 


英語 の 訳 と し て は 中 国語 の ほう が 一 枚 上 手 
だ っ だ よう だ 。 電脳 と し て し まっ だ の だ か 


ら 。 日 本 で も 電子 頭脳 と いう 言葉 が あっ た 
b, あれ は あれ で 違う も の を 指し て いた か 
ら 。 

コン ピュ ー タ は 時 代 と 共に 計算 を する 機 
械 で は な く , 記号 を 扱う 機械 と 化し た 。 も 
と も と , 0 と 1 の 並び に すぎ な い の だ か ら , 
それ を 数 値 と みな すか 文字 を 表す 記号 と み 
な すか は 人 間 の 側 の 問題 で ある か らし て , 
コン ピュ ー タ の 知っ だ こと で は な い 。 

今 。 コ ンピュータ は 記号 を 扱う 機械 か ら 
情報 を 扱う 機械 へ と 認識 が 変わ っ て き て い 
る 。 中身 (動作 ) は 大 し て 変わ っ て いな い 
Qi, で ある 。 コ ンピュータ の 本 来 の 次 は 
計算 機 で は な く 〈, 記号 を 扱う 機械 だ と 思う 。 
記号 の 集まり を 情報 と みな すか 否 か は 人 間 
の 役割 だ 。 

今 の コン ピュ ー タ を 作っ た 上 も い を たる 3 
人 (ツキ シン シャク グイ オイ マン 。 デ ラシャ チュ ー リ 
ング , C.E. シャ ノン ) の 遺産 を 越え を な い 限 
り “コン ピュ ー タ は バカ で ある ” と いう 事 
実は 変わ ら な い 。 菩 も 今 も バカ に も の を 教 
A56 (プログ ラミ ング の こと だ さよ) の は 大 
変 だ し , 教え る 人 間 の ほう も た いし て 頭 が 
よく な いと き て いる 。 だ か らら こそ コン ビュ 
ー タ を 必要 と する わけ で , 世の中 うま く で 
き て いる の か 無駄 に 輪廻 し て いる の か わか 
ら な い 。 

今回 は あま り に も 入り 口 の 話 を 試み , 用 
語 も ほとん ど 出 て な い (は ず ) OC, WE 
り だ が だい 大 も 多い だ みう が 。 ユ ンピュータ の 
根っこ は 何時 も 0 と 1 だ と いう こと を も う 
一 度 心 に と ど め て お いて は ほし い 。. 
| *6 これ を 一 | の 2 の 補 数 表現 と いう 。 世 の 解 
| 説 書 で は いき な り “2 の 補 数 と は "な ど と と 
| 始ま っ て , 2 の 補 数 の 求め 方 に 突入 し て し 

まう の て で 初心 者 に は わか り に くい 。 ちなみ 
に , | の 補 数 や 10 の 補 数 も ある 。 た と えば , 
車 の トリ ッ プ メー ター な ん か , 0000 で バッ 
ク す る と 9999 に な っ て そこ か ら 減 っ て いく 。 
9999 が 10 の 補 数 表現 で 一 ! な の だ 。 


*7 実際 の と ころ , オー バー フロ ー ( 桁 が は み 
出す ) し た と き や , 正負 が ひっ くり 返っ た 
と たき に 尾 フ ラグ と いう も の が ! に な っ た り , 
0 に な っ た りす る の だ 。 


*8 Cb, 初期 の コン ピュ ー タ は そん な こと は 
お 構い な し に 好き 勝手 や っ て いた けど ね 。 
ひと つの 単位 が 70 ビ ッ ト と か (これ は あと 
の 記事 の お 楽し み )。 


*9 言う まで も な いこ と だ けど , PUR, 


*10 16 ビ ッ ト の CPU だ っ て , 一 度 に 2 つ 分 扱わ 
れ て いる (偶数 番地 と 奇数 番地 ) だ け で , U 
と つの 番地 に は 1 バイト で ある 。 


*|| 鉄則 な ど と 書い た が , 実 は 8086 と 68000 で は 
この 原則 が 当て は ま ら な か っ た りす る 。 つ 
まり , 世の中 の 大 半 の コン ピュ ー タ は 普通 

じゃ な いこ と を し て いる の だ 。 困っ た も の 
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7 | コン ピュ ー タ の 構成 


1946 年 に 開発 され た 最初 の 自動 計算 機 
ENIAC は 真空 管 式 で し た 。 プ ログ ラム を 組 
む 代 わり に た くさ ん の ケー ブル を つなぎ 換 
えて 制御 を 行う と いう も ので, 複雑 な こと 
を させ る の は 難し く , その 割 に ひと 部 屋 分 
と いう 大 きる て し た 。 

その 後 , 半導体 素子 トラ ンジ スタ の 画 期 
的 な 発明 が あり , さら に それ ら の トラ ンジ 
スタ を 小さ な パッ ケー ジ に 納め た 集積 回 路 
(Integrated Circuit : IC), その 集積 度 を 
高め だ 大 規模 集積 回 路 (Large Scale Inte 
grated circuit : LSI) が 次 々 に 開発 され る 
ttbb, コシ ゼス ュー は よさ コン パタ クト 
に , より 高 機能 に な っ て きま し た 。 

そし て コ ユ コンピュータ の 機能 を 1 チッ プ に 
まとめ だ た マイ クロ プロ セッ サ が 開発 され る 
t, 初め て マイ クロ コン ピュ ー タ と いう も 
の が 現れ る よう に な っ だ の で す 。 そう いう 
意味 で は , 今日 私 た ち が 使っ て いる パー ソ 
ナル コン ピュ ー タ は か な り 進 化し た 形態 の 
コン ピュ ー タ だ と いえ ます 。 

し か が か が し 。 と ん が に バー ドサ ウェ ア が 信 歩 し 
て も , 計算 機 の 基本 的 な アー キテ クチ ャ は 
1949 年 に フォ ン ・ ノ イマ ン に よっ て 提案 き 
れ だ ブロ グラ ム 内 蔵 方 式 が いま な お 主流 と 
な っ て いま す 。 これ は 計算 の 実行 内 容 を 記 
述 し た プ ブログ ラム を 記憶 装置 (メモ リ ) に 
順番 に 記憶 きせ て お き , それ を 中 央 処理 装 
i& (Central Processing Unit : CPU) +% 
次 読み 出し て き て 実行 し て いく と いう も の 
で すず <《 ノ イマ ン 型 コン ピュ ー タ と いう )。 

最初 の アド レス に ある 命令 を 実行 し た ら 
次 の アド レス の 命令 を 読み , 以下 , 順に 実 
行 す る …… 。 この 実に 当たり 前 の よう な 方 


マイ クロ コン ビュ ー タ へ の 択 待 


j 47] 歩か ら の CPU 物語 


ノイ マン 型 コ ンピュータ の 基本 アー キテ クチ ャ を 解説 し ます 。 コン 
ピュー タ ア ー キ テク チャ と は CPU 回 り の ハー ドウ ェ ア だ け で は な 
《 く ソフ トウ ェ ア の イン タフ ェ イ ス 部 分 も 含み ます 。 も っ と も 基本 的 
な 部 分 な の で 、 最 初 か ら 飛 ば し すぎ ず し っ か り と 理解 し て くだ さい 。 


式 が ノイ マン 型 の 本 質 で す 。ENIAC の よう 
に ブログ ラム に 応じ て ハー ドウ ェ ア を 組み 
直す よう な 方 式 に 比べ て 柔軟 性 が 高く , こ 
れ に よっ て 初め て コン ピュ ー タ に コン ピュ 
ー タ らし い 動 作 が 期待 びき る よう に な っ た 
と いっ て も いい で し ょ う 。 

ここ で は ,。 この ノイ マン 型 の アー キテ ク 
チャ と その ハー ドウ ェ ア の 構成 を 概説 す る 
こと し て いき ます 。 


lg コン ビュ ー タ の 8 大 要素 


ノイ マン 型 の (すなわち , 一 般 的 に 普及 
し て いる ) コン ピュ ー タ は ,。 大 きく 分 け て 
次 の 3 つの 部 分 か ら な っ て いま す ( 図 1 参 


選 進 法 の 話 


さて , 電気 や 磁気 を 始め , 自然 界 に ある も の 
は 2 相 (0/! な ど 2 つ の 状態 ) で 安定 する も の 
が ほとん ど で す (0/1/2 の 3 つの 状態 て 安定 
する も の な と 固体 液体 気体 ぐ で らい で し ょ 
う )。 人 間 が 作る も の も これ ら 物 理 現 象 な ど を 利 
用 し て いま す の で , どう し て も 0/| の 状態 を 基本 
に 設計 され て いま す 。 コ ンピュータ で は 電圧 が 
一 定 値 より 高い か どう か で 0/| を 決め て いま す 。 

これ を 制御 する の は スイ ッ チ ング 素子 と し て 
の トラフ ンジ スタ で す 。 ト ラン ジス タ は アナ ログ 


回 路 で は 電圧 の 増幅 に 用 いら れ ま すね 。 し か し , 


実際 に は トラ ンジ スタ で 増幅 で きる 電圧 の 帯域 
は そう 広い わけ で は な く , 増幅 で き な い くら い 
高い 電圧 や 増幅 で き な い くら い 低 い 電 圧 を か け 
て や る と 出力 電圧 は は っ きり し た 安定 状態 に な 
り ま す 。 これ を 電圧 の High, Low の 2 値 と し て 位 

置 づ け て いる の で す 。 通常 は High が | = 真 , Low 
が 0 = 偽 と し て 扱わ れ ま す 。 

、 そ し て トラ ンー ジス タ や コン デン サ な と ど を 組み 
合わ せ て AND, OR, NOT な どの 論理 素子 (いわ ゆ 
る ゲー ト ) が 構成 され ます 。「A か つ B な ら 」 と 
か 「A ま た は B な ら 」 と か いう 条件 を 扱う こと 
が で きる よう に な る と 。 これ ら の 組み 合わ せ で 
非常 に 複雑 な 論理 も 扱え る よう に な り ま す 。 さ 
ら に これ ら の 論理 素子 を 組み 合わ せ て 論理 回 路 
が 作ら れ , ずっ と 進ん で 論理 回 路 の 親玉 に あ た 
る の が CPU な の で す 。CPU が 基本 的 に 0/| の 信号 
し か 扱え な い の も こう いっ た 関係 に よる も の で 
す 。 


1) 記憶 装置 (メモ リ ) 
2) 中央 処理 装置 (CPU) 
3) 入出 力 イ ンタ フェ イス (I/O) 
@ メ モリ 

メモ リ は ブロ グラ ム と デー タ を 記憶 させ 
て お く と ころ で す 。 メ モリ に は ひと つ ず つ 
順番 に 番地 (アド レス ) が 割り 当て て あっ 
て , それ ぞ れ の アド レス に 数 値 デ ー タ が 格 
納 さ れ て いま す 。 
@ CPU 

CPU は コン ピュ ー タ の 中 枢 部 で , 命令 や 
デー タ を メモリ か ら 読 み 込み , それ を 解読 
し て 実行 し た あと に , その 結果 を 再び メモ 
) に 戻し ます 。 メ モリ に 格納 され て いる 情 


も し も , た と えば 256 段 階 で 安定 する トラ ンジ 
スタ が で きた と する と , 現在 の メモ リ | ビッ ト 
分 の メモ リセ ル で | バイト の 情報 量 が 記憶 で き 
る こと に な り ま す 。 光 素子 な どの な か に は 多 状 
態 で 安定 する 素子 も 発見 され て いま す の で , い 
ずれ は これ ら を 使っ た 2 進 法 (2digit と いい ま 
す ) 以外 の High digit コ ンピュータ が で きる か も 
し れ ま せん 。 
コン ピュ ー タ 

広辞苑 を 引く と 「 コ ンピュータ ー[computer] 
計算 機 。 主 と し て 電子 計算 機 を いう 」 と 載っ て 
いる 。 愛す る に ( 誰 で も 知っ て いる けど ) マイ 
クロ コン ピュ ー タ と いう の は 超 小 型 電子 計算 機 
で あっ て , 当然 の よう に あの ちっ こい シリ コン 
の チッ プ の 上 を ば し ば し と 電子 を あっ ち 流 し こ 
っ ち 流 し し て 計算 を し て いる わけ で すね 。 とい 
うこ と は 昔 コ ンピュータ を 作っ た 人 が 電子 の 代 
わり に シリ コン チッ プ に 水道 管 と バル ブ を 作っ 
て ( 超 精 密 機 械 だ な ) 水 で 計算 する よう に し て 
いれ ば いま ご ころ! パソ コン ョ 水力 計算 機 CLA 
っ て いた わけ で すね (実際 . リレー を 使っ て ガ 
シャ ガ シ ャ と 計算 し て いた 機械 の こと を 電気 計 
算 機 と も 呼ん た で いた らし い )。 う 一 ん , それ も 面 
白かっ た か も し れ な い 。 

ずーっと 苦 , 歯車 を いく つも 組み 合わ せ カ ー 
杯 が っ ちゃ ん が っ ちゃ ん 回 し て 計算 する 手動 機 
械 式 の 計算 機 が あっ た そう だ 。 う 一 ん , 人 間 が 
計算 の エネ ルギー か , が ん ば る な あ 。 でも, t 
れ を 元気 計算 機 と は いわ な か っ た と 思う (do b, 
くだ らん ネタ を …… うー 
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報 に つい て , それ が 実行 すべ き プ ログ ラム 
な の か , 単なる 数 値 デ ー タ な の か は , それ 
自体 に は 区 別 が な く , その 場 で CPU が 判断 
し ます 。 CPU は , 基本 的 な 論理 , 算術 演算 
の で き る 演算 装置 (Arithmetic and Logi 
cal Unit : ALU) も 持っ て いま す 。 最 新 の 
コンピュータ が こなす どん な 複雑 な 処理 で 
あっ て も , この 基本 演算 を いく つも 組み 合 
わせ る こと に よっ て 行わ れ て いる の で す 。 


図 1 コン ピュ ー タ の 基本 構成 


部 
メイ fyRAM | VRAM E 


メモ リ の いろ いろ 


使用 用 途 に 従っ て ROM(Read Only Memory) 
と RAM (Random Access Memory) の 2 種類 が あり 
ます 。 

ROM は 読み 出し 専用 の メモ リ で , XIturbo や 
MZ-2500, X68000 な ど で は 入出 力 関係 の 基本 的 
な 処理 を サブ ルー チン の か た ち で 記憶 させ て あ 
り ま す 。 こ れ は , 基本 的 仕様 を 変え な い 限り , 
書き 換え る 必要 の な い プ ログ ラム な の で , この 
よう な ROM に 入っ て いる の で す 。 


これ に 対し て RAM は 読み 書き 自由 な メモ リ で , 


ユー ザー が 必要 に 応じ て 変更 する プロ グラ ム や 
デー タ を ロー ド し て 使い ます 。 ま た , 処理 の 途 
中 で 一 時 的 に 退避 させ て お きた い デ ー タ な ども 
著 え て お きま す 。 

また , シス テム に よっ て は 仮想 記憶 と いう も 
の を 使っ て 実際 に 設置 され て いる メモ リ 容 量 に 
か か わら ず , 巨大 な アド レス 空間 (ハー ド デ ィ 
スク な どの 補助 記憶 装置 を 使う ) を 見 か け 上 自 
由 に 使用 する こと が で きる 場合 も あり ます 。 こ 
れ は 通常 , CPU に 付属 する MMU( メ モリ マネ ー ジ 
メン ト ユ ニッ ト ) が 管理 する 機能 で す が , 最近 
の 32 ビ ッ ト CPU な ど で は CPU 自体 の 機能 と し て 
仮想 記憶 を 扱う よう で す 。 


CPU 


マイ コン の CPU の 主 な 系 列 に MC6800 か ら 始 
まっ て 6802, 6809, 68000, 68020, 68030 と いっ 
た モト ロー ラ 開 発 の 68 系 と 8080, 8085, Z80, 
8086, 80286, 80386 の イ ン テ ル 系 の 80 系 (Z80 は 
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@|/O 

コン ピュ ー タ は 人 間 に よ っ て 使わ れる 以 
E, 人 間 と CPU と が や り と りす る 出入 5 日 
が な けれ ば な り ま せん 。 これら の 人 間 と の 
や り と り を する 部 分 を I/O と いい ます 。 入 
力 装置 と し て は , 身近 に 使わ れ て いる キー 
ボー ド の ほか , UA, ジョ イス テイ ィ イッ ク 
な ど が あり ます 。 出力 装置 に は は, ディ スプ 
v4, プリ ンタ が 身近 で すね 。 ま だ , フロ 
ッ ピ ビー デ ィ ス ク や ハー ド デ 
ィ ス ク と いっ だ た 外部 記憶 装 
Eb, メモ リ と いう より は 
1/O と いっ て も よい か も し 
れ ま せん 。 

I/O に つい て も , 複数 の 
装置 に 対し て 各々 アド レス 
を 設定 し て , ある 装置 と デ 
ー タ を や り と りす る と き に 
は , その アド レス を 指定 す 
る よう に だ っ て いま す 。 
グ の 80 な ど 。 だ いて や の し PU 
で は 1I/O 制 御 専用 の 命令 が 
用 意 き れ て いる こと が 多い 
の で す が , どちら も アド レン 
ス 指 定 し て アク セス する こ 


ザイ ログ の だ けど 8080 上 位 コ ン パ チ だ か ら ね ) 
が ある 。 あ と モス テッ ク の 6502 と か も ある けど 
だ いた い 昔 か ら こ の 2 つが 主流 だ っ た ん で すね 。 
昔 の マイ コン 関係 の 本 に よく 載っ て いた 話 な ん 
だ けど , 68 系 と 80 系 の 決定 的 な 違い は その 生 い 
立ち な ん で す 。 

むか し むか し の 話 。CPU と し て は 80 系 の いち 
ば ん の 御 先祖 に 当たる 4 ビッ ト CPU4004 が 開発 
され まし た 。 が , 実は これ は 電卓 用 の LSI で し 
た 。 当 時 , 電卓 の 値下げ 競争 が 続い て 「 こ りゃ 
か な わん 。 ど ん な が 電卓 に で も プロ グラ ム し て 対 
応 で きる 汎用 チッ プ を 作っ て 単価 を 下げ よう 」 
と いう こと で て で きた 石 だ が っ た の て す 。 

そし て その あと イン テル か ら 8080 が 出さ れ , 
直後 に モト ロー ラ か ら 6800 が 出さ れ た わけ で す 
が , モト ロー ラ は この 6800 を 「 一 番 小 さい タイ 
プ の コン ピュ ー タ の CPU 」、 つ まり それ まで の コ 
ンピュータ か ら 不 必要 な 機能 を は ず し て ぎり ぎ 
り ま で 小さ くし た プロ セッ サ と し て 開発 し 売り 
田 し た の て す 。 

そし て この イン テル と モト ロー ラ の 争い は 80 
系 = 日 電 . シャープ, ソニ ーetc.……… /68 系 = 日 
立 , 富士 通 (最近 富士 通 は 80 に な っ ちゃ っ た け 
ど ) etc. と 日 本 の メー カー を 巻き 込ん で の 争い 
と な り 日 本 で も 一 般 の ユー ザー が 80 派 と 68 派 に 
分 か れ て し まい まし た 。 

そし て , 先発 し た た め ソ フト な どの 資産 の 多 
い 80 系 ユー ザー が 「68 な ん か ソフ ト が 少な いく 
せ に 」 と いえ ば 元 が コン ピュ ー タ か ら 降 り て 来 
た アー キテ クチ ャ な どの エレ ガン ト な 68 和 糸 の ユ 
ー ザ ー が 「 や ー い , 電卓 上 が り の 80 に は こん な 


と か ら , 1/O0 ア ドレ ス と メモ リ の アド レス 
と を 分 けり な いで メモリ に アタ セス する の も 
同じ 方 法 で I/O に アク セス する 「 メ モリ マ 
ッ プ ド LO」 と いう 方 式 を あり ます 。IMMC 
68000 で は も っ ぱら この 方 法 が と られ ます 。 
また, Z80 を 使っ た 機種 で も MZ-80K/C な 
ど は この 方 式 を と っ て いま す 。 


2| CPU の ソフ トウ エア 的 
アー キテ グチ ヤ 


ノイ マン 型 コ ンピュータ は いま 述べ だ よさ 
うな 3 つの ブロ ッ ク か ら 成 り 立 っ て いま す 
D, すべ て の 処理 に 対し て 命令 を 下す CPU 
の アー キテ クチ ャ が コン ピュ ー タ 全体 の 構 
成 を 決め る と いっ て も よい で し ょ う 。 そう 
いう 失点 か ら 、 こ こ て は CPU の アー キテ チク 
に つい て 。 詳し ( 考 ん て みる こと に し 
iT, 

CPU の 中 身 が どう いう 回 路 か ら な っ て 
いる の か , そし て それ ぞ れ の 回 路 が どう い 
5 動作 に 対応 し て いる の か を 説明 し な が ら , 
コン ピュ ー タ の 基礎 に 迫っ て みた いと 思い 
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エレ ガン ト な プロ グラ ム は で まん だ ろ る 一 」( 昔 は 
よく これ を や っ て 人 を いじ め た も ん だ ) と いう 
醒 い 時 代 が 続い た の で す ( ち な み に CPU が CPU 
と 呼ば れる の は. 世間 に 80 派 の 人 が 多かっ た せい 
な ん で す よ 。 だ っ て 68 が 多かっ た ら MPU( マ イク ロ 
プロ セッ シン グ ユ ニッ ト テ モト ロー ラ 和 糸 で の CPU 
の 呼び 方 ) に な っ て た は ず な ん だ か ら )。 

そし て , 現在 。 先 に 開発 し て 汚い アデ アーキ デン 
チャ の CPU を 乱発 し ユー ザー の 多い イン テル 系 と 
綺麗 む MPU を 作っ て 固定 ファ ン も 多い の に いつ も 
後手 後手 に まわ っ て ユー ザー が 少な く な っ ちゃ 
う モ トロ ー ラ 系 と いう 図式 が いま だ に 続い て い 
る ん で すね ー。 う 一 ん , 恐ろし い 話 だ 。 


4 


I/0 が Input/Output の 省略 形 だ と いう こと は 既知 
の こと で し ょ う 。I/0 と 義 て と ディ スプ レイ や 
ー ボ ー ド が パッ と 頭 に 浮か ん で くる 人 が 多い と 
と 思い ます が , それ は これ ら が パソ コン 本 体 と 
ケー ブル で つなが っ て 我々 の 目 に よく 入る か ら 
で し ょ うぅ 。 も っ と ミク ロロ に CPU を 中 心 に 考え て 
みる と どう で し ょ う 。 た と えば , Xiturbe な 人 か 
で は テキ スト VRAM を メモ リ に 置か な いで , 1/0 
に 配置 し て いま す 。 これ は 我々 の 目 に は 見 えて 
ませ ん が , パソ コン の 中 で は ちゃ ん と |I/0 ポ ー ト 
を 介し て CPU と テキ スト VRAM の 間 で 入出 力 が 
行わ れ て いる の で す 。 

つま り パ ソコ ン 本 体 と 周辺 機器 の 間 の 入出 力 
装置 だ けが |/O な の で は な く , も っ と 細か くみ て 
CPU か ら み た 入出 力 装置 (コン トロ ー ラ な ど ) 
も |/0 と 呼ぶ こと が あり ます 。 


CPU の アー キテ クチ ャ を 考え る と き 。 ソ 
フト ザ ネ アプ 面 と ハー ドウ ェ ア 面 の 2 つの ア 
プロ ー チ が あり ます 。 もちろん, これ ら 6 2 
つ は 互い に 密着 し た 関係 に わり ま す が , た 
いて い は , どう いう 動作 を る せる か と いう 
観点 か ら , まず ソフ トウ ェ ア 面 で の 仕様 を 
設定 する よ う で す 。 現 状 の ハー ドウ ェ ア の 
進歩 が めざまし くく, ほとん どの 要求 は ハー 


ド 


ウェ ア 的 に 満足 させ る こと が で き , 性 能 


2 


を 制限 する の は プロ グラ ミン グ す る 側 な の 
で す 。 で は , きっ そく 〈 く ソフト ウェア 的 アプ 
ロー チ か ら 始 め ま し ょ う 。 


CPU の ソフ トウ ェ ア 的 アー キテ クチ ャ 


を 決め る 要素 は ほぼ 次 の と お り で す 。 


ザー テー ダ 形 式 

2) レジ スタ 構成 

3) 命令 セッ トド 

4) アド レッ シン グモ ー ド 
5) 割り 込み 処理 


で 


これ ら の も の を どう いう ふう に 位置 づけ 
いく か で CPU の 性 格 が 決ま り ま す 。 以下 


に , ひと つ ず つ 細 か 〈 く 見 て み ま し ょ う 。 


— EELZS 


デー タ の 種類 は , 論理 デー タ , 数 値 デ ー 
B, 文字 デー タ に 大 別 され ます (M2). 
* 論 理 デ ー タ 


る 


コン ピュ ー タ は 2 進数 の 論理 回 路 で 構成 
れ て いま す の で , コン ピュ ー タ の 扱う デ 


ピッ ト 

情報 の 最小 単位 を 表し ます 。 最 小 の 情報 と は 
し は い 」「 い いえ 」 で 笑え る も の , すなわち .。 
も の が 「 あ る か , な いか 」, 「 真 か 偽 」 か と いっ 
た 情報 で す 。 

こう いっ た 真 か 偽 か と いう 「 論 理 」 を 代数 と 
し て 扱え る よう に し た の が ブー ル 代 数 で す 。 
コン ピュ ー タ が 扱う の が 得意 と され て いる 2 
進数 も 結局 は 論理 と し て 処理 され て いま す 。 つ 
su. 

10011010 

と いう 2 進数 は 「 真 偽 信 真 真 偽 真 偽 」 と いう 論 
理 の 集まり と し て 見 な され , 論理 回 路 で 構成 さ 
れ た 演算 器 で 数 値 と し て つじ つま が あう よう に 
演算 され て いま す 。 さ ら に いえ ば 私 た ち が BASIC 
な だ で 

PRINT A+B 

な ど と し た だ け で も , CPU 内 部 で は 数 えき れ な 
いく らい の 「 は い / い いえ 」 が 飛び か っ て いる わ 
け で す 。 

最近 は ファ ジー 理論 な ど で も の ご と は 0/| で 
は 割り 切れ な いと いう こと が 強調 され て いま す 
H, だ お あら か と いえ ば も の ご と を すべ て 「 は 
い / い いえ 」 で 割り 切れ る よう に と ら え よ 4 € 


ー タ も 1 ( 真 ) お よび 0 ( 偽 ) の 論理 デー 
タ が も っ と も 自然 な か が た ちと いえ ます 。 

1 か 0 か の デー タ を ビッ ト と 呼び , 通常 
は 8 個 あ る い は 16 個 (最近 で は 32 や 64 も あ 
る ) を まとめ て ひと 組 の デー タ と し て 扱っ 
て いま す 。8 ビッ トバ パソ コン で ある 双 1 と 16 
ビッ ト パ ソ コン で ある X68000 と の 基本 的 
な 違い は , CPU が 同時 に 何 ビ ッ ト ま と め て 
扱え る か の 違い な の で す 。 

@ 数 値 デ ー タ 

数 値 デ ー タ に つい て も 論理 デー タ の 延長 
と じ て 考 た を こと EE が で きま す 。 と いう の は 。 
図 2 いろ いろ な デー タ 形 式 


e7 [es [es [be n aere 


b0-^-b7: ピッ ト テ 7" - タ (1or0) 
図 2.1 論理 デー タ 


5 beso haere 


S: 符号 ビッ ト ( 正 つ 0。 負 つ 1) 
b0~b6: 2 進 デ - タ (1or0) 
図 2.2 固定 小数 点 デ ー タ 


Bolt 


S: FBE YE 小 ) 
E: 指数 部 (2 進 デ - タ ) 
M: 仮数 部 (2 進 デ - タ ) 
図 2.3 浮動 小数 点 デ ー タ 


いう 発想 の ほぼ ほう が 実は 凄かっ た の で は な いか と 
いう 気 も し ます 。 

バス 

CPU が デー タ を 出し 入れ する 信号 線 を バス と 
いい ます が , パス に は メモ リ の アド レス を 指定 
| する た め の ア ドレ スバ ス と デー タ を や り 取 りす 
る デー タバ ス が ひと 組 ず つ し か あり ませ ん ( こ 
こ で いう ひと 組 と は , 8 ビッ ト CPU な ら ば デー 
タバ ス は 8 本 が ひと 組 に な っ て いる と いう こと 
で す 。 アド レス バス は 8 ビッ ト CPU の Z80 で も 16 
本 あり ます )。 し た が っ て , 8 ビッ ト CPU で 2 つ 
の i6 ビ ピット デー タ の 加減 算 を 行う と き は , まず 
片方 の デー タ を 8 ビッ ト ず つ 2 回 に 分 け て 読み 
込ん で 保持 し て お き , 続け て 同様 に 2 つ 目 の デ 
ー タ を 読ん で それ ら の 間 で 演算 を 行い ます 。 


CPU の ビッ ト 数 


CPU っ て いえ ば X68000 に 使わ れ て いる MC68000 
は 1I6 ビ ピット ,X| や MZ で 使わ れ て いる Z80 は 8 ビッ 
ト CPU な わけ で す が 一 般 に CPU の ビッ ト 数 は CPU 
が メモ リ と デー タ の や り 取 りす る 「 デ ー タ バス 」 
の ヒビ ヒット 数 と いう こと に な っ て いま す 。 

つま り ハ ー ド 的 な 理由 か らき て いる わけ で す 
が , 実際 に マシ ン 語 で プロ グラ ム を 組ん で みる 


数 を 数 える の も , も の が ある (1) か な い 
(0) か を 調べ て いる こと に な る か ら 6 です 。 
し か し , 数 が 大 きく な る と 1 個 ず つ 数 を る 
の は 大 変 で す 。 

を こ で , 古代 の 人 は 位 取 記 数 法 ほ 上 いう も 
の を 考え 出し まし た 。 図 3 は 2 進 法 の 仕組 
み を 示し た 図 で す 。 2 進 法 で は 各位 を 2 
2,225, 2L 05 £ 51220 XO XS ER 
り と し て , どの 位 が ある か な いか で 合計 の 
数 を 表し て いま す 。 も だ が っ て 。 0, 1, 


2, 3, 4 と いう 連続 し た 整数 も 2 進 法 を 
使え ば , 1 と 0 だ け で 表せ る わけ で す 。 を 
図 3 2 進数 の 計算 (1) 


TL 1 1 | 1 | od 
4 2 で 2 2 21 2* 2* 27 I 


2' メ x1†+2"x1+2*x1+2!x1=178 


図 4 2 進数 の 計算 (2) 


01010010 - 82 
10101101 


補 数 の 計算 は すべ て 
反転 し て 1 を 加え る 


10101110 = -82 


01010010 = 82 
10101110 = 


1 の 桁 上 が り を 除け ば 
-82 82-82=0 に 相当 

+) ———————— 
100000000 = 0 


01100000 = 96 1 の 桁 上 が り を 除け ば 
10101110 = -82 96-82=14 に 相当 
+) ーー 
10101110 = 14 


と これ ら が ソフ ト 的 な 感覚 と は 本 当 に 一 致し な 
O (これ は デー タバ ス の サイ ズ を レジ スタ の ピ 
ッ ト 数 と 合わ せる の が 設計 上 いち ば ん 楽に な る 
は ず な の で ふつ う は デー タバ ス の ビッ ト 数 と 一 
致し て 当然 な は ず な の だ ) の で 実に 奇妙 な 気分 
に させ て くれ ます 。 

CPU に は 計算 に 使う レジ スタ で ある 「 ア キュ ム 
レー タ 」 と いう も の が あり , これ の 操作 が マシ 
ン 語 プ ログ ラム の 大 半 を 占め る の で これ の ビッ 
ト 数 が その CPU の ソフ ト 的 な 感覚 と か る わけ な の 


た と えば , IBM-PC で 使わ れ た 8088 は 8 ビッ ト 
CPU で す が , その ソフ ト は 最新 の 80386 を 積ん だ 
PS/2 で も 同じ よう に 走り ます 。 逆 に 68030 の ワー 
クス テー ショ ン で 作っ た プロ グラ ム で も ハード 
や 0S に 依存 し て いな けれ ば X68000 で も ほぼ 動作 
し ます し , メ モリ が 足り れ ば 68008 で 作っ た よう 
な 自作 シス テム で も 同じ オブ ジェ クト が 動く は 
ず で す (68008 は 8 ビッ ト CPU)。 

や が て は 実行 速度 を あげ る た め , 64 ビ ッ ト や 
128 ビ ッ ト バ ス を 持っ た 内 部 32 ピ ビット の コン ピ 
ュー タ も 現れ て ぐる で し ょ う (一 度 に 命令 を 取 
り 込 むと メモ リア クセ ス 回 数 を 減ら すこ と が で 
きる )。 そ うな る と …… 。 
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図 5 レジ スタ の 種類 


デー タレ ジス タ 
アド レス レジ スタ 
スタ ッ ク ポ イン タ 
フラグ レジ スタ 


ググ マム カウ ンク 
シス テム 制御 レジ スタ 
メモ リ 制 御 レジ スタ 
割り 込み レジ スタ 


うず する た 8 ビタ トド ト デ ー タ て は 0 か りら 2 ゲー 
1 (2255 まで の 整数 ゲー タ と し て 扱え る 
の で す 。 

この まま で は 正 の 整数 し か 扱え を な いよ う 
に 見 を えま す が , 最上 位 ビ ッ ト を 符号 ビッ ト 
tü 設定 する こと に よっ て て 負 の 整数 も 表現 て 
きま す 。 すなわち , 最上 位 ビ ッ ト が 1 の と 
き に は 負 , 0 の と き に は 正 と 約束 する の で 
す 。 こ こ で , 負 の 数 に 対し て は , 2 の 補 数 
表現 た いう も の を 使い ます ( 図 4)。 2 進数 


に は 1 の 補 数 と 2 の 補 数 の 2 つが あり ます 。 
1 の 補 数 は 元 の 数 の 0 プ 1 を 反転 し た も の て ,, 


元 の 数 と 足す と すべ て の ビッ ト が 1 に な る 
と いう 性 質 が あり ます 。 2 の 補 数 は 1 の 補 
数 に 1 を 加え て 作り ます の で , 元 の 数 と 加 
える と すべ て の ビッ ト が 0 に な り (2&9 
0 に な る ), 負 の 数 を 表す の に 都合 の いい 性 
質 を 持っ て いま す 。 こ の 補 数 は 減算 を 行う 
と き に , 加算 と 同じ ょ うな 計算 で すむ と い 
う 利点 が あり ます 。 詳 しく は 図 中 の 説明 を 
見 て くだ きい 。 

コン ピュ ー タ は 2 進数 の 扱い が 得意 で す 
が , 人 間 が 通常 使う 数 値 は 10 進 数 な の て , 
2 進化 10 進 数 (Binary Coded Decimal 
S BCD と いう デー タタ 形式 を サポ ボート 
し て いる こと が あり ます 。 これ は , 10 進 数 
の 1 桁 ご と に 4 ビッ ト 長 の 2 進数 を 当て は 
D, それ を 上 の 桁 か ら 順 番 に 並べ て 表し て 
いま す 。 た と えば , 10 進 数 で 369 と いう 数 
は , BCD で 001101101001 と な り ま す 。 
実際 の CPU で 行 う 演算 は , これ まで 述べ 
た 論理 デー タ か 符号 付き 整数 データ に 限る 
も の が ほとん ど な の で , アー キテ クチ ャ を 


code 


考え る うえ で は これ まで の 説明 で 十分 で す 。 


し か し , コン ピュ ー タ を 扱う うえ ぇ で は 実数 
ÉD A o AC ON RR 
ここ で も 少し 触れ て お きま す 。 

実数 データ の 表現 方 法 に は , 固定 小数 点 
デー タ と 浮動 小数 点 デ ー タ の 2 通り が あり 
ic. 固定 小数 点 デ ゲー タ の ほう は 小数 点 の 
位置 を 文字 どおり 固定 させ て お くも の て , 
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整数 部 8 ビット, 小数 部 8 ビッ ト に 設定 す 
る こと が 多い よう で す 。 しかし, この 方 法 
で は 小さ い ほ う の 小 数 で は , 有効 数 字 が ま 
っ た く 〈 く 取れ ませ ん 。 た だ た と えば 有効 数 字 が 16 
桁 あ る A ニ 10110010.10111001 と いう 数 を 
15 桁 小さき くし た 数 は B 三 00000000.0000000 
1 と な っ て , 有効 数 字 が た っ た の 1 桁 に な 
っ る て し まい ます 。 
これ に 対し て , 有効 数 字 は 101100101011 
1001 の まま に し て , 小数 点 の 位置 を ずら し 
て いく よう に 表現 し た の が 浮動 小数 点 デー 
タ で す 。 こ れ な ら ば A は 右 に 8 桁 (+8), 
B は 左 に 7 桁 (一 7) ずら し た も の と 書け 
ます 。 し か も 有効 数 字 の 桁 数 は 変わ り ま せ 
ん 。 浮動 小数 点 デ ー タ は , 一 般 に 符号 用 ビ 
y h(S), 仮数 部 (M), お よび 指数 部 (E) 
か ら な り , その 値 は (—1)»xMxr*CX 
され ます 。 r は 基数 と し いい , ふつ う は 2 を 
と り ま す 。 A で は M ニ 1011001010111001, 
E=+8, B で は M ニ 1011001010111001, 
E セ ニー7 と いう こと に な り ま す 。 ユ コン ピュ 
ー タ の 高級 言語 を 使っ て 数 値 計 算 や する 場 
合 に は , この よう な 実数 デー タ の 表現 が 問 
題 に な っ て きま す 。 | 
@ 文字 デー タ 
文字 デー タ は 1 文字 ずつ 整数 の コー ド 番 
号 と 対応 が つけ られ て いて , 正 の 整数 デー 
タ に 変換 し て 扱わ れ ま す 。 和 皆さん に は , 
ASCII コ ユー ド と し て お 馴染 み で し ょ う 。 ま 
た 文字 列 の 場合 に は , 文字 列 の 長 さ と 文字 
ュー ド の 列 と が モッ ト で デー タ と な る 場合 
が あり ます 。 
x ネ x 

く この よ うに,。 い みい みな デー クタ 型 が あっ 
Tb, CPU に と っ て は どれ も 単に ビッ ト 列 
と し て し か 扱い は せん 。 た だ たとえば, 

01000001 

と いう ビッ ト 列 は , 数 値 な ら 65, 
"A", 前 に , 

00110100 

と いう ビッ ト 列 が ある と “ 漢 " と いう 字 の 
一 部 で ある こと も あり ます 。 結局 は 利用 名 
(また は プロ グラ ム ) が その と き と き に 応 
じ て 使 い 分 け て いる の で す 。 


文字 な ら 


| DEze 


ンジ スタ は CPU の 中 に あっ て , デー タ を 
一 時 的 に 保持 し て お むく 〈 回 路 の こと で す 。 レ 


ジス タ が メモ リ と 違う 点 は , CPU の 内 部 に 
ある た め に CPU 内 の 各部 ほ と ダ イレ クト に 
つなが っ て いて , アク セス が 高速 だ と いう 
こと で す 。 ま た , CPU の 命令 も 各 レ ジス タ 
ご と に 用 意 き れ て いる の て 処理 が 一 発 で で 
きる の で す 。 一 方 メモ リ に アク セス する た 
め に は , まず メモ リ の アド レス を 設定 し て 
か ら デ ー タ を 読み 出す と いう 二 度 手間 が 必 
要 な うえ , し か も その デー タ を 演算 に 使い 
だ たい とき は , や は り い っ だ ん レジ スタ に 保 
持 さ せな けれ ば な ら な い の で す 。 

アー キテ クチ ャ と し て の レジ スタ 構成 を 
考え る うえ で は , レジ スタ の 本 数 と その 役 
割 分 担 が ポイ ント と な り ま す 。 レジスタ の 
長き その も の は , 扱う デー タ の 長 る に 合わ 
せれ ば よい わけ で , さら に レジ スタ 長 よ り 
b 長い デー タ を 扱う と き は 複数 の レジ スタ 
に 並べ さる よう に する の が 一 般 的 で す 。 

レジ スタ の 本 数 を 多く すれ ば , より 多く 
の デー タ を より 高速 に 処理 で きる と いう 点 
で は 確か に 有利 で す が , その 代わ d CPUN 
部 の バス の 接続 な ど , 回 路 が 複雑 に な る う 
ぇ に , CPU の 命令 $ も それだけ の 数 を サポー 
ト し な けれ ば な ら ず , 一 概 に 有利 と も いい 
きれ ませ ん 。 したがって, 多く の 場合 , A 
レジ スタ の 役割 を 制限 する 手 が 使わ れ ま す 。 
この 制限 が 少な けれ ば 「 直 交 性 が よい 」 
と いわ れ , ソフ ト 開 発 者 に 歓迎 る れる こと 
に な る で し ょ う 。 比 較 的 美しい と いわ れる 
MC68000 で らい に な る と アド レス レジ ス 
タ と デー タレ ジス タ の 区 別 ぴ だ け で , それ ぞ 
れ 同 等 な レジ スタ が それ ぞ れ 8 本 ずつ で ら 
い 用 意 き れ て いま す が , PC-9801 に 使わ れ 
て いる 8086 系 列 で きえ ぇ 命令 に よっ て 使え る 
レジ スタ が きっ ちり 決ま っ て いる の で す 
(た と えば , ル ー プ カウ ンタ に は CX レジ ス 
タ , 掛け 算 の 掛け られ る 数 に は AX, 掛け る 
数 に は BX レ ジス タ な ど と )。 

これ は ちょ うど Z80 で は , 演算 は A レジ 
スタ (アキ ュ ム レー タ ),。 ルー プ カ ソ ンタ に 
B レ ジス タ 。I/O ア クセ も セス の アド レス に は 
C レ ジス タ と 決ま っ て いる の と 同じ で す 。 
を の ほか , Z8000 な ど は 8 ビッ ト か が ら 64 
ビッ ト ま で か な り 自 由 に レジ ネタ を 割り 当 
て られ た り , V60 な ど 32 本 の 汎用 32 ビ ッ ト 
レジ スタ と いう 究極 の 直交 性 を 誇る CPU 
も あり ます 。 

レジ スタ の 一 般 的 構成 は メモ リ の アク セ 
ス ア ドレ ス を 指定 する アド レス レジ スタ , 


実際 に デ ー タ を 格納 する デー タレ ジス タ の 
は か が か, ブロ グラ ムカ ウツ ンタ, スタ ッ ク ポ ボ ポイ 
LX, 割り 込み ベク トル レジ スタ , フラ グ 
レジ スタ な どか ら な っ て いま す ( 図 5)。 
プロ グラ ムカ ウン タ は メモ リ 上 の 命令 を 
遂 次 読み 出し て 処理 する ノイ マン 型 に 特徴 
的 な も の で , ひと つ 命 令 を 読み 出す ご と に 
1 ずつ 増え て いき , 次 に 読み 出す べき 命令 
の アド レス を 記憶 し て お きま す 。 も ちろ ん 
分 岐 命令 どど ジャ ンプ し た と き は , ジャ ンプ 
先 の アド レス が ロー ド さ る れ ま す 。 スタック 
ボイン タ は スタ ッ ク iic Md 
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頭 の アド レス を 記憶 し ます 。 


。 フラ グレ ジス タ は , 演算 の 結果 の 正 ・ 負 ., 
ゼロ ・ ノ ン で ゼロ, 繰り 上 が り ・ 繰 り 下 が り 
な ど を 記録 し て お く と ころ で , 演算 結果 に 
よる プロ グラ ム の 分 岐 で は これ を 見 て 判断 
し ます 。 ソ フト ウェ ア か ら ア クセ ス で きる 
レジ スタ は 以上 の と お り で す が , 実際 に 
CPU の 中 に は ハー ドウ ェ ア 上 の 処理 を 進 
め る だ た め に だ た だく 《 さ ん の レジ スタ が あり ます 。 


B 全 令 セット 


CPU に 対す る 命令 は , 動作 の 内 容 を 指定 
する オペ レー ショ ンコ ユ コード (オペ コード ) 
と その 動作 が 施 る きれ る デー タ の こと を いう 
ォ オペランド の 組 か ら な っ て いま す 。 ア モン 


レジ スタ 
コン ビニ な ん か で イン スタ ント ラー メン を 買 

うと き に 「 レ ジ で お 全 を 払う 」 っ て いう よね 。 
あの レジ っ て いう の は 英語 の レジ スタ ー(register) 
を 語源 と し て いる ん で す 。 これ は 「 記 録 」 っ 
て いう 意味 が ある ん だ けど , あの レジ (スタ ー) 
が お 人 金 を 保存 する 道具 な ら , CPU の 中 に も 計算 
結果 な ど を 一 時 的 に 保存 する レジ スタ が 用 意 さ 
れ て いま す 。 コ ンピュータ の レジ スタ に は ユー 
ザー が 直接 使う こと の で きる も の と , CPU 内 部 
で 使わ れ て ユー ザー の 使う こと の で き な い レジ 
スタ が あり ます 。 

ニー モニ ッ ク 

騙 々 が コン ピュ ー タ に 合 令 を 与え た いと き . 
BASIC や C な どの 高級 言語 な ら ば 機械 語 を 特に 
意識 する 必要 も あり ませ ん が , ハー ド の 機能 を 
直接 に 使い た いと き な ど は どう し て も 機械 語 で 
| プロ グラ ム を 組む 必要 が で て きま す 。 コン ピュ 
ー タ で は すべ て の 情報 を 数 値 で 扱う の で . 6 
の 数 値 を 直接 与え る 機械 語 は コン ピュ ー タ に と 
っ て は いち ば ん 理解 し や すい も の で す が , 我々 


に と っ て は た だ の 数 字 の 羅列 に し か 見 えま せん 。 


そこ で 我々 が 機械 語 を 扱い や すい よう に , ニー 


ブラ を 知っ て いる 読者 に は も う 周 知 の こと 
CEJ 

ゲ プ セ ンプ ブラ の ニテ ニー モニ テッ ク で 書け ば ID, 
ADD な ど と いっ た 命令 $ や は り 8 ビ ッ ト 
(16 ビ ッ ト ) の 2 進 デ ー タ の 形 で CPU に 取 
り 込 まれ る の で す 。 た だ たとえば, Z80 で は LD 
AB と いう 命令 は 8 ビッ トコ ユ コード で 78』, 
ADD A,B は 80』, INC A は 3C』 と いう で あ 
いて す 。 

これ ら 5 3 つの 命令 で 代表 きれ る よう に ., 
ォ ペ ラン ド が レジ スタ で あれ ば を その レジ ス 
タ の 指定 は オペ レー ショ ンコ ユ コー ド は に 含ま れ 
ます が , LD A,32H と いう よう に 直接 の 数 
値 デ ー タ (イミ ディ エイ ト デ ー タ ) の と き 
に は , オペ レー ショ ンコ ユ コード の 次 に デー タ 
が 続い て 命令 た な り ま す 。 CPU に は 最初 の 
オォ オペレーション コー ド を 解読 し た と き に , 
それ だ け で 実行 びき る の か , それ と も 次 に 
と うい う 種 類 の デー タ が くる の か が わか っ 
て いる の で す 。 

で は , 具体 的 に どの よう な 命令 が 取り 上 
げ ら れる が 見 て いき まし ょ う 。 図 6 が 一 般 
的 な 命令 の 一 覧 で す 。 こ れ ら の 命令 モッ ト 
を 大 きく 分 ける と , 

a) デー タ 転 送 命令 
b) データ 演算 命令 
c) プロ グラ ュ 制 御 命 令 
d) I/O 制御 命令 

e) CPU 制御 命令 


モニ ッ ク (アセ ンプ ブリ 言語 ) が 考え られ まし た 。 
た と えば Z80 で A レ ジス タ に 1 を 代入 する 命令 
は 1!6 進 数 で 直接 書け ば . 
3E 0I 
で す が 。 ニ ー モ ニッ ク で あれ ば 。 
LDA | 
と 表 さ れ ま す 。 ど ちら が 理解 し や すい か は 一 目 
瞭 然 で し ょ う 。 そ し て ニー モニ ッ ク を CPU が 理 
解 で きる よう な 数 値 に 変換 する プロ グラ ム を ア 
セン プラ と いい ます 。 余談 で す が マ シン 語 に 精 
通し て くる と ダン プリ スト を 見 た だ け で ニー モ 
ニッ ク が 頭 に 浮か ん で 来 て し まう そう で す (5 
—A, し か し MC68000 で これ が で きる 人 が いた 
ら 凄い)。 
スタ ッ ク 
サブルーチン を 呼び 出し た あと の 戻り 先 な ど 
を 記録 する 場所 が スタ ッ ク で , スタ ッ ク ポ ボイン 
タ と 呼ば れる レジ スタ が スタ ッ ク の 場所 を 示し 
ます 。 ス タッ ク は 最後 に 入れ た デー タ を 最初 に 
_ 取り 出す Last in first out 方 式 (LIFO 方 式 ) で 
*. 
た と えば , 我々 が 読み 終わ っ た 本 を 順番 に 重 
ね て いく と , 常に 最後 に 読ん だ 本 が いち ば ん 上 
に な り ま す 。 つぎ に 読み 終わ っ た 本 を 取る と き 


と な り ま す 。 

@ デ ー タ 転送 命令 

デー タタ 転送 命令 は メモ リ と レジ スタ の 
H, レジ スタ 同士 の 間 . ある い は メモ リ 同 
士 の 間 で デー タ を 転送 する も の で す 。 メモ 
リ 同士 の 間 で の デー タ 転 送 で は 一 度 に 大 量 
の デー タ を 移す こと が 多い の で , ブロ ッ ク 
転送 命令 た いう の も あり ます 。 これ は , & 
送 す る デー タ の 先頭 アド レス , デー タ 数 , 
転送 先 の アド レス を 指定 すれ ば , 一 発 で そ 
の プ ブロッ ク を 移し て くれ る も の で す 。 ま た , 
スタ ッ ク へ の 一 時 退避 。 スタ ッ ク か ら の 復 
帰 は 標準 的 な 命令 で , た いて い の CPU は サ 
ボート し て いま す 。 


図 6 一 般 的 な 命令 セッ ト 


デー タタ 転送 命令 
280 : LD, PUSH, POP 
68000 : MOVE, MOVEM 
デー タ 演 人 算命 令 
算術 演算 
Z80 : ADD, SUB 
68000 : ADD, SUB, MULU, DIVU 
論理 演算 
280 : AND, OR, XOR 
68000 : AND, OR, NOT, EOR 
シフ ト 演 算 
Z80 : SRL, SRA, SLA 
68000 : LSR, ASR, ASL, LSL 
プロ グラ ム 制 御 命 令 
Z80 : JP, JR, CALL, RET, NOP 
68000 : JMP, JSR, BRA 
| / ロ 制御 命令 
Z80 : IN, OUT 
CPU 制御 命令 
Z80 : HALT, SCF 
68000 : RESET, STOP 


に は 山 の 途 中 の 本 を 抜き 出し た りす る と , 山 が 
崩れ て し まい ます か ら , いち ば ん 上 の 本 か ら 順 
護 よ く 取 っ て いく こと に し ます 。 コ ンピュータ 
の スタ ッ ク 構 造 は 。 まさ に この 本 の 山 に た と え 
る こと が で まま す 。 


割り 込み 処理 


割り 込み の 具体 例 と し て は , プリ ンタ と の 通 
fs, タイ マ 制 御 な か な ど が あり ます 。 プ リン タ の 印 
字 の と き , プリ ンタ 本 体 の 動作 速度 が きわ め て 
遅い た め に 印字 中 に CPU が 動作 を 止め て 待機 す 
る の は 時 間 の 無駄 で す 。 そ こ で プリ ンタ は バッ 
ファ メモ リ を 持ち 。 印字 デー タ を そこ に ロー ド 
し て お き , CPU は ほか の 処理 を 行っ て いま す 。 バ 
ッ フ ァ メ モリ が 空 に な っ て も まだ 印字 終了 に な 
ら な いと き に は , プリ ンタ は CPU に 印字 デー タ 
の 送信 を 要求 し ます が , CPU は その と き 別 の 処 
理 を 行っ て いる の で , 割り 込み が 必要 と な る わ 
け で す 。 ま た ゲー ム な か な ど で BGM を な ら す と きま. 
演奏 に は テン ポ を 一 定 に キー プ し な けれ ば な り 
ませ ん が ,CPU は 常に キー 入力 や キャ ラク タ 移 動 
な ど 別 の 処理 で 忙し い の で す 。 そ こ で タイ マ を 
作動 させ て お き , 一 定 間隔 で BGM ル ー チ ン に 処 
理 を 移す よう に し て いま す 。 こ れ も 割 り 込 み の 
典型 的 な 例 で す 。 


特集 初歩 か ら の CPU 物語 グ Z 


@ デー タ 演 算命 令 

デー タ の 演算 に は , 加減 算 の ほか , AND: 
OR・NOT な どの 論理 演算 、。 ビッ ト の シフ 
ト ・ ロ ー テ ー ト が 一 般 的 で す 。 条件 判断 の 
た め の 比 較 , ビッ ト ご と の セッ ト ・ リ セッ 
ト も 広い 意味 で 演算 と いっ て も よい で し ょ 
う 。 8 ビット CPU で は 四則 演算 は 加減 算 が 

ET, 乗除 算 は た いて い シ フト と 加減 算 
の 組み 合わ せ で 処理 し て いま し た 。 最 近 の 
CPU で は 乗除 算 も サポ ー ト さる れ て いま す 
が , こ れ も CPU の 内 部 で シフ ト と 加減 算 を 
組み 合わ せ て いる よう で す 。 

さて 演算 の 結果 , IE: f, 繰り 上 が り ・ 
繰り 下がり な ど に 対し て は フラ グレ ジス タ 
の 中 身 を 書き 換え ます 。 比較 の と き は , X 
際 に 演算 結果 は 求め ませ ん が , フラ グ だ け 

書き 換え て 条件 判断 に 対応 し ます 。 こ の 
E ト ご と の セッ ト ・ リ 
セッ ト が 可能 で す 。 

@ プ ログ ラム 制御 命令 

プロ グラ ム メ 制 御 命令 は , ジャ ンプ , 条件 
分 岐 。 サブルーチン コー ル ・ リ ター ン の こ 
と で す 。 本質 的 に は プロ グラ ムカ ウン タ の 
内 容 を 操作 し て いま す 。 ジ ャ ンプ の と き に 
は ジャ ンプ グ 先 の アド レス を ロー ド し , 条件 
分 岐 で は 比較 演算 を 行っ た あと に フラ グ を 
調べ て , を の 結果 に 応じ て ジャ ンプ アド レ 
メメ を ロー ド し ます 。 サ プル ー チ ン を コー ル 
する と き は , 呼び 出す 元 の アド レス を スタ 
ッ ク に 退避 きせ て お いて か ら 処 理 あ を サブ ル 
EI アド レス 指定 の 方 法 


MOVE. W CAO), DO 


AD | 00001000 $00001000 1234 


DO 1234 


MOVE. W $04CA0, DO), D1 


AOD| 00002000 
DO| 00001d00 


変位 04 . $00003d04 


D1 5678 
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ー チ ン に 移し ます 。 リ ター ン が きた だ た ら , A 
タッ ク が から 元 の 位置 の アド レス を 戻し て < 
る の で す 。 

e 1/O 制 御 命令 


1/O 制 御 命令 は アク セス する 1I/O の アド 


レス を 指定 し て , デー タ を 読み 書き し ます 。 
これ に も ぉ も ブ ロック アク セス 命令 が あり ます 。 


だ た だし, メモリ マップ ド I/O の 場合 は , 通常 
の デー タ 転 送 命令 た 変わ り ま せん 。 
e CPU 制御 命令 
CPU 制御 命令 は , 割り 込み 処理 ある い 
も っ と 高度 な CPU で サポ ボー ト す LA 
理 に 対応 する も の で す 。 例外 処理 と いう の 
は , CPU が メモ リ に 順番 に 格納 され て いる 
命令 を 逐次 実行 し て いる 状態 か ら . な ん ら 
か の 外 的 要因 に よっ て 特別 の 動作 状態 に 移 


行 す る こと を いい ます 。 これ に は , 外部 ハ 
ー ド ウェ ア か ら 突 然 送 られ て きた 信号 に 応 
次 し て CPU の 処理 を 一 時 的 に 移す 「 割 5 り 込 


み 」 の ほか, r2—2UEUTL8UcXET 
防ぐ た め の 処 理 な ど が あり ます 。 詳し く は 
「 割 り 込み 」 の と ころ て 説明 し ます が , 命 
令 た し し て ある の は , 割り 込み の 許可 ・ 不 許 
可 や 例外 処理 ソフト 的 に 
せる も の な ど で す 。 
* * * 
機械 語 プ ログ ラム の 解説 を 読む と , 外国 
語 の 文法 書 の よう に いろ いろ な 命令 が 次 々 
と 並ん で いて , な ん と も 繁 雑 に 見 えま す 。 
機械 語 (アセ ンプ ブラ ) が 難し 〈 く 見 える の は 
命令 の 多き る に 圧倒 きれ て 手 の つ け よ う が な 
いよ うだ た 思わ れる か 5 て し ょ よう 。 しかし, 
それ ら 6 の 命令 は 上 の 5 つの グル ー プ の と れ 
に 属し て いま す 。 全体 と し て き mE 
Es と が わか れ ば , 多少 は 
解 で きそう な 気 に な が っ て きま せん か 。 


シン ミュ レー ト さ る 


アド レッ シン グモ ー ド 


命令 セッ ト の アー キテ クチ ャ を 考え る 2 う 
ぇ では, オペ レー ショ ンコ ユー ド の 種類 を 決 
め る こと は も ちろ ん 重要 で す が , オペ ラン 
ド に どう いう 形 工 の デー タ が と れる か と い 
う 点 も CPU 設計 の だ め の 大 き な ポ ボ ポイ ント 
Ey, XT. 

レジ スタ 構成 の と ころ で 述べ た , レジ ス 
タ の 役割 が 決ま っ て いる 場合 という の は , 
ある オペ レー ショ ンコ ー ド に 対し て と れる 
オペ ラン ド が 決ま っ て いる と いう こと に な 


り ま す 。 オ ペラ ンド が レジ スタ の 場合 は , 
オォ オペラ ンド と し て と れる レジ スタ の 種類 の 
数 だ け オ ペレ ーション コー ド が 必要 に な る 
OC, それ だ けり 命令 体系 も 複雑 に な っ て し 
まう の で す 。 

きら に LD A,(BC) の ょ うに BC を アド 
レス レジ スタ の よう に 使っ て メモ リ の アド 
レス を 格納 し て お き , 間接 的 に を の メモ リ 
の 中 身 を 指定 する 方 式 も あり ます 。 こ の よ ょ 
うな オペ ラン ド の 指定 の 方 法 を アド レッ シ 
ッ メッ グモ キー ド 上 と いい まず 。 こ の チト 
グモ ー ド に 従っ て 命令 セッ ト も レジ スタ 構 
成 も 決ま る と いっ て よい ほど, 互い に 密接 
な 関係 が あり ます 。 

アド レス の 指定 の 方 法 は , 図 7 の よう に 
直接 指定 と 間接 指定 , 絶対 指定 と 相対 指定 
と の 組み 合わ せ で 計 4 種類 に 分 類 き れ ま す 
i, 直接 相対 指定 し いう の は まず あり ませ 
fis 

直接 絶対 指定 で は , アド レス レジ スタ の 
中 身 が その まま 処理 きれ ます 。 MC68000 の 
アセ ン ブ ラ で は MOVE.W An ,Dn が その 
一 例 で す (以下 , サン プル は 68000 の アセ ン 
ブラ )。 こ れ は , ア ドレ スレ ジス タ An に 格納 
P P E Pe 
する 命令 で す 。 

間接 絶対 指定 で は , アド レス レジ スタ が 
指定 する アド レス の メモ リ に 格納 され て い 
る 内 容 を 処理 する も の で す 。 文 草 で は わか 
り づ らい と 思い ます の で , 3Xplciso cb 

で 説明 し ます 。MOVE.W (A0) ,D0 と いう 
命令 に お いて, まず AO に $00001000 が 入っ 
て いる の で て $001000 番 地 の 中 身 を 読み に 
きま ます 。 NAM 
容 に な っ て し まう の が 違う 点 で す 。 そし て , 
$001000 番 地 の 内 容 $1234 が D0 に 転送 る れ 
る の で す 。 

間接 相対 指定 は , アド レス レジ スタ の 内 
容 と オペ ラン ド の 一 部 と し て 与え だ ディ ス 
プレ イス メン ト を 加え た 値 を アド レス と し 
て 指定 する も の で す 。 実 例 と し て , MOVE. 
W $04(A0.D0), D1 と いう 命令 を 図 で 説明 
し ます 。A0 に 入っ て いる $00002000 に DO0 に 
入っ て いる $00001D00 と る さら に オペ ラン ド 
に ある $04 を 加え ぇ た 合計 $003D04 を アド レン 
ス と する メモ リ の 内 容 を 読み 出し ます 。 る 
し て を その 中 身 で ある $5678 が D1 に 転送 され 
SOTT: 

も っ と 原始 的 な アド レッ シン グモ ー ド と 


Pur 


し て オペ ラン ド に 数 値 を 与え を る イミ ディ エ 
イト 指定 と し いう の が あり ます 。 た と を えば, 
MOVE.W $1000 ,A0 と いう の は , $1000 
番地 の 中 身 を A0 に 転送 する 命令 で , MOVE. 
W #$1000 ,.A0 と いう の は $1000 と いう 値 
を その まま AO0 に 転送 する も の で す 。 

基本 的 に は 上 の 4 つ で 十分 で , 確か に 
Z80 に は この 人 つの アド レッ シン グモ ー ド 
し か あり ませ ん 。 しかし, MC68000 を 見 る 
と デリ デ タ リ サリ メジ ネ ・ ス トイ ング リ メ 
ント アド レス レジ スタ 間接 指定 と いう 超 強 
力 な アド レッ シン グモ ー ド が あり ます (Z 
80 で は ブロ ッ ク 転 送 命 令 で か ろう じ て サ ポ 
ーー トド も で いる) 

だ と えば , MOVE.W (A0) -,D0E ^5 
命令 で は A0 が 指定 する アド レス の 内 容 を 
DO0 に 転送 し た あと , 自動 的 に A0 の 値 を 2 
だ け (ここ で は ワー ドニ 2 バイ ト 転 送 し た 
か ら ) 進め て 《 く れる の で す 。 で すか ら , MOVE. 
W (A0) 十 ,(A1) 十 と いう 命令 を 繰り 返す 
だ け で , A0 を 先頭 し する ブロ ッ ク か ら A1 


を 先頭 と する ブロ ッ ク へ と 自動 的 に 転送 が 


可能 と な る の で す 。 
| EDT: 


CPU は コン ピュ ー タ 内 部 で 生成 され る 
クロ ッ ク と 同期 し て 動作 を 進め ます 。 し か 
し 1/O ポ ー ト に 接続 され て いる 外部 機器 は 

CPU の クロ ッ ク と 同期 し て いる と は 限 5 
ませ ん 。 こ の と き 外 部 機 偶 と CPU と が デー 
タ を や り と りす る に は , 外部 機器 か ら 非 同 
期 的 に 通信 を 要求 する 信号 が 送ら れ て きた 
と き に , CPU は 現在 実行 し て いる 処理 を 一 
時 的 に 中 断 し て , 1/0 ア クセ ス の 処理 を す 
る ルー チン に 処理 を 移し ます 。 

図 8 割り 込み 処理 
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06800001000 
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外部 機器 

068 
割り 込み 
割り 込み ^*" 外 肌 25 — ($68) 


実際 に は , 外部 機器 か ら 送 られ て きだ 割 
り 込み 要求 信号 は CPU 内 に 保持 され, ひと 

の 命令 を 実行 する た びに その 検出 を 行い 
ます 。 割り 込み が 検出 され る と, CPU は 割 
り 込 み を か けた 外部 機器 か ら 6 割り 込み ベク 
トル と いう も の を 読み 込み ます 。 こ の 割り 
込み ベク トル は 割り 込み 処理 を 行う ルー チ 
ン の スタ ー ト アド レス を 格納 し て いる テー 
ブル の アド レス を 指定 し ます ( 図 8 )。 CPU 
は 割り 込み ベク トル に 従っ て 処理 ルー チン 
に 実行 を 移し ます 。 こ の と き , それ まで 実 
行 し て いた だ プログ ラム カウ ンタ の 値 を 記録 
し て お き , 割り 込み ルー チン が 終わ る と 元 
の 状態 に 実行 を 戻し ます 。 こ の ょ うに , 割 
り 和 込み は ハー ドウ ェ ア と ソフ トウ ェ ア の 協 
力 に よっ て 実現 され ます 。 

外部 に 割り 込み 要因 が ある 場合 の ほか , 
ジフ トウェア 上 の バグ な ど に より CPU 内 
部 で エラ ー が 出 た と き に も 復旧 の た め に 処 
理 を 移す こと が あり ます 。 だ た と えば , MC68 
000 で は 割り 算命 令 で 0 で 割っ た と か , 誤っ 
て デー タ 領 域 に ジャ ンプ し て デー タ を 命令 
と し て 不当 に 読み 込ん を だ と か な ど が 当 た だ り 5 
ます 。 こ れ ら は より 広い 意味 で 例外 処理 と 
呼ば れ ま す 。 

また 高度 な 処理 ほし て , 特権 違反 と いう 
も の が ある の で, こ て で て 間 単に 説明 し て お 
riy. ある 得度 志 萌 な CPU に は ュー ザー 


モー ド と スー パー バイ ザ モ ー ド の 2 種類 が 


あり ます 。 ユ ー ザ ー モ ー ド は ユー ザー が 自 
分 の り の プロ グラ ム を 実行 きせ る た め の モ ー ド 
て いつ も は この モー ド に な っ て いま す 。 
この ほか , シス テム 全体 の 動作 を 左右 す 
る STOP だ と か ステ ー タ スレ ジス タ の 操作 
だ と か いっ た 命令 は ユー ザー モー ド か ら 誤 
っ て 使用 る きれ る と 間違い な く シ ステ ム を 混 
tdt そこ で , こう いっ た 特殊 な 命 
T は スー パー バイ ザ モ ー ド か 
B au き な い よう に し て シス テム の 
Heidi RP FUP ACHT 
あの Macintosh は す で て スー パー バイ ザ モ 
ー ド て 動い て いる そう で す が ) 
通常 の アプ リケーション は ユー ザー モー 
ド て 走ら せる の が 安全 で す 。 ユ ー ザ ー モ ー 
ド に お いて この 特権 命令 を 実行 きせ よう と 
する と, 特権 違反 と し て エラ ー と な り CPU 
は 処理 を 移し ます 。 
H, 例外 処理 で は 必ず スー パー バイ ザ 
モー ド に 入る の で ,。 ユー ザー が スー パー ズバ 


イザ 領域 に アク セス し だ いと き に は, TRA 

P 命 令 で 故意 に 例外 処理 を 起こ す と いう 技 
も あり ます 。 

HE, CPU の ツク タクト ウォ 的 アー キテ ク 
チャ に つい て , 駆け 邊 で 説明 し て きま し た 。 
個々 の 説明 が 多少 不足 気味 どっ た か も し れ 
ませ ん が , コン ピュ ー タ が どう いう コン セ 
プ ト の も と て 構成 設計 る れ て いる か , その 
雰囲気 だ け で も 伝わっ た か と 思い ます 。 を 
れ で は 次 に , いま 述べ た よう な 命令 を 実現 
する よう な CPU の ハー ドウ ェ ア の 仕組 み 
に 迫っ や みる こと に し ま も ょ 例 。 


CPU の ハー ドウ ェ ア 的 
re 


CPU の ハー ドウ ェ ア 内 部 は , そこ で 処理 
きれ る 命令 ) デー タ を 実際 に 保持 ・ 転 送 ・ 
演算 する だ た だめ の デー タバ ス 回 路 と ,。 デー タ 
DEA E 
と か ら 構 成 さ きれ て いま す 。 デ ー タ バス 回 路 
i 
クチ ャ の 中 心 は 制御 回 路 の 構成 に ある と い 
う て も よい て も よう 。 

ハー ドウ ェ ア 的 アー キテ クチ ャ を 説明 す 
Bj, ハー ドウ ェ ア を 構成 する 回 路 部 品 
の 基本 単位 を 復習 し て な きま す 。 個々 の 回 
路 の 動作 に つい て 詳し 〈 く は 本 誌 89 年 1 月 号 
の 特集 記事 を 参照 し て くだ る 

さて, デー タ を 保持 する レジ スタ に は , 
り フ リサ リップ フ ロッ グ が 使わ れ ね ます 。 この D 
フリ ッ プ フロ ッ プ は クロ ッ ク に 同期 し て 入 
カカ デー タ を 保持 し ます 。 複数 の 入力 か ら ひ 
と つ を 選択 する 回 路 に は デー タ セ レク タ を 
用 いま す 。 デ ー タ セレ クタ に は , チャ ン ネ 
ル 分 の 入力 端子 と ひと つの 出力 端子 。 そ れ 
に チャ ン ネ ル 選 択 端子 と が あり , チャ dd 
ル 選 択 端子 に 選択 する チャ ン ネ ル を 指定 
ares AEn E 
i& (ALU) は 整数 デー タ を 入力 と し て 加減 
算 や 論理 演算 を 行い , その 演算 結果 を 出力 
L3 4. 

シフ トレ ジス タ は , diia diu. 
す 。 これ は , ロー ド き れ だ た データ に 対し 1 
レタ ト す の ジジ に させ て で て も 0 の IC 定 。 導 
だ カウ ンタ は プロ グラ ムカ ウン タ に 使い 。 
ひと つ 命 令 を 実行 する た びに カウ ント アッ 
アア し て いき ます シャ ンプ な EE て ログ グラ 
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ムカ ウン タ の 中 身 を 書き 換え を る こ と も あり 
ます の で , ロー ド 機 能 の ある カウ ンタ が 必 


要 で す 。 こ れ ら の 基本 回 路 の 組み 合わ せ で 


ハー ドウ ェ ア が 実現 まれ る の で す 。 
CPU は 大 きく 分 ける と 次 の 3 つの ブロ 
ッ ク か ら 構 成 され て いま す ( 図 9)。 

1) 命令 読み 出し と デコ ー ド 

2) レジ スタ 内 の デー タ に 対す る 演算 

3) メモ リ に 対す る デー タ の ロー ド ・ ス ト 
ア 


B 命令 読み 出し と デコ ー ド 


この ブロ ッ ク は プロ グラ ムカ ウン タ と 命 
令 レ ジス タ お よび デコ ユ コー ダ が から な っ て いま 
す ( 図 10)。 プ ログ ラム カウ ンタ は パイ プラ 
イン と いう 多段 処理 に 対応 する た だ ため に 複数 
の カウ ンタ が 直列 に つなが っ て いま す o 
ィ プ テイ ンジ ン に つい て は あと で 説明 し ます )。 

また , 割り 込み 処理 の と き に 割り 込み ベ 
クト ル を 保持 する レジ スタ , 現在 の プログ 
ラム カウ ンタ の 内 容 を 退避 ふる せ て お くく レジ 
スタ も あり ます 。 

き て , プロ グラ ムカ ウン タ に 従っ て 読み 
込ん だ (フェ ッ チ され た ) 命令 は , 命令 レ 
ジス タ に 保持 きれ デュ ユ ュー ド 回 路 に よっ て 解 
釈 さ れ ま す 。 実際, デュ ー ダ で は 命令 コー 
ド の 各 ビ ッ ト の 1/0 の 組み 合わ せ か ら , は ほか 
の 各部 分 の 回 路 の ON/OFF を 制御 する 信 
号 を 作り 出し ます 。 

基本 的 に は , デコ ー ダ は AND・OR・NOT 
の 組み 合わ せ 回 路 で , 命令 コー ド の 各 ビ ッ 
ト を 論理 計算 し て , その 結果 ご と に 異な る 
図 9 CPU の 構成 


命令 読み 出し と デコ ー ド 


プロ グラ ムカ ガウ ンタ 
命令 レジ スタ 、 デ コー ダ 


オペ ラン ド 用 レジ スタ 
ALU, $27 
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レジ スタ セッ ト 


演算 結果 レジ スタ 
メモ リア ドレ スレ ジス タ 


出力 端子 に 信号 を 出す も の で す 。 それ ぞ れ 
の 出力 端子 は , CPU の 各部 分 に 配線 さる れ , 
ここ か ら 出 力 さ れ た 信号 を も と に 各部 の 制 
御 回 路 が 動作 する わけ で す 。 逆 に 考え れ ば , 
CPU の 各部 分 の 制御 回 路 は デコ ー ダ か ら 
の 制御 線 を 見 て , ON 信号 が きた ら 自 分 の 
役割 を 実行 する の で す 。 

機械 語 の 解説 書 を 見 る と , 各 命 令 ご と に 
オォ オブジェ クト コー ド の フォ ー マ ッ ト が 記 る 
いて いそ を の に 気 づ べそ で で しょう 。 だ も ん し 
MC68000 の MOVE 命 令 で は , ( 図 11) 第 15, 
14 ビ ッ ト が 00 で , 第 13, 12 ビ ッ ト が 00 で な 
いと いう こと で , MOVE 命 令 ほ いう こと が 
決ま り ま す 。 さらに , 第 13, 12 ビ ッ ト は 転 
送 デ ゲー タ の サイ ズ を 示し で いま す 。 第 11 一 
6 ビッ ト の 組み 合わ せ で 第 1 オペ ラン ド の 
種類 , 第 5 一 0 ビッ ト の 組み 合わ せ で 第 2 
オォ ペラ ンド の 種類 を 表し て いま す 。 命令 コ 
ー ド は この 例 の よう に , いく つか の ビッ ト 
ご と に まとまっ て 意味 を 持ち , を その ま と ま 
り ご と に デコ ュ コー ド き され て いく の で す 。 

この よう に , 機械 語 の 命令 コー ド は 16 進 
数 で 見 る と よく わか ら な い の で す が , 各 ビ 
ッ ト ご と に を その 組み 合わ せ と し て 見 る と , 
意外 と 簡単 に 解釈 で きる も の な の で す 。 


レジ スタ 内 の デー タ に 対す る 演算 


の ゲロ ッ ク は ほ は 。 レン シス メア と デー ズ 軸 シ 
クタ の 組み 合わ せ で で き て いる と いえ ます 
( 図 12)。 デ コーダ で 解釈 され た 命令 に 従っ 
て 演算 する と き , 演算 ゲー タ は レジ スタ セ 
ッ ト に 格納 され て いま す 。 で すか ら , まず 


レジ スタ セッ ト を 用 意 し な けれ ば な り ま せ 
A, そして, その オペ ラン ド に 指定 され た 
レジ スタ の 出力 を 切り 替え て ALU あ る い 
は シフ タ に 入力 し て や り ま す 。 ALU の 入力 
は 2 つ あ る の で , それ ぞ れ の 入り 日 に , 第 
1, 第 9 オペ ラン ド 用 デー タ セ ソック ダグ と し 
ジス タ が 設け て あり ます 。 ま た だ , ALU の 出 
口 に も 演算 結果 レジ スタ が あり ます 。 ここ 
で 一 旦 結果 を 保持 し て か ら , オペ ラン ド に 
指定 きれ た レジ スタ に 書き 込み ます 。 
IT, 入力 が 複数 ある と き に は , と の レ 
ジス タ か ら 読 み 込む か は デー タ セ レク タ で 
選択 し ます が , 出力 が 複数 ある と き は , す 
ベ べ て の レジ スタ に 並列 に 出力 し て も か まい 
ませ ん 。 と いう の も , レジ スタ が デー タ や を 
保持 する に は , クロ ッ ク の 立ち 上 が り が 必 
要 な の で , 書き 込む べき レジ スタ の クロ ッ 
ク の み 入 る よう に デコ ー ド し て お け ば , 7 
ロッ ク の 入ら な い は ほか の レジ スタ の 内 容 に 
は 影響 な いか ら で す 。 し か し , 実際 に は と レ 
ジス タ の 出力 も ON・OFF が あり , デー タ を 
出力 すべ さき レ ジス タ を 選択 し て , その 出力 
だ け ON に する よう に な っ て いま す 。 
演算 し た 結果 に よっ て 条件 分 岐 を する と 
き な ど は ALU の キャ リー・ ボ ロー 出力 を 命 
令 コ ー ド の 一 部 か ら デ コー ド さ る れ た 条件 と 
比較 し て 判断 し ます 。 こ の た め に ALU 出 力 
を 保持 する 条件 レジ スタ と を の 比較 を 行う 
ュ ン パレ ー タ と が 用 意 る れ て いま す 。 


3 メモ リ に 対す る デー タ の ロー ド ・ ス ト ア 


メモ リ へ の アク セス に も 。 アク セス する 


図 10 命令 読み 出し と デコ ー ド 


デコ ー タ デコ ー タ 
ALU, シフ ノ フタ レジ スタ 
モー ド 選 択 イネ ー ブ ル 


アド レス を 保持 する レジ スタ と 読み 込ん だ 
デー タ を 保持 する レジ スタ と を 用 意 し て ゎぉ 
きま す 。 演算 結果 の レジ スタ へ の 書き 込み 

と メモ リ か ら 1/O へ の 書き 込み と は 同じ レ 
ベル と 考え て , 演算 結果 レジ スタ と メモ リ 
入出 カレ ジス タ と は 共用 の こと が あり ます 。 

LI25€0 WTa2-k|bv LEES 
ら も メモ リ が か ら 読 み 込 ん で くる の に , 保持 
する の が 命令 レジ スタ で あっ た り , メ モリ 入 
出力 レジ スタ で あっ た りす る の は , どこ で 
区 別 す る の か と 疑問 に 思う か も し れ ま せん 。 
それ は , 最初 に ひと つの 命令 を 読み 込ん で 
衛 令 を デコ ー ド し た と き に , その あと いく 
つ オ ペラ ンド と し て デー タ が 続く か を 判断 
L, 読み 込み 先 を 振り 分 ける の で す 。 

で すか ら , プロ グラ ム ミ ス な どか ら 6 デー 
タ が 不当 に 命令 コー ド と し て 読み 込ま れ て 
し まう こと も ある の て す 。 こ うな る と いわ 
ゆる 桂 走 の 状態 に な る わけ で す が , この と 
き 本 来 命 令 に な い コ ー ド が 読み 込ま れる L, 
先ほど 述べ た よう に , MC68000 な どの CPU 
で は 例外 処理 に 移っ て 桑 走 を 最小 限 に 止め 
さと する の で す 。 

x * X 

以上 , 回 路 構 成 を 簡単 に 説明 し まし た が , 
少々 わか り づ ら か っ た だ か も し れ ま せん 。 そ 
こ で , 実際 の 命令 を 例 に と り , 具体 的 な プ 
ログ ラム で デー タ の 流れ を シミ ュ レ ー ト し 
な が ら , 各回 路 の 働き を 追っ て みる こと に 
し ます 。 シミ ュ レ ー ト する 命令 は 。 以下 の 
図 11 機械 語 フ ォ ー マ ッ ト 


| レジ スタ 番号 
レジ スタ 番号 
| 一 (An) | レジ スタ 番号 | 
| dl6(An) | レジ スタ 番号 


| AbsW |o o -o0 
し AbsL [|o o ıl 


ee aae eee E E O E 


| Dn | レジ スク 番号 | 0 0 0| 
| (Am) | 


d8(An, IX) | レジ スタ 番号 | | | 0| 


と お り で す 。 


$001000: 207C00002000 
MOVEA.L $2$002000, A0 
$001006: 303C1234 
MOVE.W 2$1234,D0 
$00100A: D050 


ADD.W (A0),D0 

id, プロ グラ ムカ ウン タ に $001000 が 
ロー ド さ れ て スタ ー ト し まし た 。 命令 コー 
ド $207C( 三 0010 000001 111100) が 命令 レ 
ジス タ に 読み 込ま れ ま す 。 こ れ を デュ ー ド 
し て ,、 デ ドレ スレ ジス タ A0 に イミ ディ エイ 
ト デ ー タ を 転送 する 命令 と 解釈 し まし た 。 

先頭 の 0010 が MOVEA .L, 次 の 000001 が 
デス ティ ネー ショ ン A0, 最後 の 111100 が ソ 
ー ス イミ ディ エイ ト を 示し ます 。 次 に くる 
デー タ は イミ ディ イエ イト デー タ な の で , 2 
モリ 入出 カレ ジス タ に 切り 替え ん , そこ に # 
$002000 を 保持 し ます 。 

を そして, メモ リ 入 出力 レジ スタ の 出力 を 
A0 レ ジス タ の 入力 に 切り 替え ん, この デー タ 
を A0 に 格納 し ます 。 ここ まで で 1 命令 終了 
C, 全部 で 6 バイ ト 命 令 ど っ た の で , プロ 
グラ ムカ ウン タ の 値 は 6 だけ 進 ん で いま す 。 
1 命令 終わ っ て いる の で , 次 に 読み 込む デ 
ー タ は 命令 レジ スタ に 入り ます 。 命令 コー 
ド $303C( ニ 0011 000000 111100) を デコ ュー 
ド す る と , 先頭 の 0011 が MOVE.W。 次 の 
000000 が デス ティ ネー ショ ン D0, 最後 の 
111100 が ソー スイ ミディ エイ ト を 示し 。 こ 


VE 


\ 
x 
NY 
dk 
ajo 


c 
X 

y 
“Ww 
Bh 
Jl 


c 
Ee 
N 
Nr 
E 
qia 
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注 ) デス ティ ネー ショ ン 実 効 ア ドレ ス 部 は , レ 
ZAI, モー ド の 順 で マッ プ さ れ て いる 。 


れ は イミ ディ エイ ト デ ー タ を デー タレ ジス 
タ D0 に 格納 する 命令 と 解釈 きれ ます 。 

次 に くる デー タ も イミ ディ エイ ト デ ー タ 
な の で , メモ リ 入 出力 レジ スタ に 切り 替え ぇ , 
そこ に $1234 を 保持 し ます 。 を そして, メモ リ 
入出 力 レ ジス タ の 出力 を 今度 は D0 レ ジス 
タ の 入力 に 切り 替え た , この デー タ を D0 に 格 
納 し ます 。 これ で 4 バイ ト 命 令 が 無事 に 終 
TUL, プロ グラ ムカ ワウ ンタ は 4 つ 分 進ん で 
いる こと いな り ま す 。 

次 に くる 命令 コー ド $D050(=1101 000 
001 010000) は, 先頭 の 1101 が ADD, 次 の 
000 が デス ティ ネー ショ ン D0, そし て 001 が 
ワー ド デ ー タ の 加算 (.W), 最後 の 010000 
が ソー ス に A0 レ ジス タ 間 接 指定 が くる こ 
と を 示し , これ は デー タレ ジス タ D0 の 内 容 
に A0 で 指定 され る アド レス の 中 身 を 加え ぇ 
C, その 結果 を D0 に 格納 する 命令 と 解釈 る 
れ ま す 。 こ の 命令 で は , 第 キオ ペラ ンド が 
レジ スタ 間接 指定 な の で , メモ リア ドレ ス 
レジ スタ に AO の 内 容 を 転送 し ます 。 

を そして, A0 の 指定 する 内 容 を 第 1 オペ ラ 
ンド 用 レジ スタ に 読み 込ん で どき ます 。 XU, 
D0 レ ジス タ の 内 容 を 第 2 オペ ラン ド 用 レ 
ジス タ に 読み 込み ます 。 こ の 2 つの レジ ス 
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図 12 
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タ は ALU の 入力 に 直結 し て いる の て 
ALU を ADD モ ー ド に する と その 結果 が 即 
座 に ALU の 出力 に 出 て きま す 。 その 結末 は 
演算 結果 レジ スタ に 保持 され ます が , この 
命令 は 最終 的 に 第 2 オペ ラン ド で ある DO 
レジ スタ に 格納 され る 約束 な の で , GU 
果 レ ジス タ の 内 容 は DO0 に 転送 る され て 終わ 
hd wc, ジグ ジョ グラ ムカ ツウ ッ ク タク 
$00100C じ まで き て いる の で , 次 の 命令 へ と 
移っ て いく の で す 。 


に パイ プラ イン 処理 


で は , 最後 に パイ プラ イン 処理 に つい て 
説明 し て この 解説 を 終わ る こと に し まし ょ 
う 。 いま , CPU を 機能 別に 3 つの プロ ッ ク 
に 婦 け まし だ 。 ド 上 の と ミル ーション に お 
ot, これ ら の ブロ ッ ク を デー タ が 通過 し 
て いく 様子 を 図 13 に 書い て み ま し た 。 

する と, CPU の 動作 は 各 プ ロッ ク ご と に 
まとまっ て いて ,。 その な か で ひと と お ぢ おり 宛 
結 し て か ら 次 の ブロ ッ ク に 移っ て いく とい 
っ て よる そう て すず す 。 と いう こと は 。 Ceo 
の 命令 を 読み 込ん で か ら 実 行 が 終わ る ま て , 
図 13 パイ プラ イン 処理 
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① 命 令 レ ジス タ に $207C セ ッ ト 

② デ コー ド し て 制御 信号 を 出す 

③ 演 算 結 果 レ ジス タ に #$Q02000 セ ッ ト 
④A0 レ ジス タ に $002000 セ ッ ト 


(13— 2) 

① 命 令 レ ジス タ に $D050 セ ッ ト 

(の チコ ゴッド 

③A0 の 中 身 $ 002000 を メモ リア ドレ ス に セッ ト 
(4) $ 002000 番 地 に アク セス 

(5) $ 002000 番 地 の 中 身 #$ 7000 を セッ ト 
⑥$1I000 を 第 | オペ ラン ドレ ジス タ に セッ ト 
⑦D0 の 中 身 $1234 を 第 2 オペ ラン ドレ ジス タ に セッ ト 
⑧ALU の モー ド を AD に セッ ト 

⑨ 演 算 結 果 $ 2234 を 結果 レジ スタ に セッ ト 
⑩' そ の 結果 を DO0 に 戻す 
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待っ て いる 必要 が な いと いう こと な の で す 。 


つま り , 最初 の 命令 (MOVEA.L #$002000, 
A0) の 命令 の デコ ー ド が 終わ っ て , オペ ラ 
ンド デー タ の セッ ト が 始ま っ た ら , KOR 
令 (MOVE.W 3$1234,D0 の デュ コー ド を 
始 ゆ て し まう の て す 。 こ の よう な , 
ク ご と に 動作 を ずら し な が ら つ な げ て いく 
尋 理 わ パイ プラ イン と いい ます 。 

この よう に 処理 を 並列 し て 実行 する わけ 
で す が , パイ プラ イン の 段数 を 多く する よ 
うに すれ ば , RISC プ ロモ セッ サ で な く 《 く て も 理 
論 的 に は 1 命令 = 1 クロ ッ ク ま で 実行 速度 
を 上 げ る こと が で きま す 。 

と ころ で いま , 動作 が 各 プ ロッ ク で 完結 
し て か ら 次 に 移る と 述べ まし た が , ブロ グ 
ラム カウ ンタ と ,。 オペ ラン ドレ ジス タ の 指 
定 は 1 命令 の 間 す べ て の ブロ ッ ク に 残っ て 
いな けれ ば な り ま せん 。 と いう の は , 前 の 
命令 で オペ ラン ド デ ー タ の セッ ト を 行っ て 
いる と き に 次 の 命令 の デコ ー ド を し て し ま 
っ た ら 。 ア クセ ス す べき レジ スタ (メモ リ ) 
の 指定 が 書き 換 わ っ て し ま ょ うか ら で す 。 


プ ブロッ 


し た が っ て 。 パイ プラ イン を 実現 する た 
め に は , イミ ディ イエ イト デー タ の 指定 の た 
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め に プロ グラ ムカ ウン タ と , 命令 コー ド の 
保留 の だ め に 命令 レジ スタ (実際 は オペ ラ 
ンド レジ スタ の 指定 の 部 分 で 十分 ) と は ブ 
ロッ ク 数 分 だ け 用 意 し て いま す 。 そして, 
パイ ブラ イン が 1 ブロ ッ ク 進 む ご と に それ 
ら の 中 身 も ひと つ ず つっ 進ん で いき ます 。 と 
ころ が , 現実 問題 と し て 条件 分 岐 な ど が あ 
れ ば , すべ で て の 命令 が すべ て の プ ブロッ ク を 
順 座 よく 進ん で いく と は 限り ませ ん 。 

また , 前 の 命令 の 演算 結果 を 次 の 命令 の 
ォ ペ ラン ド に 使う 場合 な ど は , 順序 よく 進 
ん で いる と 間に合わ な か っ だ り し ます 。 最 
近 の CPU で は , どう や っ て この パイ プラ イ 
ン の 流れ を 乱 き な いよ うに する か と いう 点 
で 死 力 が 尽く る され て いま す 。 こ の よう が な 上 難 
し い 問 題 に つい て は , ここ で は これ 以上 述 
べ ま せん の で , 興味 ある 人 は この あと の 中 
株 氏 の 記事 や 参考 文献 を 見 て くだ さい 。 


Ez 


この 解説 記事 で は , コン ピュ ー タ の 動作 
の 中 心 と な る CPU の アー キテ クチ ャ を 考 
を えな が らら, コンピ ュー タ と は 基本 的 に と 25 
いう も の か に つい て な る べく 総合 的 に 触れ 
て みた つも り で す 。 今 回 述べ た だ アーキテク 
チャ は , コン ピュ ー タ の た どっ て きた 発展 
の 歴史 を 通じ て , 目まぐるしい 技術 や 思想 
の 革新 に 対し て も 最低 限 世 かれ て きだ ノ 1 
マン 型 に よる も の で す 。 

し か し 。 ラ ンピュータ シス テム が 犬 各 伺 
(t, 複雑 化す る に つれ , CPU と その 命令 セ 
ッ ト の みて で 構成 され た アー キテ クチ ャ で は 
不 十分 と いえ まし ょ う 。 数理 科学 に 基づく 
情報 処理 論 , 人 間 工 学 に よる ヒュ ー マ ン イ 
ンタ フェ イス 論 , 最新 テク ノロ ジー の も た 
ら す 高度 だ ハー ドウ ェ ア な ど な と , 
ュー タ ア ー キ テク チャ に 関連 する 分 野 は 日 
に 日 に 拡大 し て いさま す 。 

コン ピュ ー タ ユー ザー の ひと り で ある 私 
だ た も ち は , こう し た 技術 の 進化 に 押し 流さ れ 
C, 逆 に 機械 に 使わ れ て し まう と いう 事態 
は 人 避け た いも の で す 。 


aye 
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島田 


コン ピュ ー タ の 仕組 み を 覚え る に は 実際 
に 触っ て みる の が いち ば ん で す 。 プロ グラ 
ミン グ を 覚え る の も , 実際 に 自分 で プロ グ 
ラム を 組ん て 試行 錯誤 する の が 早道 で す 。 
ハー ドウ ェ ア を 理解 する の も , 自分 で 工作 
し た 経験 の 積み 重ね で その 仕組 を ふみ を 学ん で 
いく の で す 。 私 の 場合 も 最初 に ハン ダ ゴ テ 
を 握っ だ の は 中 学生 の 頃 で , その 当時 は 
いわ ゆる マイ コン は まだ ワン ボー ド マ イ コ ュ 
ン の キッ ト (TK-80 だ っ た か な ) が 出 始め 
だ ば か り で し た 。 私 は も ふっ ぱら アマ チュ ア 
無線 の ほう に 熱中 し て いて , 通信 機 や アン 
テ ナ な どの 組み 立て も を し て いま し た 。 し か 
L, 経験 も 知識 も なく, ほとん ど 失 敗 作 ば 
か り 。 も ちろ ん 市 販 の も の を 買え ば こと 足 
り る わけ だ し , た と え 完 成 し た と し て も コ 
スト パフ ォ ー マ ンス は は る か に 及ば な いも 
0 し か て きま せん 。 

それ で も 自 作 派 を 目指 し た の は , 既製 品 
を 買っ て し まう と , 外側 の ケー ス を な で て 


や る で らい し か 可愛 が る 術 が な いか ら で す 。 


目 分 で 苦心 し て 組み 上 げた モノ は 隅 か ら 隅 
まで 目 が 届い て いて (部 品 の 配置 を 間違え 
て , 配線 が スパ ゲッ ティ の よう に 絡ま っ て 
いる な ん て こと も 知っ て いる 。 も し か する 
と 市 販 品 の 中 で も そん な こと が ある か も し 
ge そん な わけ な いか )。 し か も どの 
スイ ッ チ を 押す と どの 部 品 が 動作 し て いる 
か な ど と いっ た 仕組 み も わかり ます 。 た と 
え 完 動 し な く て も , 1 回 失敗 し た と ころ は 
次 は な ん と か うま く 動 作 き させ ょ うと ょ と 頭 を 絞 
Rx, それ だ け 身 に つい て いく こと も 多い 
の で す 。 

電子 回 路 に は アナ ログ と デジ タル と の 2 
種類 が あり ます が , 経験 か らい っ て アナ ロ 
グ 回 中 より デジ タル 回 路 の ほう が 数 倍 も 簡 
単 で す 。 正 直 な と ころ , 私 も 無線 機 な どの 
語 周 波 ア ナ ロ グ 回 路 で は 満足 に 作動 きせ た 
も の は あり ませ ん で し た 。 しかし, モー ル 
ス 符 号 を 打つ た め の エ レク トロ ニク スキ ー 
ヤー を C-MOS デ ジタル IC で 組ん だ と き は 。 
一 発 で 動じ 0 た な の で す 。 デ ジタル 回 路 の 工作 
が こん な に も や さる し い の か と 感激 し た も の 


CPU の 概略 が わか っ た と ころ で , さっ そく CPU を 作っ て み ま し ょ う 。 


な お , 予告 で は 「 完 


会 6 ビット 」 と な っ て いま し た が 。, 


都合 に より 


「 一 部 16 ビ ッ ト 」 に 仕様 変更 され まし た 。 が ん ば れ 日 の 丸 CPU, B 
指す は 史上 最低 の RISC プ ロ セ ッ サ で す 。 


です 。 実際 IC の 中 身 が どう な っ て いる の か 


まっ だ 〈 く 知ら な く て も デジ タル 回 路 は 組め 
る の で す 。 

デジ タル 回 路 の 基礎 は 本 誌 89 年 1 月 号 で 
て いね い に 説 明る きれ, そこ で は , 我々 ユー 
ザー が ブラッ クボ ックス と し て 使っ て いる 
ICiZ, ふた を 開け れ ば 基本 的 に AND, OR, 
NOT の 組み 合わ せ が 機 能 ご と に パッ ケー ジ 
の 中 に 納め られ て いる だ け の こと だ と わか 
り ま し た 。 そ も て 今月 号 で は 。 デ ジタル み 合 
BORN IE bi oe es 
いて の 解説 が あり , や は 0CPU と いえ ども 
ふ だ を 開け れ ば ,。 いく つか の ブロ ッ ク の 組 
み 合 わせ で ある と 述べ られ て いま す 。 

dii Ja), 

1) ハー ド の 仕組 み を 理解 する に は , 実際 

に 組み 立て る の が いち ば ん 
2) デジ タル 回 路 は 工作 も 簡単 
3) デジ タル IC の 中 身 は いく つか の 基本 回 

路 の 組み 合わ せ 
4) CPU も 基本 ブロ ッ ク の 組み 合わ せ 
と いう 4 点 を 合わ せる と ,「 そ れ で は CPU 
の 中 身 あ バラ し て 実際 に 作っ て みよ ょ よう 」 と 
いう 結論 に な る わけ で す 。 

し か も , ここ で は 市 販 の TTL ロ ジッ ク 回 
路 だ け で 組め ゆる も の を 設計 し ます 。TTL 回 
中 は 秋葉 原 に 行け ば , 1 個 30 円 で らい か ら 
高く て も 300 円 程度 で 手 に 入り , も うぅ 身近 な 
も の に な っ た だ た と いっ て も よい の で は な いで 
し ょ うか 。 こ の 記事 で も 代表 的 な TTL 回 

の 働き を 復習 し な が ら , 設計 と 製作 の 方 
針 を 説明 する つも り で す 。 


lg CPU を 設計 する 


我々 が 自作 す る CPU は どん な に 頑張 っ て 
も 280 円 で 手 に 入る Z80 よ り よ いも の に な る 
は ず は あり ませ ん 。 し か し , 自ら 設計 し て 
みる こと で , CPU が より 身近 に 感じ られ る 
さま うな を る を だけ で も 二分 て も し ょ すう 

ST, ここ で 設計 する CPU は 基本 的 な 機 
能 し か 持た せ て いま せん 。 当 然 , ワイ ヤー 
ドロ ジッ ク で すか ら RISC(Reduced Instru 


ction Set Ma d ico いか も し 


bi. ds y pis ドレ > の の ES 
を 必要 最小 限 に 限っ て , その 分 製造 コス ト 
の 削減 (ここ で は 製作 労力 や 設計 ミス の 削 
減 ) を 目的 と する CPU の こと で す (本 当 は 
高速 化 が 主 目的 な の で し ょ う が )。 

ハー ドウ ェ ア 的 に 制限 が 加わ っ て いる だ 
Gaz, な に か 複雑 な 処理 ある せ よう と する 
と ブロ グラ ム が だ い へ ん 大 きく な っ て し ま 
いま す 。 まあ , 今回 は 学習 目的 で 実用 性 を 
問わ な い の で ,。 こう いっ た RISC も どき で 
十分 で し ょ う 。 ち な み に 多 く 〈 の 命令 を 持つ 
高 機 能 CPU は CISC(Complex Instruction 
set Computer) と いい ます 。 ま と も に 作ろ 
うと し た ら 部 品 量 が 何 倍 に も ふく れ あ が り 
ます 。 

まずは CPU の アー キテ クチ ャ の 設定 か ら 
CT. 先ほど の 解説 に も ああ る と お り ア ー キ 
テク チ ナヤ に は ソフ トウ ェ ア 的 アプ ロー チ と 
ハー ドウ ェ ア 的 アプ ロー チ と が あり ます 。 
さっ そく ソフ トウ ェ ア 的 アー キテ クチ ャ か 
ら 考 えて み ま し ょ う 。 

@ デー タ 形 式 

TL 回路 は 。 4 ビッ ト ま た は 8 ビッ ト ま 
と め て 処理 する パッ ケー ジ が 多く あり ます 。 
だ と えば , 1 また は 0 の デー タ を 記憶 する 
D フ リッ プラ フロ ッ プ に し て る .8 個 で 1 パッ 
ケー ジ の も の が あり , 8 ビッ ト ま で な ら 部 
中 点数 を か な りお る える こと が で きま す 。 
と いう こと で 。 デー タ は 8 ゼット 整数 ほ ぃ 
うこ と で よる そう で す 。 やはり, 最低 限 
は いえ 、、8 ピット は ほし いと ころ で も し よう 。 
て すか ら こ れ か ら 製 作 す る CPU は 8 ビッ ト 
KIS し ジロ エッチ と いう こよ 上 に な り ま す 。 を 
LC, 条件 分 岐 を する た め に は 加算 だ け で 
な く 〈 く 減算 も 必要 な の で , デー タ は や は り 符 
ち つ き 整 数 し し て お きま す 。 

@ レ ジス タ セ ッ ト 

この CPU は RISC で すか らら, レシ ジ スタ も 
無理 に 汎用 に する 必要 は な く , 各 レ ジス タ 
役割 を 明確 に 分 ける こと に し ます 。 レジ 
スタ は , プロ グラ ムカ ウン タ 1 個 , オペ ラ 


特集 RISC プ ロ セ ッ サ の 設計 と 製作 JJ 


ンド 用 レジ スタ が 2 個 , 演算 結果 レジ スタ 
1 個 が あれ ば , 最低 限 こ と 足り ます 。 あと, 
メモ リア クセ ス に レジ スタ 間接 指定 の アド 
レッ シン グモ ー ド を 設け る と アド レス レジ 
スタ が 必要 に な り ま す が , 以下 て 述べ る と 
お り メ モリ アク セス は か な り 高 機能 な MM 
U( ? ) に 任せ る こと に な る の で , これ は 演 
算 結 果 レ ジス タ と 共用 に し ます 。 
@ 命 令 ッ ト 

基本 的 な デー タ 転 送 。 四則 演算 の み を サ 
ポー ト し ます 。 命令 モッ ト の 一 覧 を 図 1 に 
示し ます 。 命令 の 実行 に は も ちろ ん パイ ブフ 
ライ ン な ど な く 〈, し か も 簡略 化 の た めす べ で 
て の 命令 を 1 ステッ プ で 終わ ら せ る こと に 
し ます 。 サス テッ プ と いう の は 。 ク ロッ グ 
が 1 個 入 っ た ら そ の 命令 は 完了 と いう こと 
C, いい 換え れ ば すべ て が 1 バイ ト 命 令 と 
いう わけ で す 。 1 命令 = ニュ クロック と いう 
の は RISC プ ロモ セッ サ の 基本 で す 。 

この まま で は , 命令 コー ド の 後ろ に 本 米 
な ら イ ミディ エイ ト デ ー タ が くる よう な 和合 
令 は と れ な いこ と に な っ て 不便 な の で , 命 
令 コ ー ド と イミ ディ エイ ト デ ー タ と は 別々 
の バス に し ます 。 命令 た データ を 分 離し て 
効率 化 を 目指 し て いま す の で , 68040 で 話題 
HOMME NM d 
点 に 立っ て いる と いっ て し まい ます 。 

xdg a 
2 バイ ト 命 令 ー タ バス に あら か じ め 

i ti 命令 コー ド を 命令 バ 
ス に セッ ト し て クロ ッ ク を 1 個 受 けれ ば よ 
い の で す 。 

し か し , この や り 方 で は バス は 全部 で 16 
Kho, これ を 8 ビッ ト と 呼ぶ の は イン チ 
キ と も いわ れ そ う で す が , まあ , RISC と い 
うこ と で 今回 は 見 過ごし て くだ さい (RISC 
CET LOU EE iE 
な 設計 だ な あ ) 

し か も , 命令 を 実行 する だ め の ク ロッ ク 
は 人 間 が 作る の で す ! どう する の か と い 
うと , クロック 発生 の 押し ボタ ン が あり , 
図 1 命令 一 覧 


レジ スタ 間 , レジ スタ - メ モリ 間 の デー タ 転 送 
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命令 コー ド (と イミ デイ ィ イエ イト デー タ ) を 
モッ ト し た ら , 自分 で 押し ボタ ン を 押し て 
1 ステップ 完了 と な る わけ で す 。 ク ロッ ク 
と いっ て も 5 も, 等 し い 時 間 間 隔 で 規則 上 正しく 
1/0 を 送ら な けれ ば な ら な いわ け で は だ なく て , 
ひと 組 の 1/0 を 1 回 送る と 1 クロ ッ ク と い 
う の で す 。 

この へ ん で 嫌 な 子 感 が する 人 は , コン ビ ピ 
ュー タ を 扱う モン ス が 優れ て いる 人 で す 。 
それ で は, 命令 モッ ト は どの よう に CPU に 
セット する の か ? も ちろ ん メモ リ が から 読 
み 入 ん て ……… な ん て 安心 し て いる と 期待 を 
裏切ら れ ま す 。 な ん と この RISC で は , メモ 


y 制御 は 人 間 が その 代わ り を 務め る の で す 。 


だ っ て , 今回 は あく まで も CPU の 設計 製作 
な の だ か ら 。 ATI (と いう よ り メ モリ マ 
ネジ メン ト ユ ニッ ト ) で ある 人 間 は (別に 
本 当 に 頭 の 中 に 
紙 か な に か に 記録 し て ぢ お むけ ば よい の だ ), プ 
ログ ラム カウ ンタ の 中 身 を 見 て , そこ に 指 
定 さ きれ て いる アド レス の 命令 を バス に セッ 
ト し ます 。 プ ログ ラム カウ ンタ の 中 身 を 見 
る の は LED の 表示 か ら , そし て バス に セッ 
ト す る の は トグル スイ ッ チ が か ら 行 いま す 。 
bt, も う ひ と つ 人 間 に 任 せ た い の は , 
分 岐 の た め の 条 件 判断 で す 。 本来 な ら ば フ 
ラグ レジ スタ が あっ て を の 状態 を CPU 自身 
が 読み 取っ て 条件 判断 を 行う の で す が , こ 
の RISC で は 。 フラ グ は LED を 並べ て , 7 
ラグ が 立て ば その LED が 点灯 する 仕組 み に 
な っ て いま す 。 こ の フラ グ に 徒 っ て メモ リ 
か ら ブ ログ ラム カウンタ は に 分 岐 先 の アド レン 
ス を 読み 込む わけ で す が ,。 メモ リ も 人 間 な 
OC, 実際 に は 人 間 が フラ グ LED を 見 て 上 自 
ら 分 岐 先 の アド レス を セッ ト す る こと に な が 
DT, 
@ ア ドレ ッ シ ン グモ ー ド 

アド レッ シン グ は レジ スタ 直接 絶対 指定 
と 間接 絶対 指定 し を と る よう に し ます 。 直 
接 絶 対 指定 は レジ スタ と レジ スタ の 間 の 転 
ik, 演算 で すか ら , 命令 ユー ド の 中 で 指定 
し て ダイ レク タクト に 実行 て きま 
す 。 問 題 は 間接 絶対 指定 で す 
p, これ は アド レス 指定 レジ 
スタ に 読み 書き すべ で き ア ドン レ 
ス を セッ ト し た の ち に , それ 
を メモ リ (実際 は 人 間 ) が 参 
昭 し て , デ ー タ を や り 取 りす 
る の で す 。 メ モリ か ら 読 み : 


. 上 ゴー JÁ 
N- む 場 合 は イミ ディ エイ ト デ ー 


論理 的 右 シ フト 


ジャ ンプ (プロ グラ ムカ ウン タ へ の LD) 
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タ と 同じ よう に デー タバ ス に 
メモ リ 内 の 値 を セッ ト し て ク 
ロッ ク を 送り ,。 メス モリ に 書き 
出す 場合 に は レジ スタ 出力 の 


メ 六 ライ ズ し て いな く て も , 


LED を 見 て 書き 取り ます 。 


@ 割 り 込み 処理 
割り 込み 処理 は 非常 に 面倒 な の で いっ きる 
いな A 


LERS ISE SITRAT? 
セス の よう な CPU の 外部 と の や り 取 り は す 
べ さて MMU の 機能 し し , 人 間 自 身 が それ を 
エミ ュ レ ー ト する と いう 究極 の アー キテ ク 
チャ を 採用 し まし た が , レジ スタ 間 の や り 
取り の よう な CPU 内 部 の 動作 は ほぼ 実在 の 
CPU の アー キテ クチ ャ に 従っ て いま す 。 

ワイ ヤー ドロ ジッ ク で 1 命令 = ニ 1 クロ ッ 
ク を 実現 し て いま すか ら , 理論 的 に は 仮に 
クロ ッ ク を 10MHz と する と 10MIPS, 33M 
Hz な ら 33MIPS の 性 能 が 期待 で きま す が , 
残念 な が ら メ モリ が 追い つか な い 場 合 が 多 
HTT 

また 。 ア ドレ スバ ス が 8 ビット な の て で, 
256 バ イト まで の 物理 アド レス 空間 し か アク 
セス で きま せん が , 今回 採用 し た MMU は 
(性 能 は と も か く ) 非 常に 高 機能 で ある こと 
が 期待 され る の で , MMU 側 の 仮想 記憶 機 
能 を 用 いる こと に より , 無制限 の 論理 アド 
レス 空間 を アク セス する こと も 不可 能 で は 
あり ませ ん 。 

冗談 は き て お き , それ で は , 皆さん おち 待 
ちか ね の ハー ドウ ェ ア 設 計 編 に 移り まし ょ 
2o 
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まず 部品 を 選択 し て , それ ぞ れ の 部 品 
基本 的 な 動作 を ざっ と 復習 し て お きま し ょ 
う 。 以下 の 説明 は 設計 し た 回 路 図 (XI 2 ) 
を 見 な が ら 読 ん で て もら っ た だ は ほ は う が よ いか も 
し れ ま せん が , 全体 の 構成 は 後 で まとめ て 
説明 し ます の で , 今 は 個々 の 部 品 の 使わ れ 
に 着目 し て くだ るい 。 

1) セ ジ スス も とも フリップ フ フ ロッ プ 

デー タ の -- 時 記憶 に 使わ れる レジ スタ に 
は D フ リッ プ フ ェ ロッ プ (D-FF) を 使っ て い 
ます 。D フ リッ グフ ロップ は 較 3 の よ ヶ サビ 
NAND ゲー ト を 組み 合わ せ て で き て いる も 
の で す が , CK 端子 の 入力 が し か ら H に 変わ 
る (立ち 上 が る ) WHMIODAJJOT—X» 


保持 きれ , その 保持 きれ た デー タ が Q 出 力 
UE ら 出力 る rei i 4, 
すなわち , 1 個 の クロ ッ ク の 立ち 上 が り 


か ら 次 の クロ ッ ク の 立ち 上 が り ま で , デー 
タ を 記憶 し て いる メモ リ の 働き を する わけ 
で す 。 で すか ら , これ を 8 個 並 べ れ ば , 8 
ビッ ト の レジ スタ と し て 使え る の で す 。 D- 
FF の こと を その まま レジ スタ と 呼ぶ こと も 

多く あり ます 。 さ て, 実際 に は 8 ビッ トレ 


ジス タ と し て LS273 が 手頃 に 使え を ます 。 し 
Pu ここ 補 は ES374 を 使い ます 。 こ れ は 
3 ステ ー ト 出力 と いう も の を 持っ て いて 。, 
コン ピュ ー タ の バス ライ ン を 構成 する 回 路 
を 組む と き に は 不可 欠 な 性 質 で す が , 詳し 
〈 く は の ち は ほど と 説明 し ます 。 
2) カウ ンタ 

1 クロ ッ ク あ る だ た びに カウ ント を 進め る 
の に 文字 どおり カウ ンタ と いう パッ ケー ジ 
が あり ます 。 カ ウン タ は 図 4 に 示す よう に 
基本 的 に は D-FF を 直列 に 並べ た も の で , C 
K に 1 個 ク ロッ ク が 入る た びに それ まで の 
カ ソ ウン ト 数 を 2 進数 で 出力 し ます 。 これ が 
その まま 1 命令 終了 する ご と に 命令 の 格納 
され て いる アド レス を 先 に 進め る プロ グラ 
ムカ ウン タ に 使え ます 。 

実際 に は , 8 ビット を ひと つの パッ ケー 
ジ に 納め た も の は な く , 4 ビッ トカ ウン ペタ 
DATT., そこ で 8 ビッ トカ ウン タ と する 
に は , 4 ビッ トカ ウン タ を 2 個 直列 に つ な 
図 2 回 路 図 


いで 使い は す 。 カ ウン タ の 最上 位 ビ ッ ト を 
格 上 が り 信 号 と し て その まま 次 の 最 下 位 ビ 
ッ ト に 入れ て や れ ば OK で す 。 

分 岐 命令 が ある と き に は プロ グラ ムカ ウ 
ンタ の 中 身 も そっ くり ロー ド し な お すこ と 
に な る の て で て, 使用 する カウ ンタ も 0, 1, 2 
irents と 順番 に カウ ント し て いく だ け で は 駄 
HC, 任意 の デー タ を ロー ド し て そこ か ら 
カウ ント で きる よう な も の に し て お か な け 
れ ば な り ま せん 。 こ の よう な 機能 を 持つ も 
の を プリ セッ タブ ルカ ウン タ と いい 。 これ 
な ら プ ブリ セッ ト の 入力 端子 を バス ライ ン に 
つない で お け ば よい の で す 。 4 ビッ トブ プリ 
セッ タブ ルカ ウン タ の パッ ケー ジ は た くき 
ん あり ます が , 3 ステ ー ト 出力 を 選ぶ と す 
る と, LS561 し か あり ませ ん 。 

3) シフ トレ ジス タ 

シン フト レジ スタ も 図 5 に 示す よう に D-F 
F を 組み 合わ せ て で き て いて , これ は 8 ビッ 
ド チ デー タダ タ を 4 ピ ビット ずつ シッ フット さき ぜ る も の 


て で て す 。 こ の シフ ト の 意味 を 算術 と し て 考 ぇ 
て みる と , だ と えば 0011a は 3 で 。 これ を 
左 に 1 ビッ トシ フト さる せ た 0110m は 6, き 
ら に 1 ビッ トシ フト きせ た 1100H は 12 を 表 
L, 結局 左 に 1 ビッ トシ フト させ る の は , 
その 数 値 を 2 倍 す る の と 同じ こと だ と わか 
り ま す 。 

図 3 LS74 
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同様 に 右 に 1 ビッ トシ フト る せる の は 1/2 
に まあ みる 5 も で す 。 こ の よう に と プラ ト セ ジス 
タ は 乗算 器 と し て 働く の で す 。 さ て この シ 
フト レジ スタ は ビッ トシ フト る させ な けれ ば 
た だ の レジ スタ と し て 機能 し ます か ら , 第 
1 オペ ラン ド 用 レジ スタ と 兼用 と し ます 。 
必要 な ら ば , シフ ト 操 作 の あと は 演算 結 米 
レジ スタ に 移し て や る こし に し ます 。 e» 
ケー ジ と し て は , 3 ステ ー ト 出力 な ら LS2 
99 か LS323 に 限ら れ て し まい ます 。 と ころ 
JS, これ の い の シ マフ ラフト レジ スタ は 入力 と 出力 
と が 同じ 端子 な の で す 。 実際 は 入力 と 出力 
と が 同時 に 起き る こと は まず な い の で て で 間 題 
あり ませ ん が , こ の シフ トレ ジス タ と 第 1 オ 
ペラ ンド 用 レジ スタ と が 兼用 の た め , バス 
ライ ン が 一 般 の アー キテ クチ ャ と 異な り ま 
す 。 こ の へ ん も 自作 RISC と いう こと で て 見 過 
図 4 LS160 
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TM 
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ES ed ます 。 
4) ALU 

演算 器 は 2 つの 入力 を 内 部 で 演算 し , € 
の 演算 結果 を 出力 する も の で す 。 こ れ を 基 
本 ゲー ト 回路 の 組み 合わ せ で 組む と する と 
と て も 複雑 に な り 部 品数 も 配線 数 も 膨大 
に な か っ て し まい ます が 。 これ も ひと つの パ 
ッ ケ ー ジ に 収め られ だ も の が 用 意 き る れ て い 
ます 。 ALU は CPU の メイ ン と な る 部 分 で す 
が 。 こ こ を ひと つの パッ ケー ジ で 組ん で し 
まう と , わざ わざ TTL で 組む 意味 も 半減 し 
て し まい ます 。 と は いえ ょ , 図 6 の 回 路 を 全部 手 
配線 する 元気 は し て も な く , は や は り 楽 
する し か な いと 思い ます 。 

手頃 な の は 4 ビッ ト ALU の LS382 で 加減 
算 と 議 
モー トド 選択 


> > 
w v 


i550, そこ で 演算 内 容 を 
選択 し ます 。 も ちろ ん 桁 上 げ 
信号 もぉ 出 て いる の で , これ を 
2 個 直 列 に し て 8 ビッ ト に 対 
処し ます 。 

5) デー タ セ レク タ と バス ド 
Sua Y 

デー タ を 処理 する 個別 的 な 
an 部 品 は 以上 の と お り で す が , 
これ ら の 部 品 間 を デー タ が 往 
来 す る た め に バス ライ ン を 管 
理 し な く て は な り ま せん 。 € 
の た だ ため の 部 品 が デー タ セ レク 
ダ よ パス ドラ イ パ て す 。 
まず デー タ セ レク タ は , 複 
数 の 入力 か ら ひ と つの デー タ 
を 選択 する 働き が あり ます 。 
図 7 に ある と お り ,。 デー タ セ 
i 
ひと つの 出力 端子 と の ほか に 
pred Ak を 
端子 て 指定 し だ 入力 の デー 
中 
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理 演算 を 1 個 で サポ ー ト し て いま す 。 


し た が っ て , だ と えば 演算 結果 レジ スタ と 
メモ リ 入 出力 レジ スタ と を 共用 し た と き に , 
ALU と メモ リ の どちら か ら の デー タ を 保持 
する か の 切り 替 を は デー タ セ レク タ で 行え 
る の で す 。 

全 回 の RISC で も 演算 結果 レジ スタ の 入力 
切り 替え を に は デー タ セ レク タ を 使う こと に 
し まず 。 だ だ し 。 守 際 の パッ ケージ に ば, 1 
ビッ ト 太 力 の も の が な て く ,。 4 ピッ ト 3 入 力 
か 2 ビッ ト 4 入力 か し か あり ませ ん 。 そこ 
C, 2 ビッ ト 4 入力 の LS153 を 4 fiie s] CZ 
し て 便 う こと に し ます 。 

複数 の 入力 か ら ひ と つ を 選択 する に は , 
デー タ セ レク タ の ほか に , 先ほど か ら 何 度 
ゎぁ 現 れ て くる 3 ステ ー ト 出力 を 使う 手 も 
あり ます 。 3 ステ ー ト 出力 と は , ÀXS X OH 
と L の 2 状態 の ほか に ハイ イン ピー ダン ス 
状態 Z が と れる 出力 の こと で す 。 

ここ で , ハイ インピーダンス 状態 と いう 
の は , 配線 は され て いて も 電気 的 に は 断線 
状態 . つ まり な に も つなが っ て いな い の と 
同じ 状態 の こと を いい ます 。 それ に は , 各 
パッ ケー ジ に ある イネ ー ブ ル 端子 で 、 その 
ON/OFF を 指定 し て や り ま す 。 


で すか ら , 図 8 の よう に 複数 の 出力 を る を 
の まま 全部 つなげ て し まっ た 場合 。 3 ステ 


ー ト で な けれ ば 各々 の 入力 が 衝突 し て し ま 
っ て ひと つ だ けり 選択 で き な い わけ で す が , 
3 ステ ー ト で あれ ば 選択 すべ き 出 力 以外 は 

こも て し まえ ん ば ほ 。 それは な に も つなが っ 
て いな いこ と な の で ,。 目的 の デー タ だ けり 選 
択 で きる の で す 。 

この 3 ステ ー ト を 有効 に 利用 する と, 回 
路 が 簡単 に な り ま す 。 と いう の も , 3 ステ 
ー ト を 持つ 素子 は それ だ け で デー タ セ レク 
e 外 付け の デー 
タ セ レク タダ の 分 P 7) 部 品数 が 学 《 の て す 。 

SRL PU LE この は ほ 
か に バス ドラ イ バ と いう も の も あり ます 。 


バス の セレ クト の ほか に , 入出 力 の 方 向 を 
逆転 きせ て 双方 向 バ ス と し て 使え る よう に 
する パッ ケー ジ も あり ます 。 

6) だ ま ラー ダ 

これ まで は デー タ が 実際 に 流れ る 部 分 の 
回 踏 に つい て 述べ て きま し た が , 忘れ て は 
な ら な い の は それ ら の デー タバ ス を 制御 す 
る 部 分 で す 。 命令 コ ー ド を 読み 込ん で か ら 
は まず その 動作 を 解釈 し な けれ ば な り ま せ 
^», その 働き を する の が デュ ー ダ で す 。 

デコ ー ダ も 基本 ゲー ト 回 路 の 組み 合わ せ 
で 代表 的 な も の は 図 9 の よう な も の で す 。 
これ は 入力 端子 に 3 ビット 2 進 デ ー タ (0 一 
7) を 入れ る と その 番号 に 対応 する 出力 の み 
ON に し ます 。 たとえば, レジ スタ に 各々 番 
号 を つけ て お いて , 命令 コー ド の オペ ラン 
ド 指 定 の 部 分 に その 番号 を 書き 込ん で ぉ く 
と , デコ ー ダ が その 番号 を 解釈 し て そこ で 
指定 され た レジ スタ の み に ON の 信号 を 送 
る と いう 使い 方 が で きま す 。 今回 は 2 ビッ 
ト デ コ ュ コーダ の LS139 を 使い ます 。 

で き あ い の パ パッケージ に な っ て いる の は , 
いま 述べ た よう な 数 値 デ ー タ を 各 番 号 の 出 
力 に 振り 分 ける も の (デマ ル チ プ レク サル と 
50605) し か な くく, その ほか の デュ ー ド 部 
分 は 和 目 分 で ゲー ト を 組み 合わ せ て 作る し か 
あり ませ ん 。 

組み 合わ せ 論 理 回 路 た し いう の は ほとん ど 
パズル の 世界 で , この 部 分 の 設計 に ほとん 
ど 頭 を 使い 果たす と いっ て も 過言 で は あり 
ませ ん 。 これ は , 命令 コー ド を どう 取る か 
と も 関係 し て いる の で , わか りや すい 命令 
コー トド 体系 を まず 設計 し , それ に 合わ せ て 
デコ ー タ 回路 の 仕様 (組み 合わ せ ) を 決定 
する の が 筋 で す 。 今 回 の 設計 も 5 ひと つの 例 
に 過ぎ すず 決し て 最適 化 う きれ て いる と は いえ ぇ 
な い の で , 余力 の ある 皆さん は ぜひ 自分 で 
命令 コー ド と それ を 実現 する デュ コー ダ 回 路 
と を 考え て みて くだ きい 。 

図 6 LS381 
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7) I/O 

この RISC で は , 外部 の メモ リ と の や ゃ や り 5 取 
り は 人 間 が LED を 見 て . トグル スイ ッ チ で 
セッ ト す る 仕組 み で ですから, その た め の し 
ED と スイ ッ チ を 用 意 し な く て は な り ま せん 。 
LED や トグル スイ ッ チ その も の に つい て は 
説明 は 不要 で し ょ う 。 と ころ で , LED は a) 
次 に 読み 込む べき 命令 の アド レス を 示す プ 
ログ ラム カウ ンタ の 表示 。b) レジ スタ か ら 


の 表示 , そし て c) 転 送 す る デー タ の 表示 の 
計 3 カ所 に 必要 で す 。 

し か し , プ ブログ ラム カウ ンタ も メモ リア 
ドレ ス 指 定 そ の も の で すか ら , 上 の sa) tb) 
は 同じ と ころ に 出 て くる は ず で す 。 AX, 
いっ だ ん プロ グラ ムカ ウン タ の 中 身 も メモ 
リア ドレ スレ ジス タ に ロー ド し て か ら 命 令 
図 7 LS253 
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ュー ド の 読み 出し に いく と いう 多 ス テッ プ 
動作 を し て いる の で す が , この RISC の 場 
谷 は プロ グラ ムカ ウン タ と 演算 結果 レジ ス 
タ を 並列 に つない で 共通 の バス で 出力 する 
こと で , a) と b) と を 同じ 表示 で まかなっ て 
いま す 。 

また だ , 今回 は メモ リ に デー タ を セッ ト す 
る だ た め の 出 力 レ ジス タ と 第 1 オペ ラン ド 用 
レジ スタ と を 兼用 し て いま す が , この 第 1 
ォ オペラ ンド 用 レジ スタ は 入出 力 が 同じ バス 
な の で , 偶然 b) と c) も 同じ と ころ に 出 て き 
図 8 デー タバ ス が ぶつ か る 
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ます 。 し た が っ て ,。 LEDR 8 ビッ ト 1 HC スタ の 入力 に つなが っ て いて , この バス ん ⑭) 
済ん で いま す 。 に は プロ グラ ムカ ウン タ の 中 身 。 ア トレス 
レジ スタ (演算 結果 レジ スタ と 兼用 ) の 中 

E 自作 RISC の 回 踏 構成 身 が 出 て て る の で , ここ に LED を つなぎ ま 
hh ye te 

で は , いま 説明 し た 部 品 を どう 構成 する は オペ ラン ドレ ジス タ か ら , ALU か ら , < 

b, その 全体 像 を つか ん で み ま し ょ う 。 も し て メモ リ か ら の デー タ が 流れ 込ん で くる 


- 度 回 路 図 (区 | 2 ) を 図 1 の 命令 セッ ト C, ここ に デー タ セ レク タ を 置い て 各部 
の 表 と 見 比べ な が ら 見 て くだ さい 。 か ら の 入力 を 選択 する よう に し ます 。 

レジ スタ は 演算 結果 レジ スタ と プロ グラ bt. ALU の 2 つの 入力 に は 第 1, 第 2 
ムカ ウン タ と の 組 と オペラ ンド 用 レジ スタ ォ ペ ラン ドレ ジス タ が つなが っ て いる は ず 
の 組 と の 2 つの ブロ ッ ク に 分 か れ て いて , で す 。 こ の とき, 第 1 オペ ラン ドレ ジス タ 
デー タ 転 送 の た め の LD 命令 は それ ら の 組 (シフ トレ ジス タ , さら に メモ リ 出 力 レ ジ 


の あい だ で し か で きま せん 。 こ こ か ら は 演 スタ と 兼用 ) の 出力 が , 入 力 と 同じ た め , 第 
算 結 果 レ ジス タ の ブロ ッ ク を 中 心 に 考え ま 1 オペ ラン ドレ ジス タ か ら ALU へ の バス 
す 。 を その ブロ ッ ク の 出力 は オペ ラン ドレ ジ ⑬ ) は 演算 結果 レジ スタ か ら 第 1 オペ ラン ド 
図 10 命令 の ビッ ト 構 成 

上 位 4 ビット 
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LD OPI, RR/PC 


下位 4 ビット 


b3 b 1 b9 
クロ ッ ク を 送 57^ ロック メイ ッ ル レツ“ Dao "ーー カタ ヤレ クタ の の モート" 
メイ ン レ ルツ "スタ 結果 トッ "25 9 9 ALU 
9 1 2t) 


オォ" ラント "レジ "スタ 7' ロク "ラム カウ ンタ 1 9 第 14^" う ント "レツ" スタ 
1 1 第 24^" う ント "レッツ "スタ 


b7 E b5 b4 b3 b2 bl be 
x 1 1 1 1 LD RR, OP2 
X 1 1 1 0 LD RE, OP 1 
x 1 1 0 1 LD RR, MM 
x 1 1 Oo 0 ALU OP1, OP2>RR 
X 1 0 1 1 LD PC, OP2 
x 1 0 1 0 LD PC, OPI 
※ 1 0 0 1 LD PC, MM 
X 1 0 0 O ALU OP1, OP2-RR 
x 0 1 1 1 LD OP2, RR 
X 0 1 1 0 SFT 
X 0 1 0 1 LD MM, OP] 
X 0 1 0 0 NOP 
x 0 0 1 1 LD OP2, PC 
X 0 0 1 0 SFT 
x 0 0 0 1 LD MM, OP 1 
x 0 0 0 O NOP 
RR : 演算 結果 レジ スタ PC  … デ ログ ラム カウ シア タ 
OPn : 第 n オ ペラ ンド レジ スタ ネタ MM ・ メ モリ 
ALU : ADD, SUB, AND, OR, XOR SET *- SL, SRA, SRL 
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レジ スタ へ の バス と 重なっ て いま す 。 

以上 の よう に , デー タ が 流れ る 部 分 は , 
三沢 氏 の 解説 に あっ た ハー ドウ ェ ア 的 アー 
キテ クチ ャ の 説明 図 を その まま 引き 与 し た 
ED ER ES BOUES 
45, 問題 $ は これ ら の 素子 を 命令 ユー ド に 
従っ て ON/OFF き せる 制御 回 路 ロ ジッ ク を 
どう 設計 する か で す 。 そこ で まず 命令 ユー 
ド の 構成 を 考え ます 。 す べ で て の 命令 は よく 
考え て みる と ある レジ スタ に デー タ を セッ 
ト す る の が 基本 だ と いう こと に 気づき まし 
Ics 

つま り , LD 命令 は まる し く デ ステ ィ ネ 
ーション の レジ スタ に デー タ を セッ ト し , 
ALU 演 算命 令 も 演算 結果 レジ スタ に 結 困 を 
モッ ト し , シフ ト 命 令 に し て で も シア トレ 〆 
スタ 内 で シフ ト し た デー タ を セッ ト し 直す 
と いう こと で す 。 で すか ら , 命令 コー ド に 
re 
ロッ ク を 送る か 制御 すれ ば よい こと に 
ます 。 

あと は オペ ラン ド に 徒 っ て どこ か ら デ ー 
タ を 出力 する か 選択 し , その 素子 を ON に 
し て や れ ば よい の で す 。 ま た 同時 に , デー 
タ セ レク タ の セレ クト 信号 も 制御 する 必要 
も あり ます 。 

この よう な 考え 方 で か な り 命 令 コ ー ド が 
整理 きれ まし た 。 図 10 を 見 て て だ さい 。 デ 
ー タ の 流れ は 結果 演算 レジ スタ の ブロ ッ ク 
に 入っ て くる か そこ か ら 出 て いく か の と 
ちら か な の で , まず その 方 向 を 第 4 ビット 
で 指示 し ます 。 こ れ に よっ て まず どちら の 
ブロッ ク に クロ ッ ク を 送る か 大 ま か に 分 け 
Z4. 

を し て 。 を の ブロ ッ ク に は 結果 演算 レジ 
スタ と プロ グラ ムカ ウン タ の 2 つが ある の 
C, を の どちら が オペ ラン ド に くる か を 第 
3 ビッ ト で 指示 し ます 。 こ れ で と どちら の レ 
ジス タ が ON に な る か 決ま り ま す 。 E2, 
1 ビット は を その ブロ ッ ク の 入力 が どこ か ら 
くる の か , デー タ セ レク タ の 制御 を 行い , 
この 2 ビット の 意味 は 図 中 の と お り で す 。 

ォ ペ ラン ド 用 レジ スタ を 指定 する と 指定 
し だ ほう を ON に し ます 。 こ の ょ うに し て 
下位 4 ビット で デー タバ パス を 制御 し ます 。 
上 位 4 ビッ ト は 演算 の モー ド 指 定 で , これ 
は ALU と シフ トレ ジス タ と の 指示 に 共用 し 
て いま す が , た だ の LD 命令 て で は 意味 を 持ち 
ませ ぜん ル ん (た だ が し, 第 1 オペ ラッ ドジ スタ が 
シフ トレ ジス タ と 兼用 な の で , それ が オペ 
ラン ド に くる LD 命 令 の と き は 意味 を 持つ ) 。 

以上 の 意味 づけ で 考 dg roni 
る と, 一 連 の 命令 モッ ト が で き あ が dd 
あと は, これ ら の 命令 コー ド が きた だ とき (【 


合 ビ ッ ト の 組み 合わ せ で 目的 の 動作 を 実現 
する 制御 信号 を 作れ ば よい の で す 。 


E デコ ー ダ 回 路 の 実際 


デュ ー ダ 部 の 回 踏 図 も 見 る と, LS139 の 
は か に AND と OR ENOT (EXOR) と で で 
さて いま す 。LS139 の 働き は すでに 述べ ま 
し た が , 残り の 部 分 に 説明 を 少し 加え を ます 。 

t£, その 前 に 正 諭 理 と 負 論 理 に つい て 述 
べ でる 必要 が あり ます 。 論理 演算 は 1 ( 正 ) & 
0 ( 負 ) と の 2 値 で 行わ れ , た と えば AND 
演算 を 表 に する と 図 11a の よう に な り ま す 。 
この と き T TL の HH レ ベル を 1, し レベ ル を 
0 に 対応 きせ る と ちょ うど LS08 の 機能 
同じ に な り ま す b) 。 それ で LS08 の こと を 
AND 回 踏 と し いう の で す 。 し か し ここ で , L 
H レ ベル を 0 と 対応 きせ て み 
ます 。 す る と , 同じ 演算 で あり な が ら , 分 
度 は 別 の 機能 に な っ て し まい ます c)。 本来 
OR 回 路 で ある は ず の も の が AND 演 算 を 実 
生じ て し まう の で すず 。 

この 理由 は 1/0 と H/L レベ ル の 対応 を 逆 
転 さ きせ だ たと ころ に あり ます 。 こ の 対応 を る を 
れ ぞ れ 目 論理 負 論 理 ほ し いう の で す 。 いま 
の 例 で いう と OR 回 路 LS32 は 負 論 理 で は A 
ND に な る と に いう こと て す 。 記号 の 上 で は 
図 11 AND と OR 


レベ ル を 1 , 


a) AND の 論理 b) LS08 の 論理 


図 12 正論 理 と 負 論 理 図 13 
LS32 (OR 回 路 ) 


図 12 の よう に な り ま す 。 基 本 的 に ブー メラ 
ン の よう な 記号 が OR, WEO X 57citsx 
AND を 意味 し, それ ぞ れ の 入出 力 に な いて 
負 論 理 の と き に 丸 れ つけ る の で す 。 同じ L 
S32 で も 止 論理 の と き は OR で あり , fii 
理 の と き は あく まで も AND な の で す 。 

デュ ー タ 部 の 回 路 図 の 中 で も NAND 回 路 
が 正論 理 、 負 論 理 両方 の 意味 で 使わ れ て い 
る の に 気づく こと で し ょ う 。 正 論理 の と き 
は 「 入力 が 両方 H の と きだ け 出 力 は 上 」 と 
A2, 負 論 理 の と き は 「 入 力 が どちら か ー- 
方 上 な ら ば 出力 は H」 と 考え る の で す 。 を 
IT, この よう な 論理 回 路 を 追う と き の 着 
眼 点 は , AND な ら 「 条 件 が 揃わ な いと 次 に 
弥 け な い 場 合 」、 OR なら 「 条 件 が どちら か 
環 だ せ ば それ で 次 に 続け る 場合 」 と 覚え て 
お く の が よい で し ょ う 。 是 と 虐 の 組み 合わ 
せ て 機械 的 に と ら え る の は 得策 で は あり ま 
せん 。 

以上 の 論理 の 違い を 頭 に 入れ た うえ で, 
デコ ユー タダ 都 に つい て 見 て み ま し ょ う 。 それ われ 
に は 具体 的 に ひと つの 命令 ュー ド に つい て 
ン ミ ュ レ ー ト する の が わか りや すい と 思い 
ます 。 で て で は, LD RR, OPI(SXXXX1110: 
だ た だ し 命令 コー ド は 正論 理 に と っ て いる の 
C, これ は XXXXHHHL と 同じ ) の 一 部 分 
を 追っ て み ま す ( 図 13)。 


c) LS32 の 論理 


d) OR の 論理 


デコ ー ド の 様子 
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これ て 完成 

第 3 ビッ ト は H な の で 1 の AND に H, 3 
の NOT を 通過 し だ た あと は 2 の AND に L が 
入り ます 。 1, 2 の AND に は クロ ッ ク が 入 
っ て きま す が 。 2 の ほう は 出力 が の まま 
に な っ て し まい , クロ ッ ク が 遮断 され て し 
まい ます 。1 の AND に 入っ た ほう は 正負 逆 
に な り よ ます が , クロ ッ ク が 抜け さら に 4 
と 5 の AND に 入り ます 。 第 2 ビッ ト も H な 
の で 6 の NOT を 通過 し た あと の 4 の AND 
IL, 5 の AND に は その まま HH が 入り ます 。 
4, 5 は 負 論 理 の AND な の で , H の 入る 5 の 
ほう は 出力 が し 上 の まま に な っ て し まい , ク 
ロッ ク が 遮断 され て し まい ます 。 6 の AND 
に 入っ だ ほう は 正負 が 戻っ て クロ ッ ク が 抜 
け ま す 。 

こう し て 演算 結果 レジ スタ に だ け 選 択 的 
に クロ ッ ク が 入り ,。 目的 の 動作 が 実現 する 
OCT, 第 0, 第 1 ビッ ト の 行方 も 論理 の 
暫 い に 注意 し な が ら 追 っ て みて くだ さい 。 

いま シミ ュ レ ー ト し た だ よう な 手順 で 順番 
に 注意 深く デコ ー ダ 回 路 を 設計 し て いく の 
で す 。 これ は 職人 芸 的 な と ころ が あり , あ 
る 程度 の 経験 が な いと 手 が つ か な いか も し 
れ ま せん 。 一 - 般 の パソ コン ユー ザー の 皆 き 
ん に は , 論理 回 路 の 組み 合わ せ で デュ ー ダ 
部 を 構成 する と き の 様 子 が な ん と な く 〈 伝 わ 
Qux HERB. 

に か し 。 も し か ホー ドサ ェ デ を 市 作 の も の 
に し よう と いう 意気 込み が ある 人 に と っ て 
i, ほか の 人 の 設計 し た 回 路 図 を よく 読ん 
で その 動作 を 追う の が 勉強 に な り ま す 。 い 
ろ い ろ な 回 路 に 数 多く 接し て , カン を 養っ 
て いく の が 近道 で し ょ う 。 


Bg CPU を 製作 する 


や っ と の こと て 製作 す る CPU の 仕様 が 決 
まり まし た 。 最初 に 構想 を 練っ た と き は 実 
体 配線 図 を 載せ て 皆さん に も 作っ て も ら を ぇ 
る よう な 回 路 を と 思っ て いま し た が , KK 
りす ぎ て , ちょ っ と 試し て みる と いう の に 
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は ほど 遠い 回 路 に な っ て し まい まし た 。 を 
こ で , 皆さん に は また 別 の 機会 に も っ と 配 
線 数 の 少な い 回 路 を 紹介 する こと に し て , 
会 回 は こう いう デジ タル 回 路 を 組む と き の 
コツ み だ い な も の を お ゎ お 話し し て 終わ り だ い 
と 思い ます 。 

電子 工作 を する に は , まず 工具 を 揃え な 
けれ ば な り ま せん 。 工具 を ケチ る と 工作 に 
苦労 する うえ , で き ば えも 悪い も の に し か 
な り ま せん 。 最低 限 必要 な の は , ハン ダ ゴ 
3$. c0; テラ ダ オペ ンチ 。 カッ ター。 F 
2424 リオ ヤギ スト ドリ クッパ 0 EIESTME 
7 点 で す 。 こ れ ら の 七つ道具 を 選ぶ うえ で 
の 注意 点 を 列挙 し ます と, 

1) ハン ダ ゴ テ は , IC 工 作用 の コテ 先 の 細 
い 20W 程 度 の も の が ご ベスト で す 。 ハ ンダ も 
それ に 合わ せ て 細い も の を 選び ます 。 ま た , 
スポ ンジ の つい だ コテ 右 も セッ ト で 揃え ま 
し ょ う 。 こ の スポ ンジ で コテ の 先 を 綺麗 に 
し がら ハン タダ づけ し て いく の て すず が 。 2 
テ 先 が 汚い と 絶対 に ハン ダブ づけ は 失敗 し ま 
Ta 
2) a woESPXIGLIPMLUATMYARMYE 
ッ パ と を 別々 に 揃え を る こと を すす め ま す 。 
一 見 ペン チ だ け で 代用 で き を そう で す が , € 
れ ぞ れ の 役割 が あり , 作業 の 能率 が 全然 違 
いま す 。 あ まり 安物 に し な いで , 最初 か ら 
を それぞれ 2,000 円 程度 の も の を 買っ て お さく 
の が よい て し ょ 1 う 。 

3) IC 工 作 は 部 品 が 小 き 〈 作 業 も こま か い 
DC, ピン セッ ト も 必需 品 で す 。 これ は 専 
用 の も の で な く , 文房具 屋 で 手 に 入る も の 
で 構い ませ ん 。 た だ し , 先 の 細い も の を 。 
4) ドラ イ バ は プラ ス と マイ ナス の 太る の 
違う も の を それ ぞ れ 3 本 ずつ で らい ほし い 
図 14 IC 用 基板 
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と 思い ます 。 で きた だ た ら , 手 で に ぎる タイ プ 
の も の の は ほか に 精密 ドラ イ バ (腕時計 の 修 
理 な ど に 使う も の ) と 呼ば れる セッ ト も 買 
い 揃 えて お く は 便利 で す 。 

工具 が 揃っ た だ たら, 次 は 部 品 集 めで す 。 
秋葉 原 (また は 類似 品 ) が 近い 人 で な けれ 
ば , 通信 販売 に 頼る し か あり ませ ん 。 し か 
し , 作っ て に さく 途中 で ,。 あれ が 邊 りな い , 
これ が 必 り な いたい うこ と が さく あり ます 
(特に 自分 で 設計 し な が ら 作 っ て いて 場合) 
で すか ら , 部 品 表 を 載せ て いる 製作 記事 の 
も の を 作る よう に し た ほう が 賢明 で す 。 部 
品 表 を を の まま コピ ビ ピー し て 販売 店 に 送れ ば , 
まず 間違い が な いで し ょ う 。 

実際 の 部 品 に つい て 気づい た 点 を 述べ て 
ぉ きま す 。 ま すず 製作 の うえ で ポイ ント と な 
る の は , 基板 選び で す 。 IC の 足 が 密 集 し て 
いる た だ ため に ,。 ハン ダ ゴ テ の 先 が 当 て に くく 
苦労 し ます 。 そこ て , 基板 の プリ ント パタ 
ー ン に 余裕 の ある も の が で スト で す ( 図 14) 
これ な ら ひ と つの 足 に 複数 の 配線 が ある と 
き に 便利 で , 特に 今回 の CPU の よう に バス 
ライ ン が タコ 足 に 交差 し て いる 回 路 の 場合 
この タイ プ の 基板 以外 考え を られ ませ ん 。 i 
た , 1IC 用 の 基板 に は 填 5V と GND の ライ ン 
が 付い て いる も の が 多く 〈, 各 IC の 電源 ライ 
ン の 配線 に 便利 な よう に な っ て いま す 。 
基板 が 決ま っ た ら , 次 に 部 品 の レイ アウ 
ト を 考え ん な けれ ば な り ま せん 。 これ に は , 
IC ソ ケッ ト を 実際 に 基板 上 に 並べ て みて , 
配線 の し や する を チェ ッ ク し ます 。 う まく 
レイ アウ ト さ れ た 基板 は , 部 品 の 並び 方 を 
見 た だ け で 信号 の 流れ が つか め る も の で す 。 
今回 の CPU に つい て も , アー キテ クチ ャ の 
面 が か がら 3 つの ブロック に 分 か れ て いる の て , 
ブロ ッ ク ご と いじ 部 品 を 配置 し て いき ます 。 

ッ オ イア ウト する と きも る も,。 XA AGE 
た り と る こと が 大 切 で す 。 と いう の も , あ 
と か ら 回 路 を 変更 し た り , 付け 足し た りす 
る こと も よく 〈《 あ る か ら で す 。 部品 の レイ ア 
ウト が 決ま れ ば , あと は だ ただ ひたすら 配線 
する の み で す 。 こ の と きも 信号 の 流れ を 追 
2 が か がら 。、 ア ロッ グ づ と に ま と え りや も 5 っ 
表 1 部 品 表 (値段 は 単価 , 秋葉 原 調べ ) 


て 配線 し て いく の が 効率 的 で す 。 ま すず 全体 
の 頭脳 し な る デュ ー ダ 部 の 配線 . スイ ッ チ 
や ゃ LED の 周辺 部 の 配線 の あ と, 単調 な バス 
ライ ン の 配線 へ と 移り ます 。 

一 度 に 配線 を 終わ ら せ よ うと し な いで , 
小 ブ ロッ ク ご と に 動作 を チェ ッ ク し な が ら 
組み 立て て いく ほう が よい か も し れき ませ ん 。 
回 路 図 で は バス ライ ン を 8 本 ひと まとめ に 
1 本 線 で 書い て ある の で , 間違え な いよ う 
に 。 し か も 1IC の ピン 番号 を 明記 し て いな い 
の で , 規格 表 で 確認 し な が ら 作 業 し ます 。 
IC 工 作 で は ピン 数 が 多い の で いち いち ピン 
番号 を 書か が な いこ と も よく ある こと で す 。 


Bl 次 回 こそ は 製作 実習 を 


個人 は 三沢 代 の CPU の アー キチ ォ ク チャ の 
解説 に 触発 され て , 身近 な TTL IC で CPU 
の 内 部 を 再現 し て みよ うと 試み まし だ 。 ア 
ー キ テク チャ の 構築 に 始ま っ て , 全体 的 な 
回 路 の 立案 , 部 品 の 選び 方 や を の 組み 合わ 
せ 方 , それ に , 機械 語 の 命令 を ハードウェ 
ア で 実現 し て いく デュ コーダ の 仕組 みほ と その 
設計 法 に いた だ る ま て 順 を 追っ て 説明 し た つ 
も 0Y の 。 と の 記事 を た 符 も て 。 の デー ドリ 
ェ ア 設 計 の アプ ロー チ の 仕方 が わか っ て も 
ら を た の て は な に て て て ょ うか 。 て も これ だ 
け で は か えっ て ハー ド は 区 し いと 思わ れ て 
し まう か が かせ も しれ ませ ん 。 し か し 。 と ん に 
複雑 そう に 見 える ハー ドウ ェ ア 設 計 も 簡単 
な 回 路 の 組み 合わ せ に すぎ な い の で す 。 

皆さん も 一 度 ハ ー ド 工作 に 触れ て みた ら , 
意外 と 簡単 どっ た な あと きっ と 和 驚く に 違い 
な いと 思い ます 。 そこ で 次 の ハー ド 特 集 の 
と き に は , 皆さん も 一 緒 に 工作 で きる 回 路 
を 用 意 し て 実際 に 動か し な が ら 読 ん で も ら 
える 企画 を お 届け し ます 。IC が 全部 で 4 個 
ぐら い の 構 成 で , 完全 部 品 表 と 実体 配線 図 
が 付い て 誰 に も 作れ , し か も 実用 的 で ユニ 
ー ク な 回 路 の 製作 入門 記事 に する 予定 で す 。 
で は , を その と きま だ お 会い しま 上 し ょ う 。 


る 参考 文献 
'89TTTL 規 格 表 (CQ 出版 社 ) 


TIL ' LS374 2 115 
ALS561 ^ 250 
LS299 1 395 
LS382 2 300 
LS253 4 70 
LS139 1 60 
LS00 2 30 
LS04 1 30 
LS02 1 30 
LS08 1 30 
LS86 1 40 


スズ メッ キ 線 / ビ ニー ル 導 線 適量 


トグル スイ ッ チ 16 80 
LED 赤 8 30 
緑 3 30 

押し ボタ シス イッ チ 1 100 
CC ソソ ケッ ント 14pin 6 50 
16pin 5 35 

20pin 7 45 

IC 用 基板 1 300 
抵抗 10kQ 一 20 10 
2209 11 10 
コン デン サ Ow ET V 
ET 約 6300 円 
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B 計算 機 の 祖先 


P 2 次 世界 大 戦 の さなか 弾道 計算 を 行う 
0 に 、 ペン シル ベニ ア 大 学 で エッ ャ カート 
教授 と モー クレ ー 教 授 に より , 真空 管 1 万 
8 千本 を 使用 し た コン ピュ ー タ 「ENIAC」 
が 開発 され まし た 。 1 万 8 千本 の 真空 管 に 
同時 に 通電 する た だ た だめ, 付近 の 民家 に 電気 が 
行か な く な っ た と いう 話 も あり ます 。ENIAC 
は 現在 の コン ピュ ー タ と は プロ グラ ミン グ 
スタ イル が まっ た だ く 異 な り , 操作 板 の 配 線 
が の 2 の まき 頒 えん る る らい に よ ゥ る Y。 い あい みか 
動作 を する よう に な っ て いま し た 。 ハ ー ド 
リネ ベア に 密着 し た グロ ダグ ダッ ラッ ミン ッ グ で す 。 

bot, プロ グラ ム 効 率 の よい 方 法 が な 
いか と いう こと て 研究 を 進め て いた の が , 
か の J.von Neumann (フォ ン ・ ノ イマ ン ) 
で す 。 読 者 の 人 も 聞い た こと が ある 名 前 で 
し ょ う 。 彼 は プロ グラ ム を 記憶 装置 GE 
だ くい えば メモ リ ) の 中 に 入れ て し まい , 
これ を ひと つ ず つ 順 番 に 取り 出し て いき 
実行 する Stored Program 方 式 を 提案 し ま 
し だ 。 実 は 現在 の ポケ ュ ン ,。 パソ コン ( 当 
FRX 68000), 大 型 機 も , 基本 的 に この 方 
式 を 採用 し て お り , この よう な 方 式 の こと 
を 役 の 名 前 を 取っ て ,「 ノ イマ ン 型 コン ピュ 
ー ダ タダ 」 と いい ます 。 

ノイ マン 型 の 重要 な と ころ は メモ リ 上 に 
入っ て いる ビッ ト 列 は 命令 で ある の か , 単 
な る デー タ で ある の か が 見 分 けが つか ず , 
Scc (Sequence Control Counter O WA, 現 
fr iX PC:Program Counter と いう ほう が - 


1 EDSAC の レジ スタ 


世界 初 の “プログ ラム で きる ”" コン ピュ ー タ , EDSAC。 現在 で は 
当たり 前 の 考え 方 と な か り ま し た が , 温故知新 の 意味 を 含め て その ア 
ー キ テク チャ に つい て 解説 し ます 。 き っ と 最新 の コン ピュ ー タ と は 
違っ た 新しい 何 か が 見 つか る こと で し ょ う 。 


般 的 ) の 指し 示す 番地 が 命令 に な る と いう 
点 で す 。 

そし て 世界 で 最初 の ノイ マン 型 の コン ピ 
ュー タ が 1949 年 に イギリス の ケン プ ブリッ ジ 
大 学 で M.V.Milks 教 授 に よっ て 生ま れ ま し 
だ 。 主 記憶 に は 超 音 波 水銀 遅延 線 メ モリ を 
用 い , 紙テープ に よっ て プロ グラ ム を ロー 
ド す る と いう 方 式 の ュ ン ピュ ー タ で す 。 Z 
の 機械 は Electronic Delay Strage Auto 
matic Calculator の 頭 丸 字 を 取っ て 「EDS 
AC (エド サッ ク と 発音 すれ ば よい )」 と 呼 
ば れる こと に な り ま し た 。 まさ し く , EDSAC 
こそ が 現在 の コン ピュ ー タ の 祖先 で あり . 
ブロ グラ ム 内 蔵 方 式 も この 機械 で 初め て 実 
現さ きれ だ わけ で す 。 


I EDSAC の アー キテ クチ ャ 


と いう わけ で , EDSAC の 生ま れ た 背景 は 
9 の の てい だ だ けた だ でしょ ラ 。 Ci 
EDSAC の アー キテ クチ ャ 寄り の 話 を し た い 
と 思い ます 。 
a) レジ スタ 構成 

図 1 に EDSAC の レジ スタ 構成 を 示し ます 。 
EDSAC に は , Acc (アプ アキュムレータ )。 M 
レジ スタ , B レ ジス タ の 3 つ し か レジ スタ 
が あり ませ ん 。 し か も , Acc は 固定 小数 占 
DRR ML XAA BHOR 
数 点 レ ジス タ , B レ ジス タ は 番地 イン デ ッ 
クス 用 の 整数 レジ スタ と いう よう に し ヵ 使 
用 で きま せん 。 

Z80 や 68000 の アン ブラ に 慣れ て いる 人 
に は 非常 に 貧弱 に 見 を る で し ょ う 。 確か に . 


BIUSAC し CT て の プロ グラ ミッ ゲ グ は いか め に し て 誕 
算 途 中 の デー タ を うま くく 保存 し て お ぉ おく か が 
ポイ ント に な り , 68000 の よう に レジ スタ を 
巧み に 利用 し た プロ グラ ミン グ 環 境 と は ま 
っ だ く 様 相 を 異 に し ます 。 

まず は Acc で す が , 16 ビ ッ ト , 32 ビット 
な ど と ケチ な こと は いい ませ ん 。 最新 64 ビ 
ッ ト CPU を 凌ぐ 70 ビ ッ ト も あり ます 。 が, 
メモ リ に 転送 する と き に は 先頭 の 17 ビ ッ ト 
か , Kin (後述 ) を 使用 し て も 先頭 か ら 35 
ビッ ト し か メモ リ に 転送 する こと が で きま 
T g OPA 

で は な ぜ , 70 ビ ッ ト も ある か と いう と, 
M レ ジス タ と メモ リ の 内 容 の 乗算 を 長 語 で 
行っ た 場合 , 結果 は 70 ビ ッ ト に な る の で す 
D, 上 か ら 35 ビ ッ ト で 切っ て し まう と 。,。 誤 
差 が 出る こと に な る か が から て す 。 乗算 を 行っ 
だ た 結 困 を 足し 込ん で いく よう な 場合 や , * 
算 結 末 を 左 に シフ ト す る 場合 な ど , 下位 35 
ビッ ト が な いと 誤差 が 出 て くる わけ で す 。 

巡 に M レ ジス タ で す が , この レジ スタ は 
蒸 本 的 に 乗算 命令 以外 に は 使用 きれ ませ ん 。 
EDSAC で は 即 値 と の 乗算 が で き な い の で 「, 
この レジ スタ を 用 いる わけ で す 。 

B レ ジス タ は , ほか の 2 つの レジ スタ と 
は 異な り , 番地 の イン デック ス 用 な の で 整 
数 し か 入り ませ ん 。 後述 し ます が , EDSAC 
の 番地 は 1023 番 地 ま で な の で , B レ ジス タ 
510 ビッ ト の 幅 が 用 意 き る れ て いま す 。 

b) EDSAC の 扱え る 数 値 

EDSAC は メモ リ の 1 ワー ド を 17 ビ ッ ト と 
し て 扱い 。 レ ジス タ は Acc が 70 ビ ッ ト 。M 
レジ スタ が 35 ビ ッ ト , B レ ジス タ が 10 ビ ッ 
トド を な が な っ て いま す 。 

EDSAC で は 基本 的 に 小数 し か 扱う こと が 
で きま せん 。 メ モリ の 内 容 に し ろ , レジ ス 
タタ の 内 容 (た だ し , B レ ジス タ は 除く ) に 
L, 一 1 ミミ x ぐ 1 ま で の 範囲 し か 代入 で 
き な い の で す 。 最 上 位 ビ ッ ト と 2 番目 の ビ 
ッ ト の あい だ に 小数 点 が ある と 考え ます 。 
ま た, 負 の 数 は 2 の 補 数 表現 で 表 さ れる の 
C, 最上 位 ビ ッ ト は 符号 ビッ ト と な り ま す 
(912), 


特集 EDSAC プ ログ ラミ ング 入門 4l 


c) EDSAC の メモ リ 空 間 


Ul メモ リ が 0 一 1023 番 地 ま で の 
1024 語 分 が 実装 きれ て いま す 。 前 述 し た よさ 


ht a ep 
の メモ ギリ と いえ る で し ょ う 。 

先ほど ちょ っ と 書き まし だ た が, EDSAC 
に は 長 語 と いう 概念 が あり ます 。 ち ょ うど 
68000 で いう ロン グ ワ ー ド の よう な も の で す 。 
68000 で は 1 ワー ド 16 ビ ッ ト な の で , 長 語 は 
2 倍 の 32 ビ ッ ト と な り ま す が , EDSAC で は 
図 2 数 値 表 現 


な ぜ か が 35 ビッ ト ! 


(Z, 


な ぜ 1 ビット 増え 

これ は , 実は EDSAC! 
it と 呼ば れる ビッ ト が あっ て , 
偶数 番地 の 間 に 
る ビッ ト が ある の で す 。 
は メモ リ 読 み 出 し の タイ ミン グ に 
て いる ビッ ト な の で す が , 
ば し て 2 番地 


1 ビッ ト 分 は る 


分 読む さよ り も , 


に な り ま す 。17X 2 =34 な の 
だ の て し ょ うか が か? 
に は Sandwich Dig 
全数 番地 と 
まっ て い 
この ビッ ト は 本 来 
使用 され 
この ビッ ト を 飛 
-MRA T 


し まう (は 9 が ラク クム ク の よ もい うこ ん て 


サン ドイ ッ チ 
ビ ピット 


~> D5 


ー0.25( 補 数 表現 ) 


La we 
図 3 EDSAC の メモ リ 図 6 命令 の 例 
内 部 表現 | | 000000 1 o0 1 0 0/0] 
ニー モニ ッ ク A 100 F 
: : "E 
d : 内 部 表現 looioiiooroooocroN 
1023 番 地 | 1022 番 地 2 | | | | 
1 ニー モニ 
サン ドイ ッ チ ピッ ト (人 の 
図 4 長 語 が Acc に 格納 され る 様子 
AIOOD を 実行 する と 
| DEN 100 番 地 | 
| T | T 下位 35 ビッ ト 
Acc | 上位!7 ビ ピット Seyh 下位 7 ビット | 


10I 番 地 が 、Acc の 上 位 に 入る , また 下位 35 ビ ピッ ト は 影響 を 受け な い 


| ピット 


6 789101112131415 I6 


5 命令 表現 
命令 は Single-address 型 で あり , 短 語 の | 語 で 下記 の よう に 表す 。 
5 ビッ ト | ピット I0 ビ ピット 
01234 5 
命令 の 表現 Ixxxxx[x [|xxxxxxxxxx[x ] 
1 T 
命令 部 番地 番地 部 


修飾 部 


1 
特殊 指示 部 


(Function digits) (B-digit) (Address digits) (Special indication digit) 


命令 部 : 命令 の 種類 を 表す 。 

番地 部 : 引用 する 番地 を 示す 。 
番地 修飾 部 : 
特殊 指示 部 : 


42 Onx 198911. 


命令 の 一 覧 を 43 ペ ー ジ に 示す (| 文字 で 表す )。 


| の と き は 番地 部 に B レ ジス タ の 内 容 を 加え る 。0 の と き は 何 も し な い (| の と き S で 表す )。 
| の と き は 長 語 の 指定 , また は 命令 の 修飾 に 使う 。 0 の と き は 短 語 の 指定 


まれ る こと に あい な っ だ も の な の で す 。 

図 3 に メモ リ の 番地 割り 付け を 図示 し ま 
し た が , 注意 すべ き 点 は , 奇数 番地 が 先頭 
あと た いう と こさ の て す 。 1 E 
2, 5, de と いう で あい に 並ん で いる た 
め , Acc か ら 2n 番 地 に 書き 出し た りす る 場 
合 に は , Acc の 上 位 17 ビ ッ ト が 2n 二 1 番地 
に , 下位 17 ビ ッ ト が 2n 番 地 に 入り , 18 ビ ッ 
ト 目 が ササ ンド イッ チチ ビッ ト に 入り ます 。 と 
の 様子 を 図 4 に 示し まし た 。 

も し か し て , イン テル の 上 位 下位 逆転 の 
アー キテ クチ ャ は , EDSAC を お む お 手 本 に 
の だ ろう か ? (違う っ て ) 

d) EDSAC の 命令 に つい て 
EDSAC の 命令 は , 1 語 17 ビ ッ ト の 中 に 
命令 と , それ に 必要 な 番地 デー タ ま た だ は 数 
値 デ ー タ , そし て 修飾 用 ビッ ト が 含ま れ て 

いま す (qus. 

命令 部 は 先頭 の 5 beet edid 
ビッ ト 列 は 表 1 に 示す よう な 内 部 表現 に 
り ま す 。 

5 ビッ diis MAD E & 
B レ ジス タ の 値 を 番地 部 に 足し 込ん だ 値 を 
eo 
1 の と き に は 「S」 と 姜 記し ます 。 

6 ビッ ト 目 か ら の 10 ビ ッ ト が 番地 部 と 呼 
ば れ , アド レス が 格納 され て いる 場所 で す 。 
10 ビ ッ ト の 幅 が ある の で 1023 番 地 ま で を 指 
定 す る こと が で さき ます 。 

dd 1 ビッ ト が 特殊 指示 部 と 呼ば れ , 
1 の と き に は 長 語 指 定か , Tg 
es) 長 語 を 意味 する と き "Dj 
me 
NN 0 7 I1. x 
の ビッ ト が 0 の と き に は , 短 語 指定 と な り , 
LF 」 と 表記 し ます ( 鐘 6 参照) 


g プロ グラ ミン グ 序 論 


命令 7 di Mta edd 
5, 具体 的 な 例 を あけ TC 54063 
Tris よい っ を ML まし いう 
その 前 に , 軽く 命令 と デー タ の 扱い 【! 
いて 説明 し て お きま す 。 

dob md d Aaa に 入っ て いる 
ビッ ト 列 に は , 命令 か 単に デー タ か を 区 列 
する 情報 は 信 b RAE, 100 番 
地 に FF が 入っ て いた と し て も , 単なる 255 
を 表す 数 な の か それ と も RST 38H と いう 
命令 な の か は わか り ま せん ね (前 後 を 見 れ 
ば た いて い ど っ ちか わか る ん だ けど ね )。 

C, 命令 に な る の は プロ グラ ムカ ツウ ンタ 
が そこ の 番地 に きた と き な わ け で す 。EDSAC 
で も 同様 で , 


01000000000000000 の で , い っ た ん Acc を クリ ア し て か ら ,A 命 
と いう ビッ ト 列 が あっ た と き ,0.5 に も な る 令 を 使用 し て Acc に 足し 込み ます 。 
L, IF と いう 命令 に も な り ま す 。EDSA Ja Y 
C で は , Acc に 命令 を 作っ て それ を メモ リ 100 T 110F 
に 転送 し て 実行 する よう な 自己 命令 書き 換 101 A 111F 
ぇ を 当然 の よう に 使用 し ます 。 現 在 の MPU 
で は , アド レス 空間 も 広く , 命令 も 豊富 な 110 P F *PF は 小数 に 直す と 0.0 
の で 自己 書き 換え な ぞ は し な い ほ う が 望 ま 111 I F *IF は 小数 に 直す と 0.5 
し る (これ を や る と プロ グラ ム が わか り に と し て や れ ば , 101 番 地 で Acc に は , 0.5 が 
くく な っ て し まう ), 命令 数 の 少な い EDSA 代入 きれ ます 。 面倒 で す が , Acc に デー タ 
CC ならでは の 手法 な の で す 。 を 代入 し だ いと き に は 。 いっ た ん メス モリ を 
@Acc の クリ ア の 方 法 介し て 行う し か あり ませ ん 。 
EDSAC に は Acc を クリ ア す る と いう 命 @ ルー プ の 作り 方 
e り ま せん 。 で は どう する の か と いう ルー プ に は ふつ う B レ ジス タ を 使用 し ま 
と , 本 命令 を 使い ます 。 この 命令 は 本 来 は す 。 だ と えば , 
Acc を どこ か の 番地 に 転送 する 命令 な の で 100 B 50F 
す が , 同時 に Acc も クリ ア し ます 。 どこ か 101 BS 1S 
使っ て いな い メ モリ に Acc を 転送 し て や れ 
ば Acc を クリ ア で きま す 。 n J 101F 
€ Acc に 値 を 代入 する EUM 101 番 地 か ら n 番 地 の 間 を 50 回 
Acc に 値 あ ロード する 命令 は 存在 し な い ルー プ ブ る せる こと が 可能 と な り ま す 。 
apen aae a a ea 
iix すべ き 点 は , Acc に 乗算 の 結果 が 転送 され る の で は 


や n(10100*n*), Un(00111*n*), Tn(001I0I*n*) な く , 結果 が 加算 され た り 減 算 さ れ た りす る と いう 
Tn Un は どちら も , Acc の 内 容 を n 番 地 に 転送 す こと で す 。 こ れ ら の 命令 は B レ ジス タ ., 長 語 と も に 
る 命令 で す が , Tn は 転送 後に Acc の 値 を クリ ア し ま 使用 可能 で す 。 
す 。 む n は Tn と 同様 な 動作 を し た あと , Acc が オー バ  YmF (00110xm0) 
ー フ ロー し て いた と きき に, "JLARMGSULCOKET S Acc に 2 3 を 加え ます 。 つ まり , Acc の 内 容 を 34 ビ 
と いう 命 信 で す 。 な お , 「 必 は 入力 で き な い の で シ y ト に 丸め る の に 用 いま す 。 なお, m の 値 は 意味 を 
ミュ レー タ 上 で は 「 も $」 て 代用 し ます 。 持ち ませ ん 。 
Hn(1010lsxn:) Cn(1lI1IOxn») 
Hn 命 令 は n 番 地 の 内 容 を M レ ジス タ に 転送 する 命 n 番 地 の 内 容 と M レ ジス タ の 論理 積 を Acc に 加え 
令 で す 。 こ れ ら の 命令 は B レ ジス タ に よる 番地 修飾 ます 。 
部 お よび , 長 語 の 指定 も 可能 で す 。 す な わ ち , ITS Mn(IOIII*n*) 
I00D」 と する と , B レ ジス タ の 値 に I00 を 加え た 番 Acc の 先頭 か ら 6 ビ ピット を クリ ア し て , n 番 地 の 内 
地 へ 長 語 で Acc を 転送 する 命令 と いう こと に な り , 容 を 加え ます 。 
10! 番 地 に は Acc の 上 位 17 ビ ピット が , I00 番 地 に は Acc BSnFE (111011n0), BSnSí(III0II—n0) 
0 の 直伝 17 ビ ピット が 。 TL C, 18 ビッ ト 目 が サン ドイ BSnF は , B レ ジス タ に n と いう 数 値 を 加え , BS 
ッ チ ビッ ト に 転送 され る こと に な り ま す 。 くれ ぐれ nS は B レ ジス タ か ら n と いう 数 値 を 引き ます 。 こ の 
b, 長 語 指 定 の と き に は , 上 位 下位 が 逆 に な る こと 命令 も 内 部 で は , 「BSnS」=「BS 一 nF」 と し て 処理 さ 
を 注意 し て お いて くだ さい 。 ま た , 長 語 指 定 の と き れ て いま す 。 
に は 必ず 実効 アド レス が 偶数 番地 に な る よう に し な 一 シフ ト 命 令 


けれ ば な り ま せん 。 Acc の ビッ ト を 左右 に シフ ト す る 命令 で す 。 こ の 
BnF(!!I0I0n0), BnS(111010 一 n0) 命令 を 使用 する と , 普段 見 る こと の で き な い ,Acc の 


どちら も , B レ ジス タ に 直接 n を 転送 する 命令 で 下位 35 ビ ッ ト を 見 る こと が で き ます 。 
す 。 た だ し , BnS の 方 は ほ は レジ スタ に ーーn を 代入 し R D(00100000000000001), 


ます 。 しかし, 実際 に は BnS と いう 命令 は 内 部 で は , L D(II0OOIOIIIIIIIIIIT) 
B-nF と し て 処理 さき され て いま す 。 と いう の も , n は  R と D の 間 に 空 折 が ある の は 。 番地 部 が 0 だ か ら で 
IO0 ビ ピッ ト で あり , 負 の 数 は 補 数 で 表現 する た め , 一 | す 。ROD, LOD で も 同じ で す が , n が 0 の 場合 は 省略 


ー1023 で ある わけ で , Wi, n の 先頭 ビ ピント が 立っ し て し まう よう で す 。R DBE. L DOZA 
て さえ いれ ば 人 負 の 数 と いう こと に な る の で す 。 つ ま | ピッ ト Acc を シフ ト し ます 。 
り ,「B2S」 は 「BI022F」 と 同じ 結果 に な り ま す 。 R Fí(00100000000000000), 
KmF (011100m0) L Fí11001000000000000) 


この 命令 は 特殊 な 命令 で す 。m 番 地 に 「B(B レ R F は 右 へ 1!5 桁 ,L F は 左 へ 13 桁 Acc を シフ ト し ます 。 


ジス タ の 値 )F」 と いう 命令 を 格納 する と いう ちょ  R2^7'F(001000 2^? 0), L2^?F (110010 2^? 0) 
っ と 複雑 な 命令 で す 。 つ まり , B レ ジス タ の 値 が I00 それ ぞ れ 右 へ 。 桁 。 左 へ 。 桁 Acc を シフ ト し ます (2 
の と き , K200F と いう 合 令 を 実行 する と , 200 番 地 に ミミ II)。 つまり. LFT, 左 へ 5 桁 シ ラ アト す る ニ こ ニ 
「BIOOF」 と いう 命令 が 格納 され ます 。 一 見 な ん の 役 と に な り ま す 。 

に 立つ の か わか ら な い 命 令 で す が , 「 サ ブ プルー チン 」 BAERS 


の と ころ で 説明 し ます 。 分 岐 命令 に は , 無 条件 分 岐 命令 と 条件 分 岐 命令 が 
BEST あり ます 。 現代 の MPU (CPU) (4, フラ グ を 持っ て 
An(11100*n*), Sn(01I1I00n*) お り , その 値 に よっ て 様々 な 分 岐 が で きる よう に な 

An は 加算 , Sn は 減算 命令 で す 。Acc と n 番 地 の 内 っ て いま す が , EDSAC に は Acc や B レ ジス タ が 0 か 
容 を 計算 し ます 。 どう か を 調べ て 分 岐 する 命令 し か あり ませ ん 。 
Vn(IllIlsnx), Nn(10110*n*) FmFí(100010m0) 


Vn は n 番 地 の 内 容 と M レ ジス タ の 内 容 を 乗算 し て . 無 条件 に m 番 地 へ ジャ ンプ し ます 。 
Acc に 加え , Nn は Acc か ら 引 く と いう 命 令 で す 。 注意 FmD(100010m 1 ) 


@ 自己 書き 換え の 例 
削 。100 番 地 に n・2-? が 入っ て いる と き 
番地 の 内 容 を 110 番 地 に 格納 せよ 。 
n・2 2 と いう と 複雑 を うに 聞こ えま す が , 
妥 は 番地 部 に n が 入っ て いる と いう こと で 
す 。 Acc が 最初 0 だ と し て 


200 A 206F 
201 A 100F 
202. T 208P 
203 P F 
204 T 110F 
205. Z F 
206 A F 


と すれ ば OK で す 。202 番 地 で 203 番 地 の 内 
容 を 書き 換え て 実行 し て いま す 。 この 様子 
を 図 7 に 示し ます 。EDSAC で は この よう 5 
な 手法 を も マス ター する こと が 必要 条件 と も 
いえ ます の で , しっかり 理解 し て くだ きい 。 
@ サ フルー チン の 作り 方 

本 来 な ら , サブ ルー チン は スタ ッ ク の 概 
念 が 必要 な の で す が , EDSAC に は スタ ッ 


LE し 人 


Acc チ 0 の と き , m 番 地 に ジャ ンプ し ます 。 
FSmF(10001Im0) 

(B レ ジス タ 二 m) 番 地 に ジャ ンプ し ます 。 後述 の 
「 サ プ ブルー チン 」 の と ころ で 説明 し ます 。 
EmF(000110m0), EmD(000110m | ) 

どちら の 命令 も Acc ミ 0 の と き に m 番 地 に ジャ ンプ 
し ます が , EmD の と き に は Acc を クリ ア し ます 。 
GmF(110110m0), GmD(IIOIIOmI) 

どちら の 命令 も Acc< く 0 の と き に m 番 地 に ジャ ンプ 
し ます が 、GmD の と き に は Acc を クリ ア し ます 。 

Y mD(001100m I) 

以前 に YmD が 実行 され て 以来 , Acc が オ io の の 
ロー し て いた な ら ば , Ac を クリ ア し て m 療 地 に ジ 
ャ ンプ し ます 。 減 多 に 使う こと は な いで し ょ うぅ 。 
JmF (010100m0) 

BL^722018-07:5iZ, m 番 地 に ジャ ンプ し 
ます 。BSIS 命 令 と 一 緒 に 用 いて Z80 の DJNZ 命令 の よ 
うな 主 に ルー プ を 構成 する 場合 に 使用 し ます 。 

WB ^H 

EDSAC の 1I/0 は 紙テープ だ け で す 。 デ ー タ や プロ 
グラ ム は 5 ビッ ト 幅 の 紙テープ か ら 読 まれ ます 。 こ 
の 5 ビッ ト の 穴 は EDSAC の 内 部 表現 コー ド (REIS 
BB) に 対応 し て お り , 32 種 類 の 英字 と 記号 また は . 
単純 に 0 て 9 の 数 字 と し て 読み 込め ます 。 
In(010000m0) 

テー プ | 列 を 整数 x と し て 読み 込み , x・2 16 を nn 
番地 に 格納 し ます 。 つ まり 00 と いう 5 ビット 
の ビッ ト 列 (これ は EDSAC の コー ド で 「A」 を 表し 
ます ) を 読み 込む と , n 番 地 に は , 

0000000000001 | 100 
と いう ビッ ト 列 が 格納 され ます 。 また, 長 語 で 読む 
こと も 可能 で す 。 

On(010010m0) 

n 番地 の 先頭 5 ビッ ト を 紙テープ に 出力 し ます 。 
画 そ の 他 の 命令 
ZmF(0110I10m0) 

機械 を 停止 し ます 。 プ ログ ラム の 終了 に 書い て お 
く の が ふつ う で す 。m の 値 は 意味 を 持ち ませ ん 。 
ZmD(01101I0m!1) 

EDSAC に は ZD スイ ッ チ と 呼ば れる ハー ドウ ェ ア ス 
イッ チ が あっ て ,。 この スイ ッ チ が ON の と き に , Zm 
F 命 令 と 同様 の 働き を し ます 。OFF の と き は 次 の 命 
令 を 実行 し ます 。 


・ 括 狐 内 は ビッ トバ パター ン 。n,m は 10 ビ ッ ト の 2 進数 
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ク と いう も の が 存在 し な い の で , B レ ジス 
タ を うま く 〈 利 用 し た closed B と 呼ば れる サ 
ブ プルー チン の 作り 方 を 紹介 し ます 。 

詳し い 説 明 は 図 8 に 示し まし た の で , こ 
こ で は 考え 方 に つい て 簡単 に 説明 し ます 。 
サブ ルー チン か ら メ イン ルー チン に 戻る 
場合 , 戻り 番地 と いう の は 呼び 出さ れ た 番 
地 の 次 の 番地 で ある の で , 戻る べき 番地 を 
BB シンジ スタ に 入れ て や っ て 。 グル ー チ ン 
を 呼び 出せ ば うま くい きそう で す 。 そして, 
呼ば れ た サブ ルー チン 内 で ,FS2F と し て や 
れ ば , B 十 2 番地 に ジャ ンプ し ます 。 つま 
りこ れ が リタ ー ン 命令 の 役目 を 果たし ます 。 

し か し 。 この 方 湊 だ ヒナ イプ ブ プルー チン 内 て 
B レ ジス タ が 使用 で き な く な っ て し まい さま 
す 。 を そこ で 用 意 き れ た の が KmF と いう 命令 
で す 。 こ の 命令 を 実行 する と m 番 地 に , H 
在 の B レジ スタ の 内 容 を , B レ ジス タ に 代 
入 す る 命令 が 格納 され ます 。 た と えば , BL 
ジス タ の 値 が 123 の と き に , KmF と いう 命 
令 を 実行 し て や る と , m 番 地 に は ,「B123F」 
と いう 命令 が 格納 され ます 。 KmF を サブ ル 
ー チ ン の 先頭 に 置い て , m 番 地 を サブ ルー 
チン の いち ば ん 最後 の 番地 に し て や れ ば , 
サブ ルー チン に 飛ん で き て すぐ に , B レ ジ 
スタ を 間接 的 に m 番 地 に 待避 し た こと に な が 
表 1 EDSAC の 入出 力 符号 


る の で , な か で B レ ジス タ を 使用 し て も 問 
題 が が なくなる わけ で す 。 


g 出 夫 最短 アセ ンプ ブラ 


き て , EDSAC の プロ グラ ム を 人 入力 する に 
は だ うし だ 5 よい て し ょ よう か 。 17 ビ ピッ ト の 
スイ ッ チ を 使用 し て 1 番地 ずつ メモ リ に 値 
を 書き 込ん で いっ た だ の で は , 日 が 暮れ て し 
まい ます 。 を そこで, EDSAC に は 簡単 な アセ 
ンプ ブラ が 用 意 き れ て いま す 。 こ の ア ャ ンプ 
ラ は 紙テープ か ら 5 ビッ ト の EDSAC コ ュー ド 
を 命令 , 番地 , 制御 コー ド の 順に 読ん で い 
き , 17 ビ ッ ト の 命令 に 変換 し て 格納 し て 〈 
れ , さら に 相対 番地 まで サポ ー ト し て いる 
と いう くせ に , ナン ト ま あ , 全体 で 54 ワ ー 
ド の 長き と いう 驚異 的 な アセ モン ブラ で す 。 
最近 あま り 見 か け ま せん が , 一 時 期 , 雑誌 
に 256 バ イト 以内 で な に か プロ グラ ム を 作っ 
た り , BASIC で 1 行 の ゲロ グラ ム を 作っ た 
り と いう 。 い か に 短い プロ グラ ム て て 高 機能 
な も の を 作る か と いう こと に 燃え て いた だ 人 
人 が いま し た が , 機能 ・ 芸 術 性 で この アセ 
ンプ ブラ に か な う も の は な いで し ょ 2。 

この アデ セン アラ の こと を を Imitial Input 
Routine (初期 入力 ルー チン ) と 呼ん で お 
り , EDSAC で は 0 番地 か ら 53 番 地 に ロー ド 


初期 入力 ルー チン に 対す る 制御 指令 を 次 
に 説明 し ます 。 

PZ 

プロ グラ ム の 先頭 だ と いう こと を 示し まき 
す 。 
TmK 

以下 の 命令 を m 番 地 か ら 属 納 し ます 。T 
100K と 書く E, その 後ろ に 続く て テープ を 100 
番地 か ら 格 納 し 始め ます 。Z80 の アセ エン ブラ 
の ORG 疑 似 命 令 と で も 思っ て くだ きい 。 
GmK 

相対 番地 の 基点 を 示し ます 。 TmK の あと 
に 続け て 書く と き は GK と する だ け で も 構 
いま せん 。 

メモ リ に 読み 込ま れ た 状態 の プロ グラ ム 
は , すべ て 絶対 番地 形式 で あり , ほか の 番 
地 へ 移動 する と 実行 で き な く な り ま す 。 を 
IT, 紙テープ に 書く と き に は 相対 番地 で 
書い て , 初期 入力 ルー チン に 番地 を 割り 付 
けさ せな が ら 格 納 す る 方 法 が 開発 る され まし 
た 。 こ の 方 法 に ょ 5, GmK で 指定 し た 番地 
か ら の オフ セッ ト で ニー モニ ッ ク を 記述 す 
る こと が で き , TmK, GmK の m の 値 を 変 
更 す る だ け で , 任意 の 番地 で の 実行 が 可能 
と な り ま す 。 なお, ニー モニ ッ ク で の 記述 
に は F, D の 代わ り に の .z の を 用 いま す 。 た 
だ し , シミ ュ レ ー タ 上 で は 半 。 欠 半 を 用 い 


[Ai 53 8 59 ] され ます 。 そし て , 0 番地 か ら 実 行 を 開始 ます 。 
wi E. DECIDES. | する と, 紙テープ か ら 順 次 5 ビッ ト ず つ キ た と えば 以下 の よう な 。, 
Log5008 X60 P ャ ラク タコ ー ド を 読み 取っ て いき , メモ リ PZ (プログラム の 先頭 ) 
0000 1 | Q に 格納 し て 指定 番地 に 制御 を 移し ます 。 T100K (100 番 地 か ら 格 納 ) 
| 0 0 0 1.0 2 W 
8 50 | 3 E | 図 7 例題 の 動作 
に 0.0 1 8 10 4 | R | 
| 02101 。 1 | 200 ^ A206F ur a i j 
09 15 6 Y 201 AIOOF — 番地 | p n F 
r 0—,.—4 1 A 202 — T203F — : 
Ei A || m | 
0 | 0 0 | 9 0 £u P F - B 
Rc cU Me. cec 
0ioio J 
: a LU : つま り , 20385 C, AnF 
; | - > lc m ee 205 Z Fe 終了 と いう 命令 を 実行 する 。 
0110 | Z 206 A トド ps 令 を 作る た め の デ ー タ 
Olr K 
1 9 | |! | | |・ | Fase | à [W8 closed B サ プルー チン の 概念 
| 000 0 ,(Blank Tape) 
1000 I F メイ ン ル ー チ ン サブルーチン 
ド 0 9 | 0 の (8) 
(6-0 | | D 番地 ? 番地 
し P BpF ^ …… B レ ジ Ps K(q+rF 
oo P+ | FaF ^ vot Jump q ゴリ し q 十 | 
『 0 | | 1 Puts gue 
FO t6 
| 10p0.10 q+r ここ に `BpF* と いう 
し 1 0 0 1 atri FS2F 命令 が 入る 
| [| 0 1 0 これ に よっ て , B レ ジス タキ 2 番地 に ジャ ン 
- 」0 | | プ す る 。 つ まり , P 十 2 番地 へ Go ! Go ! 
e | つま り , B レ ジス タ に (呼び 出し を 行う 番地 一 !) を 入れ , コー ル す る 。 そ し て , サブ ルー 
TP) チン の 先頭 で , B レ ジス タ に , 呼び 出さ れ た と き の B レ ジス タ の 値 を 入れ る 命令 を サブ ル 
| | | 0 ー チ ン の 末尾 に 書き 込む 。 
| | サブ ルー チン の 最後 で , 呼ば れ た と き の B レ ジス タ が , 復活 する の で , FS2F 命 令 に よっ 


F.S.: Figure Shift 
L.S. : Letter Shift 


( ) は ASCII 文 字 を 示す 。 


C, (呼び 出し 番地 1) に 戻る こと が で きる の で ある 。 
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GK (100 番 地 が 基底 ) 


A108 
T20% # 
AOF 
ZF 
E100K PF (100 番 地 へ ) 
を 読み 込ま せる と , 
100 A 110F 
101 T 120D 
102A OF 
103 Z F 
と いう で あい に 読み 込ま れ ま す 。 
EmKPF 
Acc を クリ ア し て mm 番地 に 制御 を 移し ま 


To 
まだ この ほか に も いく つか ある の で す が . 
これ だ け 知 っ て いれ ば 十分 で し ょ う 。 


Bg えど ご さっ 君 利用 の 手引 き 


ST, 紙面 だ け で は よく わか ら な いと 思 
われ る の で , EDSAC の シミ ュ レ ー タ を 作 
肛 し まし だ た だ 。 か かなり の 大 きる に か っ て し 
っ だ た ので, 掲載 は びき ませ ん で し た が 深山 
AÀ y h è PEKINA ネッ ト に 「 え どき さっ 君 」 を 
PDS と し て アッ プ し て お きま す の で ,。 B 
の 方 は を こ か ら ダ ウン し て 使っ て くだ さい 。 

EDSAC の ソー スプ ログ ラム は, 本 体 付属 
irri Ue pl タ な どの 標準 テキ スト 

ァイル を 作成 で き dips M 

の 8 , 次 の 点 に 注意 し て くだ さる 
・ 行 番号 , 番地 番号 は 付け な い 。 

・ 余 分 な 空白 は 入れ な い 。 

・ すべ て 大 廊 字 で 記述 する 。 


正しい 例 患い 例 
Iu 98 PZ 
T100K 99 T100K 
AF 100 A F 
T105F 101 T 105F 
ZF 102 Z F 
E100KPF 103 EI00KPF 


A t à oH 2 種類 の 初期 入力 ルー チ 
ン を サポ ー ト し て いま す 。 高速 初期 入力 ル 
ー チ ン (HIPL), 標準 初期 入力 ルー チン (IP 
D SI, 

HIPL : 独 目 の 手 法 で 記述 され た 初期 入力 
ルー チン て あお あおり, 1 命令 ずつ 直接 読み 込ん 
て メモ リ に 格納 する ため 高速 。 ただし, R 
在 サ ポー ト し て いる 制御 命令 は PZ, 'TmK, 
GmK, EmKPEF と 相対 番地 指定 の 井 だ け で 
す 。 これ 以外 の 制御 命令 を 使用 し て いる 場 
合 は IPL を 使用 し て 読み 込ん で くだ きい 。 
IPL : IPL は , 本 物 ( ? ) の 初期 入力 ルー チン 
が その まま 動い て いる の で , すべ て の 制御 


命令 が 使用 で きま す が ., 
く 〈 く なり ます 。 


較 コマ ンド 一 覧 


"EDSAC> "と 表示 きれ て いる と き に , m 
に も 入力 せ すず に リタ ー ン キー だ け を 押す と 
コマ ンド の 一 覧 が 表示 され ます 。 また, 各 
コマ ンド 名 だ け を 入力 し て リタ ー ン キー を 
押す と , その コマ ンド に つい て の 詳し い 説 
明 が 出 て きま す 。 なお, コマ ンド は 小文字 
Cb, 大 文字 で も どちら で も 構い ませ ん 。 
スイ ッ チ の 順番 も 任意 で す 。 た だ し スイ ッ 
チ と スイ オッ チ ま だ は 。 ス イッチ と パラ メー 


その 反面 速度 が 遅 


ダ タ の あい だ は スペ ー ス を 1 文字 分 入れ て 
7 AN 
BREAK アド レス 


機能 プレ イク ポイ ント を 設定 する 。 JMP 
命令 、IPL 命 令 を 実行 中 に PC (プログ ラム 
カウ ンタ ) が 設定 値 に くる と , 実行 を 中 断 
し て コマ ンド ライ ン に 戻る 。 
例 EDSAC> BREAK 100 
と する と ,100 番 地 で 実行 が 中 断 す る よう に 
設定 され る 。 
CLR 
機能 全 レ ジス タ を クリ ア す る 
f| EDSAC>CLR 

Acc —0, Mreg =0, Breg =0 に な る 。 
DISASM アド レス 1[ ア ドレ ス 2] 

[| スイッチ 11…… [スイッチ n | 


/C…… 画面 へ の 出力 は し な い 
/F ファ イル 名 

iii ファ イル へ の 出力 
プリ ンタ へ の 出力 

/W…… 2 段 組 み 出 力 

機能 アド レス 1] か ら ア ドン レス 2 まで の 内 
容 を 出力 する o 
ff] EDSAC> DISASM 0 9 /F BAKA /W /P 


0000 T F 0005 R 4F 
0001 E 20F 0006 V F 
0002 P 1F 0007 L 8F 
0003 U 2F 0008 T F 
0004 A  39F 0009 I 1F 


と 画面 に 表示 され , 同時 に プリ ンタ と ファ 
イル に も 出力 され る 
DUMP アデ ド レス 1[ ア ドレ ス 2」 


[スイ ッ チ 1]…… [スイ ッ チ n] 


/ Be 2 進 の 表示 し な い 
A rene 画面 へ の 出力 を し な い 
IFEF ファ イル 名 

$4 $9 ファ イル へ の 出力 
[H9 16 進 表示 を 追加 


/ ひ O…… 8 進 表 示 を 追加 
ブリ ンタ へ の 出力 
機能 メモ リ の ダン プ " を 行う 
ff] EDSAC>DUMP 100 200 /H /O 
EXIT 
機能 親 プ ロモ セス へ 戻る 。 
HIPL ファ イル 名 [スイッチ] 
スイ ッ チ 
/ I …… 読 み 込ん だ 命令 の 表示 
機能 高速 初期 入力 ルー チン の 実行 。 あ ら 
か じ め 作 成 し て あっ た だ ソース フ ァイル を 読 
み 込 む 。 読 み 込め る 制御 命令 は PZ. TmK. 
GmK, EmKPF, …… # せ のみ 。EmKPF を 読 
み 込 むと コマ ンド ライ ン へ 戻る 。m 番 地 に 
は ジャ ンプ し な い の で 注意 。 
f EDSAC> HIPL GEROGERO /I 
IPL ファ イル 名 [スイッチ 1]……[ ス イッ チ n] 
RA oF 
IB アド レス 
een ブレ イク ポイ ント の 設定 
/F ファ イル 名 
en ファ イル へ トレ ー ス 結果 を 出力 
[He 開始 時 刻 , 終了 時 刻 の 表示 
/ I …… I 命令 読み 込み データ の 表示 


/P soes ジリ シンター 
トレ ー ス 結果 を 出力 する 
[T ei トレ ー ス を 行う 


機能 本 物 の 初期 入力 ルー チン を 実行 する 。 
すべ て の 制御 命令 が 使用 で きる 。EmKPF 
を 読み 込め ば 当然 m 番 地 に ジャ ンプ "する 。 
例 EDSAC>IPL TEST /B 100 /F /T /I 
JUMP アド レス | スイ ッ チ 1]……[ ス イッ チ n] 
スイ ッ チ 
/B アド レス 
tires プレ イク ポイ ント の 設定 
/C…… 全 レジ スタ の クリ ア 
[F ファ イル 名 
PD ファ イル ヘ ト レ ー ス 結果 を 出力 
IH» 開始 時 刻 , 終了 時 刻 の 表示 
/ I …… I 命令 読み 込み デー タ の 表示 
プリ ンタ へ トレ ー ス 
結果 を 出力 する 
JT TE ト レン レース を 行 う 
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IZK $78 例 EDSAC» JUMP 100 /T /F OUT /B 110 P 2F /* 2* ま 2 の 行列 
: er 5 jj He 2 OPEN 7 7 1 ル 名 (€ / À ド ) 
: : EAT. Let -H HH — y E 
3: GK p /* RHTBDEEUD 0036 機能 指定 ファ イル を 入力 専用 と し て オ そし て 次 に , 
91 UM プ ァ ン す る 。 自作 の ブロ グラ ム 中 に 1 命令 が EDSAC>SET 80 
021 (tcm M ある 場合 に , 入力 元 と し て 指定 し て な いて P300F /* 行列 1 の アド レス 
0154 p か りら JUMP 命 令 で 実行 する 。 P310F /* 行列 2 の アド レス 
11: F41# /* サブ ルー チン コー ル 
l2: A2 " REG スイ ッ チ P320F /* 結果 格納 先 ア ドレ ス 
14: G13# ス y F 2 —' 
15: A21# 1 i MEN 最後 に 2 つの 行列 の デー タ を 入れ ます 。 
i 2s /A……Acc の 値 の 変更 
18: A25# E f ーー EDSAC»SET 300 
ャ ーー /B…… B レ ジス タ の 値 の 変更 
20: G19# IF / 来 0.5 
B: ri dri ud diébus idus RF /* 0.55 
: "CA" "Pm 
23: ” / PAES Pene Ew : スタ の 表 を 行う 。 任 意 の レ AF /* 一 0.25 
2 m ジス タ に 任意 の 値 を 代入 する 。 IF Meo 45 
27: ZF レジ スタ と 代入 で きる 値 の 範囲 | E 
h た E E E TA EDSAC>SET 310 
32: AF B レジ スタ ……0S ミ xS ミ 1023 ZF /* 0.85 
34: zr M レ ジス タ ……ー1 ミ x <1 AF /*  —0.25 
37: HF SET アド レス WF  /* 0.125 
38: VF 機能 指定 し た アド レス か ら 命 令 ま た は 数 PF /* 0.0 
d: pear 値 を 格納 する 。"・" (ピリ オド ) を 入力 す ーー よ プ ルー チン を 読み 込ま せ て 実行 し ます 
43: P25# ンド ララ ン に 戻 命令 の 入 ーー - 
HU a 0 th 人 id x H EDSAC>IPL N_N.SRC( こ れ は ファ イル 名 ) 
: wi N Z AN ET ` c 
uen 大 婦 字 で も 小娘 字 で も 構わ な い 。 宅 上 の ドブ レンジ em に 
48: A394 れ て も 詰め て も 構わ な い 。 EDSAC» DUMP 320 
2 
5e: T1914 例 EDSAC>SET 100 に に ee 
51: A49# ETT * - 5 
52: Toss 0100 PF A200F (PF は 以前 の 値 ) 320 U F 0.4375 
54: B50# 
55: F1004$  /* サブルーチン コー ル 0101 P F a 20H 321 し F -—0.125 
$1; Mut : 0102 PF L d . 
dick 322 BS512F 一 0.140625 
59: A38# 0103 P F . (€) d P) 228 Q F 0.0625 
60: A28# è 
u oue EDSAC > と あら て いれ ば OK で す 。 
63: A39# 


Ee Bg kroene — gy ぉ つか れ さ ま 


67: F100# /* サ プ ブルー チ ンコ ー ル 


68: T31# 

E RUE と りあ えん ず 。 サ ンプ ブル ブログ ラム を リス 「 よ く 頑 張っ た ね 」 

mi AME ト 1 に 示し ます (えど きっ 君 を 使っ て ね )。 ここ まで 読ん で 〈 く れ た 読者 に 私 は 敬意 を 
18: FISUR E 9 プレー サンコー ル この プロ グラ ム は nxn の 行列 の 乗算 を 行 う 表し ます 。 こ れ だ け わ け の わか ら な い 話 が 
77: A31 も の で , 全体 と し て サブルーチン と な っ て 延々 と 続け ば きす が に いや に な っ た こと で 
79; A334 いる の で , メイ ン ル ー チ ン と パラ メー タ が し ょ う 。EDSAC を 知っ て いて も , いま の 世 
81: A32# 必要 で す 。 ま ず ,。 リス ト 1 を 打ち 込ん で く の 中 渡っ て いけ る わけ で は あり ませ ん し , 
84: T82 Eo N MUR 偉い 人 に な れる わけ で も あり ませ ん 。 た が だ , 
86: ZF 打ち 込ま な いで くだ さき い 。 便宜 上 コメ ント 。 や は り ノ イマ ン 大 先生 の 考案 され た アー キ 
88: T354 を 付け た だ け で す 。 テク チャ に よる , 世界 最初 の コン ピュ ー タ 
90: S22 AT, この サブ ルー チン で は Acc に n を で あり , 現在 の コン ピュ ー タ の 祖先 で ある 
n n 「PnF」 て 渡し (O4 0, 番地 部 に n が 入っ わけ だ か ら , 墓参 り も する よう な 気持 ち で 
コン て いて 。 ほ か の ビッ ト は すべ て 0 )。 80681 EDSAC を 学ん で ほし い 。 そ うい っ た 祭 高 が 
M i4 82 番 地 に それ ぞ れ , 行列 1 の デー タ , 行列 b の な の で す 。 ダ サ い (死語 ) と か , 使っ て 
36: A354 2 の デー タ , 結果 を 格納 する アド レス の 順 "らん ね エ と か いっ ちゃ だ め 。 そ うと な る と , 
Hr De に 「PmF」 の か だ た ち で 入れ て お きま す 。 実 や は り EDSAC の シミ ュ レ ー タ も, RA b 
le. mue 73 9 アレ ピン 際 に や っ て み ま し ょ う 。 の で ある 。 Z80 や 8086 の シミ ュ レ ー タ の よ 
し IMMn まず , メイ ン ル ー チ ン を 用 意 し ます 。 うな トレ ン デ ィ な 路線 を 狙っ て る わけ で は 
jos: Ze EDSAC>SET 400 と し て , あり ませ ん 。 

110: A238 A404F /* Acc に P2F を 入れ る 「 ン プイ ね , えと どる さっ 若 」 

トー B401F /* この 番地 を B に 「 や る な ,。 えど る さっ 君 」 

115: ze F100F /* サブ ルー チン ュ コール 街 で で あっ た ら , ぜひ と も こん な で あい に 
Hi mer の ZF /* 終了 声 を か け て くれ た まえ 。 じゃ 。 
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| いま どき の 32 ビ ピッ ト 高 性 能 OPU 


Nakamori Akira 
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32 ビ ッ ト CPU の 特徴 し いっ た ら な ん で し 
ょ う 。 それ は と り も な お さる すず 性 能 で す 。32 
ビッ ト と は 「 高 性 能 」 の 別 の 表現 と いっ て 
いい か も じ 横 まぜ ん 。 

BH, 32 ビ ッ ト と いえ ば 大 型 計算 機 の CPU 
の こと を 意味 し て いま し た 。 大型 計算 機 は 
非常 に 高 性 能 で す が 導 入 す る た め に は 何 億 
と いう お 金 が 必要 で 。 小さき な 企業 や 個人 に 
と っ て 手 の 届 〈《 代物 で は あり ませ ん で し た 。 
し か し , 現在 で は 100 万 トラ ンジ スタ を 1 一 
2cm 角 の CPU チッ プ に 集積 する ほど 半 導 
体 製造 技術 が 進歩 し 。 安価 な 32 ビ ッ ト マ イ 
クロ プロ セッ サ が 製造 きれ る よう に な り ま 
た 

現在 , 32 ビ ッ ト マ イク ロブ プロ セッ サ 市 場 
の 伸び は 著しく , 従来 大 型 計算 機 や ミニ ュ 
ン が 使用 きれ て いな た 分 野 は , 非常 に 高 性 能 
が 妥 求 され る 分 野 は 別 と し し て , すべ て 32 ビ 
ッ ト マ イク ロブ プロセ ッ サ に 置き 換わり つつ 
あり ます 。 こ の よう な 32 ビ ッ ト プ プロセッサ 
$ も また 性 能 を 上 げ る た め に 大 型 計算 機 の 手 
法 を 取り 入れ て いま す 。 結局 は 規模 の 大 小 
だ け で 32 ビ ッ ト と いう 概念 は 同じ も の な の 
で す 。 

や が て 訪れ る で あろ う 大 も 歩け ば 32 ビ ッ 
AI マイ コン シス テム 


ls 


シス テム バス 
図 2 マイ クロ プロ グラ ム の 概念 
メモ リ ( プ ブロ グラム) CPU 内 の メモ リ 


ADD の マイ クロ 


フロ グラ フラム 


その 昔 , 32 ビ ッ ト CPU は 汎用 機 だ け の も の で し た , し か し 今 で は ホ 
ビー 用 バ パソ コン に さえ 搭載 され て いま す 。32 ビ ッ ト は 16 ビ ッ ト や 8 


ビッ ト と は 何 が 違う の で し ょ うか 7? 


少し 難し いけ ど , この 際 , 32 


ビッ ト CPU に つい て 勉強 し て み ま せ ん か 。 


ト に 当たる と いう 状況 に 備え を て , 一 般 的 な 
32 ビ ッ ト CPU と いう も の の 考え ぇ 方 に 触れ て 
お ぉ おく の も 悪く な い 考 え で し ょ う 。 ここ で は 
32 ビ ピット CPU を 理解 する う ぇ で の 基礎 と な 
る マイ クロ プロ グラ ム と パイ プア ライ ン の 技 
法 に つい て 説明 し よう と 思い ます 。 ち ょ っ 
と 難し いか も し れ ま せん が 最新 (で も な い 
ん だ けど ) 技術 の 一 端 に で も 触れ る と いう 
持ち で 読ん で みて くだ きい 。 


/ | マイ フロ プロ グラ ム ハ 


図 1 を 見 て くだ きい 。 これ は も っ と も 簡 
単 な マ で イコ ンジ ステ ム の ブロ ッ ク 図 で す 。 
シス テム は CPU, メ モリ お よび 1I/O 装置 か 
ら 構成 され ます 。 

CPU を 動か す た め の 機械 語 命令 は メモ リ 
に 格納 され て いま す 。 CPU は 内 部 の プログ 
ラフ ラム カウ ンタ の 示す アド レス か ら メ モリ の 
内 容 (機械 語 命 令 ) を 読み 込み , その 命令 
の 指示 する 処理 を 続け て いき ます 。 す な わ 
ち , メモ リ の 内 容 を 読み 書き し た り , I/O 
箕 直 と の 間 で デー タ の や り 取 り を 行い ます 。 

これ ら は ちょ っ と マイ コン を か じ っ た こ 
と の ある 人 な ら ば 常識 し いっ て いい か も し 
れ ま せん 。 し か し , 多く の 人 に と っ て 機械 
語 合 令 を 与え を られ た と き に CPU が どの よう 
に し て 命令 を 実行 し て いる の か を 知っ て い 
る 人 は 少な いひ (の で は な いで し ょ うか 。 まず 
は それ に つい て 説明 し まし ょ う 。 

図 3 CPU の ブロ ッ ク 図 


シス テム バス 


lg マイ クロ プロ グラ ム と は 


今日 の 多く の CPU は マイ クロ プロ グラ ム 
と 呼ば れる 制御 ブロ グラ ム に よっ て 機械 語 
命令 を 実行 し ます 。 マ イク ロブ ログ ラム と 
は CPU の 実行 を 制御 する 方 法 の ひと つ で , 
1951 年 に イギリス の ケン ブリ ッ ジ 大 学 の W 
ikes (バイ ケス と 読む の か な ) と いう 人 に よ 
っ て 提案 る れ ま し た 。 

統計 的 に CPU の 動作 は いく つか の 基本 操 
作 の 組み 合わ せ に 分 解 で きる こと が 知ら れ 
て いま す 。 CPU に 与え られ る 機械 語 命令 を 
この 基本 操作 (これ を マイ クロ 命 令 と いう ) 
に 分 解 し て 順番 に 実行 し て や ろう と いう の 
が マイ クロ プロ グラ ム の 基本 的 な 考え ぇ 方 で 
す 。 当然, 機械 語 命令 に よっ て , た と えば 
加算 命令 と 乗算 命令 で は , 行う べき 処理 が 
まっ た だ た 〈《 異 な り ま すか ら 機 械 語 命 令 ご と に 
別 の マイ クロ 命令 の 組み 合わ せ が 存 在 す る 
こと に な り ま す 。 

この よう な マイ クロ プロ グラ ム は CPU 内 
の 適当 な 記憶 装置 (ROM で ある こと が 多く , 
マイ クロ プ ブログ ラム ROM ある い は 単に マ 
イク ロ ROM と 呼ば れる ) に 格納 され て いて , 
機械 語 命令 が 与 た られ る と , それ に 対応 す 
る マイ クロ プ ブログ ラム が 読み 出さ れ て 実行 
さる れる の で す 。 図 2 に マイ クロ プロ グラ ム 
の 概念 を 示し ます 。 こ の と き マ イク ロ プ ブロ 
グラ ム の 実行 を 制御 する の は CPU 内 の 制御 
回 路 で す 。 図 3 に マイ クロ プロ グラ ム メ 方 式 
を 用 いる CPU の ブロ ッ ク 図 を 示し ます 。 図 
3 の プロ ッ ク 図 を 図 1 の マオ イオ コシ ン シ ス テム 
の プロ ッ ク 図 と 比べ て みる と 非常 に よく 似 
た 構成 に な っ て いる の が わか る と 思い ます 。 
つま り , CPU の 内 部 で は マイ クロ プログ ラ 
ム の 制御 回 路 が マイ コン シス テム に お ける 
CPU の 役割 を 果たし , マイ クロ ROM や レジ 
スタ が メモ リ の 人 役割 を 果たし て いる の で す 。 

マク ロ な 視野 か ら 見 た コン ピュ ー タ シス 
テム が ミク ロ な 視野 か ら 見 た CPU の 構造 と 
似 て いる こと は 何 か 不 思 議 な 因縁 を 感じ ま 
すね 。 そ うい うわ け か どう か は 知り ませ ん が , 
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CPU に 与え る 機械 語 命令 々 マイ クロ (ミク 
pn) 命令 と 対比 し て マク リロ 命令 と 呼ぶ こと 
が あり ます 。 まだ , マイ グ クロ ブログ ラム を 
ハー ドウ ェ ア (hard: 非 常に 堅い ) と ソフ ト 
ウェ ア (soft: 和 柔らか い ) の 中 間 に あ る も の 
と し て ファ ー ム ウェ ア (firm: Ev) と 呼ぶ 
こと も あり ます 。「 堅 いし 」 と いう 語感 を 残し 
て る あ だ り 。 マイ クロ プロ グラ ム は ハー ド 


ウェ ア 寄 りな 概念 だ と いう こと が で きま す 。 


マイ クロ プロ グラ ム に つい て も 2 う 少 し 詳 
し く 見 て いき まし ょ う 。 マ イク ロ 和 命令 の 1 
語 に は 通常 次 の よう な 制御 情報 が 含ま れ て 
いま す 。 

a) CPU 内 の 回 路 を 制御 する 情報 

b) 次 に 実行 する マイ クロ 命令 を 決め る ア 
ドレ ス 情 報 

c) マイ クロ 命令 で 使用 する 定数 

a) は マク ロ 命 令 で いう と 転送 命令 や 演 
算命 令 に 相当 し , 具体 的 に は ゲー ト を 制 件 
する こと に よっ て レジ スタ や 演算 益 と いっ 
た CPU 内 の ハー ドウ ェ ア 資 源 に 指示 を 与え 
RR ts i qu 
を 行う た め の 命令 で す 。 b) は 分 岐 命令 に 相 
当 し ます 。c) の 説明 は 不要 で し ょ う 。 


マイ クロ 命令 の 種類 


1 語 の マイ クロ 命令 に は 以上 で 説明 し た 
ょ うな 情報 が 符号 化 (エン コード) され て 
格納 され て いる わけ で す が , この 符号 化 の 
仕方 に よっ て マイ クロ 命令 は 水平 型 と 垂直 
型 の 2 つの タイ プ に 分 類する こと が で きま 
す 。 

水平 型 マ イク n ロ 命令 と し いう の は , マイ ク 
p 命令 の 各 ビ ッ ト が CPU 内 の 各 ゲ ー ト に 1 
対 1 で 対応 し て いる 命令 で す 。 こ の 場合 , hl 
御 す べき ゲー ト 数 が 多い 場合 は マイ クロ 命 
令 の 1 語 の ビッ ト 長 が 大 きく な り 過 ぎ て 実 
用 的 で は あり ませ ん 。 通常 は マイ クロ 命令 
を 機能 別に いく つか の フィ ー ル ド は 分割 し 
て エン コー ド し , 実行 時 に それ ら の フィ ー 
ルド を デコ ュ コード する こと て 制御 信号 を 作り 
出す 方 式 が 採用 きれ ます 。 マ イク ロ 命 令 と 
し て は 「 ゲ ー ト A を 開け ろ 」 と か 「 ゲ ー ト 
B を 閉め ろ 」 と いう よう に すべ て の ゲー ト 
に 対す る 指示 を 記述 する こと に な り ま す 。 
つま り , 1 ステ ッ プ で すべ で て の ゲー ト を 制 
御 す る こと が で きま す 。 水平 型 の マイ クロ 
命令 は CPU の ハー ドウ ェ ア に 非常 に 密着 し 
た も の で す 。 図 4 に 水平 型 マ イク ロ 命 令 を 
し ます 。 

一 方 , 垂直 型 マ イク ロ 命 令 は 同時 に 制御 
する ゲー ト を 制限 する こと で , マイ クロ 命 
令 の 1 語 の ビッ ト 数 を きら に 減少 きせ て い 
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ます 。 垂直 型 マ イク ロ 命 令 は 原則 的 に は 操 
作 コ ユー ド と オペ ラン ド の 組 か ら な り ま す 。 


マイ クロ 命令 ほし し て は 「 レ ジス タ A と レジ 


スタ B を 加え て 結果 レジ スタ C に 入れ ろ 」 
と いっ た で あい に マク ロ 命 信 令 と 非常 に 近い 
形式 に な り る す 。 

垂直 型 マ イク ロ 命 令 で は ゲー ト が と うこ 


うと いっ た ハー ドウ ェ ア 寄 りな 考 慮 は 不 
要 に な り ま す 。 この 点 , 複雑 な アル ゴリ ズ 
ム を 必要 と する マク ュ 命 令 の 実現 に は 垂直 


弄 マ イク ロ 命 令 が 有効 と しい を ます 。 また, 
マク ュ 命 令 で の プロ グラ ミン グ と 同様 の 手 
法 を 流用 し て 効率 的 な プロ グラ ミン グ を す 
る こと も で きま す 。 た だ た だし, 垂直 型 マ イク 
n 命令 で は 1 語 の ビッ ト 数 を 減少 きせ た た 
め に , 水平 型 マ イク ロ 命 令 と 同じ 操作 を し 
ょ よう と する と ステ ッ プ 数 が 増加 する 傾向 に 
あり ます 。 こ れ を 解消 する た だ ため に , 47 
ロ 命令 の 1 語 わ いく つか の フィ ー ル ド に 分 
割 し , それ ぞ れ の フィ ー ル ド に 垂直 型 マ イ 
クロ 命令 を 記述 する 方 法 も 考え られ ます 。 
[x] 5 に 垂直 型 マ イク ロ 命 令 を 示し ます 。 
一 般 的 に 。 1 語 の ビッ ト 数 が 大 きく 〈 (100 
ビッ ト 以 上 ) マ イク n ロ ROM の 容量 が 小さ い 
場合 は 水平 型 マ イク ロ 命 令 。 1 語 の ビッ ト 
数 が 比較 的 小さ きく (数 十 ビ ピット) マイ クロ 
ROM の 容量 が 大 きい 場合 は 垂直 型 マ イク ロ 
命令 で す 。 表 1 に 水平 型 マ イク ロ 命 令 と 垂 
直 型 マイ クロ 命令 の 特徴 を まとめ て お きま 
"a m 


ナノ ブ プログラム 


と ころ で , マイ クロ ブログ ラム に も モジ 
ュー ル 化 と いう 概念 が あり ます 。 マ イク ロ 
命令 に し て サブ ルー チン コー ル / リタ ー ン 


を 用 意 す る こと は よく 行わ れ ま す 。 し か し , 


現在 の 流行 は メイ ンプ ログ ラム に 相当 する 
図 4 水平 型 マ イク ロ 命 令 


H: いい! いり 
/ テ ュー タ \ / テ ュー タ \ [FA 
HA MR mm 
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図 5 垂直 型 マ イク ロ 命 令 


操作 | オペ ラン ド 
コー ド | 


処理 を ビッ ト 数 の 少な い 垂 直 型 マイ クロ 命 
令 で 記述 し , サブ ルー チン に 相当 する 処理 
を ハー ドウ ェ ア に 密着 し だ 水平 型 マ イク ロ 
命令 で 記述 する 方 式 で す 。 

この よう な 2 レベ ル の 構成 を 採用 する 場 
合 , サブ ルー チン (水平 型 ) は マイ クロ 命 
令 よ り も 低い (ハー ドウ ェ ア 和 寄り ) 
に ある と みな し て ナノ 命令 と 呼ば れ ま す ( マ 
ィ ク ロ は 10-6 を 意味 し , ナノ は 10 つ を 意味 
する こと は 知っ て ます よね )。 を し て ナノ 命 
令 で 記述 きれ た プロ グラ ム を ナノ プロ グラ 
ム と 呼び ます 。 

この 方 式 は と も すれ ば 複雑 に な り が ちな 
垂直 型 マ イク ロ 命 令 の デコ ー ド を 簡略 化し 
(命令 数 を 減ら すこ と が で きる か ら ), 処理 
の 共通 部 分 を ひと つ に まとめ る こと が で き 
る た め マ イク n ROM の 容量 を 減少 させ る 
こと が 期待 で きま す 。 聞 《 と ころ に よる と , 
X68000 の CPU で ある MC68000 も この 2 レベ 
ル ・ マ イク ロブ ログ ラム 方 式 を 採用 し て いる 
と いう こと で す 。 2 レベ ル ・ マ イ dti Z 


レイ ベル 


ラム の 構成 を 図 6 に 示し て お きま し ょ 
マイ クロ プロ グラ ム の 具体 例 


マイ クロ プ ブログ ラム と いう も の が と の よ ょ 
うな も の か 見 えて きた と ころ で も う 少 し 具 
体 的 な マイ クロ プロ グラ ム を 説明 し ます 。 
図 6 2 レベ ル ・ マ イク ロ プ ログ ラム 
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表 1 水平 型 マ イク ロ 命 令 と 垂直 型 マ イク ロ 命 令 
UU A 


同時 に 制御 で きる ゲ 
ー ト を 制限 

| 語 の ビッ ト 数 は 
比較 的 短い 
複雑 な アル ゴリ ズム 
記述 に 向く 

回 路 の 細い 制御 に は 
向 か な い 
ROM 容 量 は 大 きい 
コス ト 重 視 


を 制御 

| 語 の ビッ ト 数 は 
ゲー ト 数 に 比例 
小 規模 な 回 路 に 向く 


回 路 の 制御 性 は よい 


ROM 容 量 は 小さ い 
性 能 重 視 


いま , CPU 内 の 実行 部 の 構成 (演算 器 の 周 
辺 ) が 図 7 の よう な 構成 で ある と 仮定 し ま 
し まう 。 

図 7 の CPU は X バ ス , YAA, ZAŁ 
いう 3 種類 の 内 部 バス を 持ち も , これ ら の バ 
ス に 定数 1 発生 器 。 レジ スタ R0 お よび R1, 
ALU (演算 副 ) が つなが っ て いま す (ぶら 
下がっ て いる と も いう )。 そし て , ALUO 
片方 の 入力 は X バ ス , も う 片 方 の 入力 は Y 
バス か ら 行 われ , 演算 結果 は Z バ ス に 出力 
る され ます 。 ALU の 演算 は ADD (加算 ) また 
は SUB (減算 ) を 指定 で きる よう に な っ て 
いま す 。 そし て , これ ら の ハー ドウ ェ ア 資 
源 を 制御 する た め の a 一 i と いう 名 前 の 9 
個 の ゲー ト が あり ます 。 

この よう な CPU を 制御 する た め の マ イク 
ロ 命 令 を 考え て み ま し ょ う 。 マ イク 命令 
は 簡単 の た め 水 平 型 と し ます 。 MA 
9 個 あ り ま すか ら , マイ クロ 命令 の 語 長 は 
Mit gx qdED. tt に オグ らら 
令 の 終了 を 示す 1 ビッ ト を 付加 し た 全 10 ビ 
ッ ト の マイ クロ 命令 を 考え れ ば いい で し ょ 
う 。 図 8 が を の マイ クロ 命令 で , 各 ビ ッ ト 
が 1 対 1 に ゲー ト aー i に 対応 し て いま す 。 
を そして, マイ クロ 命令 の ビッ ト が 1 で ある 
位置 に 対応 する ゲー ト が 開く よう に な り ま 
EA 

それ で は , 以下 の 2 つの マク ュ 命 令 を 実 
現す る マイ クロ プロ グラ ム を 書い て み ま し 
t J 
1) レジ スタ R0 の 内 容 と レジ スタ R1 の 内 

容 を 加え て レジ スタ R1 に 入れ る 。 

実現 の た め に は 次 の 操作 が 必要 で す 。 

・R0 の 値 と R1 の 値 を ALU に 入れ る た め に 
ゲー ト d と g を 開 〈。 

ゲー ト h を 開け て ALU に ADD を 指定 す 
る 。 | 
・ALU の 出力 を R1 に 入れ る た め に ゲー ト b 
を 開く 。 

し た が っ て マイ クロ 命令 は ゲー ト b, d, 


図 7 CPU の 実行 部 


Z バ パス 


g, h を 開く 指定 を すれ ば よく , 


0 I 0 1 0 0 1 1 (0 | 

に な り ま す 。 こ の 命令 で 実行 は 終了 で すか 

6, 終了 を 示す ビッ ト も 1 に し て あり ます 。 

2) レジ スタ R0 の 内 容 と レジ スタ R1 の 内 
容 を 加え た 値 か ら 1 を 引い て レジ スタ R 
I に 入れ る 。 


上 の 1) と 同じ 操作 の 後に R1 の 内 容 か ら _ 


1 を 引 〈 操作 を 行い ます 。 こ の た め に は 次 
の 操作 が 必要 で す 。 

・ 定 数 1 と R1 の 値 を ALU に 入れ る た め に 
ゲー トト で と を を 開く 。 | 

ゲー ト i を 開け て ALU に SUB を 指定 す 
Do 
・ALU の 出力 を R1 に 入れ る た だ ため に ゲー ト b 
を 開く 。 

し た が っ て マイ クロ 命令 は ゲー ト b, c, 
g, 1 を 開く 指定 を すれ ば よい こと に な り 
ます 。 こ の と き マ イク 1 ュ 命 令 は 2 ステップ 
必要 で , それ は 次 の よう に な り ま す 。 


上 の 1) や 2) の マイ クロ プロ グラ ム 例 で は 
ゲー ト が 開く か どう か を 考え て マイ クロ 命 
令 の 各 ビ ッ ト の 0/1 を 決め まし た 。 しかし, 
実際 の マイ クロ プロ グラ ム 開 発 で は 人 間 の 
見 や すい 命令 記述 (ニー モニ ッ ク 記 述 ) を 
マイ クロ 命令 の 0/1 の パタ ー ン に 変換 する 
マイ クロ 命令 用 アモ セン ブラ が 用 意 き れる の 
が 普通 で す 。 

この よう な マイ クロア セン プラ が あれ は ば, 
1) や 2) の マイ クロ 命令 は , た と えば , 次 の 
よう な ニー モニ ッ ク を アセ ン ブ ル す る だ け 
で 作り 出す こと が で きま す 。 

1) の 場合 : R1=ADD(R0, RD; END 

2) の 場合 : R1=ADD(RO,R1)… 

R1=ADD(1,R1) ;END 
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と ころ で , これ ま て 説明 し て きだ た マイ ク 
ロ プ ブログ ラム は 現実 の CPU の マイ クロ プロ 
グラ ム と 少し 掛け 離れ て いま す 。 先 の 例 で 
は マク ロ 命 令 の オペ ラン ド が レジ スタ R0O と 
R1 に 固定 され て いま し だ 。 し か し , 現実 に 
は レジ スタ は 16 本 程度 ある の が 普通 で す 。 

この と き ,。 ある 演算 を 行う マク ロ 命 令 の 
マイ クロ プロ グラ ム を , 「R0 の 内 容 と R1 の 
内 容 の 演算 」, 「R0 の 内 容 と R2 の 内 容 の 演 
算 」, 「R1 の 内 容 と R3 の 内 容 の 演算 」…… と 
いう よう に オペ ラン ド の 組み 合わ せ に よっ 
て 別個 に 作っ て いた の で は ステ ッ プ 数 の 和 無 
駄 に な が り ま す 。 実際 に は 「 あ る レジ スタ 」 
の 内 容 と 別 の 「 あ る レジ スタ 」 の 内 容 で 「 あ 
る 演算 を 行っ て 「 あ る レジ スタ 」 に 書き 込 
が と いう だ だ ひと つの マイ み クロ デブ ロ グラ テム 
て 実行 きれ ます 。 そして, 「 あ る レジ スタ 」 
と いう の が 状況 に よっ て R0 を 示し て いた り , 
R1 を 示し て いた り ,R2 を 示し て いた りす る 
わけ で て です 。 

また , 「 あ る 演算 」 は 加算 を 示し て いた だ た り 
減算 を 示し て い だ り し ます 。 こ の 場合 の C 
PU の 実行 部 の 構成 を 図 9 に 示し ます 。 こ の 
図 で RX は X バ ス に 値 を 出力 する レジ スタ 番 
ct. RY は Y バ ス に 値 を 出力 する レジ スタ 

号 を , RZ は Z バ ス か ら 値 を 入力 する レジ 
スタ 番号 を 指示 する レジ スタ で す 。ALUO 
P は ALU で 行う 演算 の 種類 を 指示 する レジ 
スタ で す 。 

この CPU で 演算 を 行う マク ロ 命 令 を 実現 
する マイ クロ ブログ ラム の ニー モニ ッ ク は 。, 


図 8 図 7 の CPU の マイ クロ 命令 
OC | 4 3 4 5 à 7 8 93 


図 9 より 一 般 の CPU に 近い 実行 部 


ZA 


特集 いま どき の 32 ビ ッ ト 高 性 能 CpU 49 


| LAT, 

RZ-7 ALUOP (RX, RY); END 
と もら か りか ます 。 XORX. RY; RZ ALUOP 
は マク ロ 命 令 を デコ ー ド する 時 点 で , マイ 
クロ プログ ラム の (マイ クロ ROM 内 の ) ^ 
ター ト ア ドレ ス と 同時 に 作り 出さ る れ ま す 。 
逆 に に を えば, マク ロ 命 令 の 命令 コー ド か ら 
マイ クロ ブロ グラ ム の スタ ー ト アド レス , 
RX, RY, RZ, ALUOP な ど を 決定 する 作 
業 が 命令 デュ コード だ と いう こと も で きる で 
Lg. 


マイ クロ プロ グラ ム の 特徴 


マイ クロ プログ ラノ ム 方式 に 対応 する 言葉 
が ワイ ヤー ドロ ジッ ク 方 式 で す 。 ワ イヤ ー 
ドロ ジッ ク 方 式 は マイ クロ 命令 を 用 い ず に 
ゲー ト 間 の 配線 の み に よ っ て マク ロロ 命令 の 
動作 を 実現 する 方 法 で す 。 マ イク ロブ ログ 
ラム を 用 いる と マイ クロ ROM の 読み 出し 
時 間 に よ っ て 動作 速度 が 制限 る され て し まい 
ます し , マイ クロ 命令 を 逐次 的 に 解釈 し て 
実行 する 性 格 上 , すべ て の ハー ドウ ェ ア 資 
源 を 並列 に 動作 きせ る こと は 困難 で す 。 つ 
まり 処理 効果 が 落ち ます 。 

この よう な 理由 か ら イ ン テ ル の 80486, モ 
トロ ー ラ の 68040, NEC の V80, 富士通 の G 
MICRO/ 300 と いっ た 特に 高速 性 を 要求 され る 
最近 の 32 ビ ッ ト CPU で は マイ クロ プロ グラ 
ム が 使わ れ な く な る 傾向 に あり ます 。 し か 
し , マイ クロ グ ブログ ラム に は 次 の よう な 利 
点 も あり , 今後 まっ た く 用 いら れ な くだ な る 
またい うこ と は な いと 思わ ます 。 
1) CPU の アー キテ クチ ャ や 命令 セット の 
詳細 が 決ま っ て いな い 段 階 で も 回 路 設 計 を 
始め る こと が で きま すか ら , 設計 期間 を 短 
縮 で きま す 。 
図 10 逐次 処理 と パイ プラ イン 処理 


処理 A 
処理 B 


処理 C 
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b) パイ プラ イン 処理 


2) 複雑 な 命令 機能 8 マイ クロ 命令 の ステ 
ッ プ 数 を 増やす だ け で 実現 で きま す 。 そ の 
た め の 複 雑 な 回 路 は あま り 必 要 で は あり ま 
fb. 

3 マイ クロ フ プログ ラム を 変更 する だ け で 
CPU の アー キテ クチ ャ を 簡単 に 変更 で きま 
す 。 こ の た め , 特殊 な 目的 の た め の 専 用 チ 
IT (カス タム チッ プ ') の 開発 が 容易 に で 
FE Acum 

4 マイ クロ プロ グラ ム の バグ を 簡単 に 修 
正 で きま す 。 も し 。 ワ イヤ ー ド ロジ ッ ク 方 
式 を 用 いる 場合 , 回 路 に バグ を 作り 込ん で 
し まっ た ら 修 正 が 天変 て す 。 ま だ た だ, マイク 
ロ プ ブログ ラム で 回 路上 の バグ を 回 避 す る こ 
と も 可能 で す 。 


る | バイ フラ フン 


今日 の CPU で は 非常 に 高い 性 能 が 要求 き 
れ て いま す 。 を その た め の 一 般 的 な 方 法 が ハ 
ー ド ウェ ア を 並列 化し て 性 能 を 上 げ る パイ 
zosd Xe OX VNDE 
想 は 入出 力 処理 (メモ リア クセ ス ) と 演算 
処理 を オー バー ラッ プ し て 行う こと に あり 
Ec. 

これ は 1946 年 に は すでに アメ リカ の Bur 
ks (バー クス か な ?) に よっ て 提唱 る され て 
いま し た 。 当時, メモ リ の スピ ー ド が CPU 
の 内 部 動作 に 比べ て 非常 に 遅かっ た の て, 
メモ リア クセ ス が 性 能 の ボトル ネッ ク に な 
っ で いい だが の て す 。 

CPU の 実行 と メモ リア クセ ス を 並列 に 実 
行 す る た め の 技 術 が パイ プラ イン 方 式 に 発 
展 し て いっ だ わけ で す が , これ を 実現 する 
た め に は 非常 に 多く の ハー ドウ ェ ア 量 が 必 
ACLs UT STE 
来 は 性 能 の た め な ら コ 
スト に 糸目 を つけ な い 
大 型 計 算 機 の み が パ イ 
プラ イン 方 式 の 恩恵 に 
あず か る こと が で きた 
の で す 。 

し か し 。 今日 で は 半 
導体 の 製造 技術 が 進歩 
L, 約 15mm 角 の シリ 
ラン テッ ラフ の 上 に 理数 
十 万 個 の トラ ンジ スタ 
を 集積 で きる よう に な 
Dados c E 
C. S44 7943x435 
は 大 型 計算 機 だ け の 専 
売 特許 で は な く な り 16 


ビッ ト の マイ クロ プロ セッ サ で さえ を の 技 
術 を 利用 する よう に な っ て いま す 。 ま し て 
$5. 32 ビッ ト CPU で パイ プア ライ ン 処 理 を 行 
わな いも の は 考え ん られ な く な っ て き て いる 
の で す 。 


バイ ブラ イン と は 


パパ イプ "ライ ン と いう 言葉 は 製品 が 次 々 と 
パイ プ ブ を 通過 し て 行 〈 石 油 化学 パイ プラ イ 
ン に 由来 し て いま す 。 こ れ は 最初 の 製品 が 
最終 工程 か ら 取 り 出 され る 前 に 次 の 製品 を 
投入 し , 流れ 作業 で 処理 を 行っ て いく も の 
で す 。 こ れ は 自動 車 や 電気 製品 の 組み 立て 
ライ シン て ば も っ と も ポ ボ ビ ピュ ラー ム な 方 法 に な 
OU UU X4 

図 10 に パイ プラ イン 処理 の 原理 を 示し ま 
す 。 あ る 入力 か ら 出 力 を 得る まで に A, B, 
C と いっ た だ 3 つの 処理 を 行わ な けれ ば な ら 
な い 場 合 , パイ プラ イン 処理 を 行え ば 通常 
DARUM 3 倍 の 性 能 を 達成 する こと が 
で きま す 。 こ れ は 出力 が 逐次 処理 の 場合 は 
ステ ッ グ に 1 回 て ある の に 対し て ,。 2*4 
ファ ライ ン 処 理 の 場合 は 1 ステ ッ プ に 1 回 で 
ある こと を 見 れ ば わか る で し ょ う 。 こ の よ 
うに 3 つの 処理 も パイ プラ イン で 行う 場合 
を 3 ステ ー ジ の パイ プラ イン と 呼び ます 。 

o x, 図 10 の 横 方 向 は 時 間 の 経過 を 表し 
て いて , 縦 方 向 は ある 時 点 で 同時 に 行わ れ 
る 処理 を 示し て いま す 。 こ れ を 見 て わか る 
よう だ に 。 N ス テー ジ の パイ ブラ イン 姓 理 で 
は 同時 に 最大 N 個 の 処理 を 行う こと が で き 
る の て す 。 つ まり 。 パパ イデ ライ ルン の スズ チー 
ジ 数 が 大 きい は ほど と 単位 時 間 に 行 を る 処理 が 
あい いこ も に な りり まず 。 

^C, CPU で の パイ プラ イン 処理 に 話 を 
移し まし ょ う 。 CPU で の 命令 実行 処理 は 命 
令 を 取り 込ん で か ら そ れ を 実行 し て 結果 を 
書き 出す まで が ひと つの 単位 で す 。 こ の と 
き の 処 理 は 通常 次 の 6 つの ステ ー ジ は に 分 か 
れれ て に ます 
@ 命 令 フ ェ ッ チ 

メモ リ か ら 命 令 を 取り 出す ステ ー ジ 。 

@ 命 令 デ コー ド 

命令 を 々 デコード し アド レス 生成 や 実行 の 

た め の 情 報 を 生成 する ステ ー ジ 。 


@ アド レス 生成 
ォ ペ ラン ド の 実効 アド レス を 計算 する ス 
mes 


@ オ ペラ ンド フェ ッ チ 

も し 必要 な 6, メモ リ か ら オ ペラ ンド の 
読み 出し を する ステ ー ジ 。 

e 実行 

命令 を 実行 する ステ ー ジ 。 


@ オ ペラ ンド スト ア 

b し 必要 な ら , 命令 の 実行 結果 を メモ リ 
に 書き 出す ステ ー ジ 。 

の で 。 パ イプ ライ オン を スム ー ズ た に 動 
か す だ め に は 各 ス テー ジ の 処理 時 間 が 同じ 
に な っ て いな けれ ば な り ま せん 。 図 11 に 各 
ステ ー ジ の 処理 時 間 が 1 単位 時 間 で ある 場 
谷 と 命令 デコ ー ド ステ ー ジ の み が 2 単位 時 
間 で 残り が 1 単位 時 間 で ある 場合 の パイ プ 
ライ ン 動 作 を 示し ます 。 

図 11a) で は 命令 は 単位 時 間 で 実行 きれ て 
いる よう に 見 えま す 。 図 11b) で は いち ば ん 
実行 の 遅い 命令 デュ ー ド ステ ー ジ の 実行 時 
間 に 引 きず られ て 命令 は 2 単位 時 間 で 実行 
さも らい を よう は に は 上記 あ ます 

この よう に パイ プラ イン 処理 を 行う 場合 
の 命令 実行 時 間 は 一 番 処 理 時 間 の 多い ステ 
ー ジ の 処理 時 間 に な っ て し まい ます 。 し た 
が っ て CPU を 設計 する 場合 に は パイ プラ イ 
ン の 各 ス テー ジ の 処理 時 間 を 同じ に する 工 
夫 が 必要 に な っ て きま す 。 逆 に どれ か の ス 
テー ジ だ け を 高速 に 処理 で きる よう に し て 
も あま り 意 味 が あり ませ ん 。 

実際 の CPU で は , 命令 機能 の 複雑 る に 応 
UC, 命令 デコ ュー ドス テー ジ と 実行 ステ ー 
ジ の 処理 時 間 が ば ら つ いて し まい ます 。 こ 
の だ ため パイ プラ イン ステ ー ジ の 処理 時 間 を 
一 定 に する こと は 並 大 抵 の こと で は あり ま 
vA, これら を 回 避 す る た め の 方 法 と し て 
は 次 の よう か な 方法 が 考え られ ます 。 

@ 命 令 デ コー ドス テー ジ が ば ら つ く 場合 

命令 デコ ー ド ステ ー ジ 自体 を さら に 2 段 
な り 3 段 の 。 それ ぞ れ が 単位 時 間 で 処理 で 
図 11 パイ プラ イン 動作 の 比較 
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きる ステ ー ジ は に 分 割 し て パイ プラ イン 処理 
を し ます 。 これ に まっ て ペイ プラ の 
ステ ー ジ 数 は 増え る こと に な り ま す が , パ 
イプ ライ ン を 単位 時 間 で シフ ト し て いく 〈 こ 
と が で きる た め , 単位 時 間 で の 命令 実行 が 
可能 に な り ま す 。 図 11b) の 命令 デュ ー ド ス 
テー ジ を 。 命令 プリ デコ ー ド (前 処理 ) 2 
テー ジ と 命令 デュ コー ドス テー ジ に 分 けた 場 
合 の パイ プラ イン 処理 を 図 12 に 示し ます 。 
今度 は 単位 時 間 で 命令 実行 が びき る よう に 
だ が ひま し だ ね 。 

@ 実行 ステ ー ジ が ば ら つ くく 場合 

これ は は ほとん と 手 の 施し よう が あり ませ 
ん 。 マ イク ロ プ ログ ラム て 実行 制御 を 行っ 
て いる 場合 は ワイ ヤー ドロ ジッ ク 方 式 に 変 
更 し て 少し で も 処理 時 間 を 減ら す 工 夫 を し 
ます 。 結局 は , 実行 ステ ー ジ が パイ プラ イ 
ン 処理 の ボトル ネッ ク に な っ て し まう の で 
す 。 ま た, 実行 ステ ー ジ の 処理 時 間 が 命令 
の 実行 時 間 ほ と いう こと に な り ま す 。 

と ころ で , 現在 広く 出回っ て いる CISC 
(Complex Instruction Set Computer) チ 
ッ プ で の パイ プラ イン 処理 の 単位 時 間 は 少 
し 前 まで は 2 クロ ッ ク が 基本 で し た 。 これ 
は nMHz の 周波数 で 動作 させ た 場合 (n/2) 
MIPS と いう 性 能 に な り ま す 。 し か し , 最近 
は 1 クロ ッ ク 処 理 が 流行 に な り , その 性 能 
は RISC(Reduced Instruction Set Compu 
ter) チッ プ に 人 迫 ろ うと し て いま す 。 こ の 場 
合 は nMHz の 周波 数 で 動作 る せる と nMIP 
S の 性 能 を 得る こと が で きま す 。 周波 数 n と 
し て は 25,33 あ る い は 50MHz が 流行 で すか 
ら 大 変 な 性 能 で すね 。 
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a) 各 ス テー ジ の 処理 時 間 が 等 し い 場 合 


b) 命令 デコ ー ド の み 2 単 位 時 間 か か る と き 


図 11 デコ ー ド ステ ー ジ を 2 段 に 分 けた パイ プラ イン 処理 B3 パイ プラ イン イン タロ ッ ク を 生じ る 場合 の パイ プラ イン 処理 
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2] の 命令 の アド レス 生成 で 使用 する 


2 デー いこ ゴ ンタ ロウ グ の 


パイ プラ イン 処理 を 行う 場合 , 問題 と な 
る の が ハザード (干渉 ) と イン タロ ッ ク ( 待 
ち ) の 間 題 で す 。 た と えば , ある 命令 が レ 
ジス タ の 値 を ベース ア ドレ ス (レジ スタ の 
値 が アド レス 値 し な る ) と する アド レッ シ 
ング モー ド を 持っ て いた 場合 , 直前 の 命令 
が を の レジ スタ の 値 を 変更 する な ら , その 
直前 の 命令 の 実行 が 終了 する まで オペ ラン 
ド の アド レス 生成 ステ ー ジ を 開始 する こと 
が て きま せん 。 この よう な フイ ア ライ ッ 処 
理 ス テー ジ 間 の 干渉 を ハザード と いい ます 。 
ハザード が 出現 し た ら そ れ が 解消 る れる ま 
で パイ プラ イン 処理 の 待ち 合わ せ を 行わ な 
けれ ば な り ま せん 。 この 待ち インタ ロッ 
ク と いい ます 。 図 13 に イン タロ ッ ク を 生じ 
る 場合 の パイ プラ イン 処理 を 示し ます 。 

b し ハザード が 生じ る 場合 , それ に 気 づ 
か ず に (イン タロ ッ ク さ れず に ) パイ プラ 
イン 処理 が 行わ れ て いっ た ら プ ロ セ ッ サ は 
誤動作 し て し まい ます 。 こ の よう な 誤動作 
を な くす る だ た め に , パイ プラ イン 処理 を 行 
う ブ プロ セッ サ は スコ アボ ー デ ィング と いう 
ハザード 検出 機能 を 持っ て いま す 。 こ れ は 
命令 の 実行 結果 の スト ア 場 所 (レジ スタ ) 
と 1 対 1 に 対応 する フラ グ ビ ッ ト を 集め た 
スコ アボ ー ド レジ スタ と 呼ば れる レジ スタ 
に 対し て 先行 する 命令 が 書き 込み 予約 フラ 
グ を 立て , 後続 する 命令 が それ を 参照 する 
こと て 処理 を 開始 で きる か 否 か チェック 
する 機構 で す 。 

スコ ユア ボー ドレ ジス タ の 構成 を 図 14 に 示 
し ます 。 要する に , アド レス 生成 ステ ー ジ 
より も 発 の ステ ー シ ジ (オペ ラン シンド フ ェ ッ チ 
ステ ー ジ 実生 ステー ジオ ペラ ンド え キ ド 
アス テー ジ ) て 処理 きれ て いる 命令 が 変更 
する レジ スタ の 一 覧 表 で す 。 を そし て , ひとつ 
の 命令 の 処理 が 終了 する た びに スコ アボ ー 
ドレ ジス タ は シフ ト さ る され て いき ます 。 

IT, これ まで の 説明 は アド レス 生成 に 
用 いる レジ スタ を 先行 する 命令 が 変更 する 
場合 (これ を レジ スタ ハザード と いう ) で 
し た だ た が, ハザード に は 次 の よう な も の も あ 
EEF 
@ フ ラグ ハザード 

衝 件 分 岐 命令 で 参照 する 条件 フラ グ を 先 
行 す る 命令 が 変更 する 場合 。 

@ メ モリ ハザード 

命令 の オペ ラン ド デ ー タ の 一 部 また は 全 
部 を 先行 する 命令 が 書き 換え る 場合 。 

これ ら の うち , レジ スタ ハザード や フラ 
グ ハ ザ ー ド は アド レス 生成 ステ ー ジ で , 2 
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モリ ハザード は オペ ラン ド フ ェ ッ チ ス テー 
ジ て オン タロ ほ は ッ メッ グ が 生じ ます 。 そ し て 。 € 
の 検出 は スコ アボ ー デ ィング 機構 に よっ て 
行わ れる の が 普通 で す 。 

EGIT, Zoram chow, 
関数 ユー ル 命 令 あ る い は リタ ー ン 命令 で は 
スタ ッ ク ポ イン タ の 更新 が 頻繁 に 行わ れ ま 
4, これら の 命令 は 通常 の アロ グラ ム で よ 
く 用 いら れ , し か も 連続 し て 現れ る こと が 
多い よう で す 。 し か し , どの 命令 も スタ ッ 
ク ポ イン タ の 値 を 使用 し て アド レス 生成 を 
行い ます か ら 5 レジ スタ ハザード に な っ て し 
まい ます 。 こ の スタ ッ ク ボ ポイ ンタ の ハ ザ ー 
ド に よる イン タロ ッ ク は CPU の 全 実 行 時 間 
の うち 相当 な 割合 を 占め る こと が 予想 きれ 
ます か ら , これ を 回 避 す る こと が 人 性能 向上 
の だ た だめ に は 重要 で す 。 

この だめ , 最近 の CPU で は スタ ッ ク ボ イ 
ンタ を 特別 扱い し , た だ スコ アボ ポー ディ ン 
グ に よっ て ハザード を 検出 する だ け で は な 
C6, 値 を 予測 し て イン タロ ッ ク を 回 避 し て 
いま す 。 パ イプ ライ ン 処 理 の 各 実 行 ス テー 
ジ が スタ ッ ク ポ イン タ の コピ ー を 持っ て い 
る の で す 。 プ ッシュ 命令 , ポッ プ 命 令 , 関 
数 コー ル 命 令 , リタ ー ン 命令 で は スタ ッ ク 
ポイ ンタ の 値 が い 〈 つ 変化 する か は 一 意 に 
決ま っ て いま すか ら , 命令 デコ ー ド 時 に は 
アド レス 生成 時 で 使用 する スタ ッ ク ボ イン 
タ の 値 が 計算 で き て し まい ます 。 

特別 な 処理 が 行わ れる ろ ス タック ポイ ンタ 
iE 2:4, 図 13 か ら 明 ら か な よう に 。 A 
ンタ ロッ ク は 命令 の 処理 性 能 を 低下 る せ て 
し まい ます 。 この た め , パイ デラ イン 処理 
を 行う プロ セッ サ で は イン タロ ッ ク が 生じ 
な いよ うな プロ グラ ミン グ が 必要 に な っ て 
きま すら し か し か が かしく こい PPLI に な る ろ ち オ 4 
ンタ ロッ ク が 生じる 場合 は その 間 を 利用 し 
て イン タロ ッ ク と は 無関係 な 後続 する 命令 
を 実行 し て し まう こと も あり ます 。 こ の よ 
うな 命令 の 追い 越し 処理 は 内 部 先行 と いう 
ZMT 知ら れ て で て いま す 。 これ は スラ コア ボー 
ディ ング 機能 を 強化 する こと で 実現 可能 で 
図 15 分 岐 命令 が ある 場合 の パイ プラ イン 


命令 フェ ッ チ [| | | 2 BB 


す 。 内 部 先行 は 大 型 計算 機 で は 昔 か ら 6 行わ 
れ て いる 技法 で す が , 現在 の マイ クロ プロ 
セッ サ で は ハー ドウ ェ ア 量 の 関係 か ら ほ と 
ん と 行 お れ で いな いよ う て で す 。 


DIEM POWE 


パイ プラ イン 処理 を 乱す 最も 大 き な 有 要因 
は 分 岐 命令 で す 。 分岐 が 生じ る と その と き 
パイ ブフ" ライ ン の 各 ス テー ジ で 処理 きれ て い 
る 命令 は すべ て 無効 に な り , 分 岐 先 の 命令 
フェ ッ チ か ら パ イプ ライ ン 処 理 あ やり 直さ 
な けれ ば な り ま せん 。 何 も 考 えな い 実 現 方 
法 で は 分 岐 先 の 命令 フェ ッ チ は 実行 ステ ー 
ジ の 次 に きま す 。 ION, 分 岐 命令 の 実 
行 時 間 は n 段 の ステ ー ジ を 持つ パイ プラ イ 
ン で は (mnー1) 単位 時 間 に な っ て し まい ます 。 
し か し , 多く の CPU で は アド レス 
生成 ステ ー ジ の 次 か ら 分 岐 先 の 命 
令 ジ ェ ッ チ を 行う (これ を 先行 シ 
ャ ング 処理 ほし いう らし い ) だめ に 
3 単位 時 間 で 分 岐 命令 を 実行 する 
こと が で きま す (実際 は る ら に 1 
ー2 ク ロッ ク の オー バー ペ ヘッド が 
ある こと が 多い )。 この 様子 を 図 15 
IPM Ay E 

以上 は 無 条件 分 岐 命令 の 例 で す 
i 条件 分 岐 命令 し なると, フラ 
グ ハ ザ ー ド に よる イン タロ ッ ク の 
問題 も ありま すし , 話 が る さら に や 
や こし くく な り ま す 。 無 条件 分 岐 命 
令 に し ろ 条 件 分 岐 命令 に し ろ , パ 
イプ ライ ン 処 理 を 乱す こと に は 違 
いあ り ま せん か ら 効 率 的 な 分 岐 命 
令 の 処理 が 必要 に な っ て きま す 。 
TITRATTA AL 
て 分 岐 命令 を 効率 的 に 実行 する 手 
法 に つい て 説明 し ます 。 

e 遅延 分 岐 

分 岐 が 生じ た 場合 は その 時 点 で 
の パイ プラ イン 処理 の ステ ー ジ に 
ある 命令 を 無効 化す る の が 原則 で 
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す 。 し が し 。 図 16 を も う 一 鹿 見 て くだ きい 。 
図 15b) の 場合 , 分 岐 先 の 命令 フェ ッ チ に よ 
っ て 無効 化 さ れる 命令 3 と 命令 4 は 分 岐 先 
の 命令 の 実行 を 妨げ る こと な く 〈 く 実行 で きる 
だ け の 空き 時 間 が 存在 し ます 。 それなら ば , 
わざ わざ それ ら の 命令 を 無効 化 せ ず に 実行 
し まし ょ うと いう の が 遅延 分 岐 の 考え ぇ 方 で 
Eg 

遅延 分 岐 を 採用 する 場合 , 分 岐 命令 の 後 
の いく つか の 命令 が 実行 きれ て か ら 分 岐 が 
行わ れる こと に な り ま す 。 遅延 分 岐 に 先 立 
っ て 実行 が 行わ れる 命令 の 置か れ て いる 位 
直 を 遅延 スロ ッ ト と いい ます 。 

遅延 スロ ッ ト を 活用 すれ ば パイ プラ イン 
処理 の 乱れ は な く な り ま す が ,。 そこ に と ん 
な 命令 を 持っ て くる か が 問題 で す 。 よ ほど 
プロ グラ ミン グ 技 術 の ある 人 か , 非常 に か 


図 14 スコ アボ ー ド レジ スタ 
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a) move £l, RO……RO を 予約 
b) add R2, R3 ……R3 を 予約 
c) move R3, RI ……RI を 予約 
d) move (R3) R2 | 


d ) の 命令 が アド レス 生成 ステ ー ジ に ある 場合 の 
スコ アボ ー ト ドレ ジン スク 。 
て R3 を 読み 出 そ う と する が , R3 は 実行 ステ ー ジ に 
ある 命令 b) に よっ て 予約 され て いる 。 


d ) で は アド レス 値 と し 
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a) 何 も 考 えな い 分 岐 処理 
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b) TFUARHÉ, IS MRET S v 


し こい コン パイ ラ で な けれ ば 効率 的 な 命令 
実行 は 望め ませ ん 。 マ イク ロ プ ログ ラム で 
使用 きれ る マイ クロ 命令 や RISC の 命令 で 
は , 命令 の 処理 単位 が 単純 化 さ きれ て いる の 
C, 遅延 スロ ッ ト に 置く と 効果 的 な 命令 が 
多く あり ます 。 し か し , CISC の マク ロ 命 令 
は 多く の 基本 機能 を 集め た も の で すか ら , 
分 岐 の つい で に ちょ っ と と いう よう な 命令 
は あま りあ り ま せん 。 こ の た だ ため , CISC の C 
PU で は 遅延 分 岐 が 採用 きる れる こと は な いよ ょ よ 
2 で て す 。 マイ クロ 等 令 や RISC 以 外 に は DD 
SP が 遅延 分 岐 を 採用 し て いる こと が 多い よ 
s ir ut 
e 分 岐 予 測 

衝 件 分 岐 命令 の 分 岐 先 を 了 予測 し て 命令 フ 
ェ ッ チ を 行う 技法 が 分 岐 子 測 で す 。 条 件 分 
岐 命令 が ある と CPU は それ が 分 岐 する ヵ か 分 
岐 し な いか を 予測 し て , 分 岐 し た 方 向 に 命 
令 フ フェッチ を 行い ます 。 この 場合 。 
ライ ン の 各 ス テー ジ の 処理 結果 に は それ が 
仮 の 結果 で ある こと を 示す タグ (目印 ) が 
付け られ ます 。 そして, 最終 的 に 分 岐 が 決 
定 き れ て 予測 と 一 致し て いれ ば , タグ は 取 
り 除 か れ ま す 。 も し 一 致し な いな ら ば , 各 
ステ ー ジ て 現在 処理 中 の 命令 を 無効 化し て 
命令 フェ ッ チ か ら 6 処理 を も やり直し ます 。 

ここ で , ある 分 岐 命令 が 分 岐 す る か 否 か 
の 判断 は , 分 岐 命令 の 種類 や コン パイ ラ が 
生成 する 命令 列 の 性 質 が 参考 に な り ま す 。 
だ た と えば , ルー プ 和 命令 は 分 岐 する 確率 が 高 
いと いえ る て し ょ よう 。 あ る い 令 、 

if (条件 ) then 処理 A else 処理 B 

と いう 高級 言語 の 1 文 に 対し て , 


TEST 条件 : 条件 の テス ト 
BEQ 処理 B: 不成立 な 6 処理 B へ 


図 16 分 岐 履歴 表 
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と いう ユー ド を 生成 する コン パイ ラ に お い 
て は , BEQ (Branch if equal) と いう 条件 
分 岐 命令 は 分 岐 し な い 確 率 が 高い と いえ ま 
す 。 なぜなら 通常 パス (処理 する 確率 が 高 
い ほ う ) は else よ り も then の 後に 書か れる こ 
と が 多い と 考え られ る か ら で す 。 最近 で は 
CPU の 開発 し と コンパイラ の 開発 は 同一 メー 
カー て 生 わ 入る こと が 多い の で コン パオ イラ 
の 性 質 に 合わ せ た チ ュー ニン グ は 難し いこ 
と で は あり ませ ん 。 

@ 分 岐 履歴 表 と デコ ー ド 履歴 表 

分 岐 予測 に よっ て よい 性 能 を 得る た め に 
は , 分 岐 す る か 否 か の 予測 を 高い 確度 で 行 
わな けれ ば な り ま せん 。 その 予測 を 過去 の 
振る 舞い に 従っ て 行う の が 分 岐 履歴 表 を 用 
いた 分 岐 予 測 で す 。 分 岐 履歴 表 と は , 同じ 
分 岐 命令 が 実行 きれ る と き に 正確 な 子 測 を 
行う た め の 情 報 を 格納 し て お なく 表 の こと で 
す 。 

分 岐 子 測 の も っ と も 単純 な や りか た は , 
前 回 の 分 岐 と 同じ 方 向 に 分 岐 する と 予測 す 
る こと で す 。 こ の と き の 分 岐 履歴 表 は , 分 
岐 命令 の アド レス と 分 岐 先 の アド レス の ペ 
ア を 覚え て お な 〈 一種 の キャ ッシュ メモ リ に 
な り ま す 。 図 16 に 分 岐 履歴 表 を 実現 する 方 
法 の ひと つ を 示し ます 。 

分 岐 履歴 表 は 命令 フェ ッ チ の た びに 参照 
る れ ま す 。 も し 命令 フェ ッ チ アド レス が 分 
岐 履歴 表 の 分 岐 命令 アド レス と 一 致す れ ば , 
以後 の 命令 フェ ッ チ は それ に 対応 する 分 岐 
先 ア ドレ ス か ら 6 行わ れ ま す 。 も し 一 致し な 
けれ ば 分 岐 命令 の 命令 長 わ 加え た 次 の アド 
レス か ら 命 令 フ ェ ッ チ が 行わ れ ま す 。 ZL 
C, 実際 に 分 岐 命令 が 実行 ステ ー ジ を 通過 
し た 後に , 分 岐 命令 アド レス と 正しい 分 岐 


分 岐 履歴 表 
分 岐 命令 分岐 先 
アト レス 


先 ア ドレ ス で 分岐 履歴 表 を 更新 し ます 。 

分 岐 履歴 表 は 確か に 効果 は 期待 で きま す 
が 実現 する た め に ハー ドウ ェ ア 量 が 多く な 
る の が 欠点 で す 。 それ に 対し て も っ と 簡単 
な 方 法 て 分 岐 する 方 向 を 予測 する 方 法 が 考 
えら れ て いま す 。 それ が デュ コー ド 履 歴 表 で 
す 。 こ れ は 分 岐 履歴 表 と は 異な り , 分 岐 先 
アド レス を 記憶 し て お く の で は な く , 分 岐 
命令 アド レス に 対し て 分 岐 す る か ヵ か 否 か を 示 
ルト を BE し て お おく 方 式 て す 。 RO 
1 ビッ ト は 分 岐 命令 の アド レス 生成 ステ ー 
ジ で 参照 し , 次 に 行う 命令 フェ ッ チ の 方 向 
を 予測 する も の で す 。 

分 岐 履歴 表 は 命令 フェ ッ チ の 段階 で 分 岐 
先 を 予測 し ます か ら , 予測 が 成功 し た 場合 
分 岐 命令 の 実行 は 1 単位 時 間 で で きま す 。 
それ に 対し て デュ コード 履歴 表 で は 図 15b) の 
無 条 件 分 岐 の 場合 と 同じ で 3 単位 時 間 で 分 
岐 命令 の 実行 を 行い ます 。 rd 
計算 機 で は 一 般 的 な 技法 で す が , マイ クロ 
プロ セッ サ に は 最近 に な っ て や っ と 採用 る 
れる よう に な り ま し た だ 。NEC の V80 と 三菱 
電機 の Guricso/100 が 代表 的 な と ころ で し ょ 
2. V80 は 分 岐 履歴 表 の 考え 方 を 利用 し , 
GwicRo/100 は デコ ー ド 履歴 表 の 考え 方 を 利 
用 し た 分 岐 予測 を 行っ て いる よう で す 。 

E: 

32» FCPUEZ xz 5L5X—HWALM 
と が る マイ グロ グロ グラ ん と パオ デラ イン 
の 技法 に つい て 簡単 に 説明 し て きま し た が 
と うだ つ だ て し よう 。 や は すり Dro E 
し か っ だ か も し れ ま せん ね (パソ コン 雑誌 
に こん な 記事 を 書く ほう も 書く ほう だ が を 
れ を 載せ る 0h!X も 困っ た も の だ ) 

プロ セッ サ の 性 能 を 向上 る せる た め に は 
パイ プラ イン 処理 を 効率 よく 実行 きせ る こ 
と が 重要 で す 。 命令 実 行 の ワイ ヤー ドロ ジ 
ッ ク 化 や 分 岐 予測 機構 な ども 各 パ イプ ライ 
ンス テー ジ の 実行 時 間 を 均一 化す る た め の 
一 手法 で ある と 考え ん えれ ば すっ きり する の で 
は な いで し ょ うか 。 CPU の アー キテ クチ ャ 
も この よう に ひと つの 観点 か ら 見 て いく と 
な か な か お も し ろ い も の で す 。 
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FR) 明彦 


人 は 計算 機 に な に を 期待 し て きた か , ま 
だ な に を 期待 し て いる の だ ろう か 。 

人 間 の 代わ り に な ん で も や っ て くれ る こ 
と , 人 間 を 雑事 か ら 解 放す る こと …… の 
ん な と ころ で あろ う 。 か つて の 僕 も 6 そう だ 
っ た の だ が , コン ピュ ー タ に 触れ た こと の 
OAR, コン ピュ ー タ と いえ ば 万 能 の 機 
Bk, どん な 難問 も た ち ど こ ろ に 解決 し て 
れる と いう 幻想 を 持っ て いる も の だ 。 

ょ よく ご 存じ の と お り , この 楽観 的 な 期待 
と は 裏腹 に コン ピュ ー タ は 単なる 計算 機 , 
電卓 の 親玉 と し て の 存在 で し か な か っ た 。 
を そう 。 吉 解 し て は いけ ない 。 ユ ンピュータ 
は 決し て な ん て も て てき る. の で は だ い 。 
人 間 が 手順 を きっ ちり と 教え さえ すれ ば, 
人 間 が 手 作 業 で 計算 する 代わ り に 高速 か つ 
正確 に 計算 する , それ が コン ピュ ー タ が だ 。 

逆 に いえ ば , 原始 的 な 計算 機 言語 の 範囲 
で 表現 で き な い 作業 に 対し て は , コン ピュ 
ー タ は まっ だ く の ダ ル マ き ん に な っ て し ま 
う 。 こ の 「 コ ンピュータ = 道具 」 論 を 踏み 
誤る から,「 高 価 な パソ コン を 買っ た は いい 

が 。 い ま は ホコ リ を か ぶっ て し まっ て いる 」 
と いう パタ ー ン の 話 が あと を だ だ な くく な っ 
ioca pom タ に 期待 し すぎ て は 

* け な い 。 過度 の 期待 に 応 を る に は , いま 

の 計算 機 ほ し いう の は 少し ば か り 無 愛想 すぎ 
る の だ (無愛想 な 職人 に 腕 の 立つ 者 が 多い 
b, コン ピュ ー タ も こし と 数 値 計算 に 関し て 
な ら 右 に 出る 者 は いひ まい) 

Qt. で ん が ここ な か が て パコ ンピュータ デ 
電子 頭脳 (古い )」 と いう 幻想 は 崩れ て いき , 
コン ピュ ー タ は 「 電 算 機 」 と いう 呼ば れ 方 
だ き 秋 る よう に だ に な っ だ た 。 こ うな る も ゆい よい 
よ 「 理 系 バリ バリ の 人 間 が 使う 計算 専用 機 」 
の イメ ー ジ が 定着 し た よう で ,「 私 は 文系 人 
間 ど だ か ら コ ンピュータ は 全然 受け 付け な い 」 
的 発言 も ちら ほら 。 個人 的 に は , 文系 の 人 
に も と し と し 使っ る て も ら る だ は うう が 、 ラン 
ピュー タ 界 の 発展 の た め に は いい と 思う の 
だ が 。 計 算 機 は 次 第 次 第 に 怪物 化し て いっ 
T, コン ピュ ー タ 嫌い の 人 か ら ま すま す 遠 
い 存 在 に な っ て し まい そう だ 。 
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デー タフ ロー・ マ シン や ニュ ー ロ コン ピュ ー タ な ど , 


いま 話題 の ち 


ょ っ と ヘン な コン ピュ ー タ に つい て わか りや すく 解説 し ます 。 ヘ ン 


な コン ピュ ー タ 


と 現在 の コン ピュ ー タ が 形成 する コン ピュ ー 


タ 社 会 


の 未来 像 を 見 て いき まし ょ う 。 


誤解 を 招く と で あい が 患い の で 断っ て お 
(X, 僕 は その こと 自体 が 決し て 悪い と い 
っ て いる の で は な い 。 COROT III 
コン ピュ ー タ の 成長 が こう いう 方 向 に きた だ 
と いう だ け の こと だ 。 も うみ ん SUR 


使う 限り は 強力 な の が いい に 決ま っ て いる 。 


コン ピュ ー タ の 高 性 能 化 は 歓迎 すべ きだ 。 
し か し 毎日 の よう に コン ピュ ー タ を 扱っ 
で いる と 。 客観 的 に 見 た で 『 い じ ま の 」 ユ コン ピ ビ 


ポー の 会 名 見 失っ て し まう の て は な いか 。 


ふら に 。 守 まれ て いる 「 こ れ か ら 6 の 」 コ ロン 
ピュ ー ダ の 次 も 見 を な く な っ て し まう の で 
は な いか 。 確か に アー キテ クチ ャ が どう の 
こう の と か いう 議論 は 僕 に と っ て 大 変 興味 
いと る る だ 。 し か し 。 SOLEBEA2'H 
常 接し て いる コン ピュ ー タ か ら か け 離 れ た 
ラン ピロ ュー に つい て 考え る こと で て 。 ME 
現在 の コン ピュ ー タ の 抱え る 問題 を 見 つめ 
直す 機会 が で どき る か も し れ な い 。 川 の 流れ 
に 流 き れる だ け で は な く , と き に は 岸 に 上 
っ て 流れ を 見 つゆ よう で は な いか >。 


デー タフ ロー・ マ シン 


僕ら は 毎月 この Oh!X 誌 を 本 屋 で 手 に す 
Ac I4 CS 
世間 に 星 の 数 ほど ある 雑誌 は , 発売 日 に 遅 
れる こと な く 本 屋 の 店 先 に 並ぶ 。 し か し こ 
の 本 1 冊 が で きる まで に は , 実に 多く の 人 
が 関わ っ て いる 。 原稿 を 書く 人 間 だ け で は 
決し て 雑誌 は 出 な い 。 

ここ で 特に 出版 まで の 過程 に 影響 を 与え 
る の が , スタ ッ フ に 依頼 する 原稿 , と り わ 


BU, いま 書い て いる よう な 特集 記事 の 原稿 


で ある 。 特集 の 記事 な ん か は ひと り の カ で 
で き あ が る は ず な ど な く , 編集 部 は 何人 か 
の スタ ッ フ に 。 これ これ この テー マ に 沿っ 


て 原稿 を 書い て くれ と 依頼 する 。 こ の 原稿 


書き た な ち も いろ いろ な 個性 を 持っ て いて , 
を それぞれ 味 の 違 う 文章 を 書く の だ が , ここ 
で 特に 問題 に し た い の は , 記事 を 仕上 げ る 
スピ ー ド だ 。 大 急ぎ で 書く 人, 締め 切り が 
飼っ で きき て で て がら 5 あわ て る 人 。 き まき る まだ 。 


いや 本 誌 ば か が り で は な い , 


だ か ら 仕 上 が り 日 が 和信 に よっ て 違う の は 下 
極 当 然 で , 締め 切り 日 は 同じ は ず な の に 人 原 
稿 の 入り で あい が 違う か ら と いっ て , すべ 
て が 筆者 た ちの 責任 上 は 限ら な い 。 

C, 早く で き あ が っ た 原稿 か ら 順 に , 編 
集 作 業 が 始ま る 。 内容 が 適切 で な いと ころ 
は 手直し を され , も ちろ ん 誤字 脱字 も チェ 
ッ ク さ れる 。 図版 の 指示 や リス ト の 出力 , 
連載 記事 な ど に は イラ スト も 入れ て も ら う 5 
L, ゲー ムレ ビュ ー に は 写真 の 手配 も 必要 
だ 。 材 料 が 揃っ た ら レ イア ウタ ー に 渡さ れ , 
見 栄え を が する よう に レイ アウ ト さ れる 。 

を の レイ アウ ト に 従っ て 図 は 清書 され , 
文字 は 写植 で 綺麗 に 仕上 げ ら れる 。 写 植 屋 
きん か ら 初 校 が 上 が っ て くる の で , 赤い ペ 
ン 片 手 に 校正 が 始ま る 。 誤字 が あっ た だ た だら も 
ちろ ん 片端 か ら チ ェ ッ ク し て い 〈 く 。 これ は 

に 校正 屋 さ ん の 仕事 だ 。 き さら に 技術 スタ 
ッ フ な ど に より 内 容 の 再 チ ェ ッ ク が 行わ れ , 
最終 的 に 編集 で 校正 が まとめ られ る 。 

校正 が すん だ ら , 写植 屋 で 訂正 が むこ な 
われ , ここ で 初め て 印刷 屋 き ん に 回 す 。 写 
真 の 製版 な ど ぼ が で きだ た と ころ で , 今度 は 印 
刷 所 に 直接 出向 いて いっ て 最後 の 校正 を 行 
い , 正式 に 印刷 が 始ま る 。 印刷 ・ 製 本 が す 
ん で で き あ が っ て きた 雑誌 を 全国 の 本 屋 さ る 

に 配送 し て , や っ と 読者 の 目 に 触れ る こ 
と に な る 。 これが 毎月 繰り 返さ れる の だ 。 

原稿 な ほげ は で き あ が っ た も の か ら 順 に 次 
の 工程 に 回 し て いく 。 書き 上 が っ た 原稿 は 
編集 作業 へ , 編集 作業 が すん だ OFA, FI 
刷 所 へ , と に か が く 早 に も の は 先 に 先 に と 扱 
われ る 。 へ ヘタ に 溜め て いたら, あと で えら 
いこ と に な る か ら 6 だ 。 な が な か て き あ が ら 
な い 原 稿 が あれ ば , 記事 担当 の スタ ッ フ を 
せっ つく こと も ある か も し れ な い 。 万 ー, 
間に合わ な か っ た だ たら , 編集 作業 に 重大 な 支 
隊 を きだ すこ と に も な ゆり が ね な い が り 5 だ 。 

別に 僕 は 「 雑 誌 が 誕生 する まで 」 な と と 
いう ドキ ュ メ ンタ リー を 書き だ か っ だ わけ 
で も な ん で も な い 。 原稿 , 図版 , イラスト, 
写真 …… と いっ だ た 「 デ ー タ 」 が , 編集 部 の 
人 々 や 印刷 所 の 人 々 の 間 で 加工 され て , 体 
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っ て いく よう す を 比較 的 わか りや すい 例 で 
いっ だ た まま て だ 。 

ST, ここ て 計算 機 に 話題 を 戻 そ う 。 計 
算 機 は 「 デ ー タ 」 を 飲み 込ん で , ある 規則 
に 従っ て 加工 し , 「 結 果 」 を 吐き 出す 機械 で 
ある 。 走る ツ ソフ トウ ェ ア に よっ て デー タ の 
形態 も 処理 内 容 も 違う ので, 見 か け 上 は ま 
っ だ た だく 違っ て も 本 質 的 に は 同じ だ と 思う 3。 
コン パイ ラ だ ろう が ゲー ム だ ろう が 。 多分 
この 法則 に 当て は まる で あろ う 。 
現在 主流 し な っ て いる ノイ マン 型 の コン 
ビュ ー タ は , メス モリ の 上 に 行儀 よく 並ん だ 
命令 語 を 順番 に 処理 する 。 プ ログ ラミ ング 
用 の 言語 を 使っ て 処理 の 手順 を 具体 的 に 記 
述 す る の だ が , ノイ マン 型 コ ンピュータ で 
は , 処理 する 順番 に , 数 式 な ど を 記述 し て 
いけ ば よい 。 これ は , シン グル プロ セッ サ 
を 搭載 する コン ピュ ー タ に と っ て ,「 ひ と つ 
の 」 理 想 的 な 形態 だ と 思う 。 

一 方 , 雑誌 出版 の ほう は どう か 。 ま ず 原 
桐 書 きか らし て 何人 も いる 。 編集 部 の 人 々 


な ども 含め て た くさ ん の 人 々 が 関わ っ て 


いる こと は 前 に 書い た と な お り 。 コ ユ コンピュー 
2 に あたる と マル チン ロ セ ッッ と いう こ 
と に な る だ ろう 。 き すれ ば この 作業 は 「 並 
列 処理 」 で 行わ れ て いる こと に な る 。 

M EBEG Rb, シン グル プロ セッ サ , 
すなわち だ っ だ ひし と り で 雑誌 を 出す こと を 


考え て みよ う 。 原稿 を 書く の も 当然 ひと り 。 


全部 あわ せ て 100 ペー ジ 余 り に も な る 文章 
を ひと り で 書き 続け る こと に な る 。 図版 も 
写真 も イラ スト も , すべ て ひと り で こなし 
て いさ く 。 印刷 所 に いっ て 製版 を する の も 自 
分 な ら , 校正 を する の も 自分 …… POHA. 
で きる わけ が な いこ と は お わか り い た だ た だけ 
る こと と 思う 。 並列 処理 は 処理 を 効率 よく 


終わ ら せ る だ め の 必 須 ア イ テ ム な の で ある 。 


eS C, 原稿 その 他 が 
と は すでに 述べ た だ た が, その デー タ の 「 流 れ 」 
を ちょ っ と 見 て ほし い 。 編集 者 は スタ ッ フ 
に 原稿 を 依頼 し し で き あ が っ て 〈 く る の を 待 
つ 。 仕 上 が り が 遅 け れ ば せっ つく 〈。 原稿 が 
で き て 初め て 次 の 作業 に か か れる 。 

こ 和 を ンピュータ 的 に いい な お そう 。 
プロ セッ サム A は デー タ を 用 意 し ろ と プロ セ 
ッ サ B に 有 要求 し し プロ モッ サ B は デー タ の 
作成 を 始め る 。 ditas ET 
ロ セ ヤッ サ B は プロ セッ サ A に デー タ を 送り 。 
デー タ を 受け 取っ だ プロ セッ サ A は この デ 
ー タ を 刀 て する 作業 を 始め る 。 

2 じじ お あかり に (て な っ た 。 いきなり 本 題 
に 入ろう 。 こ こ に 「 デ ー タ フロ ー 
O0 Hfüi2352017^,7—5*X7nu— 


「 デ ポータ 々 て ある こ 


SELS j 
uae d dd 


図 1 雑誌 の 作り 方 いろ いろ 


並列 処理 (デー タフ ロー・ マ シン ) 


の キモ は 次 の 2 つ で ある 。 
@ デー タ 駆 動 
ある 命令 を 実行 する と き 


- こ は , その 命令 
i デー タカ が 
揃っ た だ たら その 命令 を いつ で も 実行 で きる 。 


これ は , 「 デ ー タ の 流れ 」 が 命令 を 駆動 し , 
作業 の 進行 を 制御 し て いる と いう こと を 意 
味 す る 。 ノ イマ ン 型 コン ピュ ー タ で は 。 処 
理 を 制御 する の は 決し て デー タ で は な く 〈, 
プロ グラ ムカ ウン タ で あっ た 。 デ ー タ で な 
C, ブロ グラ ム 主 導 型 な の で ある 。 メ モリ 
空間 上 に 並ん だ 命令 を 順番 に 実行 し て いる 
この 方 式 で , 「 デ ー タ が 揃う まで 待つ 」 な ど 
と が うと どろ てい 才 ば ジア ログ ラム の 
進行 は を こ で スト ッ プ し て し まう 。 

だ い が い の プ ブログ ラム で は デー タ の 流れ 
は 1 本 で は な い 。 た くさ ん の 細い 支流 が 集 
まっ て 大 き な 川 に な る よう に , また 数 ペー 
ジ の 原稿 を 集め て いっ て 100 ペー ジ 余 り の 
雑誌 が びき る よう に , デー タ と いう も の は , 
要求 する 側 も 供給 する 側 も ひと つ (ひと り ) 
で は な くい に いく つも (何人 も ) ある の が 当 た 
り 前 だ 。 ノ イマ ン 型 で は , 供給 する デー タ 
を 1 つ ひ と つ 用 意 し , それ を 要求 する 命令 
dn UN 人 人 
だ か ら , 処理 中 で な い デ ー タ は , まる っ き 
り 遊 ん て いる こと に な り 。 プ ログ ラム カウ 
ンタ が 自分 の と ころ に や っ て くる の を た だ 
だ た だ 待ち 続け る と いう 構図 が 成立 する 。 

デー タ 駆動 は , 複数 の プロ セッ サ が 独立 
- デ ー タ を 処理 し て いる か ら こ る を 可能 な 技 
な の で ある 。 

な お , ノイ マン 型 コ ンピュータ で も ,。 X 
列 処理 を 行っ て いる も の が ある 。 スー パー 
コン ピュ ー タ が それ で ある 。 し か し スー フ パ 
ー コ ンピュータ の 並列 処理 (カコ ミ 参 照 ) 
i, デー タフ ロー・ マ シン の を それ と 比べ る 


と や や 不 自然 で ある 。 

スー バー コラ ンピュータ の と こ が 不 自然 な 

iu 並列 処理 と いっ て も , ルー プ 文 を 一 
括 し て 処理 し て いる だ け の こと で , 結局 は 
プ ブログ ラム カウンタ の 呪縛 か ら は 逃れ きっ 
て いな い の で ある 。 ア レイ プロ セッ サ は を 
れ ぞ れ 独 立 に 動作 し て は いる が , ブロ グラ 
ムカ ウン タ と は 独立 で な い 。 ル ー プ を 処理 
し て いる あい だ , 全体 の 処理 の 進行 は 止ま 
2 て まや の て いる 。 ジ ロモ ッッ サナ は ここ に か 
か りき り に な っ て いる の だ 。 これ を 雑誌 出 
~ 版 と の アナ ロジ ー で いた を ば どう か 。 いき きる 
か 強引 だ が , 次 の よう に 考え て みた 。 

スタ ッ フ は 一 斉 に 原稿 を 書き 始め る 。 編 
集 諸 氏 は 全員 分 の 原稿 が 出揃う の を 待っ て 

る 。 仮に ひけ とり が 異常 に 遅らせ て も , E 
て 待ち 続け て いる 。 編集 待ち の 原稿 が ち 
ゃ ん と ある の に , 編集 部 が 働い て いな い の 
で ある 。 や っ と 全員 分 捕っ だ た と ころ で , fw 
集 作 業 に 入る 。 以下, 校正 も 印刷 も , 全員 
分 の 処理 が 終わ る まで 次 の 行程 に は 進め な 
い 。 シ ング ルプ プロセッサ 同様 , この 方 式 で 
も 1 カ月 て 雑誌 が 完成 する か どう か 怪し い 
も の が ある 。 

e 要求 駆動 

ある 命令 の 実行 結果 が 必要 に な っ た と き 
に , その 命令 を 駆動 する 。 

だ と えば 週刊 誌 な ど で , 連載 陣 の ひと り 5 
が 急病 で 休載 し , 穴埋め に 新人 の 作品 が 載 
る こと が た まにある 。 こ れ は 「 有 要求 駆動 
に ちょ っ と 近い と 思う 。 仮 に, 休載 に よっ 
て ペー ジ に 容 が あか な い 限 り , この 新人 る 
ん の 出番 は な か っ だ と し よう 。 これ は , 実 
行 結 果 が 要求 され な い 限 り 命 令 が 駆動 され 
な いと いう , 妥 求 駆動 の 特性 と 通じ る 。 要 
求 駆動 で は 必要 の な い 処 理 は し な く て すむ 
OC, 計算 時 間 に 無 駄 が な く な る 。 
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で は , こう し て 駆動 され た 命令 に 必要 な 
デー タ が 揃っ て いな いと き は どう する の か 。 
ー 一 早く 結果 を 出し て くれ よ 。 で も こっ ち 
は まだ デー タ が 揃っ て な いん だ 。 それ な ら 6 
催促 すれ ば いい じゃ な いか 。 一 一 これ が 自 
然 な 展開 だ 。 る さら に きか の ぼっ て デー タ を 
要求 する 。 有 要求 駆動 は 1 段 で な く , 280 
3 段 も 働く の だ 。 そして, 要求 先 の デー タ 
が 完成 し た 時 点 で , 今度 は デー タ 駆 動 に な 
る 。 一 一 ゲー タ が 揃っ た か ら 結 果 も 出 た よ 。 
92 を だ の らく さこ し て くん 衝 。 一 と の 
まり , 要求 元 か ら 見 て 実行 に 必要 な デー タ 
が 全部 揃っ た か ら , お お も と の 処理 を 開始 
で きる の で ある 。 

ME 述べ て きだ た よう に ,。 デー タフ ョ ーッ 
マシ ン と は , デー タ の 流れ を 主体 に し て 処 
理 が 進行 する 処理 系 で , 並列 処理 に 向い た 
MEFECIT EDT ba も か も し; 
すべ て の 処理 が 並列 に 処理 し て か まわ な い 
と いう こと は 稀 で ある 。 前 の 処理 の 出力 
が な いと 処理 が 滞る こと が 多い の だ 。 並列 
処理 を 効率 よく する た め に は こう いっ た こ 
と に も 対処 し な けれ ば な ら な い 。 最 先端 の 
編集 現場 で は , すでに 一 度 実行 が 終わ っ て 
いる 部 分 は 処理 を 省略 する 「 前 号 流用 」 や 
通常 処理 の 因果 関係 に 逆らっ て 原稿 の 内 容 


を 予測 し , 原稿 を 待た ず し て レイ アウ ト を 
行う 「 先 割り 」, 全体 に 影響 が な けれ ば 実行 
の 終わ っ て いな い 部 分 は と りあ え ず 無視 し 
て 次 の フェ イズ に 制御 を 移す 「 カ コミ 後 送 」 
な どの 高度 な アル ゴリ ズム が 駆使 る され て い 
る よう で ある 。 

デー タフ ロー・ マ シン は , いわ ゆる 「 第 
五 世 代 コ ンピュータ 」 の 大 き な 特 徴 の ひと 
うと し て 研究 きれ て いる 。 ア デー ギ テ クチ ャ 

言語 体系 も , 新しい も の を 導入 し な いこ 
と に は , 強力 な 並列 処理 機械 し し て の 能力 
を 発揮 きせ る に は 至ら な い だ ろ う 。 


ニュ ー ロ コン ピュ ー タ 


コン ピュ ー タ は 考え か が かい 。 いきなり な に 
を いう の か し 思っ た 方 も 多 か ろ う 。 ミン シセ ピ 
ュー タ は その 名 の と お り 単 な る 計算 機 , 数 
値 処 理 機 な の だ 。 確 か に 長 時 間 計 算 き せる 
と ラン ピュ ー ク タク は 「 考 た て 」 い る よう に 見 
える 。 が , 内 部 で 行っ て いる の は 膨大 な 量 
の 算術 / 論 理 演算 , それ に デー タ 転 送 く らい 
の も の 。 こ れ を いつ 打てる と も な く 繰 り 返 
に て いる に すさ な に の だ た IE ASAE 
脳 の アナ ロジ ー が いわ れ て 久しい が , 両者 
は 全然 伯 て いな いと いっ て いい くら い が だ 。 


スー パー コン ピュ ー タ の 並列 処理 


最速 の コン ピュ ー タ , スー パー コン ピュ ー タ 。 
この 処理 系 で は FORTRAN が 動く 。 さて, 一般 的 
な FORTRAN プ ログ ラム で は , 処理 時 間 の 大 部 分 
を 占め る の が 繰り 返し 演算 で ある 。 そ こ に 目 を 付 
けた コン パイ ラ 設 計 者 は , FORTRAN 最 適 化 の 一 
環 と し て , 繰り 返し 処理 の 「 自 動 ベ クト ル 化 」 を 
考え た 。 

FORTRAN の ルー プ は , ご 存じ の と お り (?) D 
0 文 で ある 。BASIC で は FOR 一 NEXT 文 に あたる 。 

DO 10 |=1.N 
10 C(D =A(1)+B(1) 

と いう プログ ラム が あっ た 場合 ふつ う は 本 
列 の 中 身 を ひと つ ひ と つ ア クセ ス し て いく 。 A 
(0) と B (0) を 足し て C(0) に 入れ る , A(①1) と B 
(1) を 足し て CC) に 入れ る , cc , A(N) と B 
(N) を 足し て C(N) に 入れ る , と な る 。 こ れ は 
決し て 効率 が よい と は いえ な い 。 そ こ で スー パ 
ー コ ンピュータ は , ベク トル レジ スタ と 呼ば れ 


スカ ラー 
vs | FR | 
プロ セッ サ レジ スタ 
アレ イ 
プロ セッ サ | | | | 
| 3 | | 
# f l 1 
f ! f 1 
f f I 
プロ セッ サ ベク トル レジ スタ 
| a) プ ロ セ ッ サ と レジ スタ の 構成 
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る レジ スタ を 用 意 し た 。 ふ つう の レジ スタ は 値 
を ひと つ し か 格納 で き な い が , ベク トル レジ ス 
タ で は 同時 に 64 個 と か 256 個 と か いっ た ぐあい 
に 複数 の 値 を 同時 に (1 命令 サイ クル で ) 格 納 ・ 
処理 で きる 。 当然 , それ に 対応 し て 演算 器 も 64 
48, 256 個 用 意 さ れ て いる (これ を アレ イプ ロ セ 
ッ サ と 呼ん で いる )。 そし て FORTRAN コ ン パ イラ 
は , ルー プ 文 が 出 て くる と , で きる 限り ベク ト 
ルレ ジス タ て で 処理 させ よう と する 。 上 の プログ 
ラム は も っ と も 簡単 な 例 で , A ベ クト ルレ ジス 
タ に 配列 A(1) の 内 容 を , B ベ クト ルレ ジス タ 
に B(|1) を 、C ベ クト ルレ ジス タ に C(|) を 対 
応 さ せる 。 そ し て "C=A+B" の 命令 一 発 で , 
配列 の 中 身 が 一 気 に 足 さ れる 。 ア レイ プロ セッ 
サ が N 個 の 加算 を 同時 に 行う の で , 処理 時 間 は 
(理論 上 ) 足 し 算 1 回 分 で すみ , N 倍 の 高速 化 が で 
きた 勘定 に な る 。 


1 2 3 N 
E 加算 
1| 加算 
| | 1 回 分 の 時 間 で 終わ る 
N) 加算 
b) N 組 の 数 の 加算 


ュ ン ピュ ー タ は は ほん の 少し の 誤り に も 弱 
ぃ い 。BASIC プ ログ ラム で , つま ら な い タ イ 
プ ミ ス の た め に 「SYNTAX ERROR, XX 
繋 を 食らっ て 腹 を 立て な か っ だ 人 は 多分 い 
が いい だ の う (6 ちろ ん タダ オン ミス を し だ は 
う が 悪 い の だ が , 人 間 は そこ を 素直 に 反省 
で き な い 生き 物 な の だ 。 少な く と も 僕 は を 
うだ っ だ)。 コ ンピュータ の お か げ で 人 間 は 
この うえ ぇ な い 計 算 の 正確 る き を 得 た の だ が , 
を の 代わ り に 使う 側 に も 絶対 の 正確 さき , 細 
心 の 注意 力 を 要する よう に な っ だ の で ある 。 

この こと と 少し 関連 する が 。 a コンピュー 
タ は 故障 に も 弱い 。 シ ステ ム の 一 部 が 死ん 
だ だ け で も , それ は 全体 に と っ て 致命 的 で 
ある 。 あ る 大 型 コ ンピュータ の 話 。 こ の 計 
算 機 に 使わ れ て いる 素子 が 多かっ た 。 その 
うえ ぇ , 素子 の 故障 率 も けっ こう 高かっ た 。 
き て どう な る か 。 数 分 か ら 数 時 間 稼 働 する 
と も う シ ステ ム が ダウ ン す る 。 それ を 修理 
し て まだ 走ら せる 。 あ っ と いう 間 に ま た ダ 
ウン する 。 こ れ で は 動作 が 超 高 速 ど とし て 
b, 全体 の 速度 と し て は 疑問 で ある 。 

な ん だ か コン ピュ ー タ の 悪 日 ば か り 書い 
で て しま よっ な た よう だ 。 供 は され 6 ら 6 の こと を 欠 
点 だ と は な る べく 思い た わく な い 。 GLAT 
算 機 の 持つ 強烈 な 個性 し いう ふう に と ら を え を 


FA し か し 。 コ ンピュータ が 背 及 する う 
AC, これ ら の 個性 は 確実 に マイ ナス の 要 


因 ま も で て 働く 《 く で あろ う 。 コンビ ピュー ダ ズ が 使 
い に く いと 思わ れ て いる 原因 の 多く が この 
辺 に ある か ら が だ 。 

これ ら の こと は , コン ピュ ー タ が 「 曖 味 
性 」 を 持た な いこ と に 端 を 発し て いる 。 逆 
に , 人 間 の 脳 は , 実に この 上 暖 味 きる の お か げ 
C. (ある 玉 面 だ 関し て ほ は ょ ラン セ ュ ー ク 
に 比べ て は る か に 優れ だ 働き を する 。 ユン 
ビュ ー タ と 脳 は , 守備 男 囲 が まっ た だく 違う 
の だ 。 数 値 計算 の 能力 に 限れ ば コン ピュ ー 
タ に 遠く 及ば な い 人 間 の 脳 も , 推論 , 判断 , 
認識 と いっ た 処理 も る せれ ば は る か に 優れ 
て いる 。 両者 が お 互い に 補完 し 合え ば うま 
CU きそう だ 。 

を こ て 出 て くる の が , 頭脳 の 働き を 素直 
に 真似 て みよ う で は な いか と いう 発想 で あ 
る 。 生物 の 身体 は , 我々 人 間 の 獲得 し て き 
た 文明 な ど で は と て も 解明 で きそう に ない 
巧妙 な 仕組 み で 働い て いる 。 頭脳 の 働き を 
モデ ル に し ただ, まっ ただ たく 新しい (発想 目 体 
半 吉 て か ら あ っ た の だ が ) ラコ ンピュータ が 
いま 話題 を 呼ん で いる 。 それ が ニュ ー ロ コ 


ンピュータ で ある 。 


和 M た も の に 2 オオ ヨン ピュ ー タ が ある の , 
こち ら は 生体 素子 を 使う コン ピュ ー タ 。 ニ 
ュー ロコ ンピュータ は , 特に 生体 素子 に こ 


図 2 ニュ ー ロ 素子 


ニュ ー ロ 素子 (ユニット ) _ 
( 図 は 4 入力 1 出力 ) 
他 の ユニ ッ ト か ら の 
>, 入力 は , それ ぞ れ 重 
ix D-s み を つけ られ , その 
ーー 和 が 入力 と な る 。 大 
、 き な 重 み を つけ られ 
た 入力 が 。、 そ の ユニ 
ッ ト に と っ て 重要 な 
意味 を 持つ 。 


た と えば , 中 央 の ユニ ッ ト に と っ て は C か ら 
の 入力 が 大 きく 効い て くる 。 出 力 は F に 対し 
て よく 効く 。、C か ら F へ の コネ クシ ョ ン が 強 
いこ と に な る 。 | 


だ わら な く と も , 脳 の 働き に 近い コン ピュ 
ー タ を 指す 。 ち な み に ニ ュー ロ と は 神経 細 
胞 の こと 。 神経 の 働き に モデ ル を 求め て い 
る の だ 。 

いま 盛ん に 研究 きれ て いる ニュ ー ロ コン 
ビュ ー タ の 構造 は ニュ ー ラ ルネ ットワーク 
と 呼ば れ て いる 。 ニ ュー ラル ネッ ト に は 大 
きく 分 け て 図 に 示す 2 つの モデ ル が ある が, 
b ちろ ん まだ 研究 途上 で , も っ と いい モデ 
ル が 出 て くる 可能 性 も ある 。 ど ちら の モデ 
ル に も 共通 し て いる の は , だ た くさ ん の ニュ 
ー ロ 素子 が あっ て , その ニュ ー ロ 素子 間 に 
結合 を 作っ て いる 点 で ある 。 この 結合 と い 
う の は , 信号 を 送る 線 の よう な も の で , こ 
の 結合 の 強 る で 物事 を 表現 する , と いう し 
こみ に な つて いる 。 

ニュ ー ロ コン ピュ ー タ は 学習 に よっ て 日 
的 を 達成 する 。 も ちろ ん 目的 に 応じ て 学習 
の 方 法 を 変え る 。 繰り 返し て 学習 する 5 
ち に , 次 第 に 高い 率 で 正解 が 出せ る よう に 
な る の で ある 。 通常 の コン ピュ ー タ の よう 
に , あら か じ め プ ブロ グラ ム さ れ た 論理 的 な 
処理 で 答え を 出す の と は まっ た くく 違う 。 V 
し ろ , 連想 で 答え を 出す と いう いい 方 が 正 
Los, だ と えば 誰 で も 掛け 算 の 九 九 を 覚え 
だ た と は 思う が , まき に 理屈 抜き で 覚え た と 
AD. うし 九 が 日 あつ いて スラ スラ 出る の は , 
反復 的 学習 の 成果 で ある 。 

九 九 に 限ら ちず, 人間 の 行為 し いう も の は 
実 の と ころ みん な こう で , た と えば 自動 車 
の 運転 に し て も , 操作 の 手順 を 考え な が ら 
運転 し て いる 人 は 免許 取り た て の 人 だ け で 
ある 。 これ も 練習 する うち に , 動作 を 身体 


が 覚え る 。 つ まり 脳 の 中 に そう いう 神経 の 
パタ ー ン が 根づい て し まう の だ 。 こ の 神経 
の パタ ー ン が ,。 すなわち ニュ ー ラ ルネ ッ ト 
ワー ク の 結合 の 重み に 対応 す る 。 ニ ュー ロ 
コン ピュ ー タ が 学習 を え だ と き ,。 その 内 
部 に は , 入力 か ら 出 力 ま で 滑ら か に つなが 
る 結合 の パタ ー ン が で き て いる こと だ ろう 。 
よく 《 使 う 水 路 は 太く な っ て いき , めった に 
使わ な い 水 路 は 枯れ て いく 。 こ れ と 同じ こ 

と で , 判断 に 重要 で な い 結 合 は 弱く , 重要 
な 結合 は 強く 一 一 学習 を 重ね る に つれ て , 
この 状態 に 少し ずつ 近づき, 正解 率 が 高く 
な る 。 こ の 意味 で 」。 ニ ュー ロコ ンピュータ 
は 論理 で な (連想 で 答え を 出す と いう の で 
ある 。 

人 間 の 脳 は 構造 を の も の が 記憶 内 容 と 密 
接 に 関わ り を 持っ て いて , 記憶 と 構造 が 切 
り 離 し て 考え られ な い 。 ニ ュー ロコ ン ピ ュ 
ー タ で 「 学 習 」 と は 。 つ まる と ころ 。 ER 
を 出す た め の 最 適 な 構造 を 作り 上 け げ て いく 
作業 な の で ある 。 

学 泊 に は と きど き 間 違い も 起こ る 。 九 九 
を 1 回 で 正確 に 覚 を た 人 も いる だ ろう が , 
6 メ X7 だ と か , その あたり で 一 度 く らい 間 
違え て 覚え だ た 人 は いな い だ ろ うか 。 頭 の 中 
に 間違っ た 水路 が 引か れ て し まっ た の だ 。 
この まま で は 算数 の 成績 が 危な い 。 間違っ 
た 水路 を 埋め 立て , 正しい 水路 を 引き 直す 
必要 が ある 。 こ こ で , フィ ー ド バッ ク が 登 
場 す る の だ 。 6X7 =48。 違う 。42 だ 。 ろ 
《 し ち し じゅ うに , ろく し ち し じゅ うに … 
…。 間違っ た 連想 を 矯正 する た め に , EL 
い 人 答え を 繰り 返し 暗唱 し て , 新しい 水路 を 
5| 4, 20, 出力 「48」 が 間違い と いう 結 
本 を 入力 「6 x 7 」 の 段階 に 戻し て や っ て , 
学 痛 を や り 直 すこ と を フィ ー ド バッ ク と い 
う 。 三 ュー ロコ ンピュータ の 多く 〈 く は 。 学習 
過程 に フィ ー ド バッ ク を 取り 入れ て いる 。 

ニュ ー ロ コン ピュ ー タ に は 。, 基 本 的 に 「 フ 
ログ ラム 」 が な い 。 試行 っ 結果 の 評価 を フ 
ィ ー ド バッ クー 再 試行 , の 繰り 返し で 学習 
する だ け 。 逆 に いえ ば , 学習 きせ る だ け で 
と ん な 処理 も こなせ る よう に な る 可能 性 が 
ある わけ だ 。 人 に モノ を 教え る の に , 特殊 
な 装置 が 必要 どろ うか 。 

デー タフ ロー・ マ シン は は 並列 処理 で 効率 
よく (処理 を 行う シス テム だ っ た が , ニュ ー 
ロコ ン ビ ピュータ も れっきとした 並列 処理 で 
あ る 。 現在 は クイ マン 型 コ ンピュータ で ニ 
9 ロラン グセ ュー タ の ジミ さ み シ ーション 5 
行わ れ て いる よう だ が , 並列 処理 と いう 部 
分 が ネッ ク に な っ て いて 。 専用 の ニュ ー ロ 
チッ プ に は 速度 の 点 で も 遠く 及ば な い 。 

ニュ ー ロ コン ピュ ー タ が 学習 する 例 を あ 


げ て みる 。 通常 の コン ピュ ー タ と 似 て も 似 
つか な い 使 い 方 を し て いる こと が お わか り 
いた だ だ ける も うう コー ロビ ポン ビュ ー ズ 
の 典型 的 な 利用 法 な の だ が , 入力 し た 画像 
の 文字 を 読み 取る , いわ ゆる 文字 認識 。 
従来 の (ノイ マン 型 コ ンピュータ で の ) 
パタ ー ン 認識 は , 複雑 な 判定 用 の プロ グラ 
ム を 必要 と し て いた だ た し (も ちろ ん その だ め 
に 死ぬ 思い で 頭 を 絞る の は プロ グラ マ で あ 
る ), それ で も 正確 に 読み 取る の は 吾 難 の 技 
で あっ だ た だ 。 こ こ に ニュ ー ロ コン ピュ ー タ を 
導入 する と , 事情 が 変わ っ て 〈 る 。 準備 す 
る の は ニュ ー ラ ルネ ットワーク の み (b 
DA, 文字 を 読ま せる だ ため の 画像 入力 装置 
な ども 必要 だ が , ここ で 強調 し た い の は 「 プ 
ログ ラム が 不要 」 だ と いう 点 で ある ) 初め 
ニュ ー ラ ルネ ッ ト は 適当 な 初期 状態 に な っ 
て いる 。 つまり, 各 ユ ニッ ト 間 の 結合 状態 
(結合 の 強 る ) は 決ま っ て いな い 。 ま っ た く 
ラン ダム な こと も ある 。 これから の 学習 に 
ょ っ て , だ ん だ ん 最適 な 文字 判別 用 の ネッ 
トワ ー ク に 育っ て いく の で ある 。 

学習 サン プル を 入力 し な が ら , それ に 対 
応 す る 出力 を 教え 込む 。 た と えば “A" と 
いう 文字 を 画像 入力 し て それ を ネッ トワ ー 
ク に 通す 。 オ ペレ ー タ は 「 こ うい う 入 力 が 
あっ た ら “A” と いう 出力 を 出せ 」 と オペ 
レー タ が ネッ トワ ー ク に 指示 する 。 た と を 
ば , A” を 画像 入力 し て , “A” の キー を 押 
す の で ある 。 こ れ を 「 教 師 信 号 」 と 呼ん で 
いる 。 人 間 だ っ て 誰か に 教わり , 練習 し な 
が ら 物 事 を 覚え てい 〈。 教わる 段階 な ら ば 
指導 も 必要 だ ろう 。 
図 3 代表 的 ネッ トワ ー ク 


相互 結合 型 ネ ットワーク 


中 間 層 


出力 層 
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図 4 フィ ー ド バッ ク と 学習 グ ゲ ー ム の マス ター, な ど な ど 。 より 高度 
な 処理 が で き , な な か つ ユ ー ザ ー と の 相性 
の よさ を 追求 する 方 向 に 進む ュ ン ピュ ー タ 。 
ああ バラ 色 の 未来 。 

昨今 の ニュ ー ロ ブー ム を 批判 する 向き も 
ある 。 現在 の 程度 の ニュ ー ラ ルネ ッ ト ワ ー 
グ で は 。 いずれ 限 発 が き て し まい 。 IC 
ブー ム は 終わ る と いう 悲観 的 な 子 測 も ある 
まう だ ュー ドラ コン ピュ ー タ その も の 人 
か な り 前 か ら 考 えら れ て いた の だ が , 数 年 
前 まで 研究 は 下 火 だ どっ た 。 本格 的 な 研究 が 
始ま っ て 時 間 は ほとん ど だ た っ て いな いこ と 
を 考え る と , 性 急 に 否定 する の は 早い と 思 
う 。 確 か に いま の まま の モデ ル で は な に か が 
足り な いよ うな 気 も する の だ が , そこ は を 
N, 数 年 後に 出 て て る で あろ う ニ ュー ロコ 
ンピュータ の 実用 機 に 期待 する と し ょ 2 う 。 
評価 は を それから でも 遅く ある まい 。 


フィ ー ド パ バック 


教師 付き 学習 で の フィ ー ド バッ ク 
モジ ュー ル ; 


フィ ー ド バッ ク 


学習 の 進行 


ムン 


どの 入力 が どの 出力 に 大 きく 効い て 
くる か を , 学習 に よっ て 獲得 する 。 


“固い "コン ピュ ー タ の スタ イル と "X6 
か が かい ヨコ ヨ ジ ツジ ビ ュー タ の スタ タイル, それぞれ 
を 見 て きた 。 も ちろ ん , こう し た だ 「 未 来 志 
向 」 の コン ピュ ー タ は まだ まだ 研究 も 始ま 


の OOOOOoOOO 


た と ぇ えば “A” と いう 画像 の 入力 に , シ 
AGANT A” と 判断 すれ ば は 。 よ さく や っ ただ, 
fo^, と いう わけ で , な に も キー を 押さ る な 
い 。 す る と 学習 効果 が 高まる 。 も し “B" 
や “CC” と いう 判断 が 出 た よら, それ は 違う , 
本 当 は “A” だ , と 教え て や る た め に "A" 
キー を 押し て や る (フィ ー ド バッ ク )。 この 
学習 を 繰り 返す うち に , 少し ずつ 正解 を 出 
まま よ うに 仁 上 が つて いく 。 

従来 の a コンピ ュー タ は 100% 正しい 答え 
を 出す けれ ども , 入力 の 条件 を 100 揃え 
な いよ 計算 が て き な い 。 テ ュー ロコ ン ヒ ビュ 
ー タ で は 100 多 近い 確率 で 上 正しい 判断 が 出 
る 。 逆 に いえ ば , 数 多く らい は 間違う こと 
も あり うる 。 しかし, 入力 が たとえ 10026 
CELTE, た と えば “"A" の 文字 の 足 が 欠 
け て いる と いっ た よう な 不 完全 な 情報 が 入 
っ て き て も , どう に か し て 答え を 出す 。 学 
習 し た な か で も っ と も 近い パタ ー ン が その 
出力 と し て 選ば れる こと に な る だ ろう 。 は 
と ん どの 場合 , それ は “A" に な る の で ある 。 

この 項 の 初め で ちょ っ と 触れ た が , ニュ 
ー ロ コン ピュ ー タ は あく まで 「 人 間 的 な 」 
処理 に な いて 強力 な の で ある 。 だ か ら , — 
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oooooooo 


学習 後 , た と えば A” に つなが る 結合 を 逆 に た ど 
っ て いく と , “A" に 対応 する 入力 層 の 重み が わか る 。 


ュー ロコ ンピュータ が 現在 の ノイ マン 型 コ 
ンピュータ を 駆逐 する こと は あり 得 な いと 
CST UO 
ー タ は , 「 数 値 的 な 」 処 理 を 得意 ほし す る ノイ 
マン ジン 型 コ ンピュータ 6 乙 力 し あう で きた 。 
た と えば , スー パー コン ピュ ー タ の 端末 の , 
シマ ンジ オツ フェイ スス の 部 分 に ニョ ュー 
ロコ ンピュータ を 置く 。 多少 で た ら め な 操 
作 を し て も ニュ テー ロコ ンピュータ は ユー ザ 
ー の 意図 する と ころ を 決 み 取 ろう と する 。 
大 型 機 は し か く ユ ー ザ ー フ レン ドリ で な い 
こと が 多い が , これ で 大 幅 改 善 だ 。 

メー ソナ ルコ ンピュータ に も ニュ ー ロ が 
粗 み 込め る と うれ し い 。 ま ず ワ ー ド プロ セッ 
サ 。 日 本 語 ア ロン トブ プロ セッ サ に は も っ と 
刊 日 に な っ て い だ た だ きだ いも の だ 。 完成 る 
れ た だ た ニューロ コン ピュ ー タ な ら いま の ニニ 
ュー ロコ ンピュータ で は まだ 規模 が 足り な 
v, 人 間 の 神経 結合 の 数 は , いま の ニュ ー 
n 素子 の 100 万 倍 の オー ダー な の だ) 同音 異 

語 も な ん な く こ な し て くれ る に 違い な い 。 
ゲー ム の 分 野 で も いく ら で も 応用 が 効く 。 
学習 次 第 で いく ら で も 強く な る 将棋 の 相手 , 
本 当 の 冒険 を あか きる せ て くれ る ロー ルプ プレイン 


IRPIN ber ATIMIZE anA 
も これ か ら ま すま す 発 達 さ きせ て いか な く て 
は な ら な い の は いう まで も な い 。 

新しい 研究 が 軌道 に 乗る まで は 苦し いも 
の だ が 。 成果 が 上 が ら な いか ら と いっ て は 
ん の 何 年 か で 下 火 に な っ て し まう よう で は , 
単なる ブー ム 。 これ で は 少し 困る 。 

僕ら の よう に クノ クイ マン 型 コ ンピュータ と 
つき あう こと に 身体 が 慣れ て し まっ た 者 に 
は (これ も 人 間 の 脳 の 偉大 な 順応 性 の お か 
げ 上 9。 て を る だ けり 性 能 が よ て と な 刺 の か * う 手 
頃 な お 値段 の ノイ マン 型 コ ンピュータ が 出 
だ は ほ は う が うれ し い 。 

し か し , 真 の 「 電 脳 社会 」 を 築く た め に 
は 。 非 ノイ マン 型 の アー キテ クチ ャ を 持つ 
コン ピュ ー タ も 望ま れ て いる 。 ここ に 述べ 
た コン ピュ ー タ は , その 構造 も 動作 原理 も , 
ノイ マン 型 に 毒 さ れ た (過激 か な ) 脳味噌 
に は 新鮮 な 驚き を 与え て て れる だ ろう 。 
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周辺 LSI を 使い こ な そ う (1) 
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 Z80CPU と 周辺 LSI 


Z80 は 1976 年 に 発表 され , 当時 , 主流 と 
な っ て い だ CPU8080 (イン テル ) と アッ フ \ 
ー ラ ヨン パチ, つまり, 6080 用 に 作ら れ た だ プ 
ログ ラム が その まま 動き , し か も 高速 で あ 
る と いう て と か ら 。 一 大 セン セー ショ シン を 
巻き 起こ し まし た 。 発表 か ら 10 年 以上 経っ 
た 今 で も 多く の パソ ュ ン の メイ ン CPU と し 
て 使用 され, これ か ら も サブ CPU と し て , 
活躍 し て いく こと は 間違い な いと いわ れ て 
いま す 。 

e C, これ ほど まで に Z80 の 人 気 が 衰え な 
い の は Z80CPU 自 身 の 実 力も る る こと な が 
6, 80CPU を 支え る, 周辺 LSI の 性 能 も 
見 逃 せ ませ ん 。 

ご 存じ の 方 も 多く お られ る と は 思い ます 
が Z80 の 割り 込み モー ド に は 0 一 2 の 3 つの 
モー ド が あり ます 。 を その 中 で も , モー ド 2 
は 64K バ イト の メモ リ 空 間 の 好き な 場所 に 
直 か れ た ブロ グラ ム へ 割り 込み 処理 を させ 
る こと が 可能 で す 。 

具体 的 に は エレ ジス タ に 割り 込み ベク ト 
ル の 上 位 バ イト を セッ ト し て お ぢ おき, HL 
SI が 割り 込み 要求 を する と , Z80 は その L 
SI が 先 に 記憶 し て いた 割り 込み ベク トル 下 
図 1 Z80 PIO 


D7 D6 D5 D4 D3 D2 D1 DO 
も "指定 | モト "指定 
用 ピッ ト | 用 ビ ピット 1 1 1 1 


E— FML YIEE 
GE) x は 未 使用 ピッ ト 。 よっ て 0 で も 1 で も 構わ な い 


D7 D6 D5 D4 D3 D2 Di Do 
割り 込み | AND/|HIGH |W 指定 
スイ ッ チ OR | LOW | スイッチ 1 1 1 
市 り 込 み 制御 語 の 南 定 
D7 = 1 で 割り 込み ON,D7=0 で オフ 


D6= 1 で AND ; D6=0 で OR 
D5-z1CHIGH  ,D5=O で LOw 
D4=0 で 指定 し な い 


ス , - 
GE) D4~D 6 は モー ド 3 の と きのみ 使用 


p? pe D5 D4 D3 D2 Di Do 
割り 込み | 割り 込み | 割り 込み | MDAA | MDAA | NDA. | 割り 込み 
ベク トル | ベク トル | ベク トル | ベク トル | ベク トル | ベク トル | ペク トル 
割り 込み ベク トル の 設定 


r ク 
GE) DO は 必ず 0 、 よ っ て 前 り 込み ベク トル は 必然 的 に 側 数 で な く て は いけ な い 
D6 D2 D1 DO 


D7 DS D4 D3 
割り 込み 
スイ ッ チ 1 1 
割り 込み 


込み スイ ッ チ の 設定 
GE) この コマ ンド に よっ て 、 宙 り 込み スイ ッ チ の み を 設定 で きる 


CPU を パワ ー ア ッ プ する た め に 用 意 さ れ た さま ざま な 周辺 LSI。 こ 
こ で は Z80 を 支え て いる PIO, CTC, DMA を 使用 法 を まじ えて 紹 
人 し まし ょ う 。 これら を 使い ニニ な す 三 と て, CPU だ け で ば できない 
高度 な 処理 も 可能 に な り ま す 。 


位 バ イト と エレ ジス タ を あわ せ て で きる ア 
ドレ ス を 参照 し ., そこ へ 処理 を 移し ます ( 詳 
し 〈 く は 59 年 2 月 号 の 特集 の 「 割 り 込 みっ て 
な ん だ ろ な 」 を 読ん で ください)。 し か も 。 
割り 込み 中 に 割り 込み が か か っ て も 処理 で 
きる の で 8 ビッ ト な が ら か な り 高 度 な プロ 
グラ ミン グ が 可能 で す 。 Z80 周 辺 LSI は す 
べ て この 割り 込み モー ド 2 に 対応 し た 設計 
が さる され て いる の で す 。 

で は それ ぞ れ の LSI 個別 に 説明 し て いき 
だ いよ 思い えす 。 が お 。 ここ て 述べ られ た 
こと が すべ で て で は な い の で , 興味 の ある 方 
は 参考 文献 を 参照 し て くだ きい 。 


Z60 PIO 


Z80PIO (PARALLEL I/O INTERFA 
CE CONTROLLER) は 最も 初め に 発表 る 
NR, Z80 用 周辺 LSI で す 。 汎 用 性 の 高い 
LSI で す の で , すでに 馴染 み の 深 い 方 も 多 
いこ と で し ょ う 。PIO の 仕事 は 人 簡単 に いう 
k, CPU & 周辺 装置 と の イン タフ ェ イ ス て で て, 
この 周辺 装置 と は 具体 的 に は ジョ イス ティ 
ッ ク や プリ ンタ , キー ボー ド な ど が 代表 的 で 
To PO が 時代 る オジ タダ フェ メメ オス と 天 き ? 
RTSO, や は り プ ログ ラム 可能 と いう 
EcL. 

PIO は TTL ュ ン パ チ ブ ル の 入出 力 ポ ー ト 
を 2 つ 持 っ て お り , デー タ の や り と り は こ 
の 2 つの ポ ボート を 使っ て 行い ます 。 


この ポ ボート の 使用 法 し し て , 0—304 
つの モー ド が あり , それ ぞ れ , 

モー ド 0 出力 モー ド 

モー ド 1 入力 モー ド 

モー ド 2 双方 向 モ ー ド 

モー ド 3 ビッ トモ ー ド 
と 呼ば れ ま す 。 


これ ら の モー ド の 設定 は 2 ビッ ト の モー 
ド 制 御用 レジ スタ に よっ て 行い ます 。 図 1 
に も ある よう に 。 下位 4 ビッ ト を すべ て 1 
に し て PIO に デー タ を 送る と , その バイ ト 
中 の 第 7, 6 ビット に 書い て ある 内 容 が モ 
ー ド 制御 用 レジ スタ の 値 と し て 設定 され ま 


す 。 
余っ た だ 第 4, 5 ビッ ト は 未 使 用 で , 1 で も 
0 で も か まい ませ ん 。 $7, 6 ビッ ト の 値 
id Cs 

D7 De モー ド 

0 0 出力 モー ド 

0 1 入力 モー ド 

1 0 双方 向 モ ー ド 

1 1 ビッ トモ ー ド 
設定 され ます 。 


2 つの ポー ト は , それ ぞ れ ボート A, ポ 
ー ト B と 呼ば れ ま す 。 こ の 2 つの ポー ト は は ほ 
と ん と 完全 に 独立 し て お り , 割り 込み ベク ト 
ル も A, B 別 の も の を 設定 びき ます 。 ど うし て , 
「 は と ん と 先 全 』」 と いう いい 方 を した か と 
いう と, モード 2 は ポー ト A に し か 設定 で 
きよ せん 。 理由 は モー ド 2 の 説明 の と ころ 
で 行い ます 。 

@ 出 力 モ ー ド (モー ド 0) 

CPU か ら 出 力 レ ジス タ に 対し て 書き 込み 
が 行わ れる と, PIO は 周辺 装置 へ ダー タ を 
出力 し た だい, と 要求 し ます 。 す る と 周辺 装 
直 が デー タ を 受け 取り ,「 デ ー タ 受け 取り 
ml EVSTI Ta この と き 。 も し 。 
割り 込み スイ ッ チ が ON に な っ て いる な ら 
割り 込み が 発生 し ます 。 

@ 入 力 モ ー ド (モー ド 1 ) 

まず , ポー ト に 対し て , 無 意 味 な リー ド 
動作 を 行っ て や り ま す 。 これが 行わ れる と 
PIO は 動作 を 開始 し , 周辺 装置 へ デー タ が 
ほし いと 要求 し ます 。 周辺 装置 は PIO へ デ 
ー タ を 送り , PIO は これ を 受け 取り ます 。 
この と き 割 9 り 込 み ス イッ チ が ON で あれ ば 
割り 込み が 発生 し ます 。 

@ 双方 向 モ ー ド (モー ド 2 ) 

ポー ト A の 制御 に ポー ト B の 端子 を 使用 
する た め , ボー ト A 専 用 の モー ド で す 。 ポ 
ー ト A に 対し て , モー ド 2 が 設定 され る と, 
ポー ト B は モー ド 3 で の み , 動作 可能 と な 
) ます 。 

まず , ポー ト A に 対し て デー タ を 書き 込 
むと 周辺 装置 へ デー タ を 渡し た い , と 要求 
L, 周辺 装置 は デー タ を 受け 取り ます 。 受 
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け 取 り が 完了 する と 同時 に ポー ト A が 割り 
込み ON で あれ ば 割り 込み が 発生 し ます 。 
次 に , 周辺 装置 が データ を 転送 し た い , 
と 要求 し PIO は これ を 内 部 に 受け 取り , 
これ 以上 デー タ は 受け 取れ な い , と 周辺 装 
赴 に 知ら せま す 。 こ の と き , ボー ト B が 割 


り 込 み オ ン で あれ ば 割り 込み が 発生 し ます 。 


@ ビ ッ ト モ ー ド (モー ド 3 ) 
モー ド 3 は 周辺 装置 の 状態 の 変化 を 調べ 
た りす る の に 適し て ぢ おり, MZ-2000 な ど で 
は , キー 割り 込み 処理 に この モー ド を 使用 
し て いま す 。 
モー ド 3 を 設定 し た だら, 次 に 8 ビッ ト の 
入出 力 制御 語 を 書き 込ま みな けれ ば いけ ませ 
ん 。 ビット =1 で ,。 その ビッ ト は 入力 用 ビッ 
ト と し て 設定 きれ ,。 ビッ ト テ 0 で その ビッ 
ト は 出力 用 ビッ ト と し て 設定 され ます 。 つ 
まり , モー ド 3 設定 後に , 
0Fn=00001111g 
を 書き 込ん だ と すれ ば , 上 位 4 ビット は 出 
JH, 下位 4 ビット が 入力 用 と な り ま す 。 
て すか 6 ら 65 な と た は 上 記 の よう ル 例 で モテ 
ド 3 を 動作 る きせ た 場合 , 
FFn=11111111g 
を PIO に 書き 込ん だ と し て も , 周辺 装置 に 
は 上 位 4 ビッ ト の 1111s の デー タ し か 送ら 
れ な いこ と と な り ま す 。 また, 読み 込み 動 
作 の と き に は 入力 用 と 設定 し た ピッ ト デ ー 
AL, 最後 に 書き 込ん だ 出力 デー タ の 内 容 
の 5 区 つら で きま す 。 
いま まで の 例 を 用 いて 考え , 読み 込み 動 
作 を 行う と 下位 4 ビッ ト の 読み 込み デー タ 
t, 上 位 4 ビッ ト の 1111s が 返っ て くる こと 
に が T$. 
モー ド 3 は モー ド 0 一 2 の と き と は 少し 暴 
な っ た 割り 込み 制御 語 を 設定 し な けれ ば い 
け な い の て , 
割り 込み 制御 語 の D4 ビ ッ ト =1 で 次 に 8 ビ 
ッ ト の マス クビ ッ ト を 設定 で きま す 。 マス 
クビ ッ ト は ビッ ト =0 で その ビッ ト を 状態 
検出 用 の ビッ ト と し て 設定 し ます 。 ビット 
=1 で , その ビッ ト は 検出 用 で な いと 設定 
され , その 名 の と お り , マス ク さ れる わけ 
ya 2 
割 | 0 込み 制御 語 の D5 ビ ッ ト は その 状態 検 
出 ビ ッ ト が 1 の と き に 割り 込み 発生 条件 を 
真 と する の か , 0 の と き に 真 と する の か を 
設定 し ます 。D6 ビ ッ ト は, REINIE 
検出 用 ビッ ト が すべ て D5 ビッ ト で 設定 し た 
ビッ ト と 同じ で な けれ ば 割り 込み 条件 が 真 
と な ら な い (AND) O», どれ か ひと つの 
ビッ ト で も D5 ビ ッ ト で 設定 し た ビッ ト と 同 
じ で あれ ば 割り 込み 条件 が 真 と な る の か (O 
R) を 設定 し ます 。 
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次 に これ に つい て 説明 し ます 。 


この モー ド は CPU が 周辺 装置 の 見 張り 役 
に 徹し な く て も すむ た だ め 効 率 の よい プログ 
ラム 設計 が 可能 に な り ま す 。 

x- * * 

以上 で PIO の 解説 を 終わ り ま す 。 文中 に 
excog 「PIO ペ = を 要求 する j』」 と お あり さき 
し た が , これ ら は 実際 は も っ と 厳密 な パル 
久 の や り よ とり が あり ます 。 ここ て は 。 観念 
的 に 理解 し て ほし いい ので, そう いう 説明 は 
Fag C NP CO id" 


CTC (COUNTER TIMER CIRCUIT) 
は X1 シ リー ズ の FM 音源 ボー ド な ど に 装着 
され て お り , その だ め ,。 双 1 ユ ー ザ ー に は す 
で に お 馴染 み の LSI で すね 。Z80CTC は 0 
< 3 の 4 つの チャ ン ネ ル を 持ち , それ ら は 
独立 し た カウ ンタ , 割り 込み ベク トル を 持 
Goo T. 


一 定 の リズ ム で 割り 込み を 起こ せる の て 


Z80 が あたかも 同時 に いく つも の プロ グラ 
ム を 実行 し て いる か の ご と くく 動作 き せる こ 
と も 可能 で す 。 

図 2 の CTC の 制御 語 を 理解 し て し まえ ば 
CTC を 理解 し た の も 同然 で す の で , 以下 は 
その 制御 語 に つい て 話 を 進め て いき ます 。 

制御 語 は 8 ビッ ト て 構成 され て お り , を 
れ ぞ れ の ビッ ト が 0 また は 1 て で 意味 が 変わ 
っ る で きま す 。 

@D0 ビ ッ ト 

- こ の ビッ ト は 通常 1 びな けれ ば な り ま せ 
ん 。 チ ャ ン ネ ル 0 に 対し て , ここ を 0T 制 
御 語 を 送る と , これ は 割り 込み ベク トル で 
ある と CTC は 判断 し ます 。 チ ャ ン ネ ル 1 一 
3 の 割り 込み ベク トル も この と まき 自動 的 に 
決ま り ま す 。 すなわち も 。 

チャ ン ネ ル 0 は 
チャ ン ホ ネル 1 は 
チャ ン ネ ル 2 は 
チャ ン ネ ル 3 は 

と な る わけ で す 。 
@D1 ビ ッ ト 

この ビッ ト =1 で CTC は 8 動作 を 停止 し ま 
す 。 ですから, 

000000115 03u 
を CTC の リサ リセット コマ ンド と 
じ て 、: 便 うこ と が 多い よう て 
EET | 
@D2 ビ ッ ト 

この ビッ ト =1 で 次 に 書 
込ま れ だ 8 ビッ ト デ ー タ が タタ 
d 当 ジ スグ ント (カウ ンタ ) 
で て お わる と を 求 し ます 。 


Kock k k k 000 
LE k k k ZU 
Xk k k k 100B 
E k k x 110B 
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@D3 ビ ッ ト 

ご の ウト 1 て CTC は トリ が に よっ て 
動作 開始 し ます 。 こ の ビッ ト =0 で , タイ 
ムコ ンス タン ト が 書き 込ま れ た 直後 動作 開 
始 し ます 。 

まだ 。 ÉOESREQDLYTOXA4*9-— 
ド で の み 意 味 を 持ち ます 。 

@D4 ビ ッ ト 

この ビッ ト に よっ て , トリ ガ の 極性 を 決 
め ま す 。 ビ ッ ト =1 で パル ス の 立ち 上 が り 
を トリ が ガ と みな し 。 ビッ ト = テ 0 で パル ス の 
立ち 下がり を トリ ガ と みな し ます 。 後述 の 
カウ ンタ モー ド で は ここ で 設定 され だ た トリ 
が くる だ ひび に カジ ンタ アカ ウン ト タ ダリ ツン し 
ます 。 ジ ョ イス ティ ッ ク の ボタ ン を トリ ガ 
と 呼ん を だ り し ます が ここ で いう トリ ガ も 似 
た よう な も の で す 。 パ ルス の 変化 を ボタ ン 
が 押さ れ た だ たり, ボタ ン か ら 指 が 離れ た り し 
た も の と 考え ん えれ ば わか りや すい で し ょ う 。 
@D5 ビ ッ ト 

タイ マモ ー ド に 設定 し た と きのみ 意味 を 
が す ゼ ビッ トド トド て す 。、 ソン カウ ンタ の 値 を ビ 
メッ トモ 0 で 16 倍 , ビット テ 1 て 256 倍 し ます 。 
@D6 ビ ッ ト 

ここ で , カウ ンタ モー ド (ビッ ト = テ 1), 
タイ マモ ー ド (ビッ ト =0) を 決め ます 。 
カウ ンタ モー ド : 

この モー ド は 先程 の トリ が ガ に よっ て カ ソ 
ツン グダグダ あ カル ツン ドド タツ ジル する モネ ー ド て す 。 
タイ マエ モード : 

ツ ス テム クロ ッ ク を トリ カカ として, AV 
ンタ を カウ ント ダウ ン す る モー ド で す 。 
@D7 ビ ッ ト 

守り 込み の スイ ッ チ ビッ ト で す 。 ビット 
=ー1 で カウ ンタ = テ 0 で 割り 込み が 発生 し ます 。 
ビッ ト =0 に する と 割り 込み は 発生 し ませ 
fus 

D2=1 の 制御 語 の 後ろ に 書き 込む タイ ム 
コン スタ ント (カウンタ) は 1 が 最小 て す 。 
0 は 256 と みな る され る の で 注意 が 必要 で 
す 。 | 
で は CTC の サン グル で す 。 画面 に 星 を 流 
すい ウブ グロ グラ ム て す 。 CZS8BEDOIC C 
LEAR &HD000 を 実行 後 、 この プロ グラ ム 


時 いい 
zu : 


を ロー ド し て CALL &HD000 を 実行 し て 〈 
だ さい (画面 が 出 な いと き は ctrl-D)。 前 に 
も 似 た よう な こと を や り ま し た が 今度 は グ 
ラフ ィ ッ ク 版 で す 。 


Z80 DMA 


CPU が 単なる デー タ 転 送 の た め に 仕事 を 
頻繁 に 中 断 し て いた の で は 効率 が よく あり 
ませ ん 。 そん な 間 題 を 解決 する た め に 生ま 
EODD MEMORY ACC 
ESS) C, 実に デー タ 転 送 に お ける 地位 は 
CPU を も 凌ぐ と に い に いう ELSI て で す 。 215, デー 
タ の 転送 と 組み 合わ せ て , 特定 も し 《 く は 不 
特定 デー タ の サー チ も 可能 な た めか な り 複 
ELETI? (だ と えば ある デー タ 
dp cena ip 
C, 具体 的 な 速 き で す が , 4MHz の ク 

on ber cid 
2M バ イト の デー タ を 転送 可能 で す 。 これ は 
Z80CPU が デー タ 転 送 を 行う 速 さ の 10 倍 以 
も ちい で うこ と を せり ます 。 

図 4 を 見 な が ら ラ イト レジ スタ 個別 に 説 
明 し て いき ます 。 

@ ラ イト レジ スタ 0 

DMA の 仕事 の 内 容 を 具体 的 に 決定 し て 
や る の が 第 0, 1 ビッ ト で す 。 選べ る 仕事 の 
内 容 と いう の は 転送 , サー チ , 転送 サー 
まで < 

DMA に は 2 つの ポー ト A, B が あり , 
それぞれ を ソー ス (転送 元 ) に する の か デス 
ティ ネー ショ ン (転送 先 ) に する の か を 決 
め て や る の が 第 2 ビッ ト で す 。 

$3, 4 ビッ ト は ポー ト A の アド レス を 
更新 する の か し な い の か を 決定 し て や り ま 
す 。 上位 バ イト の み 更 新 し た り (第 4 ビッ 
ト =1), 下位 バイ ト の み 更 新 し た り (第 3 
ビッ ト = テ 1) する こと も 可能 で す 。 

$5, 6 ビッ ト は 処理 バイ ト 数 (転送 し 
だ り サ ー チ し た りす る バイ ト 数 ) を 更新 す 
る か し な いか を 決定 し て や り ま す 。 こ の 処 
理 バ イト 数 指定 も 上 位 バ イト , 下位 バイ ト 
に 分 け て 設定 可能 で す 。 

この 更新 スイ ッ チ は ほか の ライ トレ ジス 
タ に も 使用 3 きれ て いま す が い ずれ も =1 で 
更新 する , =0 て 更新 し な い , で す 。 
更新 する 値 が ある な ら ば , この ライ トレ 
ジス タ 設 定 後 そ の 値 を 送っ て や る 必要 が あ 
り ま す 。 だ と えば 第 3 一 6 ゼット すべ て ニテ 
1 なら ば ポー ト A ア ドレ ス 下 位 , ポー ト A 
アド レス 上 位 , 処理 バイ ト 数 下位 , 処理 バ 


イト 数 上 位 の 順に DMA に 送っ て や り ま す 。 


も し 更新 し な いも の が ある な ら ば 上 の 例 ヵ 
ら 更 新 し な いも の を 省 い て DMA に 送っ て 


や れ ば いい こと に な り ま す 。 
ここ で 注意 点 が ひと つわり ます 。 
イト 数 は 希望 する 処理 バイ ト 数 一 | も セッ 


ド も し CC や も な が 7 ば いけ ませ ん 。 KER 


処理 バイ ト 数 を 1 バイ ト に し た い 場 合 , 1 
ー1 = テ 0 て 0000g を DMA に 送れ ば いい こと 
に な ひりひり まず 。 

@ ラ イト レジ スタ 1 

ポ ボート Ai は メモ リ と する の か ,T/O と する 
の か , ボー ト A の アド レス 値 は 変化 させ る 
Oi, まだ , どう 変化 きせ る の か を 決定 し 
で や ます 

@ ラ イト レジ スタ 2 

ポー ト B の ライ トレ ジス タ 1 と 考え て 結 
構 で す 。 

@ ラ イト レジスタ 3 

主 に サー チ の と き に 使わ れる ライ トレ ジ 
スタ で す 。 第 6 ビッ ト は DMA を 動作 開始 
に する か と うか の スイッチ て す 、 第 5 ゼット 
は 割り 込み スイ ッ チ , 第 4 ビッ ト は サー チ 
図 3 Z80DMA の ライ トレ ジス タ 


WA quoe » ovos samy = 9 | 0 O= CYCLE LENGTH = 4 
ENOS YCLE EARLY = 0 t= CYCLE LENGTH = 
hi 9808 ^ CYCLE mamy « 1 O= CYCLE LENGTH = 2 
1 1» DO NOT USE 
0 = IONG ENDS ^, CYCLE EARLY 


Write Register 2 Group 
D, O, D, O, 0, 0。 O, Os 


Write Register 3 Group 
D O, O, 0。 9 D, 0, D 


処理 バ 


決め て や り ま す ナ 。 


対象 に する バイ ト デ ー タ を 更新 する か どう 
か の スイ ッ チ で す 。 第 3 ビッ ト は マス ク バ パ 
イト を 更新 する か どう か の スイ ッ チ で , 第 
2 ビッ ト で DMA が サー チ 対 象 バ イト を 発 
見 し た と き DMA は どう し だ た ら よ い の か を 
=ー1 で サー チ 対 象 バ イト 
を 発見 し た ら DMA を 停止 し ます 。 = 0 で 
は DMA は 動作 を 続け ます 。 

更新 する バイ ト が ある と き は この ライ ト 
レジ スタ 設定 後に 送っ て や る 必要 が あり ま 
す 。 順番 は マス ク バ イト , サー チ 対 象 バ イ 
haus 

さて, マス ク バ イト と いう の が 出 て きま 
し だ た が, これ に つい て 少し 解説 し て お きま 
す 。 マ スク バイ ト と は 不 特定 デ ゲー タ を サー 
チ す る と き に 使う も の で バイ ト 中 の ビッ ト 
=ー1 で その ビッ ト は マス ク さ きれ ま す 。 つ ま 
0, マス ク し な い (特定 デー タ を サー チ し 
だ い ) と き は マス ク バ イト =00』 に すれ ば い 
いこ と に な り ま す 。 具体 例 を ひと つ 挙 げ る 


Write na 


Write Register 6 Group 
0, 0, 0, 0, 0, 0; D O, 
BASE REGISTER DYTE 


oO» O- Oro ーー 


- 
- 
= 
Lai 
. 
-* 
- 


UN ESET AND DISABLE 
1 = 87 = ENABLE AFTER RETI 


0 

0 

9 

9 

1 

9 

9 

9 

1 

1 ) = BF » REAO STATUS BYTE 
O t On BS = REINITIALIZE STA TUS BYTE 
0 
1 
9 
0 
1 


=- @ ら ーー O- -09 ーー 一 


1 
1 
1 
1 
1 
9 
0 
0 
9 
9 
9 
9 
9 
0 
9 
9 


1 0 = 88 = REAO MASK FOLLOWS - 


nm | | | T] neapmasr o = senaste — 


o 
6 
9 
9 
0 
1 
1 
1 
f 
1 
9 
1 
1 
0 
0 
1 
D 
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と , マス ク バ イト =111100008 で サー チ 対 象 
バイ ト = テ 10100000g に し た と する と , DMA 
は 00ga を サー チ し ます 。 
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$2, 3 ビッ ト は ポー ト B の アド レス の 
更新 スネ スイッチ で す 。 第 5, 6 ビッ ト で DMA 
の 動作 モー ド を 決め ます 。 バ イト モー ド は 
1 バイ ト 転 送 す る た びに CPU に バス が 返っ 
て くる (CPU が 動け る よう に な る ) モー ド 。 
バー スト モー ド は レデ ィ 信 号 が 有効 の あい 
だ は DMA が 動作 を 続け る (つま り レ ディ 
信号 が 無効 に な る と DMA は 停止 する ) モ 
ー ド , コン テイ ニュ アス モー ド は 処理 バイ 
ト 数 分 DMA が 仕事 を 終わ る まで , CPU が 
気絶 し て いる (? ) モー ド で す 。 速 さ は コ 
ン テ イ ニュ アス モー ドーバー スト モー ド > 
IA DESPEGA T 

第 4 ビッ ト は 割り 込み 制御 語 の 更新 スイ 
次 た で です 。DMA も ステ ー タ スッ アラ フェ クツ 
ベク トル ・ モ ー ド を 持っ て いま す の で この 
制御 語 で この モー ド に する の か どう か を 決 
め て や り ま す 。 割り 込み 制御 語 の 第 4 ビッ 
ト = テ 1 で て 割り 込み ベク トル を 設定 可能 に な 
り ま す 。 

も し, ライ トレ ジス タ 4 の 更新 スイ ッ チ 
な が ど あ すべ て 1 に し た と すず も ば 。 ポ ボート B 
アド レス 下位 , ポー ト B ア ドレ ス 上 位 , 割 
り 込み 制御 語 . パル ス 制御 語 , 割り 込み ベ 
クト ル の 順に DMA に 送っ て や り ま す 。 

@ ラ イト レジ スタ 5 

レデ イィ 信号 の 極性 を 決め だり, 処理 バイ 
ト 数 分 DMA が 仕事 を し た あと も DMA は 
仕事 を も やり直す (オー トリ スタ ー ト を する 
の ) か 。 な と を 決め ます 。 
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これ は , 図 3 を 見 て て だ きい 。 各 ビッ ト に 
意味 は あり ませ ん 。 代表 的 な コマ ンド の み 
に コメ シル ンド を つり て お きま す 。 

Cp (リヤ セッ トド ) 

DMA を リセ ッ ト し ます 。 
CFu (ロー ド ) 

ソー ス と 見 な され だ ポー ト の アド レン 
ス が ワー ク に セッ ト る れ ま す 。 

デス ティ ネー ショ ン と 見 な され だ ポ ボート 
の アド レス が ワー ク に セッ ト さ る れる の は 初 
め に 増減 が 行わ れる と き で す 。 こ れ は DMA 
の 天 き が な 落とし穴 て 。 デ ステ イネ ーション ・ 
ポー ト が 固定 アド レス の 場合 は その ポー ト 
の アド レス 値 は 一 生 ワ ー ク に セッ ト さ る れ な 
い の で す 。 こ の 問題 は 両方 の ポー ト を 交互 
に ソー ス に 指定 し て や り , その た びに この 
CFa』 コ ユマ ンド を 送っ て や る こと て 解決 し ま 
Ta 

D3u (コン ティ イニ ュー) 
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サー チ な ど で 一度 動 作 終了 し ただ た DMA 
を 再び 動作 開始 きせ る コマ ンド で す 。 
AFu (DI) 

DMA の 割り 込み を 禁止 し ます 。 
ABn (EI) 

DMA の 割り 込み を 許可 し ます 。 
B3m (フォ ー ス レデ イィ ) 

DMA を レデ ィ 信 号 と 関係 な 動作 る 
"TY. 

834 (ディ スイ ネー ブル ) 

DMA を 停止 きせ ます 。 
87H (イネ ー ブ プル) 

DMA を 動作 ON に し ます 。 ライ トレ 
ジス タ や リー ドレ ジス タ に 書き 込み が 
行わ れる と DMA は 停止 し て し まう の で 
この コマ ンド は 最後 に 送ら な けれ ば い 


け ま せん 。 
* * * 
な お , リー ドレ ジス タ の 説明 は 紙面 の 都 


合 に より 者 が か せ で い だ た だ きま す 。 
* x x 

DMA を 使っ た 大 技 し と し て , Xlturboz V 
ー ズ で デイ スク アク セス 中 に 音楽 演奏 を す 
る と いう の が あり ます 。 こ 和 は バイ トド ト ア グ ク 
セス モー ド を 使っ た も の で す が , ここ で は 
いき な か り サ シン グル と し て 取り 上 げ ば て みえ し 
Io. て ば ナッ ン ル の 容 休 方 ま て す 。 XT, 
CLEAR &HD800 実 行 後 , 機械 語 ダ ンプ リ 
スト を 入力 し て くだ さい 。 次 に BASIC 部 を 
入力 し て RUN。 あ と は メニ ュー に 従っ て 
CYS Se 

ソー スリ スト を 見 て くだ きる い 。D800m が 
COPY ルー チン の エン トリ ー, D803u02?F 
ORMAT ル ー チ ン の エン トリ ー, D806u2? 
デル スク ラン ペア の デ エント V ec. 

を それ ぞ れ の ルー チン を 説明 する 前 に 今回 
の プロ グラ ム の 中 心 部 で ある DIOCS に つい 
て 解説 を し ます 。 こ の DIOCS は 『 試 験 に 出 
る 六 1』 の ディ スク ユ コントロール ブ ログ ラム が 
モデ ル に な っ て いま す 。 

DE レジ スタ に コマ ンド の 書い て ある アド 
ンス を 代入 し て , この ルー チン を ユー ル し 
て や り ま す 。 コ マン ド は メモ リ に 以下 の よさ 
う に 格納 し て お きま す 。 

コマ ンド ナン バー, FDC コ マン ド , X 
— A eee コマ ツメ ドエル ク ド (FFn) 

コマ ンド の 具体 例 は ソー スリ スト の 170 
行 以降 を 見 て てく て だき さい 。 M_ OFF は ドラ イ 
ププ の モー ター を OFF に し ます 。 

MON0_SD0 は ドラ イブ 0 の モー ター を 
ON に し て , ディ スク の サイ ド 0 を アク セ 
ス 可 能 に し ます 。 MON0_SD1 は ドラ イブ 0 
の モー ター を ON に し て , ディ スク の サイ 
ド 1 を アク セス 可能 に し ます 。 以降 の MON 


1_SD0, MON1_SD1 も 同じ で す 。R_C 
OM は 1 トラ ッ ク 分 (1000g』 バ イト ) デー タ 
を 読み 込み ます 。W_COM は 1 トラ ッ ク 分 
デー タ を 書き 込み ます 。RESTORE0, 1 は 
ドラ イブ の リス ト ア を 行い ます 。 EFDC の っ コ 
マン ド の 意味 その も の は ここ で は 省略 し ま 


b o 


DMA の コマ ンド 列 は ソー スリ スト 820 行 
付近 に あり ます 。 XX1turbo の DMA の レデ 
ィ 信号 は FDC と つなが っ て いま す の で , D 
MA は バイ トモ ー ド で 動か し て いま す 。 

例 と し て , R DMA の コマ ンド 列 を 解説 
し ます 。 こ れ は DMA を ディ スク か が から デ ー タ 
を 読み 出す よう に プ ブログ ラム し て や っ て い 
る 例 で す 。 後ろ の に ある 書き 込み 用 の DMA コ 
マン ド 列 W_DMA も ほとん と ど 同 じ で す 。 

83』 は DMA A h »7, 7Da は WRO の 設定 
を し て いま す 。 7Dn=01111101g で す 。 よ っ 
て 転送 モー ド , 方 向 は ポー ト Aー つ ポー ト B, 
ポー ト A の アド レス , 処理 バイ ト 数 を 更新 
45, CT, よって, この 後ろ に ポー ト A 
アド レス , 処理 バイ ト 数 の ワー ド 値 が き て 
いま す (FBu OFu FFn, 008), OFFBu 
は FDC の デー タレ ジス タ の I/O ア ドレ ス で 
す 。00FFma は 1 セ モク タ の バイ ト 数 一 1 で す 。 

2Cuià, WR1 で ポー ト A は 固定 で I/O と 
指定 し て いま す 。10m』 は WR2 で ポ ボート B は ア 
ドレ ス を イン クリ メン トモ ー ド に し て , メ 
モリ に 割り 当て て いま す 。80』 は WR3 で す 
が な に も 設定 し て いま せん 。 

8Da は WR4 で DMA の 動作 モー ド を バイ 
トモ ー ド に し て , ポー ト B の アド レス を 更 
新 す る , と し て いま す 。 よ っ て この 後ろ に ポ 
ー ト B の アド レス 値 ( ワ ー ド ) が き て いま す 。 
実際 に 読ん だ デー タ を メモ リ の どこ に 格納 
する の か を 決め て や っ て いる の が この ポー 
ト B の アド レス 値 で す 。 

92a は WR5 で す 。 レ ディ 信号 の 極性 を 決 
め て いま す 。X1turbo で は EFDC が デー タ を 
リク エス ト す る と Low の パル ス が くる の で 
レデ ィ 信号 の 極性 は Low に し て や り ま す 。 
CFa は WR6 は ロー ドコ ユ コマンド, 87n も WR6 
の コマ ンド で DMA 動作 開始 を 意味 し ます 。 

ST, それ ぞ れ の ルー チン で や っ て いる 
ら の と は 天 し だ こと は な く (ほとん と DO005 
を CALL し て いる だ け ) ドラ イブ 0 の ディ 
スク か ら 2 トラック 分 の デー タ を メモ リ に 
読み 込ん で 。 ドラ イグ 1 へ その デー タ 書 き 
込ん で いる だ け で す 。 

ュ ン ペア は 2 枚 の ディ スク を 交互 に 読ん 
で デー タ の XOR 値 が 一 致し て いる か を チェ 
ッ ク し て デー タ が 同一 の も の か を 判定 し て 
いる だ け で ぞ で す 。 

FORMAT は DIOCS を 一 切 コ ー ル せ す , 


独立 し て いま す 。 初め に MAKE_F と いう W_DMA と 同じ で す 。 これ を 機会 に 皆さん も Z80 の 周辺 LSI を 
Ec EE pP RO ITE. あ ブロ グラ ム の 特徴 と し て ,DMA を 使っ て 使い こなし て ,MZ/X1 シ リー ズ を 盛り 上 げ 
と は フォ ー マ ッ ト デ ー タ に ID を セッ ト し な いる た め MusicBASIC な ど で BGM を 鳴ら 。 て いき まし ょ う 。 

が ら そ の フォ ー マ ッ ト デ ー タ を 順番 に ライ しか が がら デメ スク を ワウ ォ ー マ ッ ト し た だ りら を 参考 文献 本 
トト ラッ ク し て や っ て いる だ け で す 。DMA ピー し た り で きま す 。 ま た , “89 年 2 月 号 の vn d Qc i 
コマ ンド 列 も 独立 し て 持っ て いま す が , 実 サン プル 「 星 が 流れ る 」 な ど を 実行 し な が 祝 一 平 ,「 試 験 に 出る X1」, 日 本 ソフ トバ ンク 

は 処理 バイ ト 数 が 28BOm ロ に な っ た だ け で , ら 本 プ ブログ ラム が 実行 可能 で す 。 「MZ-2000 オ ー ナ ー ズ マニ ュ ア ル 」, シャ ー プ 


D000 CD 24 DO 21 53 D1 22 5A : 82 SUM: 69 FA FQ 85 1B 1E 9C C7? 7632 D1F8 71 00 DD 70 01 11 OF 00 : DF 
DOOS GO F3 ED dB 20 DO 36 S8 Bl .— — —— — | $|Ó|o—^Ó^o€OD7OO—oOoo SS | Sm | | S É à A wl  WOÉ—Ó— —| - Iv RS 
D010 ED 79 ED 4B 22 DO 3E A7 : 75 D100 3E 08 18 02 3E F8 F5 21 : AC SUM: D5 76 7C 9E 4A D6 4E F5 738E 
D018 ED 79 3E 80 ED 79 FB C9 : 4E D108 00 AO CD 87 D2 DD 73 02 : 18 
D020 A0 1F A1 1F DD 21 C4 D2 : 13 D110 3A A3 D2 DD 77 06 DD 77 : 5D D200 DD 19 F1 3D C2 67 D1 DD : FB 
D028 06 28 C5 CD 37 DO 11 OF : E7 D118 04 F1 DD 77 07 DD 36 05 : 68 D208 E1 E1 D1 C1 F1 31 00 00 : 76 
D030 00 DD 19 C1 10 F4 C9 CD : 51 D120 060 DD 36 00 E8 DD 36 01 : OF D210 FB ED 4D DD 7E OE 3C FE : D8 
D038 49 D2 7D B7 EA DC DO 11 : F6 D128 E3 DD 36 03 00 DD 36 0A : 16 D218 19 D2 43 D2 DD 77 QE 60 : C2 
D040 33 00 CD 87 D2 7B D6 80 : 2A D130 04 DD 36 OB 03 CD 49 D2 : QD D220 69 01 BO 37 B7 ED 42 44 : 7B 
D048 7A DE 02 30 04 3E F8 18 : DC D138 7C E6 07 3C DD 77 09 DD : DF D228 4D C3 C5 D1 DD 7E OE 3D : 4C 
D050 0A EB 11 80 02 B7 ED 52 : 7E D140 86 0A DD 77 08 3E 80 DD : 87 D230 FE FF CA 43 D2 DD 77 OE : 3E 
D058 EB 3E 08 32 A3 D2 7B D6 : 29 D148 77 9C DD 36 0D 28 DD 36 : DE D238 60 69 01 BO 37 09 44 4D : 4B 
D060 40 7A DE 01 30 3B 21 40 : 65 D150 OE 0C C9 F3 ED 73 OE D2 : 16 D240 C3 C5 Di CD 37 DO C3 02 : F2 
D968 01 B7 ED 52 E5 11 00 32 : 1F D158 31 C4 D2 F5 C5 D5 E5 DD : 18 D248 D2 ED 5B 5D D2 ED 4B 60 : E1 
D070 EB CD 87 D2 DD 73 02 DD 40 D160 E5 3E 28 DD 21 C4 D2 F5 : D4 D250 D2 CD 62 D2 22 5D D2 ED 11 
D078 36 06 FF 3A A3 D2 DD 77 3E D168 DD 7E 08 3D DD 77 08 C2 : BE D258 5F 32 5F D2 C9 23 E1 00 : 8F 
ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー D170 FD D1 DD 4E 00 DD 46 91 1D D260 E7 03 21 00 00 3E 10 29 82 
SUM: 9A OA 1D 63 AQ 7E 3D 67 E652 D178 AF ED 79 DD 7E QB 3D DD : 95 D268 CB 23 CB 12 D2 70 D2 09 : E8 
PU HA Hilt E Que eem die Nae QR Ihn A n dE D270 3D C2 67 D2 C9 3E 10 44 93 
D080 07 E1 7D D6 64 7C DE 00 F9 SUM: 89 19 18 01 99 87 E6 BO 6C86 D278 4D 21 00 00 29 EB 29 EB 96 
D088 30 OC DD 36 04 00 3A A3 98 M || — | | ww — w— — X —  ——S  w— 9A AMAO NEAR T VIAM NA. NNI MN M M I A M I M m m 
D090 D2 DD 77 05 18 08 DD 36 5E D180 77 QB 20 OE 3E 03 DD 77 : 45 SUM: E8 9F D2 5A 63 82 02 C7 328A 
D098 04 FF DD 36 05 00 C3 21 : FF D188 0B DD 7E 0A B7 28 03 DD : 2F 
D9A9 D1 21 80 02 B7 ED 52 E5 4F D190 35 0A DD 7E 09 DD 86 0A : 10 D280 30 01 09 3D 20 F6 C9 3E 94 
D9A8 11 00 32 EB CD 87 D2 DD 31 D198 DD 77 08 DD 7E 03 DD 86 : 1D D288 10 42 4B EB 21 00 00 29 D2 
DOBO 73 02 DD 36 06 01 3A A3 6c D1AO 02 DD 77 03 FA AF Di DD : BO D290 EB 29 EB 30 01 23 B7 ED F7 
DOB8 D2 DD 77 07 El 7D D6 64 C5 D1A8 5E 05 DD 56 04 18 0A DD : 99 D298 42 30 03 09 18 01 13 3D : E7 
DOCO 7C DE 00 30 OC DD 36 04 AD D1B0 36 03 00 DD 5E 07 DD 56 AE D2A0 20 ED C9 00 00 00 00 00 D6 
DO の C8 00 3A A3 D2 DD 77 05 18 20 D1B8 06 78 83 B7 F2 13 D2 FE 8D D2A8 00 00 00 00 00 00 00 00 00 
DODO 08 DD 36 04 01 DD 36 05 38 DiC0 CO DA 2C D2 47 7A B7 FA : QA D2B0 00 00 00 00 00 00 00 00 00 
DOD8 00 C3 21 D1 11 A4 00 CD 37 D1C8 DF D1 DD CB 9C OE 30 22 C4 D2B8 00 00 00 00 00 00 00 00 00 
DOEO 87 D2 7B D6 C8 7A DE 00 : CA D1D0 03 DD 7E QD 3C FE 50 D2 c7 p2CO0 00 00 00 00 00 
DOE8 30 04 3E FF 18 0A EB 11 8F D1D8 43 D2 DD 77 QD 18 13 DD 01 MB  — — 5  €— o oos 
DOFO C8 00 B7 ED 52 EB 3E 01 E8 DIEO CB 9C 06 30 ƏD OB DD 7E 80 SUM: 8D 89 OB 61 5A 1A 93 91 6F3E 
DOF8 32 A3 D2 7B FE 64 38 04 : CO D1E8 0D 3D FE FF CA 43 D2 DD 03 
ーーーーーーーーーーーーーーーーーー ーーーーーーーーーーーー ニ ーーー DIFO 77 0D DD 7E QC ED 79 DD : 2E 


D808 D8 00 F3 ED 73 E8 DD 31 : 21 SUM: F6 0A A2 8F 11 78 A9 56 3907 DAFO DD SE 00 CB 23 DD E5 DD : C8 
D810 6A DE FB AF 32 B2 D9 11 : CO DAF8 19 ED 5B AC DB DD 73 00 : 38 
D818 B5 D9 CD E1 DB 11 BC D9 : BD D990 AB Gl 63 AB O32 O3 AG 03 : NO. ww | — —3— e a I A Imma m dd em eh a n qn onm rt e m 
D820 CD El DB 01 00 28 CS C5 : 3C D988 03 AO 04 03 AO 05 03 AO : F2 SUM: BB E3 75 C9 24 FE 4D 2B 72EE 
D828 11 42 D9 CD E1 DB C1 AF : 25 D990 06 03 A 07 03 AO 08 03 : 5E 
D830 32 C3 D9 3A B2 D9 32 B3 : 78 D998 AO 09 03 AO 9A 03 AQ OB : 04 DB99 DD 72 01 DD El 2A AC DB : BF 
D838 D9 79 32 B2 D9 CD CO DB : 77 D9A0 03 AO OC 03 AO OD 03 AQ : 02 DB98 72 23 0B 78 B1 20 F9 22 : 04 
D840 11 BO D9 CD E1 DB 21 00 : 44 D9A8 OE 03 AO OF 03 AO 10 FF : 72 DB10 AC DB 18 C1 3E 01 32 AE : 7F 
D848 DF 22 C2 DD 11 4E D9 CD : A5 D9BO 01 1C 00 00 FF 04 80 99 AQ DB18 DB DD 4E 00 DD E5 3A AE : BO 
p850 E1 DB 11 45 D9 CD E1 DB : 74 D9B8 00 04 00 FF 04 81 00 00 : 88 DB20 DB 16 00 5F CB 23 DD 19 : 34 
D858 11 4E D9 CD El DB 11 48 : 1A D9CO0 04 01 FF 00 F3 ED 73 E8 : 3F DB28 DD 6E 00 DD 66 01 DD El : 4D 
D860 D9 CD E1 DB 3E 01 32 C3 : 96 D9C8 DD 31 6A DE FB 21 00 DF : 51 DB30 3A AA DB 77 23 3A A9 DB : 17 
D868 D9 11 BO D9 CD E1 DB 21 : 1D D9DO 22 C2 DD 22 AC DB 22 Bl : 3D DB38 77 23 3A AE DB 77 23 36 : 2D 
D870 00 DF 22 C2 DD 11 7F D9 : 09 D9D8 DB CD B1 DA 01 FF 9F ED : 2F DB40 01 3A AE DB B9 DO 3C 32 : BB 
D878 CD E1 DB 11 4B D9 CD E1 : 6C D9EO0 78 11 BC D9 CD E1 DB AF : 56 DB48 AE DB 18 DO 01 FB OF 3A : B6 
ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー ニ ーー D9E8 32 AA DB 32 AB DB CD 4C : 88 DB50 AA DB ED 79 01 F9 OF 3A 2E 
SUM: 04 B9 65 3D 8F CA F2 3F 3D6E D9FQ DB 3A AA DB CD CO DB 32 : 34 DB58 AB DB ED 79 01 F8 OF 3E 32 
D9F8 AB DB AF 32 A9 DB 01 FC : E8 DB60 1C ED 79 CD CC DC C9 20 : EO 
D880 BB 11 TF DB CD EI DR Cl : 88... — 9 | Pe nean e e o e e o m a e a a ea e ah o d E DB68 00 4E 00. 00 OC 00 00 03 : 5D 
D888 OC 10 9B 11 3D D9 CD El : 8C SUM: 69 01 3D 4D DE 1C 06 DE 250D * DB7 の 00 F5 01 00 FE 04 00 FF : F7 
D890 DB C3 67 DD F3 ED 73 E8 : 1D DB78 01 00 F7 16 00 4E OC 99 : 68 
D898 DD 31 6A DE FB AF 32 B2 : E4 DAS0 OF 3A A9 DB FR 01 20 04 : RQ = X —— —— 。 ーー ニー ニーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー ニ ーッ メ ーー 
D8A0 D9 11 B5 D9 CD E1 DB 11 : 12 DA98 1E 10 18 02 1E 00 3E 81 : 25 SUM: 60 99 98 F7 6E EF D5 6A 6295 
D8A8 BC D9 CD El DB 01 00 28 : 47 DA10 B3 ED 79 CD CC DC CD 14 : 6F 
D8BO C5 C5 11 42 D9 CD E1 DB : 3F DA18 DB 16 11 21 AF DB CD F7 : 71 DB80 00 03 00 F5 01 00 FB 00 : F4 
D8B8 C1 AF 32 C3 D9 3A B2 D9 : 03 DA20 DC 01 F8 OF 3E F0 ED 79 : 78 DB88 01 E5 01 00 F7 36 00 4E : 62 
D8C9 32 B3 D9 79 32 B2 D9 CD : C1 DA28 CD CC DC 16 01 21 AF DB : 37 DB90 00 00 OA 01 4E 00 99 O1 : 5A 
D8C8 CO DB 11 BO D9 CD El DB : BE DA30 CD F7 DC 3A A9 DB 3C 32 : CC DB98 02 03 04 05 06 07 08 09 : 2C 
D8DO 21 00 DF 22 C2 DD 11 4E : 20 DA38 A9 DB FE 01 28 CQ 3A AA : 4F DBAO 0A OB OC OD OE OF 10 00 : 5B 
D8D8 D9 CD El DB 11 45 D9 CD : 5E DA40 DB 3C 32 AA DB FE 28 20 : 14 DBA8 00 00 00 00 00 00 00 83 : 83 
D8EQ El DB 11 4E D9 CD El DB : 7D DA48 A5 01 FC OF 3E 01 ED 79 : 56 DBB の 9 79 00 00 AF 28 14 28 80 : OC 
D8bE8 CD 2A D9 F5 11 48 D9 CD : C4 DA50 11 01 DF 62 6B 2B 36 FF : 1E DBB8 8D FB OF 92 CF 05 CF 87 : 53 
D8F0 El DB 3E 01 32 C3 D9 11 : DA DA58 01 FF 1F ED BO 11 01 ED : BB DBC の 9 F5 C5 E5 87 21 40 36 06 : C3 
D8F8 BO D9 CD Ei DB 21 00 DF : 12 DA60 62 6B 2B 36 00 01 FF 01 : 2F DBC8 00 4F 09 4D 44 3E 87 ED : 9B 
ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー ーーーーーー DA68 ED BO 21 00 ED 36 01 23 : 95 DBDO0 79 03 ED 79 3E 87 CB AO : 12 
SUM: E5 87 4F AF 27 D9 F2 84 FF84 DA70 36 8F 11 51 ED 62 6B 2B : QC DBD8 ED 79 ØB ED 79 El C1 F1 : 6A 
DA78 36 8F 01 2F 00 ED BO 11 : A3 DBEO C9 ED 53 C6 DD 1A FE FF : C3 
D900 22 C2 DD 11 4E D9 CD El : A7 ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー ニ ーー ニーー M DBE8 C8 13 ED 53 C4 DD 21 08 :.E5 
D908 DB 11 4B D9 CD E1 DB 11 : AA SUM: 27 62 83 E9 B5 25 71 A5 A3CF DBFO DC 16 00 87 5F 19 5E 23 : 72 
D910 4E D9 CD E1 DB CD 2A D9 : 80 : . DBF8 56 EB ED 5B C4 DD CD 07 : FE 
D918 El BC C2 30 DD C1 OC 10 : 49 DABO BC D9 CD Bi DB 11 48 D9 : 5@6  —— | ニニ ーー ニー ニー ニニ ーー ニニ ーー ーーーーーーーーーーーーーーーーー ー 
D920 8F 11 3D D9 CD El DB C3 : 92 DA88 CD E1 DB 3E 01 32 C3 D9 : 96 SUM: 31 82 3D 7E 31 38 9D 97 578B 
D928 67 DD 21 00 DF 11 00 20 : 75 DA90 21 00 DF 22 C2 DD 11 7F : 51 
D930 OE 00 79 AE 23 1B 4F 7A : 3C DA98 D9 CD E1 DB 11 4B D9 CD : 64 DC99 DC ED 5B C4 DD 18 DE E9 : A4 
D938 B3 20 F7 79 C9 04 00 04 : 14 DAAO El DB 11 7F D9 CD El DB : AE DC の 8 12 DC 21 DC 4B DC 83 DC : 71 
D940 01 FF 04 80 FF 04 90 FF : 16 DAA8 11 3D D9 CD E1 DB C3 67 : DA DC10 BB DC 1A 13 ED 53 C4 DD : A5 
D948 04 81 FF 04 91 FF 02 80 : 9A DABO DD DD 21 00 FE DD 36 00 : EC DC18 01 F8 OF ED 79 CD CC DC : E3 
D950 01 02 80 02 02 80 03 02 : OC DAB8 00 21 67 DB CD D2 DA 06 : E2 DC20 C9 EB 7E 23 56 23 5E 23 : 4F 
D958 80 04 02 80 05 02 80 06 : 93 DACO 10 C5 21 6C DB CD D2 DA : B6 DC28 22 C4 DD 01 F9 OF ED 59 : 12 
D960 02 80 07 02 80 08 02 80 : 95 DAC8 C1 10 F6 21 92 DB CD D2 : F4 DC30 01 FB OF ED 51 01 F8 QF : 51 
D968 09 02 80 0A 02 80 OB 02 : 24 DADO DA C9 22 A7 DB 2A A7 DB : F3 DC38 ED 79 CD CC DC 01 F8 OF : E3 
D970 80 OC 02 80 OD 02 80 OE : AB DAD8 4E 23 46 23 78 B1 C8 7E : 49 DC40 ED 78 32 09 D8 E6 18 C2 : 38 
D978 02 80 OF 02 80 10 FF 03 : 25 _ DAEO 23 22 A7 DB FE FF 28 03 : EF DC48 24 DD C9 D9 2A C2 DD 22 : 8E 


特集 Z80 と その 家族 の 2 


DC59 D2 DD 01 00 01 09 22 


$t ! C2 : 9E DD38 3E FF 18 1A 4E 46 23 : 49 
DC58 DD 21 C8 DD 16 OF CD F7 : 8C DD49 7E B7 C8 ED 79 03 ED 79 : CC 
pc60 DC D9 CD E4 DC 01 F8 OF : 4A DD48 CB A ED 51 9B ED 51 CB : BD 
DC68 ED 79 CD CC DC 21 C8 DD : Al DD50 EO 03 03 23 18 EA 32 09 : 46 
Dc70 16 01 CD F7 DC 01 FB OF : BF DD58 D8 11 B5 D9 CD E1 DB 11 : 11 
DC78 ED 78 32 09 D8 E6 1C C8 : 42 DD60 BC D9 CD E1 DB 18 04 AF : E9 
SUM: OF DE 39 EC 8F 11 E4 78 D991 DD70 FB C9 F6 36 52 45 41 44 : OC 
DD78 20 45 52 52 4F 52 20 44 : OE 
DC80 C3 01 DD D9 2A C2 DD 22 : 65 MORS NUS RE E m AEN AS UA MM MEAN E BEREE OR MW MN NE 
DC88 D9 DD 01 00 01 09 22 C2 : A5 SUM: 3A 54 4B 06 47 11 7F 04 COOE 
DC90 DD 21 D7 DD 16 11 CD F7 : 9D 
DC98 DC D9 CD E4 DC O1 F8 OF : 4A DD89 52 49 56 45 20 30 00 F6 : 7C 
DCAO0 ED 79 CD CC DC 21 D7 DD : BO DD88 36 52 45 41 44 20 45 52 : 09 
DCA8 16 01 CD F7 DC 01 F8 OF : BF DD90 52 4F 52 20 44 52 49 56 : 4B 
DCBO ED 78 32 09 D8 E6 3C C8 : 62 DD98 45 20 31 00 02 37 57 52 : 78 
DCB8 C3. 18 DD 1A 13 ED 53 C4 : E9 DDAO 49 54 45 20 45 52 52 4F : 3A 
DCC9 DD 01 FC OF ED 79 B7 FO : F6 DDA8 52 00 02 37 53 45 45 4B : B3 
DCC8 CD CC DC C9 C5 06 20 10 : 39 DDBO 20 45 52 52 4F 52 00 00 : AA 
DCDO FE 01 F8 OF ED 78 4F E6 : A0 DDB8 37 4E 4F 54 20 53 41 4D : 29 
DCD8 81 20 F6 79 C1 C9 3E 07 : DF DDCO 45 00 00 DO 00 90 00 00 : 15 
DCEO 3D 20 FD C9 EB 7E 23 56 : 05 DDC8 83 7D FB OF FF 00 2C 10 : 45 
DCEB 23 22 C4 DD 01 FA OF ED : DD DDD の 80 8D 00 CO 92 CF 87 83 : 38 
DCFO 51 F5 CD CC DC F1 C9 01 : 76 DDD8 79 00 CO FF 00 14 28 80 : F4 
DCF8 80 iF 04 ED A3 15 20 FA : 62 DDEQ 8D FB OF 92 CF 05 CF 87 : 53 
ーーー ニ ーーーーーーーー ーーー ニ ーーーーーーーーーーーー ーーー ニ ーーーーー DDES8 00 00 00 00 00 00 00 00 1 の ひひ 
SUM: 62 26 83 3F 8B 10 A1 8D 9886 DDF の 00 00 00 00 00 00 OO OO : 00 
DDF8 00 00 00 00 00 00 00 00 : 00 
DD の 9 C9 16 95 3A c3 p9 B7 20 21 a y i | A me m d m m Rn Hm i d m m | m m -e c c I | m ーーーー 
DD98 05 21 72 DD 18 03 21 87 : 38 SUM: 5F F6 DO D3 11 FD 67 71 BDE1 
DD19 DD CD 3C DD 3E FF 18 3E : 56 
DD18 16 95 21 9C DD CD 3C DD 2B DEOO 00 00 00 00 00 90 99 00 : 00 
DD20 3E FF 18 32 16 95 21 AA : FD DEO8 00 00 00 00 00 00 00 99 : 00 
DD28 DD CD 3C DD 3E FF 18 26 : 3E DE10 00 00 00 00 OG 00 00 00 : 00 
pp3e 16 95 21 B7 DD CD 3C DD : 46 DE18 00 00 00 00 00 00 99 00 : 00 
0000 ] ーー ニー ニー ニー ニニ ーー ニニ ーー ニーーーーー ニ ーーーー ニ ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー 
0000 2 : 星 が 流れ る VER 3.3A 9t 
Mee Mom E ee DOE 3A A3 D2 92 
Poe H T "me D994 18 08 94 ELSE 
D999 7 D996 DD 36 04 95 
D999 8 G RAM: EQU ecoooH peso FF 
Deeo 9 HNM: EQU 40 NON DOJA DD 36 05 96 
DOGO 10 MV: EQU 3 ;(12) : 加 くし た いな ら 1 に 近づけ て 。 khe 00 " "m 
Pens 12 ん ( e : e IN etos ecu DO9E C3 21 DI 98 JP 
D999 13 P INC: EQU 15 DOAL 99 
DOGO 14 G L: EQU 0 ;G RAM L DOAL 100 RIGHT SIDE: 
D999 15 GH: EQU 1 G RAM H DOAI 21 80 02 101 LD 
D999 16 CNT: EQU 2 COUNTER DOA4 B7 ED 52 102 SUB 
DOGO 17 CNT U: EQU 3 USING DOA? E5 103 PUSH 
pooo 18 SX1: EQU 4 DOA8 11 00 32 104 LD 
D999 19 SY1: EQU 5 D9AB EB 105 EX 
peoo 20 SX2: EQU 6 DOAC CD 87 D2 106 CALL 
peoo 21 SY2: EQU 7 DOAF DD 73 02 107 LD 
pooo 22 SPD: EQU 8 ;8PEED DeB2 DD 36 06 108 LD 
D999 23 SPDM: EQU 9 DOB5 ei 
peoe 24 SPD P: EQU 10 ;SPEED PLUS DOB6 3A A3 DZ 109 LD 
DOGO 25 MVMNT: EQU 11- Bw mM D989 DD 77 07 110 LD 
D999 26 DOT: EQU 12 IPSE 形状 DOBC El 111 POP 
poeo 27 XXX EQU 13 DOBD 7D D6 64 112 IF 
D990 28 YYY EQU 14 pece 7C DE 99 
p900 CD 24 DO 289 CALL ESTABLISH D9C3 30 oc 
D993 21 53 DI 30 LD HL,INT. STAR DOCS DD 36 04 113 
peoe 22 5A 00 31 LD (005AH) ,HL DOC8 00 
Deog F3 32 DI D0C9 3A A3 D2 114 
DØOA ED 4B 20 33 LD BC, (CTCO0) pecc DD 77 05 115 
DOOD DO DOCF 18 08 116 ELSE 
DOOE 3E 58 34 LD A, 58H DODI DD 36 04 117 
D919 ED 79 35 OUT (C),A DOD4 ei 
D912 ED 4B 22 36 LD BC, (CTC1) DeD5 DD 36 05 118 
Deis DO DOD8 00 
D016 3E A7 31 LD A, 167 DeD9 119 FI 
D918 ED 79 38 OUT (C),A D9D9 c3 21 D1 120 JP 
DOIA 3E 80 39 LD A,128 D9DC 121 OTHER: 
D91C ED 79 40 OUT (C),A- DODC 11 A4 00 122 LD 
DOIE FB 41 EI DODF CD 87 D2 123 CALL 
DO1F C9 42 RET DOE2 124 
D020 43 DOE2 7B D6 CB 125 IF 
D020 AQ 1F 44 CTCÓ: DW 1FA0H ; (704H) DOES 7A DE 00 
D022 Al 1F 45 CTC1: DW 1FA1H ; (705H) DOES 30 04 
D024 46 DORA 3E FF 126 
D024 47 ESTABLISH: m n QA in ELSE 
"na 21 C4 48 LD IX,HBUF ; Xp B OOh! X LIVE みた い s こ nb us 
D927 D2 br z ED 52 n 
* も ゝ NT e A - DOF 
Ar 28 49 DO B,HNM í iv 5 ん な メッ セー ジ で も 書 こ う Des Su 132 
Ma aor. 50 PUSH BC omohkogorXBBXHWGxc« Dara sA Ado? 144 ここ 
D92B CD 37 DO 51 CALL DO EST : 久 々 の マク ロ 攻 撃 ソ ー ス リス ト DOFB 7B 135 LD 
を お 楽し みく だ さい 。 DOFC FE 64 38 136 IF 
DOZE 11 OF 99 652 LD DE,P. INC DOFF 04 
D031 DD 19 53 ADD IX,DE D100 3E 08 137 LD 
D933 C1 54 POP BC D192 18 02 138 ELSE 
D934 10 F4 55 ) D104 3E F8 139 LD 
D936 c9 56 RET D106 140 FI 
D937 57 D106 F5 141 PUSH 
D937 $8 DO EST: D107 142 ;SYs-1 
D037 CD 49 D2 59 CALL RND D107 21 00 A0 143 LD 
D93A 7D 60 LD A. Lh D19A CD 87 D2 144 CALL 
axe d * : 48 wd 
; D1 
Mr "M ~ Tr is dern Qu d usu uie D113 DD 77 06 147 LD 
DO3F 11 33 00 64 LD DE,51 D116 DD 77 04 148 LD 
D942 CD 87 D2 65 CALL WARI ` ANSWER DE = X D119 F1 149 POP 
D945 66 i D11A DD 77 07 150 LD 
D045 7B D6 80 67 IF DE«640 THEN D11D DD 36 05 151 LD 
D048 7A DE 02 D120 00 
D94B 30 04 D121 152 
D04D 3E F8 68 LD A,-8 ;8Y1,2 D121 153 MANNAKA: 
DO4AF 18 0A 69 ELSE Y, 2 2a 
D051 EB 70 EX DE, HL D121 154 MNK H: EQU 
D052 11 80 02 71 LD DE,640 D121 155 MNK_L: EQU 
D955 B7 ED 52 72 SUB HL, DE D121 156 
po58 EB 13 EX DE,HL D121 157 ETC WK SET: 
pesg 3E 08 74 LD A,B 1SY1,2 D121 DD 36 00 158 D 
D05B 15 Fi D124 E8 
pe5B 32 A3 D2 76 LD (AWK) ,À D125 DD 36 01 159 LD 
DOSE 7B D6 40 77 IF DE»-320 JR RIGHT SIDE D128 E3 
D961 7A DE 91 : D129 DD 36 03 160 LD 
D964 30 3B D12C 00 
D966 78 SX=1 DY=109 D12D DD 36 9A 161 ED 
D966 21 40 01 79 LD HL,320 D139 04 
D969 B7 ED 52 80 SUB HL,DE  ;HL=320-X=DX D131 DD 36 0B 162 LD 
DOGC E5 81 PUSH HL D134 03 
DOBD 11 99 32 82 LD DE,109*128 D135 163 AGAIN 
po70 EB 83 EX DE,HL D135 CD 49 D2 164 CALL 
peti CD 87 D2 84 CALL WARI D138 7C 165 LD 
po74 DD 73 02 85 も D ( TX+CNT) ,E 1 ENC/DEC COUNTER D139 E6 07 166 AND 
D977 DD 36 06 86 LD (TX+SX2),-1 :3X2 D13B 3C 167 INC 
D67A FF Di3C DD 77 09 168 LD 
D07B 3A A3 D2 87 LD A, CAWK) D13F DD 86 OA 169 ADD 
D97E DD 77 07 88 LD (IX+SY2) ,A :SY2 D142 DD 77 98 179 LD 
D081 El 89 POP HL D145 3E 80 171 LD 
D982 7D D6 64 90 IF HL«100 THEN :DY>=DX D147 DD 77 OC 172 LD 
D085 7C DE 00 D14A DD 36 0D 173 LD 


64 Onx 198911. 


DE20 
DE28 
DE30 
DE38 
DE40 
DE48 
DE59 
DE58 
DE60 
DE68 
DE7 の 
DE78 


99 00 
eo 99 
eo o0 
o0 00 
00 00 
00 00 
99 00 
00 00 
00 00 
00 00 
20 20 
43 20 


9 の 
99 
99 
ひ の 
90 
00 
99 
90 
eo 
20 
20 
20 


90 
00 
00 
00 
00 
99 
00 
99 
99 
29 
20 
20 


00 
00 
00 
00 
00 
00 
00 
99 
99 
20 
20 
20 


ーーーーーーーーーーーーーーーーーー 


SUM: 


DE8 の 
DE88 
DE99 
DE98 
DEA9 
DEA8 
DEBO 
DEB8 
DECO 
DEC8 
DEDO 
DED8 


LD 


LD 
LD 


LD 
LD 


ETC WK SET 


;8Xs-1 DY=100 


HL、649 
HL,DE 


HL 

DE, 1004128 
DE, HL 

WARI 
{IX+CNT), E 
(EX+SX2),1 


A, (AWK) 
(IX*SY2),A 


HL 
HL«100 THEN 


63 40 


20 20 
54 20 
54 41 
20 20 
20 20 
20 20 
20 20 
4B 20 
20 20 
54 0D 
3A 20 


A, (AWK) 
(IX*SY11,A 


60 


(IX*SX1),0 


60 


20 
41 
55 
20 
20 
20 
20 
20 
20 
57 
20 
57 


60 
20 
43 
53 
20 
20 
20 
3B 
42 
20 
41 
20 
41 


:8X1 


;SY1 


;DX»sDY 


UIX*SX1),-1 
(IX*SY1),0 


こち 


;8Y1 


;HLbz610-X-DX 


1DY>=DX 


LD 


LD 
LD 


LD 
LD 


(IX*tSX1),0 


A, (AWK) 
(IX*SY1),A 


(IX*8X1),1 
(IX*SY1),0 


ETC WK SET 


DE, 164 
WARI 


DE«200 


(AWK),A 
A,E 
A»z100 
A,8 
À,-8 


AF 
Dx-320 
HL,320*1 
WARI 
(IX*CNT) 
A, (AWK) 
(IX*8X2) 
(IX*SX1) 
AF 
(IX*8Y2) 
(IX*SY1) 


EQU 


00 
eo 
00 
00 


99 


00 
00 
00 


99 


20 
20 
20 


9 の 
00 
LI 
00 
00 
99 


99 


99 
00 
4C 
41 
20 


00 
00 
00 
99 
99 
00 
00 
m 
00 
44 
2C 
20 


99 
99 
00 
00 
00 
00 
m 
eo 
00 
10 
2D 
23 


*» s» sy s» 94 v^ 


**" 4» ss ve so ss 


ーーーーーーーーーーーーーー 


60 


3B 
4B 
oD 
50 


42 


20 


ANSWER DE = Y 


THEN 


A,-1 
DE,HL 
DE,200 
HL,DE 


DE,HL 
A,1 


THEN 


28 
,E 


‚À 
‚À 


A 
,0 


18X2 
;SX1 


:8Y2 
:8Y1 


23E8H*4Q RAM 


MANNAKA/256 
-MNK H*256*MANNAKA 


(IX*G L),MNK L 


(EX+G H),MNK H 


(EX+CNT_U),9 


(TX+SPD P),FSP 


(IXtMVMNT) , MV 


RND 
A,H 
7 
A 


(IX*SPDM),A 
A,CIX8SPD PI 


{TX+SPD}) 
A,80H 

(IX*DOT) 
(TX+XXX} 


A 


A 
,48 


1SX1,2 


:INC/DEC COUNTER 


AD 


47 
20 


20 


4F 
43 
20 
41 
oD 


52 


54 


20 


54 


90 


45 
53 
20 
50 
20 
20 
43 
20 
45 
31 
20 


ABTF 


67 
F8 
DE 
8F 


ss pp se so oo so OS se 99^ v» *9 49 ** 2 ** «v 


ーーーーーーーーーーーー 


iG_RAM の まん な か な の で 


; 10000000B 


MusicBASIC の ボス コ ニ ア ン FLASH FLASH FLASH は 最高 で す 。 何 年 か 前 の イー ス 
組曲 を 聞く と 西川 さん の 進歩 が 見 を る 。 み に くい アヒル の 子 が 白鳥 に な っ た よう な も ん だ 。 
4x (18) 兵庫 県 


ボス コ ニ ア ン 以 外 に も 曲 作 っ て くだ さい 。 


赤松 


p20p 31 00 
D211 ED 4D 


D800 C3 0A 
D803 C3 C4 
D896 c3 94 


D89B ED 73 


D8OF 31 6A 


D814 32 B2 
D817 11 B5 
D81A CD E1 
D81D 11 BC 
D820 CD E1 


D823 01 00 


D828 11 42 
D82B CD El 


BASIC と PASCAL を ちょ っ と か じ っ た ん で す が , や っ ぱ , どー も アセ モン プラ の ほう が 


Dł 


99 


16 


ュー d 
toO ::00-a0:0 4 Co t5 a 


LD 
RET 


INT STAR: 
DI 


ELSE 


LD 
NEXT HS: 
LD 
ADD 
NEXT HS2: 
POP 
DEC 
JP 


POP 
POP 
POP 
POP 
POP 
INTSP: 

LD 
BI 
RETI 


ORG 


(IX*YYY),12 


(INTSP*1),SP 


SP,USP 
AF 
BC 
DE 
HL 


IX 


A, HNM 
IX,HBUF 


AF 
A,UCIX*SPD) 


A 

(IX*SPD),A 
NZ,NEXT HS 
C,(IX+G L) 
B,(IX*G H) 

A 

(C),A 

A, (IX+MVMNT ) 
A 

( IX+MVMNT ) , A 


る THEN 
LD A, MV 


NUMBER OF HOSHI 
;HOSHI'S ADDRESS BUFFE: 


;SPEED COUNTER が 9 に な ら な け 


動か な い 。 
;GET G RAM ADDRESS 
;CLEAR DOT 


> どの くら ちい 移動 し た か 


LD UIX*MVMNT),A 
LD A, (EX+SPD P) 


OR A 


JR 2,8PDSET 
DEC (IX*SPD P) 


A,(IX*SPDM) 
A, {IX+SPD P) 
(IX+SPD},A 


A, (IX+CNT_U) 
A, (IX+CNT) 
(IX*CNT U),A 
M,SPECIAL 


E,(IX€SY1) 
D, (IX*SX1) 
CALC 


(IX*CNT U),0 


E,(IX*SY2) 
D,(IX*8X2) 


A,B 

A,E 

A 

P,PLUS 
A«0COH JP 


B,A 


A,D 

A 

P THEN 
RRC (IX*DOT) 


:SPEED は 変化 


SPEED MASTER 
;iSPEED PLUS 
;SET NEW SPEED 


MINUS 


JR NC,WRT DOT 


INC BC 


INC 
IF A>=89 


LD (IX*XXX) 


RLC (IX*DOT) 


DEC 


DEC 
IF AzOFFH 


LD (IX*XXX) 
A, (TX+DOT ) 
1C),A 


(TX+G L),C 
(IX*G H),B 


DE,P INC 
IX,DE 


AF 
A 


NZ, MOVE LPI 


SP, 9 ; DUMMY 


— —— M e a a nt 


;DISK FORMAT 


-— À ae e Se a a i a 


OFFSET 


& COPY 


ーーーーーーー ニ ーーー ニーー 


8000H-0D800H 
0D800H 


EQU ODFOOH 
EQU 9FE99H 
EQU ODFOOH 
COPY 

FORMAT 

CHK RD 

DB e 


(SVSP),SP 
SP,USP 

A 

(SEKT),A 
DE,RESTOREO 
DIOCS 

DE , RESTORE1 
DIOCS 
BC,40t256 


BC 


性 に あっ て る よう な 気 が し ます 。 


LD A,CIXeXXX) 
A 


JP NEW 


À 


JR NC,WRT. DOT 
BC 

LD A, (TX+XXX ) 
A 


JP NEW 


À 


i VARIABLE WORK AREA 
;FORMAT DATA STARTS 
;DISK BACK UP 

;DISK FORMAT 

;CHECK READ 


;B-40 Cz0 


;MOTOR ON DRIVE 9 


丸山 勝之 (20) 埼玉 県 


D213 


p213 DD 7E 
D216 3C 
D217 FE 19 


b21A 


D21C DD 77 
D21F 60 69 
D221 01 BO 
D224 B7 ED 
D227 44 4D 
D229 C3 C5 


わ 22C 
D22C 


D22C DD 7E 
D22F 3D 


D230 FE FF 


D233 43 D2 
D235 DD 77 
D238 60 69 


D23A 01 BO 


D23D 09 
D23E 44 4D 
D249 C3 C5 


D243 
D243 


D243 CD 37 
D246 C3 02 


D249 
D249 


D249 ED 5B 
D24C D2 
D24D ED 4B 
D250 D2 
D251 CD 62 


D254 


D257 ED 5F 
D259 32 5F 
D25C C9 


D25D 
D25D 


D25F 00 
D260 E7 03 


D262 
D262 


D262 21 00 
D265 3E 10 


D267 
D267 


D268 CB 23 
D26A CB 12 
D26C D2 70 
D26F 09 


D270 
D270 


D271 C2 67 
D274 C9 


D275 
D275 
D275 
D277 


3E 10 


D278 4D 
D279 21 00 


D27C 
D27C 


D27D EB 
D278 29 
D27F EB 


D280 


39 01 


D282 09 


D283 
D283 


D284 20 F6 
b286 C9 


D287 
D287 
D287 
D289 


3E 10 
42 4B 


D28B EB 


D28C 
D28F 
D28F 


21 00 


D28F 29 
D290 EB 


D291 


D292 EB 


D293 
D295 
D296 


30 01 


D296 B7 ED 


D299 
D29B 
D29C 
D29E 
D29E 
D29F 
D29F 


30 93 
18 01 


D2A0 20 ED 
D2A2 C9 


D2A3 


D2A3 00 
D2A4 00 00 
D2A7 00 00 


D2AA 


00 00 


D2AD 99 00 
D2BO 00 00 
D2B3 00 00 
D2B6 00 00 
D2B9 00 00 


D2BC 


99 o0 


D2BF 00 00 
D2C2 00 00 


D2C4 
D2C4 
D2C3 


D830 
D833 
D836 
D839 
D83A 
D83D 
D840 
D843 
D8486 
D846 
D849 
D84C 
D84F 
D852 
D852 
D855 
D858 
D858 
D85B 
D85E 
D85E 
D861 
D864 
D864 
D866 
D869 
D869 
D86C 
D86F 
D86F 
D872 
D875 
D878 
D87B 
D87B 
D87E 


[D2C3] 


OE 
DZ 
@E 


37 
42 


Di 


9E 
CA 
QE 
37 


Di 


DA 
D2 


279 PLUS: 
280 ; 


` 305 RND: 


5D 
60 


D2 
p2 


D2 


99 


D2 


D2 


99 


99 


42 


99 
99 
99 
00 
00 
99 
99 
99 
eo 
eo 


314 OLDRND: 
315 REFR: 
316 STEP: 


318 MULTI: 


332 KAKE: ; 


337 ML1: 


344 ML2: 


349 WARI: ; 


355 DVI: 


362 DV2: 


367 DV3・ 
369 DV4: 


374 AWK: 


376 USP: 
377 HBUF: 


LD CASCIXSHYYY) 
INC A 
IF A>s25 JP NEW 
LD (TX+YYY) ,A 
LD HL,BC 
LD BC,37B0H 
SUB HL,BC 
LD BC,HL 
JP SHIFT. DOT 
LD A, (IX+YYY) 
DEC A d 
IF AsÜFFH JP NEW 
LD (4IXeYYY),A. ・ 
LD HL,BC 
ADD HL,BC 
LD BC,HL : 
JP . SHIFT. DOT : 
CALL DO EST 
JP NEXT HS2 ・ 
LD DE, (OLDRND ) : 
LD | BC, (STEP) 
CALL MULTI 
LD (OLDRND) , HL 
LD A,R 
LD (REFR),A 
RET ' 
DW 0E123H 
DS 1 3 
DW 999 : 
LD A,10H 
ADD HL,HL 
SLA E 
RL D : 
JP NC,SKIP 
ADD HL, BC 
DEC A 
JP NZ ,MLOOP 
RET 
HL£DE 35x-HL 
LD A,16 
LD B,H 
LD CL 
LD HL, © 
ADD HL, HL 
EX DE, HL 
ADD HL, HL 
EX DE,HL 
JR NC,ML2 
ADD HL,BC 
DEC A 
JR NZ,ML1 
RET 
HL/DE コタ ェ = DE アザ サ ェ HL 
LD 4,16 
LD BC,DE 
EX DE,HL 
LD - HL,9 
ADD HL, HL 
EX DE, HL 
ADD HL,HL 
EX DE,HL 
JR NC,bV2 
INC HL 
SUB HL,BC 
JR NC,DV3 
ADD HL,BC 
JR DV4 
INC DE 
DEC A 
JR NZ ,DV1 
RET 
DS 1 
DS 32 
LD (DRIVE),A 
LD A, (SEKT) 
LD (LAST), A 
LD A,C 
LD (SEKT),A 
CALL WHERE 
LD ^  DE,SKCOM 
CALL DIOCS ;SEEK DRIVEO 
LD HL,D. AREA 
LD ( BUFAD ) , HL 
LD DE,R. COM 
CALL DIOCS ;READ SIDEO 
LD DE, MONO SD1 
CALL DIOCS ;SIDEI 
LD DE,R COM 
CALL DIOCS ;READ SIDEI 
LD DE,MON1 SD の 
CALL DIOCS ;MOTOR ON DRIVE 1 
LD A, 1 
LD (DRIVE),A 
LD DE,SKCOM 
CALL DIOCS ;SEEK DRIVEI 
LD HL,D AREA 
LD (BUFAD),HL 
LD DE,W. COM 
CALL DIOCS ;WRITE SIDEO 
LD DE,MON1 SD1 
CALL DIOCS :8TDE1 


特集 Z80 と その 家族 


65 


D881 72 D9B4 FF 205 DB OFFH ;END CODE 


p881 11 7F D9 73 LD DE,W COM D9B5 206 RESTORE: 

D884 CD El DB 74 CALL DIOCS ;WRITE SIDE1 D9B5 04 80 00 207 DB 4,80H,9,0,4,0,0FFH 
D887 15 D9B8 00 04 00 

p887 C1 16 POP BC D9BB FF 

D888 OC 77 INC C D9BC 208 RESTORE1 : 

D889 10 9B 78 DJNZ COPY LPO D9BC 04 81 99 209 DB 4,81H,0,0,4,1, 0FFH 
D88B 11 3D D9 79 LD DE,M OFF D9BF 00 04 01 

D88E CD E1 DB 80 CALL DIOCS D9C2 FF : 

D891 C3 67 DD 81 JP EXIT D9C3 210 

D894 82 D9C3 00 211 DRIVE: DB 0 

D894 83 CHK RD: D9C4 212 

D894 F3 84 DI D9C4 213 SCTR: EQU 16 

D895 ED 73 E8 85 LD (SVSP),SP D9c4 214 END: EQU 39 

D898 DD poca 215 DSM: EQU OFFCH DSM è い っ て KORG の テン "タル サン フ * 
D899 31 6A DE 86 LD SP,USP うぅ う - と は 関係 な い 。 

D89C FB 87 EI D9c4 216 DTYPE: EQU OFFFH 

D89D AF 88 XOR A D9C4 217 FORMAT: 

D89E 32 B2 D9 89 LD (SEKT ) ,A D9C4 F3 218 DI 

D8A1 11 B5 D9 90 LD DE,RESTOREO D9C5 ED 73 E8 219 LD (SVSP ) , 8P 

D8A4 CD E1 DB 91 CALL DIOCS D9C8 DD 

D8A7 11 BC D9 92 LD DE , RESTORE 1 D9C9 31 6A DE 220 LD SP, USP 

D8AA CD E1 DB 93 CALL DIOCS D9CC FB 221 EI 

D8AD 94 D9CD 21 99 DF 222 LD HL,AD 

D8AD 01 00.28 95 LD BC,40*256 ;B240 CsO D9D9 22 C2 DD 223 LD (BUFAD) , HL 

D8B ひ 96 CHCK LPO: D9D3 22 AC DB 224 LD (KAD) , HL 

D8B0 C5 97 PUSH BC D9D6 22 B1 DB 225 LD (CPYAD) ,HL 

DS8B1 98 D9D9 226 ;FORMAT MAIN 

DSR1 C5 99 PUSH BC D9D9 CD B1 DA 227 CALL MAKE F 

D8B2 11 42 D9 100 LD DE,MONO. SDO D9DC 228 

D8B5 CD E1 DB 191 CALL DIOCS ;MOTOR ON DRIVE 0 D9DC 01 FF OF 229 LD BC,DTYPE ;:2D/2DD MODE 
D8B8 C1 102 POP BC D9DF ED 78 230 IN A,(C) 

D8B9 103 D9E1 231 

D8B9 AF 104 XOR A D9E1 11 BC D9 232 LD DE,RESTORE! 

D8BA 32 C3 D9 105 LD (DRIVE),A D9E4 CD E1 DB 233 CALL DIOCS ;DRIVE 1 MOTOR ON 
D8BD 3A B2 D9 106 LD A,(SEKT) D9E7 234 

D8CO0 32 B3 D9 107 LD (LAST) ,A D9E7 AF 235 XOR A 

D8C3 79 108 LD A,C D9E8 32 AA DB 236 LD (CYL),A 

D8C4 32 B2 D9 109 LD (SEKT),A D9EB 32 AB DB 237 LD (OLD), A 

D8C7 CD CO DB 110 CALL WHERE D9EE 238 

D8CA 11 BO D9 111 LD DE,SKCOM D9EE 239 FMTRPO: 

D8CD CD E1 DB 112 CALL DIOCS SEEK DRIVEO D9EE CD 4C DB 240 CALL SEEK# 

D8D9 113 D9F1 3A AA DB 241 LD A, (CYL) 

D8D の 21 00 DF 114 LD HL,D AREA D9F4 CD CO DB 242 CALL WHERE 

D8D3 22 C2 DD 115 LD (BUFAD) , HL D9F7 32 AB DB 243 LD (OLD),A 

D8D6 11 4E D9 116 LD DE,R. COM D9FA 244 

D8D9 CD E1 DB 117 CALL DIOCS ;READ SIDEO D9FA AF 245 XOR A 

D8DC 118 D9FB 32 A9 DB 246 LD (SIDE),A 

D8DC 11 45 D9 119 LD DE,MONO SD1 D9FE 247 SDRPO: 

D8DF CD E1 DB 120 CALL DIOCS ;SIDE1 D9FE 248 

D8E2 121 D9FE 01 FC OF 249 LD BC,DSM 

D8E2 11 4E D9 122 LD DE,R COM DAOI 3A A9 DB 250 LD A, (SIDE) 

D8E5 CD El DB 123 CALL DIOCS ;READ STDE1 DA94 FE 01 251 CP 1 

D8E8 124 DA@6 20 04 252 JR NZ ,STDE1 

D8E8 CD 2A D9 125 CALL CALC_SUM DAO8 1E 10 253 LD E,10H 

D8EB F5 126 PUSH AF DAGA 18 02 254 JR DO FMT 

D8EC 127 DAOC 255 SIDE!: 

D8EC 11 48 D9 128 LD DE ,MON1 SD9 DAOC 1E 99 256 LD E,0 

D8EF CD E1 DB 129 CALL DIOCS ;MOTOR ON DRIVE 1 DAQE 257 DO FMT: 

D8F2 130 DA9E 3E 81 258 LD A,B1H 

D8F2 3E 01 131 LD A,1 DA19 B3 259 OR E 

D8F4 32 C3 D9 132 LD (DRIVE), Á DA11 ED 79 260 OUT (C),A 

D8F7 133 DA13 CD CC DC 261 CALL WNBSY 

D8F7 11 B6 D9 134 LD DE,SKCOM DA16 262 

D8FA CD E1 DB 135 CALL DIOCS ;SEEK DRIVE1 DA16 CD 14 DB 263 CALL ST FMT 

D8FD 136 DA19 264 

D8FD 21 00 DF 137 LD HL,D AREA DA19 265 

D900 22 C2 DD 138 LD ( BUFAD ) , HL DA19 16 11 266 LD D,17 

D903 11 4E D9 139 LD DE,R COM DA1B 21 AF DB 267 LD HL,DMAWRT 

D906 CD E1 DB 140 CALL DIOCS ;READ SIDEO DA1E CD F7 DC 268 CALL SETDMA 

D909 141 DA21 01 F8 OF 269 LD BC,CR 

D909 11 4B D9 142 LD DE,MON1 SD1 DA24 3E FO 270 LD A, OFOH 

D99C CD E1 DB 143 CALL DIOCS ;SIDEI DA26 ED 79 271 QUT (C),A 

D99F 144 DA28 CD CC DC 272 CALL WNBSY 

D99F 11 4E D9 145 LD DE,R. COM DA2B 16 01 213 LD D,1 

D912 CD El DB 146 CALL DIOCS ;READ SIDE1 DA2D 21 AF DB 274 LD HL,DMAWRT 

D915 1417 DA30 CD F7 DC 275 CALL SETDMA 

D915 CD 2A D9 148 CALL CALC SUM DA33 276 

D918 El 149 POP HL DA33 3A A9 DB 277 LD A,(SIDE) 

D919 BC 150 CP H DA36 3C 278 INC A 

D91A C2 30 DD 151 JP NZ,ERROR4 : デ ー タ が 違う DA37 32 A9 DB 279 LD (SIDE),A 

D91D 152 DA3A FE 01 280 CP 1 

D91D Ci 153 POP BC DA3C 28 CO 281 JR Z,SDRPO 

D91E OC 154 INC C DA3E 3A AA DB 282 LD A, (CYL) 

D91F 10 8F 155 DJNZ CHCK LPO DA41 3C 283 INC A 

D921 11 3D D9 156 LD DE,M OFF DA42 32 AA DB 284 LD (CYL),A 

D924 CD E1 DB 157 CALL DIOCS DA45 FE 28 285 CP END+1  、. 

D927 C3 67 DD 158 JP EXIT DA47 20 A5 286 JR NZ,FMTRPO 

D92A 159 DA49 287 ;MOTOR OFF 

D92A 169 CALC_SUM: DA49 91 FC OF 288 LD BC,DSM 

D92A 21 00 DF 161 LD HL,D AREA DA4C 3E 01 289 LD A,1 

D92D 11 99 20 162 LD DE,BYTES*SCTR*12 DA4E ED 79 290 OUT (C),A 

D930 OE oo 163 LD c,0 DA50 291 

D932 164 SUM LPO0: DA50 292 ; SYSTEM INITIALIZE 

D932 79 165 LD 6 DA59 293 6 

D933 AE 166 XOR (HL) DA59 11 01 DF 294 LD DE,D AREA*1 j: シ ステ ム フ ォ ー マ ッ ト デ ー タ を 
D934 23 167 INC HL 作る 。 

D935 1B 168 DEC DE DA53 62 295 LD H,D 

D936 4F 169 LD C,A DA54 6B 296 LD L,E 

p937 7A 17e LD A,D DA55 2B 297 DEC HL 

D9386 B3 171 OR E DA56 36 FF 298 LD (HL) , 6FFH 

D939 20 F7 172 JR NZ,SUM LPO DA58 01 FF 1F 299 LD BC,2000H-1 

D93B 79 173 LD A,C DA5B ED BQ 300 LDIR 

D93C C9 174 RET DASD 11 01 ED 301 LD DE,256*14«D AREA*1 
D93D 175 M OFF: DA60 62 302 LD H,D . 
D93D 04 00 04 176 DB 4,0,4,1,0FFH DA61 6B 303. LD L,E 

D940 01 FF DA62 2B 304 DEC HL 

D942 177 MONe SDO0: DA63 36 00 395 LD (HL),0 

D942 04 80 FF 178 DB 4,80H,0FFH DAGS 01 FF 01 306 LD BC,256*2-1 

D945 179 MONO SD1: DA68 ED BO 307 LDIR 

D945 04 90 FF 180 DB 4,90H,0FFH DA6A 21 00 ED 308 LD HL,256*144D AREA 
D948 181 MONI, 8D0: t DASD 36 01 309 LD (HL),1 

D948 04 81 FF 182 DB 4,81H,0FFH DA6F 23 310 INC HL 

D94B 183 MON1_ SD1: DA79 36 8F 311 LD (HL),8FH 

D94B 04 91 FF 184 DB 4,91H, 0FFH DA72 312 

D94E 185 R COM: ;READ FROM DRIVE 9 DA72 11 51 ED 313 LD DE,256*14*D AREA+$59+1 
D94E : 186 ;READ COM,START SECTOR DA75 62 314 LD H,D 

D94E 02 80 01 187 DB 2,80H,1,2,80H,2,2,80H,3,2,80H,4 DA76 6B 315 LD L,E 

D951 02 80 02 DA77 2B 316 DEC HL 

D954 92 80 03 DA78 36 8F 317 LD (HL),8FH 

D957 02 80 94 DA7A 01 2F 00 318 LD BC,16x3-1 

D95A 02 80 05 188 DB 2,80H,5,2,80H,6,2,80H,7,2,80H,8 DA7D ED BO . 319 LDIR 

D95D 02 89 06 DA7F 320 

D969 02 80 07 DA7F 11 BC D9 321 LD DE , RESTORE1 

D963 02 80 98 DA82 CD Ei DB 322 CALL DIOCS 

D966 02 80 09 189 DB 2,80H,9,2,80H,10,2,80H,11,2,80H, 12 DA85 323 

D969 02 80 0A DA85 11 48 D9 324 LD DE,MON1 SDO 

D96C 02 80 GB DA88 CD El DB 325 CALL DIOCS ;SIDEO (DRIVEL) 
D96F 02 BO 9C DABB 326 

D972 02 80 OD 190 DB 2,80H,13,2,80H,14,2,80H,15,2,80H, 16 DABB 3E 01 327 LD Ail 

D975 02 80 OE DA8D 32 C3 D9 328 LD (DRIVE),A 

D978 02 80 OF DA99 329 

D97B 02 80 10 DA90 21 00 DF 330 LD HL,D AREA 

D97E FF 191 DB OFFH ;END CODE DA93 22 C2 DD 331 LD (BUFAD ) ,HL 

p97F 192 DA96 11 7F D9 332 LD DE,W COM 

D97F 193 W COM: WRITE TO DRIVE 1 DA99 CD E1 DB 333 CALL DIOCS ;SYSTEM FORMAT DATA を 書く 
p97F 194 WRITE COM,START SECTOR DA9C 334 

D97F 903 A0 01 195 DB 3,0A0H,1,3,0A0H,2,3,0A0H, 3,3, 0A0H, 4 DA9C 11 4B D9 335 LD DE ,MON1_SD1 
D982 03 AO 02 DA9F CD E1 DB 336 CALL DIOCS ‘SIDE! (DRIVEL) 
D985 03 AQ 03 DAA2 337 

p988 03 A8 04 DAA2 11 7F D9 338 LD DE,W COM 

posB 03 AO 05 196 DB 3,040H,5,3,040H,6,3,040H,7,3,0A0H,8 DAA5 CD Ei DB 339 CALL DIOCS ;SYSTEM FORMAT DATA を 書く t 
D98E 03 AO 06 02 

D991 93 AO 97 DAA8 349 

D994 03 AO 08 DAA8 11 3D D9 341 LD DE,M OFF 

D997 03 A0 09 197 DB .3,0A0H,9,3,040H,10,3,0A0H, 11, 3, 0A0H, 12 DAAB CD El DB 342 CALL DIOCS 

D99A 03 AQ 0A ; DAAE 343 

D99D 93 AO Oh DAAE C3 67 DD 344 JP EXIT 

DIAG 03 AO OC DABI 345 

D9A3 03 AO OD 198 DB 3,040H,13,3,040H,14,3,0A0H, 15,3, 0A0H, 16 DAB1 346 MAKE F: 

D9A6 03 A9 OE DAB1 DD 21 00 347 LD IX,VAR 

D9A9 03 AO OF DAB4 FE 

DIAC 03 AO 10 ; DAB5 DD 36 00 348 LD (IX*0),0 

D9AF FF. 199 DB OFFH ;END CODE DABS 00 

D9Be 200 DABI 349 

pono 201 SKCOM: ;SEEK TRACK DAB9 21 67 DB 350 LD | HL,GAP1 

DIBY 01 1C 202 DB 1, ICH DABC CD D2 DA 351 CALL MFSUB 

D9B2 00 203 SEKT: DB o o DABF 352 v S : 
poB3 00 . 204 LAST: DB E .DABF 06 10 353 LD B,SCTR ;NUMBER OF SECTORS 


XX1 の 記事 が 減っ た な …… 俺 が ゲロ グラ ム を 送れ ば ひと つ 増 える か も し れ な いん だ な 。 
Oh! X 1989.11. Tii 資 明 (18) 広島 県 


21 6C 
CD D2 


10 F6 
21 92 


E CD D2 


22 A7 
2A AT 


99 o0 


83 79 
99 o0 
AF 28 


,OCFH,87H 


DBB6 
DBB9 
DBBC 
DBBF 
DBC ひ の 
DBC ひ 9 
DBC の 9 


DBC3 
DBC 


28 80 
FB OF 
CF 95 
87 


21 40 


DB 
DA 


DB 
DA 


DB 
DB 


DB 


99 
oe 


AC 


ee 
e1 


DB 


DB 


14 
8D 


92 
CF 


36 


pL E; 


354 
355 
356 
357 
358 
359 
360 
361 
362 
363 


FMT_LP: 
PUSH 
LD 
CALL 
POP 
DJNZ 


LÐ 
CALL 
RET 


LD 
LD 
INC 
LD 
INC 
LD 
OR 
RET 
LD 
INC 
LD 
CP 
JR 
LD 
JR 
SET ID ADR: 
INC 


LD 
OUT 
CALL 
RET 


;FORMAT DATA 
GAP: 

DW 

DW 
SECTOR: 

DW 


KHL: DW 
SIDE: DB 
CYL: DB 
OLD: DB 
KAD: DW 
PPP: DB 


DMAWRT: 
DB 
CPYAD: 
DB 


DB 


TEXT: EQU 


BC DBC7 96 00 
HL, SECTOR DBC9 4F 
MFSUB DBCA 09 
BC DBCB 4D 
FMT LP DBCC 44 
2 DBCD 3E 87 
HL,GAPA DBCF ED 79 
MFSUB DBD1 03 
DBD2 ED 79 
DBD4 
DBD4 3E 87 
(KHL),HL DBD6 CB AQ 
DBD8 ED 79 
HL, (KHL) DBDA 0B 
C, (HL) DBDB ED 79 
HL DBDD 
B, (HL) DBDD El 
HL DBDE C1 
A,B DBDF Fi 
C DBEO C9 
Zz DBE1 
A, (HL) DBE1 
HL DBE1 
(KHL) ,HL DBE1 
OFFH DBE1 
Z,SET_ID_ADR DBE1 
D,A DBE1 
MF2 DBE1 
DBE1 
(IX+8)} DBE1 
D, 9 DBE1 
E,(IX*0) DBE1 
E DBE1 
IX DBE1 
IX,DE DBE1 
DBE1 
DE, (KAD) DBE1 ED 53 
DBE4 DD 
(IX*0),E DBES 
(IX*1),D ;ID ADDRESS ee 14 " 
; こ の ADDRESS に E6 FE 
"r な DBE8 C8 
IX DBE9 13 
DBEA ED 53 
DBED DD 
HL, (KAD) DBEE 21 08 
DBF1 16 00 
(HL),D DBF3 87 
HL DBF4 5F 
BC DBF5 19 
A,B DBF6 5E 
c DBF7 23 
NZ,MF2 LP DBF8 56 
(KAD) , HL DBF9 EB 
MFLOOP DBFA ED 5B 
DBFD DD 
iTD を セッ ト DBFE 
A,1 DBFE CD 07 
(PPP),A Dce1 
C, (IX) DC の 1 ED 5B 
DC の @4 DD 
IX DC95 18 DE 
A, (PPP) DCO? 
D,9 DC97 E9 
E,A DC08 
E DCO8 
IX,DE DC98 
L, (TX+9 ) DC98 12 DC 
H, (IX+1) DCOA 21 
IX bcec 
A, (CYL) シリ ンタ * ー DC@C 
(HL ) ,A DCOC 4B 
HL DCOE 83 DC 
A, (SIDE) TOS ( ) Lr 
(HL) ,A w* DC10 
HL DC10 BB DC 
A, (PPP) セク ター DC12 
(HL),A ペー DC12 
HL DC12 1A 
DC13 13 
(HL),1 ibt AR DC14 ED 53 
A, (PPP) DC17 DD 
C DC18 01 F8 
NC | DC18 ED 79 
A DC1D CD CC 
(PPP),A DC20 C9 
LPO1 DC21 
DC21 
BC,DR DC21 EB 
A, (CYL) DC22 7E 
(C),A DC23 23 
DC24 56 
BC,TR DC25 23 
A, (OLD) DC26 5E 
(C),A DC27 23 
DC28 22 C4 
BC,CR DC2B 01 F9 
A,1CH ¡SEEK DC2E ED 59 
(C),A DC39 01 FB 
WNBSY DC33 ED 51 
DC35 01 F8 
DC38 ED 79 
DC3A CD CC 
DC3D 01 F8 
32 DB 4EH DC40 ED 78 
9 DC42 32 09 
DC45 E6 18 
12 DB e DC47 C2 24 
3 DB OF5H DC4A C9 
1 DB OFEH DC4B 
4 DB OFFH DC4B 
1 DB OF7H DC4B D9 
22 DB 4EH DC4C 2A C2 
12 DB e DC4F 22 D2 
3 DB OF5H DC52 91 00 
1 DB の FBH DC55 99 
256 DB の @E5H DC56 22 C2 
1 DB OF7H DC59 21 C8 
54 DB 4EH DC5C 16 OF 
e DCSE CD F7 
DC61 D9 
266 DB 4EH DC62 CD E4 
ð DC65 01 F8 
DC68 ED 79 
1,2,3,4,5,6,7,8,9,10,11,12,13,141,15,16 の CD CC 
DC6D 21 C8 
DC70 16 01 
DC72 CD F7 
DC75 
e DC75 の 1 F8 
e DC78 ED 78 
0 DC7A 32 09 
@ DC7D E6 1C 
e DC7F C8 
@ DC89 C3 01 
DC83 
;17 BYTES DC83 
83H, 79H DC83 D9 
DC84 2A C2 
9,0 DC87 22 D9 
DC8A 91 00 
QAFH, 28H, 14H, 28H, 80H, 8DH , OFBH , OFH , 92H, OCFH, 05H DC8D 09 
DC8E 22 C2 
DC91 21 D7 
DC94 16 11 
DC96 CD F7 
DC99 D9 
DC9A CD E4 
80*20«3000H DC9D 01 F8 
DCA9 ED 79 
DCA2 CD CC 
DCAS 
AF DCAS 21 D7 
BC DCA8 16 01 
HL DCAA CD F7 
A,A DCAD 
HL, TEXT DCAD 01 F8 
DCB の ED 78 


ジェ ノ サ イド を クリ ア で きま し た (試験 期間 中 )。 やっぱ, 勉強 に 疲れ た と き は 
マー ダー クラ ブ DX の エン ディ ング を 見 て 気分 転換 で すね 。 


小林 毅 (22) 新潟 県 


C6 


C4 


C4 


C4 


C4 
er 
pc 


594 
595 


$99 
600 
601 


606 


616 
617 


619 
620 
621 
622 
623 
624 
625 
626 
621 
628 
629 
630 
631 
632 
633 
634 
635 
636 
637 
638 
639 
640 
641 
642 
643 
644 
6485 
646 
641 
648 
649 
650 
651 
652 
653 
654 


LD B,9 
LD Ci 
ADD HL,BC 
LD C,L 
LD B,H 
LD A,87H ; 四角 
OUT (C),A : 
INC BC 
OUT (C),A 
LD A,7*128 
RES 4,B 
OUT (C),A 
DEC BC 
OUT (C),A 
POP HL 
POP BC 
POP AF 
RET 
;DMA DISK IOCS 
;SPECIAL THANKS TO Y 4 
; 「 試 験 に 出る X 1 
ーー ーーー "-—— m 
CR: EQU OFF8H ; CON REG 
STR: EQU OFF8H ;8TAT REG 
TR: EQU GFF9H ;TRACK REG 
SCR: EQU OFFAH ;SECTOR REG 
DR: EQU OFFBH ¡DATA REG 
DIOCS: 
SENTRY 
IDE = COMMAND START ADDRESS 
LD (KEEPCOM ) , DE 
START 
LD A, (DE) ;GET COMM No, 
CP QFFH 
RET Z 
INC DE 
LD (KDE), DE 
LD HL, JTA ;HL*JUMP TABLE AREA 
LD D,0 
ADD A,A 
LD E,A ;DEzAt2 
ADD HL,DE 
LD E, (HL) 
INC HL 
LD D, (HL) ;GET JUMP ADD 
EX DE,HL ; HL*sJUMP ADD 
LD DE, (KDE) 
CALL PATCH ;CALL (HL) 
LD DE, (KDE) 
JR START 
PATCH: 
JP (HL) 
;TYPE I COM 
JTA: : 
DW RSTR ; RESTORE 9 
DW SEEK ; SEEK 1 
;TYPE II COM 
DW READD ; READ DATA 2 
DW WRITD WRITE DATA 3 
;MOTOR,SIDE,DRIVE 
DW MSD í 4 
RSTR: 
LD A, (DE) 
INC DE 
ED {KDE ) 、DE 
LD BC,CR iCOMM REG 
OUT (C),A 
CALL WNBSY ;WAIT 
RET 
SEEK: 
EX DE,HL 
LD A, (HL) ; AzCOM 
INC HL 
LD D, (HL} ;DsTRACK4 TO SEEK 
INC HL 
LD E,(HL) ;ESCURRENT TRACK# 
INC HL 
LD (KDE) ,HL 
LD BC,TR 
OUT (C),E ;SET CURRENT TRACK# 
LD BC,DR 
OUT (C),D ;SET TRACK TO SEEK 
LD BC,CR 
OUT (C),A ; SEND SEEK COM 
CALL WNBSY 
LD BC,STR 
IN A, (C) 
LD (STATUS) ,A 
AND 18H 1000110005 
JP NZ , ERROR3 $ (SEEK ERROR) 
RET 
READD: 
EXX 
LD HL, (BUFAD) 
LD (RD AD),HL 
LD BC, BYTES 
ADD HL, BC 
LD (BUFAD) ,HL 
LD HL,R DMA 
LD D,15 
CALL SETDMA 
EXX 
CALL SETSCT 
LD BC,CR 
OUT (C),A 
CALL WNBSY 
;RESET 
LD HL,R DMA 
LD D,1 
CALL SETDMA ;83H 0 み DMA へ 出力 = RESET 
LD BC,STR 
IN A,(C) 
LD {STATUS}, AÀ 
AND 1CH 00011100B 
RET z 
JP ERROR 
WRITD: 
EXX 
LD HL, (BUFAD) 
LD (WR AD),HL 
LD BC,BYTES 
ADD HL,BC 
LD (BUFAD),HL 
LD HL,W DMA 
LD D,17 
CALL SETDMA 
EXX 
CALL SETSCT 
LD BC,CR 
OUT {C}, A 
CALL WNBSY 
RESET 
LD HL,W DMA 
LD D,1 
CALL SETDMA ;83H0 ADMA ^. 出力 = RESET 
LD BC, STR 
IN A,(C) 


特集 Z80 と その 家族 


67 


68 


DCB2 32 09 
DCB5 E6 3C 


DCD1 061 F8 


DCDE 3E 07 


DCE1 20 FD 


DCE9 22 C4 
DCEC 01 FA 
DCEF ED 51 


DCF2 CD CC 


DCF7 01 89 


DCFB ED A3 
DCFE 20 FA 


DD6C ED 7B 


DD72 F6 36 
DD74 52 45 
DD77 44 20 
DD7A 52 52 
DD7D 52 20 
DD89 52 49 
DD83 45 20 


DD87 F6 36 
DD89 52 45 
DD8C 44 20 
DD8F 52 52 
DD92 52 20 
DD95 52 49 


D8 


DD 


or 


OF 


DD 
er 


1F 


D9 


DD 


| DD 


DD 


DD 
DD 


DD 
DD 


DD 
DD 


p8 
D9 
DB 
D9 
DB 


D8 


E8 


41 
45 
4F 
44 
56 
30 


41 
45 
4F 
44 
56 


655 
656 


657 


658 
659 
660 
661 
662 
$63 


664 
665 
666 
667 
668 
669 
670 
671 


672 


673 
674 
675 
676 
677 
678 
619 
680 
681 
682 
683 
684 
685 
686 
687 
688 
689 
690 
691 
692 
693 
694 
695 
696 
697 
698 
699 
1700 
Te1 


102 


103 
704 
705 
106 
707 
708 
709 
710 
711 
712 
713 
714 
115 
1716 
711 
718 
1719 
720 
121 


122 
123 
1724 
725 
726 
72" 
728 
129 
130 
731 
132 
733 
T34 
135 
736 
131 


: 738 


739 
140 
741 
742 
743 
744 
145 
746 
7417 
748 
749 
150 
751 
752 
153 
754 
755 
756 
751 
158 
168 
1760 
761 
762 
763 
764 
765 
766 
767 
168 
769 
770 
TTI 
172 
713 
774 
715 
716 
1711 
718 
719 
789 
781 
782 
783 
784 
785 
786 
787 
788 
789 
790 
191 


192 
793 
794 
795 
796 
791 


798 
799 
800 


MSD: 


WNBSY: 
WNBSYO: 


WNBSYI: 


WAITI: 
WAITZ 


SETSCT: 


SETDMA: 
STDM: 


ER TEXT: 


ERROR: 


Di: 
DO PRT: 


ERROR2 : 


ERROR3: 


ERRORA : 
MES PRINT: 


;ENTRY 


TPL: 


P EXIT: 


EXIT: 


EXIT2: 


MES1: 


MES11: 
DW 
DB 


Oh! X 1989.11. 


(STATUS) ,A 

3CH ;00111100B 
Z 

ERROR2 

A, (DE) ;GET DATA 
DE 

(KDE) , DE 

BC, DSM 

(C), A ;SET IT 

A i MOTOR ON? 
P :MOTOR OFF THEN RET 
WNBSY WAIT 


WAIT ROUTINE (LOOP UNTIL DEVICE IS READY.) 


B,20H PE 

WNBSYO PEWAIT 

BC, STR 

A, (C) 

C,A ;8AVE STATUS 
81H ; ; CHECK 

N2,WNBSY1 ;REPEAT 

A,C ;GET BACK STATUS 
BC ;BACK . BC 


WAIT ROUTINE 2 
A,T 


A 
NZ, WAITZ 


D, (HL) ;DzSECTORé 
HL 


BC,SCR ;BCsSECTOR REG 
(C),D ;SET SECTOR# 
AF SAVE COM 


AF GET BACK COM 


BC,$1F80 
B 


D 
NZ,STDM 


EQU 80*2243000H 


D,5*128*16 ;MEANS COLOR 5:CSIZE 2:CFLASH 


A, (DRIVE) 
A 

NZ,D1 
HL,MES! 
DO PRT 


HL,MES11 


MES PRINT 
A,0FFH ;ERROR MARK 
P EXIT 


D,5+128+16 

HL,MES2 

MES PRINT 

A, の PFH :ERROR MARK 
P EXIT 


D,5+128+16 

HL,MES3 

MES PRINT 

A, の FFH ;ERROR MARK 
P EXIT 


D,5+128+16 

HL, MES4 

MES_PRINT 

A, OFFH ;ERROR MARK 
P EXIT 


DzATTRIBUTE 
C, (HL) 

HL 

B, (HL) 

HL 


(STATUS), A 
DE,RESTOREO 
DIOC8 
DE , RESTORE 1 
DIOCS 
EXIT2: 


A 
(STATUS), A 


SP, (SVSP) 


ER TEXT*22 
"READ ERROR DRIVE 0^,0 


ER TEXT*22 
"READ ERROR DRIVE 1',0 


DD98 45 20 31 


DD9B 06 : 

DD9C 801 MES2: 

DD9C 92 37 802 DW ER TEXT*34 

DD9E 57 52 49 803 DB "WRITE ERROR",0 


DDAA 804 MRS3: 
DDAA 02 37 805 DW ER TEXT*34 
DDAC 53 45 45 $808 DE "SEEK ERROR", 0 


DDB5 52 00 ; 

DDB? 807 MES4: 

DDB7 00 37 808 DW ER, TEXT*32 
DDB9 4E 4F 54 809 DB "NOT SAME",0 


DDC2 810 BUFAD: 

DDC2 00 DO 811 DW 0D000H 読み こむ アド レス 

DDC4 812 KDE: 

DDC4 00 00 813 ps 2 

DDC6 814 KEEPCOM: 

DDC6 eo 00 815 DS 2 

DDC8 ` 816 BYTES: EQU 256 

DDC8 ` 817 

DDC8 818 R DMA: ;15 Bytes 

DDC8 83 7D FB 819 : DB 83H, 7DH, OFBH , 0FH 

DDCB OF 

ppcc FF 00 820 DW BYTES-1 

DDCE 2C 10 80 821 | DB 2CH, 10H, 80H, 8DH 

DDDi 8D 

DDD2 822 RD AD: 

ppp2 00 C9 823 DB 00H, 0COH 

DDD4 92 CF 87 824 DB 92H, 0CFH,87H 

DDD7 825 

DDD7 826 W DMA: ; 17 Bytes 

ppp? 83 79 827 pB 83H, 79H 

DDD9 828 WR AD: 

DDD9 00 CO 829 DB 90H,0COH i 

DDDB FF 00 830 DW BYTES- 1 $ 
. DDDD 14 28 80 831 DB 14H, 28H, 80H ,8DH , OFBH, 0FH, 92H, OCFH, 05H, OCFH, 87H 


DDEB CF 87 
DDES 00 00 832 SVSP: DS 2 
DDEA 00 00 00 833 ps 128 


DEGA 834 USP: 


10 WIDTH 80:CLEAR &HD000:PALET 4,7 

20 LOADM "OBJ" 

30 AD-&HD800:ST-AD49 

40 CSIZE2:LOCATE 6,0:PRINT40,"---- EASY DISK UTILITY ---- By Z.N 
50 CSIZE2:LOCATE 16,2:PRINT40,"1. FORMAT DISK  ";:CREV1:CSIZE:PR 
INT40,"(DRIVE1) ":CREV 

60 CSIZE2:LOCATE 16,4:PRINT40,"2. DISK COPY "S :CREV1:CSIZE:PR 
INT#Q, "(DRIVEQ TO DRIVE1)":CREV 

70 CSIZE2:LOCATE 16,6:PRINT40,"3. DISK COMPARE ";:CREV1:CSIZE:PR 
INT#Q," (DRIVEQ & DRIVE1)":CREV 

80 CSIZE2:LOCATE 16,8:PRINT40,"4. EXIT" 

90 CSIZE2:LOCATE 16,10:PRINT$0," | SELECT[1-4]:"; : PRINTCHR$(26) ; 
100 ASzINKEY$(1) 

110 ON VAL(A$) GOTO "FMT","CPY","CMP","END":GOTO90 

120 GOTO 90 

130 LABEL"'"FMT" 

140 GOSUB'"RDY" 

150 CALL AD+3 

160 IF PEEK(ST) THEN END ELSE 50 

170 LABEL'CPY" 

180 GOSUB"RDY" 

190 CALL AD+0 

200 IF PEEK(ST) THEN END ELSE 50 

210 LABEL"CMP" 

220 GOSUB"RDY" 

230 CALL AD+6 ! 

240 IF PEEK(ST) THEN END ELSE 50 

250 LABEL"RDY" : 

260 PRINT40,A$:CSIZE2:LOCATE 18,16:PRINT40,"PUSH [S] TO START" 
270 A$-INKEY$ 

280 IF A$-"" GOTO270 

290 IF INSTR("Ssh",A$) THEN 310 

300 GOTO270 

310 LOCATE 18,16:PRINTCHR$ (26) 

320 LOCATE 0,20:PRINTSTRING$ (80, &HEF) 

330 RETURN 

340 LABEL"END" 

350 END 


周辺 LSI を 使い こ な を そう (2) 


X58000 の ハー ドウ ェ ア 操 縦 法 


Kuwano Masahiko 


葉 野 雅彦 


はじめに 


プ ブログ ラム を 目 分 で 組む よう に な っ て 〈 
5 i. unl 22m Lis d 
う 壁 に ぶつ か り ま す 。 それ まで は 高級 言語 
に せよ 。 アセ ンプ ブラ に せよ 。 メ モリ や レジ 
スタ 間 で デー タ の 受け 渡し や 演算 を 行い , 
ライ ブラ リ や IOCS (Input Output Control 
System)/DOS コ ユー ル を 重ね て いけ ば よかっ 
だ も の が , 突然 わけ の わか ら な い ビ ッ ト ノ パ 
ター ン の デー タ 転 送 に な り 。 なぜ か それ で 
目的 が 達成 され る 世界 。 こ れ を や る と き は 
こち ら に この デー タ を 書き 込ん で か ら 行 っ 
て 《 だ さい 。 と いう 理由 も 教え な い 一 方 的 
な 指示 ……。 こ こ で あき ら め て し まう 人 が 
多い こと も 納得 で き な く は あり ませ ん 。 

お まけ に 最近 で は 強い 味方 が つい て いま 
qo t5, ツジ トウ エア の 共通 化 E い う 言 
葉 で す 。 と の 機械 の 上 で も 同じ ソフ ト が 走 
る よう に し まし ょ う , ハー ド を 直接 アク セ 
ス す る の は 御法度 で す と いう 言葉 で す 。 新 
興 示 教 に も 似 た この 動き で MSX, AX が 生 
まれ , そし て 今度 は OS/2 も 標準 化し よう と 
いう 動き が ちら ほら し て いる よう で す 。 £ 
あ , 漢字 が 使用 で き て 簡単 な 線画 が 描け れ 
ば 十分 びと いう ビジ ネス 用 の 機械 な ど は , 
と っ と と AX と 98 に 統一 し て し まえ ば よい 
の で し ょ う が , 個人 用 と な る と そう は いき 
ませ ん 。 

求め られ る ハー ドウ ェ ア の 基本 性 能 が ほ 
ば 画 一 な ビジ ネス 用 と 違っ て , まっ た く 何 
を する か わか ら な い 個 人 用 と いう の は 実に 
バラ エ テ ィ に 富ん で いま す 。 あ る 人 は 40 文 
字 メ 25 行 の キャ ラク タ 画 面 だ け で も 十分 に 
画 日 《 や っ て いけ ます し , まだ ある 人 は XX 
68000 で も まだ まだ 貧弱 だ と 思う で し ょ う 。 
OS に し て も 6S-OS く らい の ほう が , 自由 に 
芋 れ られ て よい と いう 考え ぇ 方 も あれ ば , UNI 
な ん て 不 自由 な OS は 嫌い だ と いう 意見 も 
あり ます 。 

パー ソナ ルコ ンピュータ に 対す る 見 方 が 


ずっ と 幅広 い 個人 ユー ザー 和 群 に と っ て は , プ 


バ パソ コン プロ グラ ミン グ の 道 を 突き 進ん で 行け ば 一 度 は ぶつ か る 礎 
「 ハ ー ド ウェ ア 」。 こ こ で は 。DMA。 AD PCM, CRTC な ど X68000 の 
ハー ドウ ェ ア 資 源 を 直接 , 効率 よく 制御 する 方 法 を リス ト を 交え な 


が ら 紹 介し ます 。 


ログ ラム は や は り ハ ー ド ウェ ア の 機能 を 生 
か し 切っ だ た も の で あり だ た いと 思う の は 当然 
で し ょ う 。 それ を 突き 詰め て いく と 上, CX 
と て ANSI の 規格 案 の 範 囲 だ け で プロ グラ 
ム を 組む な の で は も の 足り な く な っ て 専用 ラ 
ラリ を を 使う よう に な り ま す 、. そ うし で 。 
次 の ステ ッ プ と し て アセ ンプ ズラ が 登場 し て 
COS ラ デル だ 。 TOCS コー ル だ と な っ ゆい 
く の は 当たり 前 の こと で ある と 思い ます 。 
と な っ て くる と , その 先 に ある の は や は り 
ハー ドウ ェ ア で あり , 周辺 LSI を 直接 コン 
トロ ー ル する 世界 な の で す 。 

今回 は 入門 的 な 意味 合い も 含め て X68000 
の 周辺 LSI の いく つか を いじ っ て みよ うと 
思い ます 。 X68000 の 専用 LSI の 構造 な ど は , 
ペー ジ 数 の 都合 も あっ て ほとん ど 触 れ ら れ 
させ ん で し だ の で アス キー か ら 出 て いる 叉 
68000 テ クニ カル デー タブ ッ ク な ど を 参考 に 
し て くだ さい 。 少々 わか がかり に で い マ ニュ ア 
ル で す が 。 プ ログ ラム の サン プル と 併せ て 
眺め れ ば , 理 解 し や すい と 思い ます 。 サ ンプ 
ル は あく 〈 く まで 触れ て みる と いっ た 程度 な の 
で あま り 実 用 的 と は 言え を ませ ん が , それ だ 
け に パラメータ の 変更 な ど は 容易 で し ょ う 。 
いな た いみ 試し て みて だ る 


DMA コ ント ロー ラ 


DMA (Direct Memory Access) と いう 
の は , CPU を 介 き ず に 直接 , メモ リ に ア 
クセ ス す る こと を 言い ます 。 コ ンピュータ 
の 心臓 は 言う まで も な く CPU で す が , ハー 
ドウ ツェ ア 的 に 見 た 場合 , CPU と いう の は か 
な り 低 速 な デバ イス な の で す 。 こ れ は , 現 
在 の コ ユ コンピュー タ が すべ で て プロ グラ ム を メ 

モリ か ら 読 み , 解釈 し , 実行 する と いう サ 
イク ル を 繰り 返し て いる こと が 原因 で す 。 
この 方 法 の お か げ で か な り 複 雑 な 処理 で き 
x, 割 と 簡単 な ハー ドウ ェ ア て で 実現 で きる 
と いう の は 評価 に 値 し ます 。 しかし, 単 な 
る デー タ 転 送 な どの 場合 で も プロ グラ ム を 
読み 出し , 解釈 し し いう ステ ッ プ を 踏む こ 


と に な っ て いる だ め , 無駄 が 多く な り ま す 。 


また だ , 外部 か ら の デー タタ 転送 要 求 に 素早 
く 応答 する と いう の も か な り 上 難し いこ と で 
す 。 だ た と えば , メモ リ の 読み 書き に 100ns, 
1 命令 の 実行 時 間 も 100ns と し まし ょ う 。 
この と き ,「 外 部 か ら 6 要求 が あっ た ら 1zs 以 
内 に 応答 し な きい, た だ し 要求 は 1 秒 に 1 
回 で すず 」 と 言わ れれ だら と どう で しょ う 。 10ns 
(1ns は 0.001s) 以下 の 時 間 が 相手 で ある 
ハー ドウ ェ ア (デジ タル 回 路 ) に と っ て は , 
lus な だ ど と いう の は か な り の ん びり し た 時 
間 に な る だ ため 余裕 を みた 設計 が で きる で し 
ょ う が , この よう な こと を CPU に や ら 6 せよ 
うと する こよ 2 コンビ ュー も し て で は まる た 
く 使い 物 に な ら な く な り ま す 。 

まず , lus 以内 に 応答 する に は どう し た 
ら よ いで し ょ う 。 割り 込み を 使う と , 割り 
込み が 入っ た だ た 時点 で 割り 込み ベク タ を 読み 
出し た り , 帰り 先 や レジ スタ ,。 フラ グ の 値 
を スタ ッ ク に 書き 込む な どの 手間 が か か る 
RD, lus 以内 に 応答 する の は 難し く な っ 
て きま す 。 また, ほか の 割り 込み の 処理 に 
入っ て し まう と , その 割り 込み 処理 が 終わ 
る まで 次 の 割り 込み は 受け 付け られ ませ ん 
か ら , 応答 すべ き 割 り 込 み 以外 は すべ て マ 
スク し て お か な く 〈 く て は な り ま せん 。 タ イマ 
も キーボード も 何 も 使 を な く な っ て し まい 
ます 。 それだけ や っ だ た と し て も lusto» 
の は か な り 茂 し い 数 字 で す 。 

それ な ら と ,。 ステ ー タ ダス を チェ ッ グ ク し な 
が ら ル ー プ "する よう な プロ グラ ム を 作っ て 
し まっ だ た だ ら それ こそ る 最 悪 で す 。 当 然 , 割 9 
込み 禁止 で 走る こと に な る うえ に 。 1 秒 に 
1 回 の イベ ント (事象 ) を 待っ て ルー し て 
いな く 《 く て は な ら な い の で す 。 つまり, ほか 
の 仕事 は まっ だ (で き な く な っ て し まい ま 
す 。 よって, デー タ の 転送 の よう な , 単純 
な 仕事 は ハー ドウ ェ ア に まかせ て し まち う 
と いう こと で 考え られ だ の が DMA と いう 
手法 な の で す 。DMA 有 要求 の 処理 は 次 の よう 
に な りき ます 。 
1) DMA 妥 求 が 発生 する と , まず CPU に 
対し て バス の 解放 要求 が 行わ れ ま す 。 
2) CPU へ 解放 要求 が くる と , 現在 実行 中 
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の バス サイ クル (メモ リ の リー ド / ラ イト 

HE) が 終了 し た 時 点 で , バス を 解放 し 
自分 自身 の 処理 は 一 時 中 断 し て , バス 解 
放 要 求 が 解除 きれ る の を 待ち ます 。 

3) DMA 要求 を し た 側 は , バ ス 解 放 要 求 が 
受け 付け られ た の を 見 て , デー タ の 転送 
を 行い ます 。 | 

4) 転送 が 終了 し た ら , 解放 要求 を 取り 下 
げ ま す 。 

5) CPU は 要求 が 取り 下げ られ だ の を 見 て 
中 断 し て いた 処理 を 再開 し ます 。 
DMA 動 作 の ポイ ント は CPU に 対す る バ 

ス の 解放 要求 で す 。Z80, 680007; E OLI 

マイ クロ プロセッサ に は ,。 外部 か ら の 信号 

に よっ て CPU の 動作 を 一 時 停止 る きせ, メモ 
リ な ど を アク セス する た だ め の 信 号 (バス ) 

を すべ て ドラ オブ し な て (WMO GUEN, 

を の 状態 か ら 再 度 継続 し て 動作 を 開始 る せ 

た りす る 機能 が あり ます 。DMA コ ント ロー 

ラ は CPU の この 機能 を 利用 し て , CPU に バ 

ス を 解放 させ , 自分 が CPU に な りす まし , 

CPU と 同じ よう な タイ ミン グ て メモ リ な ど 

を アク グ クセ スス ヒビ ます 3 
この 一 連 の 流れ は プロ グラ ム の 内 容 と は 

関係 な く , 純粋 に ハー ド 的 な 動作 で 行わ れ 

ます 。 バ ス の 解放 な ども , CPU の 割り 込み 

禁止 な ど と は まっ ただ く 関係 な く 実 行き る れ ま 

す 。 もちろん, DMA が 動い て いる 間 だ け C 

PU の 動作 が 遅く な る の で す が , よ ほど 頻 筐 

に DMA 転 送 が 行わ れ な い 限 り , DMA が 動 

いて いる こと を 意識 する こと は あり ませ ん 

(囲み 参照 )。 

DMA を 使う こと で , デー タ 転 送 の 間 CP 


が 侍 放 ば うけ を 《 ら りう こと も だ なくなる う 


A. 外部 か ら の 転送 要求 に 対す る 応答 性 も 
抜群 に よく な り ま す 。 有 要求 が あっ て か ら デ 
ー タ 転送 が 開始 され る まで の 時 間 は 最悪 で 
も CPU の バス サイ クル 1 回 分 で す 。 今回 の 
例 な ら 6 100ns で す 。 デ ー タ を 読む まで の 時 
間 を 入れ て も 200ns。 余裕 た っ ぷり て で て す 。 

この よう に , 高速 の デー タ 転 送 を 効率 よ 
〈 行なう と いう こと に な る と ,DMA に 頼ら 
さる を 往 な て な な てき ます と ころ が , こ 
の よう な 仕掛 け も 1 か ら 作 る と な る と , CP 
U と の や り と りや CPU に な りす ます た だ ため の 
回 路 な どど だ け で も , けっ こう な 大 きる に な 
5 て し まい ます 。 LET, 各 プ ブロ セッ ザウ の 
メー カー は 自社 の プロ セッ サ に 直結 し て D 
MA を 簡単 に 行 を る よう に する LSI, DMA 
コン トド ト セ ー ラ を 作る て いま よ ます 。 

X68000 に は 4 チャンネル 分 が 1 チッ プ に 
な っ た DMA コ ント ロー ラ , 63450 を 積ん で 
お り 。 うち チャ ン ネ ル 0 , 1 , 3 の 3 つの チ 
ャ シン ネ ル は それ ぞ で れ フ ロッ ピー ディ イ スク, 


Z の On x 198911. 


の で みる こと も と し まし よう 。 


ハー ド デ ィ スク , 音声 合成 に 使わ れ て いま 
す 。 残る チャ ン ネ ル 2 は 空き に な っ て いて , 
ユー ザー 側 で 使用 し て も 構わ な が いよ う で す 。 


DMA コ ント ロー ラ を 使っ て みよ う 


それ で は 試し に DMA コン トロ ー ラ を 使 
ま T, 63450 の 
持っ て いる レジ スタ 一 覧 を 図 1 に 示し ます 。 
チャ ン ネ ル 0 の 動作 に 関係 する レジ スタ は 
00E84000n2* 5 00E84039u E CC, チャ ン ネ 
ル 1,.2.3 に は を それぞれ 40n, 808, COn を 
足し た アド レス に 同じ 機能 を も つ レ ジス タ 
が 配 十 き れれ て いま す 。 だ と えた は チャ ン ホ ネ ホル 
0 の OCR0( オ ペレ ーション ・ ユ ント ロー ル ・ 
レジ スタ ) は 00E84005r 番地 で すか ら , F 
ャ ン ネ ル 1,2.3 の OCR みあ は それ ぞ れ 00E84 
045u, 00E84085u, 00E840C5n 番地 に ある 
coti dq X. 

1 チャ ン ネ ル 分 だけ で これ だ け の レジ ス 
タ を 持っ て いる と ころ か ら 見 て も わか る よ 
うに , か な り 高 機能 な DMA コン トロ ー ラ 
で す 。 あ まり に も 多 機 能 で ある た だ ため, Lo 
あえ ぇ ず 今 回 使う う ぇ で 必要 な ビッ ト に つい 
レン スタ ご と に 説明 し て お きま しゅ う 。 
@ CSR 

DMA コン トロ ー ラ の ステ ー タ ス が 入り 
iT», と りあ ぇ すず 無視 し て お いて 構い ま 
せん 
@ CER 

DMA 転 送 で エラ ー が 発生 し た 場合 ,CSR 
(00ORRI ビ ビグ ツ ト が つて 。 で こる こ に エラ テラー 
テー タス が 入り ます 。 まあ , 見 る 必要 は な 
CT L2)» 
@ DCR 
・XRM 

XRM ビ ッ ト は X68000 で は チャ ン ネ ル 0, 
3 に は 10 ま だ は 11 ア ポッド トド し さす 。 チ ヤ 
ン ネ ル 2 は 00.10,.11 の いずれ を セッ ト し て 
b (01 は DMA コ ント ロー ラ 側 で 未定 義 に な 
っ . て いる ) か まい ませ ん 。 い ずれ の チャ ン 
ネル で も 10 を モッ ト す る と CPU の 動作 が 少 
し 優先 きれ る よう に な り ま す 。 
・DTYP 

ふつ う は DMA に よる 転送 の 方 式 を 指定 
する の で す が , 双 68000 で は , ここ は 00 ( デ 
ュ ア ル ア ド レス モー ド ) に 固定 に な っ て い 
is 
・DPS 

デバ イス ・ ポ ー ト ・ サ イズ の 略 で す 。 X6 
8000 で デー タ 転 送 の 対象 に な る I/O は 8 ビ 
ッ ト 幅 ば か り で すか ら , I/O が 相手 な ら こ 
ご 村 0(9 や セッ ウト ボー トド ト ) て す 。 CENA 
モリ 間 の 転送 を する と き は 1 16 ビット ) 


信 し て お きま びす 。 
・ PCL 
こる は 00 に し て お きす 。 
@ OCR 
・DIR 


デー タ 転 送 方 向 を 示し ます 。 メ モリ ・ メ 
モリ 間 転 送 の 場合 に 限ら ず ,DMA 転 送 が デ 
ATAT FAES FTI phata; D 
MA コン トロ ー ラ は 1I/O と メモ リ の アド ン レ 
ス を 両方 知ら な く て は な り ま せん 。 こ の た 
D, 1/O 側 用 ほし て DAR (デバ イス ・ ア ド 
レス ・ レ ジス タ ), メモ リ 側 用 に MAR (A 
モリ ・ ア ドレ ス ・ レ ジス タ ) を 持っ て いま 
す 。DIR は この 両方 の レジ スタ の どちら か 
ら ど ちら に 転送 する の か を 決め る も の で 
0 の と き は MAR の 示す アド レス か ら 6DAR 
の 示す アド レス へ の 転送 I/O へ の 書き 込 
み ) に , 1 の と き は を の 反対 (I/O か ら の リ 
=P に な だ り 9 ます 。 

・BTD 

0 に 固定 し て お きま す 。 

・SIZE 

デー タ 転 送 を バイ ト (8 ビット) 単位 で 
行う (=00) か , ワー ド (16€ » b) 単位 
で 行う (=01) か 。 ロ ング ワー ド (32 ビ ッ 
ト ) 単位 で 行う か (=10) の 区 別 を し ます 。 
通常 は DCR の DPS ビ ッ ト で 指定 し た サイ ズ 
に 合わ せ ぜ せ て お ぢ お け ば よい で て し よう 。 メ モリ マメ 
モリ 間 転 送 の 場合 に は どれ を 選ん で も 構い 
ませ ん 。 こ の と き DMA 転 送 は SIZE で 指示 
し た 分 が 1 回 の 転送 (し て カウ ント さる れ ま 
す 。MTC に 転送 回 数 セット する と き に , 
きのこ と に 注意 し て お か だ だい し, と ん て も な 
いと ころ まで DMA 転 送 き れ て し まい ます 。 
・CHAIN 

63450 は メモ リ 上 に 転送 を 実行 し た い ア ド 
レス と カウ ント 数 の 一 覧 表 (転送 情報 テー 
ブル ) を 置い て ぢ むく と , それ を 自分 で 読み 取 
っ て 勝手 に 転送 を 次 々 と 処理 し て いく 機能 
が あり ます 。 こ の 機能 に も 2 種類 あっ て , 
ひよ つ は アレ イチ ェ テイ テン グ 、 も う び ひとつ 
は リン クア レイ チェ イニ ング と 名 づけ られ 
て いま す 。 ア レイ チェ イニ ング は 転送 情報 
テー ブル が 連続 し て 配置 る れる 必要 が あり 
iYT»xhH リン クア レイ チェ イ ニ ング で は 情 
報 テ ー ブ ル が 分 散 し て 配置 る され て も 構わ な 
いよ いう 重 仙 が あり ます 。 チー イシ テープ 
ル の 構造 な ぼ に つい て は 福袋 や C じ コン メ パイ 
ラ に 付属 の プロ グラ マー ズ マ ニュ アル (IO 
CSa —,v$8B, $8C) の 個所 を 参照 し て くだ 
さい 。 

チェ イン し な い , 普通 の デー タ 転 送 で は 
00。 ア レイ チェ イニ ング な ら 10, リン クア 
ツイ チェ テッ グ な ら 1 に も ます 。 


グラ フィ ッ ク を DMA 転 送 する 


・REQG 

デー タ 転 送 要求 が どこ か らく る か を 指定 
し ます 。 チ ャ ン ネ ル 0。 1。 3 (FDD; HDD. 
AD PCM) で は 10,。 チャ ン ネ ル 2 は 01 に し 
て お きま す 。 
e SCR 

e MAC, DAC 

MAC( メ モリ ・ ア ドド レス レジ スタ ・ カ ウ 


€ NIV, EIV 
割り 込み ベク タ を 入れ ます 。 こ れ ら は 日 
uman が すでに セッ ト し て いる の で , いじ ら 
00 よ 2 に し ます 。 

@ MFC, DFC, BFC 

68000 は メモ リ を アク セス する と き , FCO, 
FC1, FC2 と いう 3 本 の 信号 線 を 使っ て , 

ナツ セス は スーパーバイザ と し て で デメ グ ャ ス 
し て いる の が 、。 ユ ニー ザー と し で アク ネス し 
て いる の か ,。 まだ データ な の か , コー ド ( プ 
ログ ラム ) な の か な ど を 外部 に 知ら せま す 。 
MFC, DFC, BFCiZ, それ ぞ れ DMA ュ コン 
トロ ー ラ が MAR, DAR, BAR の アド レス 
[]1 63450 の レジ スタ 構成 


を 出力 する と き , FC0-2 を どの よう な 状態 
に する か を 決め ゆる も の で す 。 通常 は 101( ス 
ー パ ー バ イザ , デー タ 領 域 ) と し て お け ば 
NN も よう の 。 
e CPR 

チャ ン ネ ル の プラ イオ リティ を 決め ます 。 
これ も Human が すでに セッ ト し て くれ て い 
る は ず な の て 、 いじら な で く て よい で し さ - う 。 


サン プル プロ グラ ム ( リ スト 1) 


サン プル は 簡単 に とい うこ と で , アレ イ 
チェ イン も 使わ な い 単 純 な メモ リ ・ メ モリ 


E84000n | COC BTC NDT ERR ACT DIT PCT PCS | CSRO (チャ ン ネ ルス テー タス レジ スタ ) 


E8400I』 | 0 0 


0 —  — ERROR COD 


CERO (チャ ン ネ ル エ ラー レジ スタ ) 


、 | XIN DTYP 
E84004』 | さ ーーーーー テ テーーーーー テ DPS 
| SIZE CHAIN 


DR BID > 


ント ) は MAR, DAC (デバ イス ・ ア ドレ * PCL 


M | DCRO (デバ イス コン トロ ー ル レジ スタ ) 
スレ ジス タ ・ カ ウン ト ) は DAR が , それ ぞ ーー 


E84005 n | OCRO (オペ レー ショ ンコ ント ロー ルレ ジス タ ) 


れれ 転送 の た びに 増加 / 減 少 す る か ヵ か 否 か を 指定 


EB40064| 0 0 0 


MAC DAC 


SCRO (シー ケ スコ ント ロー ルレ ジス タ ) —- 


する も の で す 。00 な ら 変 化 な し , 01 な ら 増 E84007m | STR CNT HLT SAB INT 0 CORO (チャ ン ネ ルコ ント ロー ルレ ジス タ ) — 
加 , 10 な ら 減 少 に な り ま 45 E8400A』 に | ーー ーー 
。 | MTCO (メモ リト ラン ス フ ァ カ ウン タ ) 
@ CCR E8400Bn | 」 ーー 
* STR | 


DMA 動 作 の スタ ー ト / ス トッ プ を 指示 し 
ます 。 1 イス タダ タート て す 。 

・CNT, HLT, SAB 

DMA 転 送 の 継続 や 中 断 な ど を する も の で 
TH, 通常 は 0 の まま で よい で し ょ う 。 

e INT 

割り 込み を か ける か 否 か を 決め る ビッ ト 
で す 。 こ ちら で DMA を を いじって, 割り込み 
が 入っ て も Human は うま いこ と や っ て くれ 


E8400C』 | 
E8400Dnu | 
| E8400EH 
E8400F u 
| E84014』 
E84015H 
E84016H 
E84017m 
| EB401Au 


J maro モリ アド レス レス) (H) 
| maro TNR (L) 
| wm LaL PAM (H) 
| ono (デバ イス アド レス レジ スタ ) (D) 


] BTCO (ベー スト ラン ス フ ァ カウ ンタ ) 


る で し ょ う 。 1 (割り 込み 許可 ) に し ます 。 no 
@ MTC E8401Cu ーー 。。 
転送 し た い 回 数 を セッ ト し ます 。 転送 サ E840ID IE 0 シャス レン スク E 
4 ズ に 気 を つ け て キッ トル し て で ぐだ きい 。 天 | E840IE ] is 0 
と えば ワー ド 単 位 の と き に MTC を 4 に す E840IFm | n M 
る と 8 バイ ト の 転送 に な り ま す 。 E84025 n | ーー ン i 
@ MAR E84027』 |< フク 
デー タ 転 送 時 の メモ リ 側 の アド レス を 入 E84029n ンク ショ ンコ ー ド レジ スタ ) 
れ ま す 。 E8402Dm | 0 | | 
e DAR 


1/O 側 の アド レス を 入れ ます (メモ リ ・ メ 
モリ 転送 な ら メ モリ の アド レス に な り ま す )。 
eBTC 

アレ イチ ェ イ ニン グ 動 作 も を る せる と き の , 
アレ イ の 数 を 入れ ます 。 

@ BAR 

アレ イチ ェ イ ニン グ 動 作 を きせ る 場合 , 
転送 情報 テー ブル の 先頭 アド レス を 入れ ま 
す 。 


| E8403Im 
| |E840394| 


: チャ ン ネ ル No.| は , チャン ネル No.0 の アド レス 4 40nu 
チャ ン ネ ル No.2 / 士 80H 
チャ ン ネ ル No.3 / 土 CO 
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転送 を グラ フィ ッ ク VRAM 同士 の 問 で 行 
の まじ だ CPU で イン クサ メン シン ト し た 
デー タ を 画面 の 上 4 分 の 1 の と ころ に セッ 
ト し た あと , 画面 半分 まで DMA で 転送 し 
た 後 , 画面 下 半 分 に 今度 は 下 か ら 転 送 し て 
いま す 。 VRAM が 相手 な の で , どう し て も 
ウェ イト が 入っ て し まい ,DMA ュ コン トド ト ョ ロー 
の 能力 全開 バリ バリ ギン ギン と は いき ま 
せん が 。 それ で も まあ まあ 速い と は 言え る 
の で は な いで し ょ よう か 。 


AD PCM ま わり を 9 し 見 て みょう 


本 来 は FM 音源 で は 難し い 音 声 合成 目 
的 あいだ の に 、 な ゼ が が か ビー ジグ 背 に な り , 
ゲー ム ミ ュー ジッ ク で は バス ドラ な ど に 便 
われ て いる AD PCM (MSM6258) を 動か し 
TATLI; 

AD PCM は 外部 か ら 入 力 る きれ た アナ ログ 
デー タ を 定 周期 で 取り 込み , 前 回 の 入力 値 
と の 差分 を 4 ビッ ト の デー タ に し て いま す 。 
再生 の 場合 は この 逆 で 次 々 に 差分 を 取っ た 
デー タ を 与え る と 元 の 波形 を 再現 する の で 
す (録音 は 最大 振幅 が 8 ビッ ト 分 まで , 再 
生 は 10 ビ ッ ト 分 に な っ て いま す )。4 ビッ ト 
の デー タ の うち 最上 位 ビ ッ ト が 電圧 が 増え 
る 方 向 な の か , 減る 方 向 な の か を 決め , 下 
位 3 ビッ ト で 変化 の 絶対 値 を 表し て いま す 。 

AD PCM の デー タ は 電圧 絶対 値 で は な く 。, 
前 回 と の 差分 を 取っ て いま す の で , 加算 方 
向 や 減算 方 向 の デー タ ば か り 送 っ て いる と 
飽和 し て し まっ て 音 に な ら な く な り ま す 。 
また , サン プリ ング 周波 数 も 最大 で , 15.6 
kHz で すか ら , 再生 で きる の は この 半分 の 
7.8kHz ま で で す 。 

サン ブリ ング が 44kHz で , 16 ビ ッ ト の 絶 
対 値 で ある CD な ど と 比べ る と だ いぶ 見 劣 
り が し ます が , 「 音 声 合 成 」 が 目的 どっ だ の 
で すか ら 比 べ る の は 酷 と いう も の で し ょ 2 う 。 
ちな み に ア マチ ュ ア 無線 で は 振幅 変調 (A 
M, SSB) で 音声 を 送る とき の 和 帯域 幅 は 3k 
Hz に puo MR odeur. 
WKCLIE5C, 女性 の 場合 に は カッ ト る 
れる 成分 が 多く PR den と 厳し 
いと ころ で す 。7.8kHz な ら ま あ 十 分 な 値 
で ある と 言え る で し ょ う 。 

AD PCM, な よび AD PCM に 関係 する 
ポー ト は 図 2 の と お り で す 。 こ れ ら の うち 
00E9A005』 番 地 は ジョ イス ティ ッ ク ポ ー ト 
に 使っ て いる 8255 の ポー ト C の トト 位 4 ビッ 
ト (PCO—3), また 00E92003』 番 地 は FM 
音源 1C の 出力 ポー ト で , それ ぞ れ パン ポッ 
ト 制御 や サン プリ ング 周波 数 の 切り 替え に 
使わ れ て いま す 。 さ る て, 周辺 回 路 は と い 23 
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E, これ は 罰 3 の よう に な っ て いま す 。 E 
声 出 力 の ほう は , この 回 路 図 の 右端 か ら さ 
ら に YM2131 (FM 音源 ) と ミキ シン グ さ れ 
で コネ ク 久 に 出 て いま す 。 

パン ボッ ト 機 能 は AD PCM の 出力 を 強引 


に 0 に 引き ずり 落と すか 否 か に よっ て 行い , 


音 を 出す 側 を 決め る の で は な く 〈, 音 を 消す 
側 を 決め る よう に し て いる こと が わか り ま 
す 。 ま だ ただ, 入出 力 と も 簡単 な CR フィ ル タ 
が 入っ て いま す 。 極端 に 低い 周波数 に 
て AD PCM の デー タ が 揺 る きる ぶら れ た り , 出 
力 に PCM 特 有 の 高い 周波 数 成分 の ノイ ズ の 
ょ よう な も の が 出 て いか な いよ うに し て いま 
す 。 こ の た め , だ と えば 直流 電圧 の 測定 な 
こ は 使え ませ ん 。 入力 コネ クタ が ステ レン 
オジ ャ ッ ク で ある と いう の も な か な か の ム 
IN Ce 


AD PCM を 使っ こみ る 


AD PCM へ の デー タタ 転送 は DMA が 行い 
DMA コン トロ ー ラ の チャ ン ネ ル 3 が AD 
PCM 専 用 に 割り 当て られ て いま す 。 サ ンプ 
ング レー ト は 8255 の PC2 3 に よる MSM 
6258 自 身 が 持つ 選択 機能 と , MSM6258 H 
体 の 動作 クロ ッ ク を YM2151 の ポー ト (CT 
0 で 切り 替え る こと で 行い ます (CTO0 が 0 
だ と 8MHz, 1 だ と 4MHz) クロック が 4M 
日 z の と き は 3.9kHz (PC3,2 が 00), 5.2kHz 
( 同 01), 7.8kHz ( 同 10) が 選択 で き , クロ 
ッ ク を 8MHz に する と 2 倍 に な り ま す 。 

メン ポッ ト は PC0 と PC1 を 使っ て いる こ 
と は 先ほど も 調べ で だ とおり で す 。PC0 だ と 
右 チ ャ ン ネ ル , PC1 だ と 左 チ ャ ン ネ ル の 出 
力 が カッ ト さ る され ます 。 参考 文献 の テク ニカ 
ルル マニュアル で は 両 チ ャ ン ネ ル CUT と 両 チ 
ャ ン ネ ル OUT が る か きま に な っ て いま す の 
QC, も し 手元 に あっ た ら 直 し て お いた だ は ほう 
が よい で し ょ う 。 最初 マニュア ル ど お り 


に や っ て 音 が 出 な いた め に ずい ぶん 悩ん で 


回 路 図 (元祖 タイ プ の も の が TI/O 誌 の 1987 
年 7 月 号 に 載っ て いま す ) を 眺め て 初め て 
マデ デュアル の 間 思 いと た わかり まし た だ 。 や っ 
ぱり 回 路 図 は 貴重 な 資料 で す (な ん で マニ 
図 2 ADPCM 関 連 レ ジス タ 構 成 
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ュ ズ クル に 付け そく NICOL D Js チャチ 
ュ ア 無線 機 で も TV で も 全 回 路 図 が 付い て 
くる の に …… 。 テレ ビ 屋 る ん が 作っ て る っ コ 
ンピュータ て し より つの つの 
音声 入出 力 の スタ ー ト / ス トッ プ は 00E 
92001m 番 地 の 下 位 3 ビッ ト で 行い ます 。 最 
下位 ビッ ト (ビッ ト 0 ) は 動作 の 強制 終了 
( 1 を 書き 込む と 終了 ), ビッ ト 1 は 再生 , 
ビッ ト 2 は 録音 の スタ ー ト を 指示 する も の 
C, それ ぞ れ 1 を 書き 込む し と ス ター ト し ま 
す 。 ビット 1 と ビッ ト 2 を 同時 に 1 に する 
人 Rg 

あと は DMA の 設定 で す 。 デ ー タ の 入出 力 
ポー ト は 00E92003』 番 地 で す 。DMA の モー 
ド は 外部 転送 要求 ., サイ クル スチ ー ル , F 
ュ ア ル ア ド レス モー ド で 行い ます 。 


サン プル ブロ グラ ム ( リ スト ら ) 


サン グル は グラ フィック VRAM を デー 
タ の 転送 相手 し し て 選ん で み ま し た 。DMA 
コン トロ ー ラ の 動作 モー ド は 簡単 に 単 一 デ 
ー タ ブロ ッ ク 転 送 (MTC サ イズ 分 だ け 転 送 ) 
て すま な て いま す 。 ア デビ ジイ チェ イニ ンク 
能 を 使え ば 画面 一 杯 に 録音 / 再 生 デ ー タ を 表 
示さ る せる こと も で きま す が , それ は 宿題 と 
NAS だ し し よう 


CRHT コ ント ロー ラ 


X68000 の 画面 出力 関係 は か な り 強 力 で あ 
る うえ , ほとん どの 回 路 は シャ ー プ ォ オリ ジ 
ナル の LS (CR コンド ロー タラ 、 wx 
ジ ド 旨 ー ク 。 スラ ライ トラ ント リータ) て 
あり , その マニ ュ ア ル な ど は 当然 の こと な 
が ら 市 販 さ る れ て いま せん 。 こ れ ら の コン ト 
ロー ラ の 基本 的 な 考え 方 は , 次 の よう に な 
CN あま の CO ボ 。 

(CRE コジ シド ロー ラ が ディ イス ジア レイ の め の だ め 

の 同期 信号 や メモ リ 読 み 出 し の タイ ミン グ 
の 作成 を 行い ます 。 こ の タイ ミン グ に 合わ 
を みみ ウラ イド トコ ジン トロ ー ラ が ス ダ アラ イト 
2 マタ ー ン を 出力 上, VRAM か ら 出 て きた 

ー タ と 共に ビデ オ コ ン トロ ー ラ に 送ら 5 られ 
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Sampling RATE 


ます 。 ビ デオ コン トロ ー ラ は これ ら の デー 
タ の 間 で プラ イオ リティ や 半 透 明 の 処理 を 
行い ます 。 


CRTC を いじ っ て みよ う 


CRT ュ コン トロ ー ラ (VINASI1/VINAS2) 
は , VRAM の 読み 出し タイ ミン グ や ディ 
スプ レイ へ の 同期 信号 の 発生 な どの コン ト 
ロー ル を 行っ て いま す 。 ハ ー ド ウェ アス ク 
ロー ル は , VRAM の 読み 出し を 始め る ア 
ドレ ス を 変更 する こと で , 水平 周波 数 の 変 
更 は ディ スプ レイ へ の 同期 信号 の 変更 で 行 
われ て いま す ( 以 下 、 コ ユ コントローラ LSI の 
名 前 は 初代 X68000 用 の 回 路 を 規準 し する 。 
ACE 以降 は 名 前 が 違う )。 

ディ スプ レイ 側 へ の タイ ミン グ の 変更 は , 
ディ スプ レイ 側が 無 段階 に 追尾 し て くれ る 
タイ プ の 場合 に は いろ いろ と 面白 い 事 が で 
きそう な の で す が , CZ-600DE は リレー 切 
り 共 えな の で , 変更 し て も 同期 が 取れ な く 
な る だ け て で 面 曰く あり ませ ん 。 

ここ て は VRAM の 読み 出し タイ ミン グ 
の 変更 に よっ て グラ フィ ッ ク 画 面 が 中 央 か 
ら 依 き 出 し て くる よう に 見 える プロ グラ ム 
と , テキ スト 画面 の ハー ドウ ェ ア ス クロ ー 
ル の 2 題 を お 届け し まし ょ う 。 

図 3 AD PCM 周 辺 回 路 図 
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湧き 出る グラ フィ イッ ク (リス ト 3) 


ひと つ 目 は 湧き 出る グラ フィ ッ ク 。 これ 
i, 同期 信号 を 発生 し て か ら ど れ だ け 後 に 
VRAM の 読み 出し を 始め る か (表示 開始 
位置 ) を 決め て いる レジ スタ と ,。 どこから 
先 は ブラ ンク に し て し まう か (表示 終了 位 
直 ) を 決め て いる レジ スタ を 操作 し て いま 
す 。 表示 開始 位置 , 終了 位置 は 水平 方 向 , 
垂直 方 向 を 独立 に 決定 で きる の で , まず 中 
央 付近 を 表示 開始 位置 と 終了 位置 に し て お 
き , あと は 開始 位置 を 左上 の ほう ぅ (水平 , Œ 
直 と も 減少 方 向 ) に , 表示 終了 位置 を 右 下 
(水平 , 垂直 と も 増加 方 向 ) に 変更 し て いる 
だ け で す 。CRTC に 限ら ず , ビデ オォ 関係 の 
LSI の レジ スタ の 書き 込み は MFP の GPIP4 
ビッ ト (00E88001』 番 地 の ビ ッ ト 4) が 0 の 
間 に 行 わな いと 気 が 狂 っ て し まう らし く , 
画面 が 妙 な で あい に な る 場合 が 見 られ まし 
Aet 


テキ スト 画面 の スク ロー ル 


テキ スト 画面 シセ スク ロー ルミ させ る と いう 
の は , 大 方 の 場合 , 単なる いや が ら せ に し 
か な り ま せん 。 こ れ ま で あま り 試 す 機会 が 
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あり ませ ん で し だ ので, も の は 試し で ちょ 
っ と や っ て みる こと に し まし た 。 やり 方 は 
と て も 簡単 で , X 方 向 ス クロ ー ル レジ スタ 
(00E80014n 番 地 ) と Y 方 向 ス クロ ー ル レジ ス 
X (00E80016』 番 地 ) に 値 を 放り 込む だ け で 
す 。 XX 方向 スク ロー ルレ ジス タ は 0 か ら 水 
平 ド ッ ト 数 と 同じ 値 ま で の 数 値 を , Y 方 向 
スク ロー ルレ ジス タ に は 0 一 1023 の 数 値 を 
書き 込め ば ずる っ と , スク ロー ル し て くれ 
ます 。 サ ンプ ル で は スク ロー ル き し あと に 
再び 元 の 位置 ま び スク ロー ル し 直し て いま 
す (サス ド 4 


ビデ オ コ ン トロ ー ラ 


ビデ オヨ ント せ ローラ (VSOP : で ショ ッ 
7) は , VRAM か ら 出 て きた デー タ の 管 
理 を 引き 受け て いま す 。 回路 図 を 眺め る と 
テキ スト 画面 16 ビ ッ ト 単 位 で その まま VS 
SOP た 送ら れ て いま す 。 グラ フィ ッ ク YVRA 
M の デー タ は , 32 ビ ッ ト 単 位 で 読み 出 き れ 
だ あと (この 設計 も な か な か 奥 が 深い ) 画 
面 モ ー ド に 応じ て RESERVE と 名 づけ られ 
た LSI で 16 ビ ッ ト の デー タ に 再 配 列 き れ て 
VSOP に 送ら 5 れ て いま す 。 ま だ スプ ライ ト 
コン トロ ー ラ (CYNTHIA: シンシア ) が 
処理 し た スプ ライ ト デ ー タ は 16 ビ ッ ト の デ 
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プラ イオ リティ の 制御 


ー タ に な り , VSOP に 送ら れ ま す (B4. 
VSOP は これ ら の デー タ を 使っ て 画面 の 表 
示 ON/OFF や 画面 間 の プラ イオ リティ の 処 
M, 特殊 プラ イオ リティ 機能 , 半 透 明 機 能 
の 実現 な ど を 行っ て いま す 。 

特殊 プラ イオ リティ イィ は, グラ フィ ッ ク 画 
面 の 中 で いち ば ん プラ イオ リティ の 高い 画 
面 で 指定 し た 領域 だ けが 部 分 的 に テキ スト 
より も 高い プラ イオ リティ に な る 機能 で す 。 
テキ スト 画面 が . グラ フィ ッ ク 画 面 の 問 に 
挟ま れ た よう な 状態 に な り ま す 。 半 透明 機 
能 は グラ フィ ッ ク 画 面 の 中 で いち ば ん プラ 
イオ リティ の 高い 画面 (領域 指定 ペー ジ ) 
L, テレ 画面 . テキ スト 画面 , 2 番目 に 
プラ イオ リティ の 高い グラ フィ ッ ク 画 面 の 
いずれ か ひと つの デー タ と の 平均 値 を 出力 
する も の で す 。 輝度 ビッ ト は 領域 指定 ペー 
ジ 以 外 の 画面 の データ が 使わ れ ま す 。 
領域 指定 ペー ジ の デー タ の 最 下 位 ビ ッ ト 
は 領域 指定 ビッ ト と 呼ば れ , ここ が 1 に な 
っ て いる と 領域 指定 の 意味 で ある と 解釈 る 
N, 0 に な っ て いれ ば 普通 どおり 色 コ ー ド 
と 解釈 され ます 。 つ まり , 特殊 プラ イオ リ 
ティ や 半 透 明 機能 を 使っ た 場合 に は 領域 指 
定 ペ ー ジ だ け は 使え る 色 数 が 半分 に な る わ 
ID. 


サン ブル プロ グラ ム ( リ スト 5*・B) 


サン プル と し て は , プラ イオ リティ 制御 
(リス ト 5 ) と 半 透 明 の 機能 (リス ト 6) の 
サン ツン ウル を ひと つ ず つ 作 っ て み ま し た 。 グ 
ライ オリ ティ 制御 で は , 複数 画面 の 優先 順 
位 が 変わ り , 前 後 関係 が 一 瞬 に し て 変更 る 
れ て いる の が わか る と 思い ます 。 半 透明 の 
ほう は な か な か 面白 い 効 果 で びす 。 あ まり や 
っ た こと の な い 人 は 試し て みる と よい で し 
ょ う 。 正直 な と ころ , 私 も 初め て や っ て み 
た だ た の て 。 アロ グラ みん が て きる ま て と うな る 
の か 予想 で きま せん で し た (ハー ド 的 に は 
理解 で き る の だ けど , それ が 実際 の 映像 の 
イメ ー ジ と し て どう な る か と いわ れる と と 
う も )。 半 透 明 を 使っ た マル チ ウ ィ ン ド ツウ な 
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半 透 明 機 能 


ん て いう の も 面 四 ひか も し れ ま せん 。 
” スプ フラ イト 


ス フ プラ イト に つい て は , も う 改 め て 説明 
する まで も な いく らい で し ょ う 。 自分 の 定 
義 し た パタ ー ン を 1 ドッ ト 単 位 で 好き な と 
ころ に 配置 で きる この 機能 は . これ まで ゲ 
ー ム を 作る と き に どう し て も 面倒 で , 時 間 
b か か る 作業 で し た が , キャ ラク タ と 背景 , 
キャ ラク タ 同 士 の 重なり な と ど を 自動 的 に 処 
理 し て くれ る こと か ら BASIC で も アク ショ 
ン ゲ ー ム が 作れ る , と ずい ぶん 騒が れ た も 
の で す 。 

TOWNS の 場合 に は , 定義 きれ た パタ ー 
ン を グラ フィ ッ ク VRAM に DMA 転 送 す る , 
攻 似 スプ ライ ト を 乗せ た よう で す が , X680 
00 は まっ と うな スプ ライ ト 処 理 専用 の LSI 
(CYNTHIA) と RAM を 持っ て いま す 。CY 
NTHIA は CRT コ ント ロー ラ の 発生 する タ 
図 4 X68000 映 像 回 路 ブ ロッ ク 図 


スプ ライ ト 


VRAM 


(32K バ イト ) (CYNTHIA) 


CRT コ ント ロー フ 


アド レス 


32 ピ ビッ ト 


6 
グ 
(512K バ イト ) 


ィ ミ ング に 従っ て スプ ライ オト デ ー タ を 出力 
ら に て なり これが ディ スプ レイ コン トロ ー 
ラ (VSOP) に よっ て グラ フィ ッ ク 画 面 や テ 
キス ト 画 面 と 合成 され ます 。 

映像 信号 を 合成 し て いる だ け で すか ら , 
いく 重なっ て も 下 に な っ だ 部 分 の デー タ 
に 気 を 使う 必要 は あり ませ ん 。 


スプ ブラ イト を 動か し て みよ つう 


スプ ライ ト 動 作 は VINAS1/VINAS2 (C 
RT ュ コン トロ ー ラ ), CYNTHIA, VSOPO 
4 者 の 協調 作業 で す 。 画 面 の 初期 化 な どか 
ら や っ て いて は , ご ちゃ ご ちゃ する だ け で 
すか ら 。 ここ で は スプ ライ ト の 定義 に 絞っ 
て あき まし ょ よう 。 

スプライト レジ スタ の マッ プ グ を 図 5 に 示 
し ます 。 ス プラ イト スク ロー ルレ ジス タ は 
128 個 の スプ ライ ト の それ ぞ れ の 表示 位置 , 
水平 ・ 垂 直 反 転 の 有無 ,。 パレ ッ ト 番 号 、 ス 
プラ イト バ パター ン の 番 滞 アラ イオ リティ 
が 登録 され ます 。 

パレ ッ ト 番 号 は 16 組 ある パレ ッ ト テ ー ブ 
ル の どれ を 使う か を 決め る も の で す 。 X680 
00 の スプ ライ ト は ひと つの パタ ー ン で 65536 
色 の な か の 16 色 を 使え を る よう に な っ て いま 
す 。 こ の 時 0 —150f&a — F2? 65535 色 の 
どれ に 当たる か を 決め て いる の が パレ ッ ト 
テー ブル で 。 16 色 分 が 1 組 ほ と な っ て いま す 。 
デラ イト 用 よ た し て この レット デー ジル 
が 16 組 用 意 き され て いる の で ', X68000 の 能力 


ビデ オ コ ン トロ ー ラ 


(RESERVE)| < 
toc vh 


と し て は スプ ライ ト と テキ スト で 16 x16= 
256 色 ま で 同時 に 出力 で きる こと に な り ま 
す 。 こ れ ら は BASIC の サン プル を 兼ね て オ 
マゲ ケ そ て 付い て きた だ スプライト 定義 ツー ル な 
と でも お 馴染 み で し ょ う 。 さ て, スプ ライ 
トス クロ ー ル レジ スタ に は パタ ー ン の 番号 
は 書い て あり ます が , パタ ー ン の 形 を の も 
の は 定義 し て いま せん 。 パ ター ン デ ー タ 自 
体 は PCCGC テ ー ブ ル が あり ます 。 ス フラ イト 
VRAM の 32K バ イト が この た め に 割り 当て 
られ て いま す 。 VRAM は 画面 の 表示 動作 に 
つい て いく 必要 か ら ア クセ スタ イム が 45ns 
と いう , 高速 の スタ ティ ッ ク RAM を 使用 
に て いま す 。 

テク ニカ ル マ ニ ュ ア ル で も あま り は っ き 
り と 言っ て いま せん が ,。 スプ ライ トス クロ 
ー ル レジ スタ の ほう は CYNTHIA 内 部 に あ 
り ま す 。CYNTHIA は スク ロー ルレ ジス タ 


[5-1 スプ ライ ト の レジ スタ 構成 


COLOR(SP) 


ス 
pd 
* 
T 
ト 
A 
7 
nn 
| JL 
レ 
ス 
T _ 


S. 
^ 


。 XVII S 
ーー 


| DISP 


0 0 0 -4———H disp 


9 98 8 0900000 w -—— 
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で 定義 き 8 きれ た スプ ライ トバ パター ン の 位置 情 
報 を 見 て .。 どの パタ ー ン の デー タ を 引っ 張 
り 出 せ ば よい か を 知り , ス プラ イト VRAM 
を アク セス し て パタ ー ン を 取っ て くる わけ 
で て す 。PCG の デー タ 配 置 は BASIC の スプ 
ライ ト 定 義 の よう に は いか ず 。 少々 変則 的 
で す 。16X16 ド ッ ト の スプ ライ ト を 縦横 に 
4 分割 し 。 それ ぞ れ の 左上 の 色 コ ー ド (4 
ビ ピット) ずつ を 合わ せ て 16 ビ ピット デー タ と 
し だ 形 に な っ て いま す (左上 の デー タ が 最 
上 位 , 続い て 左下 , 右上 , 右 下 の 順 )。 次 の 
16 ビ ッ ト デ ー タ は それ ぞ れ , いま 取り 出し 
だ ドッ ト の 右 隣 の デー タ を 集め た も の に な 
みて に いす ます 。 


サン プル ブロ グラ ム ( リ スト 7) 


も の は 試し しい うこ と で , アセ ンプ ラ で 


1 個 の スプ ライ ト に つい 
て 左 の 4 ワー ド の レジ 
スタ が 割り 当て られ る 。 


SP CODE 


0 PRW VR: V 反 転 ( ス プラ イト ) 


HR: H 反 転 ( ス プラ イト ) 


ーーーーーーー シ ーー ショ ーー ーー ーー ーー ヨー ーー ーー ーー 


I: tk: a OO BOO 


0 BG! 0 BG 


x (F0 0 0 -——-0o/-———- 0 


TEXTSEL OFF TEXTSEL 
(BG1) (860) 


-| 水平 表示 開始 位置 | 
垂直 表示 開始 位置 | 
pe me 


0 0 0 0 feg > -——-| 解像度 


V Res. H Res. : 


スプ ライ ト を いじ っ て み ま し た 。 最初, x 
義 し た スプ ライ ト を 何 も 考 え ず に 動か し た 
ら 速 すぎ て 冗談 に も な ら な か っ た の で , こ 
こ で は けっ こう な 長き の ディ レイ を か ませ 
て いま す 。 

パタ ダー ン や パレ ッ ト の デー タ は ご 想像 ど 
お な おり, お まけ の スプ ライ ト 定 義 ツ ー ル が 作っ 
だ BASIC の テキ スト か ら 行 番号 な ど を 削っ 
て アセ ンプ ブラ の ソー ス の 中 に ハメ 込ん だ も 
の で す 。 パ ター ン の 定義 は , この デー タ か 
ら PCG の デー タ に 変換 し な が ら セ ッ ト し て 
いま す 。 かなり 泥臭い 方 法 で す が , な ん と 
か うま くい っ て いま す 。 高速 化 を 目指 す な 
6, あら か じ め PCG テ ー ブ ル に セッ ト す る 
デー タフ ォ ー マ ッ ト に 直し て お く 〈 く ほう が よ 
い の で し ょ う が , テ スト の と き に いち いち 
ター ン を 変更 する た びに フォ ー マ ッ ト 変 換 
を し て いる の が ば か ば か し く な っ た の で 
この よう に し て いま す 。 

言い 忘れ まし だ が,。 パレ ッ ト 番 号 0 は テ 
キス ト 画 面 の パレ ッ ト と し て も 使わ れ て い 
ます の て 。 あ まり いじ り た て か いと ころ で 
す 。 サ ンプ ル で は 1 番 の パレ ッ ト を 使っ て 
5E A a 


私 は そこ まで や る 気 は な いよ , と 思っ て 
いて も ハー ドウ ェ ア に つい て 知る こと は ソ 
フト ウェ ア を 組む 上 で も 少な か ら ず 利点 が 
ある は ず で す 。 自 分 の 行っ て いる 操作 が ハ 
ー ド 的 に どの よう に 実現 きれ て いる か を 知 
れ ば , ハー ドウ ェ ア が より 能率 よく 動け る 
ょ うな ブロ グラ ム の 組み 方 と いう も の も で 
きる で し ょ うし , 原理 的 に 同時 に 行っ て は 
いけ な い 動 作 ほ と いう も の も 理解 で きる で し 
ょ う 。 あ る 操作 が IOCS レベ ル で も サポ ー 
ト る され て いな いよ うな と き で も , それ が 物理 
的 に 不可 能 な の か , それ と も 自分 で 少し ハ 
ー ド ウェ ア に アク セス し て や れ ば 可能 な の 
か の 区 別 も つけ られ ます 。 

そし て な に より も 大 きい の は , これ まで 
プラッ クボ ックス に な っ て いた ハー ドウ ェ 
ア が 少し で も 見 渡せ る よう に な る こと で 
ずっ と 身近 な 感覚 コンピ ュー タ を 使う こ 
の て きる と ゆい て と と で す 。 せっ かく l 
れ だ け の 投資 を し て 手 に 入れ た だ コンピュー 
タ で す 。 し ゃ ぶり 尽く る なけ れ ば も っ た い 
な いで は な いで すか 。 

で は また ちち 会 いし まし ょ う 。 

PS. い ま , ちょ っ と し だ も の を 作っ て いま 
す ( 来 月 号 の ナニ と は また 別 で す )。 う まく 
いけ ば 来年 早々 に で も 紹介 で きる と 思い ま 
す 。 お 楽し み に 。 
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図 5-2 スプ ライ ト の レジ > スタ 構成 "uo c ーー 
IBM FPC/AT の s TT 5 
MS-DOS (PC-DOS) 機 で は , 8086/8088 か — 
ら 最 近 の 80386 を 使っ た 機械 ま T, 環境 と し _ 
て は まっ た く 同 一 て で, た f 4 理 速度 が 違 う 
だ け と いう こと に な っ て いま す 。 とこ DAP 
OD TERRENAE o ttbI 
困っ た こと が 起こ る 場合 が 由 て きま し た 。 ソ 
フト ウェ ア て 適当 に 時 間 稼ぎ の ルー プ を し て 
いる よう な プロ グラ ム は CPU の 処理 速度 が 上 
が っ た た め に 待ち 時 間 が 少な く な りす ぎ て , 
p| ・ 水 平 512 ド ッ ト モー ド 妙 に 忙し い 動き に な っ た り , 本 来 稼 が れる は 
__1SP コ ー ド サイ ズ = 上 図 (0123) ず の 時 間 が 少な く な る た め に タイ ミン グ が 手 
| Sede : っ て し まっ た り し て し まう の で す 。 ゲ ー ム な 
NPD ど は 被害 者 の 最たる も の で , 処理 速度 2 倍 と 
責 え ば 聞こ え は よい の て で て す が , た と えば スー 
SP コー ドサ イズ = 上 図 (0123) パー ハン グ オ ン や アフ ター バー ナー が 倍速 で 
_ 16216P 走っ た り し た ら , これ は 狂気 の 世界 で し ょ う 
G R BB6 コ ー ド サイ ズ = pem ( 驚 寺 する 人 も いる で し ょ う が )。 

- 上 図 (2)OR この 解決 と し て , PC-9801 や PC-286/386 な 
| 6G RB | CR BB | 6 RB | 6 rh taO ど で は , CPU の クロ ッ ク を スイ ッ チ て 切り 替 
|«—— 188—— 189 一 > テー 一 190 一 一 = ーー191ー =x EFi A, 動作 速度 を 落と せる よう に し て いま す が , 

| IBM は PC/AT で 別 の 方 法 を と り ま し た 。 な ん と , 

DMA コ ント ロー ラ を 利用 する の で す 。 IBM-PC 
で は (PC-9801 も 同じ で す が ) D-RAM の リフ 
レッ シュ を 行う た め の 専用 の D-RAM コ ント ロ 
ー ラ を 使わ ず が, タイ マ に よっ て 周期 的 に DMA 
コン トロ ー ラ に スタ ー ト を 走ら せる 方 法 を と 
っ て いま す 。 

この DMA コン トロ ー ラ と CPU の 間 に ち ょ 
っ と 細工 を し て , DMA コ ント ロー ラ が バス の 
解放 要求 を 取り 下げ て も , し ば らく の 間 , CP 
U に その こと を 伝え な いよ うに し て し まう の 
で す 。 こ の 時 間 を 調節 する こと で , 見 か け の 
処理 速度 を 下げ て し まお うと いう 魂胆 な の で 
す 。CPU は この 遅 ら さ れ た 要求 取り 下げ か ら 
次 の DMA の 周期 まで の 間 だ け 動 ける こと に な 
り ま す 。 bL, 伝え る の を 遅らせ る 時 間 が D 
MA の 周期 以上 に な っ て し まえ ば , CPU は まっ 
た く 動 け な く な り ま す 。 

この 方 式 の メリ ッ ト は 速度 調節 が ソフ トウ 

ア に よっ て 自在 に 変え られ る こと で す 。 実 
際 , IBM-PC/AT で は CTRL, ALT, Pageup/Page 
down の 3 つの キー を 同時 に 押す こと で , 処理 


| EB8080 | 


SP : : n 
コー の : : 速度 を いつ で も 上 下 で きる よう に な っ て いま 
t, 
[PCG エ リア ] ( 全 レ ジス タ READ/WRITE 可 ) 
(DMA. S) 
1; ネーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー 26: move. l dð, SP_BUF 
2: DMA 動 作 テ スト プロ グラ ム - 2T: bsr ertinit 
d: キーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー 28: bsr crtpatset 
4: X 29 bsr keywait 
5: *TOCS コ ー ル 30 bsr dmaset 
6: t : 31 move.l SP BUF,-(sp) 
7: G CLR ON equ $90 32 do.w _St 
8: CRTMOD equ $10 33 _addq.l #4,8p 
9: B KEYINP equ $00 34 dc.w .EXIT 
5390: * ; 35: * ; : 
11: *DOS コ ー ル 36: * ゲ 5 フ 122 吾 面 を 初期 化 (512x 512、65535 色 ) 
zrs — 37:* し た 後 、 グ ラフ ィ ッ IRR を イキ - プ アル し ます 
13: EXIT equ $ff00 38: * : 
14: SUPER equ $ff20 39: crtinit: 
15: * : 40: move.w $12,d1 
16: *etc. 41: | moveq.l # CRIMOD,d0 
17: t : : : 42: trap #iocs 
18: ioes equ | $0f 43: moveq.l $ G CLR ON,d の 
19: G VRAM equ |. $00c00000 _ 44: trap #iocs 
w% data D - | 45: rts 
| 210: SP BUF:  de.l z 46: * C 
| 22: |^ ^t v ~ — AT: * rSn err NN ža いみ ま * | 
| $2393 — oel v _ 48: X : 
、 X: | do. | SUPER ——— : v 49: ortpatset: 
| v addq.l Mop t | : 50: : movea.l £0. VAM, a0 
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moveq l $$0,d0 87: FC USER DATA 


51: equ 1 
82: move.w (effff,di 88: FC USER PROG equ 2 
53: patwrite loop: 89: FC SUPER DATA equ 5 
54: move.w dð, (a0)* 90: FC SUPER PROG equ 6 
55: addq.1 #$1,d9 91: FC INTA equ 7 
1 dbra dl,patwrite loop 92: 
51: rta 93: dmaset: 
58: * 94 move.b 1$$18,CCR2 * 動作 スタ ト し な い 
59: + 入力 が ある まで 待ち ます 95 move.b $$08,DCR2 * あま り 意 味 は な い 
60: * 96: move.b 1$$21,0CR2 * 最大 転送 速度 32 ヒ " ッ ト 転 送 
61: keywait: 97 move.b &FC SUPER DATA,MFC2 
62: moveq.1 # B KEYINP,dO 98 move.b *FC SUPER DATA,DFC2 
63: trap fiocs 99: move.b $$05,SCR2 * 両方 と も 増加 
64: tst.l de 100:  move.l 4G VRAM,MAR2  * ソース ア ドレ ルス 
65: beq keywait 101:  move.l 4G VRAM*$00020000,DAR2 * F° ィ ス ティ ネー ショ ン アト * VA 
: rts 102: move .w $$8000,MTC2 
67: * 103: move.b #$88 ,CCR2 * 動作 スタ ー ト 
:*DMA 転 送 実行 104: bar wait dma end 
69: t 105: move.b $$06 , SCR2 * ソ - ス は " 加 、 相 手 は 減少 
70: CSR2 equ $00e84080 106: move.1 4G VRAM,MAR2 — * ソー- ス 2 ア トレ 
71: CER2 equ $00e84081 107:  move.l 4G VRAM4$0007fffc,DAR2 * ^a 終了 "レス 
72: DCR2 equ $00e84084 108: move.w $$8000,MTC2 
73: OCR2 equ $00e84085 109: move.b $$88,CCR2 * 動作 再 スタ ー ト 
74: SCR2 equ $00e84086 110: bsr wait dma end 
75: OCR2 equ $00e84087 111:  move.w $$8000,MTC2 
76: MIC2 equ $00e8408a 112:  move.b $$88,CCR2 * 動作 再 スタ ー ト 
77: MAR2 equ $00e8408c 113: bar wait dma end 
178: DAR2 equ $00e84094 114 rts 
79: BTC2 equ ーー の 115: * 
80: BAR2 equ 00e8 116: * DMA š 
Fei rri em 490e849a5 ャ フー 転送 が 終了 する の を 待ち ます 
82: EIV2 equ $00e84087 118: wait dma end: 
83: MFC2 equ $00e84029 119: toe MIC2 
84: CPR2 equ $00e840nd 120: bne wait dme end 
: DFC2 equ $00eB40b1 121: rts 
: BFC2 equ $00e840b9 122: .end 
ÜUZhe AD 
T A 81: DCR3 equ $00e840c4 
2: *- ADPCMBMWBiETAXF - 82: OCR3 equ $00e840c5 
3: *- キー を 叩く と 録音 開始 し 、 - 83: SCR3 equ $00e840c6 
4: *- 再度 叩く と 再生 し ます - 84: CCR3 equ $00e840c7 
Bi ネーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー 85: MIC3 equ $00e840ca 
6: t 86: MAR3 equ $00e840cc 
7: *IOCSa-M 87: DAR3 equ $00e840d4 
8: * 88: BTC3 equ $00e840da 
9: GCLR ON equ $90 89: BAR3 equ $00e840dc 
10: CRTMOD $10 90: NIV3 equ $00e840e5 
11: B KEYINP equ $00 91: EIV3 equ $00e840e7 
12: * 92: MEC3 equ $00e840e9 
13: *DOS3-M : 93: CPR3 equ $00e840ed 
14: * 94: DFC3 equ $00e840f 1 
15: EXIT equ $ff00 95: BFC3 equ $00e840f9 
16: SUPER equ $ff20 96: FC USER DATA equ 1 
17: * . 97: FC USER PROG equ 2 
18: tete. 98: FC SUPER DATA equ 5 
19: * 99: FC SUPER PROG equ 6 
20: iocs equ $0f 100: FC INTA equ 7 
21: G VRAM equ $00c00000 101: rec dmaset: 
22: data : 102:  move.b $$18,0CR3 * 動作 2 タ ト し な い 
23: SP BUF: de.1 o 103: move.b #$o0,DCR3 * あ まり 意味 は な い 
24: text 104:  move.b $$82,0CR3 * REQI- 4: 5 8c vH fi € o5 
25: clr.l -(sp) 105: move.b XFC SUPER DATA,MEC3 
: dc.w ..SUPER 106: move. b #FC_SUPER_DATA , DFC3 
27: addq.1 $4 , gp 107: move.b #$04 , SCR3 * 1-97: 2 8 
28: move. i d0,SP BUF 108: move. l #G_VRAM,MAR3 & メモ リー アト レス 
29: bsr crtinit 109: move.1l #PCM DATA,DAR3 * ディ ステ ィ ネ ーション アト "レス 
30: ber or も write 110: move.w I$ffff,MTC3 
31: bsr keywait 111: nove.b #$88,CCR3 * 動作 スタ ー ト 
32: bsr pemset 112: rts 
33: bsr rec dmaset 113: playdmaset: 
34: bsr rec pomstart 114: move.b $$18,CCR3 * 動作 スタ - ト し な い 
: ber wait dma end 115: move.b #$c0, DCR3 * あ まり 意味 は な い 
. 96: bsr pomstop 116: move.b $$02,0CR3 * RIAI £ 58c vr d ox 
37: bsr keywait 117: move, b $FC SUPER DATA,MFC3 
: ber pemset 118: move,b $FC SUPER DATA,DFC3 
39: ber playdmaset 119: move.b #$ の 4 ,SCR3 * 5-947: 90 " n 
40: ber playpomstart : 120: move.1 4G VRAM,MAR3 —— * モリ ー ア ドレ ス 
41: ber wait dma end 121: move.l #PCM DATA,DAR3 * テ " ィ ステ ィ ネ ーション アト "レス 
42: ber pomstop 122: move.w KSffff,MIC3 
43: move.l SP BUF,-(sp) 123: move.b $$88,OCCR3 * 動作 スタ - ト 
44: dc.w SUPER 124: rts 
45: addq.l #4,8p 125: *- 
H dc.w .EXIT 126: $ ADPCM 用 PPIS* - ト セッ ト ア ッ プ 
47: * 127: * 
48: * ゲ 52 ィ > ク 2 画面 を 初期 化 (512x 512, 655358) し た 後 、 128: PCM CMD equ $00e92001 
49: を ゲラ フィ ッ ク 表 示 を イネ ホー プル し ます 129: PCM DATA equ $00e92003 
50: * 130: PCM CTRL equ $00e9n005 
51: crtinit: 131: PPI CWR equ $00e92007 
52: | move.w $12,d1 132: PPI CWD equ $92 
53: moveq. l # CRTNOD,d の 133: pomset: : 
54: trap fiocs 134: move.b XPPI CWD,PPI CWR 
55: moveq.1 # G CLR ON,d0 - 135: move.b $$8,PCM CTRL 
1 trap : #iocs 136: rts 
57: rts 137: t* 
: ortwrite: 138: * ADPCM (E INL i 
59: movea.1 4G VRAM,a0 139: * 
i moveq.1 # の ,d の 140: rec pomstart: 
61: move.w t$ffff,d1 141: move.b $$4,PCM CMD 
62: crtwrite loop: 142: rts 
63: move.b dô, (a0) 143: playpemstart: 
64: addq. 1 $1,d0 144: move.b #$2, PCM CMD 
65: dbra dl,crtwrite loop 145: rts 
66: rts 146: * 
67: * 147: * ADPCM 動 作 停 止 コマ ンド 
68:* キ - 入 力 が ある まで 待ち ます 148: * 
69: * 149: pomstop: 
T0: keywait: 150: move.b *$1,PCM CMD 
Hi moveq.1 $ B KEYINP,d6 151: rts 
12: trap #iocs 152: t 
73: tst.l do 153: を MA 転送 が 終了 する の を 待ち ます 
74: beq keywait 154: * . 
15: rts 155: wait dma end: 
36: * 156: tst.w MIC3 
T7: * DMAt ッ ト ア ッ プ 157: bne wait dma end 
78: X 158: rts 
79: CSR3 equ $00e840c0 159: „end 
80: CER3 equ $00e840c1 
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71: * 
72: keywait: 
13: moveq.1 $ B KEYINP,d9 
74: trap #iocs 
75: tst.1l dð 
76: beq keywait 
77: rts 
78: * 
79: * 27*57422 88 Wi x 9) 38 (E (512x 512, 655358) 
80: * LER., 752202 Sog を イネ ー デ プル し ます 
81; * 
82: crtinit 
83: move.w 312,d1 
84: moveq.1 # CRTMOD, dO 
85: trap #iocs 
86: moveq. 1 * G CLR_ON, dð 
87: trap #iocs 
88: rts 
89: * 
90: * ゲラ フィ ッ ク VRAM に パタ ー ン を 書き 込み ます 
91: * 
92: crtpetset: 
93: movea.l 4G VRAM,a0 
94: moveq. 1 $$0,d0 
95: . moveq.1l $3,202 
96: patwrite loop2: 
97: move.w it$ffff,dl 
98: patwrite loopl: 
99: move.w dô, (a0)* 
100: addq.1l $$1,d0 
101: dbra di,patwrite loopl 
102: dbra d2,patwrite loop2 
103: rts 
104: .end 
#1,di 
WAIT A MORMENT 
d2,SCRL, LOOP1 
$511,802 $ スク ロー ル ・ カ ウン ター 
#$0700, sr 
wait v disp 
dO,TXT X SCRL 
dl,TXT Y SCRL 
s$5f8ff,sr 
$1,d0 
#1.d1 
WAIT A MORMENT 
d2,SCRL LOOP2 
SPBUF, - (sp) 
SUPER 
#4,sp 
_EXIT 
s$1fff,d7 
d7,WAIT LOOP 


*V DISP,GPIP 
wait v disp 


4 B KEYINP,d0 
#iocs 

dð 

keywait 


ネーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー 36: bsr keywait 
*- CRRKTC テ スト (ひらけ ご ま ) 31: Ori.w 4$$0700,sr 
x- パタ ー ン が 表れ た 後 、 キ ー を 叩く と ・ 38: move .Ww 432,20 
ネー ニーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー 39: move.w $49,d1 
* 40: move.w #49,d2 
*IOCS コ ー ル 41: move.w #296 ,d3 
* 42: move.w #296 ,d4 
.G CLR ON equ $90 43: OPEN SESAMI: 
equ $10 44: bsr wait v disp 
.B KEYINP equ $00 45: move.w d1,HSADR 
x 46: move.w d2,HEADR 
*DOS コ ー ル 47: move.w d3,VSADR 
* 48: move. w d4 ,VEADR 
_SUPRR equ $ff20 49: subq.1 #1.d1 
EXIT equ $ff00 50: addq. 1 $1,802 
* 51: gub.w $8,d3 
*etc. 52: add.w #8,d4 
* 53: move.w ssffff,q7 
iocs equ Sof 54: OPEN WAIT: 
G VRAM equ $00c00000 55: dbra d7,0PEN WAIT 
data 56: dbra d0,OPEN SESAMI 
SPBUF: dc.1 51: andi.w $9f8ff,sr 
GPIP equ $00e88001 58: move. 1 SPBUF, - (sp) 
V. DISP equ $4 59: dc.w ..8UPER 
HSADR equ $00e80004 60: addq.1l #4,8p 
HEADR equ $00e80006 61: dc.w .EXIT 
VSADR equ $00e8000c 62: * 
VEADR equ $00e8000e 63: * 垂直 同期 期間 まで 待ち ます 
text 64: $ 
clr.l -(sp) 65: wait v disp: 
dc.w ..SUPER . 66: btst.b $V. DISP,GPIP 
addq. 1 #4,9p 67: bne wait v disp 
move, i d0,SPBUF 68: rts 
bsr crtinit 69: * 
bsr crtpatset 7 の 6:* キ - 入 力 が ある まで 待ち ます 
リス ト 4 テキ スト ト (TXSCRL. S) 
1: ネーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー 43: add.w 
2: *- テキ スト 画面 スク ロー ル テ ス ト 44: ber 
3: *- キー を 叩く と スク ロー ル 開 始 。 45: dbra 
4: 5- 右 か ら は み 出 て きた と ころ が すこ し - 46: move. l 
5: *- お か し く な っ て いる の に 注目 ! m 47: SCRL LOOP2: 
6・ キーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー 48: ori.w 
7: X 49: ber 
8: *TOCS コ ー ル 50: move.w 
9g: * 51: move.w 
10: B KEYINP equ $00 52: andi.w 
11: * 53: sub.w 
12: *DOS コ ー ル 54: gub.w 
13: * 55: bsr 
14: | SUPER equ $ff29 56: dbra 
15: EXIT equ $ff00 51: move, l 
16: * 58: dc.w 
17: tete. 59: addq.1 
18: * 60: dc.w 
19: iocs equ $0f 61: t 
20: G VRAM equ $00c00000 62: * RMR x 
Xi .data 63: 
22: SPBUF: dc.1 の 64: WAIT A MORMENT: 
23: GPIP equ $00e88001 65: move.w 
24: V DISP equ $4 66: WAIT LOOP: 
25: TXT X SCRL equ $00e80014 67: dbra 
26: TXT Y SCRL equ $00e80016 68: rts 
21: . etext 69: * 
28: clr.1 -(sp) 70: * 垂直 同期 期間 まで 待ち ます 
29: dc. SUPER 71: * 
30: addq. 1 #4,5p 172: wait v disp: 
31: move.l d0,SPBUF 73: btst.b 
32: bsr keywait 74: bne 
33: move.l 40,d06 * XH m xu-» 75: rts 
34: move,l #9,d1 * YH 向 ス 2 ロ - ル 76: * 
35: move. l #511,d2 * スク ロー ル ・ カ ウン ター Ti: * キ - 入力 が ある まで 待ち ます 
: SCRL LOOP1: 78: t 
37: ori.w $90700,sr * 割り 込み 禁止 79: keywait: 
38: bsr wait v disp 80: moveq.1 
39: move.w dO,TXT X SCRL B1: trap 
: move.w di,TXT Y SCRL 82: tst.l 
41: andi.w s$f8ff,sr * 割り 込み 許可 83: beq 
42: add.w 41,20 B4: rts 


PRINT equ $ff の 9 

17: SUPER equ $ff20 
18: EXIT equ $ff の 0 
19: * 
20: *etc. 
21: * 
22: iocs equ $0f 
23: G VRAM equ $00c00000 
24: CR equ $d 
25: LF equ $a 
26: ‚data 
27: SPBUF: do.1 9 

: MSGBUF: dc.b CR,LP,CR,LF,CR,LF 
29: dc.b '-» A と 根 性 だ 'VQCORQLE,CR,LF 
30: dc.b'/ y ZA ル ,. 9A) ',CR,LF,CR,LF 
31: dc.b "ギャ フン と 言わ せ て や る 「',CR,LF,CR,LF 


78 OnX 198911. 


や っ と , X68000 の ロー ン が 終わ っ 
し て バイ ト し た か い が あ っ た 。 き , これ か ら は ソフ ト を 思う 存 分 買い まく る ぞ !! 


41: ber crtinit 
48: ber crtpatset 
49: ber keywait 
50: ber crtmesg 
51: ber keywait 
52: ori.w $$0700,sr 
53: ber wait v disp 
i move.w #X90 01 10 00 00 91 10_11,VCON_PRI 
55: andi.w s$f8ff,sr 
56: bsr keywait 
517: Ori.w 4$$0700,sr 
4 bsr wait_v_disp 
59: move.w #x00 00 O1 10 00 01 10 11,VCON PRI 
60: andi.w #$f8ff, sr 
61: move.l SPBUF, - (sp) 
62: dc.w ..SUPER 


T, 68 ユ ー ザ ー の 購買 力 を 見 せ て や る 。 


た ぜ 。 長かっ た 1 年 と 3 カ月, RORO? h bR 


そし 
藤山 健一 (20) 兵庫 県 


63: addq.1 f4,sp 110: move.w $150,d0 * XE 標 
64: dc.w .EXIT 111: move.w $150,d1 * YE 標 
65: * 112: move.w $200,d2 * X サ イズ * 
-66: * 算 直 同期 期間 まで 待ち ます 113: move.Ww $200,d3 * マヤ サイズ" 
67: * 114: move.w #9,d4 
68: wait v disp: 115: movea.l €G  VRAM*$00100000, a0 
69: btat.b $V DISP,GPIP 116: bsr ort write box 
70: bne wait v disp 117: move.w 4200,d0 * Xi H 
7i: rts 118: move. w #200,d1 * YEH 
72: t 119: move.w $200,d2 * XX サイズ" 
73:* キ き - 入 力 が ある まで 待ち ます 120: move.w 4200,d3 * マサ イズ * 
74: * 121: move.w #$7,d4 
75: keywait: 122: movea. 1 #G_VRAM+$00180000 ,a の 
76: moveq.1 $ B KEYINP,d0 123: bsr ert write box 
TT: trap #iocs 124: rts 
18: tst.l de 125: t 
79: beq keywait 126: * 512 X 512 に " ッ ト 専 用 BOX 
A rts 127: * 
81: * 128: crt write box: 
82: * ^'52«^ B d x p W ik (512 X 512, 2566 ) 129: z 7 ext.l do 
B3: * ゲラ フィ ッ ク 表 示 を イネ ホー プル し ます 130: ext.l di 
B4: + 131: 1s1 .1 $1,de 
85: crtinit: 132: lsl.1 #8.d1 * 空い て いる レジ スタ が な い 
86: move ・w #4,d1 133: lal.1 #2,d1 * の で 2 回 に 分 けた 
87 moveg. 1 # CRTMOD, dQ 134: add.1 d1,de 
88 trap fiocs 135: add. 1 a0,d0 
89: moveq.l * G CLR ON,dO 136: sub.w #1,d2 
90 trap fiocs 137: sub.w $1,d3 
91: rts 138: crt write loopy: 
92: t : 139: moves, 1 d6,a0 
93: * ゲラ 2 ィ ッ ク VRAM に パタ ー ン を 書き 込み ます 140: move.w d2,d1 
94: t 141: crt write loopx: 
95: ortpataet: 142: move.w d4, (a0)4 
96: move .wW $50,d0 * XER 143: dbra dl,crt write loopx 
97: move.w $50,d1 * YE 標 144: add. 1 $$400,d0 
98: move .w #200 ,d2 * XY イズ 145: dbra d3,crt write loopy 
99: move.w $200,d3 * THX 146: rts 
100: move .w Ds : x nit vx 147: t 
101: movea. 1 | VRAM,& * VRAM * 148: * テキ メト 示 
102: ber crt write box アー を 表示 し て お きま す 
104: move .wW $100,d1 * YE 標 151: pea MSGBUF 
105: move.w $200,d2 * XY イズ 152: dc.w _PRINT 
106: move.w $200,243 * Yvon 153: addq. 1 i4, sp 
107: move. w #5,d4 154: rts 
108: movea.l 4G VRAM*$00080000 , a0 155: .end 
109: bsr crt write box 
1i ネーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー 70: rts 
2: *- SERRE REL INL RET AH ~ 71: & 
3: *- キー 入力 1 回 目 : - 72: * "574"? 8 ii x $900 (E (512 x 512, 2568) 
4:*ー プ ライ オリ ティ を 変更 = 73: * ゲラ フィ ッ ク 表 示 を イネ - ア プル し ます 
5:*- キー 入力 2 細目 : * TA: * 
6: *- x XE MI REON ! - 75: ortinit: 
E ※ーーーーーーーーー ニ ーーーーーーーーーーーーーーーーーー 76: move.w $4,d1 
:* TT; moveg. 1 #_CRIMOD, d0 
9: *TOCS コ ー ル 78: trap #iocs 
10: * 79: moveq.1 4 G CLR ON,dO 
11: G CLR ON equ $90 80: trap fiocs 
12: (1 equ $10 81: rts 
13: _B_KEYINP equ $00 82: t 
14: F 83: * ゲ 52 ィ 22VRAM に パタ ン を 書き 込み ます 
15: *DOS コ ー ル B4: * 
16: * 85: ortpataet : 
17: SUPER $ff20 86: move.w #50,d0 * XE 標 
18: EXIT equ $ff00 87: move .Ww $50,d1 * YE 標 
19: t B8: move.w $200,d2 * XY イス 
20: tete. 89: move.w #200,d3 * YY イズ 
21: * 90: move.w #7,d4 * 色 コ - ド に 
22: iocs equ $of 91: moves, 1 #G_VRAM, a0 * VRAM アト "レス 
23: G VRAM equ $00c00000 92: ber ort write box 
24: CR equ $d 93: move .w $100,d0 * Xie 標 
25: LF equ $a 4: move.wW $100,d1 * YE N 
26: data 95: move.w #200 ,d2 * Xx 
21: SPBUF: dc.1 e : move.w 4200,23 * YY イズ 
28: 97: move.w $5,d4 
29: GPIP equ $00e88001 : movea. l #G_VRAM+$00080000 , n0 
30: V DISP equ $4 99: bsr crt write box 
31: VOON PRI equ $00e82500 100: move.w $150,d0 * Xi 
32: VOON SPEC equ $00e82600 101: move.wW $150,d1 * YE 標 
29 ctort 102: move.w 4200,22 * Xx 
: clr.1 -(sp) 103: move.w 4200,43 * Yrx 
35: do.w .SUPER 104: move.w #3,d4 
: addg.l #4,8p 105: movea. 1 #G_VRAM+$00100000 , a0 
37: move. 1 dô, SPBUF 106: bsr crt write box 
: ber crtinit 107: move.w #130,d0 * X 座 標 
: w ortpatset 108: move. w #30,d1 * Y 座 標 
40: ber keywait 109: move,w $100,d2 * XY イズ 
41: ori.w 14$0700,8r 110: MOVE.W #350,d3 * Yr 
42: ber wait v disp 111: move,.w #$b,d4 
43: move.w $xo0 00 の 1 10 200 O1 10 11,VCON PRI 112: moven.1l 4G. VRAM«$00180000 , a0 
i andi .w $$f8ff,sr 113: bsr ert write box 
45: ber keywait 114: rts 
46: ori.w $90700,s2r 115: t 
41: ber wait v disp 116: * 512 x 6512 ドッ ト 専 用 BOX 
48: move.w $$1eff,VOON SPEC 117: * 
49: andi .w $$f8ff,sr 118: crt write box: 
50: ber keywait 119: ext.1 dà 
51: move.l SPBUF, -(sp) 120: ext .1 d1 
52: do.w .SUPER 121: 1sl.1 #1 ,d の 
53: addq.1 #4,sp 122: lsi.1 #8,d1 * 空い て いる レジ スタ が 
5f: dc.w x 123: lsl.1 482,41 * な い の で 2 回 に 分 けた 
55: * 124: add.1 d1,d0 
56: * &áitinmxmuMmxcocHh5 ET 125: add.1 a8,d9 
57: t 126: sub.w 41,22 
58: wait v disp: 127: sub.w #1,d3 
59: btst.b $V DISP,GPIP 128: crt write loopy: 
60: bne wait v disp 129: movea.1l d6,20 
61: rts 130: move. w d2,d1 
62: * 131: crt write loopx: 
63: 入力 が ある まで 待ち ます 132: move.w d4, (a0)* 
64: 1 133: dbra di,crt write loopx 
65: keywait: * 134: add, 1 #$400, 
66: moveq. 1 * B KEYINP,dO 135: dbra d3,ort write loopy 
67: trap #iocs 136: rts 
68: tst.l de 137: ‚end 
69: beq keywait 


PALAI? と, 私 は BA SIC, SLANG, 641807 tY 2, 68000 ア モン プラ し か 使え な 
い 人 間 に な っ て いた 。C を や ろう と , C CompilerPRO-68K を 買っ た の だ が 「BC.X」 の ゎぉ 
か げ で アセ ンプ ブラ か BASIC し か 使わ な く な っ た 。 こん な 私 は C 言 語 一 色 の 世の中 で 生き て 
いけ る で し ょ うか 。 田中 智樹 (17) 京都 府 
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リス ト / A 


1: ーーーーーーー ニ ーー ニーーーーーーーーー…ーーーーーー 

2:1 スプ ライ ト テ スト = 

3: *- 1BBHO*-—2A2: * 

4: *- スプ ライ ト の 定義 と 表示 - 

5: *- 2 回 目 の キ ー 入 力 : - 

6: *- スプ ライ ト の 移動 - 

Ti ネー ニーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー 

8: * 

9: *TOCS コ ー ル 

10: * 

11: G CLIR ON equ $90 

12: CRTMOD equ $10 

13: B KEYINP equ $00 

14: * 

15: *DOS3-M 

16: * 

17: SUPER equ $1120 

18: EXIT equ $ff00 

19: * 

20: *etc. 

21: * 

22: iocs equ $9f 

23: G VRAM equ $00c00000 

24: CR equ $d 

25: LF equ $a 

26: ‚data 

27: SPBUF: de. 1l 9 

28: PALDAT dc.w 9 

29: dc.w 21140 

30: dc.w 32 

31: dc.w 62 

32: dc.w 1024 

33: doc.w 1984 

34: dc.w 1056 

35: do.w 2046 

36: ' de.w 32768 

37: dc.w 63488 

38: dc.w 32800 

39: do.w 63550 

40: dc.w 33792 

41: dc.w 65472 

42: dc.w 44394 

43: dc.w 65534 

44: PATDAT dc.b 0,0,0,0,0,0,0,0,0,0,0,0,0,0,0,0 

45: dc.b 6,0,0,0,0,11,11,11,0,11,11,11,0,0,0,0 
46: dc.b 0,0,0,0,0,11,11,11,0,11,11,11,0,0,0,0 
41: dc.b 0,0,0,0,0,11,11,11,0,5,11,5,0,0,0,0 
48: dc.b 0,0,0,0,0,11,11,11,0,11,11,11,0,0,0,0 
49: dc.b 0,0,0,0,0,11,11,11,11,11,11,11,0,0,0,0 
50: dc.b 0,0,0,0,0,11,11,11,0,11,11,11,0,0,0,0 
51: dc.b 0,0,0,0,0,11,10,11,0,11,11,11,0,0,0,0 
52: dc.b 0,0,0,0,0,11,10,11,0,11,11,11,0,0,0,0 
53: dc.b 0,0,0,0,0,11,10,11,0,11,11,11,0,0,0,0 
54: dc.b 0,0,0,0,0,11,10,11,0,11,11,11,0,0,0,0 
55: dc.b 0,0,0,0,0,11,10,11,11,11,11,11,0,0,0,0 

: dc.b 0,0,0,0,0,11,10,11,0,11,11,11,0,0,0,0 

51: dc.b 0,0,0,0,0,11,11,11,0,11,11,11,0,0,0,0 
58: dc.b 0,0,0,0,0,13,13,13,7,13,13,13,0,0,0,0 
59: do.b 0,0,0,0,0,13,14,13,7,13,14,13,0,0,0,0 
60: GPIP equ $00e88001 

61: V DISP equ $4 

62: VOON PRI equ $00e82500 

63: VOON SPEC equ $00e82600 

64: SP SCRL equ $00eb0000 

65: BG CTRL equ $00eb0808 

66: PAT TABLE equ $00eb8000 * "ター ン 

67: PAL TABLE equ $00e82200 * パレ ルッ ト 

68: ‚text 

69: clr.l -(sp) 

70: dc. ..SUPER 

71: addq. 1 #4,sp 

12: move.l d0,SPBUF 

13: bsr crtinit 

74: * bsr crtpatset 

15: bsr keywait 

16: bsr pal init 

TT: bsr sp init 

78: ber sp def 

79: bsr sp disp 

80: movea.l 4SP SCRL,a0 

81: move.w #100, (að) * XE m 

82: move.w #100,2(a0) * YE 標 

83: move.w $4$0100,4(a0) * 反転 , 色 と ス ア ぅ イト の コー ド " 
84: move.w $$1,6(a0) * デラ イオ リティ & SP. ON(1) 
85: bsr keywait 

86: move.w #255,d0 

87: moveq.l #0,di 

88: sp move loop: 

89: move;w d1,(a9) * XE S 

90: move.w d0,2(a0) 

91: addq.l #1,di 

92: bsr wait_delay 

93: dbra d6,sp move loop 

94: move.l SPBUF,-(sp) 

95: dc.w SUPER 

96: addq.l #4,sp 

97: dc.w . EXIT 

98: * 

99:* ちょ っ と し た 時 間 稼 き 
100: * 

101: wait delay: 

102: move,.w s$1fff,22 
103: wait delay loop: 

104: dbra d2,wait delay loop 

105: rts 

106: * 
107: * ス ア 5 イト 表示 ON 

108: * 

109: sp disp 
110: ori.w  4$0700,sr 
111: bsr wait v disp 

112: move.w $$0200,BG CTRL 
113: move.w 4X00 01 00 10 00 01 10 11,VCON PRI 
114: move.w 4$007f,VOON SPEC * SP DISP(1) fH 当 
115: andi.w #$f8ff,sr 
116: rts 
117: * 

118: * ス ア ライ イト の 座標 な どの 初期 化 

119: * 

120: sp init: 

121: movea.l #SP_SCRL, a0 

122: move.w #127,d0 

123: sp off loop: 

124: move.w 4$409,(a0)* * 双 座標 

125: move.w 340,(a0)* * YE 標 

126: move.w $$0100,(20)* * 反 転 , 色 と ス ア ライ ト の コー ド 
127: move.w #$0,(a0)+ * アラ イオ リティ & SP OFF(n) 
128: dbra d06,sp off loop 

129: rts 
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130: t* 

id * パ レッ の 初期 化 (9 番 は ?* 人 4t 用 な の で いじ ら な い ) 
|: x 

133: pal init 

134: movea. l #PAL_TABLE+$20, 80 

135: move.w $14,d1 

136: palette setup2: 

137: lea.1 PALDAT, al 

138: move.w #15.d9 

139: palette setupl: 

140: move.w (a1)*,(a0)* 

141: dbra dé,palette setupl 

142: dbra dl,palette setup2 

143: rts 

144: * 

145: * スゲ アラ イト W ター ン 定 義 

146: * 

147: sp def 

148: movea.1l #PAT TABLE,a2 

149: lea. PATDAT,a1 

150: move.w $15,d0 

151: pattern setup2: 

152: move,w 41,22 

153: move. l 282,280 

154: pattern setupl: 

155: moveg. 1 40,d1 

156: move.b (a1)*,d1 

157: 1sl.l $4,d1 

158: or.b (81)*,d1 

159: 1s1.1 $4,d1 

160: or.b (a1)*,dl 

161: 1lsl.1 $4,d1 

162: or.b (a1)*,d1 

163: 1sl.l #4,d1 

164: or.b (a1)*,d1 

165: lsl.1 #4,d1 

166: or.b (a1)*,d1 

167: lsl.l #4,di 

168: or. b (a1)*,di 

169: 1g1 .1 #4.d1 

170: or.b (a1)*,dl 

171: move.l dl, (89) 

172: adda.1 #$40,a0 

173: dbra d2,pattern setupl 

174: adda.1 14,22 

175: dbra dO6,pattern setup2 

176: rts 

177: * 

di : 乗 直 同期 期間 まで 待ち ます 

180: wait v disp: 

181: btast.b 4V DISP,GPIP 

182: bne wait v disp 

183: rts 

184: * 

185: * キ 入力 が ある まで 待ち ます 

186: * 

187: keywait: 

188: moveq. 1 4 B KEYINP,d0 

189 trap #iocs 

190: tst. 1 d9 

191: beq keywait 

192: rts 

193: * 

194: t 237492 M Ui x p) W (6 (256 x 256) L 、 

195: t ゲラ 7 ィ ッ ク 表 示 を イネ ー ブ プル し ます 

196: x 

197: crtinit: 

198 move.w #2,di 

199 moveq.1 # CRTMOD,d の 

200: trap #iocs 

201: moveq.1 # G CLR ON,d0O 

202: trap #iocs 

203: rts 

204: * 

205: * ゲラ 3 フィ ッ ク 2VRAM に パタ ー ン を 書き 込み ます 

206: * 

207: crtpetset: 

208: move.w 425,d0 * XE m 

209: move.w #25,d1 *Y 座 m 

210: move,.w $100,282 X XX 

241i: move.w #100,43 * YY イス 

212: move.w 47,d4 * 色 コ ー ド 

213: movea. 1 3G VRAM,a0 * VRAM の アト * レス 

214: bsr crt write box 

215: move.Ww $50,d0 * XE n 

216: move.w 450,d1 * Y 座 標 

211: move ,w 3100,82 * X メ サイズ” 

218: move .w 4100,43 * YY イズ 

219: move.w $5,d4 

220: movea.l 4G. VRAM*$00080000 , AQ 

221: bsr crt write box 

222: mOove.w $75,d0 * Xi dk 

223: move.w $75,d1 * y 標 

224: move.w 4100,32 X X94X 

225: move.w 4100,d3 * YY イズ 

226: move.w #3,d4 

221: movea., l #G VRAM*$00100000 , a0 

228: bsr crt write box 

229: move.w 41090,d0 * X d 

230: move.w #199 ,d1 * YE B 

231: move.w $100,832 * XX 

232: move.w #199,d3 * YY イス * 

233: move.w #$b,d4 

234: movea. l #G_VRAM+$00180000 , 80 

235: bsr crt write box 

236: rts 

237: * 

238: * 256 x 256 ト ドッ ト 専 用 BOX 

239: * 

240: crt write box: 

241: ext.l do 

242 ext.1l di 

243 1s1.1 $1,209 

244 lsl.l #8,d1 * 空い て いる ルレ ジス 2 タ が な い 

245 1sl.1 #1,d1 * ま の で 2 回 に 分 た 

246 add.1 di,d9 

247 add.1 a80,d0 

248 gub.w 11,82 

249 sub.w $1,203 

250: crt write loopy: 

251: movea, 1 d0,a0 

252 move.w d2,dl 

253: crt write loopx: 

254: move.w d4, (a0)* 

255: dbra di,crt write loopx 

256: add. 1 #$400,d0 

257: dbra d3,crt write loopy 

258: rts 

259: .end 


久々 に 読者 の 皆さん か ら 届 いた カラ ー イ ラス ト 
を 一 挙 掲載 し ます 。 夏物 の 絵 が 多い けど , 季節 
は ずれ だ な ん て いじ め な いで ネ 。 
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まず は , プロ ジェ クト チー ム D6GA の 最新 
作 「Thank you VOYAGER」 を ご 紹介 し まし 
i25. 先月 号 で 紹介 し た スム ー ズ シェ ー デ 
ィング を ボ ィ ジャ ー の 一 部 に ,。 そし て マッ 
ビン グ を 海王 星 に 使っ て いま す 。 HOT, 

「 た だ いま 会 員 募 集中 」 の 鳥取 大 学 の 制作 に 
よる , 今年 度 「 ア マチ ュ ア CG アニ メー ショ 
ンコ ン テ ス ト 」 用 作品 「ART-3( 仮 名 )」 の 
1 カッ ト で す 


画 立 シス テム も いよ いよ 完成 ! 最終 回 の 
今月 は し めく 〈 く くり に ふさ わし い ハ ー ド コピ 
ー ル ー チ ン で す 。 大 判 小判 の 2 種類 を 用 意 
いた し まし た 。 下 は 画 餅 の 全 ウ ィ ン ド ウ を 
開い た と ころ 。 さあ, これ で も う X68000 な 
ん か こわ く 〈 く な い ? 
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SOFTWARE INFORMATION 


Xl/Xlturbo 


ロー グ ・ ア ライ アン ス 
ウル ティ マ I 


X68000 
アル フェ イム 
や じ う ま ペ ナン トレ ー ス | 
i CAN) 一 陽炎 の 時 代 一 一 
夢幻 戦士 ヴァ リス I 
TELENET MUSIC BOX 
フラ ッ ピ ー ら ・ ブ ルー スタ ー の 復活 
エメ ラル ドド ラ ゴ シ 
シャ ッ ラ ジルバ ッ ク ・ カ フェ 
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AHIA 


この 年 末 に 備え を て 発売 子 定 ソフ ト が 続々 
に を に は さま た に hebt 


ペー ニス が な い の ぞ で , さっ そ 《。 本 
に 突 炎 し まし よう 。 

まず は , 日 本 テレ ネッ ト の 夢幻 戦士 ヴァ 
UAI. セー ラー 服 の 優子 ちゃ ん が 黒目 を 


c. や ンー 


まし だ 。 新た に 抽 き 起こ Za 
TED TRA US タク が 決め 手 。 き さら に , X68000 
版 で は 全編 に わた っ て PCM に よる 音声 合成 

も 聴け る と いう 話 。 

BUCO. TuIEAYVZVNOSDOLZucT 
ィング アク ショ ン は 名 称 が ナイ ト ア ー ム ズ 
に な り ま し た だ た 。 ま た , 縦横 スク ロー ル の 迷 
路 で の 戦闘 シー ン の 画面 を ご 覧 に いれ まし 
ょ う 。 シ ュー ティ ング で は この アー ムズ と 
シス テム サコ ム の メタ ル サ イ ト が 期待 大 と 
(inb 5 


HPG の 巻き 返し , スタ ー ト ! 


RE ポポ (前 回 順位 ) | 
Qo A goo un fee 3 
NONU EE ii ANE Com 2 
ACTRUA 4 
5 DUC SE 5 
Bo MAT S cr ds 
1 W—34FLGRHLITUTde€U) 10 
8 スタ ー co E 9 
B ES M FE 3i: 
IQ TOL SEA uu 1 
T qM RII Y 


HI EOMERUS hy 7580 RHRERUCCÉEREUTT _ 


D, アフ ター バー ナー が トッ プ ど ころ か な ん と 


夢幻 戦士 ヴァ リス I 
写真 は いずれ も , 正真正銘 
X68000 で 撮影 し た オリ ジ ナ 
ル 画 面 。 鮮 や か に スク ロー 
ル す る ゲー ム 画 面 に 加え て , 
全編 を 彩る 豊富 な ビジ ュ ア 
ル シ ー ン が 魅力 。 


ガラ て で RG の ジラ ッッ ピー 2 
で す が , 今回 は る ま ざ ま な 仕掛 け も 加わ っ 
COPRIS T な っ 
で いま 388 火 由 の 面 で 火 で ま “ $3 
eun Mee 
ん で 見 せ た だ デー ビー 独特 の ノリ も 持ち 込ん 
で くれ て いる 様子 。 期待 し て 待 と う ね 。 

SSE た 本 と に 半ば ビン と 
ESIC か CE 記せ ん が プロ ョ ローダ 
ー バ ンド の シャ ッ フ ル ・ パ ッ ク ・ カ フェ は もち 
ょ っ と ば か り 期 待 し て も ら わ な くち ゃ な り 
IASA ESTA DOER TAT, 
シン プル だ が ゲー ム 性 が 抜群 な の で す 。 

を の ほか , ズー ム の 新作 RPC は ラグ ー 
IR bubo pmger av pororiz 
ュ ヴ ウ ヴァ ルツ シル ト で X68000 に 参入 ! と か , 
mec peg ンジ テー ジ カ フ ルル * サ ー ビ 
ス が 新しい グラ フィ ッ ク ツ ー ル を 作っ て い 
る ぞ 1 。 と が か 。 ツア イト が NEWS 用 の DT 
P シ ステ ム Dear Layouter を X68000 に 移 
Rü350t' と か ,- シ ャ ー プ の サイ バー ノ 
ー ト っ て な に 7? と か は 来 月 を お 楽し み に 


3 位 転落 。 ど う や ら み ん な ひと 通り 遊ん だ と こ 
ろ に ゲー ム 特 集 で いろ ん な ソフ ト が 紹介 され た 
DTE 票 が そっ ち に 散っ で 到 ま つた よう で て す 。 
728tS 絆 RM 用 マス ター と ロー グ 
アラ イア ンス の 2 本 の RPG が ラン クイ ン を 昌 
た し まし た 。 2 本 と も 本 格 派 RPG ファ ン の 心 を 
っ の が る が た で いる よう で て で, 特に サシ ンク マス 
ター に は テー ブル トー ク 的 な シス テム を 推薦 理 
由 に 挙げ る 人 人 が 多い で すね 。 ま だ まだ 出 た ば っ 
か り だ し , ロー グ ・ ア ライ アン ス も X1 版 が 発売 
され た の で , 得票 の 伸び が 楽し み 。 

さて 全体 を 見 る と , 実は テト リス 以外 は み 一 
ん な RPG 的 要素 が 強い も の だ 。 信長 の 野望 や 三 
国 志 と いっ た シミ ュ レ ーション 勢 も も う ひ と つ 
伸び に 欠け て いる の が 実情 で す 。 ( 浦 ) 


新任 ソフ ト 情 報 


p 10 月 | 日 現在 発売 中 cec E BSESETTOE 
福 ロ ー グ ・ ア ライ アン ス 

先月 の ゲー ム 特 集 に も 紹介 され た ロー グ ・ ア ラ 
イア ンス の 移植 版 が 発売 と な っ た 。 原作 は SSI tt 
の FU 70V dq iE mA UM 4-4, 
SS と いう の は 斬新 な ゲー ム デ ザイ ン で 知ら れ て 
お り , この ゲー ム に も 地上 部 分 に コマ ンド 入力 が 
使わ れ て いる な ど , その 手腕 が 存 分 に 発揮 され て 
いる 。X68000 と 同じ く マ ウス 対応 で , アイ コン か 
ら の 入力 も 可能 だ 。 本 格 的 ロー ルプ ブレ イ と し て , 


長く 楽し め る 。 
X1/X1turbo 用 5?2D 版 4 枚 組 9,800 円 
スタ ー ク ラフ ト 1203(988)2988 


x'2J-74 v1 

大 魔王 モン ディ ン は つい に 倒さ れ , ブリ タニ ア 
に 平和 が 戻っ た か に 見 えた 。 しかし, 悪 の 根 は 絶 
えて は いな か っ た の で ある 。 今回 プレ イヤ ー の 行 
手 に た ち は だ か る の は , 大 魔王 モン ディ ン の 愛 弟 
子 , 魔女 ミナ クス 。 太古 の 伝説 の 時 代 か ら 未来 の 
世界 まで と , 時 間 ま で も 股 に か けた クエ スト が 繰 
り 広 げ ら れる 。 さ ら に 宇宙 船 を 手 に 入れ る こと に 
よっ て 8 つの 惑星 を 旅 す る こと まで で きる の だ 。 
ウイ ザー ドリ イィ と と も に RPG の 巨頭 と 並び 称 さ れ 
る 名 作 の 第 2 作 。 


X1/X1turbo 5/2Dhk 3 枚 組 7,800 円 
Node dc 1203 (221)3161 
文 ア ルフ ェ イ ム 


主人 公 , 池内 良 の 通う サン ルー ト 高 校 は , 偏差 
値 の 高い 順に A, B, C の 各 ク ラス に 分 けら れ て 
C». 沙 少 ご ぼれ の C グ デス で 楽し く 過 ご し て い 
た 良 だ っ た が , 親友 で あっ た 奥 内 武 が 突然 自殺 し 
て し まう 。 こ の 自殺 に 納得 の いか な か っ た 良 は こ 
の 事件 の 捜査 を 開始 し た が , その 人 後 も 校内 で 不可 
思 議 な 事件 が 続く な か , 捜査 途中 で 謎 の 転校 生 の 
存在 が 浮か び 上 が っ て きた 。 

as と ど : ブ グル ウィン ドウ を 駆使 し て ス 
トー リー は 語ら れ て いく 。 学園 を 舞台 と し た SF ミ 
zd eT. 

X68000 用 

Vet 
NOUS Twbb—A 

BRE —L0)4 C6UctiE4DZEEeBo0)07/m 
この 「 や じ う ま べ ペナント レー ス 」。 2 人 で ゲー ム の 
み を 楽し む ほ か に , 選手 と し て 自分 の 役割 を こ な 
し な が ら 同 時 に 監督 と し て 来 配 を 振る うこ と も で 
きる ペナ ント レー スモ ー ド が ある 。 プ レイ ヤー は 
希望 の 球団 に 投手 か 野手 と し て 入団 。 試 合 の 前 に 
は 練習 を し て 走 力 , 体力 と いっ た パラ メー タ を 上 
げ , 試合 で は 自分 の 出番 以外 で は 選手 交替 ・ サ イ 
ンプ レー な ど を 指示 。 見 事 リ ー グ 優勝 すれ ば 日 本 
シリ ー ズ に 出場 。 さ ら に 日 本 一 に な る と 大 リー グ 
と の 対戦 が 待っ て いる 。X68000 版 で は |989 年 度 の 
プロ 野球 最新 デー タ を 使用 。 

X68000 用 5"2HD 版 2 枚 組 7,800 円 

ビク ター 音楽 産業 1303 (423) 7901 
* ST(ZAN) — Es 2E OBS X — 

X68000 に , 戦国 シミ ュ レ ーション が 登場 。 AK, 
外交 , 謀 報 , そし て 行軍 に 手腕 を 振る い , 全国 の 
統一 を 目指 す の だ 。 特長 は ,. コマ ンド 数 を あえ て 
減ら し , 斬新 な か シス テム に よっ て 「 見 せる 」 ゲ ー 
ム に 仕上 げた 点 だ 。 自然 な マッ プ を 描け る ノー ラ 
イン ・ ヘ クス , 戦闘 時 の 天候 や 相手 の 数 に よっ て 


5”2HD 版 4 枚 組 9,800 円 
210794 (31) 7453 


相手 が 見 え 隠れ する ナチ ュ ラ ル ・ ブ ライ ンド ・ サ 
ー チ , ゲー ム 進 行 を 歴史 年 表 に まとめ て くれ る 磨 
史 の 書 シ ステ ム な ど が 導入 され て いる 。 ウ ルフ 独 
特 の デザ イン を 施し た “ 斬 ':, いよ いよ 登場 ! 
X68000 用 5"2HDhX 7,800 円 
2 チーム 12103 (5273)4795 
文 夢幻 戦士 ヴァ リス 1I 

夢幻 戦士 ヴァ リス と し て , 夢幻 王 ロ グレ ス を 倒 
し た 優子 。 し か し ログ レス 亡き あと の ヴェ ガン 刀 
ィ は 残忍 王 メ ガス の 指揮 の も と 統一 され , 再び リ 
アリ ティ (現実 世界 ) へ の 侵攻 を 再開 し た 。 ヴ ァ 
リス 続編 の 登場 だ 。 パ ワー アッ プ 型 の シュ ー テ E 
ング ゲー ム と いう スタ イル は 前 作 の まま だ が , € 
回 は 武器 が 5 種類 4 レベ ル , 防具 が 8 種類 と な り , 
状況 に 応じ て 持ち 換え が 可能 に な っ た 。 防具 の 付 
け 換 え 画 面 で は 着せ 替え 的 な 楽し み 方 も ? AR 
も 強制 スク ロー ル や トラ ッ プ と , より バリ エー シ 
ョ ン に 富ん だ 展開 を 見 せ て くれ る 。 

X68000 用 5”2HD 版 4 枚 組 9.800 円 

日 本 テレ ネッ ト %03 (268) 1159 
*TELENET MUSIC BOX 

TyGO3hbnaw*Bw9w24257rzU04b$ 037 
レネ ッ ト 作 品 の 音楽 全 174 曲 入り と いう 豪華 な BG 
M 集 。X68000 に 出 て いな い ソ フト の BGM も OPM 用 
に アレ ンジ され て 収録 され て いる か ら フ ァ ン に は 
こたえ ち れ な い だ ろ 人 す 。 機能 的 に も >: ジャ ッ ラ プル 
プレ イ や リピ ー ト プレ イ な どの CD プレ イヤ ー 的 な 
も の か ら , 曲 順 を 選ん で セー ブ す る な どの コン ピ 
ュー タ な ら で は の も の まで 用 意 さ れ て いる 。 全部 
BA dS CERERI I =A 

X68000 用 5?2HD 版 3,980 円 

日 本 テレ ネッ ト 1103(268) 1159 
太 フ ラッ ピー2 ・ ブ ルー スタ ー の 復活 

エピ ビー ラ や ユニ コー ン を か わし て プ ブルース トー 
ン を ブル ー エ リア に 運ぶ アク ショ ンタ イプ の パ ズ 
ル ゲ ー ム 。 あ の フラ ッ ピ ー 独 特 の 画面 (50 面 ) だ 
け で は な く , 5 種類 の わーるど" が 設け られ , 
それ ぞ れ 固有 の 仕掛 け や 敵 キャ ラ が 用 意 さ れる 。 
大 きく な っ て 表情 豊か に な っ た キャ ラク ター の 動 
き が 特長 で , 坂 を すべ り 下 り た り , 壁 に 張り つい 


シャ ッ フ ル ・ パ ッ ク ・ カ フェ 


DRE CE 


サ 
グラ ウィ ッ ク ツ ー ル 


て 横 歩 き を し た り と , 見 て いる だ け で も 楽し い 。 
X68000 用 5"2HD 版 予価 8,800 円 
デー ビー ソフ ト 73011(807)6700 

*r»x727»wFlFFl2di- 
ドラ ゴン の アド ル ジ シャン と と も に 育て られ た だ た タタ 

ムリ ン が , 魔 軍 の 攻略 を 受け て 壊滅 状態 だ っ た 故 

卿 イシ ュ ・ バ パー ン を 救う , アク ショ ンタ イプ の RP 

G; 24U v, STPERJb LS. ODgaUusS Ie 

に ゲス トキ ャ ラ を 加え , 5 人 の パー ティ を 組ん で 

冒険 に 出る 。 戦 闘 は ファ ンタ ジア ンタ イプ で , ア 

ドル シャ ン 以 外 ほ は コン ヒュ エータ に も 住 せ られ る 8 

豊富 な ビジ ュ ア ル で 語ら れる 重層 な シナ リオ 。 魔 

軍 の 目的 と 正体 は 7? 冒険 の 始ま る 日 は 近い 。 
X68000 用 5”2HD 版 予価 9,800 円 
INZ S JANTA 1103 (219)6123 

太 シ ャ ッ フ ル ・ バ パッ ク ・ カ フェ 
Macintosh 用 に 発売 され て いた エア ホッ ケー ゲー 

ム 「 シ ャ ッ フ ル ・ パ ッ ク ・ カ フェ 」 が X68000 に 移 

植 さ れ た 。 と て つも な い 速 さ で パッ ク が すっ 飛ぶ 

気 の 抜け な い ゲ ー ム だ 。 舞台 は 宇宙 の 酒場 で , X 

戦 者 は 強 さ も 個性 も みん な 違う 銀河 の 流れ 者 が |l 

人 。 好 み の 相 手 と 対戦 する モー ド も あり , 自分 の 

腕 に 合わ せ て , パドル の 大 き さ や 反発 力 な ど を 細 

か く 調整 で きる 。 

X68000 用 5?2HD 版 2 枚 組 7,800 円 
ブロ ダー バン ドジ ャ パン 1303 (341) 1131 
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ROGUE ALLIANCE 


海外 も の の 移植 だ が , まさ に RPG の 見 本 と 
いえ る 作品 。 シ ナリ オ も よく で き て お り , 
アド ベン チャ ー モ ー ド も 楽し め る 。 

X68000 版 に 続い て , X1 版 まで 発売 され 
て で て で じ ま っ だ ロー グ ア ラ イ アン ス で す 。 海外 
の 移植 もの RPG と し て 好評 で し だ 。 それ 
が な ん と ! シナ リオ か ら ク エス ト の 迷路 
に いた だ る まで , X68000 版 し を っ くり 同じ よさ 
うに 移植 きれ て いま す 。 そう, 違っ て いる ム が 発売 され な く て も , その 間 も た っ ぷり 5 
と すれ ば , 解像度 に よる も の と 音楽 で らい 泉 し ま 砂 て く 〈 れ る こと に な る だ じゃ だ な で 20 
で し ょ うるう の が と な な に も も る, Xi t な 。 う 一 ん , 今年 の X1 ユ ー ザ ー に は 一 番 遊 
マウ ス ま で 未 ポ ボー ト る れ て いる ん を です がら 5。 で る ジスト か も し れ な いらい 。 を えっ な に な に , 
X1 ユ ー ザ ー に は 。 ぜひ デア イル も て も ちい だ マウ ス で アイ ュ コン を 選択 する こと が で きる 
LU BOE Ws ん だ ち で ぞ で: : あ ら は ん LI これ は 便利 だ け 
が じじ て お な きす ます と て の は クア ライ ど 。 マ ウス が な いと キー ボー ド か ら 文 字 を 
アン ス は いわ ゆる 本 格 派 RPC で し て , け 大 力 も て ,. ア イコ ロン を 選択 じ な くも ちや だ な ちら 
っ し て ハデ き は あり ませ ん が 。. 奥 の 深 る を な い ぃ い の ね 。 それ も アイ コン に 入力 する 文字 
感じ きせ る シナ リオ で す 。 移植 も の に あり が マー ミダ 9 に し か 書い て な いか ら , 最初 
が ちな 。 グラ フィ ッ ク よ り も テキ スト (X は どの 文字 を 入力 する の か わか らら な いと こ 
Z) 重視 ウフ ト で す が , 意外 に 新鮮 で す 。 ろ が 片手 落ち だ な 。 それ 以外 は まっ だ く 不 
随所 で , 日 本 と は 違う 文化 に 接近 道 遇 する 満 な し ! 合格 点 ち も あげ ちゃ いま す 。 
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GAME REVIEW 


で し ょ う 。 詳し 〈 く は , 10 月 号 の X68000 版 の auh E > ppe (H.K.) 
今月 は X1 用 に は RPG「ROGUE ALLIA 人 解説 読ん を で みて ほとん ど を の まま 通 X1/X1turbo 用 572D 版 3 枚 組 9,800 円 (税別 ) 
NCE 」 を , そ し て X68000 用 に は テー ブル ゲー — 用 し ます よ 。 : (2 ドラ イブ 専用 ) 
ム 「 天 九 牌 」 と タケ ル ソ フ ト の シュ ー テ ィ ン ai 中 度 を yp と じじ (f&) m ci Sa 7$ 03 (988) 2988 
グ ゲ ー ム 「C-ON-Z」 を お 届け し ます 。 海外 ロー グ ア ラ イ アン ス の 世界 は 広く , 険 し “ 
の 移植 も の , 中 国 古来 の ゲー ム , MOX l, いっ だ いい くつ の クエ スト が 用 意 る れ Khk 
稿 作品 と , それ ぞ れ 個性 が 強い で すね 。 て いる の か , それ は 冒険 を 終了 し た 者 の み 


が 知る こと が で きる 。10 月 号 で X68000 版 が 中 国 6000 年 の 歴史 が 生ん だ テー ブル ゲー ム 
紹介 きれ て いた の で ゲー ム の 内 容 に つい て の パソ コン ゲー ム 版 。 ル ー ル は ちょ っ と 和 覚 
は 触れ な いけ ど , 嬉し いこ と に 無印 多 X1 で も え づ らい が , な か な か 面白 い ゲ ー ム だ 。 


CUIDA qEAea4mEC が で きる A oe Hh hh 
すこ ご これだけ 強者 の RPG な ら な か な か ゲー pp ドミノ を 使っ て 4 人 で 遊 ボ ベ テ ー プ ズル ゲー 


ム で ある 。 も ちろ ん 頭数 が 足り な い 分 は , 

ュ ン ピュ ー タ が 肩代わり する 。 ド ミノ 倒し 
ば かがり が 有名 な 下 ミ ノ だ だ が, 本来 は トラ ング 
と 同じ く 娯 楽 用 具 の 一 種 な の だ 。「 天 九 幅 」 
と は , 数 ある ドミ ノ の 遊び 方 の うち の ひと 
つ で , ポー カー に 似 て いる 。 筒 単に いう と, 
賭け 金 を 決め ひと り 当 た り 5 り 4 つの 牌 を 配り , 
その 役 を 計算 し て 勝敗 を 競う と いう ゲー ム 
だ 。 ポ ポーカー より も , る きら に 運 ま か せ の 家 
素 が 強く ,。 ほとん ど 丁 か 半 か の 世界 で ある 。 


MIRER パラ ンス ょ っ て , テク ニッ ク を 蓄積 を する 隙 が な く , 
DAVAY E Ene 操作 性 Ü Ro TERRES m を で ん と て 
アイ コン X サウ ンド は 「 桃 源 郷 編 一 一 可愛 い 女 の 子 た ちと 遊び 

CN の [61 S Y uw 
ie iv ra. lildoccs 

VES PD 

Q 51255. 余計 慮 し に 気分 に な る か も し れ 
アド ペン チー esa Pie o AET Pe ErP atem E AAA d N AS. 


PÙ, 軽快 な BGM で も つけ て て れれ ば , も 


86G On x 198911. 


ot WIES IA51. BEAO 
だ が 。 

Aunt pep に bb (お ) 
bolot?5t,H4014325-ct»"w» 
い 淡 自 な ゲー ム な ん で す が , 本 気 で ユン ゼ 
ュー タ を 打ち 負 か を そう と 思っ だ ら 5 な か な か 
ハマ り ま す 。 この ゲー ム 。 基 本 的 に は ブラ 


ッ ク ジ ャ ッ ク の は よ うに 高い 役 の 出 を うな カ 


ー ド の 山 に 賭け て 親 と 張り 合う ん で す が 「 あ 
の 人 は ここ に 賭け た けど , 僕 は 親 の ほう が 勝 


っ と 思う 」 と か REANL Zak 
いう 賭け 方 が あっ て , 状況 に 合わ せ た だ た シビ 
ア な 選択 を 愛 求 る され ます 。 

プロ グラ ム も る 優秀 で は な いけ ど ま ぁ ヵ 及 第 
点 だ し ょ 脱い で て れる 女の子 も (あれ , な 
(oT. 8: あはは は ) アク の な で 
アニ メ 顔 で 好感 が 持て ます 。 と , 聞く と 面 
邊 を で し は さき 相 骨 らん だ けど < そこ だ た む 
だ る まで の 時 間 が 長い こ . も 長い こと 。、 天 九 
訂 の 説明 に も っ と まとまっ た ペー ジ を 取っ 
て ほし か っ た 。 一 時 は ルー ル を 永遠 に 理解 
で き な い の か と 思 つ で その 辺 を る すら っ て 
に まま じじ だ 。 せめ の (うた (に 
頼 ウ な い マ ニュ アル を 書い て は し いも ん で 


ゲー ム 要 素 バラ ンス 
難解 な ルー ル 操作 性 
ui サウ ンド ゲー ム 
- xu up QUÀ 
Xy 
uid ビジ ェ ア 9 レ ビリ イデ テア 


n 

Aunv»»»»p»»rb (H.U.) 
X68000 F8 5"2HDA& 2 枚 組 6,800 円 (税別 ) 
スタ ジオ パン サー 13 03(798)2760 


C-ON-Z 


ステ ー ジ 数 は 全部 で 5 つ 。 パ ワー アッ プ や 
スピ ー ド アッ プ を 取り つつ 進ん で いく の だ 
が ちょ っ と 難し めか な 。 


に 


bAL,—COC-ON-ZEt v5 -—4:50G 
NOF unZ Ty LuvTANCABEUIGSO 
し も の な わけ だ 

T この ゲー ムシ ジ シェ ュー ティ ンタ の 
Za XdESONAO;EASYTS] 
面目 か ら 敵 が ば ぼろ ぼろ タマ は いて 〈《 る わ , 
ボス キャ ラ も 弾幕 の ご と く タ マ は 撃っ て 
o2 bc B airways 55399 
タマ よ け る ん だ か ロシア 和信 も びっ . く 〈 の っ て 
CŽ COCOR MS (を の 代わ り 自 機 も 3 
TLA LARUAN A WOT e ME 

る ん だ けど )。 私 や 。 2 面目 まで し か 行け 
(iA. 
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た だ た た だ た は で アズ の 人 EC 
NE E NE 
ALD 。 上 難し くっ て 先 の 面 に 進め な か ろ 


9.5 EGNAT b 5 XUI SX t 555, 
X68000 の マシ ン パ ワー&X68000 ユ ー ザ ー の 
プロ グラ ミン グ パ ワー に 乾杯 どっ っ っ ! 


AE e > > p DDD (T) 


シュ ー テ ィング は X58000 パ ワー だ | 
突然 だ けど X68000 っ て 本 当 に シュ ー テ ィング 
ゲー ム , 多い で すね 。 シ ュー ティ ング ゲー ム が 
ある っ て 簡単 に いっ ちゃ うけ ど , これ は 大 変 な 
こと で す 。 な に し ろ ほ か の 種類 (RPG etc.…) の 
ゲー ム に 比較 し て も 短 時 間 で 動か す デ ー タ 量 は 
ダン ドン 多い の ん な お け で シュ ーー の ホホ ジ ング 
の プロ グラ ム を 組む の は タイ ヘン な わけ で す 。 
に も か か わら ず , アマ チュ ア の 作っ た シュ ー 
ティ ゴジ ンク が また 則 NC きま まし. た. CrON SL 
は や っ ぱり プロ の 作品 に は ちょ っ と 負け る けど 
(な に せ あ っ ち は プ ロ 数 人 が か り で 組む ん だ か 


派手 さ 操作 性 
サウ ンド ゲー ム 
TU E 
難易 度 
バリ バリ ビジ ュ ア ル Jed qu 


シュ ー テ ィング 


> X68000 お 得意 の 横 ス クロ ー ル (も ちろ ん 

多量) ジコ ーー デ ルン シ ツ ン クン グー バ ので て (ON の が の の 
Lg de 

ゲー ム は , や っ ぱり X68000 だ な あと 思わ 
せる 派手 な 画面 で て. オブ ショ ン 兵 器 を 最強 
に し だ とき な ん か は 敵 の 攻撃 も 重 
超 ハ デ な 画面 し な り ま す 。 そし て 雨 ア ラ レ 
と 降り 注ぐ で ぐ 敵 の 攻撃 を か わし 続け て いる と 
の e EMI te 
の 攻撃 も 凄まじ 〈, よ け る だ け で も 本 当 に 
PA 
edi デポ 
4A uw DES dtt $40) Cd s T 2 
| CAPUT DNA RAM Ius 
(ERN わる りえ し あと 2 
の いい BGM は ある の に な ぜ か 効果 音 が な い 
Ast. dis oC) C TID と き 妙 に 
AMECEUtiuL. 

瑞 の 攻撃 パタ ー ン , ボス キャ ラ , そし て 
Hoxt. 多 作 的 に 上 で も バラ ンス の と 杉 た 
な か な か の ゲー ム で し ょ う 。 


1$ C, 


hE p > p phoe ( 純 ) 
X68000 用 5?2HD 版 2,000 円 (税込 ) 
ブラ ザー 工業 7? 052 (824) 2493 


ら ), それ で も きっ ちり 遊べ る シュ ー テ ィング を 
作っ ちゃ う の は 凄い 。 

で も , その プロ グラ ム を 組む パワ ー を 与え て 
くれ た の は , や っ ぱり X68000 の マシ ン パ ワー だ 

と 思い ます 。X68000 で な ら 自 分 の 思っ た ゲー ム 
が きっ と 作れ る と 思い 続け た か ら こ そ ぞ , あの 大 
変 な シュ ー テ ング の プロ グラ ム を 作れ た の じゃ 
な いか と も 思う ん で すね , 私 は 。 

X68000 の ユー ザー の パワ ー が 凄い こと も さる 
こと な が ら , ユー ザー に それ だ け の パワ ー を つ 
けさ せる よう な 夢 を 見 させ る X68000 と いう マン 
ン は 本 当 に 凄い , と 改め て 思っ た 今月 の (で) 
で あり は EK 
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ぉ 待ち か ね の リン グマ スタ ー の 第 1 章 が 。 こと は , ほめ る に 値する で し ょ う 。 し か し 


の / OCH AE a TA A AE E R 実際 の ゲー ム 中 で は ,。 残念 な が ら シ ナリ オ 
この 私 ゆめ が プレ イ す る 次 第 と し なり ま し た の の 素晴らし る が あま り 伝わっ て きま せん で 


C, きっ ちり や ら せ て いた だ きま す 。 し た 。 ま ず 町 で 情報 を 得 て か ら ダ ンジ ョ ン 

EL o voit de ume SU, この サン グマ スタ ダーT( 今 回 は 「 フ に 繰り 出し て 行っ て , その クエ スト を 解く 
@ リ ング マス ター[ ィ イリ アス ・ ノ ギ ス の 暗雲 」 の 巻 ),、 も と は 98 と いう スタ イル は 従来 の RPG と 変わ っ て 
フィ リア ス ・ ノ ギ ス の 暗雲 版 か ら の 移植 も の で し て , 本 家 で は も う シ いま せん 。 そ うす る こと に よっ て , 最終 目 


ナリ オ '2 まで リリ ー ス され て いる 代物 で す 。 的 べ と 近 づい て いく 方 法 も 同じ で す 。 そ れ 
宣伝 文句 が .「 テ ー ブ ル トー ク RPG の 雰 囲 より も いち ば ん いけ な い の は , 最後 の 種 明 
気 を , 完全 に コン ピュ ー タ 上 に 再現 !」 て か し と 最後 の 英 と の 闘い で びす 。 liT 
いう で らい だ か ら , さす が に みん な 期待 し 労 に 苦労 を 重ね て プレ イ し て きだ の に , を 


ちゃ いま す よ ね ( 注 1)。X68000 に 移植 する te IS, 脱力 感 に 襲わ れ ま す 。 詳 し 
に 当たっ て は , 多少 の ヴァ ー ジ ョ ン ア ッ プ いこ と は 書け ませ ん が , こん な が 話 は 三流 小 
が 施さ きれ で て いる よさ 5-3, 説 に も ない でしょ う 。 も っ と 勉強 し て ほし 


z いも の で す ( 注 2)。 これだけ 書く の も , 本 
TST A FA 当 は この ゲー ム に それ だ け 期 待 し て いる か 
「 惑 星 ア ー サ ルド の ゴ ド ラ ンダ 大 陸 南 端 。 ら で す 。 最後 を 除け ば , か な り 面 白い シナ 

の 何 じ - ォ リア ス ・ ツ ギ ス 。 そこ に は きま リオ だ と 思う ん で すけ ど ね 。 

ざま な 事件 が 発生 し て いて , リン グ ナ イ ト 


' i ; l YRT) SE TÀ 
F ー フ ブル トー ク 司 見 ' WHAECD BU, それら に 首 を 突っ 込ん PIISATA 
* く の で あっ た 。」 と いう 筋 書 は , どこ に ちょ っ つと 。 コー ヒー ブ ザ ゼイ オイ 少 と ae 
M の の ye eb cas h—ZzoiihHeslix, 実は 充実 し た シナ リオ 
l の リン グマ スタ ー が 他 の RPG と 違う と こ 。 だ け で は あり ませ ん 。 自 由 度 の 高き と , ど 


kred Masahiko ろ は ,。 その フィ リア ス ・ ノ ギ ス の 歴史 まま で ん な こと で も で き て し まう 柔軟 性 に あり ま 
亀田 E 細か く 〈 設定 さ る され て いる こと で す 。 ソ フト の す (も ちろ ん コン ピュ ー タ RPG と 比べ た 場 
まけ の ガイ ドブ ッ ク に は , 神話 の 時 代 か AJZ RACE O EON GRR PDN に 
ら の 歴史 が 綿 々 と 綴 ら れ て いま す 。 こ れ だ くい か と は 思い ます が , シス テム 側が か ら も 
時 代 背 景 や 神話 の 構成 を こと 細か てく 設定 し , け で も 小説 に 匹 英 する ほど の も の な の て , プレ イヤ ー 側 か らち も, 常識 的 な こと は は と 
な お か つ キ ー ボ ー ド か ら の 入力 に よっ て 登 プレ ウイ ヤー を ROA "に させ る に は 十分 ん ど で き る し 反応 も ある の で す 。 な ぜ な ら , 


場 人 物 と 話す こと が で きる と いう テー ブル TF. 結局 は 人 間 同 士 の 会 話 か ら 成り 立つ ゲー ム 
トニ ク 到 先 の ゲー ム 。 い まま で の RTG て は 直接 , 本 編 の シナ リオ に 関係 な に ほこ ろ だ か ら で す Gi! まる に テー ブル トー 
物足りな いと いう 人 に は , な か な か 新鮮 で  + 一 設定 し て な ぉ いた り , 設定 され た 歴史 が 


OPEC シナ リオ に 大 きく か か わっ て くる の は 。 X 


は テー プル トー ク の 常 容 手段 で す 。 プ 4 
ヤー が ゲー ム の 世界 に の め り 込 まな いと 面 
白く な い の で , いろ いろ と 架空 の 情報 を で 
っ ち 上 げ て お くわ け で す 。 世の中 に は 和信 趣 
も だ くさ ん の RPG が あり ます が , nib 
ERETERR E= AA 
A いて ある とおり, RH 
む に は ま — - 浸 こと が 必要 で 
すし , シナ リオ は 大 きく な れ は ば な る は 次 較 
テー ブル トー ク 並 み の 設 定 が 不可 欠 で すか 
6, 世界 重視 の 傾向 は 大 歓迎 で す 。 その 意 
味 で , リン グマ スタ ー は ば は コ ンピュータ n 
と いう より も , コン ピュ ー タ ・ テ ー グ 壮 織 
も ー ク と 呼ん だ ほ うがい いか も し れ ま せん 。 
X58000 用 5"PHD 版 3 枚 組 8,800 円 (税別 ) ちょ っ と ほめ すぎ か な ? LàüíBAIEY | 3 
Donee 雪夫 ij 新しく て 面 曲 い ゲー ム を 目指 し て 細 論 美しい グラ フィ ッ ク が その 気 に さ せる 
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ク )。 た と えば 地面 を 掘る 場合 で て で, シャ ベル 
じゃ な く て も , 剣 と か 手 と か へ ヘルメット で 
だ っ で 握る こと は で きる は ず て で て す 。 を うい 
うこ と に も すべ て 対応 で きま す 。 

そこ で リン グマ スタ ー に 話 は 戻り ます 。 
リン グマ スタ ー の シス テム で 面白 い の は , 
登場 人 物 と の 会 話 が で びき る こと で し ょ う 。 
単語 を 入力 する と その 情報 を し ゃ べ る くら 
ぃ いて す が , アド ベン チャ ー 的 な 単語 探し も 
面白い か も し れ ま せん (実際 そん な に 難し 
くだ な けた" )。 町 で 出会う 人 に は し つこ 
〈 く 聞い て お いた ほう が いい で し ょ う 。 酒場 
の お や じ と か , 一 般 市 民 は けっ こう 重要 な 
青 報 源 で す 。 

KU, クエ スト の 選択 自由 度 も 特徴 で す 。 
始め と 終わ り は る す が に ひと つ で す が , 2 
員 の クエ スト は , 順番 を 変え た た り 省 いた 
り し て も だ いじ ょ うぶ な よう で す 。 も と も 
と この ゲー ム は , 自分 の キャ ラク タ を 育て 
る こと より も クエ スト を 解く こと に 意味 が 
ある の で , それ も いい か も し れ ま せん 。 で 
も 5 そう する と 返す が ぇ えす も 惜しい の は , i 
終 目的 の 貧弱 き な ん で す 。 い ろ ん な クエ ス 
ト か ら 答 た 情報 の 集大成 と し て , Tv! 
と 構え て いて も ら え な いも の で し ょ うか 
o それ と も う ひ と つ 気 に な っ だ の は , 
ダン ジョ ン の 広 さ で す 。 広 くし すぎ て メモ 
リ 不 足 を 招く より も , 狭く て も 探検 し て い 
て 楽し いら ダンジョン に し て ほし か っ た で す 。 
キャ ラク タ の 成長 が 目的 じ も や な いと いい 
まし た が , パー ティ の 個々 の 能力 は , 綿密 
に 計算 きれ て いま す 。 精神 面 と か 左手 の 能 
力 と か も あり ます し , 武器 や 防具 に 対す る 
AAE b RESNTOT, 中 
と 防具 ひと つ ず つ で す が , 武器 を 両手 に 

と つ ず つ 持 っ た り で き ed 
を し て , 習熟 度 が 設定 され て いる 代わ ゎ わりに , 
この ゲー ム に は レベ ル と いう 概念 が あり ま 
芝 定 びと いえ ます が , 


s..... 


せん 。 RoHS 


に 闘わ な いで 最後 まで 行け る の に は , 
拍子 抜け し ます よ 。 
戦闘 シー ン で は これ ら す べ て が 考慮 され 
る の で , 複雑 な 計算 が 必要 と な り ま す が , 
プレ イヤ ー 側 は を そん な こと を 気 に す る こと 
な く 開 えま す (逃げ る こと も 大 切な の で す 
p? — ) 。 この 点 で は 。, コン ピュータ が か が テー 
プル トー ク よ ょ より 勝っ て いる よう で す 。 
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これ だ け じ ゃ ゲー ム の 雰囲気 が 伝わら な 
いと 思う の で , いち ば ん 最初 の クエ スト を 
ぢ お 届け し よう と 思い ます 。 本当 は こう いう 

ム の 種明かし を する と つま ら な く な る 
OCT, この クエ スト は いわ ば 入門 編 な 
の で その つも り で 見 て くだ きい 。 

我 が 友 “LAR” は , ひと り 宿 屋 の 前 に 
立っ て に まし た 。 ま だ 朝 も る 時 に の に ,。 AR 
は も う 活 動 を 始め て いま す 。「 お れ は リン グ 
ナイ ト 候 補 生 だ 。 な に か 手柄 を 立て て リン 
グ ナ イ ト に な る ぞ 「」 と 人 彼 は 解説 し まし た 。 

こ て 町 を 歩く と , 思わ ぬ ぬ と ころ で 頼み 事 
を る され て し まっ だ の で す 。 渡り に 舟 と ば か 
り に 彼 は OK し だ の は いい けれ ど , な ん と 
も 貧弱 な 装備 し か あり ませ ん 。「 ま あ , いい 
か 」 と いっ て , 町 の 近く の 洞窟 へ 向かい ま 
Lis 

運 の 悪い こと に , こう も り と の 戦闘 で 彼 
の 剣 が 折れ て し まい まし た 。 し か も 少々 傷 
も 負っ た だ の で す 。「 も う , WASIPI 
ぇ (に な っ た 瞬間 , 力強い 仲間 が 現れ た の で 
し た 。 仲 問 を 得 た “るるぶ ”" REAR, 
銀 だ どろ う が ト ロウ ル だ ろう が 闘い を 挑み ま 
bo 


洞窟 の 興 に は 地底 湖 が あり まし た が , vk 
ぎ に 自 信 の な い 彼 ら は 湖 を よ け て も っ と 暴 
へ と 進む の で し た 。「 あ っ ! あれ は 募 だ ! 
ドワーフ の 慕 が こん な と 衣 ろ に …… 」 手 や 


合わ せる と , どこ か ら と も な く 声 が 。 そ の 
方 向 に は , な ん と リン グ ナ イ ト の 象徴 “ 魂 
DAF が あっ だ の で す 。 “BARK” が それ を 
構え る と , な に か し ら 正 義 の 心 が 生 まれ て , 
プ ィ リア ス ・ ノ ギ ス を 救う な ど と だ い を 
れ た 計画 を 立て て し まっ た の で す 。 
IAR, この クエ スト の クラ イマ 
ックス , 親玉 トロ ウル と 番 人 トロ ウル が い 
id. 最後 の 力 を 振り 絞っ て 敵 を 倒す と , 
鍵 を 発見 し まし だ た 。 と どう や ら 2 人 目 の 仲 間 
に 出会え を そう で す 。 しかしながら, 仲間 と 


ゲー ム に つい て くる MAP 


いっ て も 安心 は で きま せん 。 常に 身 の 周 り 
に KK だ の は まし よう 。 もち に か て 。 こる まで 
くれ ば も う 立 派 な リン グ ナ イ ト 候補 生 で す 。 
新た な 旅 が . あな た を 待っ て いま す 。 
ルン グマ スズ ター 
リン グマ スタ ー は , 細か い 点 を 見 れ ば 行 
き 届 いた 設計 に な っ て いま す 。 朝 , &, J, 
夜 と 画面 が 変わ り ま すし , 主人 公 の 装備 は 
常に 表示 し て いる の で 一 目 瞭 然 で す 。 ま た, 
マウ ス 操 作 も 無難 に こなし て いる と いえ ま 
す 。 し か し , シナ リオ 全体 を 通し て 見 た と 
き に は , 貧弱 る が 目立っ て し まい ます 。 ググ 
フラ スク イツ ダグ ダ と が 各 ク エス ト の ダン アゲ ョ ッ 
に 相当 の メモ リ を 浪費 し て いる よう な の で 
も っ と テー ブル トー ク 風 の 楽し さき を 味わわ 
せ ぜ せ て は し いも の て す 。 そう は いっ て も , v 
まま て の RPG より は テー ブル トー ク に と 近 
いも の で すか ら , 確実 に 期待 の 持て る ゲー 
ム で は な いか と 思い ます 。 

ゲー ム と は 直接 関係 か り ま せん が , この 
ソフ ト の プロ テク ト は 変わ っ て いて , ゲー 
ム デ ィ ス ク の バッ クア ッ プ が 取れ る よう に 
な っ て いま す 。 を その 代わ り , 1 冊 の 本 に 書 
いて ある 4 桁 の 数 字 を も , ゲー ム の 始め と 終 
わり に 妥 合 する よう に な っ て いま す 。 これ 
な ら デ イィ スク の 不慮 の 事故 も 防げ る の で , 
安心 で すね 。 こ うい う 方 面 の 研究 も 続け て 
も らい だ いも の で す 。 


注 |: テ ー ブ ル トー ク と は , コン ピュ ー タ RPG 
の も と に な っ た も の 。 究 囲 気 に 浸り 切る こと が 
で きれ ば 相当 面白 い 。 い わ ゆ る オタ ク 受 け の す 
る ゲー ム 。 や っ て る 奴 は か な りあ ぶな いと 見 て 
いい 。 

注 2 : 本 当 は 最後 に 「 第 2 章 へ 続く 」 と いう メ 
ッ セ ー ジ が 出 た の で , あれ は 単なる プロ ロー グ 
だ と ど とい われ れれ ば それ まで だ が , やれ に し て は 4. 
800 円 (+ 消費 税 ) は 高 す する 。 それに, エン デ 
ィング も や け に 簡単 だ っ た し …… o 


THE SOFTOUCH 89 


OFTOUCH 


@ ら tationery PRO-58K 


ZEN WX Ult 
wd. iati gro PEK 


AE 
と や と と 5 する こと が で 


i pe SR S gres ue SES 説明 し ます 。 ! 
Dfi x た さい o 


D {REP J 


OK 


xu ces 
リラ イベ ー ト ツー ル 


荻窪 GE 


X68000 LORRA 2 E) FBE Fo 
日 常 生活 を 取り 巻く プライベート な デー タ 
を 他 の アプ リケーション を 使い な が らい つ 
で も 参照 で きま す 。 念願 の 電子 手帳 と の デ 
ー タ 交換 も 可能 に な り ま し た 。 


X58000 用 14,800 円 (税別 ) 

シャ ー プ 7103(?50)1181 

* シ ャ ー プ 電子 手帳 と の 接続 に は 通信 ケー ブル 
CE-200 (別売 り ) が 必要 で す 。 
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サラ リー マン の 巣窟 で ある 会 社 に は , IX 
色 の 机 が 所 狭し と 並ん で いて , その うち 何 
割か の 天 板 の 上 に “黒い 色 を し た デジ タル 
vidas d ei a 

こく っ つじ た 机上 文具 
この Stationery PRO-68K と いう や つ は , 
X68000 の Human68k 上 に 乗っ か っ た “P 
い 苔 を し た デジ タル 時 計 と カレ ンダ ー と ペ 
ン と メモ 帳 が ひと つ に くっ つい た 机上 文 
R” な の で ある 。 お わか りか な 7? 

tL, これ で 終わ っ て も いい の だ けれ と , 
を それ で は ミ も フタ も な い 。 こ こ で は Sta 
tionery PRO-68K を 2 OO ig E Xm Av 
ト か ら 6 攻め て いこ う 。 ひ と つ は , いつ で も 
手 を 伸ばせ ば 使え る 机上 文具 的 便利 る を 実 
現し た “メモ リ 常 駐 型 プ ログ ラム ” と いう 
点 。 もう ひと つ は 机上 文具 の 持つ “メモ を 
破っ て 手帳 に 挟ん で 持ち 歩く " 的 機動 任 を 
実現 し た “電子 手帳 と ょ の 通信 機能 "だ 2。 


Stationery a RAJS 


C, Stationery PRO-68K の 使い 方 だ が , 


STPRO.XX と いう プロ グラ ム を 実行 すれ ば 
ぃ い 。 す る と , 実行 し た よん , と いう メッ 
セー ジ を 残し て , メモ リ に 棲み つく 。 こ の 
まま で は 単に 常駐 し た だ け だ か ら , だ だ フ 
リー メモ リ が 減っ た だ け で お いし いく 《 く も な 
ん と も な い 。 常駐 し た Stationery PRO 
呼ん で や ら ね ば な ら な いわ け だ 。 
Stationery PRO は どう いう 条件 の と き 
に 活性 化し て 割り 込ん で くる か と いう と, 
Um tri 
ある 。 こ れ で 写真 Ur) の よう な メニ ュー 
が 出る 。 ここ で ファ ンク ショ ン キ ー を 使っ 
て メモ 帳 や ら カ レン ダー や ら ス ケ ジ ュ ー ル 
や ゃ やら 住所 録 を 呼べ る 。 が , メイ ン メ ニュ ー 
を 介 る ず と も , いき な り 0PT.1 二 FE1 と か 
OPT.1+F4 と か で いき な り 有 目的 の 機能 
呼ぶ こと も で きる 。 フ ァ ン クシ ョ ン キ ー よ さよ 
b OPT.1 に 近い UNDO の ほう が 押し や す 
COT, だ いて い の 場 合 メ イン メニ ュー を 
起動 し て し まう けど ね 。 


久利 用 の 条件 

だ が し か し , この 世の中 , を そん な お いし 
い 話 は な い の で ある 。 い つ で も どこ で も キ 
ー 一 発 で 呼び 出せ て , な お か つ 電 話 帳 し た 


り カ レン ダー し た り と いう 便利 な や つが を 
う を そう いる も の で は な い 。Stationery PRO 
て も 。 そ うだ 。 い 《 5 第 選 し て いて も , € 


いつ を 呼び 出す た め の 制 約 と し いう も の が あ 
る 。 
i, 呼び 出す と き の 画 面 が 96 メ 32 行 モ 


ー ド で ある こと だ 。 グラフィック 画面 で い 
ぇ ば,。768X512 ド ッ ト の 場合 し か だ め な の 


” が 乗っ か っ て いる 。 


で ある 。 だ か ら ,MUSIC PRO や Zs STAFF 
を 使っ て いる と き , 512X512 ド ッ ト モ ー ド 
で ゲー ム を し て いる と き は 使え な い の で あ 


Lb. ここ の 。 い めも ゲー ム し か し か いき ーー 
ザー は 脱落 な の だ (こら こら 本 を 閉じ な 
Us 


, 使っ て いる ソフ ト が マツ ウス 専用 
"n etc UCET 
の で ある 。 だ と えば 。 ビ ジュ アル シェ ル が だ 。 
ビジ ュ ア ル シ ェ ル か ら だ と , キー 入力 可能 
な 画面 (た と を ん ば, ノー ト ) か らし か 呼べ 
が の だ 。 

を の うえ を , 常駐 する と メモ リ を 約 300K バ 
イト も 使う の で , メモ リ を 増設 し て いな い 
と , Stationery PRO の お か げ で 起動 で き 
な く な る ソフ ト が 多い 。 そこで マニ ュ ア ル 
に 載っ て いる 動作 確認 ツウ フト (シャ ー プ 製 
DA) を お 載せ し ょ う ( 表 1)。 

LL, で ある 。 制限 が 多く て も , 便利 
な も の は 便利 な の だ 。 つ いる さっき , 友人 の 
と ころ へ 電話 する 約束 が あっ た の を 思い 出 
し だ た わけ だ が , わざ わ ぎ 手帳 を 広げ る まで 
も なく, この 原稿 を 書い て いた だ ワー プロ 上 
で ちょ いと OPT .1 寺 FE4 キ ー で 住所 録 を 呼 
び 出し て 調べ さる だ け で すん だ (実話 )。 うま 
〈 使 を ば この よう に 便利 な の だ 。 
0:774» 

話 を 戻す 。 メ イン メニ ュー に は 今月 の カ 
レン ダー,。 現在 時 刻 メッ セー ジウ ィ ン ド 
ウ 。 ア デア ラーム み ム モー ド な と が 現れ る 。 メッセ 
ー ジ ウィ ンド ウ に は あら か じ め 指 定 し て お 
いた テキ スト ファ イル が 表示 きれ る うえ, 
上 下 に ペー ジス クロ ー ル し て くれ る の で , 
アイ デア し だ いで は ヘル プ 機 能 的 に 使え る 
だ ろう 。 ち な み に , サン プル で は 簡単 な Sta 
tionery PRO の ヘル プ が つい て くる 。 

この へ ヘルプ ファ イル も , 住所 録 フ ァイル 
も メモ 帳 フ ァイル も , kD? Stationery 
PRO で は ファ イル を 扱う わけ だ が , 自分 で 
好き な ファ イル 名 を 指定 で きる 。 環境 ファ 
イル に “メモ 帳 は こい つ を 使う よ " BEL 


表 1 同時 に 実行 可能 な アプ リケーション 
Communication PRO-68K 
CARD PRO-68K* 
DATA PRO-68K* 
BUSINESS PRO-68K* 
C compiler PRO-68K* 
NEW PrintShop PRO-68K* 
TOP 給与 計算 エキ スパ ー ト * 
TOP 財務 会 計 
THE 福袋 V2.0 
Al-68K(Staff LISP / OPS PRO-68K) * 
< 本体 同 梱 > 
日 本 語 ワ ー ド プロ セッ サ * 
X-BASIC 
ED_X( ス クリ ー ン エディ タ ) 
* 要 2M バ イト 


荻窪 氏 の 作っ た メニ ュー ファ イル 


書い て おけ ば いい わけ だ 。 また 環境 ファ イ 
ノレ と いえ と ども, OPT.1+UNDO で 呼ぶ た び 
- ア デア クセス し て いて は た だ たまらない の で , 
stationery PRO を 常駐 る せる 場合 に の み 
アク セス に 行け ば よい 。 

HE sno d INE 
は 環境 ファ イル だ け で な く , 全 デ ー タ ファ 
イル を 常駐 きせ て し まう の だ ! お か げ で 
メモ リ を だ くさ ん 食う わけ だ が , Station 
ery PRO で 住所 録 や メモ 帳 を 書き 換え て 
セー ブ し な か っ た 場合 で も , 常駐 を 解除 し 

り 電源 を 切っ た り し な い 限 り , メモ リト 
eit eis 
出す 限り 保持 きれ て いる 。 保存 し た く な い 
情報 は セーブ プ る さえ し な けれ ば 常駐 解除 で 消 
た て くれ る みる 。 9, きす が 。 

な お , 環境 ファ イル を 書き 換え た ら , 一 
度 常駐 を 解除 し て (も う 一 度 STPRO.X を 
実行 する か , STOFF.X を 実行 する ), 再度 
常駐 る せな いと , 意味 は な い 。 

また , 環境 ファ イル に は 画面 の 色 設 定 と 
か 印刷 時 の 1 ペー ジ 当 た り の 行 数 し か モデ 
ム の 設定 な ど な ど も 書け る 。 さ る さらに, 起動 
時 オプ ショ ン で 各 デ ー タ ファ イル の 大 きる 
(デフ ォ ル ト 16K バ イト ) も 指定 で きる 。 


STXhkc ca 


AR, あの 景山 民夫 が 宣伝 し て いる 電子 
手帳 を 持っ て いる か 。 カ シオ や キヤ ノン じ 
ゃ な く , シャ ー プ の や つ だ 。 あ れ と , X68000 
で データ の や り 取 り が で きる の だ 。 

人 @ 井 子 手帳 と 接続 する 

stationery PRO の 上 位 コ ン ッ パチ ( ? ) で 
ある 電子 手帳 を X68000 に つなぐ で ぐには, ジョ 
イス ティ ッ ク 端 子 を 使う 。 お お , 偉大 な り 
ジョ イス ティ ッ ク 端 子 。 茶 野 氏 が 万 能 赤 外 
線 リ モコ ン を つない だ と 思っ た ら , 今度 は 
電子 手帳 と つなが る の だ 。 サ ー ド パー ティ 
か ら RS-232 と を 介し て つ な で セット も 出 
て いる らし いい が, や は り X68000 で ある か ら 
に は , で か く て 背面 に ある RS-232C ょ より も 
小さ く て 前 面 の ジョ イス ティ ッ ク 端 子 で あ 
Ds 


カレ ンタ ー 


ジョ イス ティ ッ ク 端 子 に は Stationery P 
RO-68K 付 属 の イン タフ ェ イ ス を つ な で 。 
を し て 別売 り の 電子 手帳 用 ケー ブル を 差し 
込ん で 電子 手帳 と つ な で の だ が , ここ で シ 
ャ ー グ に 文 旬 を 言っ て いい だ ろう か 。 実は 
ケー ブル が 短い ! の で ある 。 電子 手帳 同 
士 な ら と も か 〈, 電子 手帳 と パソ コン と な 
る と , 36cm で は いき る か 短い 。 せ め て 50cm 
くら い は 欲し い 気 が する 。 
0⑧ 和 転送 を し て みる 

C, 両者 を つなぐ で 。 
デー タ , スケ ジミ ミール デー ベタ, 
タ の 3 つ で ある 。 

転送 モー ド に は 個別 転送 た と 全 デ ー タ 転送 
の 2 種類 が ある 。 全 デー タ 転 送 と いう の は , 
3 種類 の デー タ を 全部 転送 し て し まえ と い 
2 や つ で , 転送 先 の デー タ は 消え , 新しい 


転送 て きる の は メモ 
f 所 Ek T ーー 


常駐 ブロ グラ ム こ と は 


OhX に も 常駐 プロ グラ ム は いく つか 掲載 され 
た こと が ある が , 常駐 の 概念 に つい て ば 大 きく 
取り 上 げ ら れ た こと が な か っ た 気 が す る の で , 
その 話 を し て お こう 。 常駐 と いう の は , メモ リ 
上 の 空い て いる と ころ へ 居座っ て し まっ て , 帰 
ら な いこ と を いう 。 

何 が いい か と いう と , | 回 常駐 させ て し まえ 
ば , いつ で も すぐ 呼び 出せ る (ある い は , 勝手 
に 働く ) こと で ある 。 チ ャ イル ド プ ロ セ ス を 使 
う で も な く 。 コマ ンド を 入力 する 必要 も な く 、 
いつ で も ES の だ 。 逆 に 人 が よく な いか と 
いう と 。 メモ リ を 食っ て フリ ー エ リア が 小さ く 
な っ て 地価 が 高騰 する こと で ある 。 

た と えば 。 よく ある 常駐 プロ グラ ム に "勝手 
に 動く や つら " と いう の が ある 。 常駐 時 計 も そ 
の 一 種 だ 。 時 計 の 場合 は いつ で も 画面 の 一 部 を 
陣 取 っ て 時 刻 を 教え て くれ る の で ある 。 も ちろ 
ん , メモ リ の 一 部 を 占領 する だ け で は 時 刻 の 表 
示 な ん て で き な い 。 何 を し て いる か と いう と 。, 
一 定時 間 ご と に (し か も , 目 に 見 えな い ほ ど 頻 
繁 に ) “ 俺 は 画面 の 隅 に 時 刻 を 表示 し に いく ぞ 
ー と 叫ん で , CPU の 68000 君 が 何 を し て いよ う 
が 構わ ず “お ら お ら お ら お ら 一 "と 割り 込ん で 
画面 に 時 間 を 表示 し て し まう の で ある 。 

昔 , |/0 誌 に 載っ た シー モン キー と いう の も あ 
っ た 。 これ は 何かと いう と , 画面 中 を 数 匹 の シ 
ー モ ン キ ー が 泳ぎ 回 る だ け で ある 。 これ も ユー 
ザー の 目 に 見 えな いく らい 素早 く 割 り 込 ん で き 
て 68000 の パワ ー を 抹 め 取っ て 動く の で , は な は 


デー タ が 代わ り に 入る 。 個別 転送 で は , 1 
つ ひ と つ , た と え ぇ け 住 所 録 で あれ ば ひと り 
ずつ 転送 する モー ド で , 転送 先 の ファ イル 

に 追加 され て いく 〈。 

この 機能 に よっ て , 普段 は X68000 で 住所 
録 管理 を し て お いて , 必要 な も の だ け を 電 
子 手帳 に 移し て 使う と か , 外出 先 で 新しく 
入手 し た 情報 を X68000 に 転送 する と か , 
みろ いろ と 便利 だ 。 普 通 . パソ コン に 入っ て 
いる デー タ は 汎用 性 や 著 積 度 は 大 きく て も 
機動 性 に 欠け る 。 電子 手帳 の デー タ は 機動 
性 に 富ん で いて も 汎用 性 ゃ 編集 能力 に 欠け 
る 。 両 者 の 合体 は 好ま し いこ と だ 。 も っ と 
いい の は 小さ く て 安い ラッ プ ト ッ プ (頑張 
れ , ダイ ナブ ッ ク 『) だ けど ね 。 

さる て, デー タ 転 送 は 簡単 。 と っ て も 簡単 
だ 。 住 所 録 の ひと り を 転送 する 例 で 説明 し 
ょ う 。 まず , Stationery PRO を 住所 録 モ ー 
ド に し , 電子 手帳 を 電話 キー を 押し て 住所 
録 モ ー ド に する 。 

Z IT, Stationery PROD ら 6 電子 手帳 
を 考え よう 。 その と き は , 送り た い デ ー タ 
の と ころ へ カー ソル を 持っ て いく 。 

続い て , 電子 手帳 の 機能 キー を 押し , オ 
プシ ョ ン キ ー を 押す 。 す る と , 電子 手帳 が 
"受信 モー ド で す " と な る か ら , X68000 で 
は F9 キ ー を 押す 。 転送 され る 。 終わ り 。 

押 に 電子 手帳 か ら X68000 の 場合 は , 電子 


だ や っ か いな や つ で あっ た 。 だから, エディ タ 
を 使っ て いよ う が , BASIC を 使っ て いよ う が , か 
まわ ず に シー モン キー は 泳ぐ の で ある 。 

か の 98 で は カー ソル を ネコ が 追い か ける 常駐 
プロ グラ ム な ん か が 有名 だ 。 

も う 少 し タチ の 悪い の に な る と , “ある 一 定 の 
染 件 が 満た され た と き 急 に 割り 込ん で くる や 
つ " が ある 。 た と えば Human68k の Ver.2.0 に 付い 
E dioe EE 

。 設定 時 間 に な る まで じっと 陰 に 隠れ て いて 
2 っ と 活動 を 始め る の で ある 。 立ち 上 げ 
て 2 時間 以上 立つ と 「 私 , 療 れ ちゃ っ た あ 」 と 
叫ぶ よう に する の だ っ て , 簡単 だ 。 

時 限 爆 弾 で な く と も よい 。 電脳 倶 楽 部 に 昔 載 
っ た や つ に , ディ スク を 出し 入れ する た びに 指 
定 し た PCM フ ァイル を 鳴ら す 常 駐 プ ログ ラム が 
あっ た 。 

この よう に 、 常 又 プ ログ ラム と いう の は . # 
段 は 隠れ て いて , 何 か あ る と し ゃ し ゃ り 出 て く 
る 子 悪魔 の よう な 存在 な の だ 。 隠れ て いる や つ 
が いる か どう か 心配 な と き は "PROCESS" コマ 
ンド を 実行 する と いい 。 メ イン メモ リ - 上 に いる 
や つ を 教え て くれ る スパ イ 衛 星 な の だ 。 

も ちろ ん , プロ グラ ム を 常駐 させ る に は 。, 常 
駐 ボ タン を 押し て 起動 すれ ば よい な ど と いう 都 
合 の いい 話 は な いわ け で , それ な り に 常駐 し て 
働い て くれ る よう に 作ら ね ば な ら な い 。 具体 的 
に 何 を どう すれ ば そう いう こと が で きる の か , 
と いう 技術 的 な 話 は 調べ る な り , 詳し い 人 に 聞 
いた りす る よう に 。Oh!X に 強く 要望 すれ ば , その 
うち 誰か が 書い て くれ る か も し れ な い 。 
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手帳 の 送り た い デ ー タ を 呼び 出し て か ら , 
先 に X68000 の F9 キー を 押す 。 すると, 
X68000 が 受信 モー ド に な る の で , 電子 手帳 
で 機能 キー を 押し , オプ ショ ン キ ー を 押す 。 
転送 され る 。 終わ り 。 

つま り , どちら を 先 に デー タ 転 送 モ ー ド 
に する か て 送受 信 が 決定 され る の だ 。 先 に 
デー タ 転 送 モ ー ド に し た ほう が , 受信 と な 
る 。 う 一 ん , 怖い は ほど 簡単 だ 。 
人 @ 電 子 手 帳 と の ソフ ト の 違い 

だ だ, ここ で 気 に な る の は , さっ きも ち 
ら り と 書い た けど , な ん か Stationery 
PRO が 電子 手帳 の サブ プ セ ッ ト み た いな の 
だ 。 も ちろ ん , デー タ 量 や 画面 の 情報 量 ( 間 
違っ て も 電子 手帳 で 住所 録 の 一 覧 な ん て 見 
られ な い ) な ん か て は パッ コン が 上 だ けれ 
E, 電子 手帳 だ と 2 行 に わた っ て 名 前 を 入 
れ た だ り ( 名 前 と 会 社名 と か ), 2 行 に わた だ っ 
て 電話 番号 を 入れ だ た り で きる (自宅 と 会 社 
と か , 会 社 し その FAX と か ) の に , Station 
ery PRO だ と 1 行 し か スペ ー ス が な い の 
で 電子 手帳 か 6 2 行 の デー タ を 送る と, 

“荻窪 圭 } Oh!X" 
と な っ て し まう の だ 。 うー ん , と ど とう すれ ば 
いい か と 聞か れ て も 困る けれ ど , も う 少 し 
和 柔軟 な 対応 が 欲し か っ た 。 

それ か ら , メモ 帳 と いう の は 元 来 “小さ 


〈 切っ た 紙 が 綴じ て ある も の "で あっ て , 

決し て “馬鹿 長い ロー ル ペ ー パ ー” で は が 
o. 電子 手帳 の メモ 機能 は , 分 類 コ ー ド ま 
で あっ て いか に も メモ 帳 だ が (あん な 小 る きる 
な 画面 で は ど だ い 大 き な フ ァイル で な く 細 


、 FET WET 
Sn 


電子 手帳 と の デー タ 通 信 


電子 シス テム 手帳 PA-8500 


ここ で, Stationery PRO の 仕様 に 大 き な 影 響 
を 与え た 電子 手帳 の 機能 を 語ら ず に 話 は 始め ら 
hv. 

今回 使っ た の は PA-8500 と いう 最新 の 機種 だ 
が 見 か け も 悪く な い 。 この 電子 手帳 は デフ ォ ル 
ト で (つまり 。 別 売り 1 C カ ー ド を 入れ な く て 
b) 7 つの 機能 を 持っ て いる 。 

カレ ンダ ー, スケ ジュ ー ル , 電話 帳 , メモ 帳 , 
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切れ の メモ で な いと 使え な い ), Stationery 
PRO の ほう は エ デ イ タ で ある か が から, ロー ル 
ベー パー だ 。 

いい 悪い び は な く 《, そう いっ た だ 違い は マ 
シン の 違い だ と し て , 違い を 埋め る 両者 の 
通信 を 見 て みる と , な か な か 苦労 し て いる 
よう だ 。 ます 。 電 陸 手帳 て いう 1 つっ つ ひ と つう 
の メモ の 区 切り を Stationery PROT は 
“>” で 行い , DM2 FKR “T で 囲ん で 
示し て いる 。 そして, Stationery PRO か ら 


1 単位 と し て 行わ れる 。 

ま た, 電子 手帳 に は X68000 の 持っ て いな 
い 記 号 や 絵文字 が ある が , X68000 側 は 外字 
で 記号 の み 対応 し て いる (と いう こと は , 
Stationery PRO に 付い て くる 外字 デー タ 
を 使わ な いと 変 な 文字 が 出 て きた りす る )。 
絵 記 号 は 対応 し て いな い 。 

こん な 風 に 両者 は 違う わけ だ が , 電子 手 
帳 は 機動 性 は ある けれ ども , その 編集 機能 
は お 世辞 に も し (パソ コン に 比べ る と) 使い 
や すい と は いえ な い 。Stationery PRO 
を の 点 は 押 き えて いる わけ だ 。 

外出 先 で は と に か さく (間違え よう が な ん 
だ ろう が ) どん どん メモ し , あと て X68000 
で 綺麗 に し て 戻す と いう の が いち ば ん 賢い 
の で は な いい だろ うか 。 


BI ODER, Cd. mm 


常駐 性 と 電子 手帳 の 話 ば か り に な っ て し 
まっ た が , まあ , Stationery PRO を “常駐 " 
や “電子 手帳 と の 接続 と 切り 離し て ユー 


計算 , 世界 時 計 , 時 計 だ 。 あ ろう こと か , パン 
コン の Stationery PRO よ り 2 つも 機能 が 多い で 
は な いか 。 Stationery PRO は 電子 手帳 の サブ プ セ 
ッ ト だ っ た の か 。 Stationery PRO は 電子 手帳 の 
下位 コン パチ に 過ぎ な い の か ! 

それ は それ と し て , 電子 手帳 で ある が , これ 
が な か な か 面白 い 。 操 作法 な どか な り ク セ が あ 
っ て 慣れ が 必要 だ が , あの 大 き さ で この 使い 勝 
手 な ら ば , 金 余 り ビ ジネス マン に 売れ る の も わ ね 
か ら な いで も な い 。 


チオ リティ オォ と し て 見 て あみ る と ,。 だ いも だ も 
の で は な い 。 マ ウス が 使え る わけ で も な いく 
(使え を て ほし か っ た ), 各 機能 は 電子 手帳 準 
拠 び か ら 多 機能 し は いえ を な い 。 しかし, あ 
くま で パー ソナ ルコ ン ピ ュ ー テ ィング が 生 
活 に 近づく た だめ の 補助 ソフ ト と し て 見 た だら, 
な か な か 捨て が だ いも の が ある 。 

モデ ム が つなが っ て いる と , オー ト ダ イ 
ヤラ ー と し て 使 を 4 と いう の は と て も 便利 
だ 。 モデ ム は ペイ スズ スズ て も CCITT V.25 て も 
ょ よい 。 また, 電子 手帳 用 の ハン ディ ブリン 
A (CE-60P) も 使え た りす る し , 付属 の フ 
ァイル コン バー タ で , CARD PRO や 普通 
の テキ スト ファ イル へ も 変換 で きる 。 

で は , 詳し 〈 く 触れ られ な か っ た 基本 機能 
に つい て 流し て お こう 。 

@ メモ 帳 だ 

メモ 帳 は 92 行 横 ス え スクロール な し (つま り , 
右端 まで 行っ た ら 折り 返す ) 簡易 ニ デ ィ タ 
だ 。 簡 易 と は いえ ぇ ,CTRL キ ー を 使っ た 編集 
機能 や ファ ンク ショ ン キ ー を 使っ た 検索 / 
置換 も あっ て , 普通 に 使 を る 4。 大き な ファ 
イル を 扱 お うと し な い 限 り パ フォ ー マ ン ス 
は 悪く いない 。 ス クロ ー ル は 遅い けど 。 ペー 
ジス クロ ー ル は 速い 。 

も ちろ ん , ファ イル の 読み 書き は で きる 
o, 別 の プロ グラ ム を 使用 中 に “ちょ っ 
と , あの ファ イル の 中 身 を 見 て お きた い " 
な ん て と き に 便利 だ 。 

使い 方 は 二 者 択 一 し いえる だ ろう 。 X68 
000 使 用 時 の メモ や ファ イル 編集 用 に 使う 
b, 電子 手帳 と の リン ク を 第 一 に 使う か で 
ある 。 なお, 印刷 機能 もち も あ る 。 

@ カ レン ダー だ 

カレ ンダ ー で ある 。 メ イン メニ ュー で は 
その 日 の カレ ンダ ー が 表示 る れる だ け だ が , 
カレ ンダ ー モ ー ド に な る と , 写真 の よう に 
半年 分 並ん で くれ る 。 上段 中 央 が 現在 の 月 
だ な ん て の が いい 。 1 カ月 前 まで 同時 に 見 
られ る の だ か ら 。 当然, ずり ずり と 表示 月 
を 変え る こと も て きる 。 

F4 キ ー に マー ク と いう 機能 お ある の が 
気 に な る 。 こ れ は , カレ ンダ ー に 休日 を マ 
ー ク する 機能 ど 。 マ ー ク し た 日 は 色 が 変わ 
っ て 反転 する 。 つ まり , 元 の 状態 で は まっ 
さら 6。 日 曜 だ ろう が 祭日 どろ う が わ か ら な 
い の で ある 。 XX, これ は 電子 手帳 の カレ 
ンダ ー も 一 緒 だ 。 マ ー ク は 256 個 まで 設定 で 
き , ファ イル に 格納 され る の で , 私 は 片 っ 
端 か ら 休め る 日 を (土曜 も 含め て ) マー ク 
し て ある 。 

適当 な 日 に カー ソル を 合わ せ て F6 キ ー 
を 押す と , スケ ジュ ー ラ に 入っ て スケ ジュ 
ー ル 入力 モー ド と な る 。 カ レン ダー の 日 付 


の 右側 に ある 小さ る い 点 は その 日 の スケ ジュ 
ー ル の 有無 を 表し て お り , 上 の 点 が 午前 の , 

トト の 点 が 午後 の スケ ジュ ー ル 印 で ある 。 時 
刻 指 定 を し な いと , 午前 に マー ク る れる 。 
この あたり は , 電子 手帳 と コン パチ が だ 。 
@ ス スケジュ ー ラ , だ 

スケ ジュ ー ラ は 日 付 , 時 刻 , 内 容 の リス 
ト が ずら っ と 並ん だ 画面 に な っ て いる 。 こ 
こ に いろ いろ と 書き 込む の で ある 。 書き 込 
め る 内 容 は も ちろ ん , 電子 手帳 コン パチ 。 
スケ ジュ ー ル が 多い 人 の た だ ため に , 検索 や 印 
BIRERE b 5 5. 

メイ ン メ ニュ ー で アラ ー ム 待機 モー ド に 
する と , いち ば ん 近い スケ ジュ ー ル 時 間 に 
達し た と さき 。 ビープ 音 が 鳴る 。 よ く や る の 
が , “24 : 00 ペヤング ソー ス 焼 き そば 出来 
だ WO た いう やつ だ 。 

な お , この アラ ー ム 機能 は 電子 手帳 より 
劣る 。 最 大 の 上 難点 は 。 スケ ジュ ー ル し た 時 
旭 に し か デラ ー ム が な ら な いこ と だ 。 当 た 
り 前 か と 思う か も し れ な い が , 電子 手帳 で 
は , セット し た 時 間 の 5 分 前 や 10 分 前 に (な 
ん と, 60 分 前 まで 設定 可能 ) 鳴ら すこ と が 
で きる の だ 。 た いて い の 場 合 は 早め に 鳴っ 
TIEL ks うだ る うう 。 
久住 所 録 も ある で よ 

住所 鍼 も スケ ジュ ー ラ 同様 , 名 前 と 分 類 
と 電話 番号 と 住所 の リス ト の 形 で 表示 され 
る 。 表 示 フ ィ ー ル ド よ り 長 い 文 字 列 を 入れ 
Cb, きち ん と 保持 し て いて くれ る か ら 表 
示 が 短く て も 大 丈夫 。 

例 に よっ て , 検索 や 印刷 機能 お 8 ある ほか , 
デー タ ソ ー ト . も 任意 の 項目 で で きる 。 デー 
タベース と は いえ な いけ れ ど , 立派 な アド 
レス 帳 で は ある し , 他 の アプ リケーション 
の デー タ と 互換 性 が ある か ら 便 利 。 

だ と えば , 私 は Kamikaze の デー タ ベ ー 
ス に 住所 録 を 作り , それ を カル クシ ー ト へ 
読ん で て リフィル サイ ズ に 調節 し て 印刷 し て 
ンス テム 手帳 に 入れ て 使っ て いる が , Ka 
mikaze の 標準 テキ スト 出力 (CSV 形 式 ) で 
セー ブ す れ ば その まま 読め る の で , Kamik 
aze 上 か ら Stationery PRO を 呼ん で 標準 
テキ スト 出力 され だ た ファ イル を 読み , 必要 
な も の を 電子 手帳 に 転送 する と いう 簡単 な 
方 法 で て で きる よう に な っ た 。 

だ だ , この ご 時 勢 。 電 話 番号 や 住所 は 2 
種類 まで サポ ー ト し て は ほし い 。 実家 と 下宿 
t, 自宅 と 会 社 し か が , そう いっ だ た ケース 
は 多い は ず が だ 。 
我が家 で も っ と も Stationery PRO-68K 
が 威力 を 発揮 する の は , 電話 を か けた だ りか 
か っ て 潜 だ か し だ と き で ある 。 電話 中 と い 
う の は カレ ンダ ー を 見 た り メ モ を し た だ たり ス 


住所 録 


ケ ジ ュ ー ル を 調べ だ た り が 非常 に 多い の だ が , 
わざ わざ 乱雑 な 部 屋 か ら メ モ 帳 を 捜し た り 

(を し て , 後 で その 紙 を な くし だ たり する ), 
EDLY zdl o TROR ZIRON 
り , 手帳 を 引っ 張り 出し て 次 の 了 予定 を 調べ 
だ り は し だ てく な い 。 こ ん な と き , キー 一 発 
tYATLES,IHREeniiT, だ 。 

* 

Stationery PRO は , パソ コン を 生活 に 
役立つ 道具 と し て 使い た いと 思っ て いる ご 
〈 一 般 の 人 が 相手 ど 。 だ か ら , Stationery 
PRO で 入力 し た デー タ を も を コピー バッファ 
な と ど を 介し て 使い た いと か , 辞書 メン テ ナ 
ンジ スツール が 使え る よう に し て ほし いよ とか, 
$ も 5 っ と エディ イタ と し て 使い や すい も の に し 
て ほしい とか, 仕様 を ユー ザー に 開放 し て 
機能 を 追加 で きる よう に し て ほし いな ど と 
いう の は と りあ え ず ,。 当 だ 6 な い 。 

た が , 電卓 機能 が な い の だ け は 痛い 。Sta 
tionery PRO 上 に いる と , OPT.1 寺 OPT. 
2 の 簡易 電卓 さる ぇ 使え な い の だ 。 関 数 電卓 と 
か , 10 進 一 16 進 変換 お な ん て いわ な いか ら , 
普通 の 電卓 くら いつ ける の が 机上 文具 の 使 


命 だ と 思 う o 
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今回 は を そう いっ た わけ で , 電子 手帳 コン 
セブ 下 だ ゥ っ だ わけ て ある か ら 5 これ て いい と 
LC, 問題 は 次 回 で ある 。 常駐 きせ て いつ 
で も 呼べ る と いう の は と ん で も な い 魔 力 で 
ある 。 メ モリ が 少々 少な て な っ だ っ て , を 
の 分 RAM デ ィ ス ク が 削ら れ た だ たって, いい の 
で て ある 。 だ か ら , ビジ ネス ユー ザー や 電子 
手帳 ユー ザー だ け で な く 〈《, も っ と 普通 の パ 
ソコン ファ ン が 喜ぶ よう な も の を 次 に は お 
願い し た だ い 。 

タリ の 史上 最強 8 ビッ トペ パソ コン MZ- 
2500 に は アル ゴ 機 能 ほ と いう の が あっ た だ た 。 ア 
ル ゴ 機 能 と は ? 立ち 上 げ 時 に メモ リ に 常 
BEL, 電卓 ・ カ レン ダー・ カ ラー シミ ュ ン レ 
ーション ・ エ ディ イタ ・ オ ー ト ダイ ヤラ ー Gt 
所 録 )・ デ イレ クト リサ ー チ ッ ー ル と 豊富 
な ライ ン ア ッ プ が あり , も ちろ ん 2500 の 256 


スケ ジュ ー ル 


KK バイ ト の RAM で は 全部 を 常駐 さる せる の 
は 無理 で , 任意 の も る の だ け を 選ん で 組み 込 
め る よう に な っ て いた 。.BASIC で ブロ グラ 
ム を 作り な が ら ア ル ゴ エ ディ タ で を その 原稿 
を 書く と いっ た 荒 技 も で きた の だ 。 

あの アル ゴ 機 能 は , 以下 の 点 で Station 
ery PRO よ り 優 れ て いる 。 

・ 電 卓 の 計算 結果 や サー チ し た ファ イル 名 

を コマ ンド ライ ン (呼び 出し た 画面 の カー 

ツル 位置 ) に 返せ る 。 

・ 電 卓 や カレ ンダ ー は 元 の 画面 に オー バー 

ラッ ププ し て 表示 る れる 。 

・ 任 意 の 機能 を 選択 し て 組み 込め る 。 

・ ユ ー ザ ー が 機能 を 追加 で きる (本 誌 で も 

アル ゴ ゲ ー ム が 掲載 され た 。 ア ル ゴ 機 能 

Be, いつ て も て きる ゲーム だ )。 

・ 基 本 的 に 。 どの 画面 モー ド で も 使え る 。 
これ ら の 機能 を 踏ま え , 次 に は “お 助け 

PRO-68K" や “いつ で も どこ で も 誰 と で も 

PRO-68K" と 称し て , 便利 な ツー ル を 提供 

し て も らい だ いも の で ある 。 

を その と き は ぜひ , 関数 電 重 や コピ ー バ ッ 
ファ な と ど に よる 元 の 画面 と の デー タ の や り 5 
取り , マウ ス の サポ ー ト , 512X512 の 画面 
か ら で も 呼べ る 柔軟 性 、 プ ログ ラム の モジ 
ュー ル 化 (組み 込む 機能 の 選択 ), 辞書 メン 
テ ナ ン ス , ファ イル 関係 の エー ティ リティ 
な ど な ど も つけ て も らい だ た だ い 。 

究極 の デス クト ッ プ パソ コン は “ユーザ 
ー が 家 に いる 時 間 は 常に 電源 が オン の 状態 
に し て お おき だい" くら い の も の で な けれ ば 
7g 657g, 今回 の Stationery PRO-68K も 
「 ち ょ っ と メモ を 」 と か 「 ち ょ っ と , 電 話 を 」 
と いう と き に す で 使 える 仕様 が いい わけ だ 
が , 電話 番号 を 調べ だ たり 手元 に メモ 帳 が な 
いと き に わざ わざ X68000 に 電源 を 入れ る の 
は バカ バカ し い 。 電子 手 由 た つなぎ た い だ 
け な ら 常駐 に する 必要 は な か っ だ た わけ だ か 
6, そう いっ た 究極 の デス クト ッ プ ラッパ ソコ 
ン を 目指 し て いる の だ ろう 。 

単なる 一 介 の 個人 ユー ザー に 過ぎ な い 私 
b, そん な だ な, いつ で も 電源 を 入れ て お ける 
パソ コン に 育っ て ほし いと 常々 願っ て いる 。 
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@Musicstudio PRO-68K 用 ソン グフ ァイル 


ERD 


V 
n. 


el:yv—43dE 
ic TSONG 

| x| 

. 


E: 


$5529? 9*2 *$5292524*2«5t€*52- *€*-**222*| 1 


自由 な 音楽 を 目指 す 


人 の た め の メ ディ ア 


Deguchi Kaori Ogikubo Kei 


出口 A: WE 圭 


プロ の ミュ ー ジ シャ ン が 作っ た 曲 を アレ ン 


ジ し て 楽し め る , と いう こと で 話題 に な っ 
た 新 感 覚 の ツー ル , Musicstudio デ ー タ 曲 
集 。 そ の シリ ー ズ に 新しく 2 本 が リリ ー ス 
され た 。 音楽 を 聴く の が 好き な 人 に は うっ 
て つけ の ソフ ト だ 。 


SONGFILE 


: v * 


X68000 5"PHD 版 各 5.80U 円 (税別 ) 
( 要 MusicstudiO PHO-B8K.MIDI ボ ー 
ド &MT-32) 
・ 佐 藤 欠 彦 グ リゾ ー ム 症候 群 (£ 8 HB) 
・ 関 根 安 里 ノ スケ ッ チ (28h) 
サン ・ ミ ュー ジ カ ル ・ サ ービス 

Z 03(419) 8839 


Q4 Onx 1989.1. 


今や 作曲 も コン ビ ピュータ の 時 代 。 X68000 
5 MIDI ボ ー ド や Musicstudio PRO -68K 
が 出現 し た お か げ で よう や く 本格 的 に パソ 
コシ ン ミ ュー ジッ ク が て きる よう に な り ま し 
Roe でも, それ は あく まで オレ は ユン レイ で 作 
曲 す る ん だ , っ て 人 や , 私 は TM ネ ッ ト ワ ー 
ク の 曲 わ コン ピュ ー タ で 再生 し た いわ , な 
ど と いう 意気 込み を 持つ 人 た ちの た め の よ 
うな も の で し だ た だ 。 そん な わけ で 登場 し た の 
が この Musicstudio PRO-68K 用 ソン グフ 
アオ ルレ シリ ー ス えて す 。 こ の シリ ー ズ は デ ョ 
の ミュ ー ジ シャ ン が 創っ た 曲 を 楽し むか だめ 
に 作ら 65 れ だ た データ 曲 集 で ,。 た だ ぼーっと 聴 
〈 く の も よし , 自分 流 に 思い っ きり アレ ンジ 
する も また 楽し と し いっ ただ た ソフト な の で す 。 
今回 は 前 4 作 に 続き リリ ー ス され た 2 作品 
を 紹介 し ます 。 

P, その 前 に 知ら な い 人 も いる か と 思う 
の で 一 応接 続 方 法 を 説明 し まし ょ う 。 ま ず 
X68000 に MIDI ボ ー ド CZ-6BM1 を 装着 し 
ます 。 そ し て その ボー ド に MT-32 (ロー ラ 
ンド ) を MIDI ケ テー ブル で つなぎ ます (ボー 
ド の MIDI OUT と MT-32 の MIDI IN と を 
CTh きも に アレル ンジ を 楽し あみ だ い 人 人 は, 
ボー ド の MIDI IN と MT-32 の MIDI OUT 
を つない で くだ さい 。 あ と は , MT-32 の ォ 
ー デ イィ イオ OUT か ら ス テレ オ な どの オォ オーデ 
TA LN の つか で だ り て す 。 


リリ ソー ム だ 人 た ER 


作曲 者 は ジャ ズ ・ ビ アニ スト の 佐藤 九 彦 。 
ジャ ズ が 好き な 人 な ら 一 度 は 聞い た こと が 
ある で し ょ う 。 と いう こと で 曲 の 批評 は 本 
誌 で な じみ の 荻窪 寺 氏 に し て い だ だ く こ 
EI LSLE 

1 曲目 暗い 部 屋 で じっと 聴く と 脳髄 
を か きむ むしり, ミニ マル な リピ ビ ピート が サブ 
リ ミ ナ ル な 領域 に 警告 を 発する 。 

2 曲目 パー カッ ショ ン の 音 が あま り 
に も MT-32 だ けれ EC も ボタ ツテ に な る を こと 
を 拒否 し て いる 。 脱力 エス ミッ タク 。 

4 曲目 一 一 実験 音楽 の よう 。 サ イ バ ー フ パパ 
ンク エス ニッ ク と 呼ん で あげ よ Ja 


図 1 MIDI シ ステ ム の 構成 
X68000 填 MUSIC Studio PRO-68K 


6 曲目 小国 客死 の 村 に 着い た は いい 
FE, SSES? dau? 

8 曲目 一 一 イン ディ イア な エス ニッ ク 。 中 
近東 の 山 興 で 密教 が 舞踏 し て いる 心地 。 

給 評 一 一 人 生 に 疲れ た とき に 聴い て は い 
け な い 。 ナジ ー ド レイ シン シミ ュー ジッ ク だ 。 
ミニ マル ミュ ー ジ ッ ク と クラ フト ワー ク を 
うふ つと きる せる テク ノ な リピ ー ト と エス 
ニッ ク を 混合 し た よう な 感覚 が か が きむ し る 。 
今ひとつ TV 的 な 曲 が な 〈《 て 残念 。 


POEM 


作曲 者 は 関根 安里 。「 銀 河 漂 流 バ イフ ァ 
ム 」 の 束 を 唄っ て た だ TAO と いう バン ド の 人 
と 言え を ば わか りや すい か な 。 で は 再び 革 窪 
氏 に 批評 し て いた だ きま し ょ うう 。 

2 曲目 一 一 007 は いら な い 。 

4 曲目 は …… bot, 荻 津 氏 が 嫌い な フ 
ュー ジョ ン だ 。 ち ょ っ と あっ ちい っ て て 。 
(荻窪 : フェ ー ジ ョ ン 嫌 い 。 プ ツ ッ プ ツー……… ) 

出 日 : テ クノ フュ ー ジ ョ ン と し て の 出来 
は 悪く な いか な 。 シャカタク っ ぱ ぽい けど 派 
手 だ し , 元気 が あっ て いい と 思い ます 。 

5 曲目 (荻窪 氏 ブ ッ プ ブッ 言 いな が ら 戻 っ 
て きま し たかた) 一 一 大 仰 な 曲っ て 好き 。 フ ェ 
4 ド プ 上 ト て ご ま か す な よ が (こら 65 こら 5) 

6 曲目 一 一 音 を 重ね る の は うま いけ ど , 
工夫 が …… (SNI EDI UEL) 

総評 一 一 プロ の 職人 的 な 欠点 が 目立つ 。 
バイ ファ ム の 主題 歌 は 良かっ だ の に 。 が , 
グレ ー ド は 低く な い 。 聴き や すく 《 ま と まっ 
て いる 。 

と いう こと て 偏見 に 満ち た 批評 を 荻 準 氏 
に し て に いた だ きま し た 。 私 の 感想 と し て は 
2 作品 と も や っ ぱり プロ だ な , と 思う ほど 
エフ ェ ク タ の 使い 方 が 上 手 で す 。 耳 触り に 
な り が ちな 効果 音 を きら っ と 聴か せる , Z 
れ が プロ の 手法 な ん で すね 。 と いう こと で 
今回 は この 辺 で 終わ も わり に し た いと 思い ます 。 
信 発 売 中 の ソン グフ ァイル シリ ー ズ 
知恵 ある 暮らし の 味 ノ 国 元 佳宏 
イン セク トン / 佐 久間 正英 
ピー セス ・ オ プ ・ ワ ー ク ノ 本 多 俊之 
あの 娘 の DNA ノ 戸田 誠二 


Hij In] (£X 6800000 35 


晴らし い グ ラフ ィ ッ ク 機 能 の 
i 
届け し まし た 。 本格 的 な (? ) マ ウス オペ レー ショ ン 


の チェ ス 盤 で す が 。 使 っ て 頂け だ た でしょ うか >。 
は いま や アク ショ ン 型 ゲー ム で は 常識 と た な っ た 画面 
の スク ロー ル に つい て 解説 し た いと 思い ます 。 


? 人 回 


画面 スク ロール の 原理 


先月 。 ゼビウス に 触れ た と き の 驚 き や ス ペー スハ 
リア ー を 見 た と き の 感 動 あ お 話し し , 1 つ ひ と つ ス 
メッ ンプ アズ ッ ダ ズ し て いこ うと 書い た と ころ ,「 ス ク ョ ロー 
- は 興味 が ある の で ぜひ 早く (解説 し て ほし い 」 と 
POR 
っ て か ら 6 行う つも り だ っ だ の で す が , ご 要望 に お 応 
ぇ し て 今回 は 画面 の スク ロー ル を 取り 上 げ ま す 。 こ 
れ か ら も 皆さん の ご 要望 に 沿っ て 進め て いく つも 5 
て す の Y、、 こ ん な こと あ を 写っ て ほし いと いう ご 舌 望 
が あり まし た ら , 編集 部 に どん どん ゎぉ 便り くだ さい 
で は 本 題 に 入り まし ょ う 。 
スク ロー ル と いう の は 本 来 「 巻 物 」 と いう 意味 で 
す 。 そう , 選者 が は に て わ ちえ て ドロ ョ ロン と や る あれ で 
すね 。 巻物 に は 2 つの 軸 が あり , 方 の 軸 に 巻き 付 
け て ある 紙 を 他方 の 軸 に 巻き 取り な 
が ら 読 ん で いく よう に な っ て いま す 。 


ま た, 逆 に 巻き 取れ ば , 以前 読ん だ 
と ころ を も る もう一度 読む こと も で きま 


す 。 こ れ を コン ピュ ー タ の 画面 に 当 
て は め , コン ピュ ー タ の 画面 が イラ 
スト の よう に な っ て いる と 考え て み 
て くだ きい 。 画面 の 上 の 軸 に 巻き 取 
れ ば 表示 きれ て いる 文字 は 上 に 流れ , 
下 の 軸 に 巻き 取れ ば 下 に 流れ ます 。 
コン ピュ ー タ の 世界 で は 巻き 取る と 
き に 文字 が 画面 を 流れ る 様子 を スク 
ロー ルル と 呼ん で いま す 。 文字 が 上 に 
流れ れ ば 「 上 スク ロー ル 」。 下 に 流れ 
れ ば .「 下 スク ロー ル 」 で す 。 

X-BASIC で 適当 な 命令 を どん ど 


今月 は , 


X-BASIC 7023 


読者 の 要望 か 多い 


ん 入力 し て いけ ば , や が て 画面 に 入り きら な くく なり, 
新た に 文字 を 入力 する た びに 表示 され て いる 文字 が 
上 に 流れ て いき ます ね 。 €5, 上 スク ロー ル し て い 
る の で す 。 送 に , 下 に スク ロー ル き せる に は どう すれ 
ば いい で し ょ うか 。 こ れ に は カー ソル 移動 キー の 上 
に ある 6 個 の キー を 使い ます 。 ま ず 「HOME」 と 書 
いて ある キー を 押し て みて くだ きい 。 カー ソル が 画 
面 左 上! xu OO DE 
いて ある キー を 押し て みて くだ さい 。 どう で すか 
1 行 下 に 移動 し まし た ね 。 こ の キー は , ブロ グラ ム 
を 作っ て いる 最 中 も 重宝 し ます 。 プ ログ ラム の 途中 
に 新しい 行 を 追加 し た く な っ だ ときには, ブロ グラ 

に ELE 
DOWN, キー を 押せ ば , そこ に 1 行 分 の 空 行 を 挿入 
で きる の で す 。 追加 する 場所 に プロ グラ ム を 書き 込 
め る わけ で すか ら , 確認 し や すく 〈, 行 番号 の 付け 間 
違い な どの 防止 に も な り ま す 。 


テキ スト 画面 の スク ロー ル E 


Til, 星 を スク ロー ル さ せる 簡単 な プロ グラ ム を 
使っ て , 実際 に どの よう に すれ ば スク ロー ル さ せる 


こと が で きる の か 実験 し て み ま し ょ う 。 画面 の 最 下 


X-BASIC ブ ログ ラミ ング 調理 実習 


ミニ ング 調理 実 田 (ちら) 


画面 スク ロー ル の 手法 


Izumi Daisuke R 大 や 


画面 スク ロー ル の 実習 で ご す 。 テキ スト と グラ フィ ッ ク 画 面 
の スク ロー ル か ら グ ラフ ィ ッ ク 制 御 の 基 本 まで を 解説 し ます 。 プ ログ ラム 自体 は 簡単 
で す の で し っ か り と 解読 し て 仕組 み を 理解 し て くだ さい 。 


0) 先月 の プロ グラ ム で は キ 
ング と クイ ー ン の 位置 が 反対 
で し た 。 某 市 販 ソ フト を 参考 
に し た の で す が …… 


L) l'print 5; な ら ば ,。 数 字 を 
表示 し た あと 改行 せ ず に 次 の 
文字 を 表示 し ます の で , この 
7nzo53AcidZümmssyja 
れる こと に かり ます 。 


リス ト 1 星 の ス クロ ー ル 


96 ohix 198911. 


行 で 命令 を 入力 すれ ば , 画面 が 上 に スク ロー ル し ま 
すね 。X-BASIC で は (を そして, 大 抵 の マシ ン で は ) 
画面 の 最 下 行 で 改行 する と , 画面 が スク ロー ル す る 
よう に な っ て いる の で す 。 ですから, 

10 for i=0 to 3000 

20 print i 

30 next 
と いう ブロ グラ ム を 実行 すれ ば , 改行 し な が ら 数 を 
順に 表示 し て いき , 画面 の 最 下 行 に 達し た と ころ か 
ら は スク ロー ル し な が ら 表 示 き る 
20 行 目 の print 命 令 が ^ : で 終わ っ て いな いこ と に 
注意 し て て だ きい 

bo LoT, 次 の よう な こと を する こと も で き 
ます 。 まず は この と お を りり 人 万 し て 実行 し て みて さき だ 
きい (リス ト 1 )。 
どう で す , な か な か 綺麗 な も の で し ょ う 。 locate は 

これ か ら 文 字 を 表示 し よう と する 座標 を 教え る 命令 
C3. 画面 最 下 行 の 座標 は (一 ,30) に な り ま す 。 る 
こ で x 座標 を 適当 に と りな が ら , 適当 な 色 を つけ て 

k” を 表示 すれ ば , 色とりどり の 星 が 流 れ て いく 
よう に 見 える と いう 仕掛 け で す 。 新 た に 登場 し た rnd 
関数 は , 0 ミ x ぐ 1 の 適当 な 小数 (実数 型 の 乱数 ) 
を 返す 関数 で す 。 1 に な る こと は あり ませ ん か ら , 
rnd ( ) *96 は 0 以上 96 未 満 の 小数 に な り ま す 。 さ る ら 
に ,locate 命 令 に 小数 で 座標 が 与 を られ る と, 小数 部 
分 が 切り 捨て た 整数 と し て 扱わ れ ま す の て で て, x 座標 
は 0 以上 95 以 下 と な り , 表示 で きる 男 囲 を 越え る こ 
と は あり ませ ん 。30 行 も 20 行 と 同様 に これ か ら 表 示 


する 文字 の 色 (1 一 3) を 指定 し て いま す 。 

@ その 他 の 方 向 へ の スク ロー ル 

画面 最 下行 で 改行 する の と 同じ 発想 で , 文字 を 下 
スク ロー ル き せる こと も て きる は ず て す 。 つまり, 


画面 最上 上 行 で ROLL DOWN キー を 押せ ば 下 ス クロ 
ー ル し ます か ら , 空い た 最上 行 に 星 を 表示 すれ ば い 
s わ けけ で て です 。 だ だ し 。 フロ ダラ て これ を する の は 


少々 苦労 し ます 。 と いう の も , 8 ビッ ト 時 代 か ら の 
定石 で ある "print chr$(15) が 無効 な の で す 。DOS レ 
ベル で エス ケー プシ ー ケ ンス を 送る , つま り , 
locate 0.0 : fputc(27,0) : fputc CM’, 0) 
と する の は , いか に る 無理 や り と いう 感じ で す GE 
: 0 は 標準 入出 力 の ファ イル ハン ドル )。 実際 , BAS 
IC 側 は スク ロー ル な ん か し て な いと 思い 込ん で ます 
の で 画面 の 関係 が な か し く 《 な っ て し まい ます 。 


10 while 1 

20 locate rnd()*96, 30 
30 color rnd()*341 

40 print "x" 

50 endwhile 

60 end 


必 為 さと に が か ます 。 


グラ フィ ッ ク 画 面 の スク ロー ル 


人 徒 来 の マン シン で は , グラ フィ ッ ク 画 面 を スク ロー 
ル さ せる の は 大 変 な 作業 で し た 。 考え 方 は 文字 を 表 
示し て いる テキ スト 画面 の スク ロー ル と 同じ な の で 
す が , グラ フィ ッ ク 画 面 は 画面 の 最 下 披 に ドッ ト を 
表示 し たから と いっ て 自動 的 に 1 ライ ンス クロ ー ル 
し て は くれ ませ ん 。 そこ て 現在 画面 に 表示 され て い 
る 絵 を 1 ライ ン 上 に 「 自 分 で 」 転 送 す る 必要 が あり 
ます 。 r dik 

けれ ば な ら ず , 実現 する に は マシ ン 語 の 力 を 借 
ri oi 
の 原理 は 実に 簡単 な の で す が )。 

X68000 で も この よう な 面倒 な 手順 を 踏ま な けれ ば 
な ら な い の で し ょ うか 。 いいえ, X68000 の ハー ドウ 
ェ ア は スク ロー ル を 強力 に サポ ー ト し て くれ る た だ ため , 
簡単 に 実現 きせ る こと が で きる の で す 。 で は その た 
め の 了 予備 知識 と し て , グラ フィ ッ ク 画 面 の 構成 を も 
う 少 し 突っ 込ん で 調べ て み ま し ょ 2。 
@X68000 の グラフィック 画面 構成 

X-BASIC で グラ フィ ッ ク 画 面 の 初期 化 関係 の 処 
理 を 一 手 に 引き 受け て いる の は screen 命 令 で す 。 で 
は X-BASIC の マニ ュ ア ル で ,。 screen 命令 を 見 な が 
ら グ ラフ ィ ッ ク 画 面 の 構成 を 説明 し て いき まし ょ う 。 

screen 命 令 は 4 つの パラ メー タ を し とり ます 。 最後 
の パラ メー タダ タ は , グラ フィ ッ ク を 表示 する か どう か 

選択 する も の て M Anm aed UC 
Mar Man pru か どう か を 選 
択 す る も の で す 。 つ まり 512 ラ イン 表示 で きる か ,, 表 
示 で き な い か と いう こと で すね 。1 番 目 の パ ラメ ー タ 
は 表示 画面 サイ ズ の 指定 で , 2 番目 の パラ メー タ は 


容 画 面 サ イズ お よび 表示 色 の 指定 で す 。 1 番 日 か ら 
順に 見 て いき まし ょ う 。 
1) 表示 画面 サイ ズ 

これ は , グラ フィ ッ ク を 画面 の 縦横 に を それぞれ 何 


ドッ ト 「 表 示 」 す る か を 指示 する パラ メー タ で す 。 
256X256, 512X512, 768X 512 の 3 つか ら 選 択 す る 
こと が で きま す 。 画面 左上 一 右 下 の 座標 は それぞれ , 
(0, 0) 一 (255, 255), (0, 0) 一 (511, 51D, (0, 0) 
ー (767。 511) に な り ま す 。 座標 (256, 256) に 半径 250 
の 円 を 描く と, 256X256 の 画面 で は 円 の 左上 1/4 が , 
512 xX512 で は 画面 いじ っ ぱい の 円 が , 768X512 で は や 
MININ II ecu SN 
2) 画面 サイ ズ お よび 表示 人 色 

これ は 実際 に グラ フィ ッ ク を 「 書 き 込 む 」 範 囲 の 
大 きる で す 。 実 画面 サイ ズ と 表示 で きる 色 数 に 
接 な 関係 が あり ます 。 最も 大 きい の は 1024X1024 の 
画面 で て, この と き は 65536 色 の 中 か ら 16 色 を 選ん て 使 


うこ と が で きま す 。X68000 の グラ フィ ッ ク 能 力 を 最 
大 に 生か せる の が 512X 512 の 画面 で ,65536 色 の 同時 
表示 が で きま す 。 

この ほか が 512X512 ド ッ ト の 画面 で は MG 
を 使わ な い モ ー ド と 256 色 使う モー ド を 選 -— きま す 。 
と うし て こん な 色 数 が 少な い 画面 が ある の か と い 
m i 
ー ド を 指定 する と , 複数 の グラ フィ ッ ク 画 面 を 同 
PE Ms 
絵 を 描い て お いて , それ を 交 三 に 表示 し た り , 続け 
て 表示 し た だ たり, あるいは 重ね 合わ せ て 表示 する こと 
が 可能 な わけ で , 大 画面 や 多 色 数 と は 異な る 世界 を 
作り 出す こと が で きま す 。 
e jä m $5 Et X と home 関 数 

次 の よう な グラ フィ ッ ク 男 面 を 考え て み ま し ょ 3 う 。 

screen 0, 0, 1, 1 
これ は , 表示 画面 を 256X256 に , 実 画面 を 1024※X10 
24 に する 命令 て す 。 こ こ て 。(⑩0.0) 一 (1023,1029) tz, 
つま り 画 面 の 対角線 上 に ライ ン を 引い て みる こと に 
E dE MEO e 

line(0, 0, 1023, 1023, 15) 
これ で いい で すね 。 line 関数 の 最後 の パラ メー タ は 
色 を 表し て いま す 。16 色 し か 使え な い 画 面 で は , 色 
番号 の 15 は 明る い ぃ 円 を 意味 し ます 。 画面 を 見 る と 確 
か に 日 い 線 が 現れ て いま すね 。 

き て ここ て 質問 で す 。 画 面 に 表示 きれ な いと ころ 
b ちゃ ん と 線 が 引か れ て いる の で し ょ うか ? X-B 
ASIC は エラ ー を 出し ませ ん の で , ちゃ ん と 引か れ 
て いる よう に 思え を ます ね 。 確か め て み ま し ょ う 。 
screen 命 令 を 実行 し た 直後 , 画面 だ 上 隅 の 座標 は 
(0.00) に な っ て いま す 。home 関数 は , この 画面 上 
耳 の 座標 を 変更 する 関数 で す 。 

home (0, 100, 100) 
を 実行 し て みて くだ さい 。 これ で 画面 左上 隅 の 座標 
は (100.100) に な り , 画面 に は (100.100) ~ (355,355) 
の 男 囲 が 表示 され る よう に な り ま す 。 つ まり , 1024 
%1024 の 大 き な グ ラフ ィ ッ ク 画 面 を , 256X 2560 7€ 
か ら 品 いて いる よう な 感じ で すわ ね 。 home 関 数 は この 
窓 の 左上 の 座標 を 決め る も の だ と 思っ て も ら え れ ば 
いい で し ょ う 。 最初 の パラ メー タ 0 は , 複数 枚 の グ 
ラフ ィ ッ ク 画 面 の うち , どの グラ フィ ッ ク 画 面 を 動 
か す の か を 意味 し て いま す 。1024 X1024 の 画面 は ひ 
と つ し か 取れ ませ ん の で ,0 を 指定 し て いる わけ で す 。 
念 を 移動 し て みて お わか り の よう に , 線 は 途中 で 
切れ て いま す 。X-BASIC は , 初期 状態 で は 見 える と こ 
ろ に し か 描画 し じ し な い の で す 。 描 画す る 範囲 は window 
関数 を 使っ て 自由 に 変更 する こと が 可能 で す ?。 7 
フラ フィック を 消去 する 命令 は wipe( ) で す の で ,。 i 
T, 


wipe( ) 
と や っ て 途中 で と ぎれ て し まっ た 線 を 消し , ^J, 
window(0, 0, 1023, 1023) 
を 実行 し て か ら 6 線 を 引い て みて くだ さる 
初期 状態 で 描画 範囲 が 見 える 部 分 に 限定 き さ れ て い 
る の は , グラ フィ ッ ク の 表示 を 速く する た めで す 。 
遂に 描画 男 購 の 中 だ けが 表示 対象 範囲 と な る こと を 


利用 し て , 
scren 1,3, 1, 1 
paint (1, 1, rgb(20, 0, 0)) 


window (200, 200, 400, 400) 
wipe( ) 


tCo52445-tbUCREREGT,.widowsq4iuirodü 
画 範囲 が (200,200) — (400, 400) AM る た 
D, グラ フィ ッ ク 全 部 で は な く , この 範囲 に 表示 き 


Mes tane REPRE nadBE 
(100, 100) — (500, 500) に 線 を 引い て み ま し ょ う 。 ど 
う 2 て すか ? ウィ ンド ウ の 外 に は 線 が 引か れ ま せん 
ね 。 こ れ が クリ ッ ピ ング で す 。 


スク ロー ル の 実際 


画面 を スク ロール させ る と , ディ スプ レイ に 上 か 
o (ある い は 下 や 左右 か ら ) 新しい 画面 が 流れ て き 
ます 。 では, 1024X1024 の 画面 に 日 本 地図 を 表示 し 
て お いて , 九州 か ら 北 海道 へ 窓 を 動か し な が ら 覗 い 
て いく る 様子 を 想像 も て みて ぐだ き XSoW に とれ は ) 
窓 を 固定 し て お いて 地図 を 動か し て いる と 考え る こ 
と も で きま すね 。 つまり, home 関 数 を 使え を ば, 簡単 
に グラ フィ ッ ク 画 面 を スクロール さ せる こと が で き 
5 35311, 

リス ト 2 は この 感覚 を 味わっ て も ら お うと 用 意 し 
だ ブロ グラ ム で す 。1024X1024 の 画面 に 同心 円 を 表 
oU, それ を 256※X256 の 窓 で スク ロー デル させ で て み ま 
し た だ. 単に 決ま っ た 方 向 に スク ロー ル す る だ け で は 
つま ら な いで すか ら , マウ ス の 動き に 合わ せ て ダイ 
ナミ ッ ク に タロ ー ル る させ る こも に し まし し i353。 

10 一 30 行 は ブロ グラ ム で 使用 する 変数 の 宣言 で す 。 
mx と my は 例 に よっ て マウ ス の 座標 を 得る の に 使い ま 
す 。 x と y は home 関 数 に 渡す 画面 上 隅 の 座標 を 計 
算 す る た め に -- 時 的 に 使用 し ます 。 を そし て ij は ルー 
フ プ カ ウ ンタ と し て 使っ て いま す 。40 行 は 画面 の 設定 
で す 。 表 示 画 面 は 256X256, 実 画面 は 1024X 1024, 
ディ スプ レイ は 高 解像度 で グラ フィ ッ ク の 表示 は 0 
N で す 。50 行 は さっき や っ た ば か り で すね 。 描 画 範 
囲 を 設定 し て いま す 。 . 

70 一 90 行 が 同心 円 を 描い て いる 部 分 で す 。 同 心 円 
は 中 心 が 同じ で 半径 の 異な る 円 を 描け ば いい DT. 
ルー プ カウ ンタ i を 使っ て , 半径 を 10 ず つ 増 や し な 


2) window 命 令 を 使っ て 描画 
する 男 囲 を 指定 する こと を ., 
ワ フィ ンド ワウ を 切る と いい ます 。 
また 。 この よう に し て 目的 の 
加 囲 以外 の 場所 に 表示 し な い 
よう 処理 する こと を , クリ ッ 
ビシ ング 処理 と いい ます 。 
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が ら 円 を 表示 し ます 。 さぁ, これ て 準備 は 終了 。 待 1023) を 画面 右 下 隅 に 表示 する と き に , home 関数 に 
HDA Zanr TT. ナ え れ ば いい 座標 で す 。 式 の 残り の 部 分 は , mx が 0 

マウ ス を 使う 手順 は 前 回 や り ま し た 。mouse(0 ) の と き x が 0 に な り , mx が 255 の と き x が 768 に な る よ 
は マウ ス を 使う た だ ため の 儀式 , mouse (1 ) て マウ スカ うに 調整 し て いま す 。 実際 に 値 を 入れ て 確か め て み 


ー ソ ル が 表示 され , mous (2) で て マウス カーソル が て て だ る 
画面 か ら 消 えま す 。 そして, 130 行 は マウ スカ ー ソ ル 遊び 方 は マウ ス を 動か す だ け で す 。 ぜ ひ 実 行 し て 
が 移動 で きる 男 囲 を 設定 し て いま す 。 みて くだ さい 。 $5, 気分 は マー ダー クラ ブ D XX。 


表示 画面 が 256X 256 な の に , な ザ わ ざわ ざ マ ウス や は り 地 図 な ど を 眺め る の に いい の か も し れ ま せん 
の 移動 男 団 を (0, 0) 一 (255, 255) に 設定 し て いる の ね 。 画面 の よん な か あたり で マウ ス を 円 運動 きせ る 


か と , 攻 間 を お 持ち で し ょ う 。 確か に マニ ュ ア ル に tL, で る で る 目 が 回 る ! と いう 。 基 見 た 絵本 の よさ 
5 表示 画面 サイ ズ に よっ て 移動 範囲 の 最大 値 が 決ま うな ノスタルジー が , この プロ グラ ム の 名 前 の 由 
る と あり , 私 も まる か こん な も の が 必要 だ と は 思っ 米 で す 。 こ うし て みる と 1024※X1024 と いう の は 使い 
て いな か っ た の で す 。 と ころ が 実験 し て みる と , な で の ある 大 きる で す 。 大 きか な 迷路 を 作り その 中 を る 
ん と, 画面 の 右端 を 越え を て も マウ スカ ー ソ ル が 動き ま よ うな ど (絶対 解け な い 気 も する が ) MAOH $ 
続け る て は あり ませ ん か 。 調べ て みた だ 結果 , window し れ ま せん ね 。 


関数 を 使っ た あと で mouse ( 0 ) を 実行 する と 誤動作 


する よう で す 。mouse (0) を window 関 数 の 前 に 持っ て home 関 数 を 極め る 


C れ ば 範囲 設定 は 不要 な の で す が , 逆 に これ を 利用 


し て 面目 いで ちと が て さる か が か も し れれ な いとい 0 screen 命 令 の パラ メー タ に よっ て は , 複数 の 画面 

まま に し て お なき ます 。 を 扱え る こと を 説明 し まし た ね 。 次 の り サ ンプ ル は こ 
140 行 で マウ ス の 位置 を 画面 まん な か に し , 150— れ を 使っ た ゆら ゆら 芋虫 。 リ スト 3 で す 。 

200 行 が マウ ス の 動き に 合わ せ て 画面 を スク ロー ル さ る この プ ブログ ラム は 4 つの グラ フィ ッ ク 画 面 を home 

せる 部 分 で す 。170, A り ま す が , 関数 で 動か すこ と に よっ て , それ ぞ れ の グラ フィ ッ 

この 2 行 が 「 回 る ん で す 」 ブ ログ ラム の 命 で す 。768 と ク 画 面 を 処 糸 で つない だ か の よう に , ゆら ゆら 動か 

いう 数 字 が 謎 か も し れ ま せん ね 。 これ は , 点 (1023, し て みよ うと いう プロ グラ ム で す 。 い くつ も の 災 を 


列 に つない で , 蛇 が 大 空 を 狂っ て いる よう な イメ 
ー ジ を 出し て いる 凡 が あり ます ね 。 ち ょ うど あん な 
感じ で す 。 も っ と も この 回 は 4 つ し か つなが っ て い 
な い の で す が 。 

復 数 の グラ フィ ッ ク 画 面 を 扱う た め ,  X-BASIC 
に は apage, vpage と いう 関数 が 用 意 き る れ て いま す 。 
apagel£ £0 7274 » Zu (kx e di & 233 A 
関数 , vpage は 複数 の グラ フィ ッ ク 画 面 の うち , どれ 
を 実際 に 表示 する か 決め る 関数 で す 。 4 つの グラ フ 
ィ ッ ク 画 面 を 扱う 場合 に は , 0 一 3 の 番号 で それ ぞ れ 


の 画面 を 区 別 し ま す 。1024 X1024 の 画面 の よう に ひと 
10 int mx, my つ し か 画面 が な い 場 合 は 0 で す 。 さ っ き 人 使っ た だ home 
20 int X; IE X, / Ed o 一 ) ici. 
VN d f 関数 の 最初 の パラ メー タ は , この 画面 番号 だ びっ た の 
40 screen 0,0,1,1 /* 256 x 256, 1024 x 1024 u. b MERE DEO) パラメータ に 
50 window( 0, 0, 1023, 1023 ) t 2d Ta AMEG TAR edi do ob 
60 /* 4nd mmpmzdmgkCaiExd..0mSo^-—zoziudim 


70 for i-0 to 50 


80  circle( 512, 512, i*10, i mod 15 + 1 ) た に の 0 の な 6 


T E apage ( 0 ) 

110 mouse( 0 ) /* マウ ス 初 期 化 と 指定 し ます 。 ま ただ, vpage 関 数 は , 

120 mouse( 1 ) 

130 msarea( 0, 0, 255, 255 ) vpage( & BOXALI) 

atium Re a と し て 使う の が 簡単 で いい で し ょ う 。 〇 ー ロ は 順に 

160 mspos( mx, my ) 3 一 0 番 の 画面 に 対応 し て いて , その 画面 を 表示 し た 

170 x=(mx-256 )*3+768 /* 感動 の | ai 

180  y=(my-256 ) *3+768 / スク ロー ル い ぃ い の な ら 1 に, 表示 し だ た く な い の な ら 50 に し ます 。0 

206 poet 『 RI Zomm t 230i 4T 207 5, 
vpage (& B0101) 
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て OK で す 。4 つ の 画面 に 少し ずつ 異な っ た 絵 を 描い 
て お さき , ee REM fij 
単 な か アニ メー ショ ン が 実現 で きま すね 。「&B」 と い 
う の は 2 進数 を 意味 する の で す が , ここ で は 難し い 
こう すれ ば いい の だ と だ け 覚 え 
Chot? HN 

て は プロ グラ ム を 見 な が ら 説 明 し て いき まし ょ う 。 
WIERE Lt, 画面 . マ ウス の 初期 化 で す 。60 
行 て orgn と いう 配列 が 宣言 され て いま すね 。 これ は 
グラ フィ ッ ク 画 面 の 左上 隅 の 座標 を 0 一 3 番 の 各 画 
面 分 用 意 し て いる と ころ で す 。 頭 を 動か せ ば , iA 
が 自動 的 に つい て くる よう に する た め の 変 数 で す 。 
具体 的 な 使い 方 は あと て 説明 し まし ょ う 。 

190 一 220 行 は 色 を 設定 し て いま す 。 先月 スプ ライ 
ト の 色 を 設定 し た の と 同様 の 方 法 で , 1 番 の 色 は 何 , 
2 番 の 色 は 何 , …… と 決め て いま す 。 そし て 240~ 280 
ITT 4 つの 画面 それ ぞ れ に 半径 と 座標 を 少し ずつ 変 
iibi piti に 色 を 塗り ます 。 芋虫 の 本 
体 は この 4 つの 円 て 

et e て, 
ここ か ら が 本 番 で す 。 芋虫 の 頭 は 0 番 の 画面 に 表示 
a れ だ 円 , お 尻 は 3 番 の 画面 に 表示 され た 円 で す 
頭 が な に 動け ば , 胴体 と お 尻 は それ に つい て 左 に 動 
さま す 。 頭 が 右 に 動け ば お 尻 も 右 で す 。 これ を 実現 
する に は , 次 の よう に 考え れ ば 簡単 で す 。 つ まり 5, 
Eaa ah AEA 
回 頭 が 表示 され て いた 場所 に 胴体 を 動か せ ば いい の 
て すら ョ stica: ien iili 
数 て 動か し ます か ら , 前 に 胴体 を 表示 し て いた と き 
の 画面 左上 隅 の ) お 尻 の 新しい 左上 隅 の 座標 


と すれ ば , お 尻 は 胴体 を 追い か け て 動く ゎ も け で す 。 
TE rs こし て や り 
E. 


この 処理 を や や っ て いる の が 340 一 400 行 で す 。orgn 
配列 は それ ぞ れ の グラ フィ ッ ク 画 面 の 左上 隅 の v! 
を 記録 し て いま す 。 それ を 順次 お 尻 の 方 か ら 更 新 
更新 し た 座標 に home 関 数 スクロール さ せれ ば , di 
b, て き あ が り で す 。 そし て 頭 の 新しい 位置 と し て . 
現在 の マウ ス の 座標 を 入れ て や れ ば , 芋虫 は みごと 
マウ ス の 動き に 合わ せ て ゆら 6 ゆ o 動 いて て れる 
こ な り ます 。 


( 4 


L 
c 


* 

フロ グラ ム は 余計 な 飾り を 省 い て ,。 エッ セン ス だ 
け を 取り 出し て あり ます 。 短 い プ ログ ラム で すか ら 
電信 月 し 第 み で て だ きい 
EES フー 度 プ ログ ラム を 読ん で みて くだ きい 。 自 
分 て 動作 確認 し た あと で プロ グラ ム を 見 る と , ずっ 
と よく 理解 で きま す 。 ど うし て そう な る の か わか ら 
な い 部 分 が あっ た だ たり, どう や っ て プロ グラ ミン グ し 


る の か わか ら な いと ころ が あれ ば , 納得 が いく 
ま て 実行 と プロ グラ ム の 解読 を 繰り 返し て みて 〈 く だ 


それ が 上 達 の 一 番 の 近道 びと 思い ます 。 


て 。 プ ログ ラム が 自分 の も の に な っ た ら 。 今 


度 は ブロ グラ ム に 手 を 加え る 番 で す 。 頭 か ら お 尻 ま 
で すべ て 円 と 
es Te ドラ テン の よう な 本 っ = たせ 
の を 表示 し て 動か し て みる の も 5 も 面白い でしょ うぅ 。 改 
造 は 最良 の 教師 な の で すか ら 。 


いう の は つま ら な い , と お 考え で し た 


10 /* 
20 /* ゆら ゆら 芋虫 
30 /+ 

40 int i 


50 int mx, my 

60 int onmi 3, 1 ) > I 

70 +128, 128, 

80 *128, 128, 

90 +128, 128, 

100 *128, 128 

110 ) 

120 screen 1,1,1,1 

130 mouse( 9 ) 

140 mouse( 1 ) 

150 msarea( 128,128, 383,383 ) 
160 setmspos( 256, 256 ) 

170 mouse( 2 ) 

180 /* 

190 palet(1,rgb(24,24,0)) /* 黄 
200 palet(2,rgb(0,24,24)) /* シア ン 
210 palet(3,rgb(24,0,24)) /* マゼンタ 
220 palet(4,rgb(24,0,0)) /* 赤 
230 /* 
240 for iz0 to 3 

250 — apage(i) 


260  circle(384,411-i*20,100-i*10,i41) /* 384 = 


270 — paint(384,384,i41) 


280 next 

290 /* 

300 /* ゆら ゆら 開始 

310 /x 

320 vpage(&B1111 ) 

330 while 1 

340 is3 

350 while i>Q 

360 orgn(i,0) = orgn(i-1,0) 
370 orgn(i,l) - orgn(i-1,1) 
380 home( i, orgn(i,0), orgn(i,l) ) 
390 i ミ i-l 


400 endwhile 

410 mspos( mx, my ) 

420  orgn(0,0) = 384-mx 

430 — orgn(0,1) = 384-my 

440  home( 0, orgn(0,0), orgn(0,1) ) 
450 endwhile 

460 end 


X-BASIC プ ログ ラミ ング 調理 実習 


リス トコ ゆら ゆら 芋虫 


256+128 


99 


CHBEÓSWEPRO-55K x1/u 


iSKIEL«XUXUc- (cod 


いよ いよ , エディ タダ 制作 も 終盤 で す 。 今 月 は 文字 列 の 検索 ・ 置 換 と いう エディ タダ 


Iwai Ippei 


満開 製作 所 MU 


ー 平 


必須 の 機能 を 付加 し ます 。 そ れ も , 改行 文字 の 検索 と いう ED.X で も で き な い ご 
と を する スグ レモ ノン ( ) で す 。 今 回 も ズリ ズリ し た 気配 り と 適度 の 手抜き の 精神 


の 一 平 氏 , tFOUCIE SI D 25880, 
RE 


全 月 で や っ と 最後 に な る エディ タ で あっ だ 。 き て , 今回 の 追加 
分 は , 文字 列 の 検索 と 置換 , そし て セー プ ブ プ 機 能 で ある 。 検 索 は 順 
方 向 と 逆 方 向 の 2 種類 , 置換 は 順 方 向 の み で ある が , WAIT OE 
続 ) 直 換 と 確認 付き 置換 の 両方 作っ た の で あっ た 。 


文字 列 の 検索 と 置換 で ある 


リス ト で ある が , EE. に は 追加 は な い (た だ し Xwidth 一 96, Y 
width32, MaxTextLine つ 1200 な ど と する と エディ タ の 編集 男 
囲 が 広く な っ だ り し て よろ し いで あろ う )。EXTERN.H に は リス 
ト 1 を 。 VALUEC に は リス ト 2 を 追加 し て いた だ きだ たい 。 き ら に 。, 
元 月 号 の A3.C に リス ト 3 の よう な 追加 わし て も ら っ て ,。 774 
ル 名 を 新た に A4 C と し て も ら う 。 そ うし て 今月 の 中 心 は リス ト 4 
の SEARCH.C で ある 。 コンパ イル に は リス ト 5 の よう な バッ チ 
プア オル が よろ し い だ ク ろう りう 。 

増え た コマ ンド は, 


etel 順 方 向 検索 
ctrl-R 導 方 向 検索 


BESC-TK 
ESC + ctrl-R 
ctrl-X + ctrl-S 


m A PT- e f 
確認 付き 置換 
セー ブ 


で ある 。 検索 / 置 換 文 字 列 の 指定 で ある が ,、 た だ た と ぇ えば "DATA" と 
いう , 文字 列 を 検索 し た い の な ら , [ctrl-S] と する と, 画面 の 下 
の ほう に ブロ ンプ ト が 出る の で 

[D] [A] [T] [A] [ESC] 
と ダイ フン する の て ある 。 これ は た と えん ば DX な と の エディ タ 
で ある な ら ば , 

[F4] [D] [A] [T] [A] [CR] 
な ど と な っ て お り , 「 検 索 文字 列 の 終わ り 」 は , [ESC] で は な く 
[CR] を 押す よう に な っ て いる の で ある 。 T, 多分 その 結果 で あ 
55», それ ら の ED.X で は 改行 を 含む 文字 列 を 検索 で き な い こ 
と に な る の で ある 。 

ん が , 一 度 改行 入り の 文字 列 を 検索 で きる 便利 さき を 知る と , 
れ が で き な い エディ イタ は ちょ っ と 使う 気 に な ら な い の で ある 。 こ 
れ の 便利 な と ころ は , た と えば C で は 大 抵 の 場合 。 関数 は , 

func1( ) 


f 
l 


AN 


\ 
J 


な ど と 書く の で , 「 そ の 関数 を 呼び 出し て いる と ころ 」 で は な くく, 
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「 そ の 関数 を 記述 し て ある と ころ 」 に 一 発 で 飛び だ たい と き に は , 
[CR] [f] [lu] [ni [c] [1] [€] LESC] 
を 検索 すれ ば よい の で ある 。 どー だ 便利 だ ろう 。 そ 一 ゆー わけ で 
ED.X を 動か し て みた 当初 は 「 ま る か 」 と 思い つつ 。 あれ これ 試 
し て みた の だ が , や っ ぱり 改行 は 検索 文字 列 に 入れ られ な い の だ 
とい うこ と を 確認 し て , 風 幌 鱗 時 し て し まっ だ 私 で あっ た 。 こ の 
こと は 填 換 に つい て も いえ る こと で ある 。 
な お , 文字 を 入力 せ ず に いき さき なり [ESC] を 押す と , 前 回 検索 
直 換 し た 文字 列 が 採用 る れる 。 す すなわち, た と えば ある 文字 列 
を 何 回 か 続け て 検索 する に は , 一 度 文字 列 を 入力 し た 直後 で は , 
[ctrl-S] [ESC] 
だ け で す ぜ むと いう こと に な る 。 
それ か ら 人 確認 付 き 置 換 は 以下 の ひよ うに な っ て いる 。 


[Y] 置換 を 実行 し て , 次 の 置換 対象 文字 列 を 検索 する 
[N] 置換 は 実行 せ ず , 次 の 置換 対象 文字 列 を 検索 する 
| .」( ビ ピリオド) 中 断 し , 置換 開始 時 の 位置 に 戻る 
Llctrl-G] 中 断 す る 。 置 換 開始 時 の 位置 に は 戻ら な い 


無償 件 置換 の 実行 中 は , ctrl-G で 置換 の 中 断 が で きる よう に な 
っ て いる 。 それ か ら , 無 条 件 置換 な の で ある か ら , 本 当 は 画面 に 
表示 し つつ 置換 する 必要 は な い の で ある が (処理 が 遅く な る の で て. 
むし ろ 表 示し な い ほ う が よ い ), 節約 の 意味 ちあ っ て ほか の ルー チ 
ン の 使い 回 し を し だ た ため, いち いち 画面 に 表示 し て いる 。 勘弁 し 
(EAM PRO 

ST, 検索 の 方 法 で ある が ,「 検 索 文 字 列 が 複数 の 行 に また が っ 
て いる 可能 性 が ある 」 わ け で ある か ら , アル ゴリ ズム と し て は , 


D まず は 最初 の 1 文字 を 捜す ここ ら 辺 で お 開き に する の で ある 。 テ キス ト の 最後 の 付近 で の 填 


Rcs de doi dodi 換 な だ では と きど き バ スエ ラー が 起き る よう で ある 。 少 々 の バグ 
ほ と い うこ と を し て いる 。 次 の 行 の デー タ を 追加 する こと に よっ て 。, は 勘弁 願い た い 。 で は また 来 月 

2 行 以上 に また が っ て いる 場合 に も 対応 し て いる こと に 注意 。 

公 月 の プロ グラ ム は これ と Dou i ders) OT (編集 部 注 : XC Ver.1.01 を 使用 し て くだ さい ) 


1 
2: 
3 
4 
5: 
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VALUE. CC 追加 分 


:/* 第 3 回目 † */ 


: char wstrins MALIE]; 7 MAAFA y TAARIFA 


・/* 第 4 回 目 和 1 */ 


EXTERN. HEH 

: /* 第 3 回 目 f */ 

; t/ 
人 p mrexeem 

: /* 第 4 回 目 1 */ 


1 
2! 
3 
4 
5: 
6 


A3.C 追 加 分 (A4. じ に な る ) 


&**** main() の 中 の switch 文 の 中 に 追加 eee erori エー ププ で まき ない) 
Ttt A3.C i "noce neck: 
walk flag - , SR ag bee , re , jer r print(" セ E "d 中 et "s 
ttt A4. aM fba 1 Kflea-0; break; Aiel] 'z EOL) { 
case 'S7:  /t search ### */ — p, M Ton nn Sdata,Kaigyou); /* 改行 を 捜す */ 
do S(); P 
s. 1: = の : break; stropy(w, buff [1] .data ) : 
case "ETT が era aed ch d ### */ p 5 eds rrobr(s (w,Kaigyou);  /t* 再度 改行 を " す */ 
- R() ! 
-o . Xp = 'yQ' ZO tupt» ト す る */ 
R iss z1; Eflag = 9) break; forint (fp, "A du 
ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー…ーーー ニ ニー ニーーーー ニ ーーー ニ ーー ニーーーーーーーーーーーーーーー ニ ーー ニー ニーー fprintf (fpw, "Xs" ,buff[i]. data); 
feo init () の 中 に 追加 eee | 
++++ A3.C fclose(fpw); 
walk flag - 1; /* 連続 し て ctrl-K か */ under blano( ) : 
i break; 
*ttt* A4.C 
walk flag - !; /* 連続 し て ctrl-K か */ 。 ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー ニ ーー 
w stringO[0] = 'XQ';  /x ### x/ お っ と 、 バ パグ だ 。! 
w stringl[0] = ’¥0’: 8 
HH do __ ESC() の 中 の switch 文 の 中 を 訂正 trix 
ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー BR A3.C 
uer TP /* モー ド 表 示 を 消す */ 
ネネ ネネ ネネ x の E 3 ネネ ネネ switch (com : 
d o x ANA case 'C:  /* テキ スト の 先頭 に ジャ ンプ */ 
++++ A3.C ++++ A4.C : 
( : 2 on under blanc(); /* モー ド 表 示 を 消す */ 
under print( CTR-X:"); /* モー ド を 示す */ evitoh (foupper(cow] ) { 
nM. テキ スト の 先頭 に ジャ ンプ */ 
int i; 4 s a 
char * */ : 
PIE Pes / ん 7 + まま do_ESC() の 中 の switch 文 の 中 に 追加 tex 
char w[ 
E ++++ A3、C 
Ps /* モー ド を 示す */ br 
default 
ーー ++++ A4.C 
: i break; 
***tÓ**F do X () の 中 の switch 文 の 中 に 追加 ****** case 'R';  /* 無 条件 置換 */ 
replace(); 
ttt A3.C reak; 
case 'S': y */ case TR 'Q': 。 /* マン N 付 置換 */ 
/* まだ だ よー peplpce mi): 
++++ A4.C 2 default: 
case 'S': /t セー ズブ x/ 
ia = ey nx 1 AN *NERTT MA 
(f ( 
SEARCH.C 
30: (f 
1: £sinclude <stdio.h> 31: int cx0,cy9,cxk0,c10; 
2: #include . «basicQ0.h» 32: int f,count = 0; 
3: #include «iocslib.h» 33: 
4: $sinclude €«conio.h» 34: Cx の = Cx; 
5: finclude <class.h> 35: cyO = cy; 
6: £&include "e.h" 36: CxkKO = cxk; 
T: #include "extern.h" 37: clQ = cl; 
8: 38: if (under: _input2( ) ) {/* 置 換 元 、 ear e 
9: /* 無 条 件 置換 */ 39: while((f - replace sub(1)) -- 
10: replace() 40: count**; 
11: l 41: } 
12: int count - 0; 42: if (f == 3) 1 
13: 43: /* "S (ピリオド) が 入力 され た の で カー ソル を 戻す */ 
14: if (under input2()) i i i 44: cx = cx0; 
15* while(replace sub(9) = 45: cxk = cxk0; 
16: count++;  / キ ALIM CC */ 46: cl = c19: 
1T: ] 41: cy = center flush(); 
18: if (count) {/* 置 換 が 1 個 で も あっ た な ら 、 画面 書き 換え */ 48: ) 
19: cy - center flush(); 49: if (!count) ( 
20: } 50: under print( "対象 が 見 付か り ま せん 「) : 
21: under print("replaced "); 51: j 
22: printf ("%d ",count); 52: ) 
e 54: under close(); /* ウィ ンド ウ を 切り 直す */ 
24: under close();  /* ウィ ンド ウ を 切り 直す */ 54・ curSor( ) : 
29: cursor(); 55: } 
26: ] 56: 
27: 57: /* 置換 元 、 置 換 先 の 文字 列 を 入力 する */ 
28: /* 確認 し な が ら 置 換 */ 58: under input2( ) 
29: replace yn() 59: 1 
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60: char ws|[MAXLINE]; 165: under blano( ) : 


61: 166: under print("Replace '"); 

62: under print("Replace ["); 167: ctr prints(w string0); 

63: ctr prints(w string0); /*# コ ント ロー ルコ ー ド を 変換 し 表示 */ 168: printf("' with '"); 

64: printf("]XMETA» :"); 169: ctr prints(w stringl); 

65: if (under input(ws,w String9) > 0) | 170: printf("'?"); 

66: /* 有効 な 文字 列 を 得 た 0 は ダメ t/ 171: CurSor( ) ; 

67: strcpy(w string0,ws); 172: com = INKEY();  /* 1 文字 だ け 入 力 */ 
68: 173: | else (  /* 確認 し な いな ら 'Y' と いう こと V 
69: under print("widh ["); 174: com = 'Y'; 

70: ctr prints(w stringl); 175: } 

"Ti: /* コン トロ ー ル コー ド を 変換 し て 表示 する */ 176: switch(toupper(com)) ( 

72: printf(")«META» de 171: case 'Y!: /* 置換 */ 

13: if (under input(ws,w stringl) >= 9) ( 178: delete region(r 19,r cQ,r l!,r cl); 
74: /* 有効 な 文字 列 を 得 た 0 で も 良い */ 1139: insert str(w stringl); 

75: strcpy(w stringl,ws); > 180: status - 1; 

16: insert cut all(); /* 整 行 す る し て 置換 に 備え る */ 181: break; 

17> under blanc( ) : 182: 

78: return(1); 183: case 'N':  /* 置換 し な い */ 

79: ) 184: do F(); 

80: } 185: status = 1; 

81: under blanc(); 186: break; 

82: return(90); 187: 

83: ) 188: case 'G'-'&': /* 中 止 : カー ソル は 戻さ な い */ 
84: 189: status - 2; 

85: 190: break; 

86: /* 0= 見 付か ら な か っ た 、1 に = 見 付か っ た : 次 の 処理 へ 、 1 

87: 2= 中 止 : カー ソル を 戻さ な い 、3= 中 止 カー ソル を 戻す */ 192: case '.':.— /* 中 止 : カー ソル を 戻す */ 
88: /* 検索 し 、 フ ラグ に 応じ て 確認 し 、 置換 する し な い */ 193: status - 3; 

89: /* 行っ た 処理 に 応じ て ステ ー タ ス を 返す */ 194: break; 

90: replace sub(yn flag) 195: ) 

91: int yn flag; 196: 

92: 1 191: break; 

93: unsigned int c; 198: ) else ( 

94: char tp,*s,*s0; 199: /* 先頭 の 1 文字 は 一 致し た が 、 そ れ 以 降 で は 駄目 だ っ た */ 
95: char wt[MAXLINE]; 200: if (iskanji((*s0**) & Oxff)) ( 

96: UWORD 1,10; 201: /* 全角 文字 な ら +2 */ 

97: int lenQ,f,d; 202: sQ++; 

98: int cx0,cy9,cxk0,c10; 203: } 

99; 204: p-s0; /* 進め た ポイ ンタ か ら ま た 検索 開始 */ 
100: UWORD r 19,r 11; 205: continue;  /* loop again */ 

101: int r cQ,r cl; 206: } 

102: 207: } 

103: int status = 0; 208: 1 = next(1):  /* 1 行 で は 見 付か ら な か っ た */ 

104: 209: cyO**; 

105: . len0 = strlen(w string0); — /* 長 さ を お ぼ え て お く */ 2190: if (P ts EOL) 1 

106: if (iskanji(c = (w string9[9] & Oxff))) (/* first char */ 211: p = buff[l].data;  /* 次 の 行 へ */ 

107: c = (c << 8) | (w string0[1] & Oxff); 212: ) else {  /* 見 つか ら な か っ た #/ 

108: } 213: break; 

109: p = &buff[cl].data[cct[cxk][0]]; /* 検索 を 開始 する 位置 */ 2H: status = 9; 

110: 1 = cl; /* 検索 を 開始 する 行 */ 215: } 

]i: cy9 * ey; /* Y 座 標 も や も お ば えて お く */ 216: — ] 

112: 211: under blanc(); 

113: /* 検索 開始 */ 218: return(status); 

114: — while(1) { 219: ] 

115: if (kbhit() && (INKEY() == ('G'-'&'))) ( 220: 

116: return(2);  /* ^G で 中 止 */ 221: /* 逆 方 向 検 索 */ 

DH. } 222: do RI) 

118: 223: 1 

119: if (s0 = s = jstrchr(p,c)) {  /* 掛か っ た */ 224: unsigned int c; 

120: /* 本 格 的 な チェ ッ ク を 行う */ 225: char *p,*s,*s0; 

121: if (strlen(s) < leno) {  /* 長 さ が 足り る か ? */ 226: char ws[MAXLINE] , wt [MAXLINE] ; 

122: stropy(wt,s):  /* 足り な いな ら 足 り る 様 に する */ 227: UWORD 1,10; 

123: る = wt; 228: int len0,f,d; 

124: 18 = 1; 229: int cy0; 

125: while(strlen(s) < len0) { 230: char *pl; 

126: 19 = next(10) : 2311 char *jstrrchr x(); 

127: if (10 -- EOL) ( 232: /* 逆 方 向 か ら 文 字 を 検索 する : 日 本 語 対 応 版 */ 

128: *s = 'Y0';  /* set dummy null */ 233: 

129: break; 234: under print("Reverse search ["); 

130: ) 2351 ctr prints(w string の ) )/*※ コ ント ロー ルコ ー ド を 変換 し て 表示 */ 
131: strcat (s, buff[10].data); 236:  printf("]<META> + ): 

132: /* 後ろ の 行か ら 持っ て くる */ 231: if (under input(ws,w string0) > 0) { /* 有 効 な 文字 列 を 得 た */ 
133: ) 238: insert cut allí); /* 整 行 す る */ 

134: } 239: strcpy(w string0,ws); 

135: if ('strncmp(w string0,s,len0)) ( /* 見 つか っ た */ 240: len = strlen(w string0); 

136: /* 1 行 の s9( ポ イン タ ) か ら 1en9 バ イト の 所 */ 241: if (iskanji(c = (w string0[0] & Oxff)))(/*first chart/ 
137: r 10 =cl= l; 242: c = (e««8) | (w string0[1] & Oxff); 

138: cx = cxk = 09; 243: ) 

139: cursor0();  /* まず は その 行 の 先頭 へ */ 244: p = buff[cl].data;  /* 現在 行 の 先頭 */ 

140: 245: pl = &buff[cl].data[cct[cxk][0]]; /* null と 見 な す */ 
141: d = (s0 - buff[cl].data); Pot 

142: for(cxk = 0;d '- ecct[cxk][0] :Cxk++ ) ; 241: 1 = Cl 

143: cx0 = cct[cxk][1]; /* s@ の 差し て いる と ころ へ */ 248: cy9 = cy; 

144: r cð = d: 249: 

145: cl0 = cl; 250: /* 検索 開始 */ 

147: 2952; if (s0 = s = jstrrchr x(p,pl;,c)) í /* 掛か っ た */ 
148: cy = cy9 + track(len0);  /* 置換 の 終端 へ 移動 */ 253: /* 本 格 的 な チェ ッ ク を 行う */ 

149: 254: if ((pl - s) < len®) {/* 長 さ が 足 り る よう に する *#/ 
150: if ((yn flag) && (cy >= Ywidth-3)) { 255: strcpy(wt,s); 

151: /* 画面 外 へ 出 て いる の な ら 、 画面 を 書き 直す #/ 256: s = wt; 

152: under blanc(); Par: 19 = 1; 

153: cy の = center flush(); 258: while(strlen(s) < len9) { 

154: ) kn 259: 10 - next(10); 

155: r c1 = track c; 260: if (10 ニニ EOL) { 

156: r 11 = track 1: /* 削除 すべ き 範 囲 が 分 か っ た */ 261: *s = 'Y0';  /* set dummy null */ 
157: 9 262: break; 

158: cl = cl9; 263: } 

159: cx = cx0; 264: strcat(s,buff[10].data); 

160: cy = cy9; 265: } 

161: cxk = cxk0; 296: ) 

162: cursor9(); 267: : 

163: 268: if (!strncmp(w stringÜ0,s,len0)) {/* 見 つか っ た */ 
164: if (yn flag) { /* 確認 する */ 269: /* 1 行 の s9( ポ イン タ ) に */ 
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> X68000 版 の フラッ ピ ー の 絵 を 見 て いて どう し 


) 


cl 2 I; 
ox = exk = 0: 


cursorð();  /* まず は その 人 行 の 先頭 へ */ 


d = (s0 - buff[cl] .data): 

for(cxk = 0;d != cctlcxk]1191:CxK++ ) ; 

cx = cctloxk]111:/* s9 の 差し て いる と ころ へ 、 キ */ 
cy = cy0;  /* 新しい カー ソル 位置 を 求め る */ 


if (cy « 9) I 
/* 画面 外 へ 出 て いる の な ら 、 画面 を 書き 直す */ 
under blanc(); 
cy = center flush(); 


H oI 


} 


cursor (); 
break; 
} else { 
pl = s0; /* 終わ り を 合わ せ て */ 
continue : /* loop again */ 


} 
} 
l = before(1);  /* 前 の 行 へ */ 
oy0--; 
if (1 まま BA I 
p = buff[1].data; 
pl = NULL; 
} else (  /* 見 つか ら な か っ た */ 
break; 
} 
} 


} 
under blanc(); 


/* 順 方 同 検索 */ 
do S( ) 


{ 


unsigned int c; 

char *p,*s,*s0; 

char ws[MAXLINE] ,wt [MAXLINE] ; 
UWORD 1,10; 

int len0,f,d; 

int cy9; 


under print("Search ["); 
ctr_prints(w_string0 の ) :/* コ ント ロー ルコ ー ド を 変換 し て 表示 */ 
printf("] く META> :"); 
if (under input(ws,w string0) > Q9) {/* 有 効 な 文字 列 を 得 た */ 
insert cut all(); /* 整 行 する */ 
strcpy(w_stringQ,wus) : 
lenQ = strlen(w stringO ) : 
if (iskanji(c = (w string の [9] & Oxff)))(/tfirst char*/ 
c = (C<<8) | (w string0[1] & Oxff); 
} 
p = &buff[cl].data[cct[cxk][9]] ; 
lol 
Cy の = cy; 


/* 検索 開始 */ 
while(1) ( 
if (s0 = s = jstrohr(p,c) ) ( /* 掛か っ た */ 
/* 本 格 的 な チェ ッ ク を 行う */ 
if (strlen(s) < 1en9 ) {/* 長 さ が 足 り る よう に する */ 
stropy(wt,s); 
Ss = wt; 
I8 ミ 1; 
while(strlen(s) < len0) ( 
10 = next (10); 
if (10 == EOL) ( 
*s = 'YO'; /* set dummy null */ 
break ; 


H H 


} 
strcat(s,buff[10].data); 
} 


if ('strnemp(w string0,s,len0)) {/* 見 つか っ た */ 
/* ] 行 の s9( ポ イン タ ) か ら 1en9 バ イト の 所 */ 
ol = 1; 
CX = CXK = の ・ 
cursor の ():  /* まず は その 人 行 の 先頭 へ */ 


d = (s0 - buff[cl].data); 
for(cxk = 0;d != cct[cxk][0] :cxk++) ; 
cx = ect[cxk][1]; /* s9 の の 差し て いる と ころ へ 、 */ 
Cy = Cy の + track(len0); 
/* 新しい カー ソル 位置 を 求め る */ 


cl = track 1: 


if (cy >= Ywidth-3) ( 
/* 画面 外 へ 出 て いる の な ら 、 画面 を 書き 直す */ 
under blano( ) : 
Cy = center flush( ) 
) 
CurSor の ( ) ; 
for(cxk = 0;track c '- cct[cxk][0];cxkt) ; 
cx = cet[cxk][1]; 
cursor(); 
break; 
) else ( 
/* 文字 列 全 体 が マッ チ し な いな ら 、1 文字 進め る */ 
if (iskanji((*s0**) & Oxff)) | 
st; 


] 
p = s0; 
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E R EL 


} 


continue; /* loop again */ 

] 

} 

l = next(1);  /* 次 の 行 へ */ 

cyd++; 

SF (I !'& BOLY 4 
p = buff[1].data; 

) else (. /* 見 つか ら な か っ た */ 
break; 

} 

} 


under blanc(); 


} 


/* 逆 方 向 か ら 文字 c を 捜す */ 


/* ポイ 
/* ポイ 


ンタ p 1 が NULL の 時 は 文字 列 の 最後 か ら */ 
ンタ p 1 が NULL で な い 時 は 、*/ 


/* p 1 の 手前 か ら (**p] を 0xO00 と 見 な す ) */ 


/* ポイ 


ンタ を 返す */ 


char tjstrrchr x(p,pl,c) 


{ 


char w[MAXLINE]; 
char twp; 


if 


(pl) | /* *tpLE'YO' (文字 列 終了 位置 ) と 見 な す */ 


C =pl - pi /* Eà */ 
Strncpy(w,p, で ):  /* 作業 用 の 配列 に 転送 */ 
wic] = 'Y0';  /* 終了 記号 を セッ ト */ 


)e 


) 
} 


if (wp = jstrrchr(w,c)) ( 
wp-p*(wp-w);  /* ポイ ンタ を 補正 し て お く */ 
} 


return(wp}; 


lse { 


return( jstrrchr(p,c)); 


/* 有効 文字 長 を 返す : 無効 な ら 1 を 返す */ 
under input(s,string esc) 
char *s,*string esc; 


{ 


int 


c; 


char p[MAXLINE]; 


uns 


s[c 


igned int code; 


-0]-"'YO;  /* 取り 合え ず デ ー タ を 初期 化 */ 


while(1) ( 


if (input(p,MAXLINE) == 1) (  /* 文字 刻 入 力 */ 
com - tp; 


if (m «€ ^ 'j 4 、/ ま コン トド トロール コー ド */ 
switch(com + '&') ( 
case 'G':  /* 中 止 */ 
return(-1):  /* 無効 */ 


break : 
case '[!': /* GO */ 
Xf (6 s2 0) í 


/* いき な り ESC な ら 、 前 の 文字 列 を 使う */ 
strcpy(s,string esc); 
) else ( 
sic] = 'Y0';  /* 文字 列 終 了 を セッ ト */ 
} 
return(strlen(s)); 
break; 
case 'H': /* BS */ 
3f (6) f 
Qe, 
if (Jiszen(code - jlast(s) & Oxffff)) ( 
m 
bs(2); /* 全角 削除 */ 
) else if (code < ' ') | /* ctrl code t/ 
bs(2);  /* “2 を 削除 */ 
} else ( 


bs(1):  /* 半角 削除 */ 
) 


sic] = 'vo'; 

] 

break; 

case 'M': /* CR */ 

if (c « MAXLINE/2) ( 
s[ct*] = 'Yx81'; 
s[ct*] = 'Xxa5'; 
slo] = 'Vo': 
printf("w"); 

) else { 
beep() ; 

} 

break; 

default: /* deaful も t と し て くさ っ た ! プン プン */ 

/* 他 の コン トロ ー ル コー ド */ 

if (c < MAXLINE/2) ( 
s[c**] = com; 
putchar('^'); 
/* コン トロ ー ル コー ド を 表示 */ 
putohar(oom+ ' e ) ; 
sio] = 'vo'. 

] else ( 
beep( ) ; 


break; 
} 
} else { 
if (c < MAXLINE/2) { 
s[ct*] = com;  /* 普通 の 半角 文字 */ 
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480: s[c] = ’¥0’; 530: /* 文字 列 の 長 さ を 返 す */ 


381: putchar (com) ; 531: /* 全角 文字 を 1 文字 と 数 える */ 
482: ) else ( 532: /* 半角 文字 も 1 文字 と 数 える t/ 
483: beep( ) ; 533: jstrlen(s) 
484: ) 534: char ts; 
485: continue; 535: ( 
486: } 536: int 1l,c; 
487: ) else ( /* 文字 列 入 力 */ 531: 
488: if ((c + strlen(p)) < MAXLINE/2) { 538: 1 = 9: 
489: strcat(s,p);  /* 連結 */ 539: while(c = *s*4) ( ; 
490: c += strlen(p); 540: if ((iskanji(c)) && ('!*s++) ) { /* 2 バイ ト 目 が O */ 
491: printf(p); 541: return(1); 
492: ) else 【 542: ) 
493: beep( ) ; 543: 1*4; 
494: ) 544: ) 
495: ) 545: return(1); 
496: ) 546: ) 
497: ) 547: 
498: 548: /* 文字 列 の 最後 の 文字 を 返す */ 
499: /* カー ソル の 左側 の 文字 を 個 消す */ 549: /* 全角 文字 に も 対応 */ 
500: bs(i) 550: jlast(s) 
501: int i; 551: char ts; 
502: ( r 552: { 
503: for(;i»0;i--) ( 553: unsigned int c,c0,1lc; 
504: putchar(8);  /* カー ソル を 左 へ */ 554: 
505: putchar(^ °);  /* 消す */ 555: le s 0; 
506: putchar(8); /* も う 一 度 カ ー ソ ル を 左 へ */ 556・ while(c = *s**) { 
507: } 557: if (iskanji(c)) { 
508: } 558: if (c0 = *s**) { 
509: 559: lc = ((c << 8) & Oxff00) | ((c0) & Oxff); 
510: /* コン トロ ー ル コー ド を 変換 し て 表示 する */ 560: ) 
511: ctr prints(s) 561: ) else { 
512: char ts; 562: le = c; 
513: { 563: } 
514: unsigned int c,p,code; 564: } 
515: char w[MAXLINE * 2]; 565: return(lc); 
516: 566: ) 
51t: cps 00; 567: 
518: while(code = s[c**]) { 568: /* ウィ ンド ウ を 切り 直す */ 
519: if (code < ? ') | /* ctrl code t/ 569: under close() 
520: wipt+] = '^'; 510: 1 
521: w[pt*] = code+’@’; 571: B CONSOL(0,0,Xwidth-1,Ywidth-4); 
522: ) else ( 572: /* コン ソー ル を 標準 状態 に する */ 
523: w[p++] = code; 513: ] 
524: ) 
525: } 
6: = 'YQ'; * end code */ -—— . 
ーー 0 リス ト 5 コン バイ ル 用 バッ チ フ ァイル 
528: ) T 
529: 1: cl 


js 
2 cc a4.c value.c alpha.c sub.c line.c search.c /W /Y /M /E 


BEANS ゝ い 、 こ の 広告 が 目 に 入ら ぬか っ 


rta WC の 69:11 8 (Vol.18) 
A TU AN IE 10 有 BB 送 


LHD デ ィ ス ク に ス っ た X 68000 DEDO D 


"UUBEOHDER.X コブ ロ セ ッ サ 用 
ハー ド デ ィ スク の 区 画 整 理 。 フ ァイル アク セス が 速く な る マク グロ 定義 


REFRESH.X Pa 
テキ スト ーー グラフィック コン バー タ ぼ ほじ か じ で 謎 の フィ ルター 


T GRP X その 他 、 便 利 な ター ル 、 ビ ー プ 音 、 読 み 物 な ど を 満載 ./ 
E m" 


(な お 、 内 容 は 一 部 変更 され る こと が あり まる ご 了承 下さ い ) 
イー テー アマニ ン 宮沢 を 取ら れ た っ て 、 痛 く な い ぜ 。 と ころ で 、 ご どなた か 『 ガ マ 親 分 』 を 憶え て ませ ん か が " 凸 


電脳 倶楽部 販売 方 法 は 通信 販売 の み で す お 申し 込み の 方 法 は 左記 の 住所 へ 現金 書留 て 
p aP o 定期 購読 B ヶ 月 分 B.DU 円 GRBA- icis x) 
編集 uR » @10 月 18 日 以降 に 受け 付け た 分 は , 原則 と し て Vol.18 か ら 発送 し ます 。 新た に 購読 


を 希望 され る 方 は , 新規 」 と 御 明記 下さ い 。 


Tr du - MN E e 郵便 振替 を 御 利用 の 場合 は 口座 番号 「 東 京 5-362847 満開 製作 所 」 で お 願い いた し ます 
THI RRES SA I CO L ご こみ ビル 4 + 製品 の 性 格 上 , 返品 に は 応じ られ ませ ん が , お 申し 出 が あれ ば 定期 購読 を 解約 し 残金 を お 返し し ます 。 


TEL.(03)554-928898/FAX.(03)554-3855 (ご 注意 : バッ ク ナ ン パー の 受け 付け は 、 定 期 購読 の 方 に 限ら ちせ て いた だ きま す ) 
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Murata Toshiyuki 村田 E 


前 回 の 最後 で 簡単 に 紹介 し まし た だ 「 コ マン ドラ イン か ガ ら の パラ メー 


の 取り 込み 」 に つい て 詳し こぐ 解説 し ます 。 コ マン ドラ イン カ から 文 


字 列 を 取り 込 お 方 法 か ら , 実際 の プロ プラ ミン グ に お いて の 注意 事 


頂 や エラ ー チ エッ の まま 法 ま で を 具体 的 に 紹介 し まし よう 。 


前 回 は 突っ 走り すぎ た (陳謝 !) の で , 今月 は 比 
較 的 軽 め (か な ?) の 話題 を 取り 上 げ よ う 。 プ ログ 
ラム を 使い に くく も し な いた め に は どう す 麗 ば いい 
か "と いう ノリ で 押し て みよ うと 思う (“使い や すく 
する "じゃ な い の が 凄い でしょ )。 プ ログ ラム に も い 
ろ い ろ あ る わけ だ が , 今回 は 起動 時 に 指示 を 全部 与 
を 「 ほら 行け 」 と 尻 を 叩く と 勝手 に 処理 を し て 帰っ 
て て る よう な プロ ョ ログ ラム を 想定 する ETER, 
COMMAND.X の プロ ンプ ト に 続い て プロ グラ ム 
名 と 若 十 の パラ メー タ を 打ち 込み リタ ー ン キー を 押 
す と あと は ユー ザー に 指示 を 仰ぐ こと な く 〈 く 処理 を 行 
の て KW する よう な デブ ログラム だ だい 

この 種 の プロ グラ ム で は ユー ザー の 指示 は コマ ン 
ドラ イン に 打ち 込ん だ 文字 列 と いう 形 で プロ グラ ム 
に 伝え を られ る 。 プ ログ ラム は それ を 解析 する こと で 
ユー ザー が 何 を し た い の か を 知る 。 コ マン ドラ イン 文 
字 列 の 解析 処理 ルー チン の 作り 方 に よっ て は 使い に 
ん いい プロ グラ ム に な っ て し まう とこ と も あり うち る わけ 
Ka CC. IUS T4 SC Gab bnr 
列 の 扱い 方 を 考え る の が 今回 の 話 の 中 心 に な る 。 

IT, た か が コマ ンド ライ ン 文 字 列 解析 と は いう 
も の の , それ な り に いろ いろ と 考え させ る 要素 は あ 
る 。 マ ンマ シン イン タダ フェイ ス と いう 言葉 を 持ち 出 
せ ば , こと の 重大 き が わか ろう と いう も の だ 。 

音 は 自分 の 作っ た ソフ ト を 世に 出 を そう と 思っ た ら 

誌 に 投稿 する か , ソフ ト ハ ウス に 売り 込む か , 自 
分 で ソフ ト ハ ウス を 作っ て 売り 出す か , それ と も 街 
頭 で プ ログ ラム テー プ を 配り まく る か で らい し か 手 
段 が な か っ た 。 し か し , 最近 は パソ コン 通信 な ど を 通 
Ut とう ぞ 二 使 いく だ きい ソフ ト ~ ELTBHU 
ば ぱ ばら まけ る よう に な っ た ?。 せ っ か く 〈 作 っ た だ た ブログ 
ラム を 自分 ひと り で こそ こ を 使う の も も っ た いない 
L, X68000 の 環境 を 整え る と いう 意味 で も , 機会 が 
あれ ば と どん と ん 自作 ソフ ト を ば ら ま いて も らい た だ た い 
と 思う 。 その 場合 ユー ザー の 立場 に 立っ た 細か な 配 
應 と いっ だ も の も 必要 に な っ て くる だ ろう 。 ま , Z 
うい う 希 望 も あっ て , 今回 の 話 は 一 応 自 作 ソ フト を 
他人 に 使っ て も ら う こと を 前 提 で 進め た い 。 


| 使い に くい コマ ンド 指定 例 


コマ ンド ライ ン 文 字 列 の 解析 ルー チン の 作成 は を 
の プロ グラ ム を 使う 上 で の 書式 を 設計 する こと か ら 
始ま る 。 こ こ で いう 書 式 と は どん な パラ メー タ を ど 
ん な 形 で 指定 する か と いっ た こと だ 。 ほ か に どん な 
プロ グラ ム を 使っ て いる か , ユー ザー の キー タイ プ 
の 癖 , まだ 好み の 問題 な ぼ どか ら どの よう に 書式 を 決 
め だ ら 使い や すく な る か は 一 概 に 言え を る も る の で は な 
Oo し か し , 客観 的 に 見 て 明らか に 使い に くい 形 と 
いう の は い 《 つ か 思い つく だ め ,“ 使 い に く いこ と を 
し な い よう に すれ ば と りあ え ず “使い に て くく な い 
グロ グラ ム に は な る だ た な た ち う 。 

以下 , よく な い 例 を 3 つ ほ ど 挙 げ て みた い 。 

1) OS 標準 コマ ンド の 書式 と 極端 に 異な る 

プロ グラ ム ご と に 使い 方 が 全然 培う ょ う で は ユー 
ザー に 不要 な 負担 を か ける こと に な る か ら , 使用 法 
は ある 基準 に 従っ て 統一 8 きれ る こと が 望ま し い 。 何 
を 基準 と する か は 意見 が 分 か れる と ころ か も し れ な 
い が , OS の コマ ンド プロ セッ サ (Human68k な ら 6 
COMMAND.X) の 内 部 コマ ンド や 標準 外部 コマ ン 
ド の 使用 法 に 準じ る の が も っ と も 自然 だ ろう 。 

だ と えば Human68k で は , 複数 の パラ メー タ が あ 
る 場合 は スペ ー ス で 区 切っ て 並べ さる よう に な っ て い 
る の に V 下 攻 因 る こと に し だ り 。 ス オイ ッ は ば は そ / 
A" の よう に 指定 する の が 普通 で ある に も か か わら 
ず “SA” な どの 見 慣れ な い 表 記 を 用 いる こと は 避け 
ad 

また だ , 複数 の パラ メー タ が ある 場合 の 語順 に も [i] 
じ こ と が いえ る 計 入力 ファ イル と 出力 ファ イル の 両 
方 を 指定 する 場合 。 COPY コ マン ド な ど Human68k 
上 の 大 部 分 の プログ ラム では. 

A>PROG 入力 出力 
の 形式 を 用 いる 。 しかし, これ を , 

A>PROG 出力 入力 
の よう に 通常 と 逆 の 順に する こと は ユー ザー を 混乱 
きせ る の で 人 避 けた い 。 


Il) あら か じ め 指 示 を 全部 与 
えて プロ グラ ム を 走ら せる こ 
と を 非 対 話 的 "と か “バッ 
チ ジ ョ ブ 的 ” と いう 言葉 で 表 
現す る 。 送 に プロ グラ ム を 立 
ち 上 はげ て か ら ユ ー ザ ー の 指示 
と プロ グラ ム の 動作 が 交互 に 
行え る よう な も の は "対話 的 " 
と いう 。 対話 的 と いう の も 変 
な 言葉 だ が , interactive の 訳 ら 
Lips. 


2) どり お 使い くだ あい ツ 
フト : いわ ゆる PDS の こと だ 
PDS と いう , 定義 が あい まい , 
も し く は 誤用 され て いる 言葉 
を 使い た く な か っ た た めこ う 
いう 表現 を と っ た 。 
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リス ト 1 PRINT.S 


F パラ の ロタ を で 
で 囲ん だ 場合 は これ ら の 記号 
その も の も コマ ンド ライ ン 文 
字 列 に 含ま れる の で , プロ グ 
ラム 側 で 取り 除く 必要 が ある 。 


し 
リス ト ど ARGO.S 
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リス ト 1 実行 例 (は リタ ー ン キー を 押し た 位置 ) 


2) キー タイ プ 量 が 必要 以上 に 多い 

元々 キー ボー ド か ら 文 字 列 を 打ち 込む と いう 行為 
自体 が 面倒 が られ る も の だ か ら , 入力 する 文字 列 の 
Si は が あな ペ で 短く で すわ も よ う したい 。 イッチ 
に は た いて い 英 単語 の 頭 1 文字 が 使わ れる が , これ 
を フル スペ ル で 書く よう に 強制 する と か , ファ イル 
名 は フル パス で 指定 し な けれ ば な ら な いと か ,。 扱う 
ファ イル の 拡張 子 は 限定 され て いる に も か か わら ず 
省略 が 許さ きれ な いと いっ た ブログ ラム は 使っ て いる 
うち に いら いら し て くる に 決ま っ て いる 。 
3) スイ ッ チ が 覚え に くい 

次 ガッ チ が た くき さん ある と 。 どの スイ ッ チ が と ん 
な 意味 どっ た か わか ら な 《 な る も の だ 。 通常, スイ 
ッ チ に は 意味 の ある 英 単 語 の 頭 娘 字 が 使わ れる こと 
が 多い も の だ 。 い うま で も な いこ と だ が 。 機能 と 関 
連 の な いで だ ら め な 文字 を 使う の は 人 避け た ほう が よ 
い 。 

まな た, 趣味 の プロ グラ マ は 余計 な スイ ッ チ を 付け 
だ が る 傾向 が ある が ,。 それ ぞ れ の スイ ッ チ が 本 当 に 
必要 か どう か は 一 度 真剣 に 検討 し て みる 必要 が ある 
RO vs 

ちな み に そ れ ぞ れ の スイ ッ チ は プロ グラ ム の は ん 
の 細か な 部 分 の 動作 を 制御 する た め に 用 い , ひと つ 
の スイ ッ チ を 指定 する こと に より プロ グラ ム の 動作 
が 大 幅 に 変わ る の は 好ま し くく な い 。 非常 に 極端 な 例 
を 挙げ る と , スイ ッ チ を 何 も 指 定 し な い 状 態 で は フ 
ァイル を コピ ー す る の に /D ス イッ チ を 指定 する と 
ファ イル を 消去 する よう に な る プロ グラ ム は 機能 別 
に 2 本 の プロ グラ ム に 分 割 し た ほう が よい 。 

きら に , どん な に わか りや すく 書式 を 設定 し た と 
し て も , ユー ザー が 暗記 する の を 期待 する の で は な 
6, 簡単 な へ ルプ 表示 機能 を 用 意 す る こと が 望ま し 
ka 

こう や っ て 言葉 に し て みる と 当たり 前 の こと ば か 
り だ が , 以上 の 3 点 を “べから ず 集 "” の 最上 位 に ラン 
ク す る こと に 読者 も 異 存 は な い だ ろ う 。 こ の べから 
ず 集 に 抵触 し な いこ と を プロ グラ ム を 使い に くく し 
な いた め の 最 低 限 の 基準 に し た いと 思う 。 


バラ メー タタ 指定 の 注意 点 


書式 を 決め た ら あ と は それ に 従っ て 実際 の パラ メ 
ー タ 処理 ルー チン を 作る わけ だ 。 ここ で の 注意 点 は 
と に か て “融通 や を き かす と いう こと に 尽き る 。 

だ た と えば パラメータ 間 の 空白 に し て も , バッ チ 
の 中 か ら 起 動 す る 場合 な ど に 備え て スペ ー ス 文字 
(ASCII ュ コー ド 20』) だ け で は な 〈 く TAB ュ コー ド (094) 
も 空白 と 見 な す と か , 空 折 は た だ ひと つ し か 許さ な 
い の で は な くい くつ あっ て も 構わ な いよ うに 作る と 
b, 送 に ファ イル 名 と スイ ッ チ の 間 の よう に 区 切り 5 
が 明らか な 場合 は 空白 の 省略 を 認め る , と いっ た 細 
工 の 余地 が ある 。 

スイ ッ チ に 関し て も Human68k の 標準 形式 で あ 
る "/A" の 形式 だ け で は な さく "-A" の 形式 (これ は 


Human68k の 人 準 標準 形式 と 上 と いえる) も 認め , また , 33: rts 


大 文字 ・ 小 文字 の どちら で 指定 し て も 受け 付け る よ A 
うに 作り た い 。 ウ コマ ンド 行先 頭 の スペ ー ス を スキ ッ プ する 
さら に , スイ ッ チ と ほか の パラ メー タ と を 並べ る 38: akpsp0: addq.1 £1,a2 EFE LL. 
順序 に も ある 程度 の 自由 度 が 求め られ る 。 つ まり , 40: skipap: ーー 。  * サ プル ー チ ン は ここ か ら 始 まる 
41: cmpi.b  $SPACE, (a2) * ス ペー ス か 2? 
A>PROG /A FILENAME 42: beq skpspO * そう な ら 飛 ばす 
E 43: cmpi.b #TAB, (a2) *TAB か? 
と 指定 し て も, 44: beq skpspO * そう な ら 飛 ば す 
A>PROG FILENAME /A リー diee 
E o a 313 E 47: X : 
と 指定 し て も 受け 付け る 柔軟 さき が ほし い 。 48: * 使用 法 の 表示 & を 終了 
あと , さっ きも 少し 触れ だ た よう に , その プロ グラ - ャ ーー | | 
"NA 3 SE = R 合 に 51: .€ . &STDERR,-(sp) * 標 準 エ ラー 出力 
lod til di a dte lint に E pos]. uea o Jg ヘル プ メ ッ セ ー ツ を 
E B T 53: DOS | FPUTS * 出力 する 
子 の 省略 を 認め る と いっ た 配慮 も 必要 だ L, 54: addq.l #6,sp * ス タッ ク 補 正 
も っ と 一 般 的 な ファ イル を 扱う プロ グラ ム の 場合 は 24 B s 44 o ERAT 
x : 上 - " X " M move,.w 478 : : ur : "2 
ザ オ ルド カー ド も 使え だ は ほう が いい だ ろう 。 57: DOS _EXTT2 * エラ ー 終 了 
58: | 
59: * ; 
プロ グラ ミン グ の 実際 nis uu Ame 
62: .data 
63: „even 
o SS - 380 64: * 
ŠT, プロ グラ ム 例 に 入る 前 ! - 確 認 4027 意味 で Uu 65: usgmes: .dc.b '* #: OO を >< し ます RB, LFO 
ンド ライ ン 文 字 列 の 構造 を 確認 し て ちく 。 先 月 も 話 86: do.b > $ RE : ARGO’ ,CR, LF 
し だ よう に 。 Human68k で は ユマ ンド ライ ン 文 字 列 ME x ーー 
は レジ スタ を 介し て グロ グラ ム に 湊 さ きれ, プロ ョ グラ 1 : even 
ム 起 動 時 の a2 レ ジス タ が この コマ ンド ライ ン 文 字 70: mystack: ーー 
: aw 13: .ds.1 256 * ス タッ ク 領 
列 を 指し て いる 。 先頭 の 1 バイ ト が 文字 列 の 長き を 74: mysp: : | : 
| T5: .end 


表し , その 直後 か ら 00』 が 現れ る まで が 実際 の 文字 列 
Ks この こと か が から わか る よう に 。 コマ ンド ライ ン 文 
字 列 の 最大 長 は 255 バ イト ( 十 00』 の 1 バイ ト 分 ) に 
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lt * コマ ンド ライ ン パ ラメ ー タ 解析 
な る 。 it パラ メー タ と し て ファ イル 名 を 1 個 必要 と する 場合 
文字 列 は ユー ザー が コマ ンド ライ ン に 打ち 込ん だ 4: .include doscall.mac 
も の か ら 先 頭 の コマ ンド 名 (ファ イル 名 ) と それ に 6: a _ ーー 
続く ブラ ンク を 除い た 部 分 が その まま 入る 。 パ ラメ ー een: 
ー タ 間 の 空白 の 数 な ども 変わ ら ず , 末尾 の 余分 な ス ーー | 
ペー ス す ら 6 残 っ て いる 。 な お , COMMAND.XCJ 2 Bet me *ap O WAT 
ダイ レク ショ ン や パイ プラ イン を 表す の に 使わ れる H bsr chkarg * コ マン ドラ イン の 解析 
Xue. un ín vC ns I INS ーー bsr do ETODPIT 
まし が いこ ともに が っ ら っ て ゆい の る 。 だ だ も 。 C 3" VH 17: DOS EXIT * 正 常 終了 
` ges i 18: 
ん で お く 《 く と, その 間 は 無 条件 に プロ グラ ム に 渡さ れ 19: * | | | | 
る こし に な っ て お り . これ を 利用 すれ ば リ ダ イ レ ク TM メイ ン 電 理 ( 今 は 生え られ た バラ メー タ を 表示 する だ け ) 
oz 22: do: : 
ト 記 号 な が ども パラ メー タ に 合せ むこ と が で きる ?。 23: pea.l arg * パ ラメ ー タ を 表示 する 
: 24: DOS PRINT M | 
リス ト 1] は こう いっ だ コマ ンド ライ ン 文 字 列 の 構 25: addg.] P4 ap - 
造 を 確認 する プロ グラ ム だ 。 与え た られ た コマ ンド ラ ーー ber 00 * 改 行 す る 
イン 文字 列 全体 を “| と "| で 囲ん で 表示 する 。 図 m 1 
1 の 実行 例 を 見 て も あらう と , リダイレクト 記号 以下 2 : 改行 する 
が 削ら れ て いる こと や 末尾 の スペ ー ス が その まま 残 32: crlf: 
z 33: «4 "lfm: 
っ て いる こと が 確認 で き る だ ろう 。 コ マン ド 名 と パ a. DOS ^ PRINT 
a 2 pr re 
いる と いう こと も 発見 で きる 。 この 構造 を 頭 に 入 is 
た うえ で , 以下 に 示す よう な パラ メー タ の 数 に 応じ a es 
コ マラ メー JL レー 41: chkarg: 
EREET dud ARD LAENE 42: | | addq.l1 #1,a2 *a2< コ マン ド 行 文字 列 先 頭 
例 を 見 て ほし い 。 43: bsr x skipap * ス ペー スズ を スキ ッ プ す る 
tst. : a パ — à 
⑯ パ ラメ ー タ を 1 個 も 必要 と し な い 場 合 (リス ト 2) 45: beq usage * な いな ら パ ラメ ー タ が 足ら な い 
この 場合 は コマ ンド ライ ン 文 字 列 を 頭 か ら 無 視 し 47: cmpi.b #’/',(a2) * パ ラメ ー タ の 先頭 が 
SOS o 一 NI » 4 ` b t * * , 
て も 構わ な いわ け だ が , パラメータ が 何 も な いこ と 49: Sb ua : Ran " 
を 確認 し た ほう が いろ いろ な 意味 で 安全 だ と 思わ れ 51: “oor 『 きっ を ヘル アプ が 見 た い の だ ろう 
る 。 も し な ん ら か の パラ メー タ が ある 場合 に は プロ 52: lea.l arg,a0 *a9= パ ラメ ー タ 切り 出し 領 城 
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53: bsr getarg * パ ラメ ー タ 1 つ を sa の 以降 に 取り 出す 
54: 

55: bsr skipsp * さ ら に スペ ー ス を スキ ッ プ 
56: tst.b (a2) * パ ラメ ー タ が ある か ? 
57・ bne usage * 。 ある な ら パ バ パラメータ が 多い 
58: 

59: pea.1 nambuf *DOS コ ー ル を 使っ て 

60: move.l aQ,-(sp) * ファ イル 名 を 

61: DOS _NAMECK * 展開 し て みる 

62: addq.1  £$8,sp * 

B3: tst.l dé *dO が の で な けれ ば 

64: bne usage * 7,» 1t) 8$ o1BxI- Bom. 
65: 

66: rts 

61: 

68: * 

69: * a2 の 指す 位置 か ら パ ラメ ー タ 1 つ 分 を 

ーー : a& の 9 の 指す 領域 へ コピ ー す る 

72: getarg: 

13: move.l að,-(sp) * {レジ スタ 待避 

74: gtarg の : tst.b (a2) *1) 文 字 列 の 終端 コー ド か 
T5: beq targ1 * 

76 cmpi.b #SPACE, (a2) *2) ス ペー ス か 

77 beq gtarg1 B 

78 cmpi.b #TAB, (a2) x3) 4 7 か 

79 beq gtargi 

80 cmpi.b #’-’,(a2) *4) ハイ フン か 

81 beq gtargi 

82 empi.b £'/',(a2) *5) ス ラッ シュ 

83 beq gtarg1 x 

84 move.b (a2)*,(a0)* * が 現れ る まで 転送 を 
85 bra gtarg9 * 繰り 返す 

86: gtargl: clr.b (að) * 文 字 列 終端 コー ド を 書き 込む 
87: movea.l (sp)*,a0 *) レジ スタ 復帰 

88: rts 

89: 

90: t 

91: t ド 行 先頭 の スペ ー ス を スキ ッ プ する 

92: t 

93: skpsp の : addq.1 #1,a2 * ポ イン タタ を 進め 

94: xib Doux v 

95: skipsp  * サ プ ブルー チン は ここ か ら 始 まる 
96: cmpi.b  £$SPACE, (a2) * ス ペー ス か が か? 

97: beq skpsp® * そう な ら 飛 ば す 

98: cmpi.b #TAB, (a2) X TAB 7» ? 

99: beq skpspO * そう な ら 飛 ば す 

100: rts 

101: 

102: * 

103: * 使用 法 の 表示 & 終 了 

104: t 

105: usage 

106: move.w  4$STDERR,- (sp) * 標 準 エ ラー 出力 へ 

107: pea.l  usgmes * へ ヘルプ メ ッ セ ー ジ を 
108: DOS  FPUTS を 出力 する 

109: addq.1 #6,sp * ス タッ ク 補 正 

110 

111: move.w £$1,-(sp) * 終 了 コ ー ド 1 を 持っ て 
112: DOS _EXTT2 * エラ ー 終 了 

113: 

114: * 

115: t メッ セー ジテ デー タ 

116: * 

117: data 

118: .even 

119: * 

120: usgmes: .dc.b 'H 能 : 指 定 フ ァイル を メメ し ます ',CR,LF 
121 .dc.b ) 使 用法 ARGI ブフ ブ ァ イル 名 '* 

122: orlfms: .dc.b CR,LF, の 

123: 

124: ! 

125: * ワー クエ リア 

126: t 

127: .bss 

128: ‚even 

129: t 

130: arg: .ds.b 256 * バ パラメータ 切 り 出 し 用 バッ ファ 
131: nambuf: .ds.b 91 * フ ァイル 名 展開 用 バッ ファ 
132: t 

133: ‚stack 

134: .even 

135: x 

136: mystack: 

137 .ds.1 256 IRJ y 75 tX 

138: mysp: 

139: .end 


He nameck が 返す ファ イル 情報 の 形式 


ドラ イブ 名 2 バイト AB: の よう な 形 の ドラ イブ 名 
パス 名 65 バ イト '\ か ら 始 まり '\' で 終わ る 絶対 パス †00』 
ファ イル 名 19 バ イト I18 バ イト まで の ファ イル 名 十 00」 

_ 拡 張子 5 バイ ト "+3 バイ ト ま で の 拡張 子 +00。 
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グラ ム の 使用 法 を 表示 し, パラメータ を 必要 と し な 
いこ と を ユー ザー に 教え を よう 。 ヘ ルプ グ 内 で は この プ 
ログ ラム が 何 を する プロ グラ ム で と どう いう 書式 で 使 
うか (この 場合 は パラ メー タ が 何 $ も な 〈《 単 に コマ ン 
ド 名 だ は や で 起動 で きる よ と いう こま ) PNEU, 

2 パラ メー タ の 有無 が ゲ プログ ラム の 実行 に 影響 し な 

こも わざ わ ぎ ざ パ ラメ ー タ が ある か どう か を チ 

ェ ッ ク し て いる の 【 P b QE 

Hji6ike7i5c*€eoneécb5, ユー ザー の 

勘違い や ミス タイ プ が も たら す (か も し れ な い ) 事 
故 を 防 で と いう 目的 。 も う ひ と つ は ほか の プロ グラ 
ム LAM LM d s だ いて い の プ ログ ラム 
は 意味 の な い ス イッ チ (よく 使わ れる の は “2") 

". 定 さ れる と 使用 法 を 表示 する 慣例 に な っ て お り , 
プロ グラ ム を 初め て 使う と き や や 使い方 を 忘れ た と き 
に は 無意識 の うち に , 

A>PROG / ? 
と ダイ ブナ する 人 も 多い と 思う 。 と ん な ジロ グラム て 
も “/? が 指定 され だ ら ヘ ルプ を 表示 する よう 統一 き 
れ て いれ は ば は, ユー ザー は 安心 し て プログ ラム を 使う 
こと が で きる と いう わけ だ 。 だ が, 現実 に は Human 
68k に 用 意 き され だ た だ プログ ラム で も 使用 方 法 を 表示 し 
て くれ な いも の も ある が ?。 

リス ト 2 で は コマ ンド ライ ン の 解析 は サブ ルー チ 
ン chkarg で 行っ て いる 。 ま ず a2 に 1 を 足し て , a2 が 文 
字 列 の 先頭 を 指す よう に する 。 それ か ら サ ブル ー チ 
ン skipsp を 呼び 出し て パラ メー タ 文 字 列 先頭 の 空白 
を 読み 飛ば す 。 リ スト 1 て 判明 し た よう に 実際 に は 
パパ パラメータ 文字 列 先頭 の 空 四 は あら か じ め 削 られ て 
いる は ず だ が , これ は 明文 化 さ れ た 規則 と いう わけ 
で は な い の で 万 が 一 に 備 を て こう いっ た 処理 を 挟み , 
空白 が 絶対 に な いこ と を 保証 する わけ だ 。 

その あと で a2 が 指し て いる (スペ ー ス で も TAB で 
も な い ) 文字 が 文字 列 の 終端 コー ド 00』 か どう か を 
tst 命 令 で 調べ る 。Z フ ラグ が 立て ば 文字 列 が 何 も な 
いこ と に な る か ら 解 析 を 終了 し , メイ ン ル ー チ ン に 
戻る 。Z フ ラグ が 立た な か っ た 場合 は 何ら か の 文字 
列 が あっ だ こと に な る の で 使用 法 を 表示 する た め に 
ラベ ル usage に 分 岐 す る 。 usage 以下 で は , 使用 法 を 
表示 し て プロ グラ ム を 終了 する 。 ヘ ルプ メッ セー ジ 
は ラベ ル usgmes 以 下 に 用 意 し て いる 。 

と ころ で , ヘル ププ メッセ ー ジ は 標準 エラ ー 出 力 に 
出す よう に し た 。 標準 出 力 が リダイレクト され た 場 
合 に も ヘル プ メ ッ セ ー ジ が 画面 に 表示 きれ る よう に 
し て ある わけ だ 。 し か し , 現実 に は “ヘル プ メ ッ セ 
ー ジ を ファ イル に 落と し たい ” と いっ た 要求 も ある 
か ら , ヘル ププ メッセー ジ を 標準 出力 に 出す か 標準 エ 
ラー 出力 に 出す か は 考え どこ ろか も し れ な い 。 馬鹿 
らし い ほ ど 鞍 細 な こと で は ある が , 大 勢 の 人 の 意見 
を 聞い て みた だ た い 気 6 も する 。 

また だ , 使用 法 を 表示 し た あと 終了 コー ド 1 を 持っ 
て 終了 し , 処理 が 正しく 行わ れ な か っ だ こと を 呼び 
出し 側 に 知ら せる よう に し て ある 。 ヘ ルプ "は エラ ー 


で は な いと いう 考え 方 も ああ る だ ろう が , 一 般 に 正 し 


〈 処理 が 行わ れ た 場合 の み 終 了 コ ー ド 0 で 正常 終了 
し , それ 以外 は 1 以上 の 終了 コー ド を 返し た ほう が 
ユー ザー の だ め に な る こと が 多い と 思う 
@ バ パラ メー タ を 1 個 必要 と する 場合 (リス ト 3) 
必ず た だ 1 個 の パラ メー タ (と りあ ぇ え ず ファ イル 
名 と いう こと に し ょ う ) を 伴っ て 起動 する プロ グラ 
ム の 場合 , チェ ッ ク 項 目 は 3 点 あ る 。 第 1 に パラ メ 
ー タ が ある か どうか, 第 2 に パラ メー タ が 正当 か ど 
う か, 第 3 に 余計 な パラ メー タ が な いか どう か だ 。 
いずれ の 場合 も や チェック に 引っ 掛か っ た ら 使 用 法 か 
適切 な が エラ ー メ ッ セ ー ジ を 表示 し て 終了 する 。 

パラ メー タ が ある か どう か 調べ る と ころ まで は リ 
スト 2 と 変わ ら な い 。 フ パラ メー タ が あっ か た 場合 は 例 
に よっ て "“/ か も し れれ ない の で , スイッチ の チェ ッ 
ク を する 。 こ の プロ グラ ム の 場合 は スイ ッ チ が 何 も 
AgobuUTmo"P"3»*-" が 指定 きれ た ら 即 使用 
法 の 表示 に 飛ん で よい だ ろう 。 

つぎ に , パラ メー タ ひ と び 〇 つ 分 を 適当 な メモ リ 領 域 
に コピ ー す る 。 これ は パラ メー タ の あと に 余計 な 空 
日 や な ん か が 付い て いる 可能 性 に 備 を て の こと だ 。 
な お , パラ メー タ は 最大 255 バ イト だ か ら , 転送 領域 
は それ に エン ドコ ー ド の 1 バイ ト を 足し た 256 バ イ 
ト 以 上 を 確保 し て お く 必 要 が ある 。 この パラ メー タ 
の 切り 出し 処理 を 行っ て いる の が サブ ルー チン 
getarg て , この サブ ルー チン は a2 が 指す アド レス か 
ら ス ペー ス か TAB か “/”" 3» *-" か 00』 が 現れ る 直前 
ま て を ひと つの パラ メー タ と 見 ん し て 。 a0 で ボイン 
ト し だ た メモ リ 領 域 ( リ スト で は ラベ ル arg 以 下 ) へ 転 
送 す る 。 扱い や すい よう に 最後 に 文字 列 の エン ドコ ュ 
ー ド 00』 を 書き 込む の を 忘れ て は な ら な い 。 

この 時 点 で arg 以 下 に は パラ メー タ 1 個 分 が 切り 
出る きれ, 同時 に a2 は パラ メー タ の 直後 を 指す よう に 
更新 され て いる の で , a2 の 位置 か ら さ る さら に スペ ー ス 
を 飛ば し , まだ パラ メー タ が ある か どう か 調べ 。 も 
し ある よう な ら ( パラ メー タ の 個数 が 多 す ぎる の で ) 
使用 法 の 表示 処理 に 分 岐 す る 。 パ ラメ ー タ の 個数 が 
合っ て いる こと が 確認 で どき たら, 今度 は を その パパ ラメ 
ー タ の 正当 性 を 調べ る 。 ど ん な 文字 列 を 正当 な パラ 
メー タ と 見 な すか は プロ グラ ム に よる わけ だ が , こ 
こ で は ファ イル 名 で ある 場合 を 取り 上 げ る 。 

ある 文字 列 が DOS の 規則 に 従っ た ファ イル 名 か 
と うか を 調 さ る の は 真面目 に や ろう と する と 大 変 な 
s は DOS に 頼 ろ う 。 指定 され た 文字 列 を と 

- こ かく フ ァイル 名 だ と 見 な し て , DOS ユ ー ル で 読み 
Rl a aed uid 
法 だ 。 フ ァイル が オー プン で き な か っ だら 6DOS ュ ー 
ル の エラ ー 番 号 を 調べ れ ば , ファ イル 名 に 異常 が あ 
っ た か どう か が わか る 。 

も 2 少し スマ ー ト に や り だ た だ た けれ ば , DOS コ ユー ル 
$FF29 の namests か が $FF37 の nameck を 使う 手 が あ 
る 。: ど も ちら 6 の DOS コ ユー ル も ファ イル 名 を ドラ イブ 
名 , パス 名 な ど に 展開 する も の て 返っ て くる 情報 
の 形 が 少し 違う 以外 は 同じ ょ うな 機能 と 考え て よい 
展開 の 過程 で ファ イル 名 の 形式 に 合わ な い 部 分 が 見 


> > 
- v 


o 


つか っ だ ら エ ラー を 返す よう に な っ て いる か ら , 
ァイル 名 の 正当 性 を 調べ る の に も 利用 で きる 。 こ 
で は nameck の ほう だ け 解 説 し て お こう 。 
nameck は 次 の よう に し て 呼び 出す 。 
展開 バッ ファ アド レス ,-(sp) 
ファ イル 名 へ の ポイ ンタ ,-(sp) 
DOS _-NAMECK 
addq.1 #8,sp 
展開 バッ ファ は 91 バ イト 以上 確保 し て なく 。 呼び 
出し 後 , こ の メモ リ 領 域 に 図 2 に 示す よう な 形式 で フ 
ァイル 名 が 展開 され る 。 相対 パ ス で ファ イル 名 を 指 
定 し た 場合 も 絶対 パス に 展開 され る こと に な っ て い 
る 。 こ の DOS コ ユー ル は ワイ ルド カー ド に も 対応 し て 
i50, “x” が 指定 され る と 適切 な 数 の “2?”" に 置き 換 


2 


move. l 
move. l 


4) Human68k 上 の プロ グラ ム 
で ヘル プ の な い 代 表 例 は COM- 
MAND.X C, 起動 スイ ッ チ の へ 
ルプ も 内 部 コマ ンド の ヘル プ 
も な い 。COMMAND.X の 起動 ス 
イッ チ な ん か 一 度 CONFIG.SYS 
で 指定 し て し まえ ば あと は め 
っ た に 使う も の で は な い が , 

だ か ら こ そ ヘ ルプ が 必要 な の 
だ 。 ま た , ヘル プ が あっ て も 
意味 を な し て いな い の が ED. 
XC, 起動 スイ ッ チ の ヘル プ 
が どー ゆー わけ か 編集 コマ ン 
ド の ヘ へ ヘルプ の 奥底 に 埋もれ て 
いる 。 基本 的 な と ころ で 勘 違 
いし て いる と いわ ざる を 得 な 


い 悪 い 見 本 で ある 。 

リス トイ NAMETEST.S E 

i: * nameck の 動作 を 確認 する プロ グラ ム 

2: 

3: .include doscall.mac 

4: .include const.h 

5: t 

6: „text 

T: „even 

8: t 

9: ent: 

10: lea.l . mysp,sp *sp の 初期 化 

1i: 

12: pea.1 namebuf * 与 えら れ た パラ メー タタ を 

13: pea.l 1(a2) * ファ イル 名 と 見 な し 

14: DOS ..NAMECK * nameck で 展開 する 

15: addq.1  £8,sp * 

16: 

17: 1ea.1 hexbuf,a0 *dO . リリ ーー 桁 に 

pe bsr itoh * HONTSMNCNMLCÉ く 

19: 

20: lea.l prttbl,ad *a0= テ ー プ ル の 先頭 アド レス 

21: 

22: moveq.l #4-1,d1 * 以 下 を 4 回 繰り 返す 

44: 

24: loop: move.l (a0)*,-(sp) * 見 出し 部 分 を 表示 

20: DOS ,PRINT x 

26: addq.l #4,sp x 

27: 

28: move.l (a0)+,-(sp) * 対 応 す る 内 容 を 表示 

29: DOS PRINT x 

30: addq.l #4,sp * 

31: 

32: pea.1 crlfms * 改 行 す る 

33: DOS _PRTNT x 

34: addq.1 #4,sp * 

35: 

36: dbra d1,1oop *d1.w が -1 に な る まで 繰り 返す 

8T: 

38: DOS WEIT * 正 常 終了 

39: 

40: x 

41: * de. PIRA 変換 し (a0) 以 降 に 格納 する 

42: X スタ は みん な 保存 する 

43: * 

44: itoh: 

45: movem.l d0-d2/a0,-(sp) * {レジ スタ 待 遊 

46: 

41: moveq.l #8-1,d2 * 以 下 を 8 回 繰り 返す 

48: 

49: itoh の :  rol.l1 $4,d0 *d の .1 を 左 に 4 ピッ ト "ws 

50: *4 ビ ピッ ト は 16 進 1 桁 

$1: * た と えん ば 

52: * $1234ABCD -» $234ABCD1 

53: move.b d0,dl *d の の 下位 バイ ト を d1 に 取り 出し 

54: andi.b  £$$0f,dl * 下 位 4 ピ ビット を 残し て マス ク す る 

55: *xd1 に は d9.1 を 16 進 で 表し た と き の 

56 * 最上 位 桁 が 入っ て いる 

51: addi.b $'0',dl * こ こ で 数 値 か ら 16 進 を 表す 文字 へ 

58: cmpi.b $'9'*1,d1 * 変換 する 

59: bcs itoh1 * の ひ の ~ て 9 の 場合 は 9' を 足す だ け だ が 

60: addq.b 4'A'-'0'-10,d1 * ACF の 場合 は さら に 補正 が 必要 

61: 

62: itohl: move.b d1,(a9)+ * 変 換 し た 文字 を し まう 

63: 

64: dbra d2,itoh0 *d2.w が -1 に な る まで 繰り 返す 

65・ 

66: clr.b (a0) * 文 字 列 終端 コー ド を 書き 込む 

67・ 

68: movem.l (sp)+,d の 9-d2/a9 *} レジ スタ 復帰 

69: rts 
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70: 
Ti: * 
72: * デー タ 
73: * 
14: .data 
75: „even 
76: X 
77: prttbl: .dc.l 
YB: «do. 1 
19: .dc.1 
80: .dc.1 
81: * 
. 82: mesi: dc.b 
| 83: mes2: .dc.b 
. 84: mes3: .dc.b 
. 85: mes4: .dc.b 
86: crlfms: .dc.b 
87: 
88: t 7 
89: t ワー ク 
90: * 
| Sit ‚bss 
^" B2: even 
"^ 93: f 
94: namebuf: 
95: drive:  .ds.b 
96: path: .ds.b 
| 97: name: .ds.b 
98: ext: .ds.b 
99: t* 
100: hexbuf: .ds.b 
101: t 
102 stack 
103 even 
104: * 
105: mystack: 
106: ds,1 
107: mysp: 
108: end 


5) 図 2 を 見 る と , Human68k の 
パス 名 の 最大 長 が 64 文 字 ま で 
で ある こと が わか る 。 パス 名 
が これ より 長く な る よう な 深 
い 階 層 デ ィ レ クト リ は 構築 で 
き な い と いう こと だ 。Human68 
k の マニ ュ ア ル に は 階層 ディ レ 
クト リ の 深 さ に 制限 は な いよ 
うな 書き 方 が し て ある が , 現 
実に は この よう な 部 分 で 目 に 
見 えな い 制 限 が ある 。 こ れ は 
サブ ディ レク トリ に 短い 名 前 
を 付け る か 長い 名 前 を 付け る 
か に よっ て , 階層 の 深 さ の 限 
界 が 変わ っ て くる こと を 意味 
し て いる 。 さ っ そく 実験 し て 
みよ う 。 


リス ト 5 AHG ど .8 


1: * コマ ンド 
2: t パラ メー 
3: x /A,/B2 ^ 
4: 

5: .inelude 
6: 。include 
T: ! 

8: text 

9: .even 
10: t 
11: ent: 

I2: lea.l 

" 147 

14: bsr 

19: 

16: bsr 

1T: 

18: DOS 

19: 

20: * 

21: * 

22: * 

23: do: 

24: rts 


Oh! X 1989.11. 


mesl,hexbuf * 見 出し と その 内 容 の 

mes2,drive * 対 応 を 示し た テー ブル ( 表 ) 
mes3,name * 見 出し の アド レス と 内 容 の アド レス が 
mes4,ext * / 


NAMACK の 戻り 値 ( 
x 


パス 名 ',0 
? ファ イル 名 : 9 
i 拡張 子 : ',9 
CR,LF, の 
*nameck で 
2 * ファ イル 名 が 展開 され る 
65 * 領域 
19 x 
5 * 計 91 バ イト 
841 *itoh で 16 進 文字 列 を 格納 する 領域 
256 * ス タッ ク 領 城 
X o. 


_RXTT 


指定 し た ファ テ ァイル 者 が 正しかっ だ か が かど が か が か は イタ 
ー ン 時 の d0.1 を 調べ る こと で わか る 。 例 に よっ て , 
d0 .1 が 負 の 数 で あれ ば エラ ー で あり ファ イル 名 が 正 
し く な か っ た だ こと を 表し , d0.1 が FF」』 (2-255) C 
れ ば ファ イル 名 が 指定 され な か っ だ (だ と えば , F 
ライ ブ 名 の み 指 定 き れ だ ) こと を 表す 。 また , d0 1 が 
0 で あれ ば ファ イル 名 が 正しく 指定 され た こと を 表 
し ,d0.1 が 負 で も , 0 で も , FFa で も な か っ た 場合 は 
ワイ ルド カー ド が 指定 され だ た こと を 表す 。 

LoT, 単に ファ イル 名 の 正当 性 を 調べ だ た い 場 合 
で か つ ワ イル ドカ ー ド も 認め な い の で あれ ば d0.1 が 
0 か どう か だ け を 見 れ ば よい こと に な る 。 
@nameck の 動作 を 確認 する (リス ト 4) 

4 t, nameck に は これ か ら も お 世話 に な る の て 
より 細か い 動 作 を 調べ て お こう 。 リ スト 4 が テス ト 用 


ライ ン パ ラメ ー タ 解析 
タ と し て ファ イル 名 を 2 個 必要 と し 
の スイ ッ チ を 持つ 場合 

doscall.mac 

const.h 
mysp,sp *sp の 初期 化 
ohkarg * コ マン ドラ イン の 解析 
do * メ イン 処理 

* ま 正常 終 了 


メイ ン 処 理 ( 今 は 何 も し な い ) 


プロ グラ ム に な っ て いる 。 与え たら れ だ コマ ンド ライ 
ン パ ラメ ー タ を を の まま nameck に 渡し , 戻り 値 が 
いく 〈 く つか (16 進 表記 ), どの よう に 展開 され た か を 表 
示す る 。 

リス ト 4 で は 初 登場 の 命令 を 2 つ 使っ て いる 。 最 
初 の dbra は ルー プ 制 御用 の 命令 で ,、 な ん で いま ご ろ 
出 て きた の か と いう は ほど 使用 顔 度 が 高い 命令 だ ど 。 す 
か る ず 頭 に 入れ て お こう 。 と いう わけ で 詳し く は コ 
ラム 参照 の こと 。 も う ひ と つ は rol と いう 命令 な の だ 
i, こい つ に 関し て は 別 の 機会 に 取り 上 げた は ほう が 
ょ る そう な の で 今回 は リス ト 中 の 注釈 で 勘弁 し て も 
らい た だい 。 
⑱ パ バラ メータ を 2 個 必 要 と し , オプ ショ ン と し て 
/A, /B の 2 つの スイ ッ チ が ある 場合 (リス ト 5) 

だ いた いよ て ある 規 簡 の プロ グラ ム と いっ た だ と と 
ろか 。 ち ょ っ と 複雑 そ を うだ が , 大 筋 は リス ト 4 と 変 
わら ず 2 個 の パラ メー タ を dbra の ルー て 処理 し 
て いる で らい の 差 な の で , ここ で は スイ ッ チ の 扱い 
だ け に 注目 し て も 6 お う 。 特に よく 見 て も らい だ い 
の は スイ ッ チ の チェ ッ ク を いつ する か と いう 点 だ 。 

A>ARG2 /A FILE1 FILE2 
A>ARG2 FILE1 FILE2 /A /B 
の よう に どこ に スイ ッ チ を 置い て も 正しく 処理 が で 
きる よう に 細工 し て ある 。 
A>ARG2 /A FILE1 /B FILE2 
な ん て いう の まで 可能 だ し , よー て 見 て も る もち うす 
A>ARG2 /AFILE1/BFILE2 
の よう な べた 書き すら 6 通す よう に な っ て いる の が わ 
か る だ ろう (最後 の パタ ー ン は 副作用 の よう な も の 
Ia. 

スイ ッ チ の チェ ッ ク を 行う の は サブ ルー チン nex 
targ だ 。 こ の サブ ルー チン は 先頭 の 空 日 を 読み 飛ば 
し た うえ て で, スイ ッ チ が あれ ば を その 処理 を 行い , そ 
う で な けれ ば その まま 戻る と いう 動作 を する 。 と ち 
ら に し ろ 。 この サブ ルー チン か ら 6 戻っ た と き に は a2 
レジ スタ は 空白 で も スイ ッ チ で も な い 文 字 (まだ は 
エン ドコ ー ド 00』) を 指す こと に な る 。 

空白 を 飛ば し た あと , まず 先頭 1 文字 が “- か“/ 
か どう か 調べ る 。 そ う で な けれ ば スイ ッ チ で は な い 
パラ メー タ (か 00』) だ か ら そ の まま 戻る 。“-" か が“/ 
の どちら か で あれ ば スイ ッ チ の は ず だ か ら ボ ポイ ンタ 
を 進め , 次 の 1 文字 を 取り 出す 。 ス イッ チ が 大 文字 ・ 
小文字 の どちら で 指定 され て も 困ら な いよ うに , こ 
こ で サブ ルー チン toupper を 呼ん で , この 1 文字 を 大 
文字 に 変換 し て お せく 。 

それ か ら 順 に /A ス イッ チ か な ? /B ス イッ チ か 
な ? と 調べ , どちら で も な けれ は ば 使用 法 の 表示 に 
飛ぶ 。 ど ちら か の スイ ッ チ で あれ ば , それ ぞ れ に 対 
応 し た 1 バイ ト の ワー ク に FF』 を 書き 込む 。 こ の ワ 
ー ク は いわ ば スイ ッ チ が ON か が OFF か を 表す フラ グ 
で あり , 0 な 60FF, それ 以外 な 650N を 意味 する も 
の と する 。 後 の メイ ン 処 理 か ら 6 必要 に 応じ て , 

tst.b Aflg 
bne /A ス イッ チ が ON の 処理 へ 


OFF の 処理 一 


と いう よう に 参照 され る こと に な る だ ろう 。 
eC, 実際 に は フラ グ を 立て る 直前 に すでに その 


スイ ッ チ が ON に な っ て いる か どう か を 調べ る 処理 
が 挟ま っ て いる 。 これ は , 
A» ARG2 /A /A FILE1 FILE2 
の よう に 同じ オプ ショ ン が 2 度 指定 され る の を は じ 
く 〈 く ため だ 。 故意 に 同じ スイ ッ チ を 複数 回 指定 する こ 
と は 考え られ な い の で , ユー ザー の 操作 ミス と 見 な 
し て 早め に 教え て あげ る わけ だ 。 また, 
ル で は /A ス イッ チ と /B ス イッ チ を 同時 に 指定 し て 
も 構わ な が いも の と し て いる が , 2 種類 の スイ ッ チ の 
意味 が 矛盾 する よう な 場合 は 同様 の チェ ッ ク を 競合 
する スイ ッ チ に 対し て も 行う 必要 が ある だ ろ 2 う 。 
スイ ッ チ を 1 個 処 理 し た ら 6, 再び nextarg の 先頭 に 


飛ぶ 。 も ちろ ん これ は 複数 の スイ ッ チ が 連続 し て 指 


定 さ れ て も 処理 で きる よう に する た めで ある 。 


| 今後 の 拡張 の 指針 


こま で の パタ ー ン が 飲み 込め れ ば , あと は オォ ンプ 

ショ i AAA ッ チ ナチ の 数 が 変わ っ て も これ ら の 応用 で 
片付け る こと が で きる だ ろう 。 あ と は 場合 に 応じ た 
細か な 配慮 の 問題 に な っ て 〈 る 。 最 後に 1 点 だ け , 
簡単 な 工夫 の 例 を 示 そ う 。 
⑧ 拡 張子 の 省略 を 許す (リス ト 6) 

その ブロ グラ ム が ある 決ま っ た 拡張 子 の ファ イル 
を 扱う の で あれ ば 省略 する こと を 認め , プロ グラ ム 
側 で 適当 に 補っ て くれ た ほう が ユー ザー に 優し い 。 
ここ て で て, 本 当 に 拡張 子 の な い フ ァイル を 指定 し た い 
場合 も ある の で , 

A>PROG FILE. 
の よう に 末尾 に “.”" を 付け る こと で 拡張 子 の な い フ 
ァイル を 表し , 

A>PROG FILE 
の よう に “. も な い 場 合 に 限り 内 部 で 拡張 子 を 補う 


こと に する 。 これ は ござ ご く 普 通 に 用 いら れ て いる 区 別 
の 仕方 だ と 思う 。 
拡張 子 が ある か どう か を 調べ で , な けれ ば 補う と い 


2 処理 自体 は 単純 な 文字 列 操作 に な る 。 フ ァイル 名 
の 先頭 か ら 6 順に“.” を 探し , 見 つか ら な けれ ば 文字 
列 の 後ろ の に 用 意 し て お いた 拡張 子 を 付け 加え れ ば よ 
い 。 ま だ , 拡張 子 の 有無 を 調べ る の に は , きっ き 出 
て きだ nameck を 使う と いう 手 も あ る 。 る っ き の 
nameck の 動作 テス ト プ ロ グラ ム NAMETEST.X 
で 次 の 2 つの パタ ー ン を 試し て も らい だ い 。 

a>NAMETEST TEST. 

a>NAMETEST TEST 
上 の パタ ー ン の よう に ファ イル 名 が ビリ オド で 終わ 
っ て いる 場合 は nameck で 展開 され た あと の 拡張 子 
は “. 1 文字 か ら な る 文字 列 に な っ て いる 。 ま た, 
下 の 例 の ょ うに 拡張 子 が な く , ピリ オド も な い 場 合 
は 展開 後 の 拡張 子 は 空 文字 列 で ある 。 つ ま り 0, 
nameck に か け て か ら , ファ イル 名 展開 バッ ファ の 


QUPD 


* 
x 
:ox* 
* 
n 


x 
DOX 
1 * 

t 


: chkarg: 


: ckarg0: 


: $ 
: nxarg0: 


・ asw: 


: touprO: 


»* »* s 


s. 
3» 


: getarg: 


: gtargd: 


: gtargl: 


extarg: 


oupper: 


コマ ンド ライ ン の 解析 
addq.l #1,a2 
lea.l argl,a9 


moveq.1 $2-1,d2 


bsr nextarg 
tst.b (a2) 

beq usage 

bsr getarg 
pea.1l nambuf 
move.l  a9,-( sp ) 
DOS _NAMECK 
addq.l #8,sp 
tst.l do 

bne usage | 
lea.1l 256(a0),a0 
dbra d2,ckargOo 
bsr getarg 
tst.b (a2) 

bne usage 

rts 

スペ ー ス を 飛ば し つき の 
スイ ッ チ が あれ ば 処理 し て 
bsr skipsp 
cmpi.b  £&'/*',(a2) 
beq nxargO 
cmpi.b &£$'-',(a2) 
beq nxargO 

rts 

addq.1 $1,282 
move.b  (a2)+,dO 
bsr toupper 
cmpi.b #’A’,d9 
beq ASW 

empi.b  £'B',dO 
beq bsw 

bra usage 
tst.b Aflg 

bne usage 
move.b #$ff,Aflg 
bra nextarg 
tst.b Bflg 

bne usage 
move.b  4$$ff,Bflg 
bra nextarg 

英 小 文字 一 英 大 文字 変換 
cmpi.b #'a',dO 
bcs toupr ひ 
cmpi.b  £$'z'«1,d0 
bee toupr0 
subi.b  $$20,d0 
rts 

a2 の 指す 位置 か ら パ ラ 
a9 の 指す 領域 へ コピ ー 
move.l aĝ,-(sp) 
tst.b (a2) 

beq gtargl 
cmpi.b  £$SPACE, (a2) 
beq gtargl 
cmpi.b  £TAB, (a2) 
beq gtargl 
cmpi.b 4'-',(a2) 
beq gtarg1 
empi.b #’/?’,(a2) 
beq gtargl 
move.b  (a2)+,(a9)+ 
bra gtargo 
clr.b (a0) 
movea.l (sp)+,a9 


ド 行 文字 列 先頭 
*a9= パ ラメ ー タ 切り 出し 領 城 
* ま 以下 を 2 回 繰り 返す 

キッ プレ し 
* スイ ッ チ が あれ ば 処理 する 
9 タ る か ? 

* な いな ら パ ラメ ー タ が 足ら な い 
* パ ラメ ー タ 1 つ を &a9 以 降 に 取り 出す 
*DOS コ ー ル を 使っ て 

* ファ イル 名 を 

: 展開 し て みる 


*d の が 9 で な けれ ば 
* ファ イル 名 の 指定 に 誤り が ある 


8&9+256 

*d2.w が -1 に な る まで 繰り 返す 
* さ ら に スペ ー ス を 飛ば す 
* バ パラ メー タ が ある か ? 

* ある な ら パ ラメ ー タ が 多い 


*a2= コ マン 


*a0 = 


タ 先 頭 ま で ポイ ンタ を 進め る 


ラメ ー 
し まう 
* ス ペー ス を スキ ッ プ 


* パ ラメ ー タ の 先頭 が 
€ ノー れ ば 


* ス イッ チ は も うな い 
L’ や - の 分 ボイン タ を 進め る 


* € 分 岐 
ッ チ が 指定 され た 


コレ リン RARE? 
そう な ら エ ラー 

taR A y FON 
つき ぎの スイ ッ チ が ある か も し れ な い 


*A ス イッ チ の 場合 と 
* や っ て いる こと は 同じ 
* 


* 


* 英 小文字 か ? 


* 
* 小 文字 な ら 大 文字 に 変換 


タ 1 つ 分 を 

t {( レジ スタ 人 待避 

HX TNORWAH-FP 
*2) ス ペー ス か 

* 

*3) タ ブ か 
*4) ハイ フン か 
*5) ス ラッ シュ 

$ 

* が 現れ る まで 転送 を 
* 繰り 返す 

* 文 字 列 終端 コー ド を 書き 込む 
*) レジ スタ 復帰 
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124: rts 
125 
126: * 
i : コマ ンド 行先 頭 の スペ ー ス を スキ ッ プ する 
129: skpsp0: addq.1 #1,a2 * ポ イン タ を 進め 
130 * 繰 り 返 す 
131: skipsp * サ プ ブルー チン は ここ か ら 始 まる 
132: cmpi.b #SPACE, (a2) * ス ペー ス か ? 
133: beq skpspO * そう な ら 飛 ば す 
134: cmpi.b  £TAB, (a2) * TAB か ? 
135: beq skpsp® * そう な ら 飛 ば す 
136: rts 
1537: 
138: * 
139: t 使用 法 の 表示 & 終 了 
140: x 
141: usage: 
142: move.w  #STDERR,-( sp ) * 標 準 エ ラー 出力 へ 
143: pea.l usgmes * ヘル プ メ ッ セ ー ジ を 
144: DOS .FPUTS . * 出力 する 
145・ addq.1  $6,sp * ス タッ ク 補 正 
146 
147: move.w #1,-(sp) * 終 了 コ ー ド 1 を 持っ て 
148: DOS  EXIT2 * r5»—-MT 
149: 
150: t 
151: t デー タ 
152: * 
153: .data 
154: ‚even 
155: * 
156: Aflg: .dc.b 0 */A ス イッ チ on/off フ ラグ (z0...off,X»0...0n) 
157: Bf1g: dc.b 0 */B ス イッ チ on/off フ ラグ (= の ...off,<> の 9、、.on ) 
158: * 
159: usgmes: 、do.b  'I 能 : 和信 力 ファ イル を XX し て 
160: .dc.b 3 ファ イル に 書き 出し ます ',CR,LF 
161: dc.b 使用 法 :ARG2 入力 ファ イル 出 カ ファ イル "',CR,LF 
162: do.b  ' /A OO を 無視 し ます ',CR,LF 
163: «do,b  ' /B AA へ を 口 ロ と 見 な し ます ど 
164: crlfms: .dc.b CR,LF,0 
165: 
166: t 
167: * サー クエ リア 
168: * 
169: .bss 
170: .even 
171: * 
172: argl: .ds.b 256 * バ パラ メー タ 切り 出し 用 バッ ファ } 
173: 9 ッ .ds.b 256 * パ ラメ ー タ 切り 出し 用 バッ ファ 2 
174: nambuf: .ds.b 91 * フ ァイル 名 展開 用 バッ ファ 
175: * 
176: Stack 
IIT: 。GVen 
178: * 
179: mystack: 
180 .da.l 286 * A59 2 W IK 
181: mysp: 
182: .end 
リス トビ 
1: text 
2: even 
3: 1 
4: * 拡張 子 が 省 申 され て いた ら 
ー : 適当 な 拡張 子 を 捕 う 
7: chkext: 
8: tst.b nambuf *86 * 拡 晴子 は ある か 
9: bne chkex の * ある な ら 何 も し な い 
10: 
11: lea.l arg,ad * 用 意 し て ある 拡張 子 を 
12: lea.1 dext,al * 連結 する 
13: bsr strcat x 
14: 
15: ohkex の : rts 
16: 
17: * 
18: t 文字 列 を 連結 する 
ンー : a0- fk 3 dá x yx 91,a1- 3 &; x x 91 
21: strcat: 
22: tst.b (a の )+ *(a0) は 9 か ? 
23 bne strcat * そ う で な けれ ば 繰り 返す 
24 subq.l #1,a0 * 行 きす きた か ら 1 つ 戻る 
25: stropy: : 
26: move.b (a1)*,(a0)* *1 文字 転送 
27: bne strcpy * 終 了 コ ー ド まで 繰り 返す 
28: rts 
29: ネ 
30: .data 
31: „even 
agp! * 
39: dext:  .de.b  '.$454',0 * 補 う 拡 張子 
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拡張 子 に 当たる 部 分 (バッ ファ 先頭 か ら 86 バ イト 和 目 ) 
を 調べ , 00』a か "か て 拡張 子 が 省略 され た か どう か 
の る こと が て きる 。 

これ を 利用 し た 例 を リス ト 6 に 挙げ て な く 。 この 
サブ ルー チン chkext は リス ト 3 の パラ メー タ 解 析 
処理 の 直後 , メイ ン ル ー チ ン の 直前 か ら 呼 び 出す よ 
う に 作っ て ある 。 リ スト 3 の 113 行 あたり に で も この 
サブ ルー チン を 挿入 し , リス ト 3 の 14 行 の 空 行 を , 

bsr chkext 
の よう に 変更 し て アセ ンプ ブル し て も らい た だ い 。 
サブ ルー チン chkext が 呼ば れ た だ た 時点 で は すでに 
nameck の 結果 が nambuf 以 下 に 格納 され て いる の 
T, nambuf--860 1 バイ ト を tst 命 令 で 調べ , 00』 で 
あっ た な ら フ ァイル 名 の 末尾 に “.$$$ と いう 拡張 
子 を 付け 加え て いる 。 文字 列 の 連結 処理 に は 以前 作 
っ た サブ ルー チン を 流用 し た 。 
* 

ワイ ルド カー ド ま で 手 が 回 ら な か っ だ の は 残念 だ 
9 会 同人 と の ひで らし いし て お わく 。 また 近い うち に 
統 編 を と や る こと に な る だ ろう 。 

さる て, ブロ グラ ム が 使い に くく な る か な が ならない か 
は は ん の ちせ っ と し た 部 分 の 才 て し か な い 。 458. 
わずか な 手間 を 惜しま な いで 使う 側 の 立場 に 立っ て 
プロ グラ ム を どん どん 作っ て ば ら 6 まき , X68000 の プ 
ログ ラム 資産 を 増やし て , みん な で 幸せ に な ろう じ 
や な いか 。 

と , 無理 や り 締 め た と ころ て 来 月 へ と 続く 。 35, 
次 回 は “大 規模 な プロ グラ ム を 作る た め の 小 技 " を 
予定 し て いる 


— —dbram ti ーー 
dbra 命 令 は マシ ン 語 に し て は 珍し く 用 途 の は っ きり 
し た 高級 言語 指向 の 命令 で , 一 定 回 数 繰り 返す ナル ー プ 


を 構成 する の に 用 いら れる 。dbra の 頭 の d は Decrement 
の d で あり , bra は “あの "bra で ある 。 

dbra デー タレ ジス タ , 分 岐 先 
の よう に し て 使い , 指定 し た デー タレ ジス タ か ら | を 引 
き (レジ スタ の 内 容 を 更新 し て ), 結果 が 一 | で あれ ば 
dbra の 直後 の 命令 の 実行 に 移り , そ う で な けれ ば 指定 し 
た 分 岐 先 に 制御 を 移す 。 サ イズ は 常に ワー ド で あり , 
デー タレ ジス タ の 下位 ワー ド の み が 使 用 され る 。 こ の 
た め dbra ひ と つ で は 65536 回 ま で の ルー プ し か 構成 で き 
な い 。 

標準 的 な 使い 方 は た と えば 次 の よう に な る 。 

move .w #1000-1,d0 

loop: 繰り 返す 処理 


dbra d0,loop 
この 例 で は d0.w を ルー プ カ ウ ンタ と し て 使い , 1000 
回 同じ 処理 を 繰り 返す 。dbra は デー タレ ジス タ が | に 
な る まで 分 岐 を 繰り 返す の で , ルー プ カ ウ ンタ に 使う レ 
ジス タ は ルー プ 回 数 より | 小さ い 値 で 初期 化し て お か な 
けれ ば な ら な い 。 


な お , 上 の 例 で 
move .W 1999,d0 
で は な て く , 
move.w . 141000—1,d0 


と いう 書き 方 を し て いる の は , 1000 回 の ルー プ で ある 
こと を 強調 し て いる の だ と 思っ て も らい た い 。 


マシ ン 語 カク テル in Z80's Bar 


第 5 回 一 一 殴 司 ソフ ト の 神髄 一 一 


シナ リオ | ANS 
特別 監修 浦川 博之 
イィ イラ スト : 山田 純二 


金子 俊一 


月 カラ ー ン カロ ン (ドア ベル が 鳴る ) 
WATE): b, ビー も どー も 。 皆 
る ん いら っ し ゃ いま すね ー。 

マス ター( 以 下 M) : 西川 君 に いらっしゃい 。 
よう こ ( 以 下 Yo) : あら 6, 長老 も ご 一 緒 で 。 
dE: 先月 見 か け な か っ だ でしょ , だ か ら , 
家 に 乏 子 を 見 に いじっ た ん で す よ 。 そ うし た 
6, 祈り の 甲斐 な く …… 8 


ーー 同 : 甲斐 な く ? 

善生 き て まし た 。 

長老 (以下 老 ): こ , Z6! 

*: L, まぁ それ で 一 緒 に 来 た ん で す 。 と 


き に マス ター, そこ の 外人 は 誰 で す ? 

M : 彼女 は ね , カナ ダ か ら 日 本 に 留学 生 と 
し て 来 て いて ね , 先週 か ら う ち で アル バイ 
ト し て いる ん だ 。 私 の 娘 の 友人 な ん だ よ 。 
メア リー (以下 メ ): Hello! 

34:5, ハロ ー,。 74, 74, あい 。 
(M: お 猿 る ん の 歌 を 歌っ て いる の か 君 は 。 
老 : ふふふ , わし に 任せ な る さい 。 あー っ , 
BASIC, COBOL, Oh!X, ACE HD! 
BO Z! 

X : What does he say ? 

HE: おぉ, 通じ まし だ たね 。 さ る さすが は 長老 。 
老 : は っ は っ は っ は っ 。 恐れ いっ た か 。 
Yo&M : この 2 人 は …… a 

ルミ リタ ダシ 。 目 示 ノバ コン タイ ペン キョ 
— evo eus 

3: この 人 , 漢字 カナ 交じり で し ゃ で り ま 
す よ 。 

を の が こよ 95 Up DLEX€XSE 
き 話 し て いた 聞き だ いこ と と は な ん な の じ 
や 。 いら だ い 。 5, よう こち ゃ ん 。 わ し に 
デー ヒー 大 カッ ショ (E1) くれ 。 
3E: 5, 私 に は マカ ダミ ア チ ョ コレ ー ト ナ 
ツジ ツラ ッ ラプ ブ 人 りり ソ ッ ソーダ (2) を 。 い や あお 。, 
いま , 我 が 「 ゼ ンジ ソフ ト 」( 注 3) で 第 2 
回 作品 を 制作 中 な ん で すけ ど ね , 画面 の ス 
クロ ー ル が わか ん な いで す よ 。 


TUR 


今日 も 今日 と て 夜 が 来 ま し だ 。Z80's Bar で は 今月 も スク ロー ル の 
講座 が 開 が れ よ うと し て いま す 。 と いつ て も 今回 は ひと 味 違い (や ), 
質 ・ 還 こも に 西川 氏 の 本 領 が 発揮 され そう で す 。 コ コア ソー ダ に 酵 
つが マシ ン 語 に 酔う か , 泥 船 の 上 で 飲ん で いる つも り で ご 聴講 を 。 


M: あれ , それ っ て 先月 , 光 君 が や っ て な 
Paka? 

Yo: いや だ ぁ , HIZO, あの と き 一 緒 
に い だ じ ゃ な い の ぉ 。 

次: はぁ, ずっ と 寝 て いた よう な 気 も し ま 
すけ と ど 。 ま あぁ, 聞い て くだ さい 。 彼 が 作っ 
だ の は グラ フィ ッ ク を スク ロー ル さ る せる や 
つ で し ょ 。 私 は テキ スト 画面 を スク ロー ル 
させ だ いん で す よ 。 

CROLL? マキ モノ デス カ ? y 
RY, テマ キズ シ , ダイ スキ デー ス 。 

老 : ふむ ,。 し か し , SaL: そん な こと も , 
わか らん で よく ソフ ト を 作れ る の う 。 ま あぁ ヵ , 
よい 。 と く と 説明 し て つか わ そ う 。 


テキ スト イジ ー ル 


MAFFE): お い 。 そこ の 2 人 , きっ き 
か ら 聞 いて いれ ば メア リー さん を 無視 し お 
っ て 。 Mary, sorry for their rudeness. 

メ : ワ タダ シキ ニシ テイ ナイ アリ マー ス 。 

光 : まあ , 平安 時 代 の 女性 は 皆 カ ナ で 書い 
だ も の だ が ……・ o 

E: お や , 光 か 。 い つ 生 ぇ えた ん だ ? 

光 : さ っ きか らい る わい 。 だ いた だ い 来 た と 
き に 「 皆 さん いら っ し ゃ いま すね ー」 な ん 
て 言っ て いだく せ に 。 

老 : まぁ まぁ , と ころ で 西川 よ 。 テキ スト 
を スク ロー ル さ る させ る こと 以前 に どう や っ て 
文字 を 画面 に 出す か を 知っ て お る の か ? 
€x :5/^9, (きっ ぱり ) 

メ : ワ ダシ 知 ツテ マー ス 。 TEXT VIDEO 
RAM ニ モジ FONT DATA ヤ モジ CODE ラ 
カキ コメ バイ イノ デー ス 。 

3E : お い , 外人 , 少し は 漢字 を 使え ! X 
みにくい , も と い 聞 き 取 り に くい ぞ 。 
Jv, で も 言っ て いる こと は 正しい 。 
老 : その と お り じ ゃ 。X68000 の よう な テキ 
スト VRAM (以下 VRAM) の 場合 は フォ ン 


ト 自体 の ゲー タ , つま り “A” なら, 
000110004 
001001005 
0100001053 
Üll1l1ll1l1l0;, 
0100001053 
0100001054 
0100001203 
000000005 

の よう な ビッ トバ パタ ー ン を 書き 込ま な けれ 

ば な ら な い 。 

J£: X1 ゃ MZ を 始め ゅ , 多く の パソ コン で は 

文字 コー ド を VRAM に 書け ば その 文字 が 

画面 に 出る 。 

M : X68000 で は 1 文字 を 画面 に 表示 する 

の に 沢山 の デー タ を 書か が なく て は な ら な い 

ん ル だ ね えん 。 

老 : そう じゃ 。X1 な ど だ と 1 バイト, 漢字 

で は 2 バイト の 文字 コー ド を 書く だ け で い 

[3n 

Yo: 文字 コー ド っ て な 一 に ? 

光 ・ コ ンピュータ の プロ グラ ミン グ に ない 

て 非常 に 文字 を 扱う こと が 多い 。 を そこで, 

アル ファ ベッ ト や 数 字 , 漢字 な ど に , 1 文 

字 1 文字 に 対応 し た 数 字 を 与え て 扱い や す 

く し た の る 。 

Yo: その 数 字 を 文字 コー ド っ て いう の ね 。 

X : Yes. Have you ever heard about 

"ASCII CODE" ? 

€ :I5-b6A0-Lzib—lüà—, だ 

っ て 。 こ いつ レ ズ っ 気 が あ ん の か ぁ 7?7 

光 : バ カ ! ASCII コ ー ド を 知っ て いる か 

と 言っ だ た ん だ 。 メ アリ ー の 言う と お り 0 文字 

ュー ド に 代表 的 な も の と し て ASCII ュ ユー ド , 


JJIS コ ユー ド が ある 。 


Yo: よ く マ ニュ アル の 後ろ に 載っ て いる 
POT な も か に も 。 

M: で も , どう し て X68000 も X1 の よう な 
VRAM に し な か っ だ た ん で し ょ うわ ね 。 少 な い 
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デー タ 量 で 文字 が 出せ る の に 。 
老 : X68000 の よう な VRAM だ と オォ オリジナ 
ル の 文字 や 自由 な 大 きる の 文字 や , 絵 の よ 
うな も の も 画面 に 出せ る 。 
光 : また だ , 文字 の 上 に 文字 を か いた りす る 
こと も 簡単 に で きま すし ね 。 まあ, 16 ビ ッ 
ト パ ソ コン 以上 に な る と こっ ちの VRAM 
を 採用 し た パソ ュ ン が 結構 あり ます よ 。 
X: ib, それ は そう だ と し て , スク ロー 
ル と な ん の 関係 が ? 
老 : 順 を 追っ て 説明 し て いる の じゃ 。 る さる て, 
具体 的 な 文字 の 出力 方 法 じ ゃ が X1 は 1/O ポ 
— h 03000, —37FF42?/VRAM E *, 2000, 
ー27FE』 が アプ アトリビュート じ ゃ 。 
メ : Oh ワタシ, ヤキ トー リ , ス キア リマ ー 
Aoc 
W:5xxm»olU'5uU; ZAIT! 
M: ア トリ ビュ ー ト っ て 確か 文字 の 色 や な 
APOS ECLI 
老 : 3000』 に “A" の 文字 ユー ド で ある 41』 を 
書い た と する 。 プ ログ ラム に する と , 

LD BC,3000H 

LD  A,41H 

OUT (C) ,A 


z1 VHAM の アド レス 


29) 


XI/turbo 40X25 モ ー ド 
ペー ジ 0 
(ペー ジ | は 400 


. | pooo | Doo! D027 
| (D800) | (D801) (D827) 
—. | Do» | DO029 DO04F 

| (D828) | (D829) (D84F) 


8 
| 3000 | 300! 
(2000) | (2001) 
) | (2051) 


| 2700 v 37CF 
| (2780) | (2781) (27CF) | 


i£: 画面 の 一 番 左 上 に 「A」 が で る わけ で 
すね ( 図 1 参照 )。 

光 : 赤 は カラ ー コ ユー ド で 2 だ か ら , 2000』 に 
2 を か 〈。 


LD BC,2000H 
LD A,2 
OUT (©),A 


Yo: 文字 が 赤く な る わけ ね 。 
老 : これ で 分 か っ た と 思う が , VRAM の ア 
ドレ スー1000』 が その VRAM に 対応 し た ア 
トリ ビュ ー ト と な る 。 
メ バ ドリ タン シン IMZ-700 知 ッッ テア デリ マース 。 U 
タダ シカ ナダ デ MZ-700 ツ カッ テマ ー シ タ ア 
リマ ー ス 。MZ-700 デ ハ VRAM ガ が D000』 カ 
ラ ア リマ ー ス 。 ATTRIBUTE ハ D800』 カ ラ 
デー スズ 。 
老 : MZ-700 の VRAM は バン ク 切 り 替 に 
koC23472-J0D000,—D7FF,, 7 
トリ ビュ ー ト は D800』 DFFF』 に 割り 当 
t 51:53 
34:355, 「A」 を か くく 場合 に は , 

LD HL,D000H 

LD XHL),41LH 
で すね 。 で も バン ク 切 り 替 えと いう の は ? 


| ⑱ ア ドレ ス は 
( ) 内 は アト 
| 3050 3051 309F リピ ュー ト 
| (2050 2051) |  (209F) | ! | 
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XI/turbo 80X25 モ ー ド 


| Daci | D3E7 
: | (DBCI) (DBE7) 
_ MZ-700 40x25 モ ー ド ( ) 内 は アト リピ ュー ト 


_ MZ-2000 40x25 モ ー ド ( ) 内 は MZ-2000 
に は 無関係 


MZ-700 の アト リピ ビュート 


J 
Sey 
文字 色 背景 色 
— C G, ROM 
の アド レス 


切り 替え 
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MZ-2000 80X25 モ ー ド 
(MZ-700 は 80xX25 モ ー ド は な い ) 


の チト リピ ビュート 


D7CF 


Moline nila] [WIelelelmlelmle | 
| ^8 5 4 3 ? | 90 7 6 5 4 3 2 | 9 


| 文字 色 
AR 反転 
CG/PCG 
切り 替え 


水平 方 向 2 倍 垂直 方 向 2 倍 


3t : MZ-700 は I/O ポ ー ト 0 Ela, 
の 出力 に よっ て 行う 。 

OUT (0E1H),A 
T, D000』ーDFEEF』。 が VRAM や アト リ ビ ュ 
ー ト VRAM に な る ( 注 4)。 

OUT (0E3H),A 
C, 元 の RAM, メイ ン メ モリ に 戻る 。 
M:A に は な に が 入っ て いれ ば いい ん で す 


0 E3』 へ 


メ :OhI ナン デモ イー ン デ ー ス 。 
著 : モイ ー ン っ て な ん で すか ? 
老 : 死ね 。 
光 : そ うい えば 同じ よう な 方 式 で VRAM 
に アク セス する マシ ン と し て , MZ-2000 な 
ん か も あり ます ね 。 
老 : そう いえ ば , そう じゃ な 。I/O ポ ー ト 0 
E8』 を 使っ て , バン ク 切 り 替 え を する の は 
一 緒 だ が , その ポー ト に 何 を 出力 し て も い 
v, と いう の で は な い 。 第 7 ビッ ト と , 第 
6 ビッ ト が 1 だ と テキ スト VRAM アク セ ャ 
ス 可 能 と な る 。 バ ンク 切り 替え ん によって, 
MZ-7000 & 5 z D000; —D7FF,2:VRAM 
と だ る 。 ま だ は と の 2 つの ビッ トド が 0 だ 
と 元 に 戻る 。 
鞭 : プロ グラ ム に する し 。, 
LD  A,11000000B 
OUT (OE8H),A 
LD  HL,0D000H 
ED-  (HLD),41H 
XOR A 
OUT (OE8H),A 
で すか 。 
老 : いや , MZ-2000 の 場合 , I/O ポ ー ト 0E8s 
の ビッ ト は ほか の 機能 に も 影響 する か ら 
( 注 5), VRAM を メイ ン メ モリ に 持っ て さく 
る と き は , 
IN  A,(0E8H) 
AND 00111111B : 下 6 ビッ ト 保 存 
OR 11000000B 
OUT (OE8H),A 
戻す と き は , 
IN  A,(0E8H) 
AND 00111111B ; F6 ビット 保存 
OUT (0ESH),A 
と な る 。 
M : アト リ ビ ュ ー ト は ? 
光 : MZ-2000 で は 文字 単位 の 色 指 定 は で 
き ない 。I/O ポ ボー ト 0F5』 で , グラフィック と 
の プラ イオ リティ (優先 順位 ) 指定 も 兼ね 
て 画面 単位 に 文字 色 を 決定 する 。 た と え ぇ ば, 
文字 優先 で 文字 色 を 緑 に し た けれ ば , 
LD AA : カ ラー ョ ヨー トド 
OUT (0F5H),A 
グラ フィ ッ ク 優 先 の 文字 色 を 緑 に し た いな 


・ バ ング 切り 奉 え 


, A =0 


($9 GO 


6, 先ほど の カラ ー コ ー ド 4 に 8 を 加え た 
(第 3 ビッ ト を 立て た だ ) 12 を 出力 すれ ば い 


p. 
LD  A,12 
OUT (0F5H),A 

だ ね 。 


Yo: カ ラー コー ド っ て な ーー に 7? 

メ :Oh! エレ クト ロニ クス ノ ハ ッ タ ツン シ 
ボン ジス よじ トト 。、 ツン ナコ トモ リカ ラ 
FALTI A. 

Yo : 発達 で らい 漢字 で いい な る いよ ね 。 ふ 
[i 

343 :325—a—Vo-cBASICE É CX 4 
4650258, 1 = 青 , 2 = 赤 , 3—3X, 4 = 
kk, 5 = 水色 , 6 = 黄色 , 7 日 っ て や つ 
Na 

老 : そ うじ ゃ 。 パ ソコ ン を か じ っ た こと が , 
ある 人 な ら , みん な 知っ と る じゃ ろう 。 知 
ら な か っ た ら 必 ず 覚 を て むい だ ほう が よい 
ぞ 。 


OR と ホン ジン シン パソ ツ コ ジカン ル ノ デ 
X37. 、 上 cant eat 


Yo: すま き に し て 日 本 海 に 沈 ゆ て あげ ま 
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X : Oh! Wonderful! スマ キト ノリ マキ ト 
ドッ チ ガ オイ シイ デス カ ア / 


| ソン ナ ワ ケ デ 横 ス クロ ー ル ツマ ー ス 


M: 西川 君 じ も や な いけ ど , いい 加減 スク ロ 
ー ル の 話 は どう な り ま し だ ? 
老 : そう じゃ な , 基本 的 事項 が わか れ ば 説 
明 は 楽 じ や ゃ から な 。 ま ず は MZ の よう な 
D000』 か ら 始 まる VRAM で の 左 ス クロ ー 
ル を え よう 。 た と えば 下 の よ うに , 
D000 D001 D002 D003 
D1 D2 D3 D4 
VRAM に D1-Dn の デー タ が 書か れ て い 


た と し よう 。 こ れ を スク ロー ル る せる に は 
どう し だ らい いか な ? 
M : そう で すね 。D001』 か 6 読ん だ デー タ 
D2 を D000』 へ , D0024 か ら 6 読ん だ デー タ D3 
を D001』 へ 書く と いう 動作 を 1 行 の 終わ り 
まで 行え ば よる そう で すね 。 
E そう し だ た 61 行 し か スク ロー ル し な い 
t€123. 
メ : ソレ へ ハ 人 簡単 デース 。 1 行 オ ワッ タラ 次 
ノ 行 ノ 初 メカ ラ 今 ノ 動作 スレ バ ヨ ロ シイ ア 
JJ ec. 
Yo: や っ と 漢字 を 使う よう に な っ た だ た わ ね 。 
老 : その と お り じ ゃ 。 西川 君 , 4, HL レジ 
スタ に VRAM の 先頭 アド レス D000』 が 入 
っ て いた だ た と する ぞ 。 1 行 分 の スタ クタ ロー ルプ 
ログ ラム を 組ん で みな きい 。 
2: え 一 と い 。 

LD B,79 
LOOP: 

LD A,(HL) 

DEC HL 

LD (HL),A 

INC HL 

INC HL 

DJNZ 
どう て まかり 
光 : まぁ, 悪く な いけ ど ね 。 ブ ロッ ク 転 送 
の 命令 を 使え を ば も っ と 速く , し か も ブログ 
ラム が 短く な る 。 
M : ブロ ッ ク 転 送 ? 
X : LDIR LDDR ナ ドナ ド ETC. 
老 : HL の 示す アド レス か ら 始 まる デー タ 
BC バイ ト 分 DE の 示す アド レス へ 転送 す る , 
と いう 命令 だ 。 も L, LDIR を マシ ン 語 で 動 
作 を 表す な ら , 
LOOP: 

LD A,(HL) 

LD (DE),A 


LOOP 


INC HL 

INC DE 

DEC BC 

LD A,B 

OR C 

JR NZ,LOOP 
っ て な 感じ か な 。 一応 説明 し て お く 〈 と , 

LD A,B 

OR C 
っ て の は B と C レ ジス タ が 共に 0 で ある 
か ? つま り , BC が 0 か どう か を 試験 し て 
に いる 。 そして, BC が 0 で な いな ら , まだ か ル 
ー プ し て いろ っ て な 感じ だ ね 。 
M : LDDR は ? 
4 : INC HL テラ DEC HL, INC DE テラ DEC 
DE ニス レバ OK デー ス 。 
M: メア リー あん た , Z80 詳 し いね 。 
A : Of course, 私 ノ 父 親 大 工 サ ン デ ー ス 。 
母 衝 新聞 中 社 デ シタ 。 
$: 意味 不明 ど だ な 。 そい で , 私 の プロ グラ 
ム よ り ど う 短 《 な っ て , 速く な る っ つう ん 
で すか ? 
才 ) こ うじ ゃ 。 

LD HL,0D001H 

LD DE,0D000H 


LD BC,79 

LDIR 
wo SEDIARI FROS PF. 
Yo: あの , 1 行っ て 80 文 字 分 ある ん で し 


i ( 注 6)。 な の に と どうして, 79 な の ? 
光 : それ は , 1 行 の 最後 と 次 の 行 の 初め と 
つなげ な くす る だ めき (2)。 つ な が っ て 
も いい ん な ら ば , 80 で も いい けど ね 。 あ , 
ちな み に MZ-700 や な ん か だ と , 画面 が 40 
桁 固定 で し ょ う 。 そ うな る と , 先ほど の 老 
師 の プロ グラ ム の 「LD BC,79」 は 「LD 
BC,39」 っ て こと に な る ね 。(MZ-700 系 の 
人 は 以下 も 同様 に 変更 し て 考え て ね ) 
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M : 画面 の いち ば ん 右 に は , スク ロー ル に 
ょ っ て 新しく 登場 し て くる 文字 を 書く ん で 
すね 。 
老 : そう じゃ 右 ス クロ ー ル は わか る か な ? 
善 [: る っ き の 逆 な わけ だ か ら , 

LD HL,0D000H +78 

LD DE,0D000H +79 

LD BC,79 

LDDR 
で て です Qs E 
X30 d. 
M: 1 行 の いち ば ん 左 か ら 6 右 へ 左 に 向かっ 
て デー タ を 1 バイ ト ず つ ず ら 6 し て 転送 し た 
ん で すね 。 な る ほど, 確か に さっ . き の 逆 だ 。 
XA : セー ノ ,。 ナー ホー ザ WORLD) 


老 : こ , これ が わか る と 上 スク ロー ル 下 ス 
グー デル もじ こと だ 。 


EA トイ ウ ワ ケ テト 下 スク ロー ルツ マー ス 


Yo EC Ee EY 

A :OFFSET2, 1 カラ 80 ニ スレ バイ イデ 
p 

Yo: iha? 

光 : 左右 の ウ の スクロール で は 隣 の デー タ を 自 
分 の 所 に 持っ て くる っ て いう 感じ だ っ だ で 
Li, € v, MUTET, EJHA? 
ロー ル の 場合 は 下 か ら 6, 下方 向 ス クロ ー ル 
の 場合 は 上 か ら 6 持っ て くる と 考え ん えれ ば いい 
の る 。 

zai SY. 


PETER DSL BEL IG 


さ ミッ デア アリマス 


(転送 元 つ 転送 先 ト ノ , アド レス 差 ハ 1) 
コレ ガ 左 スク ロー ル ノ 場合 ネ 。 
上 方 向 ス クロ ー ル の CASE ハ コウ デー ス 。 


dl il 
p pa pe pea a 


薔 : そう か そう か 
2 な る わけ だ ね 。 

LD HL,0DO000H +80 

LD DE,0D000H 

LD BC,80*24 

LDIR 
老 : そう じゃ 。80X24 は わか る ね 。 よ うこ 
ちゃ ん 。 
Yo: 1 行 が 80 文 字 分 。 縦 方向 は 25 文 字 分 。 
だ けど , 最 下 段 に は 新しく 登場 し て くる 文 
字 な ど を 書く か 625 一 1=24 な ん で し ょ う ? 
X : WELL DONE! 


DASS USE XA 
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4:1; じゃぁ よう こち ゃ ん る きる あぁ, 
下方 向 え クロール は プロ グラ ム に する と ど 
うな る 7? 
Yo : ふん , (バカ に し て る わ わ ) 

LD HL,0D000H 

LD DE,0D000H +80 

LD BC,80*24 

LDIR 
次 [は っ は っ は っ , や っ ぱり 間違え た か 。 
も し ね , いま の を 実行 する と ね , 最上 段 に 
書か れ て いる 文字 が 画面 中 に ド バ ー っ て 出 
て きち ゃ う よ 。 
老 : ほほ う , お ぬ し も 少し は デキ ル よ うに 
な っ た だ の う 。 読者 の みん な も LDIR, LDDR 
の 理解 を 深め る た め に も , よう こく ん の 間 
違い ブログ ラム を 頭 で 実 行 し て みな る さい 。 
下方 向 え スク ロー ル の 正解 は こう じゃ 。 

LD HL,0D000H 十 80*23 圭 79 

LD DE,0D000H 十 80*24 十 79 

LD BC,80*24 

LDDR 
これ で ,。 上 下 左右 すべ て 終わ っ た な 。 


アト リピ ビュ ー ト モア ル ノ コ ト ネ 


光 : で も , この まま で は 不 完全 で す 。 
3€ 4x3? 何 が ぁ ? 
光 : 色 で す よ , 色 ! アト リ ビ ュ ー ト VR. 


AM も スク ロー ル さ 8 させ な いと 色 ず れ が 起き 
ます よ 。 
る CE LSU  DDIRAS 
C, テキ スト VRAM (文字 な ど ) を スク ロ 
デル きせ だ あと 。 アド リゼ ビュ ー ト を スタ クロ 
デール きせ だ の で て はい ぐら マン ン 語 と は いえ 
時 間 差 が 出 て し まう 。 そ うな る と , 今日 の 
初め の ほう で 西川 が や っ た よう な 方 法 が い 
を o m. 
M: と,。 いい ます と 7 
XI TSA RAS デキ スト 。 デ トリ ビュ 
—h. By グル ツル ツ グ ア デンツ 必 ス ルズ ンス 。 
凌 : よ よう ん 。 だ いだい わか っ た だ 。 IM/-700 
の 場合 だ ど だ と, テキ スト が D000』, アト リ ビ ュ 
ー ト が D800』 が 65 だ か ら , 

LD HL,0D001H 

LD DE,0D000H 

LD- BC.79 
LOOP : 

LD A, (HL) 

LD (DE) ,A 

SET 3.H 

SEL S.D 

LD A,(HL) 

LD (DE),A 

RES 3.H 


RES 3,D 

INC HL 

INC DE 

DEC BC 

LD A,B 

OR C 

JR NZ,LOOF 


1 行 分 の 左 ス クロ ー ル 。 アトリビュート 対 
応 版 。 どう で すっ ? 
老 : な か な か じゃ な 。 
M: ち ょ っ と いい で すか 。SET,。 と か RES 
と か は 何 を や っ て いる ん で し ょ うか 7? 
笑え っ べべ. それ は で すね ,。 テキスト 
VRAM の アド レス と と アトリビュート 
VRAM と は 800』 離 れ て ます よね 。 つまり, 
D8004 — D000, — 800, 
(テキ スト ) (アト リゼ ビュ ー ト ) 
だ か ら , テキ スト VRAM の デー タ を 処理 
(5 一 6 行 目 ) 上 の 演算 を し て , HL, DE 共々 
を その テキ スト VRAM に 対応 し た アト リ ビ 
ュー ト VRAM の アド レス に し な けれ ば な 
ら な いで す よ ね 。 
Yo: あぁ , それ じゃ ,「SET 3, な ん と か 」 
っ て いう の は を の 計算 を し て いる の ね 。 
M : で も , これが, DE=DE 十 800』 や HL= 
HL 十 800u』 だ っ て の は よく わか ら な いな あぁ 。 
X :Oh! JAPANESE アタ マニ ブー イ 。 
「 バ イナ リー レベ ル 」 デ カン ガ エ レ バイ イア 
Ur ARa 
善 : そう だ ね 。 まず , 0800』 を 足す っ て こと 
は る ぁ , 2 バイ ト の 演算 に な っ ちゃ い を そう 
だ けど 下位 バイ ト の ほう は 変化 し な いで し 
i, 00 だ か ら 。 と な る と 上位 パ オト か ら 
8 を 足す 計算 も すれ ば いい っ て こと に な る 。 
M&Yo : ふん ふん 。 
c0, テキ スト VRAM (の 上 位 バ イト ) 
は D0』 か 65D7』 ま で ,。 ア トリビュー ト は D8r 
GDF T, これ っ て 2 進 表記 する と 
110100005 —11010111& (テキ スト ) 
110110005 一 11011111。 (7 アトリビュート) 
これ ら の 系 3 ビッ ト に 注目 し て みて 。 
M : 第 3 ビット っ て の は , 右 か ら 64 番目 の 
や つ だ よね 。 い ちば ん 右 が ビッ ト 0 で , 0, 
1.3, eTt40. 4887 —— 
Yo: あぁ , 第 3 ビッ ト が テキ スト で は 0 だ 
UE, アト リ ビ ュ ー ト で は 1 だ わ 。 
メト オマ コー ロキ ゲイ タグ タ ア ソリ マス カテ 。 
E: これら の ビッ ト を いじ っ て や れ ば 演算 
命令 を 使っ て や る より 速い し し, ブログ ラム 
が 短く な る 。 
老 : そう じゃ な , 確か に 考え て みれ ば 上 位 
4 ビッ ト の D』 の 部 分 は 変化 し な いし , 下位 
i, テキ スト で は 0 か 67 まで し か 変化 し 


な い 。 つ まり テキ スト アド レス で は 第 3 ビ 
ッ ト は 使っ て お らん と いう こと に 着眼 し た 
わけ じゃ な 。 天 晴れ ! 天 晴 れ ! 
光 : は は は は は は っ 。 る っ きか ら 聞 いて い 
れ ば 長老 まで 。 私 な ら こ うし ます 。 

LD HL,0D001H 

LD DE,0D000H 

LD BC,79 

EXX 

LD HL,0D801H 

LD DE,0D800H 
LOOP: 

LDI 

EXX 

LDI 

LD A,B 

OR C 

EXX 

IR NZ,LOOP 


この ぐら いい 常識 常識 ! 当たり 前 当たり 前 
& 

Æ: な る ほど , 裏 レ ジス タ を 用 いて 土 800』 
の 演算 を 省き 高速 化 を 図っ た の じゃ な 。 少 
し わか り に 〈《 い プ ブログ ラム に な っ て お る が , 
る さす が 光 君 じ ゃ な 。 

X: ジャ パニ ー ズ セコ イコ トト クイ ネ 。 


1 ノバ アイ 人 ルド ウナ ル ア リ マス カ 


A X17 VRAM へ ハ I/O ネ 。 ジャ パニ ー ズ ノ 
セコ イオ ワザ ミ テ ミ タ ー イ デー ズ 。 
Mi …( こ 。 こ いつ は ……) 
Yo: 1/O0 っ て いう と,OUT と か IN で や る こ 
と に な る の よね 。 
光 : 先月 僕 が 使っ た OUTI や INI な ん て い 
う 命 令 の リピ ビー ト 版 で ある , OTIR*, 
INIR な ん て 命令 が ある けど , あれ ら は 使い 
も の に な ら な い 。 1 で 使う 場合 に は ね 。 
Oc も FE 人 だ mo tT 
X :XI7^I/O^16Bit ADDRESS 指 定 ネ 。 
トナ ルト , B ラ LOOP COUNTER ト シテ 
使 ッ テイ ルコ ユ レ ラノ 命令 ハ , 1 デ 役 ニ 立 ツ 
コト ド ハ ホ ドン ドナ イネ 。 
Yol TUTET EY 
A: AE, 

LD BC,3000H 

LD HL,0E000H 

OTIR 
チ 考 エ テ ゴ ラン ネー。 
d£: 2 —L o, 最初 に B= ニ Bー1 で BC= 
2000』 に だ が っ ちゃ う 。(HL) の メイ ン メ モリ 
の デー タ (この 場合 で は E000』 の 内 容 ) が I/ 
0 の 2000』 に 出力 され る 。2 回 目 は B=B 一 


1 で BC=1000』, 3 回目 は BC=0000』? 
VRAM な ん か , 通り 越し て , と ん で も な い 
アド レス に な っ ちゃ うな 。 
老 : そう じゃ な , そう な る と , 素直 に 組む 
し か な く な る な 。 
LD BC,3001H 
LD D,79 
LOOP: 
IN A,(C 
DEC BC 
OUT (CO), A 
INC BC 
RES 4,B 
IN A,(C) 
DEC BC 
OUT (C), A 
SET 4,B 
INC BC 
INC BC 
DEC D 
JR NZ,LOOP 


・ テ キス トス クロ ー ル 


・ ア トリ ビュ ー ト スク ロー ル 


光 : は は は は は っ 。 私 な ら 裏 レジ スタ を 使 


凌 : も うい いっ つ 一 の 。 
老 : そう じゃ な 。 上 の や つの 高速 化 は 各自 
自由 研究 ほし いう こと に し て , る て, RES? 
SET が 使わ れ て いる が これ は も うみ ん な 
わか る な 。 
一 同 : は ー い 。 BC の 内 容 を , 
3000, —9 20004, 
に し て ま ー す 。 
老 : よろ し い 。 BC に 1000』 を 足し た り 引 い 
だ り し な く て は な ら な いわ け じ ゃ が , 下位 
バイ ト は 00』 で 無 変化 。 と な る と 上 位 バ イト 
に お いて , 土 10』 を 行う こと に な る が , 第 4 
ビッ ト し か 変化 し な いこ と に 着眼 する 。 
墓 : も うい いで す よ , そこ まで 言わ な (て 
も 。 よう する 人 きつき と 同じ こと て し ょ 。 
光 : まあ , X1 で ゲー ム プ ログ ラム な ん か を 
作る 場合 は PCG を 使う こと に な る か ら , 最 
初 に 全 画 面 中 PCG ON の アト リ ビ ュ ー ト 
(具体 的 に は 第 5 ビッ トニ 1) と カラ ー7 を 
書い た あと は いじ ら 5 な いこ と が 多い か ら , 
次 : ア トリ ビュ ー ト の スク ロー ル は し な く 
て も いい と ? 
光 : 時 と 場合 に よる けど ね 。 


ソ シ テ 仮想 画面 


X: I これ で スク ロー ル に つい て は ,。 ほぼ ぽい 
に や テマ 

3€ :22, まあ 。 

メ : 仮想 画面 ラチ 使 ウト 8 方向 スク ロー ル な 


ん か も 簡単 に デキ ル ア ル ヨ 。 

$: こい つ 。 どこ で 日 本 語 覚え ん た ん だ ? 
M : 仮想 画面 ? ? 

dk: bb, 死ん だ 人 を 焼い て 葬る こと ね 。 
Yo: それ は 火 …… 

M: 相手 に し ちゃ ダメ ダメ 。 

老 : 仮想 画面 し は , メイ ン メ モリ 上 な ど 
VRAM と は 別に 画面 に 見 立て だ も の を い 
I 

M: これ が スク ロー ル と な ん の 関係 が ? 
老 : うむ 。 あ くま で 一 例 じ ゃ が , 表示 画面 
より も 大 きい 仮想 画面 を 考え る 。 だ た と えば 
160X100=3E80』 を 考え る 。 マ シン 語 プ セロ 
グラ ム と し て , メモ リーVRAM の 転送 プロ 
グラ ム を 用 意 し て , 表示 開始 位置 を ずら す 
だ け で , あら ゆる 方 向 に スク ロー ル す る こ 
と が で きる ( 図 3)。 

メモ: アト へ ハハ 多重 スク ロー ルミ タイ ナコ トモ 
[E o 

id: Z それ っ て どう や る の ? 

A : 仮想 画面 ラ 3 枚 用 意 ス ルネ 。 2 枚 ノ 仮 
想 画 面 チ スク ロー ル サ セ タ ア ト , 残 ッ タ 1 
枚 ニ ソレ ゾ レ 転送 スル ネネ 。 ソ コカ ラサ ラニ 
VRAM へ 転送 スレ バ ヨ ロ シ ( 図 4)。 

老 : お ぉ , も うこ ん な 時 間 じ ゃ ぞ 。 

M : 閉店 時 間 を と っ くに 過ぎ て まし た だ たね 。 
光 : それ じゃ 今日 は この へ ん で 。 

老 : 西川 君 今 度 く る と きま で に 何 か を 作っ 
て て る よう に が な 。 君 の だ め に みん な こん な 
遅く まで 付き 合っ て くれ だ の じゃ か ら な 。 
Æ: aio’ 


ワン ダラ ー ズ フロ ム X 1 


Æ: な ん と か 形 に な っ た ぞ ぉ 。 INT, い 
まま で の ツケ を 払え る な ぁ 。 ああ, いま , 

日 本 の 世の中 は 何時 な の か し らん 。 お っ と , 
読者 の 諸君 , いい か , 残さ れ た 行 数 が な い . 
か ら プ ログ ラム の 説明 を 一 気 に す る ぞ 。 あ 
b, 偉く な っ た だ 気分 だ 。 特 に スク ロー ルル 
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ES 仮想 画面 スク ロー ル の 例 — 


表示 エリ ア を ずら す だ け で よい 


この 例 だ と 右 下 に スク ロー ル し て 見 える 


ー チ ン の 説明 し か ここ で は 書か な いか ら ね 。 
あと は ソー スリ スト の コメ ント を 読ん で は 
し い 。 か な り 細 か 《 く コメ ント を 書い て お い 
hb. 大 し た こと は し て いな が いか ら も か る 
t» d. 

スク ロー ルル ー チ ン は リス ト 5 の か な り ) 


仮想 画面 


Ed 多重 スク ロー ル の 例 
① 仮 想 画面 0 を スク ロー ル 


CALL ROLL2 で 仮想 画面 と シス クロ ー ル る ふる 
X, CALL MIX, CALL MIX2 で 仮想 画 
面 を 合成 し て いる 。 仮 想 画面 0.1.2 を 合成 し 
て で きた 仮想 画面 3 を テキ スト VRAM に 
転送 し て , スク ロー ル 処 理 終了 。 ア トリ ビ 
ュー ト は プロ グラ ム の 初め に 設定 し た あと 


後半 に 位置 し て いる SCROLL と いう ラベ 
ころ 。 まず, 原理 は メア リー が 言っ 
て いた 仮想 画面 を 用 いた 方 法 を 使っ て いる 。 
仮想 画面 を 4 枚 使う こと に よっ て , 3 重 ス 
クロ ー ル を 実現 し て いる 。 CALL ROLL と 


ル の と 


PCG 


10 DEFCHR$(32)-STRING$(24,0) 


30000 
30010 
30020 
30030 
30040 
30050 
30060 
30070 
30080 


30090 


30100 
30110 
30120 
30130 
30140 
30150 
30160 
30170 
30180 
30190 
30200 
30210 
30220 
30230 
30240 
30250 
30260 
302170 
30280 
30290 
30300 
30310 
30320 
30330 
30340 
30350 
30360 
30370 
30380 
30390 
30400 
30410 
30420 
30430 
30440 
30450 
30460 
30470 
30480 
30490 
30500 


DEFCHR$ (64) -HEXCHR$ ( "001C3F6320010000000000000C000000011C7FE3E07F1900" ) 
DEFCHR$ (65) -HEXCHR$ ("C020018181C00000000002000400002DF1662D99D9ECFBO00" ) 
DEFCHR$ (66 ) =HEXCHR$( " IFDFEDBF8D2B00004C010000000180359FDFE5B98D237F00" ) 
DEFCHR$ (67 )  HEXCHR$ ( "BCA274F97981000000804020408000548FA674F97BBT7DFO00O" ) 
DEFCHR$ (68) =HEXCHR$( "8038FCC60698000000000000300000008038FEC707FE0CO00") 
DEFCHR$(69)-HEXCHR$ ("000000000000000000441124161163000000000000000000" ) 
DEFCHR$ (70) -HEXCHR$ ("000000000000000002200842003640540000000000000000" ) 
DEFCHR$ (71)-HEXCHR$ ("000000000000000000009144AATBFFFF0000000000000000" ) 
DEFCHR$ (72) -HEXCHR$ ("000000000000000000001144AADEFFFF0000000000000000" ) 
DEFCHR$ (713) :HEXCHR$("101028286C6CF6F6000008080C0C1616101028286C6CF6F6 " ) 
DEFCHR$ (79) =HEXCHR$ ("000000000000000000A4A00A4A400CC00330000000000000000" ) 
DEFCHR$ (81) -HEXCHR$ ("212121212121212100880088008800886565656565656565") 
DEFCHR$ (82) -HEXCHR$ ( "0C6CO0C0C0C0C0C0C00410041004100411C1CICICICICICIC") 
DEFCHR$ (83) -HEXCHR$("22222222222222220008000800080008A6A6A6A6A6A6A6A6" ) 
DEFCHR$ (85) -HEXCHR$ ("000000000000000036EEFFFFFFDD00600000000000000000" ) 
DEFCHR$ (86) -HEXCHR$ ("000000000000000033F7FFFFFFBB63000000000000000000" ) 
DEFCHR$(87)-HEXCHR$ ("0000000000000000004400110055AAB60000000000000000" ) 
DEFCHR$ (88) -HEXCHR$ ("0000000000000000004400120055AADA0000000000000000" ) 
DEFCHR$ (89) -HEXCHR$ ( " F6F6F6F6F6F6F6F61616161616161616F6F6F6F6F6FG6F6F6") 
DEFCHR$ (94) -HEXCHR$ ( " FF55008080D5FF5500AA0011000A00AAFF55008C9BD5SFF55") 
DEFCHR$ (95) -HEXCHR$ ( " FF5500220253FF5500AA008800A800AAFF550032DA53FF55" ) 
DEFCHR$ (96 ) -HEXCHR$ ("000304080030303000000001000200020003060C00393939" ) 
DEFCHR$ (97) -HEXCHR$ ("0001020400888888002000010002000200956AB400CB8CBC8" ) 
DEFCHR$ (98) -HEXCHR$("000E1F1F001F1F1F0040000000000000003E7F7F00DFDFDF" ) 
DEFCHR$ (99) -HEXCHR$("0011080400838383008400210010001000532914008BBB8B" ) 
DEFCHR$ (100) -HEXCHR$ ("008040200018181800000000004000400080C06000383838" ) 
DEFCHR$ (101)-HEXCHR$("00000000000000000602104B003401200000000000000000" ) 
DEFCHR$ (192) -HEXCHR$ ("000000000000000066000C20046008020000000000000000" ) 
DEFCHR$(111)-HEXCHR$("000000000000000000DB00F700AA00FF0000000000000000" ) 
DEFCHR$ (128) -HEXCHR$("040404000201000001000100000000000C0C0C0006030100" ) 
DEFCHR$ (129) -HEXCHR$ ("4444440022118800020002000000201ACDCDCD0066339900" ) 
DEFCHR$ (130) -HEXCHR$ ("0C0C0C000603810000000000800020A03C3C3C004E279300" ) 
DEFCHR$ (131) -HEXCHR$ ("070707000202810080008000400020A87F7F7F003F3F9F00") 
DEFCHR$ (132) =HEXCHR$ (" 4A4A44A00D4D4480000000000010002AAEEEEEEQ0DCDCB9 00" ) 
DEFCHR$ (133) -HEXCHR$ ("030303000C0C180080008000000001284FA4FA4F009C9C3800" ) 
DEFCHR$ (134) -HEXCHR$ ("000000000102040022002200440011901111110023868C00") 
DEFCHR$ (135) -HEXCHR$("88888800102040002000200040000000989898003060C000" ) 
DEFCHR$ (145) -HEXCHR$ ("040404040404040400910091009100914C4C4C4C4CACACAC" ) 
DEFCHR$(146)-HEXCHR$("40404040404040400008000800080008EB5E5ES5ESESEBEDES5") 
DEFCHR$ (147) -HEXCHR$ ("C1C1C1CI1C1C1C1C10010001000100010CBCBCBCBCBCBCBCB " ) 
DEFCHR$ (148) -HEXCHR$("50605060506050600002000200020002D1E1D1E1DIEIDIE1") 
DEFCHR$ (149) -HEXCHR$ ("3131313131313131000400040004000473737373737373173") 
DEFCHR$ (150) -HEXCHR$ ( "080808080808080800220022002200229999999999999999") 
DEFCHR$ (160) -HEXCHR$ ("000001020004040400CC00F000A100E100010306000CQCOC" ) 
DEFCHR$(161)-HEXCHR$("00881122004444441A20008000020002009933660 0CDCDCD" ) 
DEFCHR$(162) -HEXCHR$ ( "00810306000C0C0CA0200080000100010093274E003C3C3C") 
DEFCHR$ (163) -HEXCHR$ ( "0080004000828282A82000800000000000952D6900DBDBDB" ) 
DEFCHR$ (164) -HEXCHR$ ( "00EBF4F4007A7A7A4AA0200010000000000F9FCFCOOFEFEFE" ) 
DEFCHR$ (165) -HEXCHR$ ("00180C0C00030303280100000080008000389C9C004FAFAF" ) 
DEFCHR$ (166) -HEXCHR$ ("00040200000000009011004400220022008C862200111111") 
DEFCHR$ (167) -HEXCHR$ ("0040201000888888001B00460022002300C0603000989898" ) 
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は 変化 し な い の で , 特に スク ロー ルル ー チ 
ン で は いじ っ て いま せん 。 仮想 画面 つ 
VRAM で は 先月 , 兆 が や っ て いた だ 「INC B, 
OUTI」 で 転送 し て いま す 。 コ メン ト に も あ 
る よう に , それ ぞ れ の 仮想 画面 の 左端 と 右 


の @ 仮 想 画面 | を スク ロー ル 


の VRAM へ 転送 
表示 に 
仮想 画面 2 DN 


端 は つなが る よう な 処理 を し て いま す 。 
この まま で も と りあ え ず 見 られ る 速度 に 
な っ て いる けれ ど , tL, も っ と 高速 化し 
た か っ だ たり, も っ と 複雑 な ゲー ム に し た だ たい 
な ら ば, 仮想 画面 の スク ロー ル , 転送 に 
DMA を 使う の が 良い と 思い ます よ 。 何 か 
わか ら な いこ と が あっ だ た だら, OhIX 編 集 部 
「 マ シン 語 カ ク テ ル 質問 コー ナー」 係 に で も 
葉書 も く だ さい 。 光 や 長老 な ん か が 誌面 の 
許す 限り , 答え る と 思う か ら 。 
最後 に ゲロ グラ ム の 実行 方 法 。 BASIC は 
CZ-8EB01 ま だ た は CZ-8CB0O1 を 起動 し て 〈 
だ さい 。 PCG デ ー タ を 入力 , 適当 な ファ イィ 
ルネ ー ム で セー ブ し た あと RUN。 を その後 
MAP と いう BASIC プ ログ ラム を 入 方 し て 。 
同じ 〈 く 適当 な ファ イル ネー ム で セー ブ し て 
《 だ さい 。 こ の MAP と いう プロ グラ ム は 仮 
想 画面 ゲー タ を 作り ます 。 で きん た 仮想 画面 
を (ブログ ラム 最後 の SAVEM で ) モー ブ し 
に いき ます の で , あらかじめ カレ ント ドラ 
に に テージ なり デ オズ な りす り を も Et 
て お いて くだ きい 。 次 に , “MMO.BIN” Ł 
"OBJ いう マシ ン 語 ダン プリ スト を 入力 
し て くだ きい 。 MMO.BIN の ほう は 単なる 
キャ ラク タ の デー タ な の で と どう し て も 面倒 
と いう 方 は 入力 る され な く (て も 結構 で す (一 
部 表示 が 変 に な り ま す )。 
入力 方 法 は , 
CLEAR &HD000 
MON [RETURN] 
“MMO.BIN" を 入力 する と き は , 
* MF400 [RETURN] 
で 入力 を 始め て くだ きい 。 
“OBI” の 場合 は 以下 の よう た に し ます 。 
* MD000 [RETURN] 
入力 後 チ ェ ッ クサ ム プ ログ ラム な ど て 間 
違い の な いこ と を 確認 し た ら , 
SAVEM“ フ ァイル ネー ム ", スタ ー ト 
アド レス , エ ンド アド レス 


MAP 


10 'GABCDEFGHIJKLMNO 
20 'PQRSTUVWXYZIX]^ 

30 ''abcdefghi jklmno 

40 '  —-—— | 1 888R/ 

50 ラー| ナ rf FE). tan v 64 

60 ' 。「『」、・ ワ アイ ウェ オヤ ュ ョ ッ 

70 CLEAR&HD999 

80 MEMS$(&HD000,16)-HEXCHR$("21 00 EO 01 00 30 11 00 05 ED A2 04 03 1B 7A B3") 
90 MEM$(&HD010,3)-HEXCHR$("20 F7 C9") 

100 CGEN1:CLS:CGEN1 : 

110 LOCATEO,4:PRINTSTRING$ (40, "GH") 

120 LOCATE0,5:PRINTSTRING$ (40, "WX") 

130 LOCATE 0, 8:PRINT STRING$(40,"EF") 

140 LOCATE 0, 9:PRINT STRING$(40, "UV" ) 


BW. > à 150 LOCATE 0,10:PRINT STRING$(40,"ef") 
て セー ジ ヒ し て て だ さい 。 160 POKE &HD002,&HE0:CALL &HD999 
— "iq. 5x 170 CLS 
最後 に RUN と いう BASIC じ ブロ グラ ム 180 LOCATE 0,2:PRINTSTRING$(40,"^ ") SERE UD 
> 5 IND :PR "@ABCD @ABCD @ABCD @ABCD A 
を 入力 し て 終わ り で す 。 こ の プロ グラ ム を ch ED. 
RUN し て くだ さい 。 今 まで 入力 し た ファ イ 210 LOCATE 0,941 
- o^ EAT 210 LOCATE 0,34I:PRINT " QRS QRS QRS QRS QRS QRS 
——— " s QRS QRS" 
ル を 読み 込む と ゲー ム が 始ま り ま す 。 220 NEXT 
; ` 230 LOCATE 0,13:PRINT "'abcd "abcd ‘abcd 'abed "abcd "abed 
"TROC" A É 240 LOCATE 9,14:PRINT 
Agi ジャ ジグ て 敵 を よ け る だ け で す GE ooooooooooooooooooooooo 


A : : 250 POKE &HD002,&HE5:CALL &HD909 
し ぃ ー っ )。 テンキー て 左右 移動 , スペ ー ス 260 CLS 


270 LOCATE 09,0:CGEN1 


で ジャ ンプ グ 。 で も 画面 は 一 応 多 重 ス クロ ー 280 PRINT" .. mmi — — -— — — — 
i 290 FORI-1TO 14 
ル の し か も オー バー 処理 付き (キャ ラク タ 300 LOCATEO,I:PRINT" コー ゴト 上 ind トト ーー HM 
トト 


ー が 遠近 に よっ て 見 え 隠 れ す る ) で すし (し 310 NEXT 


320 LOCATE 0,15:PRINT STRING$(4,CHR$(&HA0) *". f). -77000000000000") 


つこ いっ て ?), L»& V$5x? 90O0*x* 330 POKE &HD002,&HEA:CALL &HD909 
、 340 SAVEM "BG" ,&HE000,&HEEFF 
で す の で , わか る 人 は 笑っ て くだ るい 。 あ ? 350 CGEN 


タイ トル で わか る っ て 7? 失礼 し まし た 。 
みな さる さん も 何 が か が ゲーム が で きだ た だら 送っ て 
(だ る いい 。 


m 、 Y 10 WIDTH 80:INIT:PALET 4,0:CLS4:CSIZE2:PRW254:CLEAR&HD000 
注 |) 実在 する か ら 怖 い 。 20 LOADM "BG",&HEQ00 
xs A —— 30 LOADM "MMO.BIN",&HF400 
注 2 ) 強い て 言う な ら , ココ アソ ー ダ 。 西川 者 は 48 LOAUM “ORJ” 。 
350m/ の 一 気 飲み で 寿命 を 縮め た と いわ れる 。 50 TIME=Q 
注 3 ) 1989 年 9 月 号 の 「 マ シン 語 カク テル 」 参 照 69 COLOR. 3:LOCATEO,21:PRINTPO, "vo 
注 4) VRAM に 切り 替わる 以外 に も E000。』 以 降 が 80 FOR I-2 TO 1 STEP -1  — 
d 90 LOCATE I*2,21:PRINT" " 
キー や タイ マ 用 の ポー ト に 切り 替わる (メモ リマ 100 CALL &HD01C 
PRA AE 110 NEXT 
IT EVO). - i 111 LOCATEO,21:PRINT40," " 
注 5) 第 5 ビッ ト は 80/40 桁 モー ド の 設定 , 0 ~ 4 120 COLOR 4:LOCATE 24,21:PRINT# の ,"YOUR SCORE: ";TIME*10 
。 1 ; 1 1 T ? " 
ビッ ト は キー ボー ド 関 係 と な っ て いる 。 i に ーーー 24 ,23:PRINT# の 。"TRY AGAIN ?[Y/N] 
注 6) MZ-1200/ 700/1500 な ど は 画面 が いわ ゆる ie i ーー ーー ーー OOTOL4 Rut i10 
WIDTH 40 固 定 で ある 。 
ダン プリ スト 
D999 CD 8A D2 CD A3 D2 21 26 : B2 DOE8 D1 06 08 21 C9 D1 5E 23 : 1B D1B8 13 23 01 4F 00 ED BO 12 : 35 
D998 45 22 E2 D1 3E 02 32 E1 : 6D DOFO 56 7A B3 28 10 1B 7B D6 : 27 DICO 13 23 01 4F 00 ED BO 12 : 35 
D010 Di 3E 09 32 E4 D1 21 E7 : 07 DOF8 6D 7A DE D4 30 03 11 00 : DD D1C8 C9 00 00 00 00 99 00 00 : C9 
DIS Dl 24 B5 DI AF 32 BP DI : 4A  。 。  ----ー-- ニ ーー ニー ニー ニー ニニ ーーーーー ニ ーー ニニ ーー ニー ニニ ーー DIDO 99 00 eo 00 99 99 00 OO : 00 
D020 CD B8 D2 CD 46 D3 FE 1B : 56 SUM: A0 83 CO B8 A6 61 A4 14 0955 D1D8 00 00 00 00 O0 00 99 99 : 00 
D928 CA C3 D3 FE 20 20 30 3A : 08 DiEO 00 00 00 00 00 00 00 99 : 00 
D030 El D1 B7 28 2A 3A E4 D1 : AA D100 00 72 2B 73 23 23 10 E6 : 4C DiE8 F4 20 F5 40 F6 20 F5 00 : 54 
D938 3D 32 E4 D1 28 02 3E 91 : 8D D108 11 D9 D1 21 C9 D1 3E 08 : BC D1FO 11 03 04 21 00 18 ED 69 : A7 
D040 32 E1 D1 3A E4 D1 FE 05 : D6 D110 08 7E 23 46 23 E5 6F 60 : C6 DIF8 78 C6 08 47 25 C2 F6 D1 : 3B 
D048 38 6A ED 4B E2 D1 CD FO : 4A わり 116 01 58 00 B4 28 45 1A 37 : O O 0 emm e m m e m o a maea 
D959 Di 2A E2 D1 01 59 00 B7 : B6 D120 CA 58 D1 3D CA 48 D1 3D : 50 SUM: 5E 41 81 0A CA EA CO 6F E274 
D958 ED 42 22 E2 D1 18 55 2A : 9B D128 CA 38 D1 36 49 CD 75 D1 : 65 
DOGO E2 Dl E5 3A El D1 FE 02 : 84 D130 ED 42 36 20 AF C3 63 D1 : 2B D200 CB FO 03 15 C2 F3 D1 16 : 6F 
D968 20 1F 3A 95 D3 FE 34 20 : 33 D138 ED 42 36 49 CD 75 D1 ED : AE D208 04 69 60 01 4C 00 09 4D : 70 
D070 OB 7D D6 O01 7C DE 45 38 : 36 D140 42 36 20 3E 03 C3 63 D1 : DO D210 44 1D C2 F3 D1 C9 78 D6 : FE 
D078 03 2B 18 OD FE 36 20 09 : BO D148 ED 42 36 59 ED 42 36 49 : 6C D218 10 59 57 D5 D9 C1 11 03 : 43 
ーー D150 CD 75 D1 3E 02 C3 63 D1 : 4A D220 04 D9 D9 ED 78 D9 FA 61 : 4F 
SUM: Al D9 B1 7A F2 F3 6A 1F BFC9 D158 36 59 ED 42 36 49 CD 75 : TF D228 D2 CD 53 D2 CB FO 03 D9 : 5B 
D160 D1 3E 01 12 13 El 98 3D : 5B D230 03 15 D9 C2 22 D2 54 5D : 58 
D989 7D D6 4C 7C DE 45 30 91 : 6F D168 C2 10 D1 CD 97 D3 7D FE : 55 D238 60 69 01 4C 00 09 44 4D : BO 
D988 23 AF 32 E1 D1 3E 09 32 : 2F D170 14 DC 8B D1 C9 C5 E5 01 : CO D240 6B 62 D9 16 04 60 69 01 : 8A 
D090 E4 D1 5D 54 01 50 00 09 : CO D178 33 71 09 7C C6 80 47 4D : 03 D248 4C 00 09 44 4D 1D D9 C2 : 9E 
D098 TD DG 4E To DB 45 38 7 : TR o | 0 meme ea ena. D250 22 D2 C9 16 18 04 ED A3 : 7F 
D60A0 6B 62 3E 02 32 El D1 22 : 13 SUM: 94 QE A7 AD 27 75 CB BA 2237 D258 78 C6 08 47 15 C2 55 D2 : 8B 
D0A8 E2 D1 C1 7C B8 20 02 7D : 47 D260 C9 11 00 18 ED 59 23 78 : D3 
DOBO B9 C4 FO D1 3A El DI FE : 28 D180 ED 78 28 03 32 EF D1 B7 : 39 D268 C6 08 47 15 C2 64 D2 C3 : E5 
DOB8 02 28 05 21 40 F6 18 17 : B5 D188 E1 C1 C9 21 C9 D1 11 D9 : 10 D270 2C D2 00 00 00 00 00 99 : FE 
DOCO 2A E5 D1 4E 23 46 23 7D : 37 D190 D1 06 08 7E B7 28 06 23 : 65 D278 00 00 00 00 00 00 99 99 : 00 
DO9C8 D6 EF 7C DE D1 38 93 21 : 4C D198 23 13 10 F7 C9 3E 49 32 : BF ーーーー ニ ニー ニニ ーー ニーーー ニ ーー ニー ニニ ーーー ン ーー ニー ニー 
DODO E7 D1 22 E5 D1 69 60 ED : 46 D1A0 BC D4 36 BC 23 36 D4 AF : 5E SUM: 68 D8 7C 8F 4A 21 71 93 C904 
DO0D8 4B E2 Di CD 16 D2 3A EF : DC D1A8 12 C9 3E 20 11 CD D3 6B : 55 
DOEO D1 B7 CA 20 DO C9 CD AA : 82 D1B0 62 23 01 4F 00 ED BO 12 : 84 D280 00 00 00 00 00 00 OO OO : 00 
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D288 00 00 01 00 30 11 40 06 : 88 F440 FO EE 1F 70 00 3F FF FF : AA 
D290 3E 20 ED 79 CB AO 3E 27 : 94 F448 00 00 00 80 00 00 00 00 : 80 
D298 ED 79 CB EO 03 1B 7A B3 : 5C F450 00 00 00 80 00 00 00 00 80 
D2A0 20 EE C9 06 FO 21 CD D3 : BE F458 00 00 80 40 80 90 00 80 : CO 
D2A8 36 20 23 10 FB 21 C9 Di : 3F F460 07 00 00 00 00 01 9 の 1 00 : 09 
D2BO0 06 18 36 00 23 10 FB C9 : 4B F468 07 00 00 00 00 01 01 00 : 09 
D2B8 11 00 E5 CD 16 D3 11 00 : BD F470 18 07 00 00 01 03 03 01 : 27 
D2C0 EA CD 2A D3 11 00 EF 21 : D5 F478 FF FF 03 1F FF FF 9F 9F : 5C 
D2UB 90 EO 01 00 05 ED BO 11 : 94 だ —  ---- ニ ーー ニー ニー ニー ニニ ーーーーーー ニ ーーー ニニ ーー ーーーーーーーー 
D2D0 00 EF 21 00 E5 CD 04 D3 : 99 SUM: 1C 3A 14 21 7A 99 E9 07 CA6B 
D2D8 CD E6 DO 11 CO F2 21 CD 34 : 
D2E0 D3 01 FO 00 CD 07 D3 11 : 7C FA80 FF FF 00 07 C7 C1 80 80 : 8D 
D2E8 00 EF 21 00 EA CD 04 D3 : 9E F488 01 00 BC 27 C7 C1 AQ AO : AC 
D2F0 01 40 31 21 00 EF 11 00 : 93 F490 AD AC EO CO FE FF FC FC : EE 
D2F8 05 04 ED A3 03 IB 7A B3 : E4 F498 FF FE 60 00 86 FF 78 00 5A 
ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー F4AO FF FF 7E 3E 87 FF 7B 03 : BE 
SUM: 28 75 QB E4 97 7B CO B6 3FC8 F4A8 00 00 00 20 50 00 00 00 7 の 
F4BO 00 00 00 70 70 00 00 00 : EO 
D300 C2 F9 D2 C9 01 00 05 7E : DA FAB8 80 00 70 F8 F8 FO 00 CO : 90 
D308 FE 20 28 01 12 23 13 OB : 9A FACO 00 00 00 00 00 00 00 00 : 00 
D310 78 B1 C2 07 D3 C9 3E 10 : DC F4C8 00 00 01 03 00 01 07 03 : OF. 
D318 08 1A 6B 62 23 01 4F 00 : 62 F4DO 00 00 02 04 01 07 OF 07 : 24 
D320 ED BO 12 13 08 3D C2 18 : El FADS8 00 00 00 04 28 00 00 00 : 2C 
D328 D3 C9 3E 10 08 13 1A F5 : 14 F4EO 1F TF FF FE 3C C8 EO FC : 7B 
D330 1B 1A 6B 62 23 23 01 4E : 97 FAE8 EO 80 00 OF FE FC FC FE 63 
D338 00 ED BO 12 F1 13 12 13 : D8 F4FO 00 00 02 00 00 00 99 00 : 02 
D340 08 3D C2 2C D3 C9 C5 D5 : 69 FAF8 FF FC F3 01 0C 3F 1C 07 : 5D 
D348 BD 3A 95 D3 32 96 D3 EB : ID —— laoo e m ehe e reemmeemem mee 
D350 21 94 D3 16 E6 CD 6E D3 : 92 SUM: 29 A3 El CD CO 7A 1D EA 8DDB 
D358 CD 80 D3 F3 CD 77 D3 72 : 9C 
p360 23 CD 77 D3 72 23 FB 3A : 04 F500 00 03 OF F7 OF 3F 1F 07 7D o 
D368 95 D3 El Dl C1 C9 CD 80 : F1 F508 00 00 AO AO 00 00 00 00 : 40 
D370 D3 01 00 19 ED 51 C9 CD : C1 F510 CO 60 FO EO 00 00 00 00 : FO 
D378 8A D3 01 00 19 ED 50 C9 : 7D F518 20 90 F8 FO EO 80 00 80 78 
MNA HIA SR IU IAN A Hm HR UH I HN AN AR Um UI I em 9m em Me m em e em m em F520 00 00 01 03 OF 7F 3F OF : EO 
SUM: 0B 63 E8 8F IE 40 4E 6C 4537 F528 00 00 01 03 OF 7F 3F OF : EO 
b F530 00 01 02 OC 70 80 40 30 : BF 
D380 01 01 1A ED 78 E6 40 20 : C7 F538 0C 43 FD F3 FF FD FD FF : 37 
D388 FA C9 01 01 1A ED 78 E6 : 2A F540 OF 7C FE FF FF FF FF FF : 84 
D390 20 20 FA C9 00 00 00 ED : FQ F548 73 BC 02 OC 00 03 03 03 : 46 
D398 5B AB D3 ED 4B AE D3 CD : 5F F550 20 EO 9F FE C8 48 4A 5A : 51 
D3A0 BQ D3 22 AB D3 ED 5F 32 : Al F558 EQ 7C FF FE EC CC CE FE : DD 
D3A8 AD D3 C9 23 E1 00 83 03 : D3 F560 DC 3E EO 01 TE FE FF FF : 75 
D3B9 21 00 00 3E 10 29 CB 23 : 86 F568 00 00 00 00 00 00 00 00 : 00 
D3B8 CB 12 D2 BE D3 09 3D C2 : 48 F570 00 00 00 00 00 00 00 OO : 00 
D3CO B5 D3 C9 CD 46 D3 FE 1B : 50 F578 00 00 80 00 00 00 00 00 : 80 
D3C8 28 F9 C3 23 DO 00 | c MM n n 
mM M M RM e mm m uie rn m eT e e e x m SUM: 4A 09 96 74 AD 4E F3 2D OEIF 
SUM: 9C 19 31 5E 8A 73 73 F5 4806 
F580 01 00 00 00 00 90 00 OO : 01 
F588 01 00 00 00 00 00 00 00 : 01 
F590 OE 01 00 00 00 00 00 QQ : OF 
F400 00 00 00 07 FF 7F 3F 1F : E3 F598 FF 07 3F 7F 7F 3F 3F 00 : C1 
F408 00 00 00 07 FF 7F 3F IF : E3 F5A0 FF 00 07 OF OE OF 07 3F : 78 
F410 00 00 07 F8 00 80 40 20 : DF F5A8 01 F8 47 BF 8E 4F 47 CO : B3 
F418 00 06 21 FE F9 FF FE FE : 19 F5B0 58 CO FO F8 F8 F8 E8 28 : 00 
F420 00 07 3E FF FF FF FF FF 40 F5B8 FC CO 30 18 08 00 B8 FC : CO 
F428 07 39 DE 01 06 00 01 91 : 27 F5CO0 FE FC 38 1C 9C 04 BC 3B : 55 
F430 00 10 FO CF FF E4 A4 A5 : FB F5C8 00 00 00 00 00 00 00 09 : 00 
F438 00 FO 3E IF FF F6 E6 ET 6F F5DO 00 の 9 00 00 00 00 00 00 : 00 
D048 38 6A 52 JR 
: D94A ED 4B E2 53 LD 
0000 j| n m c B E E D04D Di : 
0000 2 ) 088/728 Pops F Tum 
9000 3 D054 01 50 00 56 LD 
0000 4 ; WONDERERS FROM X1 As i P 
9000 : mmm D058 ED 58 SBC 
Daag B on. WW ~ し DOSA 22 E2 DI 59 LD 
" DOGO 8 WIDE: EQU BOTYLEN 面 サ イズ D96F 61 
DOGO 9 TEXT: EQU 80X4«3000H : 表 示す 57H 面 の アド レス 62 NON SEC: 
D999 10 CHRI: EQU 9F499H ;CHARACTER DATA ADR An un s 
D000 11 CHR2: EQU CHR1+129H E : Deos m FR n 
Daag 12 CHR3: EQU CHR2+129H i D063 3A El DI 65 LD 
DO09 13 POSI: EQU 8O*16+38+4060H :CAHARACTER の が v" ショ ン ee A ? の e 
 peoo : 4 JMAX: BAU 9 JUMP TIME at i ex 
D999 . 16 ROSI2: BQU 80*1644000H : ト ゲ の ポジ ショ ン mes m pe a 
ped CD 8A D2 ^ ンー CALL PCG ON jgCREEN INITIALIZE DO6F 20 OB 79 OR 
Me CD A6 pe » CALL + トキ が "ワーク 597 p071 72 JON H: 1 
Dé06 21 26 45 21 LD „POSI m o 4c wm 
Ps." z o mw D972 Dé 01 75 SUB 
E 32 Bl DI 24 LD (JUMP) ,A 12=RUNNING 1=JUMP 9=DOWN Des i ue 2 ば 
Dell 3E 09 — 25 LD A, JMAX DO?7 38 03 78 JR 
D013 32 E4 Dl 26 LD (MAX)A jJUMP の MAX の 
D916 21 E7 DI 27 LD HL, T9 80 
D019 22 E5 D1 28 LD (PNT) , HL DATO 2B | RI De 
peic. 29 HOT: DOZA 18 OD 82 JR 
DOIC AF 3e XM ん : 97C 83 K6? 
DO1D 32 EF Dl 31 LD (DEAD?) ,A SEA ED? = wom» m o 
Ba 23 MU DOTE 20 09 85 JR 
. D020 CD BB D2 33 CALL SCROLL ;SCROLL pedes uw no 
P623 M K IN: DOBO 87 KGN H: EQU 
D623 CD 49 D3 35 CALL KEYIN Done 8 RON し RA 
D026 FE 1B 36 CP 21 JESC m T 2 T 
 De28 CA C6 D3 37 JP Z, PAUSE — 2» X 
De2B FE 20 38 CP "o ;SPACE KEY ? Lee oy: 8 i5 
| De2D 20 30 39 | JR NZ,NON SPC D984 DE 45 92 SBC 
2 "m" de " = バー D986 30 91 93 JR 
| ; ; JR ,NON : 落 ちか け て 5 DOBE 94 
636 3A BÀ D1 43 ID A, MA) AAR Tea. eet e $ oum. 
-D636 3D 44 DEC A Dess AF 9 pom 
Deac 28 092 46 JR Z,MADA ;JUMP-0, っ $ N DOWN DOED 3K 09 99 T 
DOSE SE G1 47 LD A,1 :JUMP=1, つ まり JUMP DROP 39 ki Ol 140 D 
D040 4B MADA: 2 5D 101 LD 
00 tA MA Di Se d5 4 D993 54 102 LD 


120 onx 198011. 


F5D8 00 00 00 00 00 00 d 
F5E0 00 00 00 00 00 00 00 99 : 00 
F5E8 00 03 00 00 00 00 99 99 : 03 
F5FO0 03 04 07 00 00 00 99 99 : OE 
F5F8 00 00 02 02 00 00 99 OO : 04 
SUM: 64 83 EE 4B 27 99 E9 DE 1BIE 
F600 FF FF 03 07 00 1F 1E 3F : 84 
F608 00 00 FF OF 1F 3F 3F 7F : 2A 
F610 00 00 90 AO 00 00 00 00 : 30 
F618 FF FF D3 BO 00 40 40 B8 : B9 
F620 00 00 FC F8 FO EO F8 FC : B8 
F628 00 00 00 00 00 00 00 00 : 00 
F630 80 EO 00 00 00 00 00 00 : 60 
F638 60 10 FO 00 00 00 00 00 : 60 
F640 00 00 00 00 00 01 03 97 : OB 
F648 00 00 00 00 00 01 03 07 : OB 
F650 00 00 01 03 03 06 9C 18 : 31 
F658 03 10 7F FC FF FF FF FF : 8A 
F660 03 1F 7F FF FF FF FF FF : 9C 
F668 1C 6F 80 03 00 00 00 00 : OE 
F670 08 F8 67 FF F2 52 52 56 : 52 
F678 F8 1F BF FF FB F3 F3 FF : B5 
SUM: 00 A3 F6 5D FD C9 EA EB 5DA3 
F680 F7 OF B8 00 1F FF FF FF : DA 
F688 00 00 CO 80 00 00 80 80 : 40 
F690 00 00 CO 80 00 00 80 80 : 40 

_ F698 00 CO 20 40 80 80 CO CO : AO 
F6A0 00 00 00 00 00 00 99 OO : 99 
F6A8 00 00 00 00 00 00 O0 0O : OO 
F6B0 07 00 00 00 00 00 00 00 : O7 
F6B8 FF OF OF 3F 7F 1F 1E 02 : 1A 
F6CO0 FF OF 07 3E 78 1E 1D OF : 15 
F6C8 00 FO 37 7E F8 FE 3D 33 : OB 
F6D0 D6 90 FC FE FE FE BC CO : D8 
F6D8 FF BÓ 18 1A OA 04 CÓ FF : AE 
F6EO 7F 7F 1A 1B OB 05 C3 CO : C6 
F6E8 00 00 00 00 99 80 80 O0 : 00 
F6F0 00 00 00 00 00 CO CO 00 : 80 
F6F8 80 00 00 00 CO EO EQ CO : CO 
SUM: DO 9C D3 6E 61 El 96 42 910F 
F700 00 00 00 00 00 00 99 OO : 00 
F708 00 00 00 01 91 91 01 00 : 04 
F710 00 01 03 93 03 03 03 03 : 13 
F718 00 00 00 02 02 00 00 00 : 04 
F720 3F FF 00 F7 F7 CO 80 00 : 6C 
F728 CÓ 00 FF FF FF FF CO 80 : FC 
F730 00 00 00 81 00 00 00 00 : 81 
F738 FF FF 00 81 00 03 07 03 : 8C 
F740 00 00 FF C3 83 07 OF 07 : 62 
F748 00 00 AO 40 00 00 00 00 : EO 
F750 CO EO FO EO 00 CO FO FC : 1C 
F758 20 10 F8 FO EQ FQ FC FE : E2 
SUM: DE EF 89 D1 5F 7D 46 87 9CBC 

C,PNT CK 

BC, (MYCHR) 

CLR } 古 いも や 5 消す 

HL, (MYCHR) ; 

BC, 80 

A 

HL, BE 

(MYCHR) , HL. 

PNT CK 

HL, (MYCHR) 

LO 

NZ,OCHIRU? 

e (KASCIT) 

NZ,K67 

POSI-38*1 

JOGEN/256 ; 

-JGN H*256+JOGEN 

A,L ms 

JON し : 

A,H 

JGN H 

C,K6? um 
; iTF HL» -POSI-38*1 

HL 

OCHIRU? 

nnn 

POSI*38 

KAGEN/256 

-KON HX2564KAGEN 

AL 
L 

A,H 

KON H 

NC,OCHIRU? 

LIE HL<POSI+38 THEN 

HL, 

A 

(JUMP),A 

À,JMAX 

(MAX) ,A 

E,L 

D,H 

BC,80 


b 「 奥 出雲 の 銘 水 シ リー ズ 」 に は 「 し じみ 汁 」 と いう の も あり ます 。 一度 お 試し くだ きい 。 


xn 


味 の ほ う は 「 二 二 世 紀 梨 ドリ ンク 」 を 飲め る 人 だ っ か た だ たら 大 丈夫 。 


小林 孝治 (25) 島根 県 


DOA? 
DOA7 22 E2 DI 
DOAA C1 
DOAB 7C 


DOAC B8 
DOAD 20 02 
DOAF 7D 


D108 11 D9 Di 
D10B 21 C9 Di 
DIOE 3E 08 
D110 

D110 08 

Diii 7E 

D112 23 

D113 46 

D114 23 

D115 E5 

D116 6F 

D117 60 

D118 01 50 00 
DIIBBA 
D11C 28 45 
D11E lA 
DiIFB7 
D120 CA 58 Di 
D123 3D 

D124 CA 48 Di 
D127 3D 

D128 CA 38 DI 
D12B 

D12B 36 49 
D12D CD 75 DI 


D134 

D135 C3 63 D1 
D138 

D138 

D138 ED 42 
D13A 36 49 
D13C CD 75 D1 
D13F ED 42 
D141 36 20 
D143 3E 03 
D145 C3 63 D1 
D148 


. D153 3E 02 
. DIS5 C3 63 Di 


DISE CD 75 Di 
D161 3E 01 


104 ADD HL, BC 

105 JIMEN: EQU POSI*40 

106 JMN H: EQU JIMEN/256 

107 JMN L: EQU -JMN H*2564JIMEN 

108 LD A,L 

109 SUB JMN L 

110 LD A,H 

111 SBC H 

112 JR C, J CONT ; 地 面 に つい た か 

113 SIE HL» zPOSI*40 'THEN 

114 LD L,E 

115 LD H, D 

116 LD A,2 

117 LD (JUMP),A 

118 J OONT: 

119 LD (MYCHR) , HL 

120 POP 

121 LD A,H 

122 CP B 

123 JR NZ,CH KS 

124 LD A,L 

125 CP c 

126 CH KS: 

127 CALL | NZ,CLR LEE HLOBC THEN 古い の を 消す 

128 PNT CK: 

129 LD A, (JUMP) 

130 CP 

131 JR Z,ANIM + バシッ テル ナラ アニ メス ル 

132 LD HL,CHR3 

133 JR WRTCH 

134 ANIM 

135 LD HL, (PNT) 

136 LD C, (HL) 

137 INC 

138 LD B, (HL) 

139 INC HL 

140 AAMAX: EQU ADRS+8 

141 AMH: EQU 256 

142 AM L: RS -AM H*256*AAMAX 

143 LD A,L 

144 SUB AM L 

145 LD A,H 

146 SBC AM H 

147 JR C,PNTSET 

148 ;IF HL>=ADRS+8 THEN 

149 LD HL,ADRS 

150 PNTSET: 

151 LD (PNT), HL 

152 LD L,C 

153 LD H,B 

154 WRTCH: 

155 LÐ BC, (MYCHR) 

156 CALL CHR PUT 

157 LD A, (DEAD? ) 

158 OR A 

159 JP Z,MAIN 

1 RET ;MISS and GAME OVER (RETURN TO BASIC) 
1 

162 ECH1: BU 49H 

163 ECH2: BAU 

164 OOMES: EQU 80*2*ENEMY BUF+79 

165 JOI: BAU COMES/256 

166 KAI: BAU 7JOIt256«*COMES 

167 EDGE: EQU BO*2*ENEMY 

168 EKZ: BAU 8 mom 

169 

170 ENEMY: 

1 CALL SHIFT 仮想 画面 を SCROLL 

173 ji が イン タ を S i 

174 LD B, EKZ 

175 LD HL, TOGES 

176 

177 MOVE LP: 

178 LD E, (HL) 

179 INC 

180 LD D, (HL) 

181 LD A,D 

182 OR E 

183 JR Z,NEXT 

184 DEC Mr OX-X-1 

185 ED H: PRU 256 

186 ED L: EQU -ED H*256*EDGE 

187 LD A,E 

188 SUB ED L 

189 LD A,D 

190 SBC ED H 

191 JR NC,WRT AD 

192 ;IF DR く RDGE THEN 

193 LD DE,O : ス クロ ー ル アウ ト L 5 ゃ っ た な ら リ ー ク Jt» 

194 WRT AD: 

195 LD (HL),D 

196 DEC HL 

197 LD (HL),E 

198 INC HL 

199 

200 NEXT: 

201 INC HL 

202 DJNZ MOVE LP 

203 

204 LD DE, TMOVE 

205 LD HL, TOGES 

206 LD A,EKZ 

207 EANM LP: SMS の アニ メ 

298 EX AF,AF* 

209 LD A, (HL) 

210 INC 

211 LD B, (HL} 

212 INC HL 

213 PUSH HL 

214 LD L,A 

215 LD H,B 

216 LD BC, 80 

217 OR H 

218 JR Z,NEXT T : 使 われ て いな か っ た 

219 LD A, (DE) 

220 OR A 

221 JP Z,TOTI 

222 DEC A 

223 JP Z,T1T2 

224 DEC A 

225 JP Z,T2T3 

226 ;T3T4 : ア ニ メ 

227 LD (HL) , ECHI 

228 CALL ATARI? 

229 SBC HL, 

230 LD (HL) "og" 

231 XOR A 

232 JP NEXT T 

233 

234 T2T3: yc 

235 SBC ,BC 

236 LD (HL) , ECH1 

231 CALL が ? 

238 SBC HL,BC 

239 LD (HL) Se E 

240 LD A,3 

241 JP NEXT T 

242 T1T2 d et 

243 SBC HL,BC 

244 LD (HL) , ECH2 

245 SBC HL 

246 LD (HL) , ECH1 

247 CALL ATARI? 

248 m uW A,2 

249 JP NEXT T 

250 TOTI: . > アニ メ 

251 LD  (HL),ECH2 

252 SBC 

253 LD (HL) , ECH1 

254 CALL ATARI? 

255 ID Al 


D 
D168 C2 10 DI 
D16B CD 9A D3 
7D 


DI6F FE 14 
D171 DC 8B Di 


SS 33338 


DIF3 21 00 18 
D1F6 


DIF6 ED 69 
DIF8 78 

DiF9 C6 08 
DIFB 47 

DIFC 25 

DIFD C2 F6 Di 


D21E 11 03 04 


D226 FA 61 D2 
D229 CD 53 D2 
D 


ファ ンタ ジー ゾー ン の ウィ ンク ロン の 目 の 部 分 で うま い 倒 し 方 が あり ます 。 た だ , アー 
ケー ド 版 の や り 方 な の で 68 版 で は わか り ま せん が 。 まず, 目玉 が 出 て 止ま っ た ら 。 左 斜め 
下 に 位置 し ひたすら 撃ち ま よく り ま す 。 そ うす る と 何 発 に 1 発 か は 目玉 に 当たる の で , ね ば 


れ ば その うち 死ん で て くれ ます 。 ま さる に 1 ドッ ト の 狂い も ダメ ! 


西本 英樹 (17) 北海 道 


NEXT T: SUNT ナ ト が SA 
LD (DE),A 
INC DE 
POP HL 
EX AF,AF' 
DEC A 
JP NZ,EANM LP 
CALL RND 
LD A,L 
CP 20 
CALL C,AKI? 
RET 
ATARI? : 
PUSH BC 
PUSH HL 
LD BC, -ENEMY BUF*POSI2 
ADD HL,BC 
LD A,H 
ADD A,80H 
LD B,A a 
LD C, L * 主 人 公 が 
IN A, (C) j: と げに あたっ て いる か 
JR Z,NOT HIT 
LD (DEAD?) ,A 
NOT HIT: 
OR A 
POP HL 
POP BC 
RET 
AKI?: 1 アタ ラ シ イ トゲ が" var" vo? 
LD HL, TOGES 
LD DE, TMOVE : 空 い た り - ク を サー チ 
LD B, EKZ 
AKI LP: 
LD A, (HL) 
OR 
JR Z,KORENISURU 
INC HE ; 
INC HL 
INC DE 
DJNZ AKI LP 
RET 
KORENISURU 
LD A, ECHI ェ ィ イ ニシ ャ ル テ " t 
LD (COMES) ,A 
LD (HL) , KAI 
INC 
LD (HL) ,JOI 
XOR A 
LD (DE),A 
RET 
SHIFT: iem d HU dE を スク ロ - ル 
LD A," " 
LD DE,ENEMY BUF 
LD L,E 
LD H,D 
INC HL 
LD BC,79 
LDIR 
LD (DE),A 
INC DE 
INC HL 
LD BC,79 
LDIR 
LD (DE),A 
INC DE 
INC HL 
LD BC, 79 
LDIR 
LD (DE) ,A 
RET 
TOGES: 
DS EKZ*2 
TMOVE: 
DS EKZ 
JUMP: DS 1 
MYCHR: DS 2 
MAX: DS 1 
PNT: DS 2 
ADRS: DW CHR1,CHR2, CHR3 , CHR2 
DEAD?: DS 1 
CLR: eod 消す 
LD DE, 0403H 
CLR. WRT: : 
LD HL,24*256 :H=24 L20 
CLR LPO: 
OUT (ChL 
LD ,B 
ADD A,8 
LD B,A 
DEC H 
JP NZ,CLR LPO 
SET 6, 
INC BC 
DEC D 
JP NZ,CLR WRT 
LD D,4 
LD L,C 
LD H, B 
LD BC, 80-4 
ADD HL, BC 
LD C,L 
LD B,H 
DEC E 
JP NZ,CLR WRT 
RET 
CHR PUT: i (CHR SIZE i$ 4 x 3 固定 ) 
; ENTRY 
; HL = CHR ADR 
; BC = G RAM ADR 
; ; キ ャ ラク ター 表 示 ルー チン 
LÐ A,B 
SUB 10H 
LD E,C 
LD D,A 
PUSH DE 
EXX 
POP 
LD DE,403H ;SIZE X-4/SIZE Y-3 
EXX 
CHP LPO: 
EXX 
IN A, (C) 
EXX 
JP M,SPACE 
CALL 
AD CL: 
SET 6,B 
INC pc 
EXX 
INC BC 
DEC D 
EXX : 
JP NZ,CHP LPO 


マシ ン 語 カク テル in Z80's Bar 121 


529/256 以 下 な ら 新 し い ト | デ が 出る か も し ん な 


D236 54 399 LD D,H :92J5* a'j^GRAMY V. レス ヲ ヘ ンコ ウ D319 1A 543 LD A, (DE) ; 
D237 5D 400 LD E,L D31A 6B 544 LD L,E smen 
D238 60 401 LD H,B D31B 62 545 LD H,D 
D239 69 402 LD L,C D31C 23 546 INC HL 
D23A 01 4C 00 403 LD BC,80-4 D31D 01 4F 00 547 LD BC,79 
ua g — PN uu" m ow 
, D322 12 4 LD (DE),A ; 右 端 に 左端 
D23F 4D 406 LD CL D323 13 550 INC DE r 、。 
D240 6B 401 LD L,E D324 08 551 EX AF, AF" 
D241 62 408 LD H,D D325 3D 552 DEC A 
D242 D9 409 EXX D326 C2 18 D3 553 JP NZ,SCR LOOP 
D243 16 04 410 LD D,4 D329 C9 554 RET T 
ーー 9 n T H,B D32A 655 
LU D32A 556 ROLL2: : スク ロー ル 
D247 01 4C 00 413 LD BC, 80-4 D32A 3E 10 557 LD A, YLEN ETENE "ut 
D24A 09 414 ADD HL, BC D32C 558 SCR LOOP2: 
D24B 44 415 LD B,H p32c ea 559 EX AF,AF' 
D24C 4D 416 LD CE D32D 13 560 INC 
D24D 1D 417 DEC E D32E 1A 561 LD A, (DE) 
D24E D9 418 EXX D32F F5 562 PUSH AF 
D24F C2 22 D2 419 JP NZ,CHP LPÓ D330 1B 563 DEC DE 
D252 C9 420 RET : D331 1A 564 LD A, (DE) 
D253 421 D332 6B 565 LD L,E 
D253 ; 422 WRT: ュ ジ バッ サイ ニカ キ コ ン ア "イル ルー チン D333 62 566 ID H,D 
D253 16 18 423 LD D,8*3 D334 23 567 TNC HL 
D255 424 LP1: D335 23 568 INC HL 
D255 04 425 INC B D336 01 4E 00 569 LD BC,78 
D256 ED A3 426 OUTI D339 ED 579 LDIR 
D258 78 421 LD A,B D33B 12 571 LD (DE), A 
D259 C6 08 428 ADD A,8 D33C Fl 512 POP AF 
D25B 47 429 LD B,A D33D 13 573 INC DE 
D25C 15 430 DEC D D33E 12 514 LD (DE),A 
D25D C2 55 D2 431 JP NZ,LP1 D33F 13 515 INC DE 
432 RET D340 08 516 EX AF, AF' 
1 433 D341 3D 577 DEC 
434 SPACE 3 D342 C2 2C D3 578 JP NZ,SCR LOOP2 
p261 11 00 18 435 LD DE,24*256 ;Ez0,D-24 D345 C9 519 RET 
436 D346 580 
437 SPC LP: ; D346 581 KEYIN: キー イ ン ル チン 
D264 ED 59 438 QUT (C),E D346 582 ;< NONE 
D266 23 439 INC HL D346 583  :> A-ASCII CODE (9 MEANS NO KEY) 
D267 78 440 ID. A,B : D346 584 ix A 
D268 C6 08 441 ADD A,8 D346 $85  ;- BC DE HL 
D26A 47 442 LD B,A D346 586 
D26B 15 443 DEC D346 C5 587 PUSH BC 
D26C C2 64 D2 444 JP NZ,SPC LP D347 D5 588 PUSH DE 
D26F C3 2C D2 445 JP | CL D348 E5 589 PUSH HL 
D272 446 D349 590 
D272 447 BLCK: D349 3A 98 D3 591 LD A, (KASCII) 
D272 00 00 00 448 DB 9,0,0,0,0,0,0,0 D34C 32 99 D3 592 LD (LASTKY) ,A 
D275 00 00 00 D34F FB 593 EI 
D278 00 00 D350 21 97 D3 594 LD HL, KEYCON 
D27A 00 00 00 449 DB 0,0,0,0,0,0,0,0 D353 16 E6 595 LD D, 0E6H ;D-A&HEG (OOM) 
D27D 00 00 00 D355 CD 71 D3 596 CALL SENDI 
D280 00 00 D358 CD 83 D3 597 CALL CANW 
D282 90 90 00 450 DB 90,0,0,0,0,0,0,0 D35B F3 598 DI 
D285 00 99 00 599 
D288 00 00 D35C CD 7A D3 600 CALL GETI 
D28A ; 451 POG ON: ;mux*PcG ORN で 埋め る 。 D35F 72 691 LD (HL), D 
D28A 01 00 30 452 LD BC, 3000H D360 23 602 INC HL 
D28D 11 40 06 453 | 15 DE,80*20 D361 CD 7A D3 603 CALL GETI 
p290 — 454 POG LP: D364 72 604 (HL),D 
D290 3E 20 455 ID A,20H ¡SPACE D365 23 605 INC HL 
D292 ED 79 456 OUT (C),A D366 FB 606 EI 
D294 CB A0 457 RES 4,B D367 607 
D296 3E QF 458 LD A,00100111B ;COLOR 7 & POG ON D367 . 608  ;HL-LASTKY / ADDRESS = ナッ ティ ル 。 
NO LABEL ERR D367 609 : 
D298 ED 79 459 OUT (C),A D367 3A 98 D3 610 LD A, (KASCII) 
D29A CB EO 460 SET 4,B D36A El 611 POP HL 
p29c 03 — 461 INC D36B D1 612 POP DE 
p29D 1B 462 DEC DE D36C C1 613 POP Bc 
D29E 7A 463 LD A,D D36D C9 614 RET 
D29F B3 464 OR D36E 615 
D2A0 20 EE 465 JR NZ,POG LP 616 SENDI 
D2A2 C9 466 RET D36E CD 83 D3 617 CALL  CANW — 
D2A3 467 D371 01 00 19 618 1D BC,01900H 
D2A3 468 ENMBUFCLR: im の ワク 初期 化 D374 ED 51 619 OUT (C),D 
D2A3 06 FÖ 469 LD B, 8043 p376 C9 620 RET 
D2A5 21 DO D3 470 1D HL,ENEMY BUF D377 621 
D2A8 411 EC LP: D377 622 GET1 
D2AB 36 20 472 LD (HL)," " D377 CD 623 CALL CANR 
D2AA 23 473 INC D37A 01 00 19 624 LD BC,01900H 
D2AB 10 FB 474 DJNZ  ECIP D37D ED 50 625 IN D, (C) 
D2AD 21 C9 D1 475 LD HL, TOGES D37F C9 626 RET 
D2B の 476 D380 627 
D2B9 06 18 411 LD B, EKZ*2+EKZ D380 628 CANW 
D2B2 478 EC LP2: D380 01 01 1A 629 LD BC,01A01H 
D2B2 36 00 479 LD (H.),0 D383 630 CANWL 
D2B4 23 480 INC HL D383 ED 78 631 IN A,(C) 
D2B5 10 FB 481 DJNZ EC LP2 D385 E6 40 632 AND 040H 
D2B7 C9 482 RET D387 20 FA 633 JR NZ,CANWL 
D2B8 483 p389 C9 634 RET 
D2B8 D38A 635 
D2B8 485 D38A 636 CANR 
D2B8 11 00 E5 486 LD DE, 0E500H + プ レー ン 1 D38A 01 01 lA 637 LD BC,01A01H 
D2BB CD 19 D3 487 CALL ROLL D38D 638 CANRL 
D2BE 11 00 EA 488 LD DE, OEAQ0H * ア レー ン 2 D38D ED 78 639 IN A, (C) 
D2C1 CD 2D D3 489 CALL ROLL2 D38F E6 20 640 AND 020H 
D2C4 490 : 各 プレ ー ン の 合成 D391 20 FA 641 JR NZ,CANRL 
D2C4 11 00 EF 491 LD ,0EFO0H D393 C9 642 RET 
D2C7 21 00 REO 492 LD HL, 9EO09H : ア ルーン 9 (アレ ルーン の は 非 スクロール) D394 643 
D2CA 01 00 05 493 LD BC,WIDE D394 00 644 KEYOON DS 1 
D2CD ED BO 494 LDIR i D395 00 645 KASCII DS 1 
D2CF 11 00 EF 495 LD DE, の EE90H 仮想 画面 ADDRESS D396 00 646 LASTKY: DS 1 
D2D2 21 00 E5 496 LD HL, OE500H D397 647 
D2D5 CD 07 D3 497 CALL AR D397 648 RND: 
D2D8 498 D397 649 4 & 数 ルー チン 
D2D8 CD E6 DO 499 CALL : : 障 害 物 D397 659 ;ENTRY: x 
D2DB 11 CO F2 500 LD DE, 804 12*0EF00H D397 651 ; OUT : HL-0-65535 
D2DE 21 DO D3 501 LD HL , ENEMY BUF D397 65 
D2E1 01 FO 00 502 LD BC, 3480 D397 ED 5B AE 653 LD DE, (OLDRND) 
D2kE4 CD 0A D3 503 CALL | MI ien D39A D 
D2E7 594 D39B ED 4B Bl 654 LD BC,(STEP) 
D2E7 11 00 EF 505 LD DE, の EF99H D39E D3 
D2EA 21 00 EA 506 LD HL, OEAQ0H D39F CD.B3 D3 655 CALL MULTI 
D2ED CD 07 D3 507 CALL :f HN D3A2 22 AE D3 $656 LD  (OLDRND),HL 
D2F0 508 D3A5 ED 5F $57 LD 
D2FO0 01 40 31 509 LD BC, TEXT ;VRAM に 転送 D3A7 32 BO D3 658 LD (REFR),A 
D2F3 21 00 EF 510 LD HL, OEFQ0H D3AA C9 659 
D2F6 11 00 05 511 LD DE, WIDE D3AB 660 
512 PRT LP: D3AB 23 El 661 OLDRND: DW 0E123H 
D2F9 04 513 "o INC B D3AD 00 662 REFR: DS 1 
D2FA ED A3 514 OUTI D3AE 83 03 663 STEP; DW 899 
D2FC 03 515 INC BC D3B9 664 
D2FD 1B 516 DEC DE D 665 MULTI 
D2FE 7A 517 LD A,D D3BO 21 00 00 666 LD HL,O 
B3 18 OR E D3B3 3E 10 667 LD A,l0H 
D300 C2 F9 D2 519 JP NZ,PRT LP D3B5 668 MLOOP: 
D393 C9 20 RET D3B5 29 669 ADD HL,HL 
D304 521 D3B6 CB 23 670 
D304 22 MIX : 合 成 ル - チ ン . D3B8 CB 12 671 RL D 
D304 01 00 95 523 LD BC, WIDE D3BA D2 C1 D3 672 JP NC,RSKIP 
D307 24 MIX2: D3BD 09 673 ADD HL,BC 
D307 525 MIX LP: D3BE 674 RSKIP 
D307 7E 526 LD A, (HL) D3BE 3D 675 DEC A 
D308 FE 20 521 CP r ゝ も し 2 パ - ス だ っ た ら な に も か か な い D3BF C2 B5 D3 676 JP NZ,MLOOP 
D30A 28 04 528 JR Z,SKIP ゝ つま り 透 明 と いう こと D3C2 77 RET 
D39C 12 529 LD (DE), A D3C3 678 
D30D 530 SKIP D3C3 679 PAUSE: 
D30D 23 531 INC HL D3C3 CD 46 D3 KEYIN 
D39E 13 532 INC DE D3C6 FE 1B 681 CP 21 :ESC が 押さ れ て いる 間 ル アプ 
eB 533 DEC BC D3C8 28 F9 682 JR Z,PAUSE 
paio 78 534 LD A,B D3CA C3 23 DO 683 JP K IN 
D311 B1 535 OR D3CD 
D312 C2 07 D3 536 JP NZ,MIX LP D3CD 685 ENEMY BUF: 
D315 537 RET D3CD 00 686 DS 1 ; 本 4 i3 8013 f 
D316 538 D3CE : 
16 539 ROLL: : 仮想 画面 を スク ロー ル D3CD [D3CD] 
D316 3E 10 0 LD A, YLEN 
541 SCR_LOOP: 
D318 08 542 EX AF,AF' 


122 ohnx 198911. 


ーーMZ-2500 用 グラ フィ ッ ク エ ディ タ 作 成 講座 (最終 回 ) 
完成 ! 画 醒 シス テム 


今回 で いよ いよ , グラ フィ ッ ク エ ディ タ 作 成 も 終わ り で す 。 
絵 ( 画 ) に 描い た 人 魚 に は な ら ず , 予告 し た スペ ッ ク ど お り 堂 
堂 の 完成 で す 。 本 橋 氏 の 実力 が 発揮 され まし た ね 。MZ-2500 
ユー ザー 以外 の 方 も 十分 に 楽し し んで いた だ けた と 思い ます 。 


Nlotohashi Jun 


本 橋 純 


最後 の 仕上 げ だ 


eC, 最後 を 飾る の は 印刷 ウィ ンド ウ と 
諸 設 定 ウ ワイ ンド ウツ です 。 あ ら か じ め 断 っ て 
お きま す が , 印刷 機能 の 対応 プリ ンタ は 我 
ら が MZ-1P17 系 と NEC PC-PR406 の 2 種 
XC. 53535353, 俺 の プリ ンタ に は 対 
応 し て いな い の か ああ あと 慎 っ て し まっ た 
人 も ご 安心 を 。 な る で (多く の 機種 で 対応 
も きる よう に 王 夫 し て あり ます か ら 。 そ われ 
t, 諸 設定 ウィ ンド ウ で は これ まで 封印 き 
れ て いた 透明 色 や マウ スカ ー ソ ル の 色 変 更 
な どの 機能 が 解放 さる れ ます 。 それ で は 始ま 
り 始 まり 一 。 


機能 解説 
1) 諸 設 定 ウ ィ ン ド ウ 
Mouse……・ マウ スカ ー ソ ル の 人 色 を 表示 し て 


ある 部 分 で クリ ッ ク す る と 現在 の ペン カラ 
ー が カー ソル の 色 に な り ま す 。 な - ゼ , 表示 し 
て いる 色 と カ ー ソ ル の 色 が 違う か と いう と , 
8 ブ プレーン の うち の 半分 の 4 プレ ー ン で 表 
示さ る させ て いる か ら で す 。 これ は 速度 的 な 問 
題 と た G-RAM デ ー タ を 保存 し て お な くだけ の 
祭 裕 が な いと いう の が 理由 で す 。 自分 で 使 
っ て いて も 少々 見 づら いか な と 反省 し て い 
Ig. 

Cblock…… BASIC で の cblock 文 と 同じ で 
す 。 ここ で 反転 し て いな い ぃ 要素 が 4 階 調 表 
示 に な り ま す 。 


チ で この 機能 を 使用 する か 否 か を 選択 で き 
xs 
SPD レ バー…… マツ ウス の 移動 速度 を 調整 で 
きま す 。 デ フォ ルト は 最高 束 で すか ら こ の 
速度 に 慣れ る と ほか の グラ フィ ッ ク エ ディ 
タ が 使い に くく な る か も し れ ま せん 。 まあ , 
光学 式 マ ウス で 絵 を 描く とき の 使 いづ らき 
に 比べ れ ば だ た いし た 問題 で は な いで し ょ う 
p? T 5 
DBL レ バー…… ダ ブル クリ ッ ク の 間隔 を 調 
整 で きま す 。 デ フォ ルト は 0.2 秒 で , 設定 男 
囲 は 0.1 一 0.5 秒 と な っ て いま す 。 
2) 印刷 ウィ ンド ウ 

画面 を プリ ンタ で ハー ドコ ピー し ます 。 
サイ ズ は 大 型 , 小型 の 2 種類 ある の で 好き 
な は う を 選べ ます 。 で, 色 も モノ クロ か カ 
ラー か を 選択 で きま す 。 そして, 右側 に つ 
いて いる レバ ー で 縦 / 横 の 比率 を 指定 し ま 
す 。 こ の 比率 の デフ ォ ル ト は 1.2 で , 設定 
範囲 は 1.0 一 1.8 の 間 で す 。 

以上 の パラ メー タ を 設定 し て か ら , 始動 
の 位置 で 左 ク リッ ク し , マウ ス て 印字 範囲 
を 指定 し て くだ さい 。 これ で 印字 が 開始 る 
まま 

gi, ブリ ンタ の 電源 を 入れ て な い 場 合 
や 愛 信 状 態 に な っ て いな い 場 合 は 始動 を ク 
リッ ク し て も な に も し ませ ん の で 注意 し て 
くだ きい 。 プ リン タ が Ready に な る まで 人 待 
待っ て , し ば らく し て か ら “LPT not ready 
error" が 出る よう な 極悪 な 対応 は いや で し 
KOT, わざ わざ I/O ポ ー ト で プリ ンタ の 
状態 を 調べ て いる わけ で す 。 


z z is 
o —cC9- wo —-— O 
: - ^ 


これ が 最後 の ウィ ンド ウ だ 


解説 : 諸 設定 ウィ ンド ウ 
ここ で は ダブ ルク リッ ク の 間隔 を どの よ 
うに し て 剛 定 し て いる か に つい て お 話し し 
て お きま す 。 操作 方 法 の と ころ で 0.2 秒 と 
いう 具体 的 な 数 値 が 出 て いた の で 不思議 に 
吉 っ だ 人 も いる の て は な いて し よう か 。 
BASIC に は TIME 関 数 が あり ます ね 。 こ 
れ を 利用 し て いる と 考え て も ら え ば , は ほ は ば 
間違い あり ませ ん 。 メ モリ の 0640』 か ら は 
テー ブル ソフ トウ ェ ア タ イマ と な っ て いま 
Te デー ズ 形式 は 
系 0 バイ ト 0 で 停止 。 1 で カウ ント 
$l-—3^534h 24 ビ ッ ト カ ウン タ 
(0.1 秒 ご と に イン クリ メン ト さ れる ) 
和 4 一 7 バイ ト 不明 
の 8 バイ ト て 構成 され て いま す (第 4 バイ 
ト 以降 は 使っ て いな い の で 調べ て いま せん )。 
これ が 8 個 分 並ん で おぉ おり, 最初 の 4 つ は F 
DC や TIME 関 数 , input wait, pause, on 
interval call な ど に 使用 る きれ て いま す 。 残 


Rope…… 閉 曲線 指定 の 際 の ライ ン の 人 色 を 指 gi 

定 し ます 。 呼び 出さ れる ご と に を ヘ シ フト きれ て いく 

Mask……・ マス キン グ の 色 を 指定 し ます 。 ーー | 

透明 色 …… IECÁÀRZJ)- |o 0 0 d c c | v 
2 is c blo 一 現在 の デー タ (押し て ある な ら 1, 離し て ある な ら 0) 
の 色 が 透明 色 た し て 指定 され ます 。 ス イッ エリ c p C ーー 
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り の 4 つ は どう や や ら 空 いて いる らし い の で , 


ここ を 左右 クリ ッ ク の 2 つ 分 使用 し て いま 
pp" 

当初 は ここ を 使わ ず に 処理 する よう に し 
て い だ の で す が (マウ スル ー チ ン が 呼ば れ 
る だ た びに カウ ント する ), と どう も 間 了 に ムラ 
が 出 て し まう の で うま く ダ ブル クリ ッ ク を 
判定 し て くれ ませ ん 。 で すか ら , 正確 な タ 
イマ を 使っ た の で す 。 
ダダ ブル クリ ッ ク の 判定 方 法 が ウ 
Y ム ヤ の まま じゃ な いか っ て 7 それ じゃ 
b, つい で に マツ ウス 移動 ルー チン も 軽く 解 
説 し て ぢ おき ましょ うか (うー ん , 強引 な 展 
PH). 

マウ ス の 位置 や ボタ ン が 押さ きれ た か と 2 う 5 
か の 判定 は IOCS ユー ル を 利用 する こと で 
られ ます 。 で , 処理 ルー チン が 呼び 出る 
れる た びに 以下 に 述べ る よう な 処理 を 行い 
ます 。 

diis E A 
直 を ワー ク に 入れ , 現在 位置 を IOCS コー 
i Mos a 
クエ リア は 各 ボ タン と も 図 1 の よう に な っ 
て いま す 。 これから わが か る と お な り 。 単なる 
クリ ッ ク の 場合 は 前 回 1 で 今回 0 だ か ら , 

(デー グズ) and 3) 
が 2 か 否 か で 判定 で きま すね 。 
プル クリ ッ ク は (シン グル ) 
し だ た あと に カウ ント 開始 する よう に 
o ] 内 に も う 1 回 クリ ッ ク る 
ft だ な ら ダ フル ク グ クリック き まれ だ た も の と し て 
確認 され , 制限 時 間 を 超え て いた なら シン 
グル クリ ッ ク が 行わ れ だ も の と し て 認識 る 
れ ま す 。 詳しく は ソー スリ スト を 参照 し て 
(だ な だき 


žo? 


クリ ッ ク 


解説 : 印 刷 


最初 に 述べ た と お り , ハー ドコ ピー ルー 
チン は MZ-1P17 系 と PC-PR406 系 に し か 対 
応じ て に ませ た ん 。 QR, この パー ドビー 
ルー チン は スタ ンド アロ ン に 作っ て あり ま 
TOT, この ルー チン 単体 で も 動作 可能 て 
す 。 い い 換 えれ ば , ワー クエ リア と 先頭 ア 
ドレ ス き さえ あわ せれ ば 自分 で 作っ た ルー チ 
ン に 差し 替え て も 問題 な いと いう 
て す が ら 。 こと て 発 寺 し だ ルー チン が 気 に 
いら な い 人 人 , ある い は 対応 し て いな い プ ブリ 
ンタ を お ち 持 ちの 方 は 自作 する の も よい で し 
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Los du 


ET. 


L5 

ここ で の ハー ドコ ピー ルー チン は 画面 上 
の 1 ピク セル を 2X2,。 ある い は 4X4 ド ッ 
ト で 構成 し て 打ち 出す 方 式 を 採用 し て いま 
d. ディザ 法 や ら 誤 券 拡散 法 な が ど と いっ た 
高度 な こと は 一 切 し て いま せん (だ か ら 滴 
足 で き な い と き は 自作 し て て くれ と いっ た わ 
け ね )。 まあ , で ロ の 状態 か ら 6 愛用 の プリ ン 
タ 専 用 ルー チン 完成 まで 3 日 し か か か っ て 
いな い の で , 高度 な こと は し て な く て も 当 
然 と いえ ば 当然 で すね 。 も う 。 うす うす お 
わか り と は 思い ます が , 私 の 愛用 プリ ン 
は 日 電 の も の で す 。 

IT, それ で は ルー チン の 解説 に 入り ま 
45. いう か が か の ドラ ンズ スズ フォー ムー チン 
の と きき と ょ と は 逆 に トッ プ ダ ウン に 述べ て いき 


し て 印刷 し ライ ン フ ィ ー ド を する , と いっ 
* こ と を , (比率 xly/1ppin) 回 繰り 返せ 
ば いい こと に な り ま す 。24 ピ ン , 小型 モー 
ド な ら 画 面 上 で 縦 (1ppin/lpdot) 212 ドッ 
ト 分 を 1 回 の ヘッ ド 移 動 で 印刷 する わけ で 
す 。 プ リン タ 側 か ら 見 る と (lyxlpdot) F 
IPALIT 

まとめ る と , 24 ビ ピン = テ 24 ド ッ ト = 3 バイ 
ト を 横 (xxXlpdot) ドッ ト 分 , つま り , 1 
回 の ヘッ ド 移 動 で (1ppin/8) XIx xlpdot バ 
イト 分 の ビッ トイ メー ジ デ ー タ を プリ ンタ 
側 に 送る こと に な る わけ で す 。 

ビッ トイ メー ジ デ ー タ の 並び は 24 ピ ン の 
場合 な ら 図 2 の よう に な り ま す 。 小型 モ ー 


ド の} B 650, 31, 42 ,5—56, 9……… と 画 | 
面 上 の 1 ピク セル に 対応 し た 2X2 ド ッ ト 
zi LE dM だ 


4j042—7VT—Zi& 


実行 例 qae 【 縮 小 率 82%) 


まし ょ う (余談 だ が , 私 は 最近 トッ プ ダ ウッ ウ 
ン に 設計 する こ と の ほう が 多 〈 
な っ て いる )》 


0) 全体 的 流れ 

画面 上 で 座標 (X,Y) を 左上 
端 と し て 幅 lx, 高き ly ドッ ト の 
BB 囲 を 考え ます 。 こ こ で は 比率 
( 縦 / 横 ) を 4/3 に し (lpsst=256 
* 3/4), 24 ピ ンプ リン タ を 用 い 
て (1ppin=24), 小型 モー ド (1 
ビク セル テ 2 メ 2 ドッ ト ) CHI 
刷 す る こと に し まし ょ う 。 
ハー ドコ ピー は ヘッ ド が 移動 


実行 例 大 型 モ ー ド (縮小 率 66%) 


な り ま す 。 ここ で 注意 し な けれ ば な ら な い 
の は , プリ ンタ に よっ て イメ ー ジ デー タ の 
ビッ ト ご と の 順序 が 異な っ て いる と いう こ 
と で す 。 図 3 を 参照 し て くだ きい 。 
1) モノ クロ モー ド 

i, 画面 上 の ドッ ト デ ー タ は 図 4 の ょ 
う な 形式 で プリ ンタ ヘッ ド の ピン に 対応 し 
だ た ドット 数 だ け 読 み 込 ん で し まい ます 。 こ 
の と き は スタ ンド アロ ン で すか ら 画 餅 の 自 
作 ル ー チ ン は 使い は せん 。 で すか ら ,IOCS 
ュー ル の SVC XXn で RGB 輝度 に 変換 し 


ます 。 こ の あたり の スピ ー ド は BASIC で 


K 

| | 
o E 
0| 
0 : 
o| 
0| 
0| 
。 


や る の と 同じ な の で 結果 し し て ルー チン 全 
体 が 遅く な っ て し まい まし た 。 で , RGB 別 
に し た デー タ を 階 調 表示 で 印刷 し ます 。 階 
調 は 小型 サイ ズ が 8 階 調 , 大型 が 16 階 調 で 
表現 きれ る よう に し て いま す 。 

ちな み に , 階 調 ご と の マト リク ス デ ー タ 
は 私 の 独断 と 偏見 で 作っ て ある の で これ が 
気にいら な い 人 は 例 に よっ て , 自分 で 改造 
し て くだ きい 。 な お , 輝度 の 変換 式 は Oh ! 
X'884F1] H & i25 25 77, 

輝度 =0.3*R 十 0.59*G 十 0.11*B 
と いう 式 を 使っ て いま す 。 
2) 天然 色 モ ー ド 

カラ ー の 場合 は RGB 別 デー タ を プリ ンタ 
の イン クリ ボン の 色 有 要素 に 変更 し な けれ ば 
な り ま せん 。 を その 要素 が PC-PR406 の 場合 
IRAK), マゼンタ (M), シア ン (C), 2 
(Y) の 4 色 で , MZ-1P17 の 場合 は 表 (B), 


: p — 


— o = © — © — 
Jo o = © = — © —|zZ 


マゼンタ (M), R(Y)OS3 色 で す 。 

C, 実際 の 色 変 換 は 図 5 の よう に な り ま 
す 。 そ の 表 か ら わ か る と お り , PC-PR406 
な ら RGB そ れ ぞ れ NOT を と る こと で CM 
Yt, 特に RGB が 黒 の と き は 黒 の リボ 
ン も 使っ て や れ ば よい わけ で す 。 これ を 輝 
度 4。 2, 1 の と き そ れ ぞ れ の 場合 に つい 
て 変換 し , 再び まとめ る と CMY の 輝度 に 
な り ま す 。 

と ころ が 。MZ-1P17 の 場合 は レア ン で は 
な く ,。 青 ほ とい っ た わけ の わか らん 構成 に な 
っ て いる の で 図 5 で 示し た よう な 変換 式 に 
な っ て し まい ます (わざ わざ カル ノー 図 で 
求め た わけ だ , こり ゃ )。 これ だ と 黄 や 青 は 
と も か が かく, マゼンタ の 式 は NOT や ら 6AND 
や ら OR が あり すぎ て こい つ ぁ 面倒 だ と 
いう こと に な り ま す 。 そこ て 実際 の 処理 で 
は 安直 に 表 を の も の を 用 いる こと に し た わ 
け で す 。 

こう し て 求 ま っ た リボ ン 用 輝度 (この 場 
合 は 濃淡 ほし いっ た ほう が いい の か な ) か ら 
モノ クロ モー ド と 同様 に パタ ー ン で 印刷 す 
る わけ で す 。 な お, 大型 サイ ズ で は 2 倍 し 
た 値 の パタ ー ン を 使い ます 。 

3) 非 対 応 プ リン タ の た め の 変 更 点 

例 に よっ て ソー スリ スト の な か に くど い 
は どど 注釈 を 記入 し て お ぉ きま. し た 。 

カラ ー の と き は 2) の 説明 か ら わ か る よう 
に 。 メー カー に よっ て いろ いろ と 仕様 が 異 
な っ て いて 困り も の で す 。 しかし,。 モノ ク 
に モード な な な ん と か な ちる うそ る すこ こく 
で は プロ グラ ム 中 の デー タ 設 定 に つい て 述 
べ て お きま し ょ よう 。 4. PE-PR406, MZ 
-1P17 の 設定 手順 を 図 6 に 記し て お きま す 。 
これ と 根本 的 に 異な る 場合 は 部 分 的 な 改造 
が 必要 で す 。 

・ ピ ビン 数 (ppin) は 8, 16,24 の いずれ か で 
す 。48 ピ ン に は 残念 な が ら 対 応 し て いま せ 
fto 

"プリ ンダ タキ モード (printe) は 7 ビッ ト を 
1 と する と 図 3 の (1), 0 と する な ら (2) の 
プリ ント イメ ー ジ の 順序 ちな り ま す 。 そこ 
€, 0 ビッ ト が 1 な ら 6MZ-1P17, 1 な 6 ら PC 
-PR406 と いっ た 手順 で 印刷 し て いき ます 。 
・ コ ピー モー ド (LCOPYM) は コビー 用 の 
プリ ンタ の 設定 コー ド が 入っ て いま す 。 必 
要 な と き は 適当 な コー ド (0 で よい ) を ダ 
ミー と し て 義 れ て お あお いて で くだ さい 。 

・ ラ イン フィ ー ド 幅 (LLFDAT) に 設定 コ 
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ー ド を 入れ て お きま す 。 

・ 印 字 指 令 (CR), ライ ン フ ィ ー ド 指令 (L 
F), ビッ トイ メー シ 指 令 (LBITIM), カラ 
ー 指 令 (LCOLDT) それ ぞ れ を 設定 し ます 。 


終わ り に か えて 


画 餅 は 機能 ご と に 入力 する と いう こと で 
次 々 に パワ ソー アッ プ さ れる よう に な っ て い 
ます が , も と も と 単発 で 掲載 され る こと を 
考慮 し て 設計 し た も の が 連載 と いう か た ち 
か と る よう に な っ た だ に すぎ ざま せん (で て なき 
L, パッ チ 当 て も せ ず 組み 込め た りほ と ん 
ど 隙 間 な く プ ログ ラム が 詰まっ て いる わけ 
AN いで Lg 

単発 と いう か ら に は 1 回 で すべ て が 掲載 
され る わけ で , 当然 リス ト も 巨大 な も の に 
ん が の て し まい ます 。 そこ て 少し で も 入力 が 
楽に な る よう に , 最小 限 の プロ グラ ム さ ぇ 
打ち 込め ば 動作 する よう な 設計 に し て お い 
だ わけ で です 。 この こと で て プロ グラ ム 自 作 も 
上 下関 係 が 明確 に でき, スッ キリ と し た 構 
造 に びき まし た だ 。 こ の 設計 は な か な か お い 
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し か っ た と 思い ます 。 

IT, この 連載 は グラ フィ ッ ク エ ディ タ 
作成 講座 ほし いう こと で グラ フィ ッ ク 関 係 に 
必要 な 処理 , アル ゴリ ズム を 解説 し て きま 
LRD, それ ぞ れ は 結構 単純 な 処理 で 実現 
で き て いた だ の が お わか り と 思い ます (Fik 
き を し た か ら 単 純 と いう 説 も ある )。 欲張っ 
た 機能 で オー バー スペ ッ ク 気 味 の 画 餅 で さき 
図 6 


ぇ 中 身 は こん な も ん な ん で す 。 まあ , ME 
は どう あれ 完成 きせ て し まえ ば こっ ちの も 
ATT Oa 
それ で は , これ まで この 連載 を 読ん で , 

プロ グラ ム を 入力 し て くだ きっ た 方 々 に 感 
WLOS TETE TLEL LI: 
この 連載 が な ん ら か の か たち で お ゎぉ 役に立て 
ば 幸い で す 。 


F629 AE 20 59 00 00 11 8F F5 : BC F671 01 C3 A5 
F631 C3 3A AE 3A 66 FB 18 63 : 61 F679 DO ES CD 
F639 3A 67 FB 47 OE 00 11 04 : 06 F681 FB 4F AF 
F641 01 7A C3 A5 BC 3A 68 FB : 3C F689 88 FB 18 
F649 4F 3E 01 C3 5F BC 21 66 : F3 F691 DB FE OF 
F651 FB 18 05 21 67 FB 18 00 : B3 F699 BC CD CD 
F659 CD BB A4 CO E5 CD 8C A2 : CC F641 CD 7C A8 
--------------------------------- F6A9 AF CD 97 
SUM: AA 24 A5 18 4E D9 AA 1B 49E7 F6B1 BF F5 3E 
F6B9 5E F9 CD 
F661 El 11 04 01 46 AF 4F DS : 16 F6C1 22 03 5B 
F669 ES CD A5 BC E1 D1 70 3E : 73 F6C9 5B 2A 81 
FB090 C3 31 5B 00 00 00 OO 00 : 4F 
FBe8 00 00 00 18 00 00 00 90 : 18 
FB10 00 OA 060 00 00 90 900 1B : 25 
FB18 25 36 10 90 00 OA 00 00 : 75 
FB20 00 OD 00 00 90 1B 25 31 : 7E 
FB28 00 00 00 1B 19 00 00 00 : 34 
FB30 00 CD 38 5B CD E1 5B C9 : 32 
FB38 3A OB 5B CB 3F 5F 3A 0C : 4F 
FB40 5B FE 02 20 02 CB 3B 7B : FE i E i … 
FB48 ED 5B 07 SB 21 00 ee CD : 98 1 85 
FB50 44 01 22 F3 5E 2A 07 5B : 44 FC90 7E 23 32 
FB58 29 3A OC SB FE 02 28 91 : F3 FC98 C9 21 25 
FB60 29 22 F5 SE 3A 16 SB CB : OF FCA6 10 5B OF 
FB68 47 28 19 06 04 11 OA 00 : AD FCA8 CD 7D SE 
FB70 CD 53 01 7B C6 30 F5 10 : 97 FCBO F6 SE 7E 
FB?8 F4 21 F7 SE 06 04 F1 77 : DC FCB8 21 ee 8e 
TEE E e dicc dm EET o l FCCe DF 06 23 
SUM: 08 A8 3B 5F AE B1 6F 17 EE95 FCC8 21 21 5B 
rCD6 5B B7? 08 
FB80 23 10 FB 70 21 11 5B CD : F8 FCD8 CB 3F CB 
FB88 7D SE 21 17 5B CD 7D SE : 16 FCE6 47 50 59 
FB90 2A 03 5B 22 E8 5E 2A 605 : IF FCE8 10 SB 21 
FB98 5B 22 EA 5E AF 32 E6 5E : EA FCF0 E5 F5 D5 
FBA6 2A OD 5B 65 25 22 OD 5B : A6 FCF8 46 SD 18 
FBA8 3A OD SB SF 16 00 3A 09 : SA 
FBBO 5B 67 6A CD 44 01 3A OC : 84 SUM: 2F 74 A5 
FBB8 5B FE 02 3A OB 5B OE 68 : 11 
FBCO 28 04 CB 3F CB 39 CB 3F : 44 Poet 19 00 3A 
FBC8 CB 39 32 EE SE SF 79 32 : 8C FDe8 5B 47 TE 
FBD9 E7 SE 6C 26 00 54 CD 53 : 4B rois 4E 28 06 
FBD8 01 7B B7 28 61 2C 45 04 : DI debo Ot DD LR 
FBEO C9 C5 3A OF 5B B7 28 05 : 16 FD20 19 OD 26 
FBE8 CD FA 5B 18 03 CD 3D 5C : A3 FD28 03 00 09 
FBF6 2A FO 5E 22 EA SE C1 10 : B3 FD30 DD 23 42 
FBF8 E8 C9 CD 64 5C D5 3E 04 : 55 FD38 5B 3D 16 
ーー ーー ンジ ーーー ジー TM FD40 01 EB DD 
SUM: C2 A8 63 FA 6B BB 31 43 F49E FD48 5D 47 3A 
FD50 28 03 87 
FC06 93 32 E6 5E CD 74 5C 2A : De FD58 B? 78 20 
FC08 03 5B 22 E8 SE DD 21 00 : C4 FD60 3C 18 16 
FC10 80 ED 4B 07 5B C5 CD 16 : BC FD68 OC SB FE 
FC18 5E CD CE 5C 2A E8 SE 23 : E8 FD70 79 DE 00 
FC20 22 E8 SE C1 OB 78 B1 28 : 7D FD78 07 EE 07 
FC28 EC CD 99 5C D1 1D 20 CD : 89 
FC30 21 1D 5B CD 7D SE 3A F2 : 6D SUM: 1C A5 E3 
FC38 5E 32 0E 5B C9 2A 03 5B : 4A 
FC49 22 E8 5E DD 21 ee 80 ED : D3 FD80 EE OF 87 
FC48 4B 07 5B C5 CD 10 5E CD : 7A FD88 06 00 09 
FC50 CE 5C 2A E8 5E 23 22 E8 : C7 FD90 F5 23 10 
FC58 SE C1 OB 78 B1 20 EC CD : 2C FD98 9A 00 Fi 
9000: 0001: ;# /pà $ /ED Wi /heopy.s by motoha-j 
$900: 9902: ;f Apr 28 1989 0:55 a.m. 
0090: 0003: ;# 
09000: 9004: :MZ-2500 system routine 
0900: 0905: mulux EQU 0144H SHL += DE & A; 
0000: $9006: divu EQU 9153H HL /= DE: DE - HL % DE; 
9990 909007: GRPWK EQU eccen * グ ダラ フラ フィック 用 ワー ク 
9900: 0008: :[OCS(svc) call 
0000: 00609: SLPOUT EQU esu ilpout 
0000: 9010: "POINT EQU 4EH sA = point iiDE+0), (DE*2)) ; 
9900: $6011: #COCNV EQU SFH IDE (GRBeode} = A(lbyte code) i 
90990 $912: 5 
9900 $913 ORG 05B00H, OF BOGOH ;0RG 実際 の 実行 アド レス , 格 納 
アド レス 
5B90: $014 
5B60: C3 31 5B 9915: JP HCOPY 
5803: 0016: : 画 本 と 連絡 を と る ワー ク 
5B03: 0017: ;XXXXX***.work 
5803: 0018: Ipx0: DS 2 ix 
5B65: $919: lpy9: pS 2 $y 
5807: 90280: Iplx: DS 2 ;:lx 
5B09: 99021: lply: DS 2 ;ly 
5B0B: 18 0022: lppin: DB 24 ipin: 8/16/24 
5B9C: $0023: lpdot: DS 1 ;2:small/A:large 
5B0D: 90024: lpsst: DS 2 5L - ST(x*256) * (1l. x-Mo ^ MED): H- L-i; 
5BeF: $925: Ipad: DS ] ;mode- $:mono / l:color 
5BR19: 00 $9928: printe: DB 8 ;bit0/ 0:MZ-IPl7Tete. 1:PC-PR406 
5B11 $927: ; sbit1/ 一 番 上 が 9: 最上 位 bit 地下 位 bit 
5B11: $0028: ;*XXXXXX.data iMZ-1P17 の 設定 GPC-PR4060D 設定 
* OA 00 oo 00 0029: LCOPYM: DB OAH, 9,0,0,0,0 ;1BH, D ,9,0,0,0 ‘copy mode の ) 設 
5B15: 00 00 
SB17: 18 25 36 14 4036: LLFDAT: DB 1BH, *6 ,16,0,0 ;1BH, T, 18,,0,0 ;LFO fA OO OE 
5B1B: 00 o0 
SB1D: OA 00 eoe 096 $031: LLF: DB GAH, 0,0,0 SLF code 
5B21: OD ee eo eo $032: LCR: DR oDH, 0,0,0 ;CR code 
5825: ]B 25 31 00 $033: LBITIM: DB 1BH, *1 ,0,0,0 ;I1BH, ] ,0,0,0,8 ;bit image 設 
2 ga 066 
5B2B: IB 19 00 00 0034: LCOLDT: DB 1BH, 19H, 6, 06, 6, 0 ; 18H, C^ ,0,0,0,0 ;color mode 
5B2F: 00 00 
5B31 90935: ;HCOPY mu 


BC 
8C 
CD 
B3 
D8 
B8 
38 
A4 
07 
32 
2A 
F9 


3A E6 SE : AC 
16 00 19 : 19 
7E DF 06 : 79 
7D 5E 3A : 4C 
21 F7 5E : 28 
96 02 21 : F4 
06 10 FA : EC 
F3 5E 7E : A8 
Bl 20 F7 : 53 
SE 3A QF : 84 
5B CB 3F : C4 
3A E? 5E : E2 
5E FD 21 : 8B 
DD E5 C5 : 70 
06 08 CD : BA 
CD 63 5D : 54 
1D E3 61 ?C?3 
4F 3A 0C : 4C 
FD CB 00 1A 
90 IE 18 : 5A 
10 ED DD : 9€ 
Fi Ei 81 : EC 
Ei 10 BD : 58 
B? 3A 0C : 6€ 
62 CD 44 : 8B 
(9 CD B2 : 32 
FE 02 78 : BD 
3A E5 5E : 72 
97 28 19 : B2 
5D 4F 3A : A9 
98 CB 19 : 73 
063 79 18 : 8A 
SE 18 06 : 2E 
15 8F 21 04039 
5E 87 4F 7E 
06 03 7E 34 
eo ee 11 55 
91 11 2E Dc 
6831: 

$831: CD 38 5B 
5B34: CD E1 5B 
5837: C9 

5B38 

5B38 

5B38: 3A 0B 5B 
SB2B: CB 3F 

SB3D: 5F 

5B3E: 3A 0C 5B 

$B41: FE 02 

5B43: 29 92 

5B45: CB 3B 

5B47: 7B 

5B48: ED 5B 87 5B 
SB4C: 21 00 00 

5B4F: CD 44 01 

5B52: 22 Fö 5E 

バイ ト 数 

SB55: 

5B55: 2A 97 5B 

5B58: 29 

5859: 3A OC 5B 

SB5C: FE 02 

5BSE: 28 0 

5B60: 29 

5B61: 22 F2 5E 

数 

5B64: 3A 10 5B 

5867: CB 47 

SB69: 28 19 

5B6B: 

5B6B: 06 04 

数 

SB6D: 11 0A 06 

5870: CD 53 91 

5873: 7B 

5B74: C6 30 

5B76: F5 

5B77: 10 F4 

S$B79: 21 F4 SE 


: BI 
: A6 


13 
33 
8C 
20 
7C 
B4 
98 
01 
E? 


45 


dee o o MH o oH e oH Hh HH Rh uh Hum Hum aae uus mus mes axe cum uà GM HH HMM OM tt t 


ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー 


ーー ニー ニーmーーーーーー ニ ーーーーーーーーーー バ ーッ ンク oo Hh Hh Hm Hm 


ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー 


mmmー ニ ーー 一 ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー…ー 


mmー ペ ーーーーーーーーーーーーーーーーーー ン ーーーーーー ーーーーーーー 


ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー 


0038: inima 


$9037: HCOPY: 


0038: 
0039: 


: LINITO: 


: LINITI: 


: LINIT2: 


CALL 
CALL 
RET 


LINIT 
LPRTY 


:o$initialize /out:BiY loop counter) 


LD A, (Ippin) * ヘ ッ ド の ビン 数 

SRL A : 

LD E,A ; 

LD A, {lpdot) Ds T2, K 8-4 

CP 2 i$ 6H 

JR NZ, LINITO t 

SRL E i 

LD A,E ittpptn/8) バ イト )*lndot 
LD DE, (Iplx) ) 模 の ドッ トト 数 

LD HL, 0 $ 

CALL ,mulux Pibplxxipdottippin/8) bytes 
LD (LPTLEN) , HL : =1 回 の ヘッ ド の 移動 で の 
LD HL, (lpix) 

ADD HL, HL 

LD A, (Ipdot) 

CP 2 

JR Z,LINITI 

ADD HL, HL iiplxsipdot 

LD (LPTLX) , HL ;: ア リン タ の 横 ド ッ ト (ピン 
LD À, (printe) ES A Y boi y 

BIT 0, À ; 


JR Z,LINITA 
UIMIMLLÉLBL ga Ma aL LL gl Lg g4]// PC-PR495 
LD B, 4 i; アゲ アリ サリ ンタ の 横 ド ッ ト (ビン 


; を 文字 地 に 変換 し て いる 
DE = HL * DE: 


LINIT2 
HL, LPTWK 


MZ-2500 用 グラ フィ ッ ク エ ディ タ 作 成 講座 


E 


) 


) 
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zend code 


icopy- mode 

iLE の 幅 を 設定 
ix 

iy 


‘counter * 0; 
iST=0, x1256 


:S$7ST-1 


:ST 


ily : 

: 画 面 と の 比 の 補正 
i 縦 の 比 * 長 さき 

iS Oysrlys6, x) *1yt (1. xj 


ilppin/Ipdot 


: ヘ ッ ド 1 列 分 の 画面 上 の ドッ 


t Ippin/Ipdot 

18/1pdot 

idly£&l, x/ (pin/dot) 

: 補 正 し た 長き / ヘ ッ ド 1 列 分 
i ループ 哲 数 


3Y loop counter 


iloop counter 


HAZRA? 

icolor 

imono 

iy 座標 

5 天然 モ ー ド 初期 化 

%< カ ラー リボ ン の 色 数 

: カ ラー 番号 

ix 座標 初期 化 

* プ リン ト 用 パッ ファ ボイン タ 


iGRAM-> デ ー タ 形式 の 変 損 
iB POE -printer lk 


を ああ 


まま ーー 


i 一 拳 に 印刷 ! 


# イ ンク けり ポン counter-ー 


iM IE € SLT 


IGRAM^*-29Xoxm 
;£ dd UE oprinter PE 


jix- 


im F phh.. 


: リ ボン は 4 & 


iPC-PR40677 ら RET 
3/// WZ-1P17 
D カラ ー 


587C: 06 04 $ LD 
SB7E: ÀI $075: LINIT3: POP AF 
$B7F: 77 9976: LD (HL), A 
5B86: 23 $977 INC HL 
5881: 19 FB 8978: dus Due 
5583: 70 9079 ;- 
5B84: 9080: T P 
5884: $681: LINITA: :;initialize printer 
5884: 21 11 5B 9082 p HL, LCOPYM 
5B87: CD 7A SE 0983 CALL LPTCOM 
5B8A: 21 17 SB 9084 LD HL, LLFDAT 
5B8D: CD 7A SE 0085 CALL LPTCOM 
5B99: 2A 03 5B 9986 LD HL, (Ipx9) 
$B93: 22 E5 5E 9087 LD {tpx}, HL 
$896: 2A $5 5B 0988 LD HL, (1py8) 
5B99: 22 E? SE 0089 LD (ipy), HL 
5B9C: AF 0090 XOR À 
589D: 32 E3 5E 9091: LD (Ipent) , A 
5BA9: 2A OD SB 0092 LD HL, (1psst) 
SBA3: 65 0093 LD f, 
5BA4: 25 0094 DEC H 
SBAS: 22 0D 5B 0095 LD (ipsst) , HL 
5BA8: 9096 i 
5BA8: 3A 0D 5B $097 LD k, (Ipsst) 
5BAB: 5F 0098 LD * 
58AC: 16 00 9099 LD D,e 
5BAE: 3A 09 5B $199 LD A, (Iply) 
6BB1: 67 0101 LD H, 
5BB2: 6A 0102: LD L, D 
SBB3: CD 44 0i 0103 CALL .mulux 
5BB6: 3A 0C 5B 9104 LD À, (Hpdot) 
5BB9: FE 92 0105 CP 2 
SBBB: 3A 0B 5B 0108 LD À, (D ppin) 
SBBE: 0E 98 9197 LD 0,8 
5BC0: 28 94 0108 JR Z,LINIT5 
SRC2: CB 3F 9109: SRL A 
5BC4: CB 39 0110: SRE t 
SRC6: CB 3F $111: LINIT5: SRL Á 
5BC8: CB 39 9112 SRL C 
ト 数 
SBCA: 32 EB 5E 9113: LD {lpdy} 、A 
SBCD: 5F $114 LD E,À 
SBCE: 79 $115 LD A,C 
SBCF: 32 E4 5E $116: LD (1p8dv) , À 
5BD2: 9117 $ 
5BD2: 6C $118 LD L,H 
5BD3: 26 94 9119 LD 8,6 
5BD5: 54 0120 LD p,H 
SRD6: CD 53 e1 $121: CALL „divu 
5RD9: 7B 0122 LD A,E 
の 強面 上 の ドッ トト 数 ; 
SBDA: B7 $123 OR å 
SBDB: 28 601 $124 JR Z,LINITB 
SBDD: 2C 43125 INC L 
5BDE: 45 9128: LINIT6: LD B,L 
SBDF: €4 9127: INC B 
5BEO: C9 $128: RET ; 
SBEI: 8128: 1x «4 M = マー ニー ペー" 
SBE1: 91368: ーー 
SBE1: C5 $131: LPRTY: PUSH BE 
5BE2: 0132: ; 
5BE2: 3A OF 5B $133: LD Á, (Ipad) 
5BE5: B7 9134: 0R À 
SBE6: 28 05 $135 JR ん も PRTY1 
 SBE8: CD FA 5B $136 CALL LPTXe 
SBEB: 18 03 #137: JR LPRTY2 
SBED: CD 3D 5C $138: LPRTYI: CALL LPTXa 
SBFé: 2A ED 5E 4139: LPRTY2: LD HL, (1pyl) 
BBF3: 22 E? 5E 9149 LD (lpy), HL 
5BF8: $141: $ 
SBF0: Oi 9142: POP BC 
5BRF7: 10 E8 $143: DjNZ LPRTY 
SBF8: C9 9144: RET 
SBFA: @145: : 天 燃 モ ー ド の 1 后 の 移動 
5BFÀ: $1458: peu mmm m EH MON PONO ON 
SBFA: CD 64 5C $147: LPTXe: CALL LPXes 
BBFD: D5 $148: LPTXel: PUSH DE 
SBFE: 9148: isetting color LPT 
SBFE: 3E 64 9158: LD CA, 4 
5C09: 93 8151: SUB E 
5C01: 32 E3 5E 0152: LD (Ipent),À 
SC きき を: CD 74 5C 6153 CALL LPXeCL 
5C97: $154: ; 
5007: 2A 03 5B $4155: LD HL, (Enx9) 
5C0A: 22 ES 5E . 8158: 1D v 0px), HL 
SCoD: DD 21 80 89 9157: LD IX, LPTBF 
SCil: ED 4B 07 5B $158: LD BC, tiplx} 
5C15: C5 $159: LPTXe2: PUSH BC 
5C16: $169: i : 
8C16: CD 0D 5E $181: CALL LGRDT 
5619: CD CB 5C 9182: CALL LCNG 
:8C1C: 24 K5 5E $163: LD HL, (px) 
SCIR: 23 $154: INC HL 
5620: 22 ES 5E 9185: LB (Ipx) , HL 
5623: 0168: ; 
6023: CI $167: POP BC 
5C24: 0B $168: DEC BC 
5C25: 78 $168: LD À, B 
5C26: BI D 0170: OR [^ 
527: 20 EC 9171: JR NZ, LPTXe2 
$629: CD 99 5C 9172: CALL LPTNRT 
$C2C: 9173: $ 
$C2C: DI 0174 POP DE 
SC2D: 1D $175: DEC E 
SC2E: 20 CD $178: JR NZ,LPTXel 
5C30: 21 1D 5B $177: LPTXe3: LD HL,LLF 
5633: CD 7A 5E 8178: CALL — LPTCOM 
SC36: 3A EF SE 9179 LÜ À, (Ipsi) 
$639: 32 OE 5B 0189 Lp (ipsst*1),A 
SC3C: C9 $181: RET 
5C3D: 0182: 白黒 モー ド の | 回 の 移動 
5C3D: 8183: jsneesnnnnnnmnennsnns ns 
5C3D: 24 03 5B $184: LPTXn: LD HL, (px) 
5C40: 22 ES SE $185: LD (Epx) , HL 
5C43: DD 21 009 80 9186: LD IX,LPTBF 
.8C47: ED 4B 97 5B $187: Lo ex (lplxi 
SC4B: C5 $0188: LPTXal: PUSH 
5C4C: $189: i 
SC4C: CD 8D 5E $190: CALL LGRDT 
SC4F: CD CB 5€ $191: CALL LCNG 
5652: 2A ES SE 4192: LD HL, nx) 
5C55: 23 $193: INC HL 
5656: 22 ES SE $9194: LD (ipx), HL 
5659: $195: i 
$689: Ci $198: POP BC 
5$C5A: OB 0197: DEC BC 
5CSB: 78 —— 9188: LD A,B 
.SCSC: BI 0199: OR C 
5C5D: 29 EC $9208: JR NZ, LPTXa i 
5C5F: CD 99 5€ 9201: CALL LPTWRT 
SC62: 18 CC $2202: JR LPTXe3 
5C64: 9203: : 天 然 モ ー ド 初期 化 
SC64: $264: テーーーーーーーーーーーーーーーー 
| BC64: 3A 10 5B 9205: LPXes: LD As (printe) 
$667: IE 94 $206: LD E4 
$669: OF 90297: RRCA 
5C6A: D8 $208: RET € 
5C6B: 21 2B 5B $299: LD HL,LCOLDT 
SCek: CD 7A SE $219 CALL LPTCOM 
$211: m £,3 


5671: 1E 93 
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"mx 
; リボ ン RSE // 


SCRS: 21 00 80 
SCB&: ED 4B F6 


5CC5: 21 21 5B 
5CC8: C3 7A SE 


SCCB: 3A OF 5B 


5CD@: 3A 0B SB 


4 : 
$094: FD CB 00 
5DOE: 28 66 

5D10: DD CB ee 


5014: 18 04 
5016: DD CB 00 


82 
5paB: CD 44 91 
5D3E: EB 
5D3F: DD 19 


5p4D: 28 93 


5E 


5B 


9212: 
$218: 
$9214: 
9215: 
8216: 
80217: 
$218: 
$218: 
0220: 
9221: 
9222: 
0223: 
0224: 
0225: 
0226: 
8227: 
$228: 
$229: 
$9230: 
9231: 
8232: 
$233: 
0234: 
$235: 
9236: 

$237: 
8238: 
$239: 
0240: 
0241: 
$0242: 
90243: 
0244: 
0245: 
0246: 
0247: 
0248: 
0249: 
0250: 
0251: 
0252: 
0253: 
8254: 
80255: 
$256: 
$257: 
$258: 
9259: 
4260: 

$261: 
0262: 
0263: 
9264: 
0265: 
89266: 
$0267: 
9268: 
$269: 
$270: 
$271: 
0272: 
0273: 
0274: 
0275: 


0278: 
0277: 
$278: 
0278: 
$280: 
$281: 
0282: 
9283: 
0284: 
9285: 
90286: 
$8287: 
$288: 
$289: 
0290: 
$0281: 
9292: 
$293: 
$9294: 
0295: 
49296: 
90297: 
0298: 
$299: 
$300: 
9301: 
6302: 


$393: 
0304: 
$305: 


$398: 
9397: 


$308: 
$309: 
9310: 
$311: 
$312: 
$313: 
$314: 
$315: 
$318: 
8317: 
$318: 
$3198: 
9320: 
4321: 
$322: 
9323: 
$324: 
$325: 
$328: 
28327: 
$328: 
4329: 
2330: 
$9331: 
$332: 
$333: 


9334: 
8335: 
4336: 
$337: 
9338: 
$333: 


$340: L 


9341: 
$342: 
$343: 
$344: 
$345: 
9346: 


;tolor in ->LPT------ 
LPXeCL: LD A (lean) 
LD ilpcol), A 
LD À, (printe) 
RRCA m 
RET NC 
PE EE E A E 
LD HL, LCOLDT 
CALL LPTCON 
LD å, {lpent} 
LD HL,LCOLOR 
ADD A, た 
LD D, 0 
ADD HL, DE 
LD A, (HL) 
INC HL 
LD. (1pcol),À 
LD À, (BE) 
, SVC SLPOUT 
RET 
iMach Go! ! Go! !Go! !! "^ 


ーー 33393 


LPTWRT: ibit image tonmnmand 
L HL, LBITIM 
CALL LPTCON 
LD À, (printe) 
RRCA 
JR NC, LPTWRI 
CALL LPTCOM 
IR LPTRR3 
LPTWRI: LD B, 2 
LD HL, LPTLX+1 
LPTWR2: LD À, (HL) 
DEC HL 
、SVC &LPOUT 
DJNZ LPTWR2 
iprint out! 
LPTWR3: LD HL,LPTBF 
まま BC, (LPTLEN) 
LPTWR4: LD À, (HL) 
. SVC SLPOUT 
INC HL 
DEC BC 
LD A,B 
OR t 
JR NZ, LPTWRA 
CR 
LD HL, LER 
LPTCOM 


JP 
:GRB デ ー タ -> ュ プリ ンタ 用 デー 
; in: IXtprint buffer) 


mm M 


LCNG: LD À, (Ipad) 
OR 
EX AF,AF' def 
LD À, {tippin} 
SRL À 
SRL À 
SRL A 
LD 06,4 
LD À, (ip8dv) 
EB B,À s 
-LD DE, BC 
LD å, (Ipcol) 
LD IY, printe 
LD HL,LGRPDT 
LENGI: PUSH IX 
PUSH Rc - 
PUSH HL 
PUSH AF 
PUSH DE 
$ 
EX AF,AF sal} 
cR Z, LENG? 
EX AR,AF faf 
CALL LCNGc 
JR CNG3 
LCNG2: EX AE。AF d£ 
CALL LCNGn 
LCNG8: 5 _ 
: Lh Deo 
LÐ A, (Ipdot). 
Lp CÀ 
LONGA: LD A, (Ipdot) 
LD B, A 
1D A, (HL) 
INC uL 
LONGS: RRCA 
BIT 1, (HY+ 9} 
JR Z,LCNGB 
RR (IX*0) 

2 JR LENG? 
LENGO: RL {IX+0) 
LCNG7: DJNZ LCNGS 

ADD IX, DE 
DEC c : 
JR - NZ, LCNG4 
$ 
POP DE 
POP APO 
POP HL 
LD 56,3 
ADD HL, RC 
POP BC 
POP Ix 
DJNZ LENGI 
INC Ix 
DEC p 
iR KZ, LONGI 
LD À, tipdot} 
DEC À 
LD L,D 
H, D 
CALL .mulux 
DE, HL 
ADD IX, DE 
EX AF, AR iat) 
RET 


; カ ラー 番 T 
m ~ 


un MZ-1P17 な ら RET /// 
3/// PC-PR406 - 


; カ ラー リボ ポ ボン DUR 
+ カラー 番号 

DR P 6 

iX mo 

; カ ラー 番号 を 

: 得 る 


実際 の カラ ーー 番号 


;HL color aio data 


dd ku 
: ビ セット イ メー ジ モ ー ド 
: 設 定 だ あぁ ぁ 


://// PC-PR496 
* ビ ッ ト イ メー ジ 長 さ //// 


7/// WL- 1017 
: ビ ッ ト イ メー ジ 長 さき /l/ 


* ゲ デリ ンタ べ へ だ だ が ー っ と 
+: データ を 送る 
SAC - ア リン ト デ ー タ の 長き さ 


PED E 人 CI 指令 を 送る 
PCEM 


i*2 or *4 


CARA 天然 


i lppin/8 HE 054 HK 


9/Ipdot -1/54 FgO M iE EO 


;BYMS (or YMS) tolor 


iCRB 毎 の デー タ エ リ アー 
ズリ ント 用 バッ フッ ポイ ンク 
3B-8/1pdot ; 


GL-GRBAERO T—? 107 
; A*tolor 
:078/1pdot, E*1ppin/8 


IBN 


3 天然 な ら 


IAM X 5 


:HL (Font address pointer) 
1Bep in/8 


atr ナ 」 


; カ ウン タ 2 
iget font 


iFont data T bici» 5 IX 5 E 
; 方 向 モ ー ド 
itp MERT RE 


D ら 上 順に 地上 位 bit,.., 最 下 


inext db line 


AAAC CAT 


pop 


imet G RB データ エリ ア 


inext Miine — 


;2:smsll / 4:large 


iDE-Ippin/8 バイ ト 


:HL:7 (Ippin/8) $ (Ipdot-1) 
; 次 の x の ため ぬら の 
i 


iset ドッ ト フ ォ ン ト for 天然 色 node 


$odntHL (RGB) A Eeoior} 
jiout:HL (font adr.) 


LCNGe: CALL LCNGes 
LD ーー 
LD k, (ipdot} 
CP 2 
LD 


) AB 


T z Eu * (for COLOR) 
GbR ーー 


e X 


pF1 ポルト ガル GP, あの 事故 は 誰 も が 腹 を 立て た は ず だ 。 私 は モナ の ファ ン と いう わけ 


で は な い が , 


それ に し て も あの マン セル の 行為 は 許せ な い 。 


な ん と も 後味 の わる い レ ー ス 


だ っ た 。 ひ いき の ルノー も ニュ ー マ シ ン が 不調 だ っ だ し …… で も 中 嶋 が よく が ん ば っ て 


れ た だ た 。 よ か っ た 。 日 本 GP に 大 き な 期 待 ! 


山下 智也 (19) 大 阪 府 


3A E2 SE 


: B? 


78 
20 1D 


: FE $7? 
: 28 19 
: 3C 

: 18 16 


: FD CB 00 46 
: 20 08 


D5 

: CD CF 5D 
Di 

:ORE 97 


C8 


: 8A E2 5E 


も うす で ぐ で スキー の シー ズン だ 『! 
降り る の は 本 当 に 最高 で す 。 


TTE 


こ だ た つの な か で ミカ ン を 食べ な が ら じ っ くり ブロ グラ ム や ゲ 


ー ム する の も 仲間 た ちと 思い っ きり 遊ぶ の も 最高 。 今 年 は し っ か り 雪 が 積もっ て くれ る の 
杉本 敏光 (18) 愛知 県 


を 願う 毎日 で す 。 


+ arge : 大 型 サ イズ 5E8B: 3D 
$348: ADD À,À GRO WR ION MEC T 5762 SE97: 20 02 
5E09: 7A 
8349: JR LCNGI SEGA: C9 
$358: LCNGe5: ;small SEeB: 79 
$351: LD À, (ipeol} : カ ラー SEgC: C9 
$352: OR Á P SEOD: 
$353: LD A,B IAS 度 5E0D: 
$354: IR NZ,LCNGs 5EOD: 2A 0D 5B 
$355: CP 1 immooeomxcNi 5210: ES 
$356: JR Z, LONGS $E11: 
8357: INC À SE11: 2A E5 SE 
$358: JR も CNGs SE14: 22 CO eC 
4359: iget Ky F2 c F for 白黒 モー ド 5R17: 24 E? SE 
$389: : in:HL(RGB) out:HL (font adr.) 5E1A: 22 C2 0C 
8381: i-----——————--7-7--—- SEID: 34 EB 5E 
$382: LCNGa: CALL LBRIG dt 算 5E20: 
$363: LD C, A B E i 58E280: 47 
$364: LD å, (1pdot) $E21: 21 FC 5E 
$385: CP 2 SE24: C5 
$366: iR NZ, LONGa 1 5625: RS 
$367: ismall 5E26: 21 Ce ec 
$368: RR c i7 (A/2-A%2) *2 5E29: DF 4E 
$369: LD A,C 5E2B: 30 05 
$370: SBC À,9 5E2D: 11 FF 61 
$371: ADD A, À SE380: 18 04 
9372: iR LCNGs 5E32: OE 01 
0373: LCNGW1: ;large 5E34: DF 5F 
$374: D A,C mox SE36: 
4375: JR LCNGI S$E36: El 
$9376: isub -- 5637: 86 97 
9377: i--——- 5E39: 78 
$0378: LCNGs: XOR 07H 区 度 デ ー タ を 反転 し 濾 度 へ SESA: A3 
$379: LD HL,LFONTs 12r X bob SE3B: 77 
0380: JR LCNGIs BEC: 23 
9381: ; () SE30: 7A 
$382: LCNGI: XOR erH UNOE T—-7-RNKLIAE SE3E: 4B 
$383: ADD À,À SESP: CB 23 
$384: LD HL,LFONTI * フ ォ ン トト 大 5E41: 17 
$385: LCNGIs: ADD À,À GE. * lpdot+ フ ォ ン ト ア ド SE42: CB 23 
BE44: 17? 
$386: LD C,À SE45: 77 
$387: LD B,9 5E46: 23 
8388: ADD HL, BC SE47: T9 
$389: RET 5E48: 1F 
$390: 白黒 モー ド の プリ ント デー タ を 得る SE49: IF 
$391: ; in:HL (RGB) out:HL (font adr.) SE4A: 1F 
8392: i1--—————9---- SE4B: AG 
86393: LBRIG: PUSH DE IBNE-F SE4C: 77 
$394: ; GRE GE SE4D: 23 
$395: Lb B,3 SEA4E: EB 
$396: LBRIGI: LD A, (HL) SEAF: 
$397: PUSH. À 5E4F: 2A OD SB 
$398: INC HL 5E52: 7C 
$399: か NZ LBRIGI SES3: 85 
9400: ; 5E54: 67 
0401: LÐ HL, 6 5E55: 32 EF SE 
0402: LD DE, 0094H 50. 304512 5ES8: 22 OD SB 
$403: POP AF ;R ox $0.3 SESB: 38 94 
$404: CALL ,mulux SHE *DESA 58ESD: 21 C2 eC 
$405: LD DE, 012EH 10. 591512 SE80: 34 
9406: POP AF :G * 8.59 BEBI: EB 
407: CALL mulux 3HL* DEA SE62: C1 
0408: LD DE, 0038H ;9, Fie512 5E63: 10 BF 
$409: POP AF ;Bos 0.11 5E65: 
$419: CALL .mulux HL+DE*A > 階 調 5E65: 24 C2 eC 
9411: KOR À BE88: 22 ED SE 
9412: SLA L SE8B: El 
$413: ADC À, H sÀ = AE*2: SE6C: 22 0D 5B 
$414: š SE8F: C9 
$415: POP DE 5E79: 
$416: RET を 4 8 
8417: ;color change GRB-»YMSK(or YMB) SE70: 
BID: 0o-o9n00000000 6 8406907 SE798: ?E 
$419: LCNGes: BIT $, (1Y+6) SE71: B? 
$420: IR NZ, LCNGpe iPC-PRA008 I. 設定 5E72: 28 95 
$421: PUSH DE 5874: 23 
$422: CALL LCNGnz ;:MZ-1P17/H 設定 SETS: DF 06 
$423: POP DE 5E77: 18 F7 
8424: XOR e7H 5879: EB 
$425: RET 5874: 
0426: ;------ no V//B SE7À: 
$427: LCNGpe: ;: カ ラー 番号 SE7A: 7E 
$428: n i imo 5E7R: B7 
$429: iblack : カ ラー 番号 -@9 な ら 黒 り けり ボン SE7C: CA 
$430: LB B,3 SE?D: 23 
$431: XOR À SETE: DF $5 
9482: LCNGp1: OR (HL) iG R Bdstsa の 0R を と っ た 後 の $ SE80: 18 PA 
5E82: 
9433: INC EL I MChosT15. 5R82: 09 30 
$434: DJNZ LCNGp1 5R84: 01 38 
$435: RET 5E86: 02 33 
$438: LCNGp2: LD B, § : カ ラー 番号 -1:B SE88: 03 35 
$437: DEC À H 2:R SESA: 97 01 $6 92 
0438: LD €, i 3:6 SESE: 95 03 $4 00 
$439: ADD HL, BC $£92: 
9440: LD À, (HL) #/// 5E92: o0 00 
9441: RET SE94: 00 01 
$442: i---—--MZ-1P17 3/// 1P17 様 の 設定 SE96: 90 61 
$443: LCNGmz: LD C, Hi) ;B $E98: 01 01 
biii: INC HL $E9A: 01 02 
$448: LD D, (HL) :6 SE9C: 01 03 
$446: INC H SESE: 01 $3 
9447: LD E, (HL) iR SEA0: 63 03 
$448: LD 5,3 5EA2: 
$449: LCNGz1: XOR A d s mA Ekk ð SEA2: 60 00 ee ot 
: x SEAG: 09 00 66 #8 
$450: RR D 5G SEAA: 9 04 06 606 
$451: RLA SEAE: $9 06 09 oè 
$452: RR E :R SEB2: 4€ 06 02 66 
$453: RLA SEB6: $0 86 06 66 
0454: RR [n iB SEBA: 00 66 e£ es 
6455: RLA iA-GRB 順 の ビッ ト 構 成 SEBE: 00 eK OE ee 
$456: LD HL, MZCOL : 表 の アド レス SEC2: 08 6E OE 99 
$457: ADD A,L SEC8: OE OE OE es 
eu 3 Là SECA: OF 0E 0E M4 
8459: LD À, 0 SECE: OF OF OF 04 
ue ee AM SED2: OF OF OF $1 
0451: LD HA - : SED6: OF OF OF 03 — 
$462: LD á, (HL) IATYMBME OO C y b K SEDA: OP OF 97 97 
0463: PUSH AF 31,2, 4 PUSH SEDE: OF OF eF OF 
$464: DJNZ LCNGzi SEE2: 
9465: i SEE2: 
$468: LD B,3 SEE3: 
9487: LD tC,§ SEE4: 
$468: LD D, C iC- D- E- e; SEES: 
$469: ED EC š 5RES: 
0470: LCNGz2: POP AF 14,2,1 POP SEE7: 
$471: RRA SEES: 
$472: RL c :B SEEB: 
$473: RRA SEED: 
$474: RL p ;É SEEF: 
9475: RRA 5EF6: 
$476: RL E i SEF6: 
$477: DINZ LCNGz2 SEF2: 
$478: i SEF4: 
$479: LB À, (seoi) i52 -4*9 SEFC: 
$480: DEC À SF29: 
$481: JR NZ, LCNG23 8000: 
4482: Lp À, E iYe1 8909: 
待ち ど お し い 。 和 白銀 の 大 自然 の な か を 思い っ きり 滑り 


t LCNG23: DEC A 
09484: JR NZ, LCNG24 
$485: LB A,D H に が 
$489: . RET 
80487: LCNGe4: LÐ A,C iB-3 
$488: RET 
0489: ;graphic-»CRBdata 
$490: PONI ORO OO IR FÜR 
0491: LGRDT: LD HL, (Ipsst) 
$492: PUSH HL isave $, ST 
$493: $ 
9494: LD HL, (1px) OE UK Cox, ipy) 
$495: LD (GRPWK) , HL 
$496: LD HL, (Ipy) 
9497: LD (GRPWK*2) , HL. 
0493: LD A, (lpdy) :1 回 の ヘッ ド 移 勤 で の 
9499: ; iim FOMONKEF»HNu» 
$500: LD * カ ウン タ と な る わけ だ こり ゃ 
9581: LD HE, LGRPDT 
$502: LGRDTI: PUSH 
$593: PUSH 
$504: LD HL, GRPWK : 
$595: . SVC SPOINT iA*point((HL*8), (HL*2)) 
$508: JR NC。LGRDT2 iout of view な ら カ ラー は 
9507: LD DE, 1FFH :0777 人 (< 真っ 自 ) と みな す 
9508: JR LGRDT3 
0509: LGRDT2: LD bi ;iA*color 
9510: a SVC SCOCNV i-> DE-GRBM (IC $ 9C v» b 
$511: LGRDT3: ; "g2g1gür2rirüb2b1b0 
49512: POP Ht 
0513: LD B, 07H 
$514: LD A,B 
$515: AND E 
$516 LD (HL), A fB デー タタ 設定 
$517 INC HL 
0518: LD A,D 
98519: LD C, E 
0520: SLA E 
0521: RLA 
$522: SLA E 
0523: RLA 
0524: LD (HL) „A 4G デ ー タ 設定 
9525: INC HL 
9526: LD A,C 
0527: RRA 
0528: RRÀ 
0529: RRA 
0536: AND B 
0531: LD (HL) , A iR デー タ 設 定 
4532: INC HL 
0533: EX DE, HL 
$534: $ 
$535: LD HL, (1psst) 
$536: LD AH 5=5+5T 
$537: ADD AL 
$538: LD H,A 
$0539: LD (Ip31),À isave QUOS 
$549: LD (1psst) , HL tsave 次 OSST 
$541: JR C, LGRDT4 
$542: LD HL, GRPWK«2 
$543: INC (EL) 4Alpytt 
$544: LGRDT4: EX DE, HL 
$545: POP BC 
$546: DINZ LGRDTI 
$547: ; 
$548: LD HL, (GRPRK+2) 
0549: LD (1pg1) , HL inext y 標 
8558: POP HL 
$551: LD (Ipsst) , HL JE OSSTI X T 
$552: RET 
$0553: ;: ア リン タ ヘ へ データ を 送る 
OSGAIG t a m m i n a ae a m e nm mms 
0555: SETLPT: iin:HL (command) , DE (parameter) 
8555: LD , (HL) 
8557: oR À 1A*8; end code 
$558: IR 2, SETLTI 
6558: INC HL 
$560: „SVC #LPOUT 
$581: JR SETLPT 
$5602: SETLTI: EX DE, HL 
0563: ; 
$584: LPTCOM: :iia:HL (datu) 
9565: LD À, (HL) 
$566: OR A 1Aw@: end code 
$587: RET Z 
28568: INC HL 
$569: .SVC *LPOUT 
4570: Ha LPTCON 
9571: ;XXXXXXX, data : : 
0572: LCOLOR: DB 9,9 ik sPC-PR406 
$573: DB LE y 
$574: DB 2, 9 iv Vv X 
$575: DE $8. 5 yTy 
$576: MZCOL: DB GLE 8, 3,5, 8, 4,9 3NZ-1P17? GRB-2BMY K 換 E: 
$577: LFONTs: :small mode 
$578 DB SoH, eol * マ トド リク ステ デ テー タカ 
8579: DB 00H, OIH 
9580: DB Gok, 61H 
$541: DB 91H, 01H 
$582: ps 01H, 02H 
0583: DB 91H, 03H 
$584: DB 91H, 03H 
$585: DB 93H, 03H 
9588: 


— to ilarge mode 
DB 


$587: 90H, 00H, 60H, 00H. :0 

$588: DB 90H, 00H, 60H, 00H 

$583: DB eH, 04H, 04H, 00H 

$599: DB  — tH, 06H, 00H, 00H 

$581: DB toH, €6H, 02H, 00H 

$582: DB 90H, 06H, 06H, 00H 

0593: DB — „oou 

2594: DB 

$595: DB sem :8 

9596: DB 

$597: DB 

0598: DE 

$599: DB 

bso: DB 

$991: DB er, 6FH。 er eri 

9092: DB - OPH, OFH, OFH, OFH 

$603: iXXXXXXX. work : E 

$804: ipcol: DS tO:K/ 1:Y/ 2:M/ 3:C 

4885: ipent: DS 1 ieounter (0., 3) 

$606: lp8dv: DS 1 

60607: ; 

9508: in: DS 2 

$609: fpy: ps 2 

$610: Ipdx: DS 2 

$611: Ipdy: DS 2 

$612: !pyl: DS 2 

(9613: ipsi: DS 1 

$514: : ; 

815: LPTLEN: bs 2 Qu -o 

$616: LPTLX: DS 2 - SLPTLXspin/8 ~- LPTLEN 
| 4617: LPTWK: DS 8 * ォ アサ ンタ ワーク 
| 8818: LGRPDT: DS 3512 iGRB デ ー タ ワー ク 

$619: : esseci, gre 

96029: LPTBF: タタ 用 バッ ファ 

$521: 
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A D と ば か り 思 
っ て いま し た だ た 。 な の に 数 カ月 た っ た 現 っ と も 減る 
様子 が な い 。 だ れ か この 底なし 沼 の よう な 作業 か ら 助 け 
BLT くれ 一 (な ど と いっ て は , せ っ か く 〈 申 し 込ん で いた 
だ いた 方 々 に 失礼 で すね 。 ス ミ マ セン )。 

Auk, アン ケー ト が だ くさ ん 送ら れ て き て お り ま す が , 
CGA シ ステ ム は 好評 と いう より , “ す ざ ごい" と か "お と どろ 
vj" と いう 感想 が は と ん ど で す 。 しかしながら, TT 
に 内 容 な ど は この 連載 で 紹介 し て いる の で すか ら , な ぜ 
今 さ 6 敬 か れる の か ちょ っ と ク ェ ス チョ ン で す 。 私 の 紹 
介 の 仕方 が 悪かっ だ た の で し ょ うか ? 

$c, 今回 は アト リ ビ ュ ー ト デザ イン の テク ニッ ク を 
紹介 し まし ょ う 。 正直 に いっ て , この アト リ ビ ュ ー ト デ 
デイン の テク ニッ ク は , 教え て も ら え れ ば すでに 上 達 す 
る と いう も の で は な くく , だ た くさ ん の カッ ト を 制作 し て い 
く 経験 の 積み 重ね に よる カン みた いな も の で す 。 初 心 者 
の 方 は RGB で 色 を 設定 する だ け で , 他 の パラ メー タ は 
AUTO (自動 生成 ツー ル ) が つく っ て くれ た 値 を を その ま 
ま 利 用 し て お け ば , と りあ えん ず は か まわ な い の で す が , 
を の うち 「 有 雰囲気 が イメ ー ジ と 異な る 」,「 リ アリ ティ が 
な く , 妙 に 安っぽ い 」, 「 せ っ か 〈 面 の 多い 形状 デー タ を 
つく っ た の に の っ ぺり と 同じ 色 で 表示 る され て し まう 」 な 
どの 不満 が 出 て くる で し ょ う 。 そ うい っ た だ ただ とき, 今回 の 
解説 が 解決 の 糸口 に で も な れ ば 幸い で す 。 
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eeeee eseeee の の oo oo oeeeoee ee e e eo oe の oe eoo oe eo eo oo oe oo oooeeeese 


ーーー コ ラム の 逆襲 | 一 一 


アト リピ ビュ ー ト は 物体 表面 の 色 や 材質 感 を 表現 する デー タ で す 。 バ パラ 
メー タ の 数 も 限り が あり ます し , 適当 に 設定 し て も それ な り の も の が 
で きる の で , 初心 者 の 方 は 軽視 し が ち で す 。 で すか ら こ こ に コル よう 
こ な る と , いわ ゆる “違い の わか る 男 ” と 呼ば れる よう に な る の で す 。 


ATH( ア トリ ビュ ー ト エディ タ ) の 使い 万 


ATR は マウ ス 操 作 で び で アトリビュート の パラ メー タ を 
設定 する ツー ル な の で す が , アン ケー ト を 見 て も , 使い 
方 が わか ら な いと いう 苦情 は み ら れ な い の で , 特に 解説 
する 必要 は な いで し ょ う 。 た だ , 「 操 作 性 が 悪い 」 と か 

「RGB 以 外 の パラ メー タ が 視覚 的 に 確認 びき な い 」 な ど 

の 苦情 は 多く いた だ いて お り ま す 。 確か に その 通り で す 。 

現在 ATR は 大 幅 に 改良 中 で す 。 開発 担当 者 が いむ うに は 各 

コマ ンド を ウィ シド ツウ に し だ り 。 球 を 表示 し て バイ ライ 

ト や 半 透 明 $ リ アル タイ ム に 表現 する そう で す 。 は て , 

いつ 完成 する の で し ょ う ね 。 

ATR を 使用 する 際 の 注意 事項 は 以下 の 通り で す 。 

@ 画面 半分 は 色 な どの 各 パ ラメ ー タ を 調合 する パパ レッ 
ト な の で , そこ で 値 を 設定 し て も , 上 半分 の 数 値 パ ネ 
ル に 移し て や ら な いと , どの アト リ ビ ュ ー ト に も 設定 
に だ さと に は だ ひま せん 。 

e 数 値 パ ネル 部 は 色 デ ー タ 部 と 材質 データ 部 に 分 か れ て 
いま す 。 パ レッ ト で 設定 し た 値 を 移す と き は 必ず 両方 
に 移 き な けれ ば いけ ませ ん 。 し か し これ を 利用 する と, 
材質 は 同じ だ が RGB だ けが 異な る デー タ が 複数 あっ 
た 場合 な ど に , 先 に 材質 部 だ け 与 を て お いて , あと か 
ら RGB だ け を 変更 する こと が で きま す 。 


HBO に よる 色 の デザ イン 


色 の デザ イン の 仕方 自体 は 見 れ ば わか る 。 や れ ば わが か 
ba と ゆう る と て 。 ちょ ろうと し た テク ラニ ラック や を 誠人 條 し る 
LES | 
x 
JE: : で きた 絵 を 見 る と , な ん か まとまり が 悪い と いう 
か , いく 65RGB を 変え て みて も し っ くり と いき ませ ん 。 
どう 株 よい て も し まう か 
殿 : な ん か コー ナー を 間違え て いる よう な 気 も し ます が , 
と りあ ぇ ず ひ と つ 安 易 な 解決 方 法 を 伝授 し まし ょ う 。 
まとまり が 悪い 原因 は 色 の 使い すぎ に よる も の で す 。 


た くさ ん の 色 を 使う の は 悪い こと で は な い の で す が , H, 
青 , K, kk, X, B, 黒 , 茶 …… と 無節操 に 使え を ば ま と 
まり が 悪く な る の は 当然 で す 。 そこ で , 使う 色 を 青 系 統 
と か 赤 系 統 と か パス テル 調 と か の 統一 性 を 持た せ て や る 
の で す 。 実際 に 青 系 統 の 色 を RGB で 設定 する に は , R の 
値 は 常に 0.4 以 下 に 抑え る と か , B の 値 は すべ て 0.8 以 上 
に する と いっ た 規則 を 設け て や れ ば よい の で す 。 同様 に 
パス テル 調 に する と き は , RGB の すべ て の 値 を 0.5 以 上 
に し ます 。 

この 方 法 は 確か に 簡単 で 有効 で す が , 一 般 美術 界 に お 
いて は あま り に も 安易 な の で , 禁じ 手 に 近い 手法 で す 。 
で すか ら , 実際 の 作品 を つく る と き に は , ポイ ント と な 
る 物体 の 一 部 に , わざ と 規則 か ら は ずれ た 色 を 設定 する 
こと で アクセ ント を つけ る こと が よく あり ます 。 

は や く こ ん な 手法 に 頼ら ず に , 自分 の 色 (また は 色 の 
組み 合わ せ ) と いう も の を 見 つけ , オリ ジ ナ リティ の あ 
る 画面 が 作れ る よう に な っ て くだ る さい 。 

小 羊 : 色 の デザ イン に お いて 注意 が 必要 な こと は あり ま 
せん ル LA 

Bi: 特に 注意 ほし いう ほど の も の で は な い の で す が , VTR 
に 録画 する 作品 を つく る 場合 , 赤い 色 に 気 を つけ て 〈 だ 
さい 。 皆 さん ご 存じ で し ょ う が 赤 い 色 は VTR で ダビ ング 
する と き に 劣化 が 激しい 性 質 が あり ます 。 で すか ら , イ 
メー ジ ユ ニ ッ ト で VTR 用 の NTSC 信 号 に 変換 し た 際 に 
も か な り に じん だ り 。 か すれ だ り し ます 。 メ イン に だ な る 
物体 を 赤 っ ぽい 色 に する の は あま りお すす めで きま せん 。 
また だ た, テール ラン グ な どど うし て も 赤 が 必要 で , ある 程 
度 ポ イン ト に な る 場合 は , 色 が 抜け 落ち る こと を 予想 し 
C, 若干 明る 〈 設 定 し て お い だ ほ う が よ いで し ょ う 。 

し か し 逆 に に じゃ 性 質 を 利用 する t, 火花 な ど は VTR 
に 落と し て 見 た ほう が それ っ ぱく 見 えま す 。 はやく S 端 
子 で 6 い 付 い だ が 高 画質 の 変換 機 が 出 て ほし いも の で す 。 
小 竿 : せっ か が 〈 複雑 な 形 を つく っ た だ の に , 作画 する と み 
ん な 同じ 色 に な っ て 凸 凸 が な てく な っ て し まい ます 。 

殿 : これ に は 3 つの 解決 方 法 が あり ます (2, 3 は 色 の 


各 読者 通達 事項 


テク ニッ ク と は いえ ませ ん が …… js 
1. 同じ 色 に な ら な いよ うに , 実際 に 異な る 色 を 配置 す 
$e 問題 の 場所 の 付近 の 面 を 同じ アト リ ビ ュ ー ト 


で 指定 せ ず に , 3, 4 種類 の 少し だ け 色 が 異な る アト 
リ ビ ュ ー ト を ラン ダム に 指定 し ます 。 境界 線 が は っ き 
り し て , 立体 感 が 出 ます 。 

2 . 異な る 材質 に する ……… 1. と 同様 に 複数 の アト リ ビ 
ュー ト を 用 意 し , 色 は その まま ず で 材質 デー タ を 少し ず 
つ 変 えて お きま す 。1. と 異な る 点 は , 色 が 同じ な の で 
それ は ほど 不 自然 き が な いと いう こと で , 光 の 当たり 方 
や 視点 と の 位置 関係 が 刻々 と 変化 する , つま り ア ニ メ 
ーション の 場合 に 特に 有効 で す 。 


3. アン ピエ ント を 小さ くす る ……… 正統 派 の や り 方 で 


す 。 ア ン ビ エン ト と いう の は 乱反射 に よる その 空間 自 
体 の 明る さ , 光源 に 関わ ら ず 妥 ら きれ る 量 な の で す 』 
ひと 言 で いう と 最も 暗く な っ た と き に どこ まで 暗 
る か と ょ いう こと で す 。 この アン ピュ ミッ x トト セ 下 
ぶん ディ フュ ー ズ を 大 きく する と , 暗い と き と B 
と き の 差 が 激しく な っ て , 微妙 な 凹凸 も 表現 で 
うに な る わけ で す 。 つ いで に スペ キュ ラー も 若 十 強 8 
に 設定 する と , より 効果 的 で す 。 具 体 的 に は , 


co GT eu 
_ を 続け ます 。 受 付 担当 者 は “こん な 面白 く な い 


DGGA・CDGA シ ステ ム 配 付 終 了 の お 知ら せ 


本 当 に た くさ ん の 申し 込み あり が と う ご ざ い 
まし た 。 し か し , あま り に も 多い 申し 込み と , 


“まだ 来 な いで "” と いう 問い 合わ せ に 追わ れ て 。 | 
と うと う 受 付 担当 者 が 夜 輝 げ し て し まい まし た 。 


そう いう わけ で , DOGA CGA シ ステ ム の 受付 は 
原則 と し て , 10 月 31 日 を も っ て 終了 させ て いた 


| , だ きま す 。 


。 "そいつ は 困っ た "と 慌て る 方 も ちい らっし ゃ る 
、 PLI. 多く だ さい 。 これ は 原則 と し て 


"akut, どう し て も と いう 方 に は 配付 


作業 を 毎日 毎日 続け て いら れ な い " と 言っ て い 


る の で すか ら , 受付 の 作業 が 面白 く な れ ば よい 


あて 先 不明 に つき 発送 不能 


の で す 。 | | | 
日 月 以降 に D6GA*CGA シ ステ ム を 申し 込ま れ _ 以下 の 方 ご 連絡 くだ さい 。 発送 し た CGA シ ス 

る 方 は 、 必ず ギャ グ , コン ト , 小 咽 等 を 同封 し "テム が 戻っ て き て いま す 。 

て くだ さい 。 も ちろ ん 実話 で も 結構 で す (郵便 ・ 安 城市 " 内 海 様 

振込 の 方 は 振込 用 紙 の 裏面 に 記入 し て くだ さ _ ・ 西 春日井 郡 岩波 欄 

い )。 パ カウ ケレ し た 場合 , 最 優先 に 発送 致し ま ・ 松 本 市 福井 様 

す 。 シラ ケ た 場合 に は 。 あと に 回 され る 可能 性 。・ 川 崎 市 。 由 水 様 

が あり ます 。 十 分 ご 注意 くだ さい 。 _ ・ 大 東 市 _ 鵜 木 様 


ご 存じ の こと と 思い ます が , 大 阪 の 人 間 は "お 


、。 さん に お まかせ 致し ます 。 


な か に は 3 セッ ト も 申し 込ま れ た 方 も いる の — 


に ……。 そ の ほか 各種 トラ ブル て 調査 中 の 方 が 


、 もろい " か, “お も ろ な い " か だ け を 価値 基準 に 。 に ……。: トラ ブル て 調査 中 の 
(o この 通達 を どこ まで 本 気 に する か は 読者 の 皆 NT, まだ 着 か な いと いう 方 は , TEL, 正確 な 住 


所 , 申し 込ん だ 月 日 を 明記 し て ご 連絡 くだ さい 。 
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amb-0.1-— 0.2 
dif —0.9—0.8 
spc —0.4—0.7 
siz —0.1—0.3 


ぐら 5 い が よ い の で は な いで し ょ うか 。 こ の 方 法 の 欠点 
は パラ メー タ が 固定 され て し まう の で , みん な 同じ よさ 
うな 材質 感 に な っ て し まう こと で す 。 


発光 面 の 表現 


発光 面 し いう の は , 自ら が 光 を 出し て いる 面 。 た と え ぇ 
ば テー ル ラ ンプ と か , 電球 の 表面 で す 。 本 格 的 に 発光 面 
を 表現 する た め に は , 面 光源 と いう も の を 設定 する 必要 
が ある の で す が , さす が に この CGA シ ステ ム で は サポ ー 
て いま せん (CGA シ ステ ム で サポ ー ト し て いる の 
複数 の 点 光源 と 平行 光線 で す )。 し か し , この 発光 面 
単に それ っ ぱく 表現 する 方 法 が あり ます 。 ア ン ビ エ 
1.0 に すれ ば よい の で す 。 
エン ト が 1.0 と いう こと は ら , 光源 に まっ た だ た く 影 響 
v, つま り 光 源 が 暗く な っ だ た り し て も る も, 少し も 
暗く なら ず , RGB で 設定 し た 色 を の も の に な る と いう こ 
と で す 。 こ の こと を 利用 する と , 周り が 暗く な っ て も 明 


る いま まな の で , 光 っ て いる よう に 見 える と いう わけ で す 。 
Oh!X 8 月 号 の 口絵 を ご 覧 くだ さい 。 ラ イト に 照ら きれ 
る えん び つ と 電話 が あり まし た ね 。 こ の 日 絵 で 用 いら れ 
て いる る さまざま が な 実験 的 な 手法 は , ほとん と が 汎用 性 が 
あり ませ ん の で ここ で は あま り 詳 し 解説 し ませ ん が , 
電話 の 右上 の 緑色 の ラン プ に ご 注目 くだ さい 。 ラ イト が 
暗く な ろう が , 色 が 変わ ろう が 同じ 明る る に な っ て いま 
す 。 た だ これ だ け の こと な の で す が , これ で ちゃ ん と 光 
っ て いる よう に 見 える か ら 不 思 議 で びす 。 この 例 で は , 緑 
の ライ ト の 面 の 周辺 に 紹 が ちょ っ と ぼけ だ た よう な 色 の 面 
を 置い て , より それ らし くし て いま す (な か な か 芸 が 細 
か いで し ょ う )。 同 様 に , Oh!X 7 月 号 の 口絵 の 夕焼け 空 を 
飛ぶ ジェ ッ ト 機 の 噴射 口 に も この 手法 を 用 いて いま す 。 
字 宙 船 の 艦橋 , 夜 の 新宿 に 浮か ぶ ビ ル 街 , 飛行 機 の 警告 
灯 な ど な ど 応用 は いろ いろ あり ます 。 簡単 な 手法 で す の 
で 一 度 お 試し あれ 。 

また だ , 発光 面 と は 異な る の で す が , 床 の ア トリ ビュ ー 
ド デ ボ イン て アン ビエ ント そ 1.0 に する こと が よ 《 あ り 
ます 。 床 に お お気にいり の 色 で 模様 を 入れ て も , 光 の 当て 
の - 暗 く な っ て は 意味 が あり ませ ん 。 その 場 

合 , 光源 に 関わ りな 〈RGB で 設定 し た 色 に な る と いう 性 
sono: 


あか けし まし た こと を (おり 表し 


EDAM, その よう な こ testos! E 


(20 R : は い , 台風 が 当方 を 直撃 し 。 I 
X C WWL AT 


、 IACHETACU, KEBEDE UNO. 


血液 す る が よい Ve 


132 onx 198911. 


リア リティ の 出し 万 


CCG に よっ て つて られ た 映像 の イメ ー ジ と いう と , まず 
「 き れい 」 と いう 答え が 多い よう で す 。 こ の 妙 に きれ い 
で ある こと が , 逆 に CC の リア リティ を な くし て いる と い 
えま す 。 こ の 妙 な きれ いさ る は, 実際 の 物体 に 付い て いる 
汚れ と か 小さ い 傷 まで 表現 し て いな いか ら …… と 思わ れ 
が ち で す が 私 は そう は 思い ませ ん 。 ま た だ た, も し それ が 上 原 
因 で ある と すれ ば , リア リティ の ある CGA は 本 格 的 な グ 
ラフ ィ ッ クワ ー ク ステ ーション で し か 不可 能 で ある と い 
の た に な が っ そし もし まい ます 。 な ん と か パ ツ ュ ン COA も 
リア リティ の ある 映像 を 出せ な いも の で し ょ うか 。 

リア リティ を 出す た め に は , まず モデ リン グ の 段階 で 
ある 程度 面 の 数 を 増やし て な お か な けれ ば いけ ませ ん 。 あ 
まり に デフ ォ ル メ , 単純 化し た 形状 で だ は リア リティ が 出 
な い の は 当然 で し ょ う 。 そして, その よう に 細部 まで つ 
くっ た デー タ を 表示 する と き は , 光 の 当て 方 や 。 ア トリ 
ビュ ー ト を 工夫 し て , その 細部 まで 見 える よう に する の 
が 人 情 と いう も の で す 。 実は この 点 に 問題 が あっ た の で 
は な いで し ょ うか 。 

現実 に , ある 物体 を 写真 に 撮っ て ょ よく 観察 し て みて く 


小林 : いえ , 駿 走 に 見 せ か け て いる だ け て , 

実は ESC キ ー を 押す と ちゃ ん と 止ま り ま す 。 

また さら に も う 一 度 行う と リセ ッ ト が か か る 
よう に な っ て お り ま す が , データ に 害 を 与え 
る よう な こと は まっ た くし て お り ま せん 。 

主 : 許さ ん 。 次 回 の 発送 まで に 修正 する と と 
も に , BEIC LX I 年 以内 に 新しい プロ グラ ム 
を 開発 し て 発 家 する こと を 申し つけ る 。 わ か 
っ た な た 。 

小林 : は い , 精進 し ます 。 

B: まい ど ,CGA シ ステ ム の 梱包 , 宛名 書き を 


だ さい 。 飛行 機 , 自動 車 , 科学 専門 誌 に 載っ て いる 宇宙 
船 。 を ん な 細部 まで 写っ て いる の で し ょ うか ? ょ は 8 
都合 の よい 光 の 当て 方 で も し な いか ぎり , 影 に な っ て 
も 5 号 っ て いな いと ころ や , 号 っ て いて も どん な 形 を し 
いる の か よく わか ら な いと ころ が , か な り 多 くく あり 
人 間 は 目 で 見 て いる の で は な く , 脳 で 認識 し て いる 
す 。 見 えな いと ころ は , ある 程度 脳 が 補っ て くれ ます 。 

つま り リ アリ ティ を 有 出す だ た だ め に は 見 えな いよ ころ を 
増やし て , 脳 を だ まし て や れ ば よい の で す 。 な ん か マユ 
ツバ な 結論 で すね 。 

具体 的 に , 見 を な いと ころ を 増やす た め に は , アン ビ 
エン ト を 下げ (0.1-0.2), ディ フューズ も それ ほど 上 げ 
ず (0.6—0.7), や や 逆光 に な る よう に 光 を 当て る の で 
す 。 ま っ た だ たく 《 何 も 見 えな けれ ば , 脳 も だ まる れ に くい の 
T; スペ キュ ラー は ちょ っ と 入れ て お きま すず す 。 こ うず る 
t, アニ メー ショ ン の 途中 の 数 フレ ー ム だ け , 少し だ け 
色 の 違う 小さ な 面 が ちら り と 見 えん, あたかも その 付近 は 
複雑 な 形 に な っ て いる よう に 誤解 し て くれ る わけ で す 。 

作品 の 中 の 1 カッ ト の 場合 , その カッ ト だ け の 問題 で 
は な く , 前 後 の カ ッ ト も 工夫 する 必要 が あり ます 。 前 の 
カッ ト が ぜん ぜん リア リティ が な けれ ば , 脳 を だ まし よ ょ 
う も あり ませ ん 。 例 と し て は , 少な め の 星 が きら めく 〈 真 


了 和 BB BB BB BB BB BB BB Bu 


や っ て お り ま す B と 申し ます 。 当社 で は 8 月 ム が 届け られ る 

の 中 旬 に 10 日 間 の 夏季 休暇 を 設け まし た 。 そ ま て 実際 に は 8 

の 分 CGA シ ステ ム の 発送 が 遅れ て し まい まし つの 業者 が 関与 

た 。 し て いま す 。 ぞ 

Et: 夏季 休暇 と あら ば , し か た ある まい 。 労 れ だ け 時 間 も か 

働 者 に も 人 権 が ある 。 人権 が 認め られ て いな か り ト ラブ ル も 

い の は, D6GA の スタ ッ フ ぐら い の も の だ 。 だ 多く な っ て し ま iriRLELILRLRRLRLELRLRLRLEL 
が , どう も この 梱包 , 宛名 書き の 作業 は 時 間 "いま し た 。 こ れ 


が か か りす ぎ て いる ぞ 。 数 が 多い の は わか る 
^, 10 日 以上 と いう の は ちょ っ と 遅 す ぎ や し 
な いか 7? それ に 一 度 に 発送 で きる 量 が 限ら 
れ て いる の も , 発送 が 遅れ る 原因 じゃ 。 

DB すん 人 ま へ ん 。 

主 ・ それ に し て も , 発送 が 遅れ て いる よう じ 
e. 責任 者 出 て こい 。 

が また ・ へ こ へ こ 。 一 見 , 単純 に 思え る 発送 
シス テム も , 読者 の 皆さん が 申し 込ま れ て か 


も すべ て は 配布 の 実費 を 最小 限 に 抑え る た め 
で す 。 と うか お 許し くだ さる し いし 。 
主 : それ だ け で , こん な に 時 間 が か か る と も 


こ = : へ こ へ こ 。 も ちろ ん 応募 の 数 が 予想 
を は る か に 上 回 る も の だ っ た こと も 大 き な 原 
因 で す 。 か な り 多 め に 印刷 し て お いた マニ ュ 
アル が 簡単 に な く な り , 思い 切っ た 増刷 を し 


まし た が , それ も も う 底 を つい て し まっ た で 


らい で す の で 。 と て も スタ ッ フ の 手 に お えま 
せん 。 ま た , 発送 業者 と の 契約 で 。 ある 程度 
まとめ て 出さ な けれ ば な り ま せん 。 つ まり 。 
不運 に も 発送 し た 翌日 に 申し 込ま れ た 方 は , 


発送 の 数 が 揃う まで か な り 待 た され る こと に 


な り ま す 。 
主 : な ん か よく わか らん が , と りあ え ず みん 
な お まえ が 悪い ! 


か また へ こ へ こ …ー。 
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ROS dE LIO (Reb LC, ほとん と が 影 
UE て 形 も よく わか ら な いよ うな 物 を 横 切 ら せる と , 
ぷり リア リティ が 出 ま す (作画 時 に アン チエ イリ アス を 
と より 効果 的 で す )。 

も 先日 , 夜 の 大 阪 の 盾 を ビデ オカ メラ で 撮影 し た 映 
-,。「 プ レー ドラ ン ナ ー」 に 出 て くる よう な エア ー カ ー 
GA シス テム で つく くり, スー パー イン ポー ズ き させ て み 
まし た が , 十分 見 る に 耐え を る も の に な り ま し だ 。 さ る ら に , 
e a MM 


て み ま し た 。 街灯 の 近く を 横 匠 る と き に , は ん の 9 LT 
る 《 く なり) 結 模 か っ こよ (て きま し た QE YIT 
ぎ で , リア リティ は 落ち た と いう 意見 も あり まし た が )。 
A dee DLE 
だ さい 。 は っ きり いっ て , いき な り イ メー ジ 通 り の も の 
は で き な い で し ょ う 。 し か し 自分 の 表現 力 ほ と いう も の は , 
試行 錯誤 を 繰り 返す 過程 で 生ま れ て くる も の な の で す 。 


お わり に 
当然 の こと な の で す が , 物体 表面 の 色 た と いう の は アト 


リ ビュ ー ト だ け の 問題 で は な く , 光 の 当て 方 に も 大 きく 
影響 され ます 。 い ずれ , その 方 面 に つい て も 解説 する 機 


9/57: 


当 プ ロジ ェクト チー ム ま で ご 連絡 くだ さい 。 応 


会 を 設け た いと 思い ます 。 


さて , 気がつか れ た 方 も 多い と 思い ます が , 今月 つい 
に 本 文 よ り も コラ ム の ほう が 量 が 多く な っ て し まい まし 
ls 誌面 を 充実 きせ る た だ め に b, eUt 08 を さん か ら 「 あ 
の コラ ム が 面白 い 」 と か 「 本 文 な ん か も うい ら な い 」 な 
どの ご 指導 を いた だ だ ける と 大 変 う られ し い の で , また 送っ 
pep re T 

次 回 か ら は つい に モー ショ ン デ ザイ ン に 入り ます 。 モ 
ーション デザ イン は CGA 制 作 に お いて 最も 重要 で クリ 
エイ ティ ブ で 興 の 深い と ころ で す 。 2, 3 回 に 分 け て , 
初級 。 中 級 , 応用 し ステッ プア ッ プ し て いき まし ょ 2 う 。 
それ で は また 来 月 を お 楽し み に 。 

be y xu dolosa. 
X*DoGA-CGA シス テム は 一 般 の お 店 で は 取り 扱っ て いま せん 。 私 達 
の 活動 に 賛同 し て くだ さる アマ チュ ア の 方 に は , カン パ (1 ロロ :10 
00 円 より ) と 実費 (3000 円 ) だ け て 配布 し て いま す (プロ グラ ム は 
無料 で す )。 郵便 振替 で 申し 込ん で くだ さい 。 

申し 込み 期間 : 1989 年 7 月 | 日 一 10 月 30 日 

郵便 振替 口座 : 大 阪 3-109598 口座 名 : 鎌 田 優 

また は , DoGA プ ロジ ェクト ルー ム CGA シス テム 配布 係 に 直接 現金 
書留 で 申し 込ん で いた だ いて も 結構 で す 。 

な お , 発送 は 申し 込ま れ た 順番 に 行い ます の で , 
多少 遅れ る こと が あり ます 。 
XCGALZATA, 本 連載 , 各 コ ラム に つい て の お 手紙 お 待ち し て い 
ます 。 


T533 大 阪 市 東淀川 区 淡路 5-17-24 筐 コー ポ 102 号 室 
DoGA プ ロジ ェクト ルー ム 「 な ん で も どん と こい 」 係 


場合 に よっ て は 


ン テ ス ト の お 知ら せ 


— 昨年度 入 賞 作品 紹介 
最 優秀 作品 賞 該当 作品 な し 


、 美 要 項 と 応募 用 紙 を お 送り し ます 。 ま た , BGM 
等 の 著作 権 に つい て は 十分 ご 注意 くだ さい 。 
@ 入 選 作 品 の 使用 | 


—— 45, この コ 
ー 1 いて D6GA d ENS 


入選 作品 は 主催 者 が 行う 上 映 会 で 使用 する ほか , 


CGA の PR の た め に 無償 で 複製 , 配布 , 放送 を 行う 
SENDUEN. 
ex | 
Mr Kk, 2058] I 
CGA と し て 総合 的 に 最も 優れ た 作品 。 
HERR 


| に 優れ た 作 &。 —— 
mm 賞状 。 賞金 5 万 円 …………… 数 点 


性 の 高い 作品 。 
* 特別 賞 賞状 


ヤヤ NA, 団体 ソフ ト , ハード, 
_ その ほか 。 ーー 
pene ーー 
・ 月 刊 「PIXEL」 編集 長 河内 隆幸 
NNK : 為 ヶ 谷 秀 一 
J ・ 月 刊 「ASClI」 編集 長 土田 米 一 
。 ・C6 ア ー チ スト 野地 RA 
| -AUTOX 編集 長 前 田 徹 
p | (EE. 


* 
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| 賞状 . 賞金 10 万 円 ………… 3 点 
_ 技術, スト ー リ ー, 芸術 性 な ど 何 か の 点 で 特 。 


II 


優秀 作品 賞 こ 


x ToO 8RBOXTÉR 412.297 
つの 虫 君 が 野原 で 不思議 な 物体 を 見 つけ 中 に 
入っ て みる 。 そこ に や っ て きた いじ め っ こ の 
キョ ン シ ー は ……。 ス トー リー 性 , キャ ラク 
ター 性 な ど を 年 提 し て お り 見 る も の を 来 しま 
"tins, 


k TPCGA,- ーー _ 梅沢 


es ツー ンコ 
せ て 再編 集 し た も の 。 ス トー リ ー 等 は な い が , 
動き の 演出 が よく , 見 る 人 を 飽き させ な い 。 ーー 
k AR 2 鳥取 大 学 電子 計算 機 研究 会 

部 品 が 変形 し て , 組み 合わ さっ て , ひと つの 


O エン ジン が 完成 する な どの 小作 品 集 。 パ ソコ 
ン を 32 台 揃え , 


3 カ 月間 に 渡っ て 計算 させ た 


* The Fireworks 」 大 阪 府立 大 学 RANDOM 
* "MOSA 大 阪 大 学 コ ン ピ ュ ー ー ク バフ 

«3n CG 連 合 ーー 
X68000 


ぐち お 思い 合わ せ 先 du o 


GA 教養 講座 


「 世 界 の 最 先端 の 〇 は 人 作品 の 動向 . その 6 


《 モ ーション デザ イン へ の アプ ロー チ )〉 


前 回 (と いっ て も 9 月 号 ) で は , レイ ト 
レー シン グ に 代表 され る レン ダリ ング アル 
ゴリ ズム の 追求 が 4, 5 年 前 か ら 下 火 に な 
っ た と いう 話 を し た 。 こ う 書 く と 最近 は 新 
た な アル ゴリ ズム が 発表 され て いな いか の 
よう な 誤解 を 招き そう な の て で, 今回 の テー 
マ に 入る 前 に 少し 補足 を し て お く 。 

た と えば 一 昨年 で らい か ら 結 構 注目 を 集 
め て いる アル ゴリ ズム に ボリ ュー ムレ ンダ 
リン グ と いう の が ある 。 物体 の 表面 だ け に 
着目 する の で は な く , 詰まっ て いる 中 身 も 
考え よう と いう も の で , 流体 の 密度 分 布 だ 
と か , 人 体 の 内 臓 の 動い て いる 様子 を 表現 
する こと が で きる 。 ど ん な 絵 が で きる の か 
と いえ ば , 全体 が 半 透 明 に な っ て , 密度 の 
濃い と ころ が 色 も 濃く な っ た よう な 感じ だ 。 
し か し 通常 。 人 体 を 見 る と き に 内 臓 まで 見 
える 必要 は な いわ け で , 使用 する ケー ス が 
非常 に 限ら れ て いる の だ か ら , 正直 いっ て 
あま り 実 用 性 の ある アル ゴリ ズム だ と も い 
えな い の で は な い だ ろ うか 。 

また , 純粋 に レン ダリ ング アル ゴリ ズム 
の 問題 で は な い の だ が , 自然 な 人 体 (特に 
顔 ) の 表現 に つい て は , 現在 も 活発 に 研究 
され て いる 。 昨年 メタ ・ コ ー ポ レー ショ ン ・ 
ジャ パン の 高 沖 氏 が 発表 し た 「 メ タコ ス 氏 
の 肖像 」 と いう 作品 で は , メタ ポー ル を 使 
用 し て か な り リ アル な 人 体 を 表現 し て 見 せ 
た 。 他 の 作品 も , な か な か よい 線 ま で いっ 
て いる の だ が , まだ ひと つ 大 き な 問 題 点 が 
残さ れ て いる 。 それ は | 人 |0 万 本 と いわ れ 
る 髪の毛 の 表現 で ある 。 だ か ら , 現在 
CG に 出演 する 俳優 た ちはや た ら に “ハゲ " 
が 多い 。 

IT, レン ダリ ング アル ゴリ ズム の 追求 
に 代わ っ て 現れ た 新しい “流れ "は 多岐 に 
わた る 。 そ の うち の いく つか を 思い つく ま 
ま に 組 介し て いこ う 。 

まず 。 ひ と つ に モー ショ ン デ ザイ ン へ の 
アプ ロー チ が ある 。 動き の デザ イン は 作品 
の 出来 に 直結 する きわ め て 重要 な 問題 に も 
か か わら ず , 従来 軽視 され て きた よう に 感 
じ る 。 結論 か ら 言 っ て し まえ ば , 今 な お 特 
に これ と いっ た 手法 は 発見 され て いな い 。 

日 本 が 生み 出し た 古典 的 名 作 の ひと つ に 
大 阪 大 学 と リン クス の 「BIO SENSOR」 が あ 
る (大村 先 生 お 元気 で すか ? )。 サイボーグ 
の 庶 が の っ し の っ し 歩き 。 ビ ピラミッド の 上 
に 現れ た ガイ コツ の 怪物 を や っ つけ る と い 


e 

う も の で , 有名 な の で ご ご覧 に な っ た 方 も 多 
いと 思う 。 この 虎 の 動 き は , 動物 園 に いっ 
て 本 物 の 虎 を 撮影 し それ を 見 な が ら ア ニ 
メー タ が 3 面 図 を お こし 。 デー タ 入 方 し た 
て うだ 。 ま た 、 ラ スト に ロボ ポッ ト が 走る ン 
ー ン が ある が , あれ は アジ ス ・ ア べべ か だ れ 
か の 走る 次 か ら デ ー タ を 作成 し た そう だ 。 
人 の アラ さがし を する よう て で 悪い が , 虎 の 
前 足 を よく 見 る と , と きど きつ ま 先 が 地面 
の 中 に も ぐっ て な く な っ て し まっ て いる 。 

その 数 年 後 , こんど は アメ リカ の どこ ぞ 
の 大 学 か ら 発 表 さ れ た 作品 で は , ワイ ヤー 


フレ ー ム だ が , 人 が 長い 布 を な び か せな が 


ら 走 っ て いく 様子 な ど を 非常 に 自然 に 表現 
し て みせ た 。 こ れ は 実際 の 人 体 に 多数 の 宮 
球 を つけ , 暗い 部 屋 で 演技 し て も ら っ た 様 
子 を , 前 後 左 右 か ら 撮影 し 。 デー タ を つく 
っ て いる 。 

以上 の 2 つの 作品 の 例 で は , 実際 に 存在 
する も の , 動き に し か 対応 する こと が で き 
ず , CG の 魅力 を フル に 引き 出す こと は で き 
HU, これら に 対し て 。 プ ログラム に よっ 
て 動き を つく り だ そう と いう 試み も 当然 行 
われ て きた 。 

1987 年 に シン ポリ ックス 社 が 発表 し た 「ST 
ANLEY AND STELLA : BREAKING THE ICE」 
(うっ 長い タイ トル だ ) は , 鳥 と 魚 が 空 と 
海 と いう 隔 た れ た 空間 で 愛し 合い , 間 に 存 
在 す る 氷 の 壁 を 突き 破る と いっ た スト ー リ 
ー で 作品 的 に も 完成 度 が 高い 。 こ の 作品 で 
は 実験 的 行動 シミ ュ レ ーション と 称し て , 
鳥 や 魚の 群れ の 動き を プロ グラ ム に よっ て 
生成 し て いた 。 簡単 に 言う と , 群れ の 先頭 
の 動き を 与え れ ば , 近く に いる 他 の も の は , 
障害 物 を 避け な が ら 自 動 的 に 追随 し て いく 
oft. 

同じ ころ アメ リカ の どこ ぞ の 大 学 (作風 
が 似 て いる か ら , 上 記 の 大 学 と 同じ か も し 
れ な い ) が や は り ワ イヤ ー フ レー ム で つく 
っ た 作品 で は , “ 各 関 節 で の エネ ルギー 消費 
量 を 最小 限 に 抑え る と いう "条件 を 与え る 
こと で , 障害 物 を 飛び 越え る 様子 を 自然 に 
テ ザ イ ンー する こと が で また 。 この 様 に 。 な 
ん ら か の 制約 条件 を 与え る こと で , 複雑 な 
動き を 簡単 な パラ メー タ だ け で デザ イン す 
る と いう の は . バーン ソン ナル CG デ ザイ ン に お 
いて も 有効 か つ 現 実 的 で は な い の だ ろう か 。 
また , この 方 向 を さら に 進め て , 物理 現 
象 の シミ ュ レ ーション の よう な 作品 も 多い 。 


「CALTECH MODELING DEMO 1987」 で 
は ぶら 下がっ て いる くさ り の 動き を ,「DYN 
AMIC SIMULATIONS OF FLEXIBLE 
0BJECTS」 で は 風 に な びく 旗 を , 「MASAKA 
TYANTO YONDERU WAKENAIYONA」 で は ひ 
っ くり か える 自動 車 を 表現 し て いる 。 き わ 


め つ け な の が 「NATURAL PHENOMENA; T, 


ミミ ズ の 動き を 見 事 に 表現 し て 多く の 者 の 
気分 を 悪く させ た 。 こ の よう に , 花火 だ と 
か 滝 だ と か ある 特定 の 物 に 絞っ て 動き を 表 
現す る こと は 現在 も 活発 に 研究 され て いる 。 
し か し , 汎用 性 が あっ て , 手軽 に 自由 に 自 
然 な 動き を デザ イン する こと は まだ まだ 難 
Li 

それ で は ちょ っ と , 日 本 の アマ チュ ア の _ 
作品 を 見 て みよ う 。1987 年 コム テッ ク CG コ 
ン テ ス ト 優 秀 賞 の 「AWA」 (制作 : 大 阪 大 学 
コン ピュ ー タ クラ ブン) ti, ロボット の 集 
団 が 阿波 踊り を 踊っ て いる 。 これ は , 関節 
を つなげ る も ちょ っ と し た エディ タ を つく っ 
て いく つか の ポー ズ を デザ イン し , 各 関節 
の 角度 を スプ ライ ン 関 数 に よっ て 中 割り し 
て いる 。 先月 号 で 紹介 し た 「365」 も ほとん 
ど 周 じ 方 法 な の だ か ら 。 この チー ム が 3 年 
間 怠 け て いた こと が よく わか る 。 

また , 1989 年 アマ チュ ア CG ア ニ メ ー シ ョ 
ンコ ン テ ス ト 奨 励 賞 受賞 の 「The Firewor 
ks; (制作 : 大 阪 府立 大 学 コ ンピュータ ハウ 
ス RANDOM) で は プロ グラ ム に よっ て 美 し 
い 花 火 を 表現 し た 。 こ の 花火 は 現実 の も の 
を シン ミュ レー ト し た の で は な く 。 各 ス タッ 
フ が 自由 に デザ イン し て 個性 ある 動き を 実 
現し て いた 。 さ ら に 京都 大 学 マ イコ ンク ラ 
プ で は , 将棋 を 自由 に 配置 し , | カ所 を 倒 
す と 自動 的 に 将棋 倒し を 表現 する 作品 を 発 
炎 し て いた 。 こ の よう に アマ チュ アレ ベル 
で も いろ いろ な 試み は 行わ れ て いる 。 

残念 な が ら 今年 の SIGGRAPH の ビデ オ テ 
ー プ は まだ 見 て いな い (近日 中 に は 届く と 
思う ) ^ 今年 も この よう な 動き の デザ イ 
ン に 関す る 面白 い 作 品 が ある だ ろう と 期待 
し て いる 。 

お っ と , も う ペ ー ジ が な い 。 どうやら こ 
の コラ ム は まだ まだ 続く こと に な り そ う だ 。 
な お , この コラ ム の 内 容 は , な ん の 参考 文 
献 も な し に , 私 の うろ 覚え だ け を た より に 
書い て いる の で , ちょ っ と し た 思い 違い か 
D, うそ 和 八 御 まで 混じっ て いる か も し れ ま 
VAM, その へ ん は け は 、 まぁ こ 了 引く だ さい 。 
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第 35 回 AERA お茶 目 な 計算 儀 た ち — 


/UPELDIZ-ORUETEHSE 


日 本 発 1 週間 前 


僕 は 先日 , 遠い 遠い 国 ス ペイ ン に 足 を 踏 
み 入 れ て きま し た 。 学生 時 代 も お 金 を 貯め 
て は 外国 に 行っ て きま し た が 。 その た びに 
大 き な 影 響 を 受け た も の で し た だ た 。 よく, W 
外 旅行 か ら 帰 っ て き て ,「 や っ ぱり 日 本 は い 
い 」』 と た いう こと ば がかり いっ て いる 信人 が いま 
すけ れ ど と ども, 僕 の 場合 は , どこ に 行っ て も , 
「 旅 行者 し し て で は な く , 居住 者 と し て , も 
っ と 長い 問い だ た いも の だ な あ 」 と 思っ て 
きま し た 。 を そう いう 気持 ち が ま た 僕 を 異国 
に 向かわ せる の で し ょ 2 う 。 

今回 行く スペ イン は , 次 回 の オリ ン ピ ビッ 
ク が バルセロナ で 開か れる こと も あっ て , 
が だ な ミー の バー な よう な 感じ が し ます 。 し 
PU, まあ そん な こと 以前 に , どん な 国 が 
待ち 受け て いる の か と 思う と , ワク ワク す 
る の も 事実 で す 。 

せっ か く , 日 本 か ら ず いぶ ん と 離れ た 国 
スペ イン に 行く て の で すか ら , スペ イン に あ 
る 「 お 祭 目 な 計算 機 」 を 探し て みよ うか な 
と 思い まし だ た 。 そこ で , ちょ っ と 唐突 で す 
i, 勝手 に キー ワー ド を 作っ て みる こと に 
し まし た 。「 バ バルセロナ の 赤い 計算 機 」 な る 
も の を 探し て みよ うと いう の は と どう で し ょ 
う 。 別 に 「 ス ペイ ン の 青い 知能 機械 」 で も , 
「 ア ル ハ ンプ ブラ 宮殿 の 横 に 沙 ち て た 電卓 」 で 
も よい の で す が , まあ 感覚 的 に 決め た と い 
うだ だ で だ け の さと で す 。 


モス グ クワ から スペ イン へ 


つい に 当日 , 成田 を マドリ ッ ド に 向け て 
出発 。 と いっ て も , 切符 の 都合 上 , モス ク 
ワ で の 乗り 換え が 長 時 間 あ り ま す 。 を その間 
中 。 い ろ い ろ な と ころ を うろ つき 回 っ て いま 
し た 。 と ゆい っ て も 。 トラ ンジ シッ ト で て です から, 
外 に 出 ら れる わけ で は あり ませ ん 。 免税 店 
を 見 物 す る の が 関の山 で す 。 

ぼん や り と ベン チ に 座っ て いる と, 通路 
の 端 や , 受け 付け な どの と ころ に , (専用 
の 端末 以外 の ) 計算 機 が 置い て あり ます 。 


こわ そう な お ば さん (失礼 !) が 使っ て い 


だ り , ある い は よく 〈 く 見 えな い 位 置 に あっ た だ 
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り し だ の で 。 は っ きり は わか り ま せん で し 
lu. どの マ み グン に 57 る da と いう マー 
グ が 付い て いる よう に 見 えま し た 。 

単に 端末 として, 中 央 の 計算 機 に ある フ 
ライ ト 情 報 を 表示 し て いた だ け の よう で し 
だ 。 メー カー は 和 案外 日 本 か が も し れ ま せん ね 。 
ロシア 語 の キー ボー ド な ど を 期待 し た の に 
tUi. 

モス クワ か ら , スペ イン の マドリ ッ ド に 
到着 し , 外国 人 と し て の 2 週間 が 始ま り ま 
し た 。 き さて これ か ら , スペ イン 語 を 夜 な 夜 
な 勉強 し て いか な く て は な り ま せん 。 な ん 
だ た っ て 自由 旅行 で すか ら 。 

スペ イン 人 の 日 本 人 と の 基本 的 な 違い は , 
食べ た り 飲 ん だ りす る こと に 非常 に 重き を 
置い て いる と いう こと に あり ます 。 典型 的 
な スペ イン 人 の 食 生活 ちょ っ と だ け 紹 介 
に て みみ ま し よう が 。 

日 本 に 比べ ずい ぶん 遅い 朝食 を と っ た あ 
と ,11 時 ご ろ に お や つ を 食べ ます 。 そし て , 杜 
EER, それ こそ , フル コー ス の 食事 を 
ワイ ン を 飲み な が ら 2 時間 ほ どか け て ゆっ 
〈 り 楽し み ま す 。 日 本 円 に し て 500 円 で 6 
い 払 うだ け で , その 店 推薦 の 日 替わり 定食 
が 味わえ ん ます 。 定食 と いっ て も 前 来 か ら , 
デザ ー ト まで 付い て , ハウ スワ イン は 飲み 
放題 し いう 夢 の よ うな も の で す ! 

生か ら ワ イン を 飲む こと は まっ た く ふ つ 
う の こ と て し て 。 も し じ 水 が いい と ら う 人 ん ば 
ビン 入り の ミネ ラル ツウ ォ ー タ ダー を 注文 し な 
l て は な り ま せん 。 公務員 用 の 食堂 の 征 の 
定食 に きえ ワイ ン が 付い 


20 
たれ か が か がら 。 う 5 や まし 上 
いこ と に 。 1 時間 ほど 全 


寝 な ど を し て か ら , 勤務 
に 戻り ます 。 店 や 博物 館 
で も , 生食 を 含む この 優 
稚 な 時 間 は 休み に し て い 
る と ころ が 少な く あ り ま 
せん 。 そ で し で この お を も お 
Lo, 町 の バー で 夕食 前 
OTI DREES 
詳し く 書 いた らき り が あ 


X fus 

と に か く 飲 食 を 中 心 と し た 1 日 は この よ 
うに 過ぎ て いき , そし て また , 朝食 (=「 断 
食 明 け の 食事 」 と 呼べ そう だ, 英語 break 
fast で も そう だ が ) へ と, 食 の 喜び の 無限 
サイ クル は 続く の で す 。 


デパ ー ト に 並ぶ 計算 機 だ ち 


L3 "L3 LUC EI.mHc6. BE 
食 生 活 を 送っ て いる 日 本 人 の ひと り で ある 
僕 は , 入 こ っ て り 食 べ て し まう と, KRIY 
腸 が 開店 休業 状態 し な り が ち で す 。 そ うい 
うと き は 。 デパ ー ト や スー パー に さく 側 単 
な 食事 を 買い に 出かけ る こと に な り ま す 。 

立派 な デパ ー ト (「 エ ルコ ル テ ・ イ ング レ 
Ag Ebo ts) Eok 5E, mx 
lL 品 売場 を の ぞ ざい て みる と , 思い が け な く 
も ずら り と 計算 機 が 並ん で いま し た 。 

i, AMSTRAD と いう IBM コン パチ 
が いい 位置 に 並ん で いま す 。 値段 は まあ 日 
本 と 天才 な いよ う て す 。 と いう こと は 、。 ス 
ペイ ン の 人 か ら 見 れ ば , か な り 高 いと いう 2 
こと に な りさ まま も ます 


いか に も 「 コ ンピュータ ・ ミ ュー ジッ ク 」 


と いう よう な 音 が 人 だ か り の 中 か ら 聞 こえ ぇ 
て きま し た 。 その 音 を 作り 当 し て いる の し 
アミ ュー ズ メ ント マシ ン と し て の 完成 度 を 
誇る Amiga で し た 。 中 心 で は 店 員 に 対し て 
いろ いろ と 真剣 に 質問 し て いる 人 が いま す 
(も ちろ ん 意味 不明 ) 。MSX の ゲー ムカ セ 
ッ ト も ずい ぶん と 並ん で いま し た 。 


スペ イン 広場 を 走る 筆者 


純正 の IBM マシ ン も 一 応 あ り ま し た し , 
日 本 製 の マシ ン も 目立た な いと ころ に , € 
外 数 多く 置い て あり ます 。 も ちろ ん 東芝 の 
フッ タグ トッ クア は あり ます 。 あ と は キヤ ノン 
の ワー ブロ 。 エプソン の プリ ンタ な ど で , 
すぐ で に 手 に 入れ られ そう で し た 。 

ふつ う の 電 益 屋 に あま り 出 くわ る な か っ 
だ こと も あっ て , 計算 機 が きち ん と 見 られ 
る と と の は ほ は デ パート だ け で し た 。 し か が 1。 
デパ ー ト と いっ て も 日 本 の イメ ー ジ より は 
か な り 高 級 な 感じ が し まし だ た けれ ども 。 


4J の "赤い 計算 機 」 


マドリ ッ ド か らち っ ちゃ な 飛行 機 で グラ 
ナダ に 到着 し た と き に 幻 を 見 て し まっ た の 
CT, 空港 の ビル で 荷物 の 到着 を 待っ て い 
だ た と きのこ と で す 。 ふと, 後ろ の の ほう を 見 る 
と そこ に は , 待望 の 「 赤 い 計 算 機 」 が ずら 
り と 並ん で いる で は あり ませ ん か 。 それ は , 
暗め の 赤い 色 を し た , 見 た 目 の な し ゃ れ な 
ラッ プー トップ タ イオ イプ の マシ ン て も た 。 

思わ ず , 「 あ れこ そ 『!」 と 同行 し た 人 に 指 
じ 示 し じ し て し まっ た と ころ て 。 チョン リ X 
念 な が ら , 相手 の 答え が 返っ て くる まで に し に, 
その 幻 は 消え て し まっ だ た だ の で す 。 恥 を 恐れ 
ず に 書く な ら ば , エ ンジ 色 を し た ボディ ( い 
T), 同系 色 で 少し 照明 を 反射 気味 の モニ タ 
画面 (背もたれ の マッ ト 部 分 ) …… X3 5 
C, 単なる し ゃ れ だ た ベン チ が ずら り と 並ん 
で いた だ け な の で し た 。 僕 の 視覚 認識 サブ 
シス テム は 誤動作 し て し まっ た の で す 。 


大 建築 家 ガ ウデ ィ と 計算 機 


な ん と か , スペ イン で の 最後 の 訪問 地 , 
ク 2922 だ 来る こと が で きま し た 。 Xv 
し だ バハ ワニ ング も な て く , HojCcbMKoto 
る くら いで す 。 強い て いえ ば , ある 寺院 の 
前 の 道端 で , 親子 連れ の 靴 磨 き 屋 に 強引 に 
SLEBDOIIOC 片足 で びょん ぴょ ん 
逃げ 回 っ た で らい の も の で す 。 

る て この 街 で は , ピカ ン 美 術 館 , ミロ 美 
術 館 な ど を 始め と し て , 数 多く の 芸術 家 
の 作品 を 見 て 回 り ま し た 。 特に ,。 ここ バ 
ル セ モロ ナ の 建築 家 で ある 巨匠 ガウ ディ の 生 


み 出 し た 数 多く の 建 
築 物 は 僕 の 目 に 焼き 
付い て 離れ ませ ん 。 

空中 へ ニョ キ ニ ョ 
キ と と げ と げ の 棒状 
の 屋根 が 圧倒 的 な ス 
ケー ル で 突き 出し て 
いる 聖家族 教会 、 あ 
る い は , 誰が 見 て も 
その 童話 的 な 世界 に 
| きき 込 ま 届 て し じ し ま すう 
54:8 9 ES CERO, 
^ MV KDE, 

PyMEIYECÓUCUCBLUQUSOCOCTY 
DH, ガウ ディ の 建築 物 を 外見 か ら ご く お お 
ざっ ぱに いう と する と , それ は 直線 の 否定 
で ある と いえ る で し ょ う 。 奇抜 .。 ある い は 
グロ テス ク と の 限界 の 微妙 な と ころ に ある 
と も 感じ られ る 彼 の 建築 物 は , 自然 の 中 で 
は 無限 に 存在 する が , 人 工 物 の 中 で は 流 線 
形 な が ど と いう あま り に 意識 的 な 名 前 の つい 
だ も の 以外 は 忘れ 去ら れつ つ あ る ,「 非 合理 
性 の 象徴 と し て の 曲線 」 に 満ち あふ れ て い 
ます 。 そし て その 曲線 を 多用 し た 建築 物 群 
は 住む 人 , ある い は 見 る 人 の 想像 の 翼 を い 
くら で も 広げ て くれ る の で す 。 

彼 の 作品 は , 実に 女性 的 で ある と も いえ 
ます 。 子 想 も つか な いよ うな 曲線 が 無数 に 
示 軟 に 組み 合わ きっ て 思い も か け な い よう 
な 安定 感 を あか が も し だ し て いる の で す 。 

この 世 を 構成 する も の, 事柄 , 概念 な 
と と いう も の は , 男性 的 な も の , 女性 的 
な も の と いう 2 つ を 両極 に し て , 思い も か 
け な い は ほど うま く 分 類 び きる も の で す 。 試 
し に いて で つか あげ て みよ まし ょ う 。 


男性 的 な も の 女性 的 な も の 
imt 直感 
意志 感情 
右 左 
陽 陰 


きり が あり ませ ん ね 。 最 後に , いま 述べ た 直 
WR, 曲線 と いう 分 類 も 含め て お きま し ょ う 。 

ひと つい える こと は , 原始 社会 か ら こ の 
現代 社会 まで ずっ と , 女性 的 な も の か ら 男 


Arita Takaya AWH 隆也 


ガウ ディ の ミラ 


性 的 な も の へ と いう ベク トル に 治っ て 時 間 
は 推移 し て きた と いう こと で す 。 しかし, 最 
近 に な っ て 後戻り で は な く 逆 の 方 向 の 成分 
を 持た せよ うと する 動き が 強く な っ て きた 
と 思い ます (ちょ っ と 舌 足ら ず 過 ぎ ま す か ? )。 
と ころ で , 計算 機 を や 作る 人 を 計算 機 アー 
キテ クト (建築 家 ) と 呼び ます 。 ガ ウデ ィ の 
ょ うな 革新 的 が アー キテ クト に よっ て 作ら 
れる 計算 機 し は いか な る も の な の で し ょ う ? 
突飛 な アイ デア の よう で す が , 実は を ん な 
に すっ 飛ん だ 話 で は な いと 思い ます 。 
な ど 計 算 機 
に 関わ る 最近 の キー ワー ド の うち の か な り 
の も の は , この 逆 方 向 の 流れ の 中 に 位置 づ 
けら れる と 思わ れ ま す 。 計算 機 も 世の中 の 
流れ の 向き と 連動 し て いる の で し ょ うか ? 


岡 牛 場 の 最前 列 で 


追い 求め て きた 赤い 計算 機 は 。 いっ た ん 
グラ ナグ て 47 と な り ま し だ が この バル キ 
ロナ て 確実 に 僕 の 中 に 何 か が 残っ た よう に 
感じ られ ます 。 こ れ は ガウ ディ た ちの 作 唱 
の か げ て し ょ よう 。 

運 よ く 最 前 列 に 座れ た 闘牛 場 で 真っ 赤 
な 血 を 見 せつ けら れ , 突然 の 土砂 降り で ず 
ぶ ぬ れ と な り , 半分 も うろ うと し な が ら も 。, 
「 バ バルセロナ の 赤い 計算 機 」 の イメ ー ジ は 段 
段 と 強まっ て いく の で し た 。 


ファ ジー, ー ス ユーロ, 推論 , 


参考 文献 
地球 の 歩き 方 3 : スペ イン ・ ポ ルト ガル 編 , ダイ 
ヤ モ ン ド 社 
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ここ ちょ よい 秋 の 日 に は 。 どん な 小 き な 音 


で も 庭 の すみ ずみ まで 響き わた る よう に 思 
ぇ えた 。 そ ん な と き は 植え 込み の 下 か ら 6, R 
ン ニ ャ ア の 真っ 白い 足 が よ く 見 え ぇ 隠れ し た 
も の だ 。 曰 い 足 の 歩く 音 は 聞こ えな い の だ 
けれ ど , 小さ る な 重み の 感触 は 、 ひと つ ひ と 
つ , 澄ん だ 光 を と お り ぬ け て 窓辺 まで 伝 わ 
っ て きだ た 。 あ たり は ひん や り し た 深い 静 け 
る が あり , それ は 空 ま で 広がっ て いる 。 ホ 
ン ニ ャ ア が 育っ た S 市 の 庭 で ある 。 

この 東京 の ちっ ちゃ な 庭 も , し っ と り し 
た 光 と 影 で ど 彩 られ る ころ に な る と , ホン 
ニャ ア の 日 い 足 が 庭木 の 根 も と に あら われ 
そう な 了 予感 が する 。 彼 が いま 昼寝 を し て い 
まう が 。 クライ バル の リザ サー チ に 出かけ て い 
ょ よう が , あの 純白 の 軽い 4 本 足 が 音 を た て 
ず に 動い て いる よう な 気 が し て 〈 る 。 

白い 足 は , 時 に か すか な 物音 に ビク リ と 
反応 し て ,。 まっ し で ら に こち ら に 向かっ て 
くる こと が あっ だ 。 を そう, 曰 い 足 と 澄み わ 
た っ た 庭 か ら の も う ひ と つの 予感 は , 紙 の 


音 だ 。 


こき めき 


ホン ニャ ア が 紙 と いう も の に 対し て 示す 
態度 や 反応 は , 猫 と し て は ご く ふ つう の こ 
と , 言っ て みれ ば 猫 に 標準 装備 され て いる 
感覚 な の か も し れ な い が , あの た だ ご と で 
な いこ だ わり は や は り 特 徴 的 だ ど と 思う 。 ホ 
ン ニ ャ ア は 「 紙 」 あ を は ほっ て お け な か っ た 。 
紙 と いっ て も る 日常 ほん と に だ くさ ん の 紙 
が ある 。 書く 紙 , 描く 紙 , 読む 紙 , 知ら せ 
る 紙 , 包む 紙 。 大 きい , 小さ きい, 厚い , $ 
v, WO, OPOR, 光沢 も 肌 ざ わり も 
る さまざま の 紙 た ち 。 

ホン ニャ ア の まわ り に も 同じ よう に いろ 
いろ な 種類 の 紙 が あっ て , わが 家 は どちら 
か と いえ ば 紙 類 が 多い ほう な の か も し れ な 
が かっ だ 。 そん な だ くき さん の 紙 た ち $ も 。 た だ 
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置か れ て いる だ け の 平ら な 紙 や , お 行儀 の 
よい 美しい 紙 は ホン ニャ ア に と っ て は な ん 
の 関心 も 呼び むこ る な い , 死ん だ 紙 だ っ た 。 
問題 な の は それ が ひと た だ たび 何 か の か だ ち 
を 見 せ て 盛り 上 が っ だ たり , シワ に な っ た だ たり 
し て 動き は じゅ め た 時 な の だ 。 同時 に お こる 
大 き な 有 要素 と し て , 紙 の 出す 音 が あっ た 。 
と も か く ホ ン ニ ャ ア は 紙 の 音 を 聞き つけ 
て や っ て くる 。 と くに 少し 面積 の 大 きめ の 
紙 の 音 に 心 が セ どる らし か っ た だ 。 で も 新聞 
紙 の よう な わり あい 柔らか い 紙 な ど は ホン 
ニャ ア も 穏やか な 気分 の よう で , あま り 激 
し い 動き は 見 せな い 。 読む 人 が ペー ジ を め 
《 る と き に で きる な だ ら か な 屋根 の 下 に , 遺 
う よ う に も で り 込 ん だ り , 逆 に 読ん で いる 
面 の 上 に 堂々 と 寝そべっ だ り し た 。 
新聞 紙 よ り も う 少 し ハリ の ある も の , た 
と えば デパ ー ト の 名 装 紙 や , 配達 され た も 
の が くる まれ て いる クラ フト 紙 な ど は た だ たい 
へ ん だ っ た 。 包み を 開く と きか ら , 厳密 に 
言 を ば ホン ニャ ア の 経験 上 包み が 開か れる 
前 か ら , 騒ぎ が 始ま る 。 彼 の 顔 の 前 で 大 き 
C, 左 に 動く 紙 の 踊り , その 高らか な 音 , 
考え る だ け で ホン ニャ ア の 胸 も 高 鳴 っ て く 
る 。 そし て 飛び つ 〈。 紙 は 無 抵 抗 に 動き な 
が ら ホ ン ニ ャ ア に お お いか ぶる り , 彼 に 戦 
Arnos, し ぜん に ツメ が 出 て , 
ホン ニャ ア は 紙 の 中 を め ま で る し 走り 回 
る けれ ど , 英 を お る え ぇ 込む こと は で き な 
い 。 紙 の 音 は ホン ニャ ア の 動き で いち だ ん 
と 大 きく な る の で , 興奮 は と し ど ま る と ころ 
が な くく な り , や が て 紙 の あちこち に 破れ が 
て さて て る 。 
こっ ち も は じ め の うち は , 紙 の 中 の 奇怪 
な 生き 物 を 見 る 面白 る で 見 物 し て いる けれ 
Es だ ん だ ん お ね お きま あり が つが なくなる の て 
釜 ろ し く な っ て きだ り も する の だ 。 も むろ ん 
手 な ん か 出し た ら , 予想 以上 の 深い 傷 を 負 
わな けれ ば な ら な い 。 


吹い て くる 風 や 街 で 見 か ける 木々 も , すっ 
か り 秋 一 色 と な っ て き て , ちょ っ ぴり 肌 寒 
く な っ て きた 今日 この ご ろ 。 キョウコ さん の 
家 で も 調子 を 取り 戻し た ホン ニャ ア が 元気 
OK" と 格闘 し て いる よう で ……。 


な つが し の BITOUEEN 


紙袋 の 場合 は 立体 と 空間 が ホン ニャ ア を 
いつ も 誘惑 し た 。 も と も と ハコ や 買い 物 カ ゴ 
や 段ボール 箱 な ど は か な ら ず 入っ て みる の 
が 猫 の 習性 らし く , ホン ニャ ア も これ を 義 
務 の よう に 思っ て いる か ら , だ た ち ど こ ろ に 
も で り 込 ん で , 紙 と の 交流 を する 。 

横たわっ だ 紙袋 の いち ば ん 奥 に うず くま 

0, ゆら ゆら 動く 入り 日 あたり に 攻撃 を し か 
け て くる の だ 。 こ ん な と き 近 〈 く を 通り か か 
っ だ 足 は 、 や は り 痛 烈 な ヒッ カキ の 急襲 を 
受け る こと に な る 。 

紙 は ホン ニャ ア の 探究 の テー マ の ひと つ 
で あり , 格闘 の 相手 どっ た よう だ 。 を その 証 
拠 に 自分 の か ら だ より 小さ い 紙 の 動き に つ 
いて は それ は ほど と の 関羽 が な か っ た 。 便せん 
や ドン シー シッ ング ペー パー が いて くら 6 背 を だ て 
て も 耳 が ビク リ と 動く 程度 丸め ゆ た 上 質 紙 
を ホン ニャ ア の 顔 の 前 に ころ が し て みて も 
ちょ っ と お あい を そ に 手 を 出し て みる くら 6 らい 
だ っ だ た だ 。 ホ ン ニ ャ ア は いつ も 耳 で 紙 の 音 を 
と ら え な が ら , 挑戦 相手 の 選別 を し て いた 
に ちがい な い 。 

小さき い 紙 で も セロ ハン の 音 だ け は 特別 で 
それ は 攻撃 の 相手 ほし し て で な く , 好物 へ の 
連想 だ っ た 。 ホ ン ニ ャ ア が いち ば ん 好き な 
海苔 も 、 お 酒 の お つま み 類 も ぁ , みん な セロ 
ハン の 袋 に 入っ て い だ た から,。 チク リ と で も 
斉 が し よう も の な ら 6 大 騒ぎ , 彼 に 気づか れ 
な いよ うに 私 た ち が そ れ ら を 食べ る な ん て 
ホン ニャ ア の 外出 時 以外 あり 得 な いこ と だ 
つ だ 。 

ホン ニャ ア と 紙 と いえ ば いま で こる を 混乱 
も な (遂行 で きる よう に な っ た の が , プリ 
ント アツ ウト の 作業 で ある 。 わ が 家 の 初 代 の 
プリ ンタ は , ずい ぶん と 騒 々 し い 音 を あげ 
る BITQUEEN と いう 機種 だ どっ ただ 。 夏 の 夜 
な ど に, 窓 を 開け 放っ て これ に 仕事 を る せ 


よう と する の は , と て も 勇気 が いっ た 。 

ホン ニャ ア は この 音 は 大 の 苦手 どっ た の 
だ が , ゴソゴソ と 紙 が いっ し ょ に 動い て い 
る の が 気 に な っ て し ょ よう が な か っ ただ 。 遠 の 
いて は 近づき を くり か ええ し て , つい に 手 を 
出す よう に な っ て し まっ た 。 誰か が 動か し 
て いる よう す も な い の に , 紙 が 波 う ちな が 
5 移動 し て いく の だ か ら , ホン ニャ ア に と 
っ て こん な に 興味 の ある こと は な か っ た だ の 
だ ろう 。BITQUEEN が 動き どす と どこ か 
ら か や っ て き て , ブリ ンタ 用 紙 の 箱 の 中 に 
入っ て ひっ か きま わす の で て で, 仕事 は や りな 
セ し に な る こと が よく て あわ っ た だ た 。 

あれ か ら 数 年 の あい だ に プリ ンタ は 5, 

台 入 れ 替 わ ゎ わり, ホン ニャ ア も これ ば か り は 
ひど く 叱 られ る の で 態度 を 改め る よう に な 
っ た の だ 。 


$ 逃げ る エン ピ ツ 


紙 は ホン ニャ ア に と っ て , 独特 の 動き と 
音 を 出す 遊び 道具 で ある らし い 。 いろいろ 
な か だ ち に な る し , ホン ニャ ア が 触れ る こ 
と で また だ た 音 を た て だ た だり , か だ ち を 変え だ たり 
の 反応 を する 。 動く 紙 は ホン ニャ ア に と っ 
て は 生き 物 で 。 いっ し ょ に スポ ー ツ を する 
仲間 な の だ ろ 5, 

私 た ち に と っ て も 紙 は な か な か 心地 よい 
も の だ と 思う 。 お お ま か に 考え て , 紙 の 肌 
ざわ り は 優し いし , 目的 に よっ て これ だ け 
変身 し て くれ る も の も 少な い の で は な い だ 
みう か 。 

ホン ニャ ア は お も に 音 と 動き を 愛し て い 
る らし い が , 私 た ち は 日 用 雑貨 し し て の ほ 
か に , な に より も 記録 や 伝達 , 表現 の た め 
の 必需 品 と し て の 紙 に , 一 種 の 敬意 を は ら 
っ て いる 。 

つい この 間 ま で は , 印刷 活字 の た で ぐい が 
使わ れ て いる 紙 類 は , みん な 外部 や 他 者 か 
5 の 伝達 どっ た 。 書籍, 教科 書 , 新聞 , 案 
内 , 書類 チケ ッ ト 。 そ うい う も の は みん 
な 一 方 的 な 押し つけ の 紙 た ち 。 と ころ が を 
う で な いも の は , 自由 な 作業 が ほど こせ る 
嬉し い 紙 だっ た 。 

日 い 紙 に 何 か を 表現 し よう と する と き の 
期待 の ひと と き は 素晴らし い 。 紙 に は 道具 
と の 協力 作業 が あっ て , その 双方 を 選択 す 
る 予測 の 楽し み が ま だ 大 きい 。 和紙 と 毛筆 , 
画用紙 と パス テル , キャ ン ソ ン 紙 と 木炭 と 
いう よう な お お ざっ ぱな 分 け 方 の な か に , 


きる きら に こま か な 用 
具 と 紙 と の 相性 の 
違い が あっ て , Z 
の 語り 合い が だく 
る ん の 変化 を 見 せ 
て くれ る 。 

こども の ころ か 
ら , ザラ 紙 や わら 
半紙 , クロ ッ キ ー 
メッ グ の よう か が 更 
朴 な 紙 と , B2 か B 
くら い の 鉛 筆 の 取 
り 合わ せ が 好 き で , 
字 で あれ 絵 で あれ , 
気にいっ て 使っ て 
ORo b} ki ? 
め の 紙 と 鉛筆 に な C | 
$t, と だ ん に 意欲 を な くし だ も の が だ 。 

画 学生 の ころ に ケン ト 紙 を 扱わ な けれ ば 
な ら な く な っ て と て も 苦労 し た 。 これ は も 
と も と 印刷 や 図版 に 適し た 紙 ど か ら 6, ば か 
し や に じみ な ど あ いま いな も の を 受け つけ 
る の は 上 手 で な い 。 デ ジタル 表現 に ふさ わ 
し い 紙 な の だ 。 カ ッ ト な ど を アル バイ ト 的 
に 描く うち に な ん と か つき あえ る よう に な 
っ て きだ けれど, いま だ に 苦手 で ある 。 

ホン ニャ ア で な く 〈 く て も , 紙 は る わる と き 
や 何 か を 書く と き の 感 触 や , 用 具 と の な じ 
ACHO, 音色 が いろ いろ に 楽し め る 。 

と ころ が この と ころ , 私 の 日 常 で 紙 と の 
語り 合い が すこ し 減っ て き て し まっ た 。 や 
うら ば り い まで て 6 な (。 ペ パッ コン を 原点 に 
し た 印刷 現象 の 芋づる 式 な だ れ 込 み の た め 
だ 。 印刷 物 は よそ か らく る も の だ け で な く 
いま す で 自 家 製 で つく れる よう に な っ て し 
まっ だ の だ 。 手 書き 文字 へ の 執着 が , 短期 
間にあっ け な く ワー プロ 汚染 され た の を 筆 
FRI, は ら , イラ スト まで パソ ュ ユン で 描い 
ちゃ っ て いる 。 紙 は 用 具 や 私 と の 相性 で な 
6, 印刷 イン ク と の 調和 の 問題 に な っ て , 
印刷 美術 の 分 野 に な っ て きた 。 ザ ラ 紙 に 鉛 
筆 の ナマ の 感触 や ケシ ゴム で 消え る も の は 
遠のい て し まっ た 。 


興奮 の ショ ウ 

ホン ニャ ア と 紙 と の 極め つけ は , 障子 紙 
だ っ た 。S 市 の ホン ニャ ア の 家 は 。 アル ミ 
サッ シ が ふつ う の 大 きる の 1.5 倍 くら い は 
ある 特注 の もち ので, その 内 側 は カー テン の 


か わり に 障子 が 入れ られ て いた 。 

ふだん は ピン と 張ら 5 れ た 障子 紙 に 特別 の 
興味 も な 《 く イタ ズラ も し な い ホ ン ニ ャ ア だ 
23, お 天気 の よい 日 に 庭 の 木の葉 の 影 が の 
ら め い だ り , 小 虫 が まぎれ 込ん で 飛び 回 っ 
だ たり する と 事態 は 一 変 す る 。 と び つ き 跳 ね 
まわ り , ひっ か き , 当然 障子 は 挿 き 傷 だ 6 


け に な る の だ けれ と ど , その 障子 紙 の 破れ る 
音 の な ん と も いえ な い 心 地 の よ る , 爽快 る 
が ホン ニャ ア の 動物 の 本 能 を 堆 い 立た せる 
ら し か っ だ た だ 。 

晴れ た 秋 の 日 に 障子 を 張り 換え よう と す 
る と き は , わが 家 は そろ っ て 緊張 し た 。 を 
し て ひそ か に 期待 し た 。 障 子 を 張り 換え る 
に は , 張っ て ある も の を 取り 去ら な く て は 
な ら な い 。 ま ず ひ と 刺し , 障子 の 紙 を 破 く 
音 が この 澄ん だ 庭 に 響き わた れ ば , ホン ニ 
ャ ア は 矢 の よう に と ん で き て 障子 の 枠 に 飛 
び つ き , 狂っ た よう に これ と 長い 時 間 格 闘 
を つづ ける 。 障子 の サン も 特注 で 大 きか っ 
た だ から, ホン ニャ ア は 自分 で 破 い た と ころ 
を ラク ラク 通過 で きた 。 これ は ホン = ニヤ ア 
と ほか の と どん な 紙 と で 見 せる ショ ウ よ り も 
日 熱し た も の だ っ た 。 私 た ち は こ れ を 予想 
し て びび を で か に ワレ クワ グ し だ の だ 。 

で も 問題 は 後半 の 張り 替え の 作業 どっ た 。 
ホン ニャ ア が いる か ぎり , 新しい 障子 紙 を 
広げ て 張り 換え る こと は で き な い し , 全部 
張り 終わ る まで の 時 間 ホ ン ニ ャ ア に 気づか 
NODIR, ナマ や きる し いこ と で は な か っ 
だ か ら が だ 。 


猫 と コン ピュ ー タ 139 


—DIAX 
XI/XlturboFB 


X68000 


いま で も や っ ぱり ピー トル ズ 


it 


X1/X1turbo の Music BASIC 用 に は , あ 
の ビー トル ズ の ナン バー か ら 6「OB-LA-DI, 
OB-LA-DA」 を お 届け し ます 。 

オジ ジラ アイ ッ ャ オア ラダ * ク ウツ パー マイ ュ 
(この フレ ー ズ 以外 の と ころ を まとも に 唄 
ぇ える 人 を 私 は 知ら な い …… )} と に いう サビ は 
お そら 〈 誰 も が 知っ て いる こと で し ょ う 。 
し か が し, ビート ルズ の 曲 と いう こと は 意外 
と 知ら れ て いな いよ う で す (現に 編集 部 の 
中 に も どこ か の 国 の 童謡 だ と 思っ て いた マヤ 
Vb. 

私 は 運動 会 び どこ の 曲 が か か っ て いた と い 
5, か すか な 記憶 が ある の で す が , それ は 
本 当 の こ E 上 だ っ た の で し ょ よう か? ELA 
も 運動 会 で 聞い た こと が ある ぞ 」 と いう 確 
か な 記憶 が ある 人 は ぜひ 編集 部 に ご 連絡 を 


オプ ラディ オプ ラダ 


9 


Manabe Mitsuo 


真鍋 光男 


(ONAMCO ALL RIGHTS RESERVED 


METAL. HAWK 


Shindoh Noriyuki 


進藤 慶 到 


dE Adr Um 

IT, 曲 は と っ て も 楽し い 仕 上 が りな の 
C, 思わ ず 繰 り 返 し 聞き こん で し まい まし 
た 。 ポ イン ト は や は り メ ロディ の Bell&F] 
ute が 。 と て も よく 曲 の 明る る と マッ チン グ 
し で いあ みこ ご こも で し よう が 。 さら に ビー トル 
ズ の 曲 と いう 選曲 の 素晴らし る と , 全体 的 
が 2 ツラ ンズ が よかっ だ た とら うこ も で 。 淳 月 
の MVP (Most Valuable Playing data) 
は この 曲 に 決定 し た いと 思い ます 。 パチ フィ \ 
va aia 


目標 X58000・ 発 進 | 
「 目 標 選択 ・ 目 標 確認 ・ メ タル ホー ク ・ 発 
進 !」 で お 馴染 み (?) の シュ ー テ ィング 
ゲー ム 。 メタ ル ホ ー ク の ミュ ー ジ ッ ク で す 。 
この プロ グラ ム は 派手 な シン セパ ー ト が 完 
oC, 今どき ハヤ リ の OPMA に 対応 し 
で ます:『 紀 大 が グロ グラ ム だ か らき っ と 
ボツ で し ょ う 」 など と いう , WAL b BIE 
と も と れる よう な コメ ント が 一 緒 に つい て 
いま し た が 。 君 は まだ まだ アマ イ 。OhI 多 は 
ヤル と きゃ ヤル 雑誌 で す 。 た と え メ ガバ イ 
Fen の 単位 で も 載せ る と き は 載せ ます 
(30 人 以上 が 絶対 入力 する の な ら と いう の が 
条件 らし い )。 

と いう て こと で て 、 掲載 な ゆめ て と に な っ て 
ます 。( 編 注 : イカ 天 の 見 すぎ ) 

この メタ ル ホ ー ク っ て ヤツ は , よっ ぱど 


10 ' 170 GOTO 140 

20 ' OB-LA-DI OB-LA-DA !! by BEATLES 180 ' 

30 ' programed by M'Factory 190 LABEL "play" 
40 CLEAR &HFBBO 200 ' 

50 DEFINT a-z:DEFSTR p:DIM p(13) 210 ' TR 1 

60 SCREEN 220 ' 


70 CLS の :TEMPO 0 

80 "so" 

90 PLAY "xt122"; 

100 ' 

110 GOTO "play" 

120 ' 

130 LABEL "wr" 

140 ' 

150 READ n:IF n-999 THEN RETURN 
160 PLAY p(n); 


140 


Oh! X 1989.11. 


秋 も 深まっ つて きま し だ 。 共 で は 学園 祭 の 時 
期 と あっ て ポッ プ ミ ュー ジッ ク が 溢れ かえ 
つて いま す 。 そ ん な わけ で , 今回 は あえ て 
ポッ プス を 取り 上 げ ず に , オー ルディ ー ズ 
と ゲー ム ミ ユー ジッ で 構成 し て み ま し だ た 。 
秋 の 夜長 に ぜひ じ つ く こり と 聴い て みて くだ 
さい 。 


人 気 が 高 い (のか, ほん の 1 週間 程度 の 間 で 
4 つも 作品 が 届き まし だ た 。 し か も ぜ ー ん ぶ 
X68000・OPMA 用 と いう の だ か ら ス ゴイ 。 
を そん な な か で も っ と も 素晴らし か っ だ の が 
この 作品 で し た 。 入 力 ご た えも し っ か りあ 
ます が 。 が に より それ 上 に 関 ま うたえ 
が あり ます 。 音 取り を すべ て CD か ら 行 っ 
だ と そう で すず が 、 残念 な ご と に 者 手 の 層 い が 
の ひま し だ た 。 こう こま て まぐ で き で いる の が 
ben 。 と いう こと で , 作者 の 進藤 君 の 了 
解 を 得 た うえ て , 修正 を る せ て いた だ きま 
し た だ た 。 もちろん, 作品 の ノリ は 100 あ も と の 
i1dT y. 
さあ て , 音楽 の 移植 も 終わ っ た こと で す 
L, どなた だ か ゲー ム の ほう も 移植 し て くだ 
きい 。 出来 上 が っ だ た らき っ ちり 投稿 し て み 
て くだ きい ね (お ちい お い )。 (S.K.) 
日 本 音楽 著作 権 協会 出 ) 許 諾 第 8971485-901 号 


230 p(9)="i1lv13o5q8k3p3L16=2h2a2.4.9,3 
240 p(1)-z"f8fff8fff8e8fBd8 1-2 
250 p(2)-"L8rdrdrdrd 


260 p(3)-"rcrcrcrc 


270 p(4)-"re-re-re-re- 


280 p(5)-"rdrdrcrc 


290 p(6)z"rcrcrdrd 


300 p(7) =p(2) 


310 p(8)="cccetb-rb-4&b-1 


320 ' 


p(10)z"r2ilvllo4 4r8a-8r8a-816v15o4 


330 RESTORE $50: " ur": PLAY ao 1360 
340 1370 p(11)="rb-16b-16>e-fgrfg 
| 350 DATA 0,1,2,2,2,2, 2,3,3,2,2,4,5,2,2,6,5,2,2,6,5,2 1380 p(12)="b-re-g&g4r く <b->ddde-&e-d4d&o4r4r2 
369 DATA 2,3,9,2,2,4,5,2,2,6,5,2,2,6,5 1390 p(13)="b-4r2r16>g16g16g16b-b-g4r4rgfe-d16d16c<b-4r4r1 
370 DATA 2,4,4,2,2,4, 4,2,3 : 1400 * S u u j n ^" 
|. 380 DATA 2,3,3,2,2,4,5,2,2,6,5,2,2,6,5 1410 RESTORE 1430:"wr":PLAY ":"; 
390 DATA 2,4,4,2,2,4,4,2,3 1420 ' 
400 DATA 2:19,3,2,2,4,5,2,2,6,5,2,2,6,8 1430 DATA 0, 1,2,3,4,5,4,5,6, 1,2,3,4,5,4,5, 7,8, 3, ie 11, 2 
420 ' 1450 DATA 1,2,93,45,5,4,5, 13, ' 999 
430 ' 1460 ' 
440 ' TR 2 1470 " 
450 ' 1480 ' TR 8 
460 ; p(9)="11v14o5q8kOp1L16= 2h282,4,090,3 1 1490 ' : : 
470 5(1)=" c8ecc8coc84b8»c8r8 1-2 1500 p(0)-"i6v11-3s2,1,0,505q8k3p3L8r8rirlrlriri 
480 p(2)-"L8o4rb-rb-rb-rb- 1510 p(10)z"r1" 
490 p(3)="rararara 1520 ' 
500 p(4)-p(2) 1530 RESTORE 1430:"wr":PLAY ":"; 
. 510 p(5)-"rb-rb-rara 1540 ' 
520 p(6)-"rararb-rb- 1550 ' TR 9 
530 p(7)=p(2) 1560 ' 
540 p(8)="aaaafrf4&f1 1570 p(0)z"-180,0,0,0^1k0v13L1l'rrrrr 
550 ' i 1580 p(1)="rrrr4o6 3d8«4b-8&b-4r4^3' 
560 RESTORE 350:"wr":PLAY ":"; 1590 p(2)="rrrr4o6 3d8«b-8r2r^3' 
570 ' 1600 p(3)zSTRING$(T, "r") 
580 ' TR 3 1610 diee rrL805^2 1dd4dcc4c(b-b-4b-a-a-4a-g1L1^1^1'rrr 
590 ' 1620 p(5)="rrrr8L8o3b->d4fg4b-&b-b->o4d く <b-4>o&c<b-a4b-g4 く <b-&b-b- 
600 p(0)-"ilvi4o4qB8k0p2L16- 2h2s2,4,0,3 1 >d4ff4 く <b-& 
610 p(1)="a8aaa8aaa8g+8a8r8 1-2 1630 p(6)="b- b-»d4fg4b-&b-b-»c4d(b-4»c&cXb-a4b-g4«b-&b-b-»d4f f4« 
620 p(2)-"L8rfrfrfrf b-&b-4r2.L1 
630 p(3) =p(2) 1640 p(7)="b-4r2.rro4b-8>d16f8d16<b-8>b-8>d16d8d16 く <b-8 
640 p(4)-"rgrgrgrg 1650 p(8)-"ro5e-8g16b-8g16e-8»e-8g16b-8g16e-8 rr8L8o3b-»d4fg4b-& 
650 p(5) =p(2) b-b->c4d<b-4>o&o<b-a4b-g4 く b-&b-b- >d4Ff4 く b-& 
660 p(7 )=p(4) 1660 p(9)="rv19o4^2L8e-e-e-e-'r2r1 
670 p(8)-"ffffdrd4&dl : 1670 p(13)-z"rrL805^2dd4dcc4c«b-b-4b-a-a-4a-glriro5^lc(b-agfe-dc« 
680 b-agfe-doLl 
690 RESTORE 350:"wr":PLAY ":"; 1680 
700 1690 RESTORE 1710:"wr":PLAY ":"; 
710 ' TR 4 1700 
720 ' 1710 DATA 0,1,2,3, 1,2,3,4, 1,5,6,15, 7,8,6, 9, 999 
730 p(0)z"ii1v1302q88k3p3L8r1 1720 ' 
740 p(1)s"o2b-r»df«b-r»df« 1730 ' 
150 p(2)z"o2b-r»df«b-r»df« 1740 ' TR 10 
760 p(3)="o2fra>o<fra>c< 1750 ' 
770 p(4)z"o3e-rgb-e-rgb- 1760 p(0)z"-1s0,0,0,0^1k3v9L1'rl6rrrrr 
780 p(5)z"o2b-r»df«fra»c« 1770 p(4)-"rr2.r8.L804v12^2ff4fe-e-4e-dd4dcc4c«(b-1Li1v9'^1ri6rrr 
790 p(6)-z"o3frdfgrdc 1780 p(9)-"r2.r8.v1004^2L8e-e-e-e-'r2r1 
800 p(7)-z"o2b-r»df«b-»cc*d 1790 p(13)-z"rr2.r8.L804v13^2ff4fe-e-4e-dd4dcc4c«b-1v9'ri6riro5c« 
810 p(8)z"o3"«STRING$(4, "e-«4b-»") b-agfe-dc(b-agfe-dcL1^ 1 
820 p(9)z"o3"*STRINGS$(3, "e-Xb-»")*"ef 1800 
830 p(10)z"o2"*STRING$(4, "b-£f") 1810 RESTORE 1710:"wr":PLAY ":"; 
840 p(11)z"0o2"*STRING$(4, "b-£") 1820 ' 
850 p(12)z"o3"«STRING$(6,"rf")4"re-dc 1830 ' TR 11 
860 p(13)z"o3"«STRING$(4,"grdr")*"fe-dc«b-4r4r]1 1840 ' 
870 ' 1850 p(0)-"y7,28L16'rlrlr4. "*STRING$(6,"y11,0y12,6y10,16y6, 25y13 
880 RESTORE 900:"wr":PLAY ":"; ,0r8")*"z1^1v14 
890 ' 1860 p(1)-STRING$(7,"y6,2br") 
986 DATA 0,1,1,2,2, 32,3,5,2,2,41,5,2,2,6,5,2,2,6,5,2 1870 p(2)zSTRING$(8,"y6,2br") 
910 DATA 2,3,23,2,2,4,5,2,2,6,5.2,.2,6,8 1880 p(3)-STRING$(5,"y6,2br")*"r4. 
920 DATA 7,8,9,10,11,8,9,12 1890 p(4)z"v15y6,1b4.v14" *STRING$(5,"y6,2br") 
930 DATA 2,3,3,2,2,4,5,2,2,6,5,2, 5, 8,5 1900 p(5)-"rir2v15" *STRING$(4,"y6,25br")*"v14 
940 DATA 7,8,9,10,11,8,9,12 1910 ' 
950 DATA 2:3,3,2,2,4,5,2,2,6,5,2,2,6,5, 13,999 1920 PLAY p(9)::PLAY p(1); 
960 ' 1930 FOR j=1 TO 17 
970 ' 1940 PLAY p(2); 
980 ' TR 5 1950 NEXT:sb$-p(3):p(3)-p(2) 
990 ' 1960 FOR 1-1 TO 2 
10900 p( の 9)= "12v14o3q8k の 9p3L8r1 1 1970 FOR j-1 TO 15 
1010 p(1)z"o3b-r»df«b-r»df« 1980 IF j-4 THEN PLAY p(3);:GOTO 2000 
1020 p(7)="o2b-b->df<b->oo+d 1990 PLAY p(2); 
1030 p(10)-z"o2"«STRING$(3, "b-f")4"b-»f« 2000 NEXT 
1040 p(11)="o2b-fb->f く <b->co+d 2010 PLAY p(3);:PLAY p(4); 
1050 ' 2020 PLAY p(2);:PLAY p(2);:PLAY p(2);:PLAY p(2); 
1060 RESTORE 900:"wr":PLAY ":"; 2030 PLAY p(2);:PLAY p(5); 
1070 ' 2040 p(3)-sb$ 
1080 ' TR 6 2050 NEXT 
1990 ' 2060 FOR j-1 TO 17 
1100 p( の )="15v16o3q8k5p3L64r1r1r1 2070 IF j-4 OR j=8 THEN PLAY p(3);:GOTO 2090 
1110 p(1)-STRING$(2,"i503e&e-&d&d-r8.i4d-8r8") 2080 PLAY p(2); 
1120 p(2)z"i503e&ke-&d&d-r8.i4d-8r8i503e&e-&d&d-r16i4L16d-d-d-d-d 2090 NEXT 
-8L6 4 2100 PLAY p(3);:PLAY "rix" 
1130 p(3)z"i50o3e&e-&d&d-r8.r2.r1 2110 ' 
1140 p(4)="15o3e&e-&d&d-r8.14d-8r8i5o3e&e-&d&d-r8 .+4r1 2129 END 
1150 ' 2130 
1160 RESTORE 1180:"wr":PLAY ":"; 2140 LABEL "so" 
1170 ' 2150 MEM$(&HB190, 36 ) =HEXCHR$("F2 00 71 4D 33 41 23 2D 26 00 5F 9 
1180 DATA Ø,i,l, LL Lb ru ill :' 1A 2418 3 9 5F 94 05 05 05 07 02 02 02 02 10 10 10 A4 00 00 00 00 99 00 80 
1190 DATA ],1,1,{,i,1,!f,1,1,1,1,i,1,1,i1, 1,01,11,1,1,3 99 00 00"):'01 Gra Piano 
1200 DATA },l,?,2,1,1,1,1,1,i,1,1,1,f,i, QI 1I 11s 2160 MEM$(&HB1B4 ,36 ) =HEXCHR$("E9 00 36 35 30 31 19 37 13 99 DF D 
1210 DATA 1,5,1,2,1,1,1,2,1, 1, 1 5, 5, 1,1, 1,1,4, 999 F 9F 9F 04 06 09 06 07 06 06 08 29 19 19 F9 00 00 00 00 00 00 80 
1220 ' 00 00 00"):'02 E. Bass 
1230 ' 2170 MEM$(&HB1D8,36)-HEXCHR$("DB 00 46 45 43 40 29 07 07 00 1F 1 
1240 ' TR 7 F 1F 1F 00 07 14 12 00 C8 00 CO FF 87 FF FA 00 00 00 00 00 00 80 
1250 00 00 00"):'03 Hi Hat close 
1260 On 382,1,0,505q7k0p3L8rlrliririri-2h382,4,0,11 2180 MEM$(&HB1FC, 36 ) =HEXCHR$("FC 00 OC 01 00 01 00 07 25 00 1F 5 
1270 p( 1) -"obddddddo«b-a^oto&cére-&o-e-6-e-6-s-dc C 5E 9C 00 91 11 8F CO 00 80 00 01 F8 D9 F7 00 00 00 00 F4 C8 80 
1280 p(2)-"«b-4r4r4r»f&ffffffe-d 00 02 00"):'04 Snare Drum 
1290 "マヤ ヤマ ーーー 2190 MEM$(&HB220, 36 ) -HEXCHR$("FE 00 4F 40 30 70 00 06 00 00 1F 1 
1300 p(4)z"b-4r4rb-»df&f«b-»df&f«4b-»df& F 1F 1F QE 15 11 10 85 D3 09 08 06 88 87 77 00 00 00 00 OQ 99 80 
1310 p(5)-"f4.b-&b-4rfkfe-de-dc4«b-& 00 99 00'"):'05 Bass Drum 
1320 p(6)="b-4r2. 2200 MEM$(&HB244,36) -HEXCHR$("E4 71 0C 04 01 01 1B 2D 25 23 7f 5 
1330 p(7)="b-4r>d16&c16&<b-4r4 F 14 4E 10 8A 00 88 CO 00 00 00 F8 F5 0A 18 80 00 80 99 Q0 C6 86 
1340 p(8)="rb-16b-16>e-fg4fgb-re-gr<b-4>d& 14 02 00"):'06 Bell&Flute 
1350 p(9)-"d4r4r2« 2210 RETURN 
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OhX LIVE in '89 747 


10 / ネ save "METAL HAWK bas" 1100 21, 0, 14, 8, €, 1, 0, 4, 7, S, 


20 /* 1110 31, 18, 19, 3, 9, 323, 5, BM, 3, 0, /* CON FBL 
30 /* METAL HAWK 1120 431, 0, 14, 8, 0, 1, @。 4, 3, 9。 4, 3) 
e 1130 set(72) : 
50 /* (C) namc o 1140 /* 
po 5s : 1150 /* AR 1DR 2DR RR 1DL TL RS MUL DTI DT2 WHISTLE1 
70 /* PROGRAMED BY ENG 1160 v-( 15, 18, O0, 11, 12, 46, O0, 4, 3, O0, 
8e f* 1170 ijs. i, Q5 HH o) 1 9 8$ o5 6 
90 m init() 1180 18, 18, 0, 11, 7, 4i, O0, 2, 7, 1, /* CON FBL 
100 key 3,^ eM 1190 14, 18, ©, ii, 2, 2, ©, 8, 7, 8 4, 7) 
110 key 8,"trfree( ) @M 1200 set(73) 
120 key 9,"m stop()€M 1210 /* 
130 key 10,"m play()€M 1220 /* AR 1DR 2DR RR 1DL TL RS MUL DT1 DT2 WHISTLE2 
140 /* 1230 vz( 14, 18, 13, ©, 12, 46, ©, 4, 3, 0, 
150 str p(30)[256]:char o(255),v(4,9),voi(4,10) 1240 16, 15, Q, 3, 2, 1, 9。 8, 3, e, 
160 str k[256],1[256],m[256] 1250 i16, 18, 0, ©, 7, 4l, O, 2, 7, 0, /* CON FBL 
170 str h1[256],m1[256],11(256] 1260 14, i$, 5$, 3, 2, 2, 9。 8, 1, 6$ 4, 7) 
180 str hs[256],ms[256],18s[256] 1270 set(74) 
190 /t : 1280 /* : 
200 for i-1 to 8 1290 /* AR 1DR 2DR RR 1DL TL RS MUL DT1 DT2 SLAP BASS 
210 m alloc(i,5000) 1300 v={ 31, 19, 6, 3, 4, 18, 3, 14, 3, 9, ーー 
220 m assign(i,i) 1310 31。 9, 9$ 3 3。 Ww, 5 5 6 8 
230 next 1320 31, 17, 0, 2, 2, 18, O0, 9, O0, O0, /* CON FBL 
240 /* 1330 31, 6, 9, 5, 1, 0, 2, e, T, e, 3, T) 
250 vdata() 1340 /*set(75) 
260 ddata() 1350 /t 
270 MUS1():MUS2() : MUS3() 1360 /* AR 1DR 2DR RR 1DL TL RS MUL DT1 DT2 HIHAT 
280 m play() 1370 vet $31, 31, 5 0D, 1。 8, 8$ I! @、 3。 
290 end 1380 31, 28, 7, ©, 4, 17, 2, 12, 0, 3, 
300 /* 1390 31, 22, ©, 1, 4, 11, 1, 1, 0, 1, /*t CON FBL 
310 /* SET MML TO TRACK 1400 31, It, Tt, 7, i, 3, 2, 7, Q, od, 1, 5} 
320 /* 1410 set(76) : 
330 func t(tt) 1420 /* 
340 n=-1 1430 /* AR 1DR 2DR RR 1DL TL RS MUL DT1 DT2 CHORD2 
350 repeat 1440 vz(í 18, 14, 9, 0, 1, 21, 0, 8, T; 0, 
360 znt*i 1450 21, 11, 0, 6, 1; 0, 0, 4, 3, 9, ; 
370 m trk(tt,p(o(n))) 1460 21, 11, 6, 65, i|, |, ©, 3, 7, @。 /* CON FBL 
380 until o(n)-30 1470 9I. íi, ©, 5, i, 1, P 3, 3, Ð, 6, 6} 
390 endfunc 1480 set(77) 
400 /* 1490 /* 
410 /* VOICE SET 1500 /* | AR 1DR 2DR RR 1DL TL RS MUL DTI DT2 CHORD3 
420 /* 1510 v={ 18, 14, 0, P$ 1, 31, 0, 8, 7, 8, 
430 func set(vn) 1520 71. li 8$, 5, |. 3 0 8, 3, V 
440 voi(0,0):(v(4,1) 18) *v(4,0) 1530 31, 14, ©, P8, 1, 28, 5, 4, 3, OC, /* CON FBL 
450 voi(l@,1)=15 1540 21, Iit, 8, 5, i. 1, €» 4, 7, §, 4, 6] 
460 yoi( の 9.9)=3 1550 set(78) 
470 for x-0 to 3 ; 1560 /t 
480 for y=9 to 9 1570 /* AR 1DR 2DR RR 1DL TL RS MUL DTi DT2 SYNTHI 
490 voi(x*1,y)-v(x,y) 1580 vs( 21i, 11, 0, 10, 2, 9 € 4, 7, $5 
500 next 1590 19, 5, 0, 10, 3, 1, "^ B, 3, 9。 
510 next 1600 21, 11, 0, 10, 2, B, 6 3, 3, QQ, /* CON FBL 
520 m vset(vn,voi) 1610 19, 5, 0, 10, 3, 1, 0, 6, 7, 9) 4, 0) 
530 endfunc 1620 set(79) 
540 /* 1630 /* 
550 /* ポル タメ ント 1640 /* AR 1DR 2DR RR 1DL TL RS MUL DTI DT2 TOM 
560 /* 1650 v: 31, e, 9, 0o, ù, 5, 0, i5 ©, 9 
570 func pol(pas,pb,pc,pd,pe) 1660 41, 22, 15, 6, 5, Q, Q, 1i, 0, Z, 
580 str oto(11)[2]-("c","c*", "d", "de", "e" ,"£","f*","g", "ge", 1670 31, 16, 18, 8, 3, ©, @, 2, 0, M, /* CON FBL 
"a", "as", 。 } 1680 $1, 16, 18, 8, 3, 6; e i, ð, Ð, 5B 
590  k-"y"*tstr$(A7*pd)*"," : 1z"" : x=patpb 1690 set(80) 
600 for i-1 to pc 1700 /* : 
610 x-x-pb 1710 /* AR 1DR 2DR RR 1DL TL RS MUL DT1 DT2 CHORD4 
620 if x<Q then ( x=256+x 1720 vz{ 15, 95, 4, Q0, 3, 22, ) i 3 。 E. 
630 if pe-0 then pe=11:m= "> else pe-pe-! 1730 21, 11, 0, 5, 1, 0 1, 8B, (t. 9、 
540 ) 1740 15, 5, 4, 0, 3,26, 0, d, 7, 0, /* CON FBL 
650 if x>255 then ( x-x-256 1750 21, i1, 0、 5, 1, ©, i, 4, 3, 9。 4, 5} 
660 if pe=11 then pe-0 :m-"«" else pe-pe*l 1760 set(81) 
610 ) 1770 /* 
680  l-l*keéstr$(x)*mtoto(pe)*"&":mz"" 1780 /* AR 1DR 2DR RR 1DL TL RS MUL DT1 DT2 SYNTH2 
690 . next : 1700 v={ 26, 9, 7, 6, 4, 16, 0M, 8, l, Ð, 
700 lzleft$(1,len(1)-1) 1800 23, 0, 6, 114, 0, OQ, ð, 8, 3, ð, 
710 endfunc 1810 26, ©, 4, 11, O, 6, @, 8, 7, M, /* CON FBL 
720 /* 1820 26, O, 4, 11, 0, B, 9。 4, 4, 9, 6, 6) 
730 /* DRUM DATA 1830 set(82) 
7140 /* 1840 /* et qm 
150 func ddata() 1850 /* AR 1DR 2DR RR 1DL TL RS MUL DTi DT2 CHORDS 
760 hb]1="o3fe&e-&d&d-&c&>b&b-&a&a-&g)6o4 1860 v={ 31, O0, 4, 9, 0,26, ©, 8, 3, ð, 
770 ml-"o2(b&b-&aka-&gkg-&fkeke-&d)6 o4 1870 31, ©, 1, 9, ©, 5, ©, 4, T, $^ 
780 ll-"o2(g&kg-&f&eke-&d&d-&c&^b&b-)604 1880 31, 0, 4, e, 0, 28, 0, 8, 7, OC, /* CON FBL 
790 hs="o3fie&e-&d&d-&o&>b&b-&ajo4 1890 31i, 06, 1, 9, ©, 5, 9。 8B, 3, $6 4, 7) 
800 ms-"o2(b&b-&a&a-&g&g-&f&e])o4 1900 set(83) 
810 1s-"o2(g&g-&f&eke-&d&d-&c)o4 1910 /t 
820 endfunc 1920 /* AR 1DR 2DR RR 1DL TL RS MUL DTI DT2 CHORD6 
830 /* 19390 vs( 19, 7, 3, 3, 3, 21, 9。 8, 3, ®, 
840 /* VOICE DATA 1940 28, 14, 0, 5, 1, 1, 1, 8, 7, oO, 
850 /* 1950 19, 7, 3, 3, 3, 26, OQ, 8, 7, 9, /* CON FBL 
. 860 func vdata() 1960 23, I4, 9 5, 1, 1, 1, 4, 3, $^ 4, 6} 
870 /* 1970 set(84) : : 
880 /* AR 1DR 2DR RR 1DL TL RS MUL DT1 DT2 BASS 1980 /t : ーー 
890 v-( 31, 10, 7, 8, 2,3533, Ø, ©, 7, 9, 1990 /* AR 1DR 2DR RR 1DL TL RS MUL DT1 DT2 NOISEI 
900 . 31, 8, 8#, 17, 5, 23, 3, 7, ^ 2, 2000 v={ 31, 0, O0, 2, O0, O0, 0,11, 3, 3, 
910 31, 5, 6, 7, i, 37, ©, P0, 3, ®©, /* CON FBL 2010 18, 18, 9, 8, 2, ®©, 9。 i4, C, 3, 
920 31, 8, 6, 6, 5, 1, 9, 1, 7, 0, 2, 1) 2020 31, 0, 0, 15, 9, 9, 0, 0, e, e, /* CON FBL 
930 set(75) 2030 31, 14, 14, 6, 3, ©, [C 0, Q, Ð, 4, 7] 
940 /* AR 1DR 2DR RR 1DL TL RS MUL DT! DT2 CHORD1 2040 set(85) : 
950 v={ 24, 12, 3, O0, 1, 27, 9 8, 3, € 2050 /* 
960 24, 11, ©, 5, 1, 9$ 1, 4, 7, Q, 2060 /* AR 1DR 2DR RR 1DL TL RS MUL DT1 DT2 SYNTH3 
970 24, 12, 3) 0, 1, 28, 9, B, 7T, e, /* CON FBL 2070 v= { 16, 11, 6, 1, 1, iT, 9, 4, 7, e, 
980 24, 11, 9, 85; Ti e, 1, 8, 3, 0, 4, 6} 2080 16, 2 1, 8, s 1, 0, 1, 4, 3, 9, 
990 set(70) 2090 18, p. 6, 2 pom 29, e, 4, 3, e, /* CON FBL 
10900 /t* : 2100 18, 2, 1, B, 1, 16, 1, 4, ^5 $6 4, 6€) 
1010 /* AR 1DR 2DR RR 1DL TL RS MUL DT1 DT2 MAIN 2110 set(86) 
1020 v={ 25, 15, 9, 0, 1, 16, の, 8, 3, 9, 2120 /* : d 
| 1030 22, OC, QQ, 10, O, 6, ð, 4, 3, € 2130 /* AR 1DR 2DR RR 1DL TL RS MUL DTI DT2 MAIN2 
1040 v 22, e, 0, 10, ð, $, 9, 4, 3, e, /* CON FBL 2140 vz { 21, 15, 1, T, 1, B, 2; 4, t, e, : 
1050 29, 26, 7, 10, d. 3, 9, KI 3, 9$, 5, e) 2150 21, 8, e, 9, 2, 0, i, 8, l, e, S 
1060 set(71) : D | 2160 29, 15, 7, 7, 1, 10, 2, 2, 5, 9, /* CON FBL 
1070 /* : 2170 21, 8, 0, 9, 2, @。 1, 4, 3, $^ 4, 0) 
1080 /* AR 1DR 2DR RR 1DL TL RS MUL DTI DTZ GLO . 2180 set(87) : ーー r 
1090 v={ 31, 18, 19, 3, 9, 31, O0, 4, 7, 0€, 2190 /* 


PLIVE in890T - スク エア の BIGC-CITY よ ょ か っ た で す 。 思わず WAVE,。 TRUTH, SPO 
142 ohnx 198911. RTS の 3 枚 の アル バム を 買っ て し まい まし た 。 山口 忠之 (17) 大 阪 府 


2200 /* AR 1DR 2DR RR 1DL TL RS MUL DT] DT2 MAIN3 
4410 vs[ 21, 12, 6, 1, 1, 9, 2, 4, 7, 9, 


2220 21, 7, e, 5, 3, ii 0, 8, T; 0, 

2230 249, 12, S8, 1i, 1 ii; 2, 2, 5, 9, /* CON PBL 
2240 21, 7], 0, 5, 3, 1, P$, 4, 3 ©, 4, 0) 
2250 aet(88) 

2260 /* 


2270 /* AR 1DR 2DR RR 1DL TL RS MUL DTi DT2 MAIN4 
2280 v=( 25, 15, 0, 0, 1, 15, 0, 8, 35, OQ, 


2290 22, 0, ©, O6, ©, 5, の $, 3, PD 

2300 22, 0, O0, 0, O0, 4, O0, 4, 3, O0, /* CON FBL 
2310 29, 1l, 3, F; 2; 1; P0, 3, 3, ð, 5, 0} 
2320 set(89) 

2330 /* 


2340 /* AR 1DR 2DR RR 1DL TL RS MUL DT1 DT2 CYM 
2350 vsi 31, 31, @、 PC, 1, 5, O0, 11, ð, 3, 


2360 31, 28, 7, 0, 4, 18, 2 12, 0 3, 

2370 31; 22, O0, 1, 4, ii, 1, 1; O0, 1; /*t CON FBL 
2380 31, 0, 5, 4, 0, 0; 1; 7, 9$, €, 1, 5} 
2390 set(90) 

2400 /* 


2410 /* AR 1DR 2DR RR 1DL TL RS MUL DTI DT2 CHORD? 
2420 vsí 31, 0, 9。 2, €, 27, ©, 8, 5, C, 


2430 19, I5, >, 14, 1, 2, 1L; 1, 7, VW 

2440 31, 0, 2、 Q, 22, OQ, S, 4, 9, /* CON FBL 
2450 19, 15, ©, 5, 1i, 2, ti, B, 3, ©, 4, 6) 
2460 set(91) 

2470 /* 


2480 /* AR 1DR 2DR RR 1DL TL RS MUL DT} DT2 CHORDS 
2490 v={ 31, 0, 3, O0, 0, 26, O0, 8, 3, Ø, 


2500 31, 1, 9, 9, i. Ti 0, 4, x m 0, 

2510 31, 0, 3, UY, 0, 32, 0, 14, 7 P, /* CON FBL 
2520 31, I, 0, 9, Ii; 7, 90, 8, CT, OQ, 4, 5} 
2530 set(92) 

2540 /* 


2550 /* AR 1DR 2DR RR 1DL TL RS MUL DTI DT2 
2560 v={ 0, 9$, O0, 15, 90,121, P0, 9、 ð, ð, 


2510 $6, 90, ©, 15, 6,127, 0, BU, 0 P, 

2580 0, P$, QQ, 15, 0,127, 0, 9 0, O, /t CON FBL 

2590 9, 0, P, 15, 0,127, 0, PD, QC, 6, T, 0} 

2600 /*set(71):set(89) 

2610 /* 

2620 endfunc 

2630 /* 

2640 /* PLAY DATA 

2650 /* 

2660 func MUS1() 

2670 /* 

2680 m tempo(154) 

2690 /* 

2700 p(0)-"[d.c.]r19750v127 112 o3 p3 q8 y48,20 d-4dade-4e4 (co 
da]q6 


2710 p(1)z"o21:4f«cfcfco:l1:3a-«Xe-a-e-a-e-»5:|a-«a-e-a-e-e-» 
2720 p(2)2"|:4Ab«b»b«e-eg-^:1]|:4a«a^a«d-de»:| 

2730 p(3)="q8o2f2q6|:4gg<g>:1 く <g6fF4&fF| :d-6d-: | 1:3>d-<d-: le-6e-e- 
>e- く <e-e-6q8g4&g":p(3)=p(3)+p(3) 

2140 p(4)-"$80pl18v127112]|:3" *1s*1s*11«*":| 

2150 oz(0,1,1,2,2,3,4,30) 

2760 t(1) 

2710 /* 

2780 /* 

2790 p(0)-"[d.c.]ri1e75 v8 112 03 pl q8 y49,48 d-4dade-4e4 @79 
>fcoda]@v119 

2800 p(1)z"I:f6q6f&f4q8f6f&f4&flilig-6g-kg-2.Eg-E-E-a8-2.:1|2g-6g- 
&kg-A&g-6rr4g-g-g-a-4|:3a-6:| 

2810 p(2)=" 

2820 p(3)z"8e77v13|:b1&blal&al:| 

2830 p(4)z"48102v13|[:c2 d4ddd&d2d6c&c4 d-2d-2e-6>b-<| 1g4e-2@81・ 
112g4e-2&e-r6r2. 

2840 oz(0,1,2,3,4,30) 

2850 t(2) 

2860 /* 

2870 /* 

2880 p(0)-"[d.c.]r1875 v8 112 03 p2 q8 y50, 0 d-4dade-4e4 $70 
^[coda]$v116 

2890 p(1)z"|:b-6936b-&b-498b-6a&a4&alllb-6b-&b-2.b-b-b-«c2.»5:112 
b-6b-&b-4&b-rrr4b-b-b-«c4c6c6c6 

2900 p(3)z:"$78v13|:e-1&e-1d-1&d-1:1 

2910 p(4)-"98202v131|:f2 g4ggg&g2g6f&f4 f2f2gre-|1b-4g2081:1||2b- 
4g2&gr6r2. 

2920 t(3) 

2930 /t 

2940 /* 

2950 p(0)-z"[d.c.]r1y51,60809043160v1211404cfcb @70 vi3 112 o 
3 p3 q8 y51,16[coda]e$v118 

2960 p(1)z"l:ple-6q26d&d4qBd6c&c4&p3clpi |i1d-6d-&d-2.d-d-d-e-2.: 
112d-6d-&d-4r2d-d-d-e-4|:3e-6:1 

2970 p(3)z"479p1]:4v12b6bv9bv8bv7b:11:4v12a68v9av8av7Ta: | " :p(3)- 
p(3)*p(3) 

2980 p(4)="@81o2y13p1|:a2 brrb<o>b&b2 b6a&a4 q6a-2«q8d-2»5b-6gll 
«e-4»b-2:|12«e-4»b-2&b-r6r2. 

2990 t(4) 

3000 /* 

3010 /* 

3020 p(0)-z"[d.c.]ri1y52,000904216v1231404p2cplfp2cb870 v13 112 o 
3 p3 q8 y52,28[coda]$v118 

3030 p(1)="p2e-6q6d&d4q8d6o&o4@72124ql>l:v15fv5f く <v15ov1iov15fy1i 
ifvi5cvilcvi5fvillfvi5cvilec>: | く <q8@79112v12 p2d-6d-&d-2.d-d-d-e-2. 
3040 p(2)="p2e-6q6d&d4q8d6o&c4@72124q1>|:v15fv5f く v15cv1iov15fv1 
1fviScvilov15fv11fv15ov11o>:| く <q8@79112v12 p2d-6d-&d-4r2d-d-d-e-4 
1:3e-6:1 

3050 p(3)-:"$79p2|:4v12b6bv9bv8bv7b:|1:4vi1286av9av8av7a: | :p(3)- 
p(3)*p(3) 

3060 p(4)="@81o2v13p21:a2 brrb<c>b&b2 b6a&a4 q6a-2«q8d-2»5b-6gl1l 
<e-4>b-2:112 く <e-4>b-2&b-r6r2 。 

3070 t(5) 

3080 /x 

3090 /* 

3100 p(0)-"[d.c.]rir1 @71 v12 112 o3 p3 q8 y53,16 [coda] 
3110 p(1)-"vlic&v9fvl12b-4e-6&814|:4y53,16e-&y53,220d&y53,16e-&y 
53,68e-&:1y53,16y8,5112dc»b-$13 


3120 pol(16,-34,16,6,10):p(2)-:1*"& 

3130 p(3)="@141:6y53,16c&y53,144>b&y53,16<o&y53,128c&: ly53,1611 
2»g-b-g-d-6&814|:4y53,16d-&y53,200c&y53,16d-&y53,88d-&:1y53,16y 
8,5» 

3140 pol(16,-24,12,6, 5):p(4):1*"&y53,161:3y53,16g-&y53,220f&y5 
3,16g-&y53,68g-&:1y53,16y8,5112 

3150 p(5)z"«fe-d-c^b-a-4c^b-a-48141:3y53,162a-&y53,240g&y53,16a- 
&y53,482a-&:1y8,5112»5 

3160 p(6)-"«c4&c12&014 

3170 pol(16,80,20,6, 0):p(7)z:1*"y53,16112g-b-g-&G13& 

3180 pol(16,-44,16,6,10):p(8)-1*"&814|:3y53,16d-&y53,220c&y53,1 
6d-&y53,68d-&:1y8,5 : 

な pD(9)="g-12&|:5y53,16g-&y53,144f&y53。16g-&y53,.128g-&: ly8,.5y 
,16 

3200 p(10)z"1125a-ga-b-a-b-«c»^b-«cd 

3210 p(11)z"cd$73v1503y53,16 $13 

3220 pol(16,-72,8,6,1):p(12)-1*"&y53,16e-8r6»5b12 

3230 p(13)-z"614g-4&|:12y53,16g-&y53,148f&y53,16g-&y53,140g-&: | y 
8,5y53,16 112g-b<e-d-6 

3240 p(14)-z"&d-a4814e4&|:15y53,16e&y53,148e-&y53,16e&y53,140e&: 
1y53,16y8,5013 

3250 p(15)="112e-4&e-r>b 

3260 p(16)z"^a4n4014&|:16y53,162&y53,148a-&y53,16a&y53,140a&:|y 
53,16y8,5112rr 

3270 p(17)-:"98298v1302p2112y53, 8 

3280 p(18)-"a2b&d&gb«c»b2rb6a&a4a-24d-2»5b-rg«te-2. 

3290 p(19)="@71v12o3q8@14g&a-&a8& 

3300 pol(16,68,16,6,9):p(20)-z1*"y53,16 

3310 p(21)-"112bdbb&«c&^b&b2&bra&a4&ka-2 «d-r^a-rfrb-rg(e-4»5b-rg 
re-r 

3320 p(22)-"$80p20v127112|:3"*1s*1s*11«*":| 

3330 o:[0,1,2,3,4,5,1,6,7,8,9,10,11,12,13,14,15,13,16, 17, 18,19, 
20,21,22,30] 

3340 t(6) 

3350 /* 

3360 /t 
3370 p(0)z"[d.c.]ririGlire71 v11 112 o3 p3 q8 y54,36 r6[coda] 
3380 p(1)-z"vl1O0c&v8fvllb-«e-2dc5b-913 
3390 pol(36,-34,16,7,10):p(2)-1*"& 

3400 p(3)-z"c3&c8&c24112»5g-b-g-«d-2»014 
3410 pol(36,-24,12,7, 5):p(4)z1*"&y54,36g-4112 
3420 p(5)z"4fe-d-c^b-a-(c?b-a-«a-45 
3430 pol(36,76,20,7, 0):p(7)z:1*"y54,36112g-b-g-Q13& 

3440 pol(36,-44,16,7,10):p(8)-1*"&y54,36d-4& 

3450 p(9)="g-2 
3460 p(11)-z"rr873v1303y54,40 @13 

3470 pol(40,-72,8,7,1):p(12)z:1*"&y54,40e-8r6»5112b 
3480 p(13)-"g-A4&g-1g-b«Xe-d-6 

3490 p(14)="&d-a4el&e2@13 

3500 p(16)=">a<a4&a1&a6rr 

3510 p(17)="@82q8v13o2p1112y54,36 

3520 p(19)z"6$71v1103q8e14r6a6 

3530 pol(40,68,16,7,9):p(20)-1*"y54,40 

3540 p(22)-z"r2.r12 

3550 t(7) 

3560 /* 

3570 /* 

3580 p(0)="[d.c.]1@76@v127 124 o4 p3 ql y55,20 y15,0 y3,3 y2,14c 
y2,15r|:y2,15c12:1y2,1328c931y2,13r1:y2,13c12:1y2,14c121| : y2, 15cc: 
1381:y2,15c:1y2,15rrq1y2,14cc 48112y2,5c|:33y2,15c:11:38y2,5cy2, 
1633cy2,16c:108y2,5c1:y2,14p2c: lq1p3[coda] 

3590 p(1)2"y2,23ccy2,23cy2,1498cg1cy2,23cy2,23ccy2,23cy2, 14q8cr 


qic 

3600 p(2)z"I:y2, 5ccy2,23cy2,14q8cqicy2,23cy2,23ccy2,23cy2,1i4q8 
crglc 

3610 p(3)z"y2,23ccy2,23cy2,1438c931cy2,23cy2,23ccy2,23cy2,14q8or 
gqic 


3620 p(4)-"|1y2,23ccy2,23cy2,149880c31cy2, 23cy2,23cy2,14cy2, 14cy2 
:1448cy2, 14ry2,1491c:| 

3630 p(5)z"I2y2,23ccy2,23cy2,14938091cy2,15cy2,23cy2,14cy2, 15cy2 
:14piq8cy2,14c&y2,14q1cp3 

3640 p(6)-:"|:y2,23p1q8c&ky2,23c&y2,23cq1p3cy2,23cy2,23c ccy2,23c 
y2,14ccc 

3650 p(7)z"y2,23ccy2,23cy2,14ccp2024c24p3 y2,23ccy2,23cy2, 14ccc 
3660 p(8)-"y2,23ccy2,23cy2,14ccp2c24c24p3 y2,23cy2,23cy2,23cy2, 
14ccc 

3670 p(9):"11y2,23ccy2,23cy2,14ccc y2,23cy2,14cy2,23ccy2,14cc:| 
3680 p(19)-z"|[2y2,23ccy2,23cy2,14ccc y2,23cy2,14cy2,14cy2,23cy2, 
14cy2,14c 

3690 p(11)-"y2,5rcrq8cglcr c680"*hl*m1*"876cy2,23q9Bc&cy2,23raly 
2,14ccy2,23c y2,23ccy2,23cy2,14coc 

3700 p(12)-z"q11:y2,23c&cy2,23ry2,14ccy2,23c11y2,23c&cy2,23cy2,1 
4cy2,23cc:112y2,14cy2,15cy2,15080" *hs*"976y2,14cy2,15cy2,150980" * 
ms*'"e76 

3710 p(13)="y2,5cq8oqlcq8ocqlor r$80"*hl*ml*t"876cy2,23q98c&cy2,23 
cq1y2,14ccy2,23o p31l:85y2,14cy2,1591cy2,15c:1 

3720 p(14):z"|:y2,23c&cy2,23ry2,14ccy2,23c|1y2, 13c&cy2, 13rc&y2,1 
3cr:112y2,16c&y2,16cy2,15080" *&hs*"$76y2,14c&y2,14cy2,14080" *ms 

3730 p(15)z"890p2t148y2,5crrr $7691cc938^531cy2,16cy2,16988cy2,15q 
1cy2,14c 

3740 o0-(9,2,3,1,4,5,6,7,8,9,10,11,12,13,14,15,30] 

3750 t(8) 

3760 /* 

3770 /* 

3780 endfunc x 

3790 /* 

3800 func MUS2() 

3810 / ネ 

3820 p( の 9 の )="@75@v127 112 o3 p3 q6 y48,24 t154 

3830 p(1)z"1:8ff»5f«:11:6e-e-»e-«:l|e-e-e-»e-e-«e-|1:8d-d-»5d-«:11l: 
Te-e-»5e-«4: : 


l 

3840 p(2)-p(1)*"e-e-»e-«4 

3850 p(3)-p(l1)*"e-»e-e-« 

3860 0o0-:(0,2,2,2,3,30) 

3870 t(1) 

3880 /* 

3890 /* 

3900 p(0)-"8984 v12 1 3 o2 p3 q6 y49,24 

3910 p(1)-2"361:4c6c:11:66ce-6e-:11|:4d-6d-:11:e-6e-3:1q8d-4e-4(e 
-rf&)4f4 


3920 p(2)-"q961:486a:|l:4b-6b-:11:4a-6a-:|l:b-6b-:|[q8b-4b-4(b-r« 


BLIVE in 89 に 「 う け ね らい 」 の プロ グラ ム を 投稿 し よう と し て る た め , 学校 の テス ト 


な ん か や っ て られ っ か お あ 。 椎野 WERE (20) 神奈 川 県 


Oh!X LIVE in 89 743 


C&} 4c4»5 

3930 p( 3 ) ="v1312q8crcre-re-rd-rd-re-rv12d-4e-4{e-rf&14f413 
3940 o-(90,1,2,3,2,30) 

3950 t(2) 

3960 /* 

3970 /* 

3980 p( の 9)="@84 v12 1 3 o2 p3 q6 y50,20 

3990 p(1)2"961:4£6f£:11:4g6g:11:4f6f:11:g6g:1q8f4g4 (urp2g&) 4g4p3 
4000 p(2)-p(1) 

4010 p( 3) ="v1312q8frfrgrgrfrfrgrv12f4g4{grp2g&] 4g4p313 
4020 t(3) 


4030 /* 

4040 /t* 

4050 p(②)="@84 v12 1 3 o2 pl q6 y51,16 

4060 p(1)2"02961:4a6a:||:4b-6b-:||:4a-6a-:] | :b-6b-:1q8b-4b-4(b- 
r(c&) 4C4> 


4010 p( 2)="@86q8o3112p2v111:7ggraab-:1ggraa<C>|:6ggra-a-b-:|Db-4 
b-4b-r<o&o4@84v1212o2p1q6> 

4080 p(3):2"v131202qBararb-rb-ra-ra-rb-rvi2b-4b-4(b-r(c&) 4o4>13 
4090 t(4) 

4100 /* 

4110 /* 

4120 p( の 9)="@84 v12 1 3 o2 p2 q6 y52,28 

4130 p(2)2"9864803112p1v11|:4ccrecc:| | :corccce-e-re-e-e-:|1:5d- 
d-rd-d-d-:|«d-d-rd-d-d-»d-4e-Afrf&f4984v121202p2q6 

4140 t(5) 

4150 /t* 

4160 /* 

4170 p( の )="@71 v12 112 o3 p3 q8 y53,16 1:4v11f&o&f&yv12gab-&: 
1y8,5 : 

4180 p(1)-"b-agagfgfe-fe-d e-b-e- く <b-e->b-| : く <e-6>b-: | 

4190 p(2)2"y54,80«d-ce-a-ge-ff*fe-d-e-^a-4y54,44d-e-a-e-d-^a-te 
-kd-cd-r e-de-d-4cd-c?b-a-b-4 

4200 p(3)z"914e-6&|:4y53,16e-&y53,144d&y53,16e-&y53,128e-&: | y53 
;16y8,5«e-4&e-12&012v13 : 

4210 pol1(16,68,12,6,3):p(4)z1*"y8,5y53,16r24 

4220 p(5)="@87e@v123112o4q8 

4230 p(6)2"c2»b-2a6b-r4088«c»b-afe-d|:6e-de-:|fe-d»b-a-f e-fe-f 
gfga-Egb-a-b-|:Xe-»b-g:|lXe-fe-d-^a-g 

4240 p(7)z"|:vl14gka-&g&a-&g&n-: | (vl14e-1 

4250 p(8)="@89v12124o4q8y53,16 

4260 p(9)z"c^&b-&a&f&a&gkf&e-&ckd&e-&f& e-kd&e-&d&c&kb-&d&c&^b-& 
B&B-&gkfk e-&d&c&^b-&a-kg&f&e-&d&c&»b-&a-& g&a-&b-&(c&d&e-&f&g&a-& 
b-&c&d 

4270 p(10)z"«|:5b-&g&e-&: |; b-&(d&»e-X&f&g&f&e-&d&c« e-&»b-&f«d& 
»b-&f«e-&^b-&f«id&^b-&f«e-&^b-&f«flob-&f(e-&5b-kf(d&»b-&f 

4280 p(11)-z"«|:4a8-&f&e-&a-&f&e-&^a-&Ce-&kf^n-&(Ca-&f:| 

4290 p(11)z"«I:4a-&fke-&f&e-ka-&e-&»a-&Cf&^a-&(f&ka-:| 

4300 p(12)=">>a-&a&b&<o&c+&d> b-&(c&ct&d&dt&e c&ct&d&dt&e&f e-& 
e : 

4310 p(13)="&f&f+&g&g+ b-4b-4b-12ri2b-&a& a-&g&g-&f&keke- 

4320 p(14)2"c6b-arb-»gfe-agf|:3e-g«e-»:|e-g(d?|:e-g4c^:|e-gb-e- 
gc» 

4330 p(15)="v13e-e-dv12e-e-dv14 

4340 p(16)-"fe-fb-4e-6d-r4|:e-d-e-a-4|1e-6d-r4:| I2fgfga-ga-b-a- 


* 


& 

4350 p(17)-"a-gvi3f4g4grg&g4 

4360 0-2(0,1,2,3,4,5,6,7,8,9,10,11,12,13,5,14,15,16,17,30) 

4370 t(6) 

4380 /* 

4390 /* 

4400 p(9)="@71 v11 112 o3 p3 q8 y54,44 r6|:4v10f&c&f&vllgab-&: 
1y8,6 

4410 p(3)z"e-24e-4&e-014 

4420 p(4)-" 

4430 p(5)="@87@v117112o4q8y54,44r6 

4440 p(7)z"|:ga-&g&a-&g&a-:| «*e-2&ke-6rr 

4450 p(8)="@89v11124o4q8y54,36r6 

4460 p(13)-"f4g4gi2ri2g&g-& f&e&e-&d&d-&c 

4410 p(15)-"v12e-e-dvlle-e-dvi13 

4480 p(17)="v13b-4b-4b-r く o&o4 

4490 t(7) 

4500 /* 

4510 /* 

4520 p(9)="@76@v127 112 o4 p3 ql y55,20 y15,9 y3,3 

4530 p(1)z"y2,23q7c&c&y2,23cy2, 14c&c&y2,23c 

4540 p(2)z:"y2,2348cq1cy2,23cy2,14q8cq1cc 

4550 p(3)="y2,23q8cqloy2,23oy2,14q8oy2,23q1oc 

4560 p(4)2"y2,2398c91cy2,23cy2,16q98cy2, 15q1cc 

4570 p(5)z"y2,23c&c890p2y2, 5cr4Q76y15,0p3 

4580 p(6)2"y2,23qTc&c&cy2, 14c&c&y2, 23c 

4590 p(7):2"980|:124" *hs*"y8,7" *hs*"112" «ms*1s*": 090 

4600 p(8)z"y2,23plcory2,23ry2,14rry2,23r y2,23p3ery2,23ry2,14ry2 
,l6rr 

4610 p(9):2"y2,23p2ary2,23ry2,l4rry2,23r y2,23p3ery2,23ry2,14ry2 
,lerr 

4620 p(190)2"y2,23p2ary2,23ry2,14ry2,16rr y2,23p3ery2,23ry2,1A4ry 
2,16rr 

4630 p(11):"y2,23p2ary2,23ry2, 14rry2,23r pldy2,23ry2,23ry2,1l4ry 
2,16rr 

4640 p(12)-"y2,23p28y2,16ry2,23ry2,15plcy2, 15ry2,23r y2,l4rry2, 
5p3cr4e$76 

4650 o-1(9,1,2, 
4660 6,2, 
4670 8,9, 
4680 1,42, 
4690 t(8) 
4700 /t 
4710 /* 
4720 endfunc 
4730 /* 

4740 func MUS3() 

4750 /t* 

4760 p(0)-"€756v127 112 o2 p3 q6 y48,24 t154 

4770 p(1)=2"]:4a-6a-a-a-a-: | |:4b6bbbb: |< |:4d-6d-d-d-d-:|v15 
4780 l-"e-dd-c^bb-aa-gg-fe":1-1*1:p(2)-1*"020v127 

4790 p(3)="@v127>f4a-4<e-4a-4>e-e-<e->e-<e->e-a-4q8d-4&d-1&d-1 
4800 p(4)-"47503 

4810 p(30)-"[t] 

4820 0:(0,1,2,1,3,4,30) 

4830 t(1) 


1,2,1,3,1,2,1,5, 
;:2,1,3,1,2,1,7, 
12, 
:2,1,3,1,2,1,5,30) 


144 onix 1989: 


4840 /* 

4850 /* 

4860 p(9 の )="@91 v12 112 o2 p3 q6 y49,24 

4870 p(1)z"p3vl2crce-2.crce-4e-2|:e-re-g-2.:|frfa-2.frfa-4a-2pl 
v10« 

4880 p(2)z"v109084p1»5"*1*"091v1202 

4890 p(3)-"$8398y49,16p3o1v14ffv9fvl4b-b-v9b-vl4Xe-e-v9e-vl4a-a 
-v9a-vl4» b-b-v9b-vil4«Xe-e-v9e-vl14a-a-v9a-4vi4d-4&d-1&d-1 

4900 p(4)="@70v13o2q8y49,48 

4910 o-z(0,1,2,1,3,4,30) 

4920 t(2) 

4930 /* 

4940 /* 

4950 p(0)-"€91 v12 112 o2 p3 q6 y50,12 

4960 p(1)s"p3vi2e-re-a-2.e-re-a-4a-2g8-rg-b2.g-rg-b2b-4a-ra-«d-2 
.»a-ra-d-4d-2p2v10 

4970 p(2)z"v10984p25"*1*"0991v1202 

4980 p(3)-"48328y50,24p3olvl4b-b-v9b-4v14e-e-v9e-vl4a-a-v9a-vi14 
«d-d-v9d-» vi4e-e-v9e-vl4a-a-v9a-vi4«d-d-v9d-vl14g-4&g-1kg-1 

4990 p(4)="@70v13o2q8y59,090 

5000 t(3) 

5010 /* 

5020 /* 

5030 p( の )="@91 v12 112 o2 pl q6 y51,16 

5040 p(1)="a-ra- く <o2.>a-ra- く <o4o2>brb<e-2.>brb く e-4d-2d-rd-f2.d-rd 
-fAf2 

5050 p(2)="@75v12p1o3"+1+"@91v12p1o2 

5060 p(3)="@83q8y51, 9plo2v14e-e-v9e-v14a-a-v9a-<v14d-d-v9d-v14 
g-g-v9g-> v14a-a-v9a- く v14d-d-v9d-vY14g-g-v9g-p3v14b4&b1&b1 

5070 p(4)="@79v13o3q8y51,16 

5080 て (4) 

5090 /* 

5100 /* 

5110 p(9)="@91 v12 112 o2 p2 q6 y52,32 

5120 p(2)="@75vy12p2o3"+1+"@91v12p2o2 

5130 p(3)="@83q8y52,28p2o2v14e-e-v9e-v14a-a-v9a- く <v14d-d-v9d-v1 4 
g-g-vY9g-> v14a-a-VY9a- く v14d-d-v9d-v14g-g-v9g-p3v14b4&b1&b1 

5140 p(4)="@79v13o3q8y52,28 

5150 t(5) 

5160 / ネ 

5170 /* 

5180 p(0)-"$86 v12 112 o2 p2 q8 y53,16 a-rr<o4<@71 

5190 p(1)-z"e-4d-4cd-ce-d-c» 

5200 p(2)="@14a-4&|:9y53,16a-&y53,189g&y53,16a-&y53,92a-&: ly53, 
16y8,5112 

5210 p(3)z"Xfe-fg-fg-b-ra-rg-fe- 

5220 p(4)z"914d-6&|:9y53,16d-&y53,180c&y53,16d-&y53,92d-&:1y53, 
16y8,5112 

5230 p(5)-z"1:5fg-:1«d-6 

5240 p(6)-"014f6&|:4y53,16f&y53,180f -&ky53,16f&y53,92f&:1y53,16y 
8,5112»v903" *1*t"v1204 

5250 p(7)z"$14e-4&|:3y53,16e-&y53,200d&y53,16e-&y53,72e-&:1y53, 
16y8 ,5112d-o>b- く >b- 

5260 p(8)="e-&@14e-4&|:9y53,16e-&y53,189d&y53,16e-&y53.92e-&: ly 
53,16y8,5112 : 

5270 p(9)-"g-b-g-Xe-4»g-b-g-a-6g-fe-d-»^ 

3H RUF CHOR TIEN iod ctp 
yo, : 

5290 p(11)="r4r6<| :fg-<d->: 1 く <e-6d-cd-e-a-6e-6d-6> 

5300 p(12)="v12e-4a-&e-&a-<d-6&@141:4y53,16d-&y53,229o&y53,16d- 
&y53.68d-&:1112v11>1:3o>b- く : | 

5310 p(13)="e-4@92plv13@161:18y53,16g-&y53,212f&y53,16g-&y53,60 
&K-&:1y53,16y8,5 

5320 p(14)="@71v12112o3q8 

5330 02(0,1,2,3,4,5,6,7,8,9,10,11,12,13,14, 30) 

5340 t(6) 

5350 /* 

5360 /* 

5370 p( の )="@86 v12 112 o2 pl q8 y54,40 a-rr<o4 く <@71v11r6 

5380 p(2)="a-1 

5390 p(4)="d-2.&d-6 

5400 p(6)="f4&frv8o3"+1+"v1lo4r 

5410 p(7)="e-2d-c?b-te?)b- 

5420 p(8)-"e-&e-1 

5430 p(19)="b2.&b12 

5440 p(12)="v19e-4a-&e-&a- く d-2>1:3cC>b- く : 

5450 p(13)z"e- 992p2v13016|:18y54,40d-&y54,236c&y54, 40d-&y54,84 
d-&:1y54,40y8,6 

5460 p(14)="@71v11112o3q8 r6 

5470 t(7) 

5480 /* 

5490 /* 

5500 p(9)="@99@v127 112 o4 p3 ql y55,20 y15,0 y3,3 

5510 p(1)z"y2,23p2cry2,23ry2,14cry2,23r y2,23rry2,23ry2,l4rrr 
5520 p(2)-"y2,23rry2,23rply2,14gy2,14ry2,15r y2,23rry2,23ry2,14 
p2crrevo 

5530 p(3)z"y2,23rry2,23ry2,1468v127plgry2,23r y2,23re$76q01cy2,23r 
y2,14q6o4@90 

5540 p(4)="y2,13rry2,13r@76q8c&y2,14c&y2,15c y2,13rqlocq6y2,13ry 
2 , 1 4c4@99 の 

5550 p(5)z"y2,23rry2,23ry2,14plgry2,23r y2,23r€$76981cy2,23ry2,14 
q6c4@90 

5560 p(6):"y2,23rry2,23ry2,14plgy2,l4ry2,15r y2,23rry2,23ry2,14 
p2orr@vO@76q1 

5570 p(7)2"y2,23r6$v127ccy2,14rcy2,23080" «ms *"676y2,23rcy2,23080 
"^1s*"976y2,14rcy2,23c y2,23rccy2,14rcy2,23c 

5580 p(8)z"y2,23ry2,160cy2,15cy2,14r|:y2,14c:|e90 

5590 p(9)2"8v127y2,23plcrré80q1" *hs*ms*"y2,23" *18*"y2,14r0761:5 
y2,15c:|090y2,23pl1gry2,23rp2cy2,13ry2,23r 

5600 p(10)z2"090y2,16plgy2,l4ry2,15ry2,5p2crr|:4y2,23r4:| y2,23r 
y2,14ry2,15r|:3y2,14ry2,15ry2,15r:10976931 

5610 0:(0,1,2,3,4,5,6,7,8,1,2,3,4,5,6,9,10,30) 

5620 t(8) 

5630 /* 

5640 /* 

5650 endfunc 

5660 funo trfree() 

5670 for i-1 to 8 

5680 print "TRK";i;" ---";m free(i) 

5690 next 

5700 endfunc 


Mounai Toshiyuki 
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X68000 で 動く ゲー ム 「 ば ば ぬき 」 で す 。 
トラ ンプ の 代表 的 な ゲー ム で , プロ グラ ム は X-BASIC 
で 書か が ね て いま す 。 皆 さん も , 手ごろ な トラ ンプ ゲー ム 


言わ むず と 知れ だ 


の パソ コン 版 を 作 つ て みて は どう で し よう か が ゃ 


気軽 に 遊べ る ゲー ム が か ほしい 


ある 日 曜 の 人 下がり , ひと り の 少年 が 部 
屋 の 片隅 で まん が 本 に 埋もれ て いる X68000 
の 前 に 座っ た 。 彼 は お も むろ に ディ スク の 
だ くさ る ん 入っ た 箱 を の ぞ き 込ん で つぶ や い 
Na 

中 だから ゲー ム で も し よう か な と 思っ 
だ ん だ けど 。 い っ た だ いな に で 遊ば うか な ? 
t£5CDHR-IYPERIS 37. L, xy 
イド は 疲れ る し …… だ きま に は な に も 考え ん えす 
に , の は は ほ は 一 ん と し な が ら 6 遊べ る ゲー ム を 
し て み だ い も ん だ な 一 」。 彼 は し ば らく 〈, い 
ろ い ろ な ゲー ム デ ィ ス ク を 引っ 張り 出し て 
ORD, や が て 1 枚 の ディ スク を 手 に 
叫ん だ 。 

を うだ 。 な と き は こ に 限る 1 。 そ 
うい っ て 役 が 取り 出し た の は , 銀 の ラベ ル 
ig doe dui M oid adi 

, 緑 と 黄色 の カラ フル な 色彩 の 。 サ ンダ 
ー フ ォ ー ス 本 の デオ スク で も な か っ た 。 手 


書き の ラベ ル に , サイ ン ペ ン で 大 きく 「 ば 


ば ぬき 」 と 書か れ た だ , X-BASIC 用 の プロ 
グラ ム の 入っ た 地味 な ディ スク だ っ た 。 
* * * 
みな る ん も , ここ に 登場 し た 少年 の よう 
に ,。「 ゲ ー ム は や り 0 だ いん だ けど な あ …… J 
と いう よう な 状況 を 味わっ た こと が ある と 
思い ます 。 近頃 は X68000 に も 結構 た くさ ん 
の ゲー ム が 出揃い , 
と う も これ ら の ゲー ム と いう の は や た ら 頭 
を 使っ た り , 反射 神経 が 鈍い と で き な か っ 
だ り と いう も の が 多く 。 1 ゲー ム も プレ イ 
する と , も う 疲 れ て し まい ます 。 
「 だ ま に は は ほっ と 一 息 つ ける , マイ ルド セ 
プン の よう な ゲー ム が は ほしい! 」 そう 思っ 
た 私 は , マ 婦 スー 丁 で 操作 で き て, その う 


退屈 は し な い の で すか が , 


いさ ざと な れ ば テレ ビ を 見 な が ら で も で き 
る の デム を 作ろ うと 思っ だ た わけ て す 。 
今回 は , 誰 も が 知っ て て 退屈 せ ず ,。 それ で 
いて 手軽 な が ゲーム と いう わけ で , トラ ンプ 
を 使っ た な も っ と も ポピュラー な ゲー ム ,「 ば 
ば ぬき 」 を 紹介 し よう と 思い ます 。 


プロ グラ ム の 入力 と 実行 


この ゲー ム は すべ て X-BASIC で 書か れ 
て いま す 。 プ ログ ラム は 全部 で 2 本 に 分 ヵ 
れ て お り , リス ト 1 が トラ ング の パタ ー ン 
の 定義 リスト 2 が ゲー ム プ ログ ラム 本 体 
で す 。 それ ぞ れ , BASIC か ら 入 力 し て セー 
グ し て ぐだ きい 。 

実行 する と き は , まず リス ト 1 を 実行 し 
て カー ド パタ ー ン を 定義 し て て だ きい 意 
4 し る と カー ドド が グン ャ グ シ ジ シャ に な り ま す 。 
リス ト 1 で は ス フ ラ イト パタ 2 こつ 
を 定義 する の で , 1 回 実行 し て し まえ ぇ ば 
の と は 目 分 て スジ ライ ト を いじ っ た り グ ダラ 
ディ ウス を や っ た だ り 電 源 を 切っ だ たり し な い 
限り , 二度と 実行 する 必要 は あり ませ ん 。 

カー ド の パタ ダ ターン は 同じ よう な パタ ー ン 
を 赤 と 装 の 2 種類 定義 し な けれ ば な り ま せ 
ん 。 リ スト 1 は プロ グラ ム を 短く する 代わ 
り に, 同じ デー タ を 赤 と 黒 の 1 回 ずつ 処理 
し て 定義 する の で , 実行 が 終了 する まで 30 
BEL bms 0E. それ が 嫌 な 人 は 一 度 リ 
AGB OICOXCEAIL OCDE. シス テム スム デ ナ オル スク 
に 入っ て る DEFSPTOOL で パタ ー ン 作成 用 
の マグ ラム を 新しく 作っ て し まい まし ょ 
Jo 次 回 か ら は この 新しく 作成 し た ブロ グ 
ラム を 使え ば , 一 瞬 に し て パタ ー ン を 作成 
し て て れれ ます ず す 。 だ た だし, 黒 の 色 は SP COL 
OR を 使っ て パレ ッ ト コ ー ド 1 に カ 
ー ド 1 を 定義 し て いる の で 注意 し て くだ きる 
い 。 


=A 


カフ ラー コ 


z パ 人 友 き で 遊ぼ ば う 


AS AS AX AX AX AX AX 
AX AX AX AX AS AX OX 
AX AX AX AX AX 


そう 難 え ば ぱ ば 、 日 曜日 は 雨 だ っ て さ 


カー ド の 定義 が 終了 し だ た だら, あと は ゲー 
ム を 実行 する だ け で す 。 プ レイ ヤー は , 5 
な だ を 含め て 4 人 いま す が ,。 あな だ の ほか 
は みん な コン ピュ ー タ で す 。 人 間 の プレ イ 
ー は 2 人 以上 に は な り よ せん (よく ( 考 ぁ 
Neil リス ト 2 を 実行 す 
る と ゲー ム が 怒 ま り ま す 。 RUN す る と , B 
動 的 に シャ ッ フ ル を し て , カー ド を 配り , 
各 プ レイ ヤー の カー ド を 整理 し て くれ ます 
を それ が 終わ る と , 画面 に 手 の 形 を し た マウ 
スカ ー ソ ル が 表示 る され て , あな た だ の 番 に な 
り ま す 。 カー ド の 引き 方 て す が 、 マ タス を 
左右 に 動か し て 任意 の カー ド に カー ソル を 
合わ せ ,。 マウ ス の 左 ボ タン を クリ ッ ク す れ 
は 。 ぞ で の カー ド を 引 て こと が て きま す 。 Sl 
い だ た カード を 捨て る こと が で き な い 場合 , 
を その カー ド は 手札 の いち ば ん 右 に 添え られ 
ます が 。 プ レイ ヤー が コン ピュ ー タ の 場合 
ょ を その後, 手札 れ シ ャ ッ フ ル す る の で カー 
ド の 位置 は 1 回 引く た びに 変わ り ま す 。 
カー ド を 引い た ら , あと は 自分 の 番 が 回 
っ て くる まで , コン ピュ ー タ の プレ イ の 見 
物 で も し て いて く 〈 く だ さい 。 プ レイ ヤー は あ 
な だ の は か に すい に ます 。 知っ て る と は 和志 
いま す が , 最後 ま び ジョ ー カ ー を 持っ て いた 
人 が 負け で す (も っ と も , 手札 に ジョ ー カ 
ー が 残っ つて いる ほう が 最後 まで スリ ル が あ 
っ て 面目 いか も し れ ま せん ) も し , 自分 が 
は か が の フ ブ セ オヤ ーー より 先 に あがる て し まっ 
l5, Y AE]. wEa—24B 
の プレ イ が 続け られ ます 。 
ゲー ム を プレ イ 中 , 画面 の 下 に いろ いろ 
な メッ セー ジ が 表示 され , と て も 賑やか 
で す 。 こ れ ら の メッ セー ジ は , 各 プ レイ ヤギ 
ー が カー ド を 引く と き に 表示 る れる な よう で だ 
な っ て いま す が , し ば らく カー ド を 引か な 
いで いる と 各 プ レイヤー が 勝手 に いろ ん な 
話 を 始め ます 。 こ れ ら の メッ セー ジ は 配列 
ば ば ぬき 145 
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変数 に 定義 きれ て いて , ラン ダム に 選ば れ 
て 表示 きれ ます が まっ だ た だく の 乱数 で は な さく, 
ある 程度 引い た カー ド な ど に よっ て リア ク 
ショ ン が 異な り ま す 。 

さだ ただ, これ は お まり です が 。 VAFO 
100 行 目 の 変 数 定義 で , demo= 1 に する と 
火 間 は ほ は プレ イ で き な く がり,。 4 人 と も コン 
ビュ ネー が レイ する よう だ な り ま す 。 は ば 
ー っ と 眺め て いる の も 面 暫 いか も し れれ ませ 
fis 

それ か ら 150 行 目 を , screen0,0,0, 1 に 書 
き 換 えて 。 スー パー イン シン ポー ス て ナレ ビ を 
見 な が が ら ゲ ー ム を する こと も で きま す 。 と 
き に は テレ ビ を 見 な が ら ゲ ー ム を し た りす 
る の も 気分 が いい も の で すし , 見 た い テ レン 
ビ 番 組 が ナイ ター 中 継 な ど で 時 間 が 押さ れ 
て いる 時 な と ど で も , ゲー ム で 遊び な が ら 中 
赤 が 終わ る の を 待つ こと が で きま す (な ん 
て 便利 な ん だ ろう ) も っ と も この と き は 
メッ セー ジ が 画面 の 外 に は み 出 し て し まい 
ます の て 注意 が 必要 で す 。 


画面 上 の カー ド | 


今回 の ば ば ぬき で 用 いた だ カ ー ド パターン 
は 16X16 ド ッ ト の スプ ライ ト を 縦 に 2 つ 並 
NEOKS2 ド W 必 外 表 電 し て で てい まず 。 と これ 
だ け の ドッ ト 数 で は , きす が に リア ル な カ 
ー ド 描写 は で き な い の で , カー ド の 内 容 を 
思い 切っ て 簡略 化し まし た 。 カ ー ド の 上 半 
分 は スペ ー ド ハー ト な どの スー ト 模 様 を 
表現 し て , 下 半 分 で 数 を 表し て いま す 。 
本 当 は グラ フィ ッ ク を 用 いて も っ と リア 
ル な カー ド を 作ろ うと し た の で す が , 絵心 
の な い 私 に と っ て ,。 クイ ー ン や キン グ の 絵 
TE OC OBSESQIELICXI eI. ex 
ら 6 て は と つて も 手抜き に な っ て し まい きま 
し た だ た 。 こ の カー ド の 文字 や 絵柄 が 気に入ら 


ながめ 人 は 。 リ スト 1 を 自分 の 好き な よう に 
書き 換え て くだ きい 。 も っ と も , カー ド の 
デザ イン は 根本 的 に 決ま っ て いま す の で , 

ー ド 全体 に 絵 を 描い たり, カー ド の 上 下 
を 人 W 侍 ん た だり た いう よう が こと は て で てき さき 
せん 。 

一 応 , この パタ ー ン さえ あれ ば トラ ンプ 
と 名 の つく も の すべ て に 対応 する こと が で 
きま す が , 個人 的 に 少し 手抜き もし すぎ た 
か な と 思い ます 。 誰か カー ド ゲ ー ム を 作ろ 
うと 篤い 立っ た 大 が に た な らち, 今度 は グラ 
フィ ッ ク を 使っ て も っ と か っ こい い カ ー ド 
を 作っ て ほし いも の で す (期待 し て ます ) 


| も っ と カー ド ゲ ー ム を 」 


ノ 
ER 


余談 で す が 私 は 初め , 神経 衰弱 を 作ろ う 
LIBUS, GO XA を 全 っ て いた の て すす 

, 作っ て いる 途中 。 勢い 余っ て ジョ ー カ 
dM olg cdd nie E 
う せ な ら ば ば ぬき に し よう と 思っ だ た わけ で 
"ha 

きら に 余談 で す が , カー と い 
う カ ー ド を 使っ た な ゲー ム は , 外国 に は 一 
切な が いそ を そう で す 。 外国 に も ば ば ぬき に よ 
で 机 だ ゲー ムイ 「 リ ホー ルド メス オド 」 と いう 
の が ある の で す が , これ は ジ ど ジョー カー を 使 
う 代 わり に , クイ ー ン を 1 枚 抜 き 取 っ て 行 
3. v49 Sd two ECCA GE 
UN に ク ーー ム 人 に が っ つて いま きす 。 そ で の ほか 。 
ジョ ー カ ー を 使う ゲー ム と いう の は 日 本 で 
生ま され だ も の か る な な も は 日本 
ョ ー カ ー を 使う ルー ル に 変え られ だ も の な 
/de€ 2 tw. b xi ULUTLe 
ENR LORA UR RT LEO: 失礼 し き 
1 

à C, 先ほど も 触れ た よう に 今回 は 「 マ て 
イル ド セ グ ダン の よう な が ゲーム)」 と し て ば ば 


この ジョ ー 


リス 


ぬき を 紹介 し まし だ た が, ほか に も 「 キ ャ ス 
ター」 や 「PM ス えー パー ライ ト 」 な か に は 「 ピ 
eta の が 好き だ と お ちっ も る 方 。 きち に は 
「 パ イボ 」 を 使っ て る な ん て いう 方 も いる こ 
と と 思い ます 。 そう, ば ば ぬき の ほか に ゃ も 
紅 軽 に 遊べ る ゲー ム と いう の は , けっ こう 
だ な て きた お る は すず て すず ドラ シグ を 使 つ だ 
F—AbLUTCI AXBAICKRE) や , 「 神 
経 杏 弱 、 な ん か は 簡単 に びき る と 思い ます 
し , 別に カー ド ゲ ー ム に こだわ ら な く 〈 く て も 。, 
単純 で 面 暫 い ゲ ー ム と いう の は だ くさ ん あ 
る は ず で す 。 

実は こう いう ゲー ム を 誰か が 作っ て き て 
くれ る と , と っ て も 嬉し いな あと 私 は 思う 
ん で すけ ど ね 。 そり ゃ 私 が 作れ ば , 作れ な 
いこ と は な いん で すけ と ど 。 OI っ て 読者 
の た だ た め の 雑 誌 な ん だ か ら , スタ ッ フ の 私 よ 

D 読者 の みん な が 参加 し て くれ な くち ゃ い 
は が 2 て 4.0 E LUOUb. I. 
EAE MEER. ven で きれ ば 神経 衰弱 な 
A, カー ド を 画面 上 に ば あー っ と ば ら ま 
い だ た 感じ の 、。 ち ょ っ と くら い カ ー ド が 重 な 
っ た だ たり, 和 斜め に 置か れ だ カー ド が あっ た り 
し て …… o ちょ っ と 難しい かな? 

と に か が かく, 極端 に 面 暫 いと か いう わけ で 
は だ い の だ けれ と 、 遊 ん で いじ る と な ん と な 
〈《 ほ っ と する よう な ゲー ム っ て , た くさ ん 
ほし いて す よ ね 。 この 手 の ゲ ー ム っ て , m 
販 の ゲー ム と 比べ る と イン パク ト が 弱い け 
E. 更 如 セコ ゲーム より も ちょ うと クオ リッ テ 

イィ イ が 高い と いう 。 ちょ うど 中 途 半 端 な 位置 
OA 5d »45cc5LZ$4. 0940 
の 手 の ゲ ー ム つて,。 どう 呼ん て や っ た いら 
HOC LETT 座 か ピコ じじ ュ ゲー ウゥ 』 
045. ズバ が リリ と ば も うた 名 称 を 考え て 
は くれ な いか な ? そし て みん な で 新しい 
ジ キ ポン シル の ゲー ム の 2 パイ オニ ア に ん か ろう 
ゃ あり ませ ん か ! 


18 int i,j,k 190 15,159,15,15,15,15,15,15,15,15,15, 15,15,15,15, €, 
20 dim char c1(255),021255),c3(285).,c4(255)1,0c5(255) 200 15,15,15,15,15,15,15,15,15,15,15,15,15,15,15, 9, 
30 dim char c6(255),c7(255),c8(255),0c9(255),ct(255) 210 15,15,15,15,15,15,15,15,15,15,15,15,15,15,15, ġġ, 
40 dim char coj(255),cq(255),ck(255) 220 15,15,15,15,15,15,15,15,15,15,15,15,15,15,15, 8, 
50 /* 230 185,15,15,15,15,15,15,15,15,15,15,15,15,15,15, ©, 
60 screen 1,2,1,1:cls:console ,,0 240 15,15,15,15,15,15,15,15,15,15,15,15,15,15,15, 9, 
70 locate 29,15:print" し ば らく お 待ち 下さ い —****'" 250 15,15,15,15,15,15,15,15,15,15,15,15,15,15,15, 0, 
80 locate 42,15 260 18,15,15,15,15,15,15,15,15,15,15,15,15,15,15, 9 
90 sp init() 270 ) 


100 dim char hi(255)-[( 


119 0,15,15,15,15,15,15,15,15,15,15,15,15,15, 0, 0, 290 
120 15,15,15,15,15,15,15,15,15,15,15,15,15,15,15, 2, 300 
130 15.15.15.15.15.15.15.15.15、15.15.15,.15.15.15, 0, 310 
140 15,15,15,15,15,15,15,15,15,15,15,15,15,15,15, 0, 320 
150 à 15,15,15,15,15,15,15,15,15,15,15,15,15,15,15, ð, 330 
160 15,15,15,15,15,15,15,15,15,15,15,15,15,15,15, 0, 340 
170 15,15,15,15,15,15,15,15,15,15,15,15,15,15,15, €, 350 
189 15,15,15,15,15,15,15,15,15,15,15,15,15,15,15, 0, 360 


146 ohx 198911. 


280 dim char 1w(255)-( 


15,18,15,15,15,15,15,15,15,15,15,15,15,15,15, 9, 
15,15,15,15,15,15,15,15,15,15,15,15,15,15,15, 0, 
15,15,15,15,15,15,15,15,15,15,15,15,15,15,15, 9, 
15,18,15,15,15,15,15,15,15,15,15,15,15,15,15, 9, 
15,15,15,15,15, £5,15, 15,15, 15, 15, 15,15,15, 15, Q, 
15,15,15,15,15,15,15,15,15,15,15,15,15, 15,15, B, 
15,15,15,15,15,15,15,15,15,15,15,15,15,15, 15, €, 
15,15,15,15,15,15,15,15,15,15,15,15,15,15,15, 9, 


370 15,15,15,15,15,15,15,15,15,15,15,15,15,15,15, 0, 1400 symbol(09,0," B IT; TL E; NI 
380 19,15,153,15,15,15,15,15,15,15,15,15,15, 15,15, 0, 14190 get(0,0,15,15,fiv):wipelt! 
390 15,19,15,15,15,15,15,15,15,15,15,15,153,15,15, 0, 1420 dim char six(255) 

400 15.15,15,15,15,15,15,15,15,15,15,15,15,15,15, 6。 1430 symbol(0,0," 6 ",1,1,1,1,0) 
410 15,18,15,15,15,15,15,15,15,15,15,15,15,15, 15, 6, 1440 get(0,9,15,15, six) :wipelt) 
420 15,15,15,15,15,15,15,15,15,15,15,15,15,15,15, 9, 1450 dim char svn(255) 

430 15,15,15,15,15,15,153,15,15,15,15,13,15,15,15, 9, 1460 svmboli(0,0, 7 ',1,1,1, L,0) 
440 0,15,15,15,15,15,15,15,15,15,15,15,15,15, 0, 6 1470 q86(0,0,18. 15, aen) teipet! 
450 ) 1480 dim char ete(255) 

460 dim char spd(255)-( 1490 symbol(0,0," 8 ",1,1,1,1,0) 
470 0,0,0,0,0,0,0,0,0,0,0,0,0,0,0,0, 1500 get(0,0,15,15,ete):wipe(t) 
480 0,0,0,0,0,0,0,1,0,0,09,0,0,0,0,0, 1510 dim char nin(255) 

490 0,0,0,0,0,0,1,1,1,0,0,0,0,0,0,0, 1520 symbol(0,0," 8 ,t,I,1,1,4! 
500 0,0,0,0,0,1,1,1,1,1,90,0,0,0,0,0, 1530 get(0,0,15,15,nin):wvipe() 
510 0,0,0,0,1,1,1,1,1,1,1,0,0,0,0,0, 1540 dim char ten(255) 

520 9,0,0,1,1,1,1,1,1,1,1,1,0,0,0,0, 1550 symbol(l,0, 1 ,1,1,1,1,0) 
530 $,90,9,1,1,1,1,1,1,1,1,1,0,0,0,0, 1560 symbol(T,0, 0 ,1,1,1,1,0) 
540 0,9,1,1,1,1,1,1,1,1,1,1,1,0,0,0, 1570 get(0,0,15,15,ten):wipe() 
550 0,0,1,1,1,1,1,1,1,1,1,1,1,0,0,0, 1580 dim char jak(255) 

560 0,0,1,1,1,1, 1, 1,1, 1, 1, 1], 1,0,0,0, 1590 symbol(0,0," J",1,1,1,1,0) 
570 9,0,1,1,1,1,1,1,1,1,1,1,1,0,0,0, 1600 get(0,0,15,15,jak):wipet) 
580 0,0,90,1,1,1,0,1,0,1,1,1,0,0,0,0, 1610 dim char qen(255) 

590 0,0,0,1,1,0,0,1,0,0,1,1,0,0,0,0, 1620 symbol(0,0," Q",1,1,1,1,0) 
600 09,0,0,0,0,0,1,1,1,0,0,0,0,0,0,0, 1630 get(0,0,15,15,gen):wipe() 
610 0,0,0,0,0,1,1,1,1,1,0,0,0,0,0,0, 1640 dim char kng(255) 

620 9,0,0,0,0,0,0,0,0,0,0,0,0,0,0,0 1650 symbol(0,0," K ",1,1,1,1,0) 


630 ] 1660 get(0,0,15,15,kng):wipe() 


640 dim char hrt(255)-( 1670 for j-0 to 1 

650 9,0,0,0,0,0,0,0,0,0,0,0,0,0,0,0, 1680 kzj*4*1 

660 0,0,0,0,0,0,0,0,0,0,0,0,0,0,0,0, 1690 for 1:8 to 255 

670 0,0,0,0,1,1,0,0,0,1,1,0,0,0,0,0, 1700 if ace(i)= の 9 then cl(i)-lw(i) else cl(i)-k 

680 0,0,0,1,1,1,1,0,1,1,1,1,0,0,0,0, 1710 if two(i)=0 then e2(1)*lIlw(1) else c2(i)-k 

690 $,9,1,1,1,1, 1,101,1, 1, LE; 3; 1; 0, 0,0, 1720 if tre(i)-0 then c3(i)-lw(i) else c3(i)-k 

700 $,0,1,1, 1,1; | 1, E, 1; 1, D; 1 0,0, 0, 1730 if fur(i)= の 9 then c4(i)-zl1w(i) else c4(i)-k 

110 0,0,1,1,1,1,1,1,1,1,1,1,1,0,0,0, 1740 if fiv(i)-9 then c5(i)-lw(i) else c5(i)-k 

720 $,8,1,1,1,1,1, 1 1,1, 1, 1, 1,0, 0, 0, 1750 if six(i)-0 then c6(i)-l1w(i) else c6(i)-k 

730 9,0,1,1,1,1,:,1,1,1,1,1,1,09,0,0, 1760 if svn(i)=0 then c7(i)-lw(i) else c7(i)=k 

740 90,8,9,1,1,1,1,1,1,1,1,1,0,0,0,0, 1770 if ete(i)=9 then c8(i)-lw(i) else c8(i)-k 

750 8,9,0,1,1,1,1,1,1,1,1,1,0,0,0,0, 1780 if nin(i)=9 then c9(i)-lw(i) else c9(i)-k 

760 0,0,0,0,1,1,1,1,1,1,1,0,0,0,0,0, 1790 if ten(i)-0 then ct(i)zlw(i) else ct(i)-k 

770 0,0,0,0,0,1,1,1,1,1,0,0,0,0,0,0, 1800 if jak(i)= の 9 then cj(i)-lw(i) else cj(i)-k 

780 09,0,0,0,0,0,1,1,1,0,0,0,0,0,0,0, 1810 if qen(i)= の 9 then cq(i)-lw(i) else cq(i) =k 

790 0,0,0,0,0,0,0,1,0,0,0,0,0,0,0,0, 1820 if kng(i)-90 then ck(i)-l1lw(i) else ck(i)-k 

800 9,0,0,0,0,0,0,0,0,0,0,0,0,0,0,0 1830 next 

810 ) 1840 print "x"; 

820 dim char dia(255)={ 1850 sp def(j*13*45 ,c1,1):sp_def(j*13+6 ,c2,1) 

830 0,0,0,0,0,0,0,0,0,0,0,0,0,0,0,0, 1860 sp def(j*13*7 ,c3,1):sp def(j*13+8 ,c4,1) 

840 0,0,0,0,0,0,0,1,0,0,0,0,0,0,0,0, 1870 sp def(j*1349 ,c5,1):sp def(Jj*13*10,c6,1) 

850 9,0,0,0,0,0,1,1,1,0,0,0,0,0,0,0, 1880 sp def(j*13*11,c7,1):sp def(j*13*12,c8,1) 

860 09,0,0,0,0,0,1,1,1,0,0,0,0,0,0,0, 1890 sp def(j*13*413,c9,1):8p def(j*13*14,ct,1) 

870 9,0,0,0,0,1,1,1,1,1,0,0,0,0,0,0, 1900 sp def(j*13415,cj,1):sp def(j*13*16,cq,1) 

880 09,0,0,0,1,1,1,1,1,1,1,0,0,0,0,0, 1910 sp def(j*13*417,ck,1) 

890 0,0,0,1,1,1,1,1,1,1,1,1,0,0,0,0, 1920 next 

900 9,0,1,1,1,1,1,1,1,1,1,1,1,0,0,0, 1930 dim char jkr(255)-( 

910 8,9,1,1,1,1, 1,1,1,1,1,1,1,0,0,8, 1940 09,0,0,0,0,0,0,0,0,0,0,0,0,0,0,0, 

920 8,8,89,1,1,1,1,1,1,1,1,1,0,0,0,0, 1950 09,0,0,0,0,0,0,0,0,0,0,0,0,0,0,0, 

930 $,0,89,0,1,1,1,1,1,1,1,0,0,0,0,0, 1960 09,1,1,1,1,1,0,0,0,0,0,0,0,0,0,0, 

940 9,0,0,0,0,1,1,1,1,1,0,0,0,0,0,0, 1970 9,1,0,0,0,0,1,0,0,0,0,0,0,0,0,0, 

950 09,0,0,0,0,0,1,1,1,0,0,0,0,0,0,0, 1980 09,1,0,0,0,0,1,0,0,0,0,0,0,0,0,0, 

960 09,0,0,0,0,0,1,1,1,0,0,0,0,0,0,0, 1990 0,1,0,0,0,0,1,0,0,0,0,0,0,0,0,0, 

970 09,0,0,0,0,0,0,1,0,0,0,0,0,0,0,0, 2000 9,1,1,1,1,1,0,0,0,0,0,0,0,0,0,0, 

980 0,0,0,0,0,0,0,0,0,0,0,0,0,0,0,0 2010 0,1,0,0,0,89,1,0,0,1,1,1,1,0,0,0, 

990 ) 2020 909,1,0,0,0,0,1,0,0,0,0,0,0,1,0,0, 

10900 dim char clb(255)-[( 2030 0,1,0,0,0,0,1,0,0,0,0,0,0,1,0,0, 

1010 0,0,0,0,0,0,0,0,0,0,0,0,0,0,0,0, 2040 $,1,0,0,0,0,1,0,0,1,1,1,1,1,0,0, 

1020 09,0,0,0,0,0,1,1,1,0,0,0,0,0,0,0, 2050 $,1,1,1,1,1,0,0,1,0,0,0,0,1,0,0, 

1030 0,0,0,0,0,1,1,1,1,1,0,0,0,0,0,0, 2060 0,0,0,0,0,0,0,0,1,0,0,0,0,1,0,0, 

1040 09,0,0,0,0,1,1,1,1,1,0,0,0,0,0,0, 2070 9,0,0,0,0,0,0,0,1,0,0,0,1,1,0,0, 

1050 09,0,0,0,0,1,1,1,1,1,0,0,0,0,0,0, 2080 0,0,0,0,0,0,0,0,0,1,1,1,0,1,0,0, 

1060 09,0,0,0,0,0,1,1,1,0,0,0,0,0,0,0, 2090 9,0,0,0,0,0,0,0,0,0,0,0,0,0,0,0 

1070 0,0,1,1,1,0,0,1,0,0,1,1,1,0,0,0, 2100 ) 

1080 0,1,1,1,1,1,0,1,9,1,1,1,1,1,090,0, 21189 for i-:0 to 255 

1090 0,1,1,1,1,1,1,1,1,1,1,1,1,1,0,0, 2120 if jkr(i)z0 then { 

1100 9,1,1,1,1,1,0,1,0,1,1,1,1,1,0,0, 2130 el(i)shi(i):eo2(i)sIe(1) 

1110 0,0,1,1,1,0,0,1,0,0,1,1,1,90,0,0, 2140 ) else ( 

1120 0,0,0,0,0,0,0,1,0,0,0,0,0,0,0,0, 2150 c1(i)=5:c2(i)=5 

1139 0,0,0,0,0,0,0,1,0,0,0,0,0,0,0,0, 2160 ) 

1140 0,0,0,0,0,0,1,1,1,0,0,0,0,0,0,0, 2170 next 

1150 0,0,0,0,0,1,1,1,1,1,0,0,0,0,0,0, 2180 print * ; 

1160 9,0,0,0,0,0,0,0,0,0,0,0,0,0,0,0 2190 sp def(Jl,cl,1):sp def(32,c2,1) 

1170 ) 2200 dim char bu(255)={ 

1180 for i:060 to 255 2210 ©, 3, 3, 323, 3, 3, 4, 3, 3, 3, 3, 3, 3, 323, 0; 9, 
1190 if spd(i)=0 then cl(i)-hi(i) else clí(i)-1 2220 3, 4, 3, 3, 3, 3, 3, 3 3, 3, 3, 3,3,3, 3, OG 
1200 if hrt(i)= の then c2(i)-hi(i) else c2(i)-5 2230 JJ. 4, 3, 3, d, 4, 3, 3, 3, 3, 3, 3, 3, 3, 3, B, 
1210 if dia(i)=0 then c3(i)-hi(i) else c3í(i)-5 2240 4, 4, 3, 3, 3, 3, 3, 3, 3, 3, 3, 3, 3,3,3, Mu 
1220 if clb(i)-0 then c4(i)=hi(i) else c4(i)-1 2250 4, 3; d, 4, 3, d, jd, J, 3, 3; J, 3, 3, 3, 1, DM, 
1230 next 2260 di. d, 3, 3, 3, 3, 4, 3, 3, 3, 3, 3, 3, 3, 3, B, 
1240 print "*"; 2270 3, 3, 3, 4, 3, 3, 3, 3, 3, 3, 3,3,3, 8 3, 8 
1250 sp def(1,c1,1):sp def(2,c2,1) 2280 3, 3, 3, 3, 3, 3, 3, 3, 9, 3, 3, 3, 3, 4 5 の 
1260 sp def(3,c3,1):sp def(4,c4,1) 2290 3, 3; 3, d, 3, 3, 4d, 3, 3, 3, 3, 3, Jd, 3, 3, P, 
1270 dim char ace(255) 2300 3, 4,13,13,13,13,13, 3,13,13,13,13,13,13, 3, 9, 
1280 symbol(0,0," A",1,1,1,1,0) 2310 3, 3,13, 3, 3, 3,13, 3,13, 3, 3, 3, 3,13, 3, B, 
1290 get(0,0,15,15,ace):wipe() 2320 3, 3, 3,13, 3, 3, 3,13, 3,13, 3, 3, 3,13, 3 を 
1300 dim char two(255) 2330 3, 3, 3,13, 3, 3, 3,13, 3,13, 3, 3,13, 3, 4, 9, 
1310 symbol(0,0," 2",1,1,1,1,0) 2340 3, 3, 3, 3,13, 3,3, 3,143, 3,13, 2,13, 3, 5 8, 
1320 get(0,0,15,15,two):wipe() 2350 3, 3, 4, 3,13, 3, 3, 3,13, 5,123,013, 3, 3, 3, Ð, 
1330 dim char tre(255) 2360 3, 3, 3; 3, 4,13, 3, 3, 3,13, 3,13, 3, 3, 3, 9%  _ 
1340 symbol(0,0," 3",1,1,1,1,0) 23170 ) 

1350 get(0,0,15,15,tre):wipe(t) 2380 dim char bl1(255)-( 

1360 dim char fur(255) 2390 4, 4, 4, 3, 3,13, 3, 3, 3,13, 3, 3, 4 3, 3, DB, 
1370 symbol(0,0," 4",1,1,1,1,0) 2400 3, 4, 3, 43,13, 3,13, 3, 3, 3,13, 3, 3, 2, 3, Nu 
1380 get(0,0,15,15,fur):wipe() 2410 3, 4, 4,143,123, 3,13, 3, 3, 3,13, 3, 3, 3, 3, 9, 
1390 dim char fiv(255) 2420 3, 3,18, 3, 3,13, 3,12, 3, 3, 3,13, 3, 3, 3, 0, 
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2430 3, 3,13, 3, 3,13, 3,13, 3, 3, 3,13, 
2440 3.143, 3, 3, 3, 3,13, 3,13, 3, 3, 1,13, 
2450 3,13, 3, 3, 3, 3,13, 3,13, 3, 3, 3,13, 
2460 3,13,13,13,13,13,13,13, 3,13,13,13,13, 
2470 3, 4, 4, 3, 3, 3, 3,3, 3, 3, 3, 3, 
2480 3, 4, 4, 3,3,3 3; 3, 3, 3, 3, 3, 
2490 3, 3, 3, 3, 3, 3, 3, 3, 3, 3, 3, 3, 
2500 3, 4, 4, 4, 3, 3, 3, 3, 3, 3, 3, 3, 
2510 3, 3, 3, 34, 3, 3, 3, 3, 3, 3, 3, 3, 
2520 3, 4, 3, 3, 3, 3, 3, 3, 3, 3, 3, 3, 
2530 3, 3, 3, 3, 3, 3, 3, 3, 3, 3, 3, 3, 
2540 9, 3, 3, 3, 3, 3, 3, 3, 3, 3, 3, 3, 
2550 } 

2560 sp def(33,bu,1):sp def(34,bl,1) 

2570 dim char ion(255)={ 

2580 0, 0, ð, OG, O, €, 1, 0, OC, O0, OQ, B, 
2590 $0, 0, 0, 0€, 9, 1,15, 1, 9, 0, UV 9。 
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/3/5*/X/X*/X /*/*/*/*/*/*/&*/*/*/*/X*/*/*/X/* 
/* /* 
/* ーー ババ ぬき だ よー ん ! ーー /* 
/* by T.Mounai /* 
/* IX 
Jx/X/*/X/*/*/* /X/*/X/X/X/X*/*/*/X/*k/X/X*/* 


/ ネ 
dim int card(52),ctb1(27),prc(4),dcd(4) 
dim str mg(54) 
int i,x,demo-0 
/X* 
mouse(2):mouse(4) 
m init():m alloc(1.8999):m assign(1,1) 
m trk(1,"93806v15c32") 
screen 0,0,1,1:cls 
locate 7,9:print" バ バ 抜 き で 遊ぼ う " 
mgset() 
randomize(val(right$(time$,2))) 
while 1 
spcls(í) 
sfl() 
init() 
game ( ) 
pause(290) 
endwhile 
end 
/* 
func init() 
for xs] to 13 
cdprt(x,3,5,0):pause(1) 
cdprtí(x,0,5,0):pause(1) 
cdprt(x,1,5,0):pause(1) 
cdprt(x,2,5,0):pause(1) 
next 
cdprt(14,3,5,0):pause(10) 
for 1=9 to 13 


cdprt(i*1,3,getst(card(i*39)),getnum(card(i*39))) 


next 

for i=9 to 12:ctbl(i)scard(i):next:sute(0) 
for i-0 to 12:card(i)-ctbl(i):next 

for i-0 to 12:ctblli)-card(it13):next:sute(1) 
for i-0 to 12:cardí(i*13)-ctbl(i):next 

for i=9 to 12:ctbl(i)scard(i*26):next:sute(2) 
for iz0 to 12:card(i*26)-ctbl(i):next 

for iz0 to 13:ctbl(i)-card(i*39):next:sute(3) 
for i-0 to 13:card(i*39)-ctbl(i):next:pause(15) 
endfunc 

/* 

func cdprt(x,y,st,num) 

int page 

switch y 


case O:page- lI*xt2:break 

case l:page-3J0*x*2:break 

case 2:page-60*x*2:break 

case 3J:page-90*4xt*2:yc-y*l 
endswitch 


switch st 


case l1:num-num*i3:break 
case 2:num-numti3:break 
case 4:st-30:numz28: break 
case 5:st-32:num-30: break 
| case 6:st-34:numz32: break 
endswitch 

ysytl 

sp move(page,x*16,yt34,st*t1) 
sp move(page*tl,xt16,y*34*16,num*4) 
endfunc 

/X* 

func spcis() 

for iz0 to 127:sp move(1,0,0,35):next 
sp disp(1!) 

endfunc 

/* 

func getst(cd) 
return((cd-1)/13) 

endfunc 

/ ネ 

func getnum(cd) 
return((cd-1) mod 13*1) 
endfunc 


/* 
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2600 e, 0, 
2610 0, 0, 
2620 0, 0, 
2630 e, 0, 
2640 9, 0, 
2650 e, e, 
2660 0, 0, 
2670 0, 0, 
2680 0, 0, 
2690 0, 0, 
2700 0, 0, 
2110 e, 0, 
2120 0, 0, 
2130 0, 0, 
2740 ) 


1,15, 1, 
1,15,15, 


1,15, 
1,15, 
1,15, 
1,15, 
1,15, 
1,15, 
1,15, 
1,15, 


1,15, 


1,15, 1,15, 1, 9$, Ð, 


Ø, 1,15,15,15,15,15,15,15, 1,18, I, ð, ð, 
9, 1,15,15,15,15,15,15,15,15,15, 1, 9, Ð, 
6, 06, 1,15,15,15,15,15,15,15,15, 1, 09, ð, 
0, ©, 1,15,15,15,15,15,15,15, 1, ð, 0, 0, 
1,19,15,15,15,15,15, 1, 09, D, Q, 
1,15,15,15,15,15,15, 1, 0, 0, 9 


9, 0, Q, 
0, 0, 0, 


2750 sp def(0,icn,1):sp color(1,1) 


2760 end 


func sfl( 


900 next 
910 endfunc() 
920 /*% 


) 


int pl,p2, bf 
for i:1 to 53:cnard(i-1)-i:next 
for i-0 to 120 
plzrnd()*53:p2-rnd()*53 
も bf=oard(p1 ) 
card(p1 ) =oard(p2) 
card(p2)-bf 


930 func pause(cnt) 


940 int i 


950 cnt-cnt*500 
960 for i=Q to cnt:next 


970 endfunc 
980 /t* 


990 func sute(y) 

10900 int i,j,cl,c2 
1010 for i=0 to 12 
1020 for j-i*1 to 13 


1030 cl-getnum(ctbl(í(i)) 

1040 c2-getnum(ctbl(Jj)) 

1050 if clzc2 and ctblí(i)«53 and ctbl(j)«53 then { 
1060 ctbl(i)-z0:ctbl(Jj)-0 

1070 cdprt(i*l,y,6,0):cdprt( j*1,y,5,0) 

1080 break 

1090 ] 

1100 next 

1110 next 


1120 for i-14 to 27:ctblí(i)-0:next 


1130 j-0 


1140 for i-0 to 13 
1150 if ctblí(i)«»9 then ctbl(j*14)-zctbl(i):j-j*l 


1160 next 


1170 for i=0 to 13:ctbl(i)-ctbl(it*l4):next 
1180 for i-0 to 13 
1190 if y< く >3 then j-5 else j-:getst(ctbl(i)) 
1200 if ctb1(i)=9 then j-6 : 
1210 cdprt(i*l,y,j,getnum(ctbl(i))) 


1220 next 
1230 endfunc 
1240 /* 


1250 func game() 


1260 int pr 
1270 stprc(í) 
1280 pr=4 

1290 repeat 


1300 playí(pr) 


1310 repeat 


1320 pr-pr-1 
1330 if pr= の 9 then pr=4 


1340 until prc(pr)«»0 


1350 until prc(1)*prc(2)*prc(3)*prc(4)-1 
1360 if prc(4)-0 then koe(3):pause(590) 


1370 prtmsg("" 
1380 endfunc 
1390 /* 


) 


1400 func play(pr) 
1410 int ppr,dpr 
1420 ppr-pr:dpr-ppr 


1430 repeat 


1440 dpr=dpr-1 
1450 if dpr-0 then dpr=4 
1460 until pro(dpr)<>9 
1470 drow(ppr,dpr) 


1480 endfunc 
1490 / ネ 


1500 func drow(ppr,dpr) 


1510 int cd,cdd,ct,x,y,i 
1520 if ppr<>4 or demo- then ( 


1530 koe(9) 


1540 xz0ü:yzdprt34412 
1550 if dpr=4 then y=y+34 


1560 ct-rnd( 


)*4*1 


1570 for 1= の to ct 


1580 sp move(0,x*16,y,0):pause(3) 
1590 cdzrnd()*prc(dpr):cdd-cd*l16 
1600 repeat 

1610 if odd>x then X=Xx+1 

1620 if cdd<x then x-x-1 _ 


> 前 期 試 験 も 佳境 に 入っ た ある 日 , 自殺 覚悟 で , 私 は TETRIS を 買っ て し まい まし た 。 帰 
宅 し た 私 を 待っ て いた の は , 1M の 増設 RAMED6SGA CGA シ ステ ム で し た 。 神様 っ て と 


うし て こん な に 親切 な ん で し ょ 25 


( グ ス 7 h 


津田 ERK (21) 千葉 県 


1720 
1730 
1740 
1750 


sp move(0,x*16,y,0) 


1630 

1640 until cdd=x 

1650 pause(3) 

1660 next 

1670 ) else |. 

1680  koe(7) 

1690 Cd=msot1 (dpr) 
、 1700 } 
|! 1718 for i-0 to 5 


if dpr<>4 then [| 
cdprt(cd*1,dpr-1,5,0) 

} else ( : 
cdprt(cd*l,dpr-1l,getst(card(cd*39)),getnum(card(cd 


まま は まま ま 


1760 


1770 
1780 
1790 
1800 


|^ 1816 

1820 
1830 
1840 
1850 


1860 


1870 
1880 
1890 
1900 
1910 
1920 
1930 


1940 


1950 
1960 
1970 


} 
next 


ded(ppr)zcard(cd*13*(dpr-1)) 


if ppr<>4 then í 
cdprt(14,ppr-1,5,90) 
) else { 
cdprt(14,ppr-1,getst(dcd(ppr)),getnum(dcd(ppr))) 
} 
card(cd*13*(dpr-1))-9 
prc(ppr)-prc(ppr)*1 
prc(dpr)-prc(dpr)-1 
if pro(dpr)= の 9 and dpr<>4 then koe(6):pause(5) 
resfl(dpr) 


chkíppr) 


resflí(ppr) 

endfunc 

/* 

func chk(ppr ) 

int ccd,cst,bod,bst,koef,i 
koefzprc(ppr) 
ccdzgetnum(dcd(ppr)) 


1980 cst-getst(dcd(ppr)) 

1990 if cst«4 then { 

2000 for i=0 to prcí(ppr) 

2010 bcd-getnum(card(i*l3*(ppr-1))) 
2020 bst-getst(card(i*13*(ppr-1))) 
2030 if ccd-bed and bst<4 then ( 

2040 pause(10) 

2050 card(i*l3*(ppr-1))-:0 

2060 dcd (ppr ) =9 

2070 cdprtí(i*1,ppr-1,6,0) 

2080 pause(2) 

2090 cdprt(14,ppr-1,6,0) 

2100 if ppr<>4 then koe(2):pause(5) 
2110 if prc(1)*prc(2)*prc(3)*prc(4)^1 then koe(5):pau 
se(5) 

2120 prc(ppr)-prcí(ppr)-2 

2130 if prc(ppr)-0 and ppr<>4 then koe(6):pause(5) 
2149 break 

2150 } 

2160 next 

2170 | 

2180 if koef-prc(ppr) then | 


2190 if ppr<>4 then koe(1):pause(5) 
2200 koe(4):pause(5) 

22108 ! 

2220 endfunc 

2230 /* 

2240 func resfl(íplr) 


2250 
2260 
2270 


int 1,Jj,o01,c2,o0b,dir 
jz0:dlr-plr-1! 


for 1-0 to 12 


2280 cbscard(it*l13*dlr) 

2290 card(j*13*dir)-card(i*13*dir) 
2300 if cb«»0 then j-j*l 

2310 next 


2320 if dcd(plr)<>9 then { 

2330 Card((prc(plr)-1)+13*dlr)=dcd(plir) 
2340 dcd(plr)=9 

2350 ) 

2360 cdprt(14,dlr,6,0) 


2620 


29310 For i> to I2 

2380 if card(i*13*dlir)z0 then I 

2390 cdprt(i*l,dlr,5,0) 

2400 ) else ( 

2410 if plr<>4 then | 

2420 cdprt(i*1,dlr,5,0) 

2430 ) else | 

2440 cdprt(i*l,dlr,getst(card(i*l3*tdlr)),getnum(card(i 
*13*tdir))) 

2450 } 

2460 d 

2470 next 

2480 if plr<>4 then | 

2490 for i-0 to 9 

2500 clzrnd()*prc(plr)*13*dlr 

2510 c2zrnd()*prc(plr)*13*dir 
. 2520 cb=oard(c1 ) 

2530 card(cl)-zcard(c2) 

2540 card(c2)-zcb 

2550 next 

2560 ) 

2570 endfunc 

2580 /* 
2590 func stprc() 

2600 int i,j 

2610 for i-1 to 4:prc(i) = の 9:next 

for 1:0 to 12 


了 車 を 買い まし た 。 カ ムリ か ビタ ス , 


値段 の カロ ー ラ と 悩ん で まし た が ファ ミリ ア 1800G 


TT-X の 新車 発表 会 を 見 て 4WD, DOHCLC.TURBO, 180ps5 の スペ ッ ク に ほれ て し まい ま 


し た 。PS. ト ヨタ の 営業 マン は 凄い 。 


値段 も どん どん 落す わ , マツ ダ き さん も っ と が ん ば っ て くだ さい 。 PUR 


1 日 3 回 家 に くる わ , 試乗 車 を 家 に 持っ て くる わ 。 
». (29) 北海 道 


2639 
2640 
2650 
2660 
2610 
2680 
2690 
2700 
2110 
2720 
2130 
2740 
2150 
2160 
2770 
2780 
2790 
2800 
2810 
2820 
2830 
2840 
2850 
2860 
2870 
2880 
2890 
2900 
2910 
2920 
2930 
2940 
2950 
2960 
2970 
2980 
2990 
3000 
3010 
3020 
3030 
3040 
3050 
3060 
3070 
3080 
3090 
3100 
3110 
3120 
3130 
3140 
3150 
3160 
3170 
3180 
3190 
3200 
3210 
3220 
3230 
3240 
3250 
3260 
3270 
3280 
3290 
3300 
3310 
3320 
3330 
3340 
3350 
3360 
3370 
3380 
3390 
3400 
3410 
3420 
3430 
3440 
3450 
3460 
3470 
3480 
3490 
3500 
3510 
3520 
3530 
3540 
3550 
3560 
3570 
3580 
3590 
3600 
3610 
3620 
3630 
3640 
3650 
3660 


if card(i)<>9 then prc(t)zprc(1)*1 
next : 
für 1513 to 35 

if card(i)«»0 then prc(2)-prc(2)*1 
next 
for i-26 to 38 

if card(i)<> の then prc(3)-prc(3)*1 
next : 
for 1:19 to 31 ; | 

if card(i)<> の then prc(4)-prc(4)*1 
next 


func msctl(dpr) 
int x,y,tm 


tm-0 
msarea(13,0,prc(dpr)*1642,255) 
repeat 
. tmz(tm*1) mod 500 
if tm-250 then koe(rnd()*3+8) 
mspos(x,y):sp move(0,x,dpr*34*12,0) 
until msbtn(0,090,10)--1 


return((x-9)/16) 

endfunc 

/[* 

func prtmsg(msg;str) 

color 1 

locate 1,14:print space$(30) 
locate 1,14:print msg 

color 3 

endfunc 

/ ネ 

func koe(pt) 

m play() 
prtmsg(mg(int(rnd()*5*pt*5))) 
endfunc 

/* 

func mgset() 

mg(0)z" $ — 
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mgzí(10)z"| 
mz(11)z" 
mg(12)-" 
mg(13)-" 
mg(14)z" 
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mg(24)-" 
/* 

mg(25)-" 
mg(26)-" 
mg(27)-" 
mg(28)-z" 
mg(29)=“" 
/ ネ 

mg(30)-" 
mg(31)z" 


S Alk JARA 


eod: 
nDíipdgur o CEecte ch 
Ok e nt exe 


Žu% へ ホコ otto 
neto | E 


Ug ?png 


な 
oC nd UM 


Ta?» VS 


elt 
X fi rww een 


War さき 9 マー 
XS 7 d 


- 


SS と WF -oy AIE 


9 »» [c 
ri Lv) 
e 
M 
~ 
yr 


/* 
mg(49)=" お 
mg(41)-" 
mgí(42)-" 
mg(43)z" 
mg(44)-" 
/* 
mg(45)-" 
mg (46)=" 
mg(47)=" 
mg(48)-" 
mg(49)=" 

/ ネ 
mg(59)=": 
mg(51)=" 
mg(52)=" 
mg(53)=" 
mg(54)=" ね 
endfunc 
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` 
Komura Satoshi 古 村 EN 


カー ド が 舞い , ビー へ が 飛 点 ! 


Y 今月 も ら 本 立て だ ぁ っ ! 


毎回 毎回 , BASIC リ スト の て ん こ 盛 り に 
な っ て し まう この コー ナー, 今月 も や っ て 
brJ LA まだ し て も の 2 本 WT て 、 9 
ーー て も , 今月 は X1 が 2 本 だ か ら , ま , (を 
の 1) が IMZ 2 本 立て だ ろだ こと を 考え る 


と も よう と いい ば の か も 上 れれ な いて す UEN 


あと は X68000 と MZ-700/1500 あ た り が 2 
本 あれ ば 完璧 で すね (お っ と , S-OS も あ 
cl»). 

さあ , 2 本 立て で ショ ー ト を 送っ て 〈《 れ ば , 

掲載 率 が 高い ! 
が も し れれ な い 。 さあ 、 出す な りら いま だ, な 
ん て ね (こう や っ て 投稿 の お 誘い を か け て 

し まう 最近 の 私 )。 

冗談 は と も か く , 今月 掲載 の 2 本 を 投稿 
LC nz ilit A 07v —I BET» 1, 
会 月 掲載 の 2 本 を 含め て 1 カ月 で プロ グラ 
ム 4 本 投稿 ! 

だ いた だ たい) 今月 の ブロ ョ グラ ム だ っ て 本 当 は 
掲載 作品 を 2 本 に し よう な ん て ぜ ゼー ん ぜん 
思っ て な か っ だ ん で す よ ね 。 ああ, それ な 
の に それ な の に , 2 本 が 最終 候補 に 残り , 
どっ ち を 切 ろ うか と いう 段 に な っ て 編集 担 
当る ん に る 本 を アレ オイ し て も らら つ だ た だら "m 
白い か ら 2 本 と も 載っ け な き い 」 と いう 和 鈴 
の 一 声 で 突然 2 本 立て に な っ て し まっ た と い 
う 経緯 が あっ た りす る の だ (この あと 2 本 


ブラック ジャ ッ ク 


150 on x 1989. 


BLACK JACK 
c CROSS SHOT 


今月 は 入力 し や すい お 手軽 サイ ズ で 22 度 お いし 
い , X1 の ショ ー ト プロ プラ ム の 2 本 立て と いう わけ で す 。 


と も 同じ 人 の 作品 だ と 知っ て びび っ た 私 だ 
xd ps 

う 一 む ,。 この ペー ジ の 掲載 プロ グラ ム を 
むり や り 2 本 に し だ た あげ く 〈, 2 本 と も 目 分 
の ジロ グラ ム を の せ て し あう ん と は 、 5c 
L, Dig ex 


E スペ ー ド , 9 ダイヤ, へ ヘイ へ イ へ ヘイ っ と | 


さき て, 今月 の 作品 の 紹介 に 入る わけ だ け 
ど , まず 今月 の 1 本 目 。 
「BLACK JACK」 
兵庫 県 cB AS 
例 の カー ド ゲ ー ム , 俗 に 21 と も いう あれ 
で すね 。 早い 話 が 3 組 の カー ド の な か か ら 
ひと つ 選 ん で 賭け 金 あ かけ て 「 自 分 の カー 
ド の 合計 ミ 21」 に な る よう に GERLCT) は 
10 点 ,。 エー ス は 1,11 の 好き な ほう の 点数 
で 数 を る ) し て 親 に 勝て ば 金 が も うか る と 
いう ルー ル な わけ で す 。 
この ゲー ム の 場合 ドロ ー (もう 1 枚 カ ー 
ド を 加え る こと ) する か し な いか は Y/N の 
キー で 選ぶ よう に な っ て ます 。 なお, プレ 
イィ ヤー, 親 ど ちら も 21 点 を 超え る と その 時 
点 で 負け 。 ま , 基本 的 に は トラ ンプ ゲー ム の 
ルー ル と 同じ で すん で , この 説明 で ルー ル が 
まだ わか ら な か っ だ ら 知 っ て る 人 に 聞い て 
くだ さい (も っ と も ブロ グラ ム を 読ん で ル 
ー ル を 理解 し て し まう の が その 艇 の あり 方 
な の か も し れ な いけ ど )。 


こく CROSS SHOT >> 


^ illustration : T. Takahashi 

C, 勝負 に 勝っ た 場合 の 賭け 金 の 精算 に 

つい て (負け た ら と 一 ぜん , 賭け 金 は 親 に 
取ら れ ち ゃ うか ん ね ) な の で す が , 

4 枚 以下 の カー ド て 勝つ と, 

賭け 金 十 賭け 金 と 同額 の チッ プ 

5 枚 で 賭け 金 寸 賭け 金 の 2 倍 の チッ プ 

6 枚 で 賭け 金 填 賭 け 金 の 4 倍 の チッ プ 

7 枚 で 賭け 金 填 賭 け 金 の 8 僅 の チッ プ 


が 返っ て きま す (も うけ の 欄 に 出る )。 

そう そう, 手札 が 3 枚 で , 6, 7,8 だ と 
FTP Ee 7、7 7 だ と ナック プク は 3 
俗 に な がり ます 。 


CUT 5L LT 


C, 2 本目 の 作品 の 紹介 (ああ , Z3 
て は 忙し い )。 
「CROSS SHOT」 
兵庫 県 七 浦 RUN 


2 46 80) 9 —CH EO 250v 
ー ザ ー を 交差 させ る と を そこ に ある 障害 物 が 
爆発 し ます 。 砲 人 至 を 操っ て 「 ス ペー ド 」 に 
当て て て で だ る wl 

た ・ だ ・ し , 時 間 制 限 が あり 一 定時 間 内 
に 命中 率 70% を 超え を な いと 次 の 面 に 進め ず , 
さら に 40 欠 未満 だ と 1 レベ ル 下 の 面 に 戻 き 
EC て し まい ます 。 で の うえ スペード 」 捧 
外 の も の を 撃つ と, 

「 ク ラブ 」 減 点 

「 ダ イヤ 」50TIME の 間 レー ザー が 使用 

不能 に な る 
と いう ラペ ナル テイ の が つき まず 。 

「 ハ ー ト 」30TIME が 増え る 
と いう で あい に 捨て る 神 あ れ ば , 拾う 神 も 
ある ゲー ム で あっ た だ たり も し ます 。 

どっ ち に し て も TIME が 減る の が あっ と 
いう 問 の と 一 っ て も スリ リン グ な ゲー ム で 
TOT, 「 オ ムラ イス の 食べ すぎ で 胃 の むか 
むか する 人 お よび 運動 神経 が ナマ ケモ ノ 普 
み の 人 の ご 使用 は ご 遠 應 くだ さい (私 の こ 


UALS 


と だ ) み な が RE すん あみ 一 疲れ だ) 


プロ グラ ム に つい て 


で は この デ ロ ゲ ラム 。 これ か ら 
ショ ー ト を 作ろ うと いう 人 に は 参考 に な る 
と 思う の で よー 読ん で くれ る と うれ し か 


っ な かなり て も し ま す 。 
ちな み に , 
BLACK JACK の 変数 
CA (51) …… カー デー ド を 使用 じ し だ か と 
うか の フラ グ 
MEA pec カー ド に 対す る 点数 
K(1) …… 手 札 の 数 
PAL) の の 手札 の 合計 点数 
(3) …… カー ド の 番号 記憶 用 
ITIN | "e 選ん だ 台 札 
X,Y ee カー ド の 座標 
AK …… 手 札 の エー ス の 数 Gh 
数 が 11 の も の ) 
Gt — ee! チッ プ の 所 持 数 
K# ^—àoe 賭け 金 
CROSS SHOT の 変数 
XY ix is レー ザー の 座 a] 
i5 MM A A Jx 
LV Se レベ ル 
SP. sem 初期 スペ ー ド 数 
Pl eee 撃っ た スペ ー ド 数 
EL. ee 初期 クラ ブ 数 
P2 e 撃っ た クラ ププ 数 
MES — eese メッ セー ジ 
F — フワ ラグ 


だ そう て す の で 参考 に し て くだ さい 。 

ん で , クロ スシ ョ ッ ト は 投稿 され て きた 
時 点 で は リス ト が ちょ っ と ご ちゃ ご ちゃ し 
と だ ん て 私 が サザ ス トド を 直し て し まい まし た 。 
あの ね , いく ら シ ョ ー ト だ か ら っ て 無理 に 
リス ト を : で つなげ て 行 を 縮め な く て も い 
いん で すか ら ね ! むし ろ 多 少 長 く な っ て 
も 掲載 版 の リス ト み た い に 1 行 1 行 が 短 
ほう が 打ち 込み や すい と 思い ます 。 で すか 
ら 投 稿 し て くだ さる と き に は 自然 体 で 書い 
だ プロ グラ フラム み ム て OK。 ば ーー っ ちり て すず す 【( そ で 
うそ う , あと コン トロ ー ル コー ド で 砲台 の 
移動 を し て いた 部 分 も LOCATE 文 で 展開 し 
で て でも し さま や また 

さて , 今月 も 2 本 立て で お 送り し た わけ 
だ けど , で きれ ば その うち 3 本 立て を や っ 
て みた いで すね ぇ 。 その だ た だ ため に も 投稿 作品 
待っ て ます 。 今 月 の リス ト を 読ん で 力 を つ 
け て くだ きい 。 あ , この ゲー ム の 移植 版 な 
ん て の も いい か も し れ ま せん ね わ ね (特に X68 
000 や MZ-700 わ ね )。 

そ 一 ゆー わけ で , また 来 月 。 
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-- BLACK JACK -- 
(C)1989/8/6 


Programed By H.N 


PIE 
PIE 


- © ^ € o ~- 


'"NE—— INITIALIZE ———8 
INIT:WIDTH 40:CLICK OFF:KBUF OFF:DEFINT A-Z 

PRW 255:RANDOMIZE VAL(RIGHT$(TIME$,2)) 

DIM CA(51),CC(13),X(3), TK(1), TP(1),A(3):G$-1000 

FOR Iz0 TO 3:READ X(I):NEXT 

FOR I=1 TO 13:READ CC(I):NEXT 

'"NER— MAKE SCREEN —— Bm 

CLS 4:CREV 1:COLOR 4:LINE(0,90)-(40,25)," "X",BF:COLOR 7:CREV 
RESTORE 1159:FOR I=0 TO 4:READ X,Y,X1,Y1 
LINE(X,Y)-(X1,Y1)," ",BF:NEXT 

FOR Iz0 TO 1:TK(I)-z1:TP(I)-z0:NEXT 

FOR T= の TO 51:CA(1 ) = の 9:NEXT 

COLOR 2:LOCATE 3,3:PRINT"DEALER" : 

COLOR 5:LOCATE 13,3:PRINT"PLAYER":COLOR 7 

LOCATE 23,2:PRINTUSING"t**»:4 $4444 4 44" ; G4 

LOCATE 23,3:PRINT"Z2^**»:":LOCATE 23.4:PRTNT" モ ウケ :" 
PRW:FOR Jz0 TO 3 

RzRND*51:IF CA(R)=1 THEN 250 

CA(R)z1:XzX(J):Yz8:GOSUB 970:A(J)zC:NEXT: AK-QO 

FOR Jz0 TO 3:X=X(J):Y=1 の 9:GOSUB 1070:NEXT 

'M—— INPUT DATA ——"m 

FOR Iz1 TO 3:LOCATE 7*1*8,7:PRINTUSING"NO. 4$"; I/10:NEXT 
LOCATE 18,20:PRINT'7»A*'v»- カケ マス カ ? "::A$=INKEY$(1 ) :PRINT A$:T 


- NZVAL(A$) 


IF TN«1 OR TN>3 THEN LOCATE 18,20:PRINT SPC(17):GOTO 300 
FOR I-7 TO 20 STEP 13:LOCATE 15,I:PRINT SPC(20):NEXT 
LOCATE X(TN),7:PRINTUSING"- $$ -";CC(A(TN)) 

LOCATE 3,7:PRINTUSING"- ## z";CC(A(9)) 

A$z"":LOCATE 18,20:PRINT"425 カケ マス カ ?" 

I$-INKEY$:IF I$-"" THEN 360 

IF I$-:CHR$(13) THEN 430 

IF I$zCHR$(8) AND A$<>"" THEN A$-LEFT$(A$,LEN(A$)-1) ELSE400 
LOCATE 36-LEN(A$),3:PRINT" ":GOTO 420 

IF I$«"Q0" OR I$»"9" OR LEN(A$)>8 THEN 360 

A$-A$4I$:IF LEFT$(A$,1)-"O0" THEN 350 

LOCATE 37-LEN(A$),3:PRINT A$:GOTO 360 

K$-VAL(A$):IF K#<=G# AND K# く > の THEN 450 

A$-"":LOCATE 28,3:PRINT SPC(9):GOTO 350 

LOCATE 18,20:PRINT SPC(11):LOCATE 28,2:PRINT SPC(9):A$-STR$( 
K#) 

LOCATE 38-LEN(A$),2:PRINT RIGHT$(A$,LEN(A$)-1) 

'EE— PLAYER GAME ——Mm 

IF A(TN)z1 THEN AK=1 

TP(1)zCC(A(TN)):A(1)zA(TN) 

R:RND*51:IF CA(R)=1 THEN 500 . 
CA(R)z1:TK(1):TK(1)*1:XzX(TN) :Yz6*TK(1)*2:CONSOLE 8,16,X,7 
IF Y>16 THEN Y=16:LOCATE X,23:PRINT CHR$(13) 

GOSUB 970:CONSOLE: TP( 1 ) =TP( 1 )+CC(C) 

IF TK(1)<4 THEN A(TK(1 ) ) =C 

IF TP(1)»21 AND AK»0 THEN TP(1)-:TP(1)-10:AK-AK-1:GOTO 550 
LOCATE X(TN)*2,7:PRINTUSING"44" ; TP(1) 

IF TP(1)»21 THEN PAUSE 5:GOTO 850 

LOCATE 13-(TN-1)*9,20:PRINT"HM*u- ? "; 
AS$-INKEY$(1):A-INSTR("YyNn",A$):IF A-0 THEN 590 

LOCATE 13-(TN-1)*9,20:PRINT SPC(8) 

IF A«3 THEN 500 

PAUSE 10:AK-0 

'"/H——— DEALER GAME —— E 

TP( の ) =CC(A(9) ) : IF A(0)z1 THEN AK=1 

R=RND*51:TF CA(R)=1 THEN 650 
CA(R)z1:TK(0)zTK(0)41:X-z3:Yz64TK(0) 2: CONSOLE 8,16,3,7 

IF Y>16 THEN Y=16:LOCATE 3,23:PRINT CHR$(13) 

GOSUB 970:CONSOLE: TP( 9 ) =TP( 9 )+CC(C) 

IF TP( の )>21 AND AK>0 THEN TP(0)-TP(0)-10:AK-AK-1:GOTO 690 
LOCATE 5,7:PRINTUSING"$4" ; TP(0) 

IF TP( の 9)>21 THEN PAUSE 5:GOTO 750 

PAUSE 5:IF TP(0)«17 THEN 650 

'""AR—— GAME JUDGE ———8 

IF TP(0)»-TP(1) THEN 850 

IF TK(1)=3 AND TP(1)=21 THEN 780 

IF TK(1)>4 THEN K£$-K4*2^(TK(1)-4) 

GOTO 830 

A-0:FOR I-1 TO 2:IF A(I)«-A(I*1) THEN 800 

A=1:SWAP A(I),A(I*1) 

NEXT:ON A GOTO 780 

FOR I=1 TO 3:IF A(I)-7 THEN NEXT:K$-K4x*3 

FOR I=1 TO 3:IF A(I)-5*1I THEN NEXT: K4$-K4*2 

LOCATE 13-(TN-1)*9,20:PRINT"YOU WIN '":G4-G$ *K& 

SOUND 7,&H3F:SOUND 8,0:PLAY"CIDEDEFEFG*CA«*D«*C":GOTO 870 
COLOR 2:LOCATE 13-(TNz:1)*9,20:PRINT"YOU LOSE":G4-G4 -K4 :K$-0 
COLOR 7:SOUND 7,&H3F:SOUND 8,0:PLAY"4*CIGFDEC" 

IF LEN(STR$(K#) )>19 THEN K4-9999999994 

IF LEN(STR$(G#) ) >10 THEN G$-9999999994 

LOCATE 38-LEN(STR$(K#) ) ,4:PRINT RTGHT$(STR$(K#) , LEN(STR$(K#) 
) 

PAUSE 190:IF G#>0 THEN 160 

'NMiC - GAME OVER — Hm 

T. 1:COLOR 3:LINE(15,10)-(33,16), "*", B:CREV: LINE(16,11)- (3 
5 Pu " ,BF 

COLOR 6:LOCATE 20,12:PRINT"GAME OVER" 

FOR I-1 TO 7:COLOR I:LOCATE 18,14:PRINT"HIT SPACE KEY" 

IF INKEY$-" " THEN CLS:RUN ELSE NEXT: GOTO 940 

'Wiü——— CARD PRINT —- Am 

=R MOD 13+1:B=R\13:TF C=1 THEN AK=AK+1 
COLOR 1:LOCATE X,Y:PRINT" ———" 
FOR I-1 TO 6: LOCATE X,Y*I:PRINT"|! I": NEXT 


(で ) の ショ ー ト プロ ば ー て い ぃ い 


151 


1000 LOCATE X,Y*7:PRINT" ーーー ";:A$zMID$("€6V948",B*41,1) 

1010 IF C-1 OR C>9 THEN B$-zMID$("ATJQK",1-(C?9)*(C-9),1):GOTO 10 
30 

1020 B$-RIGHT$(STR$(C),1) 

1030 COLOR 7+(B=1 OR B=2)*5 

1040 LOCATE X*1,Y*1:PRINT B$;A$ 

1050 LOCATE X*3,Y*6:PRINT A$;B$ 

1060 GOSUB 1110:RETURN 


2. Hi 


f ji. ,T-1:PRI 
1070 COLOR 1:LOCATE X,Y:PRINT" ーー へ" 38 1F (STRIGO) ED d 
1080 FOR I-1 TO 6:IF I MOD 2-0 THEN A$= "MD" ELSE A$-'odx" op IF f 19 ELSE PlsPi-(AS="A") :P2-P2-t 
1090 LOCATE X,Y*I:PRINT"I";:CREVI:COLOR 6:PRINT A$;:CREV:COLOR 1 i INST :PRI 
1100 PRINT"I":NEXT:LOCATE X,Y*7:PRINT'" ———— ":GOSUB 1110:RETURN ME PEE SERE 
1110 SOUND 6,13:SOUND 7,55:SOUND 8,16:SOUND 11,0:SOUND 12,7:SOUN 138 IF Pi AE 208 ge "VER boni” 
D 13,57 158 LO D yh ^: 


1120 COLOR 7:RETURN 

1130 DATA 3,14,22,30 

1140 DATA 11,2,3,4,5,6,7,8,9,10,10,10,10 

1150 DATA 2,2,9,4,12,2,19,4,22,2,37,4,2,6,9,23,12,6,37,23 


ぎっ ちり 詰まっ た 元 の リス ト 


ョ ヨッ ト 


UARB クロ スシ 


10 INIT:CLS4:WIDTH 40 
20 DEFINT A-Z:CLICKOFF:PRW 255:Tz400:LVz1:Xz15:Yz-10 


30 ME$(0)-"BACK TO DOWN LEVEL":ME$(1)-" TRY AGAIN !!":ME$(2)-"LET 
'S GO NEXT LEVEL" 
40 COLORS 


50 AS-STRING$(15,144) 

60 LOCATE5,2:PRINT" r";A$; "4" 
70 FOR I=3 TO 17 

80 J LOCATE 5,I 

90 PRINT"!":SPC(15);"!" 
100 NEXT 

110 LOCATE5,18 

120 PRINT" -";Ag$;"-" 

130 FOR 1=1 TO 2 

140 FOR J=1 TO 35+RND*19 


150 COLOR? : V=6+RND*14・W=3+RND*14 
160 IF SCRN$(V,W,1)<>" " THEN 150 
170 LOCATE V,W:A$zMID$("44",1,1) 
180 PRINTA$ 

190 SPzSP-(A$-"*"):CL-CL-(A$-"&") 
200 NEXT 

210 NEXT 


220 P1z0:P2z0 

230 LOCATE 12,0:PRINT"«« CROSS SHOT >>” 
240 FOR I=1 TO 2 

250 FOR J-1 TO 3 


260 Vz6*RND*14:Wz3*RND*14 

210 IF SCRN$(V,W,1)-" " THEN LOCATE V,W:PRINT MID$("9",1,1) 
280 NEXT 

290 NEXT 


300 LOCATE 23,3:PRINTUSING"LEVEL: ##"; LV 
310 LOCATE 23,5:PRINT'SPADE: 0/";SP 

320 LOCATE 23,7:PRINT"CLUB : 0/";CL 

330 LOCATE 23,9:PRINTUSING"TIME :$4$4";T:PRW 
340 REPEAT 

350 S-STICK(0)*STICK(1) 

360 XzX*((Sz4 AND X>6)-(8=6 AND X«20)) 
370 Y=Y+((S=8 AND Y>3)-(8=2 AND Y«17)) 
380 A$-SCRN$(X,Y,1):IF F-50-T THEN F-0 
390 COLOR1:LOCATE X-1,19:PRINT" + ":COLOR2 
400 LOCATE 4 ,Y-1:PRINT" "; 

410 LOCATE 4 ,Y PRINT | : 


420 LOCATE 4 ,Y*1:PRINT" ";:COLOR7 

430 IF (STRIG(0)*STRIG(1))*(Fz90)-1 ELSE 600 

440 ' { 

450 Vz51*(X-6)*8:Wz354(Y-4)*8 

460 LINE(V,150)-(V,19-(A$«»5" ")*(Y-2)*8),PSET,1 
470 LINE(41,W)-(171*(A$4»" ")*(21-X)*8,W),XOR,2 
480 IM AS " ELSE CLS0:GOTO 590 
490 ?’ { 

500 P1=P1-(A$="$") 

510 P2-P2-(A$z"&") 

520 T-T-(A$z"w")x31 

530 Fz-(A$z"e")xT 

540 LOCATE X,Y 

550 COLOR INSTR("é66$' ,A$) 

560 PRINT"x" 

570 CLS0:BEEP 

580 LOCATE X,Y:PRINT" ":COLOR7 

590 * } 

600 ' ) 

610 T-T-1 


620 LOCATE 30,5:PRINTUSING "$$ "pl 
630 LOCATE 30,7:PRINTUSING" $$" ;P2 
640 LOCATE 29,9:PRINTUSING" $44 ";T 
650 UNTIL t-0 OR pl-sp 
660 CFLASH 1:LOCATE 25,12 
670 LOCATE 25,12 
680 IF P1<>SP THEN A$-"TIME UP" 

ELSE IF P2«»0 THEN A$-"VERY GOOD" 

ELSE A$-"PERFECT'" 

690 ' END IF 
700 PRINT A$;" !'":CFLASH:PAUSE 10 
710 Az(P1-P2)/SP*100:IF A«0 THEN A-0 
720 LOCATE 23,14:PRINT" タタ" 4v) メイ チュ ウリ ツ ハ ":PAUSE 10 
730 LOCATE 24,16:PRINT A;"X Y"'»5" 
740 Az-(A»39 OR LVz1)-(A»69) 
750 LOCATE 20-LEN(ME$(A))/2,22:PRINT ME$(A):PAUSE 50 
760 LVzLVtA-1:T-400-(LV-1)*30:Xz14:Yz9:Fz0:SPz0:CL-0 
770 CLS:PRW 255:COLOR5:GOTO 50 
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@ 8 ビッ ト の 逆襲 

近 誌 面 が ど 一 も X68000 に 喰わ れ て し まっ て い 
る よう な 気 が す る 」,「Oh 1 X は X68000 だ け の 雑誌 で 
は な い 」 と いう お 便り を 目 に する こと が 多い 今日 
この ご ろ で す 。 そ りゃ 8 ビッ ト の 64K バ イト の メモ 
り に 比べ れ ば X68000 の IM バイ ト は お いし いし , グ 
ラフ ィ ッ ク は ジョ ー ダ ン じ ゃ な いく らい 凄い し 
スプ ライ ト は …… 。 そう , 確か に マシ ン の 機能 だ 
け を 見 れ ば , 天 と 地 ほ どの 差 が あり ます 。 で も , 
ブロ グラ マ の 心意気 っ て そん な も の で は な いと 思 
JOTT, 

S-OSl4 7 O0 YF 1 PTRRERA, プ ブログ ラマ の 
心意気 に よっ て 支え られ て きた 企画 で す 。 最 近 市 
販 さ れる ゲー ム な ど を 見 て 思う の は , この 人 た ち 
は 作っ て いて 面白 い の だ ろう か と いう 疑問 で す 。 
グラ フィ ッ ク は 凄い 。 サ ウン ド も 並 じ ゃ な い 。 で 
も ゲー ム の 基幹 を な す ア イデ ア は , どこ か で 見 た 
こと が ある よう な も の ば か り 。 な ん だ か 重箱 の 隅 
を つつ き 合 っ て いて , EYDE `) BEAU d 
うに あふ れ て いる の で は な いか 。 そ ん な 気 が し ま 
す 。 先月 発表 し た TTI 用 の ゲー ム が で きま し た 。 緑 
や ビン ク の アン マン で な く 。 カ レー マン の よう な 
この ゲー ム , 楽し ん で みて くだ さい 。 


バズ ル ゲ ー ム PUSH BON! 
@ バ ズル ゲー ム PUSH BON! 

思考 型 パ ズル ゲー ム に は いろ いろ な 形 の も の が 
あり ます 。 障害 物 を 押し の け て (ある い は 回 避 し 
て ) 目的 の 物 を 手 に 入れ る と いう の も その ひと つ 


で す 。 こ の PUSH BON (4, アー ケー ド ゲ ー ム の ペン 
Tk, パソ コン ゲー ム の 倉庫 番 を 足し て 2 で 割っ 
た よう な ゲー ム で す 。 

自分 自身 を 表す 矢印 を 4 方 向 に 移動 させ , 目的 の 
ブロ ッ ク を 押し の け て , マー ク の 付い て いる ブロ 
ッ ク を | 列 に 並べ れ ば いい と いう 単純 な ルー ル な が 
D, ひと ひね り 加 わっ て いる こと に より , ひと 筋 
縄 で は いか な い 難 し さ が あ り ま す 。 そ れ は は, 
I) 押し の けた ブロ ッ ク は , 別 の ブロ ッ ク か 壁 に 
当たる まで 押し た 方 向 に 移動 し 続け る 。 
2) 押し の けた ブロ ッ ク に L(Left) と か R( Right) と 
か 書い て ある 場 
ロッ ク が , 書い て ある 文字 の 方 向 に 飛 
と いう 2 つの ルー ル に より ます 。 

ま , いい や , と りあ え ず や っ て みよ う 。 と 思っ 
て 安易 に 始め た と ころ , た ち ま ち 身 動き が と れ な 
た が っ て し まい まし た 。 

秋 の 夜長 に ぴっ た り の ゲー ム で す 。 ぜ ひ プ レイ 
し て で あみ で くだ きい 。 


ば され る 。 


合 は , その ブロ ッ ク に 当たっ た プ ブ 


まま まま まま そま すま ま まま まま まる も も も も も MN à 
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@S-0S の 系 譜 (4) 

読者 投稿 の 第 2 弾 と か っ た の は , 当時 の 情報 処 
理 試験 で アセ ンプ ブラ の 対象 と な っ て いた CAP-X& 
対象 と し た CAP-X85 で す 。 

この ブロ グラ ム は 仮想 上 の ター ゲッ トマ シン で 
ある COMP-X の シミ ュ レ ーション を 行う 部 分 と , 
COMP-X の アセ ンプ ブリ 言語 を COMP-X の マシ ン 語 に 
変換 する アセ ンプ ブラ で ある CAP-X, そし て , プ ブログ 
ラム を 書く た め の エ ディ タ が セッ ト に な っ た も の 
で す 。 こ の プロ グラ ム の お か げ で , 情報 処理 試験 
第 2 種 の アセ ンプ ブラ は 完璧 だ っ た と いう うれ し い 
お 便り も 届い た も の で す 。 

また , 12 月 号 で は 論理 型 プ ログ ラミ ング 言語 
し て 有名 な Prolog が 発表 され まし た 。Prolog は これ 
まで も , BASIC 版 , BASIC 十 マシ ン 語 版 (MZ-1500 用 ) 
が 発表 され て いた の で , S-0S 対 応 版 が いつ 出る か , 
期待 され て いた と ころ で す 。 ブ ログ ラム の 実行 手 
順 を 記述 する の で は な く , 目的 を 達成 する た め の 条 
件 だ け を 書い て いけ ば , コン ピュ ー タ が 勝手 に 推 
論 し て くれ る Prolog に は 独特 の 味 が あり , ファ ン も 
多い よう で す 。Prolog-85 に 付属 する エディ タ は , 
ZEDA な ど で 採 用 され て いた | 文字 の コマ ンド か ら , 
BASIC の よう に わか りや すい コマ ンド へ と 変更 さ 
れ て お り , し か も , その 省略 型 ま で サポ ー ト され 
る と いう 本 格 的 な も の で し た 。 

S-0S は ソフ トウ ェ ア 資 産 の な い , まっ た く ゼ ロ 
の 状態 か ら ス ター ト し た わけ で す が , ここ に 至っ 
て Lisp, Prolog, と いう 人 工 知能 指向 の 2 つの 高級 
言語 . アセ ン ブ プラ, デバ ッ ガ , ソー スコ ー ド ジェ 
ネ レ ー タ と いう マシ ン 語 の 3 つの 神器 な ど な ど , 
共通 シス テム と し て 本 格 的 な アプ リケーション が 
揃っ て きま し た 。 

ノ フ ト の な いう ち は 信 用 で き な い と , S-0S の 動 
向 を し ば らく 黙っ て 見 て いた 読者 の 方 の バッ ク ナ 
ン バ ー の 注文 が 相次ぎ , Oh | MZ 史 に 残る 早 さ で バ 
ッ ク ナン バー が 在庫 切れ を 起こ し た の も この こ ぁ 
で す 。 定 価 の 2 倍 , 3 倍 の プレ ミア ム が つい て の 取り 
引き まで 現れ , S-0S の 再掲 載 あ る い は バー ジョ ン 
アッ プ 版 の 早期 発表 が 望ま れ ま し た 。 
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山田 純二 


アル ゲーム 「PUSH BON」 が で きま し た 。 
ゲー ム 内 容 は , 矢印 を 使っ て フィ ー ル ド 内 
の フロ ッ ク を は じき 飛ば し , “*" マ ー ク の 
つい た ブロ ッ ク を 3 つ 、 縦 か 横 に 並べ る も 
画 用 リ ア と いう も の で す 。 よ くわ か ら な い 
人 は ちょ っ と ペン ゴ ご を 複雑 に し た よう な 感 
上 思っ て お いて くだ きい 。 
これ だ け の 説明 だ と 簡単 そう に 思わ れ 
よ プ が 実際 人 は 。 な か な か ハー ド で 
* だ た だ え の あ る ゲー ム に な っ て いま す 。 
C, この 言葉 が 真実 か どう か 確か め 
た ら , 入力 し て 遊ん で みて ね 。 


入力 方 法 と キー 操作 


メイ ンプ ログ ラム は 素直 に TTI の エディ 
タ で 入力 すれ ば よい の で す が , E-MATE な 
ど 別 の エディ タ を 使用 する 場合 は , 必ず 実 
行 前 に ヌメ コマ ンド で テキ スト 格納 先頭 アド 
レス の 設定 を や . り 直す の を 忘れ な いで くだ 
きい 。 面 グ データ は オブ ジェ クト の か た ち に 
な っ て いま す の で MACINTO- じ な どの ツー 
ル を 使っ て 入力 し て くだ さい 。 実行 方 法 は 
面 グ ゲー タ を ロー ド 後 TTI に 移り テキ スト を 
ロー ド し て か ら 。 

G [リタ ー ン |] 

て 実行 て きま す 。 

この プロ グラ ム は TTI の 拡張 命令 を 多用 


R1 変数 表 
X, Y カー ソル の 座標 
S ステ ッ プ 数 
D カー ソル の 方 向 
R ラウ ンド 
G 残り ライ フ 
9F00H 一 仮想 VRAM 
A000H 一 


面 デ ー タ 
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今回 は , 前 回 作成 し た TT 用 の パズル ゲー ム の 紹介 で す 。T TI 特有 
有 の 拡張 命令 を 多用 し て いま す の で TTO と の 比較 な どの 学習 に 
も 役立つ で し ょ う 。 ま た , ゲー ム 自 体 も な か な か や り ご た え の あ 
る も の に な り ま し た の で , ぜひ 入力 し て みて くだ さい ね 。 


し て いる の て この まま て は UIC て エン パ バ 
イル で きま せん 。 速度 的 に は イン タプ リタ 
で も ほとん ど と 問題 な いと 思わ れ ま す が , A 
に いら な い 人 は 各自 で 展開 し て いっ て くだ 
ss 

キー 操作 は K を 中 心 と し た 1, M,J, L キ ー 
C, 矢印 の 上 下 左右 の 移動 。 スペ ー ス キー 
で 矢印 の 前 に ある ブロ ッ ク を PUSH し ます 。 
を し て G キ ー で ギブ アッ プ ! 行き 詰まっ 
て どう に も な ら な か っ た とき に , 面 の 初め 
か ら や り 志 し ます 。 ギ ブ ア ッ プ す る た びに 
LIFE が ひと つ ず つ 減 っ て いき LIFE が 0 に 
だ な る と ゲー ム み オ ー バ パー も な り ま す 。 

あと ょ と STEP と いう の が あっ て , これ は ブ 
ロッ ク を 1] 回 PUSH す る と , ひと つ ず つみ カ 
ウン ト さ れ で て いき 255 回 で 1 回 ギブ プア ッ プ 
と な か ます 。 

キー 入力 は (ラベ ル 名 で ) 13 行 目 か ら で 
TOT, 自分 の 機種 で 使い や すい よう に 書 
き 和 本 た で お ( も よい て し よう 。 ブ ログラム 
を 改造 する と き に は , 変数 の 受け 渡し や 仮想 
VRAM の アド レス な ど に 気 を つけ る よう に 
LX CI ovs 


ルー ル の 説明 


を れ で は ゲー ム の ルー ル の 解説 を し て い 
きま し ょ う 。 ま ず プ ブロ ッ ク は 全部 で 5 種類 
あり ます 。 十字 型 を し だ ブロ ッ ク は 障害 
で 動か が かず こと は で きま せん 。 

“ ” “まま "マー ク の プロ ッ ク は ふつ うう 
の ブロッ ク 。 で 次 に R,L マ ー ク の 書か れ だ た 
ブロ ッ ク が 曲 者 な ん で す 。 

まず 。R, 上 の プ ブロッ ク を は ほか の プ ブロック 
に 当て だ 場合 は ( 図 1), 当て られ た は ほう の 
ブロ ッ ク が R,L ブ ロッ ク の 押さ る れ て きか た 方 
向 に 対し て 右 ま た だ は 左 方向 に は じき 飛ば る 
ます ず 。 | 

AREL“ 7, "x" マー ク の ブロッ 
ク が R,L マ ー ク の プロ ッ ク に 当たっ た 場合 は 
( 図 2), 押さ きれ て きた ほう の ブロ ッ ク が 目 
分 の 進ん で きた 方 向 に 対し て 右 ま た は 左 方 
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向 に は じき 飛ば る れ ま す 。 

この 規則 は プ ブロッ ク が 10 回 以上 跳ね 返る 
b, 行き 場 が な 《 く な る まで 働き 続け ます 。 
il, 静止 し て 隣り あっ た ブロ ッ ク も この 
規則 で 動か すこ と が で きま す 。 

ここ の と ころ が 少し 複雑 で この ゲー ム の 
面白 いと ころ な ん で す 。 一応 , 10 面 に 練習 
面 を 作っ て お きま し た の で , 思う 存 分 自分 
で 納得 の いく まで ブロック を つつ きま 《 っ 
光る の Mo 

ELEC, ゲー ム の 説明 も 終わ り で す 。 あ 
と は 読者 の 皆さん が それ ぞ れ 遊ん で くれ て , 
愛読 者 ハガキ に ひと 言 で も いい か ら こ の ゲ 
ー ム の 感想 で も 書い て くれ る と 非常 に うれ 
し いで すね 。 


パズル ゲー ム を 作ろ つ 


>* ダ ズル ゲー ム を 作る 楽し き は な ん と いっ 
て も , 他人 に プレ イ し て も ら っ て 自分 の 作 
り 上 げた 不条理 な 世界 で も が くるま を 見 る 
こと で し ょ う 。 ちょ っ と 陰険 か も し れ ま せ 
ん が , 他人 が 困っ て いる 姿 を 見 る の は 楽し 
いも の で て です 。 

CL, 8SHTTS I6 cotat 
D, パズル ゲー ム と は 発想 の 問題 な の で , 
きち ん と 規則 を まとめ て いけ ば 初心 者 に も 
必ず 完成 きせ る こと が で きる は ず で す 。 し 
か し , 気 を つけ な けれ ば な ら な い の は , sx 
成 し た ルー ル が 自分 に し ヵ か 理解 で き ない, 
も し 〈 く は 説明 に 時 間 が か か りす ぎ て し まう 
よう か さと た に な だ ならない よう に ずる こと て す 。 


図 1 


せっ か 〈 く 作り あげ た ゲー ム を 
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- ws w* vs 


’C’ WIDCH 40 
¿MAIN ROUTINE 


GOSUB 990 IF G=9,21 
GOSUB 965 GOSUB 970 
GOTO 11 


誰 も 見 向き も 
じ て て で て れ な いな ん て 悲し いで す が ら わ ね 。 
最後 に TTC を 使っ た と き に 類 わ し か っ た 
IF 文 の 嵐 も @ー 文 の むか げ で すっ きり し ま 


か な ? 


L マー ク の プロ 
ッ ク を 右 方 向 に 
PUSH す る と ・… 


ぶつ けら れ た ほ 
う の ブ ロッ ク が 
上 方 向 (進行 方 
向 に 対し て 左 ) 
に 進む 


KS 


.Rz0 ;ROUND 10 PRACTICE MEN 
9 
GOSUB 975 .G=5  GOSUB 980 
GOSUB 965  GOSUB 970 
10 
LOCATE 25,15 "PUSH ANY KEY!'" 
LOCATE 25,15 " 
IF (Gz0,10 
11 
.T=0 は .Y-0 .D=0 .8:0 
GOSUB 980 BELL 1 
12 
.B=0 GOSUB 900 GOSUB 953 GOSUB 993 
.Bz6 GOSUB 953 
13 
.Kz(G IF K-0,13 
IF K-'4,455 
IF K-'6,456 
IF K-'8,458 
IF K= 2.457 
IF K-'G,20 
IF K#' ,13 
GOSUB 300 INC S 
.A=0 ADC A IF A£$0,20 
GOSUB 899 
GOSUB 250 IF O#0,23 
GOSUB 255 IF O# の 9,23 
14 
GOSUB 109009 
GOTO 13 
;GIVE UP!!! 
20 
LOCATE 6,11 " " 
LOCATE 6,12 " GIVE UP!! M 
LOCATE 6,13 " T 
DEC G GOSUB 980 BELL 2 
25 


図 ど 


l し て まで て 命令 の 拡張 を 行う 必要 が ある の 
ょ 想っ て いま し た が ,、 結局 これ ら 


の 命令 に 助け られ る こと に な っ て し まい ま 
初め の うち は TTC と の 完全 コン パチ を な し だ た 。 と な る と , 拡張 命令 を ん サポー ト し た 
TTC 十 十 ( イ ング クリ メン ト ) が は ほしく な る ん 
だ よ な あ 。 赤 か 作っ て くれ ませ ん 『? 


;GAME OVER 

21 
LOCATE 6,11 "* * * * * * ネリ 
LOCATE 6,12 " *GAME OVER* " 
LOCATE 6,13 "x * * * * * x" 
BELL 3 

22 

IF (G#’' ,22 

.R=0 GOTO 9 


;ROUND CLEAR 
23 


LOCATE 6,11 "* を * t * t オビ 
LOCATE 6,12 " ROUND CLEAR " 
LOCATE 6,13 "* * * X * * t" 
BELL 3 
24 2 

IF (G4' ,24 : 

INC R IF R«10,25 

.Rz0 GOTO 25 


;* BLOCK YOKO CHECK 
250 ; 
.Hz$9F .Iz:00  .0-00 
.Az7 REPEAT 
.Cz5 REPEAT 
WIND2 H,I .J-] 


@IF J-4 PUSH I PUSH H GOSUB 251 POP H 


DEC C . エ = エ +1 ADC H 
UNTIL C= の 
.IzI*2 ADC H DEC A 
UNTIL A= の ひ 

RETURN 


< 上 エ = エ +1 ADC H WIND2 H,I 
。 び = ] IF J#4,254 
DEC L IF L4$0,252 
.,0z10 
254 
RETURN 


;* BLOCK TATE CHECK 
255 
.:Hz$9F .I:00 .0-:00 
.Az7 REPEAT PUSH H PUSH I 
x・C=5 REPEAT 
WIND2 H,I .J=] 


PUSH BON! 


R マ ー ク の プロ 
ッ ク に 向かっ て 
左 方 向 か ら 別 の 
ブロッ ク を PUS 


ぶつ けた ほう の 
ブロッ ク が 生 方 
向 (進行 方 向 に 
対し て 右 ) に 進 
む 


POP I 
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TANIS ESS JHL 


| 105 @IF J-4 PUSH I PUSH H GOSUB 256 POP H POP I 199 370 


|. 106 DEC C .I-I*7 ADC H 200 GIF T»10 .T-0 RETURN 
107 _ UNTIL Cs0 _ 201 INC T : 
| 108 _ POP I POP H : : : 202 GIF U^4 RETURN 
^ 109 > 上 = ェ よ +] ADC H DEC A 203 IF J=2,371 
Tibob UNTIL A= の 9 _ (c 204 IK Je は は 376 
^ 111  . RETURN C 205 IF U=2,374 
112 206 IF U:3,377 
113 256 ] 207 RETURN 
114 X .b-2 208 
115 257 : 209 
116 .IzIt7 ADC H WIND2 H,I 210 ;LEFT BLOCK 
117 J=] IF J#4,258 211 371 
118 DEC L IF L40,257 212 GOSUB 385 
119 .0210 213 372 
120 258 2l J=U .X=V .Y=W 
121 _ RETURN 215 @GOTO D*5+151 
122 216 374 
123 217 GOSUB 385 @GOTO D*5+151 
124 ; BLOCK PUSH 218 
125 300 219 ; 
126 .T<Q 220 ;RIGHT BLOCK 
127 PUSH X PUSH Y PUSH D 221 376 
128 eGOSUB D*5+159 _ 222 _ GOSUB 386 GOTO 372 
129 POP D POP Y POP X 223 377 
130 BELL 1 224 GOSUB 386 @GOTO D*5+151 
131 RETURN 225 
132 226 
133 . 227 ;DIR LEFT TURN 
134 ;BLOCK UP PUSH 228 385 
135 150 229 DEC D (GIF D>121 .D=3 
136 eIF Y«2 RETURN 230 RETURN 
137 DEC Y GOSUB 952 .J-B : 231 
138 @IF J-5 RETURN 232 
139 @TF J= の 9 DEC S RETURN 233 ;DIR RIGHT TURN 
140 151 234 386 
141 .Qz:Y DEC Y IF Q«1,352 235 INC D (GIF D-4 .D-0 
142 GOSUB 952 IF B#O,162 236 RETURN 
143 GOSUB 390 231 
144 GOTO 151 238 
145 352 239 ;BLOCK ERASE MOVE 
146 .YzQ .B=J GOSUB 953 240 390 
147 RETURN 241 PUSH Y .Bz0 .Y-Q GOSUB 900 .B-0 GOSUB 953 
148 - 242 POP Y .B-J GOSUB 900 
149 243 RETURN 
150 ;BLOCK RIGHT PUSH 244 391 
151 155 245 PUSH X .Bz0 .X-P GOSUB 900 .B-0 GOSUB 953 
152 人 @TF X>4 RETURN 246 POP X .B=J GOSUB 900 
153 INC X GOSUB 952 .J-B 247 RETURN 
154 @IF J=5 RETURN 248 
155 @TF J= の DEC S RETURN 249 
156 156 250 ;CURSOR LEFT 
157 .PSX INC X IF X26,357 251 455 
158 GOSUB 952 IF B#0,167 252 > は IF X-0,12 
159 GOSUB 391 253 PUSH X .X-X-1 GOSUB 952 
160 GOTO 156 254 eIF B#0 POP X GOTO 12 
161 357 255 454 
162 .XzP 。B=J GOSUB 953 256 .Q-X POP X .B-0O 
163 RETURN . 257 GOSUB 900 .B-0 GOSUB 953 
164 258 .XzQ GOSUB 993 .B-6 GOSUB 953 
165 259 GOTO 14 
166 ;BLOCK DOWN PUSH 260 
167 160 261 
168 GIF Y>4 RETURN 262 ;CURSOR RIGHT 
169 INC Y GOSUB 952 .J-B 263 456 
170 @TF J-5 RETURN 264 Ds] IF X-:5,12 
111 CIF J-0 DEC S RETURN 265 PUSH X .X=X+1 GOSUB 952 
172 161 : 266 IF B= の ,454 
173 .QsY INC Y IF Y56,352 267 POP X 
174 GOSUB 952 IF B#0,162 268 GOTO 12 
175 GOSUB 390 269 
176 GOTO 161 210 
177 162 271 ;CURSOR DOWN 
178 WsyY .VSX QUSB .Y-Q .B-J 272 451 
179 GOSUB 953 GOTO 370 273 Ds2 IF Yz6,12 
180 274 PUSH Y .Y=Y+1 GOSUB 952 
181 215 eIF B#O POP Y GOTO 12 
182 ;BLOCK LEFT PUSH 276 453 
183 165 _ 277 .Q=Y POP Y  .B=Q 
184 GIF X«2 RETURN 278 GOSUB 900 .B-0 GOSUB 953 
185 DEC X GOSUB 952 .J-B : 219 .YzQ GOSUB 993 .Bz6 GOSUB 953 
186 GIF J-5 RETURN 280 GOTO 14 
187 GIF J-0 DEC S RETURN : 281 
188 166 282 
189 .P=X DEC X IF P<1,357 283 ;CURSOR UP 
190 GOSUB 952 IF B#0,167 284 458 
191 GOSUB 391 285 .D=0 IF Y=0,12 
192 GOTO 166 286 PUSH Y .Y-Y-1 GOSUB 952 
193 167 : 287 IF B-0,453 
194 、WaY .V=X .UsB .X-P .B-J 288 - POP Y 
195 | GOSUB 953 GOTO 370 289 GOTO 12 
| 1985 _ | 290 
1917 : 291 
. 198 ;BLOCK WO HAJIKU | 292 ;BLOCK PRINT 


PEAT, 教室 の 床 に な いて あっ た ビン に 入っ た 薄 緑 色 の 水彩 絵の具 を 飲ん で こう いっ 
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359 
360 
361 
362 
363 
364 


365 


366 
_ 367 
368 
369 


370 


311 
372 
373 


900 
.A=X*3+2 .CzY*3*2 LOCATE A,C 
GIF B>5 .B-0 
IF B£$5,902 


" tt " "n 
* 


CHR $7B 
CHR $7B '".^ 


" CHR $7B 
CHR $7B CHR $7B 
RETURN 
902 
IF B#0,901 
" " !'DLLL' " " 


'DLLL' 
"DLLL' 


"BELLE! " T 
RETURN 
901 
Yjet” 'DLLL' "T 7" "ps4" 
LOCATE A*1,C*1 
@GOTO B+59 
RETURN 
60 
" " RETURN 
61 
" L" 
62 
"R t 
63 
"a" 


'"DLLL' 


RETURN 
RETURN 
RETURN 


;KVRAM ADRESS 
950 
A=$9F .C-00 .FzY 
C=C+X ADC A 
IF Fz0,951 
REPEAT 
.CzC*7 ADC A 
DEC F 
UNTIL F=0 
951 
WIND2 A,C 
RETURN 


;KVRAM READ 
952 


GOSUB 950 .B-] RETURN 


;KVRAM WRITE 
953 
GOSUB 950 .]=B RETURN 


;MEN ADRESS 
960 
.Hz$A0 .I=00 IF R-0,961 
.DzR 
REPEAT 
DEC D 
UNTIL D= の 0 
961 
RETURN 


;MEN TENSOU READ 
965 : 
GOSUB 960 .A-$9F 
.Fz50 REPEAT 
WIND2 H,I .B-] 
WIND2 A,C .]-B 
・ エ = エ +1 ADC H .C=C+1 ADC A 
DEC F 
UNTIL F-0 
RETURN 


.,Cz00 


; MEN PRINT 
970 
.Yz0 REPEAT 
.X-0 REPEAT 
| GOSUB 950 .B-] 
.GOSUB 900 


374 INC X UNTIL X=7 

375 INU Y UNTIL Y1 

376 RETURN 

377 

378 

379 ; WAKU PRINT 

380 975 

381 LOCATE 1,1 .A:23 

382 REPEAT  "*" DEC A 

383 UNTIL A-0 

384 .Yz2 REPEAT 

385 LOCATE 1.Y "+" 

386 .Àz21 REPEAT " " DEC A 
387 UNTIL Ac9 "+" 

388 INC Y UNTIL Y=23 

389 LOCATE 1,23 .4A-23 

390 REPEAT "*" DEC A 

391 UNTIL A= の 

392 RETURN 

393 

394 

395 ;SCREEN PRINT 

396 980 

397 GOSUB 990 

398 GOSUB 899 

399 GOSUB 992 

400 GOSUB 991 

401 RETURN 

402 

403 

404 ;TITLE PRINT 

405 990 

406 LOCATE 25,2 " @@ @@e@ @@ " 
407 LOCATE 25,3 "e @ 
408 LOCATE 25,4 "@ PUSH BON! @ 
409 LOCATE 25,5 "e E 
410 LOCATE 25,6 " @@  @e@  @@ 
411 LOCATE 25,21 "FOR TTI" 

412 LOCATE 27,23 "BY J.YAMADA" 
413 RETURN 

414 

415 

416 ;STEP PRINT 

417 899 

418 LOCATE 26,8 "STEP " PRTI S 
419 RETURN 

420 

421 

422 ;ROUND PRINT 

423 991 

424 LOCATE 26,12 "ROUND " PRTI R 
425 RETURN 

426 

427 

428 ;LIFE PRINT 

429 992 

430 LOCATE 26,10 "LIFE ^" PRTI G 
431 RETURN 

432 

433 

434 ;DIRECTION PRINT 

435 993 

436 LOCATE X*342,Y*342 

431 @GOSUB 59+D 

438 RETURN 

439 50 

440 ‘RR’ '" 'DL' "I" ‘DL’ "I" 
441 RETURN ; 
442 51 

443 'D' "-->" RETURN 

444 52 

445 IR? "ye? DL?! "T" 'DL' "yn 
446 RETURN 
447 53 

448 'D' "<--" RETURN 

449 

450 

451 ;WAIT 

452 1000 : 
453 .Wz100 REPEAT .W-W-1 UNTIL W-0 
454 RETURN 


090 00 00 00 
03 00 01 00 


6 04 02 01 03 
| 00 05 00 00 
| 00 00 00 00 
| A028 

A030 


00 01 00 03 
00 00 00 05 


00 
04 
05 
00 
00 
00 
00 


00 
00 
00 
00 
00 
00 
00 


90 
の 0 


94 
00 
00 


** 9*9 


| 00 : 
| 00 * 


Li 
* 
* 
* 
* 


00 
08 
14 
07 


: 05 


04 


: 05 


A038 
A040 
A048 
A050 
A058 
A060 
A068 


04 
00 
03 
01 
05 
の 0 
00 


09 02 
の 1 00 
01 03 
02 00 
00 00 
02 00 
の 9 01 


> 僕 は 二 十 世 紀 梨 ドリ ンク が 好き で す 。 駅 に いっ た ら よ く 買 っ て 飲み ます 。 


DIA 


00 
01 
01 
00 
の 0 
00 
05 


01 
00 
90 
00 
00 
00 
04 


90 
90 
の 0 の 
00 
00 
90 
の の 


(21) 山口 県 


04 
00 
00 
95 
00 
00 
03 


90 01 04 00 01 00 00 : 06 


00 : OB A070 00 

01 : 03 A078 03 01 00 05 00 00 00 99 : 09 
02 : 0A --——————— "A" meth eter l 
04 : 0C SUM: 17 OF 09 1B OE 01 14 OB BBEO 
00 : 05 ; 

00 : 02 A080 02 00 01 00 04 00 05 00 : OC 
00 : OD A088 03 00 00 00 00 99 99 00 : 03 

PUSH BON! 757 
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B546 月 号 

序論 共通 化 の 試み 

第 1 部 S-0S"MACE" 

第 2 部 Lisp-85 イ ンタ プリ タ 

第 3 部 チェ ッ ク サ ム プ ログ ラム 

還 85 年 7 月 号 

第 4 部 マシ ン 語 プ ログ ラム 開発 入門 
第 5 部 エディ タ ア セン ブラ ZEDA 

第 6 部 デバ ッ グ ツー ル ZAID 

黄 85 年 8 月 号 

第 7 部 ゲー ム 開 発 パ ッ ケ ー ジ BEMS 
第 8 部 ソー スジ ェ ネ レー タ ZING 

証 85 年 9 月 号 

イン タラ プ ト S-0S 番 外地 

第 9 部 マシ ン 語 入 力 ツ ー ル MACINTO-S 
第 10 部 Lisp-85 入 門 (|) 
m5101 A3 

第 11 部 仮想 マシ ン CAP-X85 
連載 Lisp-85 入 門 (2) 
m5115 

連載 Lisp-85 入 門 (3) 

園 85 年 12 月 号 

第 12 部 Prolog-85 発 表 
N96: 1 月 号 

第 13 部 リロ ケー タブ ル の お 話 
第 14 部 FM 音源 サウ ンド エディ タ 
BE? 月 号 

第 15 部 S-0S "SWORD" 

第 16 部 Prolog-85 入 門 (|) 

mF? 月 号 

第 17 部 magiFORTH 発 表 

連載 Prolog-85 入 門 (2) 

m4 月 号 

第 18 部 思考 ゲー ム JEWEL 

第 19 部 LIFE GAME 

連載 基礎 か ら の magiFORTH 
連載 Prolog-85 A F3(3) 

m 5 月 号 

第 20 部 スク リー ン エ ディ タ E-MATE 
連載 実戦 演習 magiFORTH 

画 86 年 6 月 号 

第 21 部 Z80TRACER 

第 22 部 magiFORTH TRACER 

第 23 部 ディ スク ダン プ & エ ディ タ 

第 24 部 “SWORD” 2000 QD 

連載 対話 で 学ぶ magiFORTH 
特別 付録 PC-8801 版 S-0S"SWORD" 
B7 月 号 

第 25 部 FM 音源 ミュ ー ジ ッ ク シ ステ ム 
付録 「FM 音 源 ボ ー ド の 製作 

連載 計算 力 ア ッ プ の magiFORTH 
特別 付録 SMC-777 版 S-0S"SWORD" 
| [IEEE 

第 26 部 対局 五目 並べ 

第 27 部 MZ-2500 版 S-0S"SWORD" 
画 86 年 9 月 号 

第 28 部 FuzzyBASIC 発表 

連載 明日 に 向かっ て magiFORTH 


158 on x 19891. 


SUM: 12 0A 07 OE 15 18 15 20 4B66 


A180 00 05 00 00 00 00 00 04 


A188 00 00 00 01 00 00 00 00 : 


A190 03 00 01 00 03 00 00 00 
A198 02 00 02 00 00 01 05 01 
AlAO0 04 01 05 04 00 00 02 01 
A1A8 02 00 00 00 03 00 01 00 


09 
01 
07 
OB 
11 
06 


主機 種 共通 シス テム イン デック ス 


園 86 年 10 月 号 
第 29 部 ちょ っ と 便利 な 拡張 プロ グラ ム 
第 30 部 ディ スク モニ タ DREAM 
第 31 部 FuzzyBASIC 料理 法 く 1> 
証 86 年 11 月 号 


第 32 部 パズル ゲー ム HOTTAN 
第 33 部 MAZE in MAZE 

連載 FuzzyBASIC 料理 法 く 2> 
園 86 年 12 月 号 


第 34 部 CASL & COMET 
連載 FuzzyBASIC 料理 法 <3> 


W1 月 号 
第 35 部 マシ ン 語 入力 ツー ル MACINT0-C 
連載 FuzzyBASIC 料理 法 く 4> 

較 87 年 2 月 号 
第 36 部 アド ベン チャ ー ゲ ー ム MARMALADE 
第 37 部 テキ アベ 作成 ツー ル CONTEX 
園 87 年 3 月 号 

第 38 部 魔法 使い は アニ メ が お 好き 

第 39 部 アニ メー ショ ン ツ ー ル MAGE 


付録 "SWORD" 再掲 載 と MAGIC の 標準 化 


EL 月 号 
第 40 部 INVADER GAME 

第 41 部 TANGERINE 

B45 月 号 

第 42 部 S-0S“SWORD" 変身 セッ ト 

第 43 部 MZ-700 用 "SWORD" を QD 対応 に 
較 87 年 6 月 号 


イン タラ プ ト コン パイ ラ 物 語 

第 44 部 FuzzyBASIC コン パイ ラ 

第 45 部 エディ タ ア セン ブラ ZEDA-3 

園 87 年 7 月 号 

第 46 部 STORY MASTER 

馬 87 年 8 月 号 

第 47 部 パズル ゲー ム 碁 石 拾い 

第 48 部 漢字 出力 パッ ケー ジ JACKWRITE 
特別 付録 FM-7/77 版 S-OS"SWORD" 
園 87 年 9 月 号 

第 49 部 リロ ケー タブ ル 逆 アセ ンプ ブラ Inside-R 
特別 付録 PC-8001/8801 版 S-OS"SWORD" 
B875E10H 

第 50 部 tiny CORE WARS 

885188 FuzzyBASIC コン パイ ラ の 拡張 

第 52 部 X1turbo 版 S-0S"SWORD" 

還 87 年 11 月 号 

序論 。 神話 の な か の マイ クロ コン ビュー タ 
付録 S-0S の 仲間 た ち 

第 53 部 も う ひ と つの FuzzyBASIC 入門 

第 54 部 ファ イル アロ ケー タ & ロ ー ダ 

イン タラ プ ト  S-0S こち ら 集 中 治療 室 

第 55 部 BACK GAMMON 

較 87 年 12 月 号 


第 56 部 ター トル グラ フィ ッ ク バ パッ ケー ジ TURTLE 


第 57 部 X1turbo 版 "SWORD" アフ ター ケア 
ライ ンプ リン トル ー チ ン 

特別 付録 PASOPIA7 版 S-0S"SWORD" 

m1 月 号 

第 58 部 FuzzyBASIC コン パイ ラ ・ 奥 村 版 


付録 ^ 石上 版 コ ン パ イラ 拡張 部 の 修正 


mF? 月 号 
第 59 部 シュ ー テ ィング ゲー ム ELFES 


00 : 07 
00 : 00 
00 : OB 
03 11 
02 : 17 
03 : OE 
00 : 05 
00 : 00 
00 : 04 
00 : 00 
QE 29EB 
03 : QA 
03 : OD 
04 : 07 
04 : 50 
OE C958 


mE 3 月 号 
第 60 部 構造 型 コ ン パ イラ 言語 SLANG 
| [IEEE - 


第 61 部 デバ ッ ギ ング ツー ル TRADE 


第 62 部 シミ ュ レ ーション ウォ ー ゲ ー ム WALRUS 


園 88 年 5 月 号 ー 


第 63 部 シュ ー テ ィング ゲー ム ELFES II 
第 64 部 地底 最大 の 作戦 


画 88 年 6 月 号 
第 65 部 構造 化 言語 SLANG 入門 (1) 


第 66 部 Lisp-85 用 NAMPA シミ ュ レ ーション 


m7 月 号 


第 67 部 マル チ ウ ィ ン ド ウド ライ バ MW-1 
連載 構造 化 言 語 SLANG 入門 (2) 

| IESU 月 号 

第 58 部 マル チ ウ ィ ン ド ウエ ディ タ WINER 
園 88 年 9 月 号 


第 69 部 超 小 型 エ ディ タ TED-750 
第 70 部 アフ ター ケア WINER の 拡張 
園 88 年 10 月 号 


第 71 部 SLANG 用 ファ イル 入出 力 ラ イブ ラリ 


第 72 部 シュ ー テ ィング ゲー ム MANKAI 
園 88 年 11 月 号 

第 73 部 シュ ー テ ィング ゲー ム ELFES N 
還 88 年 12 月 号 


第 74 部 ソー スジ ェ ネ レー タ SOURCERY 


m1 月 号 
第 75 部 パズル ゲー ム LAST. ONE 
第 76 部 ブロ ッ ク ゲ ー ム FLICK 

調 89 年 2 月 号 

第 77 部 高速 エディ タ ア セン ブラ REDA 


特別 付録 X1 版 S-0S"SWORD"< 再 掲載 > 


m3 月 号 


第 78 部 * Z80 用 浮動 小数 点 演算 パッ ケー ジ SOROBAN 


N94 4 月 号 
第 79 部 SLANG 用 実数 演算 ライ ブラ リ 
画 89 年 5 月 号 


第 80 部 ソー スジ ェ ネ レー タ RING 


m8 6 月 号 --ーーーーーーーーーーーーーーーー 


第 81 部 超 小型 コン パイ ラ TTC 
H9: 7 月 号 
第 82 部 TTC 用 パズル ゲー ム TICBAN 


89:8 月 号 一 - 
第 83 部 CP/M 用 ファ イル コン バー タ 
WF 9 月 号 


第 84 部 生物 進化 シミ ュ レ ーション BUGS 
還 89 年 10 月 号 一 ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー 


第 85 部 小型 イン タプ リタ 言語 TTI 


EA EANA o E a o ERROR SERO C DOC NOU TT CRM: 31065 
* 以上 の アプ リケーション は , 基本 シス テム で ある 
S-0S "MACE" また は S-OS"SWORD" が な いと 動作 


し ませ ん の で ご 注意 くだ さい 。 


投稿 プロ グラ ム 大 募集 


Oh!X で は , 毎月 さま ざま グラ ム を 掲載 し て お り ま す 。 
これ ら は すべ て , ゲー ム 音 楽 を | いる うち に 自分 の マシ ン て 演 
奏し て みた く な っ た ., 市 販 の も の も ある けど も っ と 便利 な グラ フィ 
ッ ク ツ ー ル が 欲し か っ た , また は MZ-700 で スペ ー ス ハリ アー を 遊 
び た い な ど , どれ も 皆さん が 日 常 の な か で パソ コン と 接し て いる う 
ち に , ふと 思い つい た こと を 形 に し よう と 努力 し て 生み 出さ れ た 傑 
作 , 名 作 ば か りな の で す 。 

で も , 読者 の 皆さん が そう し て 作り 上 げた プロ グラ ム を , 一 部 の 


方 を 除い て は 自分 の ディ スク の な か だ け に し まっ て お 〈 く の は も っ た MZ-2500 用 グラ フィ ッ ク ツ ー ル DMACS(1988 年 9 月 号 ) 


いな い 話 。 ひ と り で も 多く の ユー ザー に 使っ て も ら え ば , また それ 
を ベー ス に し て 新しい プロ グラ ム が 生ま れる 可能 性 だ っ て 広がる の 
で す 。 

で すか ら , Oh!X で は そう いっ た ちょ っ と し た きっ か け を 機 に , 
完成 度 の 高い も の より も 自分 の アイ デア を その まま 形 に し た よう な , 
オリ ジ ナ リティ あふ れる 投稿 プロ グラ ム を スペ ー ス を 空け て お 待ち 
し て いま す 。 も ちろ ん , ピコ ピコ ゲー ム の よう な ショ ー ト プロ グラ 
ム も 大 歓迎 。 自 信 作 を お 持ち の 方 は , 募集 要項 を よく お 読み の うえ 
ぜひ ご 参加 くだ さい 。 お 待ち し て いま す 。 


X1/X1 turbo 用 割り 込み 
ミュ ー ジ ッ ク シ ステ ム PSI 
(1988 年 3 月 号 ) 


W4-oJm€ muU-4 
EX アル テア IV 


Lil 


EN gs (1-3) RET91, CRNECLaG99 ? 3 


Se 039 (Yes; Y/8 No; N/RED g 


SE: t. 
ーー sell ーー 。 


" mmm. soto. umm 


X68000 用 スト ラテ ジー ゲー ム STAR TREK | 
(1988 年 中 月 号 ) It 
S-OS"SWORD"BELFES 
(1988 年 2 H S) 


1) お 送り いた だ く プ ログ ラム に は , 住所 ・ 氏 名 ・ 年 齢 ・ 職 業 ・ 連 

絡 先 電話 番号 ・ 機 種 名 ・ 使 用 言語 ・ 必 要 な 周辺 機器 ・ マ イコ ン 歴 
等 を 明記 の うえ , 封書 の 宛て 先 の 最後 に は 「Oh!X LIVE」 や 「S- 
0S"SWORD"」,「 投 稿 ゲー ム プ ログ ラム 」 な ど , プロ グラ ム の 内 
容 を 明確 に ご 記入 くだ さい 。 

2) 投稿 され る プロ グラ ム に は , 詳し い 内 容 を 記入 し た 原稿 と 一 緒 
に フフ ロー チャート, 変数 表 , メモ リマ ッ プ , 参考 文献 な どの 資料 
も お 書き 添え の うえ お 送り くだ さい 。 ま た , お 送り いた だ いた 原 
稿 に つい て は , 当方 で 加筆 , 修正 させ て いた だ く 場 合 が あり ます 。 

3) お 送り いた だ く プ ログ ラム は 最低 2 回 は セー ブ プ し て くだ さい 。 
基本 的 に 同封 され た カセ ッ ト テ ー プ お よび フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク に 

つい て は ご こ ご 返 送 い た し ませ ん の で 、 あ ら か じ め こ 了承 くだ さい 。 

4) ハー ド 製 作 関係 の 投稿 に つき まし て は , 最初 は 詳し い 内 容 の わ 
か る 原稿 の みお 送り いた だ けれ ば 結構 で す 。 その 後 , 当方 に お い 
て 製作 物 が 必要 だ と 判断 し た 場合 は , 改め て ご こ ご 連絡 いた し ます 。 

5) お 送り いた だ いた 投稿 プロ グラ ム の 採用 に つき まし て は , 掲載 


zl 


X1turbo 用 レイ トレ ー シ ン グ ツ ー ル turbo RAY TRACER 
(1988 年 9 月 号 ) 


月 号 が 決定 し た 時 点 で 当方 より ご 連絡 を 差し 上 げ ま す 。 特に 各種 
ッ ー ル 関係 , ハー ド 関 係 の も の に つき まし て は , 特集 内 容 な ど を 
考慮 し た うえ で 採用 が 決定 され る こと が あり ます の で , 採用 結果 
を ご 連絡 する まで に 時 間 が か か っ て し まう 場合 も あり ます 。 

6) 投稿 いた だ いた プロ グラ ム に バグ 等 が 発見 され た 場合 に は , 新 
し い プ ログ ラム の 入っ た メデ ィ ア と 一 緒 に , 文書 に て ご 連絡 くだ 
さい 。 

D) 掲載 され た 投稿 プロ グラ ム に 対し て は 当社 規定 の 原稿 料 を お 支 
払い いた し ます 。 ま た , プロ グラ ム の 著作 権 等 は 制作 され た 方 に 
保留 され ます が , PDS と し て ネッ ト な ど に アッ プロ ー ド され る 場 
合 は , 必ず 編集 室 ま で 事前 に ご 連絡 くだ さい 。 なお, 一般 的 モラ 
ル と し て , 他 誌 と の 二 重 投稿 また は , 他 誌 に 掲載 され た プロ グラ 
ム の 移植 な ど に つい て は 固く お 断わり いた し ます 。 

宛て 先 
T102 東京 都 千代 田 区 九段 南 2-3-26 井関 ビル 

日 本 ソフ トバ ンク Oh!X 編 集 室 「 投 稿 プロ グラ ム 」 係 


^. ント ホビ ー ジ ャ パン 803050931 
g リン グマ スタ ー 1 


XBB0U0UU 用 5PHD 版 3 枚 組 8.800 円 


プレ ゼン ト の 応募 方 法 テー ブル トー ク 感 覚 の 日 け 。 時 代 背 景 が し 

ーー っ か り し て いる の で , ゲー ム の 世界 に お も い 

と じ 込 み の ア ン ケ ー ト は が き の 該 当 項 目 を すべ て ご 記入 の うえ , うぅ 震 り は まれ る と いう の が ミソ 。 キー ポー ド 
希望 する プレ ゼン ト 藩 号 を は が き 右 下 の ス ペー ス に ひと つ 記 入 か ら の 会 話 入 力 が た の し い 。 


し て お 申し 込み くだ さい 。 締め切り は 1989 年 上 月 18 日 の 到着 分 
まで と し ます 。 当選 の 発表 は 1990 年 | 月 号 で 行い ます 。 


スタ ー ク ラフ トド Z 03 (988) 2988 


3€ 


ロー ク ・ ア ライ ア 
X1/X1turbo 用 5'2 版 3 枚 組 
9,800 円 


サン ・ ミ ュー ジ カ ル ・ サ ービス  1703(419)8839 


ソン グフ ァイル 
88K ZU—A 
Musicstudio PRO-568K シ リー スズ 対応 
A 佐藤 爺 彦 / リ ゾー ム 症 候 群 


明 . 関 根 安里 / ス ケッ チ 
X58000 用 5'PHD 版 名 5,800 円 


海外 も の の 移植 。 比 較 的 バラ ンス の 良い ゲー ム な 
の で , RPG 初 心 者 で も , は た また ロロ 大 好き 
人 間 で も 楽し め る 。 アド ベン チャ ー モ ー ド も 付い 
て いる 。 


ジス ャ コン サル タン ツ Z 092 (582) 8347 


サイ クロ ソ オ リ ジ ナ ル T シ ャ ツ 


ら 名 


アン ス ・ コ ン サ ル タ ン ツ > | J 
の サイ クロ ン オ リ ジ ナ ル E xs IALA 
T シ ャ ツ を プレ ゼン ト 。 46 e 
色 は , 赤 , Bi, E f, 
白 の 5 色 。 各 | 名 ずつ , 


Musicstudio PH 
計 晶 名 に 差し 上 げ ま す 。 pis ias 


O-68K FHO4U Z7-)V 
デー タ 曲 集 。 ロー ラ シ 
ド の MT -32 に 音色 を 対 
px ば で し る 。 アレ クン 
ジメント が 自宅 で 手軽 
に 楽し め る スグ レ も の 。 


月 号 ブ プレ ゼン ト 当選 者 


1] サイ クロ ン Express (長野 県 ) 土屋 和幸 |I22 ジ ェ ノ サイ ド ( 東 京都 ) 
大 西 伸一 池田 和 繁 (神奈 川 県 ) 石井 典 雄 [3 琉球 (滋賀 県 。 
M 慎一 郎 (宮城 県) 西山 一 法 (石川 県 ) 久 下 沼 信 [4v—97U7 
~ hd. How スー パー アレ ンジ バー ジョ ン (千葉 県 ) 渡瀬 慎一 郎 (奈良 県 me 
コー ヒー キャ ン ンプ デイ z 4 (広島 県 ) 木下 研一 回 コン ピュ ー タ ・ ア ニメーション Vol. | 
(山梨 県 ) 斎藤 真 二 (島根 県 ) 坂本 真治 Vol 2 (東京 都 ) 町 田 富 
tB (AIRA) FIER (敬称 略 ) 
以上 の 方 々 が 当選 され まし た 。 お めで と う ご ざ いま す 。 mad 
次 発送 いた し ます が , 入荷 状況 な ど に より 遅れ る 場合 も あり ます 。 
また , 公正 取引 委員 会 の 告示 に より , この プレ ゼン ト に 当選 され た 
方 は , この 号 の 他 の 懸賞 に は 当選 で き な い 場合 が あり ます の で , ご 
了承 くだ さい 。 


満開 製作 所 か ら の 配給 物 。 祝 氏 
が 北海 道 は 女満別 に て 入手 し た 
コー ヒー キャ ン デ ィ だ 。“ 珈 琲 中 
毒 こい う ネ ー ミ シグ と と, バッ ツゲ 
ー ジ の すばらし ぐさ に は 感動 せ ざ 
る を えな い 。 意外 に も 味 は 良い 。 


(価格 は すべ て 消費 税別 で す ) 
160 on x 1989.. 


料金 受取 人 払 


HAED S 


1 0 2 


(受取 人 ) 
差出 有効 期間 o ] 
1990 9 H 30 東京 都 千 代田 区 
日 まで 九段 南 2-3-26 井 関 ビ ル 
机 日 本 ソフ トバ ンク 
77772 へ 編集 宣行 
HHHU sis 
住所 
E em 


DIA 11 


⑧ 編集 室 へ の メッ セー ジ 


8 E08 a 0.0080 008 984,00 860.8 60000 0 00 82000 89080800 8606 a tS 00 8 00 005.00 010:8 018 800 Fe oi0 008.00 8800 88.0:0 18.0:0.81818,8.6 8015 01010. 8180 078160 8081018 E 0 Sc0 ti 


: これ か ら 載 せ て ほし い 記 事 内 容 : 誌 以外 に お 読み の パソ コン 雑誌 


or ンス TCT A ORE RE 


: 推薦 する 市 販 ソ フト 
: ソフ ト 名 : 
: 推薦 理由 : 


: あな た の 愛 機 は (所 有機 種 に O 印 を つけ て くだ さい ) な い 
: X1( マ ニア タイ プ .C.D.F.G.twin) X1turbo(model 10,20,30,40.IL. III. Z .Z IT. Z HII) 
: MZ-(80K/C. 1200, 700, 1500, 80B, 2000, 2200. 2500, 2861) 


: X68000( ノー マル. ACE, PRO, EXPERT.|HD]) その 他 : 
: FD( X) TAPE QD HD( MB) フリ シタ ( ) : 
年 齢 歳 パソ コン 歴 年 B-k プレ ゼン ト No 
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加入 者 負担 
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本 票 を 折り 曲 け た り し な いで くだ さい 。 


S^. 


の 払込 通知 票 は 、 機 械 で 使用 し ます の で 、 下 部 の 欄 を 汚さ な いよ う 特 に 御 注 


意 く だ さい 。 
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WEG TÆN HILL rRNA. 
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ES ET 440Hj 
6 ヶ 月 5.720 円 
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この 払込 通知 票 は 、 機械 で 使用 し ます の て 、 下部 の 欄 を 汚さ な いよ う 特 に 御 注 
意 く だ さい 。 ま た 、 本 票 を 折り 曲げ た り し な いで くだ さい 。 ( 郵 政 省 ) 
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^ ・ 情 ・ 報 ・ コ ・ー・ 
レー ボー ド , 25 ビ ッ ト の Up/down カ ウン タ 3 Beeg 
ap E 
NEW PRODUCTS ボー ド な ど 。 発売 は 10 月 の 予定 で 価格 は 未 e 
Tis 定 で ある 。 同時に, X68000 24501350 
. XB8000 用 ハー ド デ ィ スク ドラ イブ i E 
プリ ンタ を 共有 する 手動 式 の プリ ンタ 切 5 GEM LM o om 
HXD040/ HXDD4E 替え 機 も 販売 する 。 こ ちら は 19.800 円 と な 0 
アイ テム つて いる < 4 UNS 
く < 問い 合わ せ 先 > Wiki シ リー ズ 
HXD040 


アイ テム は , X68000 専 用 に 開発 し た 40M 
バイ ト の ハー ド デ ィ スク を 販売 開始 し た 。 
従来 の X68000 用 の 汎用 ディ スク 装置 と は 異 


な り 本 体 の 下 に その まま 設置 可能 な サイ ズ 


と な っ て お り 場 所 を と ら な い 。 最 大 80M バ 
イト まで の ディ スク が 利用 で きる 。 

OS は , Human68k の 全 バ ー ジ ョ ン と OS- 9 
の 両方 に 対応 し て お り , 分 割 フ ォ ー マ ッ ト 
b 可能 。 フォ ー マ ッ ト 時 に 不良 も クタ の 
代替 処理 を 行う こと が で きる ほか, 切 電 時 
の オー トペ パー キン グロック 機能 も 持っ て い 
る 。 平均 アク セス 速度 は 23ms と この クラ ス 
で は も っ と も 速い も の と な っ て いる 。 

価格 は , 1 台 目 用 モデ ル の HXD040 が 118,0 
00 円 , 2 台 目 用 モデ ル の HXD042 が 128,000 円 
と な っ て いる 。HXD042 は X68000ACE-HD, 
EXPERT-HD な どど ハード ディ スク 内 蔵 モ デ 
ル に 接続 する こと も 可能 。 
< く 問い合わせ 先 > 
74 テム 容 03(434) 4171 


FREELANCE BOAHD シ リー ズ 
八戸 ファ ー ム ウェ アシ ステ ム 
X68000 用 の 周辺 ボー ド 群 が 発売 され る 。 


発売 され る の は , A/D 変 換 ボ ー ド (12/13 ビ 


y k), D/A 変換 ボー ド ( 同 ), 48 ビ ッ ト の P 
10 ボ ー ド , GP-IB ボ ー ド ', 24 点 絶縁 型 入力 
ボー ド , 24 点 絶縁 型 出力 ボー ド , リー ドリ 


刺 戸 ファ ー ム ウェ アシ ステ ム ( 株 ) 
12011(716) 3815 
CCITT V-4]9XIb0t7 Aen 
Multi Modem V32/224EHI-5 


m P d 


ンス クン 


コア は , 日 本 で 初め ゆ て の CCTTTV.42 規格 
に 対応 し た 全 二 重 モ デム を 発売 し た 。 V.42 
は CCITT で 1988 年 4 月 に 採択 され た モデ ム 
エラ ー 訂 正方 式 の プロ トコ ユル で , ISDN の D 
チャ ネル 用 プロ トコ ユル LAP-M と MNP ク ラ 
ス 3/4 の 両方 の 機能 を 持つ 。 
販売 開始 され た の は , 非同期 式 で の 通信 
速度 が 19200bps (同期 式 は 半分 ) で 360,00 
0 円 の MultiModem V32 と 4800bps( 同 じ く ) 
で 110,000 円 の Multi Modem 224EH-1 の 2 
製品 。 両 製品 と も , デー タ 圧 縮 方 式 に は M 
NP ク ラス 5 を 採用 , 制御 手順 は ヘイ ズ AT 
準拠 と な っ て いる 。 
quive ov» 
(株 ) コア 容 045(441) 8611 
パソ コン 用 アク セ サ リ ー キ ッ ト 
WIKI シ リー ズ 
日 立 マ クセ ル 
上 日 立 マ クセ ル は 。 ワー プロ ・ パ ソラ ョ シ 用 
の アク セ ャ サリーWiKi シ リー ズ の 販売 を 開始 
し た だ た 。 販売 開 始 る され た も の は , 静電気 除去 


ブラ シ や クリ ー ニ ング スプ "レー な どか ら 構 成 
され る 0A ク リー ニン グ キ ッ ト (2,800 円 ), 
湿式 の 0A ク リー ニン グティ シュ (1,000 円 ), 
オン シンチ 7:5.4 FFONT UYEN 
トク サー ナー2.506 由 )。 フ ロッ ピー オン デ ' 
ックス ラベ ルキ ッ ト (300 円 ) な ど 。 

く (問い合わせ 先 > 


日 立 マ クセ ル (株 ) 容 03(241) 0736 


ィ ン ン ジェ ッ ト フ プリ ンタ 

IO-735X 

シャ ー プ 

シャ ー プ は , 新型 カラ ー イ ンク ジェ ッ ト プ リ 
ンタ の 販売 を 開始 し た 。 同 製品 は , すでに 
販売 し て いる IO-735 の 後継 機種 で あり , 新 
た に ESC/P ュ マン ド に 対応 し た 。 使用 可能 
な 機種 は , MZ, X1, X68000, AX, PC- 
9801 な どの パソ コン と WD-910 な ど 。 

印刷 は 専用 紙 以 外 に も 普通 紙 , 葉書 , O 
HP シー ト な ど へ モノ クロ また だ は 7 色 カ ラー 
で 印刷 する こと が で きる 。 用紙 サイ ズ は 最 
大 B4。 出 力 は 1 色 あ た り 12 ノ ズル 計 48 ノ ズ 
ル の マル チノ ズル 方 式 を 採用 し た た め , イ 
ンク 交換 は 1 色 単 位 の カー トリ ッ ジ の 交換 
だ け で よい 。 価格 は 248, 000 円 。 
<〈 問 い 合わ せ 先 > 
シャ ー フ "シス テム プロダクト (株 ) プリ ン 
々 事業 部 容 03(459) 8842 


セキ ュ リ ティ — 


| 日 立 マ クセ ル 


日 立 マ クセ ル は 。, 今秋 か ら 1C じ メモ リカ ー 
ド な どの 販売 を 開始 する 。 販売 が 開始 され 
る の は , 8K バ イト の RAM と プロ グラ ム 領 域 


ベン ギン 情報 コー ナー 7 の 7 


10K バ イト の MPU を 1 チッ プ 化 し た 1IC カ ー 
F, バッ クア ッ プ 可能 な 512K バ イト RAM 搭 
載 の メモ リカ ー ド な ど 。 特に IC カ ー ド は 1 
SO 規格 に 準拠 する と と も に 暗号 化 処理 , fü 
数 暗証 番号 , 取り 引き 確認 情報 な ど 高 度 な 
セキ ュ リ ティ 機能 を 持た な せら れ , 専用 の 言 
語 で パッ コン か ら の 制御 する こと も で きる 。 
く 問 い 合 わせ 先 > 

日 立 マ クセ ル 偶 容 03(241) 9736 


INFORMATION 
マイ クロ ウェ ア 日 本 法人 設立 


米 マ イク ロウ ェ ア ・ シ ステ ムズ ・ ユ コーポ 
レー ショ ン は , 日 本 法人 で ある マイ クロ ツウ 


ェ ア ・ シ ステ ムズ (株 ) を 設立 する と 同時 に 
OS-9 関 連 製 品 の 販売 を 開始 する 。 

従来 」.0S-9 お よび 関連 製品 の 販売 は , 米 
マイ クロ ウェア と 姉 マ イク ロボ ー ド の 合弁 
会 社 マ イク ロウ ェ ア ・ ジ ャ パン が 行っ て き 
た が 9 月 に 合弁 事業 を 中 止 し , 日 本 法人 を 
設立 し た 。 新 会 社 の 設立 と 同時 に OS- 9 用 
アプ リケーション ソフ トウ ェ ア の 開発 を 行 
っ て いた 幌 星光 電子 は マイ クロ ウェ ア ・ シ 
ステ ムズ に 吸収 きれ た 。 同社 で は 今後 , 0 
S-9 以 外 の 新規 事業 も 子 定 し て いる 。 

く 問 い 合 わせ 先 > 

マイ クロ ウェ ア ・ シ ステ ムズ (株 ) 
1203(839) 9000 


BOOKS 


当然 パリ コン 事情 ハン ドブ ッ ク 
ラディ クツ ポ 

本 書 は , コン ピュ ー タ に 関係 す る 会 社 , 
人 間 な ど を 少し 批判 を 交え ながら 紹介 する 
エッ キイ 集 。 閉 者 は すず で て コン ピュー タク 業 
界 関係 者 。 


副題 に 「 心 に は た らく 業界 ガイ ド 」 と あ 
る よう に , 今 か ら コ ンピュータ を 始め よう と 
し て いる 人 が コン ピュ ー タ 業界 の 実情 に つ 
ぃ いて の 知識 を 得る こと も で きる 。 と は いっ 
て も , 書い て ある こと に 多少 誇張 が ある の 
も 事実 な の で , 純然 た る 読み 物 と し て 読ん 
だ ほう が よい か も し れ な い 。 
コンピュー ペタ 業界 研究 会 編著 


B6B, 2074—37, 1,200 円 


く 問い 合わ せ 先 > 
(株 ) ラ ディ ク ・ ラ ボ 1203(235)8061 


幻夢 年 代 記 
ビジ ネス アス キー 


本 書 は , 1984 年 か ら 1988 年 の 間 に LOGI 
N 誌 に 連載 され た も の を 単行 本 化し た も の 。 


Again Watch 敵 


Short Again 特 集 


先月 号 で は ひと つの 話題 に 終始 し て し ま 
っ た の で , 今回 は た くさ ん の 話題 を 盛り 込 
みた いと 思う 。 名 づけ て 「Short Agam 特 集 」。 

パソコン 業界 で は 例年 , 秋 の 新 製品 発表 
会 し な る デー タ シ ョ ウ , エレ クト ロニ クス 

ショ ウ に 合わ せ て いろ いろ と 新しい パソ コ 
ン が 披露 され る 。 と いう こと は メー カー の 
戦略 上 この 時 期 の 新 製品 の 発表 は 行わ れ な 
いと いう 事実 が ある 。 よ っ て ,9 月 末 に な っ 
た 現在 , まだ 目新し い 新 製品 は メー カー か 
ら 発表 きれ て いな いと いう こと か ら 今 回 は 
単に ネタ が な い だ け だ っ だ り と いう こと も 
いえ る の だ が 。 


まだ 発表 が な い NED の ブッ ク 98 | 


お そら くく この 本 が みな きる ん の お 手元 に 届 
〈 頃 に は NEC か 6 発表 が る れ て いる と 思 

う が ,。 今 の 時 点 で は , まだ ブッ ク 98 は リリ 
ー ス どこ みか が アプ ナジ シン スメント すら ちせ れ て 
EEE 

いろ いろ と 情報 が 飛び 交 っ て いる の だ が , 
総合 する と, 一 部 新聞 報道 に あっ た 2 機種 
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並行 発売 し いう の が 正しい よう で ある 。 ひ 
と つっ は PC-98LT の 98 と の 互換 性 を 高め た 廉 
価 製品 . も う ひ と つ は PC-9801LV22 の 小型 
軽量 低 価格 版 。 こ の 2 つ を 東芝 「 ダ イナ ブッ 
ク 」 (198,000 円 ) の 価格 付近 に バラ ンス よ 
(配置 し て 対抗 し て 〈 る 模様 ど 。 い ま に し て 
思え ば, 1986 年 に 発売 され た PC-98LT は 23 
8,000 円 と いう 当時 と し て は 画 期 的 な 低 価 格 
だ っ た 。 し た が っ て , い ま の コス ト に 換算 する 
と ,150,000 円 で も お か し く は な い 。 超 低 価格 
を 売り 物 に し た ダイ ナブ ッ ク よ り も 安 《 作 
る こと は 十分 可能 と いう わけ だ 。 

実際 に , 蓋 を 開け る と 何 が 飛び 出し て 
る の か ? 良く 〈 も 悪く ぉ も NEC は 業界 の リー 
ダー。 や る と き に は や っ て は ほし い 。 最 近 は ち 
ょ っ と 安易 に お 余 を 滴 し た 新 製品 が 多 す ぎ 
る よう な 気 が す る 。 


| 395V で 392 ビット 機 は 変わ る か ? 


セイ コー エプソン は これ ま て 396 マ シン 
「PC-386」 を 598,000 円 で 販売 し て きだ た が , 
k 559 € この 謙 価 普及 版 「PC-386V」 を 投入 
し た 。 拡張 スロ ッ ト の 数 を 4 ボー ド か ら 2 ボ 
ー ド に 減ら し て 価格 を ちょ うど 100,000 円 安 


l し だ た 。 こ れ は NEC の 「PC-9801RA2」 と 同 
じ 価 格 で ある 。 

実際 に は RA2 は 1 年 以上 前 の 商品 な の て , 
エプソン は も っ と 安 《 設 定 し て も よかっ た 。 
た だ し 完全 な 互換 性 が 保証 され な いた だ めか 
あま り 人 気 が な い エ プ ソ ン 機 の 店 頭 値引き 率 
は けっ こう 高い と いう 現実 が ある 。 し た が っ て , 
採用 し た CPU の 性 能 ( ク ロッ ク 周 波数 ) が 20 
MHz と 高い (RA2 は 16MHz) こと を 合わ せ て 
考え る と , ほど よい 価格 に 落ち 着き , コス 
トバ パ フォー マン ス と し て は 同じ よう な も の 
tA 

し か し ,32 ビ ッ ト 機 は CPU 自身 . すなわち 
イン テル の 386 販 売価 格 が 値下がり し て いる 
割 に は 安く な っ て いな い 感 じ が する 。 ソ ニ 
ー の AX パソ コン!「 ク オー ター 上 L」 は 外部 バ 
ス 16 ビ ッ ト の 386S XC 5 b 72 25 0 298,000 
円 と ひと り 頑 張っ て いる 印象 を 受け る 。 
NEC も お そら 〈 く この 秋 に 新しい 386 マ シン を 
※ 入 する と 思う が , 後継 CPU で ある 486 も 
出 た こと だ し , 32 ビ ッ ト 機 が も っ し と 身近 
に な っ て くれ て も いい と 思う 。 その 意味 で 
エプソン PC-386V の 登場 に は ちょ っ と 期待 
CE 


題名 か ら も 推測 きれ る よう に , 著者 は 元々 
は SF 文学 の 翻訳 。 紹 介 を 手掛け て お り , Z 
れ は , 「 パ ソコ ン ゲ ー ム 年 代 期 」 の よう な も 
の で ある 。 連載 が 開始 る され た 年 は 世間 で は 
オー ウェ ル の 「1984」 が は や っ て い だ た が , パ 
ソコ ュ ン ゲー ム 元 年 みた いな 年 で も あっ た だ たら 
し い 。 本書 で は , 198440 v v 7- 4 7 HIE, 
か ら 1988 年 の 「 ア メリ カ 大 統領 選 1988 年 版 」 
まで の ゲー ム を 紹介 し て いる 。 パ ソコ ン ゲ 
ー ム の 東明 期 か ら 現 代 ま で の 歴史 を 年 代 順 
に 追っ て みた だ いと いう 人 に は 絶好 の 書 。 
安田 均 著 

B6 判 , 326 ペ ー ジ , 
< 問い 合わ せ 先 > 
(株 ) ビ ジネス ・ ア スキ ー 


1,800 円 


1203(486)7119 


X58000 ノ ー ラ イフ キン グ に 出演 


X68000 が スク リー ン に 登場 する 。 こ の 12 月 に 
劇場 公開 が 予定 され て いる 『 ノ ー ラ イフ キン グ 』 
(市 川 準 監 督 作 品 ) が そう だ 。 原作 は , マル チク 
けり エイ ター いと う せ いこ う の ペ スト セラ ー で 、 
人 気 ソ フト 「 ラ イフ キン グ 」 を めぐ る 子供 た ち 
の 「 リ アル 」 な 世界 を 描い た 物語 で ある 。 本誌 
で も 昨年 12 月 号 の 「 わ れ ら 電脳 遊戯 民 」 で 荻窪 
圭 氏 が この 『 ノ ー ラ イフ キン グ 」』」 を 取り 上 げ , 
新しい 時 代 の キー ワー ド と な る 「 リ アル 」 に つ 
いて 語っ て いる 。 

映画 で は , €REROUroruy9u39-:308 
も の X68000 が 並べ られ る の を は じ め , 全編 を 通 
し て マン ハッ タン シェ イプ の ツイ ンタ ワー が ス 
クリ ー ン に 映し 出さ れる シー ン が 続出 する 。 ま 
た , 子供 た ち が 遊 ぶ シ ュー ティ ング ゲー ム ,。 t 


poe 


し て , いわ ゆる ファ ミコ ン ゲ ー ム で ある 「 ラ イ 
フキ ング 」 の グラ フィ ッ ク 画 面 も 実は X68000 に 
よっ て 作成 され て いる 。 メ モリ を 大 量 に 積ん だ 
X68000 が ハー ド デ ィ スク を ガシガシ や りな が ら 
スク リー ン 目 一 杯 に 生み 出す アニ メー ショ ン は 
圧巻 だ 。 

制作 に あたっ て は , LOGIN 誌 で お 馴染 み の ス 
タッ フ も 参加 し て いる よう で ある 。X68000 フ ァ 
ン と し て は 見 逃 せ な い 作品 だ ろう 。 

o 

監督 : 市 川 準 
出演 : 高山 良 / 鈴 木 さ え 子 / 嶋 田 久 作 
提供 : アル ゴ ・ プ ロジ ェクト 
制作 : ニュ ー・ セ ンチ ュ リ ー・ プ ロ デ ュ ー サ ー 
ズ ノ 新潮 社 プ サン トリ ー 株 式 会 社 
1989 年 度 作 品 ビス タ サ イズ 
| 時 間 46 分 フジ カラ ー 


II c WENN EIN CM RC UTEM LONE. LLL MT 


| EISAl&sTIBR HE? 


さて 日 電 と エプソン の 話題 が 出 た と ころ 
て 唯一 両社 が 共同 戦線 を 進め て いる パッ ソコ 
ン 標 準 化 プロ ジェ クト が ある 。 米国 で 32 ビ 
ッ ト 幅 の 新 PC/AT バ ス を 作ろ うと いう 「E 
ISA (イー サ )」 計 画 だ 。EISA は 16 ビ ッ ト の P 
C/AT バ ス を 互換 性 を 保っ だ まま 32 ビ ッ ト に 
移行 し よう と いう 計画 で , 世界 で 最も 普及 
し て いる PC/AT ユ ー ザ ー に は 歓迎 され た 。 
一 時 期 は も っ ぱら の 話題 に な っ た が , さて 
その後 は ? 

現実 に イン テル は EISA に 対応 し た LSI チ 
ッ プ セッ ト の 開発 を 終了 し た 。 し か し な が 
6, メー カー と し て 採用 , 商品 化 を 表明 し 
だ と ころ は ひと つも な い 。 

関係 者 に よる と , これ は リー ダー 役 で あ 
る コム パッ ク ・ コ ンピュータ 社 が IBM の P 
C/AT の 後継 機種 びあ る PS/2 に 採用 され た 
32 ビ ッ ト バ ス マイ クロ チャ ネル (MCA) に 
寝返り , EISA を 進め る 気 を な くし た と いう 
の が 理由 と る され て いる 。 ほ か の ワン ク グ ・ ラ ボ 
ララ トリ, AST リ サー チ , ゼニ ス ・ デ ー タ ・ 
シス テム ズ か ら も 音 な し の 構え だ し , 計画 


が も てい る: 


は 終わ っ て は いな いも の の , 極度 に スロ ー 
と いう る さびし い 状 況 で あ 
2337. 

米国 か ら よ ょ ようやく 〈 く IBM の PS/2 の 出足 が 順 


調 に な が っ て き て いる と の 話 が 伝わっ て 〈 く る 


よう に な っ て きた 。 そ うな る と 互換 機 最大 
手 の コ ム パ ッ ク ・ コ ンピュータ と し て は ば は 実 


際 問 題 と し て 後 を 追う 2 し か な い の は 自明 の 
理 。 と は いえ 初 の 互換 機 メ ー カ ー が 集まっ 


だ プロ ジェ クト だ っ た だ け に 成功 すれ ば 面 
日 か っ だ た の だ が 。 互換 機 メ ー カ ー は し ょ せ 
A, 互換 機 メ ー カ ー, KRUR ILR 


て あな いよ いう こと か 。 もなみ に 。 IBMM 
PS/2 の 最新 機種 し し て 486 接 載 の 製品 の 出 
荷 を 開始 し た と いう 話 も 聞い て いる 。 


極度 に 不振 の パソ コン 夏 商 戦 


話 は 国内 。 夏 の パソ コン 商戦 は 散々 な 成 


MRIN, 2 位 の エプソン で きえ も 


7 一 9 月 は 6 月 以前 に 比べ る と 絶 不調 に 陥 
っ た 模様 で , 大 々 的 に 広告 を 打ち 上 げた に 
も 5 か か わら ず 富 士 通 の FM-TOWNS な ん か 
は 誰が 買っ て いる の ? と いう 状態 びと い 
う 話す ら 6 聞く 。 と ころ が 奇妙 な こと に NE 


C の PC シリ ー ズ だ け は 7 一 9 月 期 も 4 一 6 
月 期 比 で 台数 ベー ス 数 割 減 に 食い 止め た と 
いう 情報 が ある 。 理由 は 一 切 不 明 だ が , 現 
実に 今年 度 上 半期 (89 年 4 9 月 期 ) は 子 
定 の 35 万 一 40 万 台 に 収まる 模様 ど と いう 。 
下半期 は 東芝 の ダイ ナブ ッ ク が 本 格 的 に 
市 場 に リリ ー ス る れる な ど , NEC 以 外 の パ 
ソコ ン の 動き が 活発 化す る 要因 も いく ら か 
ある の て 期待 で きる 。 


メモ リ が 安く な る 


1M ビ ッ ト の ダイ ナミ ッ ク RAM が よう や 
く 1 個 1.800 円 か ら 価格 が 急降下 し は じ め た 。 
10 月 に は 1,600 円 に な り , 年 末 に は 確実 に 1,5 
00 円 を 割 り 込 む 見 込み で ある 。 こ れ に よっ て , 
これ まで て 高額 商品 と な っ て いた EMS ボ ー ド 
や ゃ や RAM ディ スク が 徐々 に 低 価 格 化 する こと 
は 間違い な い 。 

る らら に, ハードディスク も ガン ガッ 安 
く 《 く な っ て いる 。 つ い に ア クセ ス 速 度 28ms40 
M バ イト 製品 が 10 万 円 ちょ っ と で 買え る 程 
の 価格 帯 に まで 落ち て きた 。1 年 前 は 20M バ 
イト で 15 万 円 は し た の だ が 。 恐ろし い 話 で 
ある 。 (K.T.) 
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FILES MNA X 


この イン デック ス は , タイ トル , 注記 一 
SEHE. 誌 名 , 月 号 , ペー ジ で 構成 され て 
いま す 。 台風 も 過ぎ 去っ て , めっき り 秋 ら 
し く な っ て きま し た 。 今 が 一 番 食 べ 物 も お 
いし い 季 節 , で も 食べ 過ぎ に は ご 注意 を 。 
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ステ カープ ジョ ズ 
Mae ん コン ピュ ー タ を 創っ た 男 


| シェフ リー・S・ ヤ ンク E BEMA RO 


一 般 

柔らか い 電 楽 第 4 回 

MIDI シス テム を バン ド に 取り 入れ て , スタ ジオ で メン 
バー と の 同期 演奏 に チャ レン ジ し た 体験 記 。- 一 一 JOLL 
JOLL CLUB, マイ コン , I0H S, 240-245pp. 

次 世代 ヒュ ー マ ン イン タフ ェ ー ス へ の 期待 

現世 代 の ヒュ ー マ ン イン タフ ェ イ ス を と お し ,。 これ か 
ら の コン ピュ ー タ の あり 方 や 期待 を 論じ て いる 。 一 一 田 
村 浩 一 郎 , bit, 10 月 号 , 4-I6pp. 

ビジ ネス マン の 情報 管理 術 

通信 ケー ブル と フロ ッ ピ ー を 使っ て の 電子 手帳 の デー 
タ の 保存 と , 電子 手帳 どう し の デー タ 詞 換 の 方 法 に つい 
て 解説 。 一 一 塚田 洋一 , マイ コン , 10 月 号 , 316-320pp. 
ゅ プロー ダー バン ド “電子 手帳 くん " 新 発 売 

プロ ダー バン ド か ら , PC-980| シ リー ズ と 電子 手帳 の 
間 で デー タ 交 換 が 可能 に な る イン タフ ェ イ ス が 登場 。 そ 
の 内 容 と 評価 を し て いる 。 一 一 丹治 佐 一 。 マイ コン , I0 
月 号 , 321-325pp. 

b)» NeXT Computer System 

NeXT の 連載 レポ ー ト , 今回 は ソフ トウ ェ ア の な か か 
ら , NextStep と Mach に つい て の 概念 を 紹介 。 一 一 編集 
部 , ASCII, 10 月 号 , 285-294pp. 

p 特集 ディ スプ レイ の 不思議 

パソ コン 本 体 に 比べ る と , あま り 注 目 さ れ な い デ ィ ス 
プレ イ 。 け れ ど ハー ド ユ ーー ザー なら, ディ スプ レイ に も こ 
だ わり た い 。 カ ラー 液晶 な ど 最新 技術 か ら , 原理 , 未来 
の ディ スプ レイ , 選び 方 な ど を 詳し く 解 説 。 紹介 。 一 一 
編集 部 , LOGIN, 18 号 , 114-129pp. 

Py 図解 世界 の コン ピュ ー タ ちゃ ん 第 20 回 
今回 は ナム コ の 疑似 3D 体感 ゲー ム , ウイ ニン グラ ン を 
紹介 し て いる 。3D グラ フィ ッ ク の 陰影 付け や ポリ ゴン の 
メモ リ 上 の 展開 な ど を 解説 。 そのほか, コン ピュ ー タ 用 
語 独 断 的 解説 大 事典 も 参考 に な る 。 一 一 編集 部 , LOGIN, 
18 号 , 160-16Ipp. 

ネッ トワ ー カ ー・ ホ リッ ク 第 7 回 

パソ コン 通信 を 取り 扱っ た 後藤 久美 子 主演 の TBS の ド 
ラマ 「 空 と 海 を こえ て 」 を 紹介 。 一 一 編集 部 , LOGIN, 


18 号 , 218-22lpp. 
d Ea ri. 第 | 回 
MIDI っ て 何だ ? と 題し て , ま ず 言 葉 の 意味 , 利点 , 3 


ンピュータ と の 関連 な ど に つい て 説明 し て いる 。 一 一 編 
集 部 , LOGIN, 185, 229p. 

ハード ラボラトリー 

パソ コン 用 高 品位 プリ ンタ 特集 。 エプソン や NEC を 始 
め , シャ ー プ の CZ-8PC4 も 紹介 され て いる 。 一 一 編集 部 , 
POPCOM, 10 月 号 , 108-I10pp. 

ハイ テク 地獄 耳 


いき まで も な る を ここ ス ティ ー ワ ャ ンジ ン ョ ダメ さぶ いう 
の は Apple 社 を 興し Apple- II を 売り Mac を 作ら せ 
最近 NeXT を 発表 し た ジョ ブ ズ で ある 。 経歴 を 見 
て さぞ や 偉い 人 だ ろう , アイ アコ ッ カ 風 の ビ ジ ネ 
ス 書 か な , と 思う と 後悔 する 。 描 か れ て いる の は 
成功 し た ビジ ネス マン で は な く , た だ の 傍 若 無人 


、 な 若 僧 そ の も の な の だ 。 本書 で も 創造 性 が まっ た 


く ない, 人 の 手柄 を 横取り し て し まう な と ど 彼 を 普 
通 の 基準 で 見 る と 悪い 面 の 方 が 多い 。 それで も 一 
気 に 読 め て し まう の は , ジョ ブ ズ の 一 本 気 な パワ 
ー と 当時 の マニ ア た ち が 持 つ エ ネル ギー が 伝わっ 
て くる か ら だ 。 な ん だ か ん だ いっ て ジョ プ ブ ズ が 


シャ ー プ の ワー プロ , 書院 WD-HL30, WD-A800/1800 と 
CD ラジ カセ QT-50CD を 紹介 。 一 一 編集 部 , POPCOM, 10 
月 号 , 128-133pp. 
パソ コン 通信 局 を 開局 し よう ! 

パソ コン 通信 ホス ト を 個人 で 開局 する た め の ノ ウ ハ ウ 
を 簡潔 に 紹介 。 電 話 回 線 や モデ ム , ホス ト プ ロ グラ ム に 
つい て や , 開局 に 当たっ て の ネッ トワ ー ク ホス ト 設 計 な 
€, ——ITOCHI, マイ コン BASIC Magazine, 10 月 号 , 43 
-46pp. 


MZ-80K /C/1900/700/ 1900 


MZ-700/1500(S-BASIC) 
イモ ムシ の 一 生 

4 本 立て の ショ ー ト プロ グラ ム ゲ ー ム 。 メニュー は 狐 
独 な イモ ムシ , 風呂 の タイ ル ぬ り , ラン ダム ボー ル , T 
ロリ ス BTS 社 。 一 一 村田 達也 . マイ コン BASIC Magazine, 
10A 5, 128-129pp. 
MZ-700/1500(HuBASIC) 
P» DESTROY 

敵 は 暴走 し た 電波 軍 の 防衛 コン ピュ ー タ 。 8 方向 に 動 
く 自 機 を 操り 敵 を 破壊 し ろ ! 一 一 水谷 邦久 , マイ コン 
BASIC Magazine, 10H &, 130-13lpp. 
MZ-1500 
あし た の ジョ ー 

非 リ アル タイ ム ボ クシ ング ゲー ム 。 3 人 の ライ バル ボ 
ZU — a ニニ デー ベレ ニャ ン テ バ ウマ マン マイ コン 
BASIC Magazine, 10H €, 132-133pp. 
MZ-1200 
b 誌上 公開 質問 状 

MZ-1200 用 の プリ ンタ と 周辺 機器 を 紹介 。 一 一 編集 部 , 
マイ コン BASIC Magazine, I0 月 号 , 65-66pp. 


MZ-80B/2000/2500/2800 


MZ-2000/2500(1Z001) 
> Hong Kong (香港 ) 

移植 版 。 パ イ を 使っ た 究極 の パズル ゲー ム 。 一 一 山下 
貴史 。 マイ コン BASIC Magazine IO 月 号 , 134-136pp. 
MZ-2500 
酔い どれ 天使 

天使 を 操っ て , 画面 上 の 酒 を 全部 ご み 箱 に 捨て る と い 
), も っ た いな い ゲ ー ム 。 一 一 謎 の パズル 大 好き お じ さ 
A, マイ コン BASIC Magazine, 10 月 号 , 137-139pp. 


X1/X1turbo/Z 


X1 シ リー ズ 
3 short games 


Apple 社 を 追い 出さ れる よう に 辞め た 後 で も Apple 
社 は 彼 の 業績 か ら 逃 れ て いな い 。 不振 に 喘い で い 
た Mac の 株 を 上 げた レー ザー ライ ター は ジョ ブ 
ズ が 周囲 の 反対 を 押し 切っ て 開発 を 進め て いた も 
の だ し , 最近 発表 され た ポー タブ ル マ ッ ク も 彼 が 
以前 か ら 作 ろう と 頑張 っ て いた 製品 な の だ 。 

た だ , 本 書 は 登場 人 物 紹介 を 付け て 貰い た い ほ 
どの 入り 組ん だ 人 間 関 係 と 時 間 の 流れ が 整理 され 
て いな い の で , そこ だ けが 残念 で ある 。 (K) 
ステ ィ ー プ ジャ ジョ デズ 、 ジ ェ ラ リー・S・ ヤ ング 
著 日 暮 雅 通訳 JICC 出 版 谷 03(221)1997 
A5 判 346 ペ ー ジ (上 )( 下 ) 各 1.,600 円 


書籍 の 価格 は 消費 税込 み で す 


ショ ー ト プロ グラ ム 3 本 。「LONG HOLE, "BOUND ー 一 編集 部 ,、 マイ コン , 108, 394-397pp. 
BALL」「DEFENCE 」。 一 一 横 関 華 , マイ コン BASIC Magazine, MUSIC SQUARE 
10 月 号 , 165-166pp. X68000 の 音楽 環境 を , 市 販 さ れ て いる ソフ ト を 中 心 に 
> Mr.COMBAT 紹介 する 。 一 編集 部 , ASCII, 10 月 号 , 277-282pp. 
ダイ ナマ イト を 連鎖 爆発 させ て 敵 戦 車 を 破壊 する 。 パ p» AV WORKSHOP 
ズル っ ぽい ゲー ム 。 一 一 宮本 進 , マ イコ ン BASIC Magazine, スプ ライ ト エ ディ タ 「Terazzo」 と スク リー ン エ ディ タ 
108 5, 167-169pp. TXe, を 評価 。 一 一 中 山 進 , ASCII, 10A S, 336-339pp. 
X1 十 FM 音源 ボー ド ( 要 NEW FM 音源 ドラ イ バ ) > DSH 
サン ダー クロ ス 一 エン ディ ング 一 「A Long Way」 Human68k 上 の X 形 式 フ ァイル 用 セミ オー トディ ス ア 
ゲー ム ミ ュー ジッ ク プ ログ ラム 。 一 一 上 田 順 一 , マイ €777, ——J|AEK-, ASCII, 10 月 号 , 354-355pp. 
コン BASIC Magazine, 10 月 号 , 200-20Ipp. P» blook 
X1turbo シリ ー ズ ソフ トウ ェ ア キ ー ボ ー ド に 使わ れ て いた VRAM を 使っ 
くる くる パネ ル て , テ キス ト フ ァイル の 表示 を 行う ユー ティ リティ 。 一 一 
パネ ル を 引っ くり 返し て 敵 を 落と す ゲ ー ム 。 ク イン テ 中 山 進 , ASCII, 10 月 号 , 356p. 
ィ が ヒン ト だ そう だ 。 一 一 吉田 紀生 , マイ コン BASIC > MIDI ラ イブ ラリ 
Magazine, 10A 5, 170-17Ipp. 外部 音源 を 制御 する た め の MIDI 拡張 関数 。 一 一 市 原 昌 
> LET's PROGRAMING ! 文 , |/0, 108 €, 136-14Ipp. 
10 進数 を N (279) 進数 へ 変換 する プロ グラ ム の 宿 p バターン ・ エ ディ タ 「 ば た ば た くん 」 
題 発表 。 X68000 用 , XIturbo 用 な ど 。 — #5, マイ コ 65536 色 モー ド 対 応 パタ ー ン エディ タ 。 1I/0 に お いて す 
ン , 10 月 号 , 246-255pp. で に 掲載 され た 拡張 BASIC が 必 x" 
> NEW SOFT 10 月 号 , 217-227pp. 
発売 予定 の ゲー ム , ヒー ロー・ オ プ ・ ラ ンス を 紹介 。 REDUMP.X 
ー 一 編集 部 , LOGIN, 185, 15p. 見 た いと き に レジ スタ の 値 が 見 られ る 常駐 型 プ ログ ラ 
P» SOFT RADAR ム 。 一 一 X68K & 浅香 唯 〇 の 苦 死 魔 , |!/0, 10H 5, 228-232 
最新 麻雀 ソフ ト , 麻雀 狂 時 代 SPECIAL II * SIR A ta pp. 
介し て いる 。 一 一 編集 部 , POPCOM, 10 月 号 , 26p. > NEW SOFT 
b 誌上 公開 質問 状 新着 ソフ ト , 38 万 キロ の 虚空 を 紹介 。 一 一 編集 部 , 
マス ター ディ スク , デモ ディ スク を 手 に 入れ る に は ? LOGIN, 185, 17p. 
XIturboZ で の 一 , —, 1, 1 の 入力 法 に つい て 説明 , 解 > X68000 新 聞 
説 し て いる 。 一 一 編集 部 , マイ コン BASIC Magazine, 10 シャ ー プ か ら 発 売 の |00 イ ンチ 液晶 ビジ ョ ン , グラ フィ 
月 号 , 66p. ッ ク エ ディ タ PRISM-68K。 ミッ ド ・ ガ ルツ , ロー グ ・ ア ラ 


イア ンス > デジタ ルク ララ ト , ね じ 式 .. イク ロン Ex 


X68000 press を 紹介 。 一 一 編集 部 , LOGIN, 185, 140-145pp. 
b 先取 りお すす め ゲ ー ム 

> MachI80 を レポ ー ト 発売 予定 の 「 斬 [ZAN] 陽炎 の 時 代 」 を 紹介 し て いる 
計測 技研 が 発売 し た , X68000 上 で CP/M を 動作 可能 に ー 一 編集 部 , テク ノ ポ リス , 10 月 号 , 6-9pp. 

する CPU ボー ド 「MachI80」 に つい て の レポ ー ト 。 一 一 編 P» GAMING WORLD 

集 部 , マイ コン , 10H 9, 347-349pp. 新着 ゲー ム の ファ ンタ ジー ゾー ン , ニュ ー ジ ー ラ ンド 
LET's PROGRAMING ! スト ー リ ー, ウイ ング ス を 紹介 。 一 一 絹 集 部 ,、 テク ノ ポ 
10 進 数 を N (2 て 9) 進数 へ 変換 する プロ グラ ム の 宿 リス , I0B S, 17-26pp. 

題 発表 。 X68000 用 , XIturbo 用 な ど 。 一 一 藤本 健 , マイ コ b 新作 ゲー ム 先 取り ! SOFT FLASH 

ン , 10 月 号 , 246-255pp. フラ ッ ピ ーII・ ブ ルー スタ ー 復 活 の 日 , 造 か な る オー 
b» X68000 マ シン 語 入門 が スタ. ジャッ クー ニク タラ のみ スッ チャ ン ゼ アシ ンシップ 
常駐 型 プ ログ ラム の 作成 に 挑戦 。 題 材 は いつ で も グラ ゴル フ , 琉球 を 紹介 。 一 一 編集 部 , テク ノ ポ リス , I0H 
フィ ッ ク 画 面 を セー ブ プ で きる 「 イ メー ジ カ ッ ター」。 一 一 号 , 27-29pp. 

高橋 雄一 , マイ コン , 10 月 号 , 350-359pp. pp ゲー ム が オレ を 呼ん で いる ! 

な ん で も Q&A ロボ ッ ト ア クシ ョ ン ゲ ー ム 「 ジ ェ ノ サイ ド 」 の 攻略 法 
X68000 用 BASIC を AUTORUN する 方 法 や , AX に 外 付 け と , アド ベン チャ ー ア クシ ョ ン ゲ ー ム 「 ニ ュー ジー ラン 
ディ スク ドラ イブ を 接続 する 方 法 な どの 質問 に 答え る 。 ッッ グー アム 


オプ ジェ クト 指向 へ の 招待 


オフ > ジェ クト 指向 オプ ジェ クト 指向 と は , プロ グラ ミン グ に お け 
fis る 新しい 考え 方 で , Smalltalk-808 887^ 5 [5 £ 5 C 
BSRIO DONU UI きた 。 こ の 考え 方 は 。 プロ グラ ミン グ や 設計 の た 
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め の 方 法論 , 人 工 知能 (Al) 分 野 に お ける さま ざま 
な 技術 な ど で 最 近 注目 され て いる 。 本書 は オブ ジ 
ェクト 指向 を 「 思 考 を 表現 する た め の 技 法 」 と し 
て 捕らえ , 基本 概念 か ら 応 用 まで を プロ グラ ミン 
グ 未 経験 者 に も わか る よう に 紹介 し て いる 。 
富士 ゼロ ックス 情報 シス テム 眉 / 春 木 良 且 著 

啓 学 出版 谷 03(233)3731 A5 判 192 ペ ー ジ 
LE : 2,000 円 
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FILES ØhIAX 


ー 一 編集 部 , POPCOM, 10 月 号 , 64-67pp. 
> X68000 ワ ー ル ド 

新着 ゲー ム の ウイ ング ス , ファ ンタ ジー ゾー ン , ジャ 
ッッ クニ タラ ウス ・ チ ャ ン ビ オン シッ プ ・ ゴ ルフ, サシ グ 
マス ター や , 開発 中 の スー パー ハン グ オ ン , サン ダー プ 
レー ド , そし て DoGA の CGA シス テム を 紹介 し て いる 。 
ーー 一 編集 部 , POPCOM, 10H €, 83-87pp. 
b 誌上 公開 質問 状 

X68000 用 数 値 演算 プロ セッ サボ ー ド の 解説 や フロ 
ッ ピ ー デ ィ ス ク か ら 立 ち 上 が る よう に する た め の SWITCH 
コマ ンド の 設定 法 。 EXPERT/PRO 用 の ハー ド デ ィ スク を 
ACE シリ ー ズ に 内 蔵 で きる か ? に つい て 答え て いる 。 
ー 一 編集 部 , マイ コン BASIC Magazine, 10A S, 66p. 
ゴル フ ・ ゴ ルフ ・ ゴ ルフ 

トラ ッ ク ボ ー ル を 使っ た ゴル フ ゲ ー ム 。 一 一 株 式 会 社 
マイ ケル 商事 , マイ コン BASIC Magazine 10 月 号 , 172- 
174PP. 
> 迷子 の ピー チャ ン 

森林 浴 に 来 て 迷子 に な っ て し まっ た ピー チャ ン を , 
定 距離 を 進め て クリ ア す る スク ロー ル ゲ ー ム 。 一 一 薫 野 
和弘 , マイ コン BASIC Magazine, 10 月 号 , 175-177pp. 
A ME Tg Oy A 

コナ ミ の ファ ミコ ン ゲ ー ム ミュ ー ジ ッ ク プ ログ ラム 。 
ー 一 川野 俊 充 , マイ コン BASIC Magazine, 10 月 号 ,.187- 
190pp. 
pp チャレンジ! X68000 

新着 ゲー ム , ミ ッ ド ・ ガ ルツ ・ ゴ ー ル ド 68K, リ ング マス タ 
ー を 紹介 し て いる 。 一 一 佐久 間 亮 介 。 マイ コン BASIC 
Magazine, 10 月 号 , 276-277pp. 


ポケ コン 


PC-1600K 
ポケ ッ ト コ ンピュータ 活用 術 

ポケ コン の 電子 手帳 化 第 5 回 。 今 回 は 時 計 機 能 プ ログ 
ラム が 登場 。 一 一 塚田 洋一 , マイ コン , 10 月 号 , 334-338pp. 
PC-1450 
> EXCITING プロ レス |450 

9 種 の 技 で 10 人 の 対戦 相手 を 倒せ ! PC-I26I 用 プロ 
レス ゲー ム の 移植 版 。、 一 一 L-L No27NKY, 1/0, 10 月 号 , 
208-209pp. 
PC-E500 
b 誌上 公開 質問 状 

PC-E500 で の スク ロー ル , POINT 命令 を 用 いた ドッ ト 
の チェ ッ ク 法 な ど に つい て 解説 。 編集 部 , マイ コン 
BASIC Magazine, 10A 5, 65p. 
P» PICK UP STONES 

全 30 面 の 思考 型 ゲ ー ム 。 移植 版 。 一 一 MARBOW, マイ コ 
ン BASIC Magazine, 10 月 号 , 180p. 


スー パー コン ピュ ー タ 時 代 

今や あら ゆる 分 野 で 利用 され て いる スー パー コ 
ンピュータ 。 本書 は , その 活用 に 合わ せ た 基 礎 的 
な 情報 を 明らか に する た め に 書か れ た も の だ 。 ス 
ー パ ー コ ンピュータ の 利用 者 で な く て も わか りや 
TUO LATI. MEWNECULTTED5STLITAL S. AX 
間 に で き な い こと を させ る スー パー ヨシ ピュ デ タ 
を 使っ て の さま ざま な 開発 ・ 利 用 状況 や , さら に 
使用 し て いる 人 々 を も レポ ー ト し て いる 
シド ニー・ カ ー リ ンプ ノリ ス ・ パ バ パー カー・ ス ミス 
著 那 野比 古 訳 HBJ 出 版 局 谷 03(234)3911 
B5 判 332 ペ ー ジ 2,400 円 


FILES Oh! x. 265 


NI こう W E R 


Ca UESTIORN and 


パソ コン で 使え る ファ イル の 種 

Q 類 に シー ケン シャ ルフ ァイル と 

ラン ダム ファ イル が ある こと を 

マニ ュ ア ル て 読み まし た 。 い っ た い 前 者 と 

後者 は どの よう な 特徴 と 欠点 を も っ て いる 

の で し ょ うか 。 あ つか まし い 質 問 で す が で 
きる だ け 詳 し 〈 く 教え て くだ さい 。 

大 阪 府 吉田 進 


シー ケン シャ ルフ ァイル は 順 編 
A 成 フ ァイル と も 呼ば れる も の て, 
Dll | 失 本 的 に デー タ を ファ イル の 先 


頭 レ ュー ド か ら 順 番 に し か 読み 書き する こ 
と が で きま せん 。 ラン ダム ファ イル は 直接 
編成 ファ イル と も 呼ば れ , デー タ を 書き 込 
ん だ 場所 を 記録 し た 領域 を 別に 用 意 し て い 
る の で , 特定 の 位置 に 書き 込ん で ある デー 


タ を も 直接 に 読み 書き する こと が で きま す 。 


ラン ダム ファ イル で は , その ファ イル 編 
成 の 性 格 上 , 結果 的 に シー ケン シャ ルフ ァ 


イル と 同じ 記録 方 式 に する こと も 可能 で す 。 


記録 媒体 し し て テー プ を 使っ た 場合 に は 直 
接 編成 ファ イル を 扱う こと は 上 難しく, 基本 
的 に 順 編成 ファ イル し か 作成 する こと が で 
きま せん 。 

順 編 成 フ ァイル は ファ イル の 編成 方 法 が 
も っ と も 単純 で , レコ ュー ド が 物理 的 に 連続 
し て いる の で , 記憶 領域 の 利用 効率 が 大 変 
ょ よく な っ で いま す 。 だ か ら テ ー プ は 当然 と 
LT, ディ スク の 空き エリ ア も 無駄 な く 使 
用 する こと が で きま すこ . デ ログ ラム や ドキ 
ュ メ ント , 実験 デー タ の よう に , 順番 に 処 
理 で きる も の は , この 形式 で 扱う の に 向い 
て いる と た いえ ます 。 ま た 連続 も た レン な 
ド に 書き 込む の で デー タ の 読み 込み , 書き 
込み 時 の ヘッ ド の 移動 も 少な 〈, 大 量 の デ 
ー タ の 高速 な 入出 力 処 理 が で きま す 。 

欠点 と し て は , 特定 の レコ ー ド を いき な 
り 読み 書き する こと が で き な い の で , デー 
タ を 追加 削除 な ど し て 変更 し た 場合 に は , 
ファ イル の すべ で て を 読み 込ん て (も ちろ ん 
修正 する 必要 の な い 部 分 も ), 更 新 し た ファ 
イル を 新た に 更新 ファ イル と し て 作成 する 
必要 が あり ます 。 

こ 和 だ 対 ま ネン ポム オデ ティル な は デー 
タ の 読み 書き が 1 レ ュ コード 単位 (多く の 場 
合 256 バ イト ) ご と に 行わ れる の で , 追加 削 
除 ど だ け で は な く , 特定 の デー タ の 修正 変更 
も 簡単 に 行う こと が 可能 で す 。 す べ で て の 
デー タ を 読み 出し て それ を も う 1 回 書き 込 
むと いう 作業 は 必要 あり ませ ん 。 そう いう 
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点 で ラン ダム ファ イル は シー ケン シャ ルフ 
ァイル より 扱い や すく な っ て いま す 。 

シー ケン シャ ルフ ァイル で は 一 般 に デー 
タ を 保存 する フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク , AX) 
ERMAT キー ボー た デオ スプ ルレ 
も ファ イル と し て 扱う こと が で きる 場合 も 
あり ます 。 こう 閉 い て キー ボー ドモ デイ 
EDO SP ATAN BATE CG 
れ ら は TI/O 装置 び 。 フ ァイル っ て の は , も 
っ と 抽象 的 な も の な ん じゃ な いか 」 と 思わ 
た を 生 を だ いる が か が な し も ま せん 。 も か も 。 こ 
こ で も うー 度 - キ ファ イル 所 いう 言葉 を と 
な が な し て み ま し よう 。 

b し ファ イル を 60 字 以内 で 説明 せよ , と 
いう 問題 が 出さ れ だ た だら, あな だ は 自信 を も 
っ て この 質問 に 答 を る こと が で きま すか ? 

ファ イル と は 目的 と する デー タ 処 理 に 適 
し た 方 式 で , 同種 の レ ュ ー ド を 補助 記憶 媒 
体 や 入出 力 媒体 の 上 に 組織 的 に 配列 し た も 
の , と 定義 きれ て いま す 。 で すか ら キ ー ボ 
ー ド も ディ スプ レイ も ファ イル と いっ て も 。 
決し て 間違い で は な い の で す 。 

話 が 横道 に を れ て し まい まし た が , 一 般 
的 に 住所 録 な ど デ ー タ の 追加 ・ 削 除 が 頻繁 
に 行わ れる の で あれ ば ラン ダム ファ イル が , 
まだ そう で な けれ ば シー ケン シャ ルフ ァ イ 
ル を 使う ほう が いい で し ょ 2 う 。 

Lt. て 生ま で カキ ー 二 的 な パテ ロメ で クア 
イル を 扱う た め の 話 。 X68000 を 使っ て いる 
方 は お わか り の よう に ,X-BASIC の マニ ュ 
デル な だ は ラン ダム ファ オフ な か ジー が 
ン シ ャ ルフ ァイル と か いっ た 言葉 は , まず 
出 で き ませ ん 。 

X-BASIC で は 従来 の ラン ダム ファ イル 
で 必要 どっ た レコ ュー ド 番 号 と いう も の が な 
(5, 1 バイト 単 位 で どこ で も 目 由 に ア 
クセ ス で きま す 。 1 バイ ト 単 位 に アク セス 
可能 で すか ら , シー ケン シャ ルフ ァイル と 
まっ だく 同 じ よ うな 扱い も 可能 で すし , 1 
行 単 位 や 配列 を 丸ごと 読み 書き する よう な 
ご と も 簡単 に で きま す 。 

ラン ダム ファ イル な ど は レコード 単位 の 
アク セス と いう 制限 が ある だ た だめ 独特 な テク 
ニッ ク が 要求 され る 分 野 で し た が , X68000 
の よう な ファ イル 管理 で は メモ リ 上 の 配列 
と ほとん ど 変 わら な い 自 由 な プロ グラ ミン 
グ ' あ で きま す 。 又 BASIC で こう いっ だ た 形式 
の ファ イル を 扱う 場合 の 注意 な ど に つい て 
は C 言 語 関係 の 書籍 を 参考 に する と よい で 
Pin ai. s 


編集 室 の みな さん , こん に ち は 
Q) X68000 を た くさ ん の 人 が 利用 し 

て いる こと は 癌 じ シ ャ ー プ ユー 
ザー と し て 喜ぶ べき こと で す が , 最近 は X6 
8000 の 記事 ば か り が 表 に 出 て いる の て 寂し 
い 限 り で す 。 と ころ て で, 私 は 最近 BASIC の 
勉強 も 兼ね て , 簡単 な ゲー ム を 作っ て いる 
の で す が , その な か て 文字 を PCG で 表示 し 
た いと 思っ た の で す が , A か ら Z ま て 26 個 
も の キャ ラク タ の フォ ント を いち いち 作成 
し て DEFCHR 文 で 列挙 し て いく の は 大 変 な 
作業 な の で す 。 こ の 手間 を な ん と か 省く よ 
い 方 法 は な いで し ょ うか 。 な に ぶん 初心 者 
な の で よろ し く お 願 いし ます 。 使用 機種 は 
XiturboZI C$, 埼玉 県 土岐 佳代 


最近 本 当 に Oh!IX に も 女性 読者 
回 が 増え て きま し た ね 。 男 性 の 私 
UI にし て は 嬉し い 限 り で す 。 さ て 


ご 質問 に ある と お り X1 シ リー ズ に は ブロ グ 
ラム を 組む 人 が 自由 に キャ ラク タ を 定義 す 
る こと が で きる PCG(Programable Chara 
cter Generater) RAM が 標準 装備 され て い 
る こと は 皆さん 周知 の こと で し ょ S. 

いま る ら あ ら た だ ため て 書く ほど の こと で も 
あり ませ ん が , PCG は 基本 的 に 8X8 ド ッ 
ト で 構成 され て いて (X1turbo で は 8 x16 F 
ッ ト , 16X16 ド ッ ト も ある ) ドッ ト 単 位 に 
8 色 を 指定 する こと が で きる も の で す 。 テ 
キス ト 画 面 上 に 表示 る れる た め 処 理 が 速く , 
高速 な 処理 を 必要 と する 画面 スク ロー ル の 
背景 や , 大 き な キ ャ ラク タ な ど を PCG で 
書い て く と , ブロ グラ ム を 作る うえ ぇ で 大 
変 楽 で す 。 あ の 名 作 ほ と いわ れる ゼビウス が 
X1 に 移植 で きた の は PCG が あっ だ た おかげ 
Lhüvodsnhkii:tj. 

ST, 実は この 質問 の 答え は 非常 に 簡単 
で す 。 と いう の も Xlturbo に は 文字 フォ ン 
ト デ ー タ を 読み 込む 命令 が ちゃ ん と 用 意 る 
引い る か ら て す 。 マデ ニュ アル を ひと と お 
り 見 渡し て いれ ば す で 気 づく は ず な ん だ け 
た ん 0 。 まっ , 初心 者 と し いう こと と 女性 
と いう さと で 許し て あげ ちゃ いま し ょ う ( な 
ん の こっ ちゃ )。 と いう わけ で , 土岐 きん も 
すでに この 命令 を 見 つけ て いる か も し れ ま 
せん ね 。 た だ し ,ROM に 入っ て いる ふつ う 
の 文字 を 使う の で あれ ば PCG を 使う まで 
も あり ませ ん か ら , ゲー ム に よく 使わ れ て 
いる 太め の 文字 フォ ント と , 斜体 の 文字 フ 
ォ ン ト を 作る 方 法 を も を プログラム で 紹介 し ま 
し よ ス yp 


HU 


|. 100 
110 ' PCG ZET 
120 ' 
130 PRINT "1.775" 
140 PRINT "2.27" - 
150 PRINT "3. シ ャ タイ " 
160 PRINT " ト * レ ニシ ャ スカ " 


180 A$=INKEY$(1) 


190 UNTIL A$>="1" AND A$«z"3" 430 NEXT . 
200 ON VAL(A$) GOSUB "FUTSUU","FUTOJI", "SHATAI" 440 RETURN 
. 210 END 450 s 
230 ' フッ ツウ 470 ' : : 
240 ' 480 LABEL "SHATAI 


250 LABEL"FUTSUU" 、 

260 FOR I-&H20 TO &H7A | 

2170 AS$-LEFT$ (CGPAT$(1),8) 

280 DEFCHR$(T) =STRING$( 3,A$ ) 
. 290 NEXT 

300 RETURN. 

320 ' ZU 


340 ram 'FUTOJI" 


リス ト 1 が その ブロ グラ ム で す 。CGPAT 
$, DEFCHR$ の 機能 が よく わか ら な い 方 は 
マニ ュ ア ル を 参照 し な が ら 読ん で くだ さる い 。 

で は プロ グラ ム を 科 単 に 説明 し まし ょ う 。 
250 行 か ら 300 行 まで は CGROM (文字 フォ 
ント が 書き 込ま れ て いる ROM) か ら 8Xx8 
ドッ ト 構 成 の キャ ラク タコ ー ド を 読み 込み 
ます 。 1 文字 は 8 バイ ト の フォ ント デー タ 
で 構成 され ます 。 そし て それ を , Š, 赤 , 
緑 の す べ て の ペー ジ に 書き 込む よう に ., 280 
行 で 8 バイ ト の デー タ を 3 回 織り 返し て 24 
ZATOT AAEL T で つこ ぞ 科 を 
を その まま PCG に 定義 し て いま す 。 こ れ だ と 
CGROM の 内 容 を を その まま PCG に 定義 し た 
diu 5 ま を 。 

340 行 か ら 440 行 まで が ふつ う の 文 字 よ り 
太め の フォ ント を 作る 部 分 で す 。380 行 で 文 
字 フ ォ ン ト デ ー タ を びな だ つう ずつ "(上 か ら 1 
ライ ン 分 ) 取り 出し ます 。390 行 で いま 取り 
出し た 文字 フォ ント を 右 に 1 ビッ トシ フト 
LC, シフ ト 前 の デー タ と 論理 和 わ を とり ま 
Jo c3 28 MENT. 

Ibid. 

OO.€eO00e.00 (Or ERINA) 

と いう フォ ント を 例 に 取っ て み ま し ょ う 。 
この フォ ント で 表示 きれ る 点 を も 1, そう で 
な い 点 を 0 と し て 2 進数 で 表す と, 001001 
00L720 $3 T, RETE EE» k7 h 
する と 01001000 と な り , この 2 つの デー タ 
の 論理 和 は 01101100 で 実際 の イメ ー ジ だ と , 

© 1 10 1 100 

と な り ま す 。 こ の 処理 を 8 ライ ン 分 繰り 返 
し て 1 文字 の フォ ント デー タ が で き あ が り 5 
ます 。 実際 に いろ いろ な フォ ント デー タ で 
紙 の 上 で 実験 し て も ら え ば , その 様子 が よ 
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350 FOR I-&H20 TO &H7A 
A$- 


360 

370 FOR J:1 TO 8 

380 A=ASC (MIDS (CGPATS 1), J, 1) 
390 AzA OR (A*2 MOD 

400 A$=A$+CHR$(A) 

410 


490 FOR Iz r&H20 TO &H7A 


NEXT 
420 DEFCHR$(1)=STRING$(3,A$ ) 


500 A$= 

510 FOR J=1 TO 8. 

520 A=ASC(MTD$ (CGPAT$ (I), J,1)) 

530 IF J«3 THEN A-INT(A/2) ELSE IF J>5 THEN A-(A*2 MOD 256) 
540 A$=A$+CHRS (A) 

550 NEXT 

560 DEFCHR$ (1)-STRING$(3, A$) 

570 NEXT 


580 RETURN 


くも みる て にょ 放っ 

さら に 先 に 進み まし ょ う 。480 行 か ら 580 
行 が 斜体 文字 の フォ ント を 作る 部 分 で す 。 
太字 の フォ ント を 作る プロ グラ ム と 違う 部 
分 は 530 行 1 カ所 だ け で , ほか は すべ で て 同じ 
で す 。530 行 で 行っ て いる 処理 は 文字 フォ ン 
hr—ANbPposs24»oHlblEobk 
ら デ ー タ を 右 に シフ ト , 5 ライ ン 目 より 


だ っ た ら デ ー タ を 左 に シフ ト き させ て いま す 。 


これ も 実際 に 紙 に 書い て や っ て みる と よく 
わか る と 思い ます 。 

以上 , 多少 わか り づ らい 説明 どっ た だ か も 
し れ ま せん が , PCG で 文字 を 定義 むす る う ぇ 
で の 参考 に し て も ら 5 えれ ば うれ し いで す 。 
な に か プロ グラ ム が で きだ た ら ぜ ひし と も 送っ 
て (だ . さ いね 。 

—, 突然 で す が 今月 は スペ ー ス が 残っ 
て いる の で (要する に 取り 上 げた く な る 質 
間 が 少な か つた の で ある が ) ちょ っ と ひと 
言 。 毎 月 毎月 た くさん の 質問 を お 寄せ いた 
だ き あ り が だ たい の で す が ,。 いま で も 質問 の 
内 容 が よく わか ら な か っ た だ たり,( 今 月 は 取り 
上 げ ま し た が ) マニ ュ ア ル を 見 れ ば わか っ 
て し まう 質問 な ど が 結構 あり ます 。 また, 
「 最 近 デ ィ ス プレ イ に ノイ ズ が 出る の で す が 
修理 に 出し た ほう が いい で し ょ うか 」 と か 
いっ た , ハー ドウ ェ ア の 異常 に 関す る 質問 
質問 箱 に 相談 する より も シャ ー プ の サー 
ビス セン ター に 問い 合わ せ た だ た ほうが 確実 で 
Ta 

それ と 選ぶ 私 の 意見 と し て は , 葉書 に ち 
ょ こち ょ こと 質問 を 書い て 威張っ て いる 文 
章 よ り , 詳し い 内 容 を 封書 で 送っ て も ら っ 
た ほう が うれ し い の で す 。 こ の ペー ジ の 右 
下 に も 書い て ある けど , 質問 内 容 が 図 な ど 


を 使っ て 説明 で きる 性 質 の も の な ら ば 必ず 
同封 し て て だ さい 。 ど うし て も 取り 上 げ て 
ほし い 質 問 が あっ た ら 「 絶 対 載 せ て くだ さる 
い 1 」 ら て 赤 ペ ン で 書か が な く て いい じ , * 
だ っ て 汚く て も 読め ゆめ れ ば いい か ら , 聞き た 
いこ と を 「 も う 頼 むか ら を そこ まで いわ な い 
で 」 と こち ら が 思う くら い に 詳 細 に 書い て 
いた だ ただ けれ ば 私 と し て も それ な り に 対処 し 
ます の で , と どん どん 質問 を お 寄せ く 《 だ さい 。 
ょ よろしく お 願い し ます 。 
最近 の 傾向 で は X1 関 係 ば か り 取 り 扱 っ て 
ます が , も ちろ ん X68000 や MZ 関 係 に つい 
て の 質問 も 随時 受け 付け て いま す 。 と いう 
but, 秒 月 ま て ご き げ ん よさ う 。 

(影山 裕昭 ) 


質問 に お 答え し ます 

日 ご ろ 疑 問 に 思っ て いる こと , どん な こ 
と で も 結構 で す 。 ど ん どん お 便り くだ さい 。 
SER), 奇 問 , 編集 室 が 総力 を 上 げ て お 答え 
いた じ ま す ます た だ し は お 客 せ び だ だ いそ きい 
る も の の 中 に は , マニ ュ ア ル を 読め ば すぐ 
に 回 答 が 得 ら れる よう な も の も 多々 あり ま 
す 。 最低 限 . マニ ュ ア ル は 誤読 し て お きま 
し ょ う 。 質問 は な る べく 具体 的 に 機種 名 , 
シス テム 構成 , 必要 な ら 図 も 入れ て こと 細 
か に 書い て くだ さい 。 ま た ., 返信 用 切手 同封 


の 質問 を よく 受け ます が , 原則 と し て , 質 


問 に は 本 誌上 で お 答え する こと に な っ て い 
ます の で ご 了承 くだ さい 。 なお, 質問 の 内 
容 に つい て , 直接 問い 合わ せる こと も あり 
ます の で , 電話 番号 も 明記 し て くだ さい ね 。 
宛先 : T 102 東京 都 千代 田 区 

九段 南 2-3-26 井 関 ビ ル 

帳 日 本 ソフ トバ ンク 出版 部 

"Oh ! X 質 問 箱 」 係 
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読書 の 秋 , スポ ー ツ の 秋 , 食欲 の 秋 , AN 
ソコ ン の 秋 , つい で に 人 事 異動 の 秋 ? 
編集 部 で は 新しい メン バー を 加え て 張り 


を HD の 特集 , あり が と う ご ざ いま す ! この 次 
は , ピ デ オ , イメ ー ジ スキ ャ ナ ,。 ボケ コン , ジ 
ョ イカ ー ド 類 ま で 含ん だ パソ コン 周辺 機器 総 ざ 
ら え で カタ ログ っ ぱい 特集 を ぜひ 。 OhIX ら し く 
な い イ ー ジ ー な 企画 か も し れ ま せん が , これ か 
ら の 予想 な ども 行え ば よい の で は な い の で し ょ 
うか 。 周 辺 あ っ て こそ 楽し い パ ソコ ン で すか ら 。 
石井 健 (21) 広島 県 
清く 正しい カタ ログ と いう の は イー ジー ど 
ころ か 超大 変 な 特集 に な る で し ょ う ね 。 だ 
から や れ な いい? うう 一 た 。 
ちょ うど HD を 増設 し よう と 思っ て いた と こ 
ろ な の で , グッ ド タ イ ミン グ で し た 。 山形 の よ 
う な 地方 ユー ザー に は , ソフ ト ・ ハ ー ド の 評価 
記事 は , 貴重 な 情報 源 で す 。 こ れ か ら も 内 容 の 
ある も の を お 願い し ます 。 2 カ月 前 ほど か ら , 
中 古 モ デム で , パソ コン 通信 を 楽し ん で いま す 。 
パソ コン 通信 も 下 火 だ そう で す が , 現状 な ど 特 
集 し て くだ さい 。 菅井 隆夫 (27) 山形 県 
X68000 関 係 で は 面白 じい PDS と か が ネッ ト 
ワー ク で 流れ て いる よう で すか ら 一 度 取り 
上 げ て みた いで すね 。 結構 人 危な は も の も あ 
っ だ た だり し て 扱い に 困る か も し れ ま せん が 。 
だ 一 も う , HD の 特集 な ん か する か ら , 欲し く 
な っ た じゃ な いか ! どう し て くれ る ? 
寺村 公 一 (22) 滋賀 県 
特集 の な お かげ で 編集 部 の 私 た ちゃ も ハー ド デ 
ィ ス ク が 欲し て な っ ちゃ っ て …… , 休み が 
取れ た ら 6 秋葉 原 に で も 買い に 行こ うか な ぁ 。 
で も 先立つ も の が ね ん え 。 
を を や っ と Z'sSTAFF PRO-68K ver2.0 を 買い ま 
し た けど 機能 が あり すぎ て な か な か 覚え られ ま 
せん 。 絵 を 描く な ん て と て も と て も 。 今度 Z's 
STAFF PRO-68K で お 絵描き 講座 や っ て くれ ま 
せん か 。30 の お じ さ ん に も わか る よう に 。 
佐藤 廣 茂 (30) 宮城 県 
最初 は 気に入っ た 絵 ゃ や 写真 を 写す よう な 気 
で 描く と いい と 思い ます よ 。 ごく 〈 一 部 の 機 
能 だ け で も 結構 使 を ます か ら ね 。 
念 会 社 で は 端末 代わ り の FMR60 を 使い , 家 で は 
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切っ て いま す 。 彼ら も また 、 読 者 の 皆 さ 
ん の 声 を 頼り に ドラ ゴン へ の 道 を 歩む こ 
ど と で し よう 。 まみ も て ご 指 拓 を だ きい ね 。 


X68000 を 使用 し て いる 。 会 社 で は 今 テ トリ ス を 
昼休み に や っ て いる 人 が 大 勢い る 。 話 は 変わ り 
まし て , 今月 特集 の ハー ド デ ィ スク & プ リン タ 
の 活用 は , た い へ ん よく わか り ま し た の で これ 
か ら も こう いっ た 特集 を 載せ て くだ さい 。 
三田 恭一 郎 (23) 東京 都 
を 仕事 で TOWNS を 使っ て いま す が , X68000 の 
ほう が プロ グラ ム し や すい 。PDS も 多い し 解像度 
も いい と 思い , 会 社 に は 悪い の で す が , X68000 
を 使わ せ て いた だ いて お り ま す 。 
小林 丈 明 (21) 長野 県 
会 社 ト し いう の は ……, いや いや , そう いう 
却 ま わり と いら っ し ゃ いま まま よ 。 tà 
TOWNS と X68000 を 両方 使っ て いる な ん 
て 。. も まっ と 羨まし いな 。 
を X68000 は どれ ぐら い 出 て いる の で し ょ うか 。 
ある 人 の 話 で は , 7 万 台 近 くま で 出 て いる と の 
こと で す が , 実際 どの くら いか 教え て くだ さい 。 
また , ソフ ト (特に ゲー ム ) は どれ くら い 売 れ 
て る の で し ょ うか 。 それ に , 最近 ゲー ム に 飽き 
て きた が , ほか の 人 は どう か 知り た い 。 で も , 
プレ ゼン ト 商 品 に ジェ ノ サ イド を 希望 し て いる 
の が , ミソ な の だ 。 石川 立 城 (23) 埼玉 県 
X68000 の 出荷 台数 は , 今年 の 8 月 現在 で 7 


万 6500 台 に の ぼっ て いる そう で す 。 来春 に 
は いよ いよ 10 万 台 を 超 し を そう で す よ 。 
«THE COMPUTER 9 月 号 の 「 編 集 部 か ら 」 で 
"シャ ー プ が も う 一 つの パソ コン 文化 の 担い 手 
を 標 格 し た "と 書か れ て いた 。X68000 の こと だ 
が 本 当 に そう 思う 。 X68000 を 買っ た 方 は シャ ー 
プ と 共に 挑戦 の 道 を 歩ん で ほし いも の だ 。 そ れ 
ELTAMZ ML ZZZZ 
大 森 基 弘 (18) 滋賀 県 
THE COMPUTER で は , 挑戦 的 存在 と も 
いえ る パソ コン X68000 に 注目 し て いる よ 
う で すね 。 
を と うと う 「 ス ター シッ プ ・ ラ ン デ プー」 が 
X68000 に 出 て し まっ た 。 僕 は PC ユー ザー の と 
ころ へ 通っ て , あの 裏 技 を 使っ て , 最後 まで や 
っ た ん で すけ ど , X68000 版 も あの 技 は 使え る の 
で て しょ 2 うか ?7 も し 使え る と すれ ば , それ だ け 
で 買う 価値 は ある か も 。 
小宮 HW (18) 埼玉 県 
を TETRIS も いい けど , じっくり 考え る PITMAN 
も な か な か 。 最近 は RPG を や る 気力 も な く な 
り , シュ ー テ ィング を や る 体力 も な く な っ た 。 
や は り , 行き 着く 先 は パズル な の か 。 
平木 敬太 郎 (21) 福井 県 
人 サスケ, スイ カ ソ ー ダ 2 …… 。 い っ た い 誰 が 
仕入れ て くる の だ ろう か ? それ に し て も 近 寄 
り 難 い 有 雰囲気 の バー だ な ぁ Z80's Baro X, 
P.S. 誰 か 「 リ ゲイ ン 」 の コマ ー シ ャ ルソン グ を 
LIVE に 投稿 し な いか な 。 
尾形 秀晃 (18) 千葉 県 
VUL, いい と ころ に 気がつい だ ね 。 で も り リ 
ゲイ ン の 黄色 と 黒 っ て ソフ トバ ンク の ロゴ 
カラ ー と いっ し ょ で な ん か 恥ず か し いな あぁ 。 
を $P1.EXE や Z'sWord JG の よう な 高 機能 ワー 
プロ が 早く 出 な いか な ぁ ー( 某 太郎 は ダメ ! )。 
と ころ で , OS-9 の 初心 者 向け 連載 を お 願い し ま 
す 。 郡 茂樹 (33) 兵庫 県 
人 最近 思っ た こと で す が , 最近 の パソ コン 誌 は , 
や た ら ゲ ー ム や その 他 ソ フト 関係 ば っ か り で , 
自分 で プロ グラ ム を 組む と いう 傾向 が うす いよ 
う で す 。 Oh!IX は その 点 で 安心 で す が , その 傾向 
を 作り 出せ る ,。 メッ セー ジ を も っ た , 20 歳 を 過 
ぎ て も 読め る 雑誌 で あっ て ほし いと 思い ます 。 
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南波 昌幸 Q3 千葉 県 
プロ グラ ム の 楽し る を 伝え る 雑誌 が な 〈 く な 
っ だ 6 ら 5 プ ブログ ラマ に な る 人 が いな く な っ て 
し まう 。 そ うし た らい っ た だ い 誰 が ゲー ム を 
作っ て くれ る の だ ろう か ? 
先日, DoGA・CGA シ ステ ム が 届き まし た 。 初 
め は 何 を し た ら よ い の か わか ら な か っ た の で す 
が ,。 2, 3 日 シス テム を いじ くり まわ し て いる 
うち に , よう や く 概 要 が つか め て きま し た 。 自 
分 で 一 か ら ア ニメーション を 作ろ うと が ん ば っ 
て いま す 。 DoGA・CGA ア ニメーション 講座 が 長 
く 続 きま す よ うに 祈っ て お り ま す 。 
A 文夫 (34) 秋田 県 
金 私 の X68000ACE-HD が 先日 , 雷撃 を 喰らっ て 
あえ な く 即 死 し て し まい まし た 。 あ の 基板 が 焼 
ける キナ 臭い ニオ イ を 私 は 一 生 忘 れる こと は な 
いで し ょ う 。 あ ーー, これ か ら 修 理 に 出さ に ゃ 。 
で も , X68000 を つぶ し た カミ ナリ が 直撃 し た , 
近所 の 家 な ん か 電化 製品 の 全 減 は も と より , R 
の 壁 が ぶっ 壊れ て た と ゆー ん だ か ら , 自然 と は 
恐ろし いも の だ と 思っ て し まう 今日 この 頃 で す 。 
中 山 秀隆 (19) 三重 県 
これ は 怖い ! な ん と か 無事 に 修理 で きま 
TIcU. 
を $ を ファミコン や PC エン ジン な どの ソフ ト は 人 
気 の あ る 品物 で も 日 数 が た て ば か な り 安 く な り 
ます よね 。 それ な の に パソ コン ソフ ト と きた ら 
信じ られ な いよ うな こと が あり ます 。 た と えば 
〇 A 巡 と いう ソフ ト が 定価 を その まま , その う 
え 消費 税 ま で 取 ろ 一 た ぁ ふ て ぇ 奴 だ ! 
岡田 真 二 (29) 福岡 県 
日 本 橋 の ある 店 で MZ-2500 用 の ゲー ム ソ フ ト 
数 十 本 が , それ ぞ れ 300~800 円 で 売ら れ て いた 。 
X1 の 未来 を 暗示 し て いる よう で 寂し か っ た 。 そ 
れ か ら , 僕 の 名 前 は 「 陣 内 」 で は な く 「 陣 山 」 
で す (9 月 号 155 ペ ー ジ )。 
陣 山 達夫 (19) 大 阪 府 
古く な っ た ソフ ト が 定価 で 売ら れる の は 気 
に 入ら な いか も し れ な いけ ど , 売れ な く て 
叩き 売ら れる の も ね を 。 
人 を 絵 を 描く の が 好き な の で , 弟 の X68000 で Z's 
STAFF PRO-68K を 使っ て み ま し た 。 画 像 の 美 
し さ に 驚か され まし た 。 パ ソコ ン て お も し ろ い 
で すね 。 WE か を り (19) 東京 都 
を る や っ と C Compiler を 買っ た 。 これ か ら ど ん ど 
ん プロ グラ ム を 作る ぞ ! まず は アク ショ ン 
RPG を 作っ て 金 を か せい で みせ る ぞ ! 
山根 慎二 (19) 岡山 県 
来 月 は C の 特集 で す 。 ぉ 役に立て れ ば よい 
の で す が 。 
OZA, 私 の 友人 N が 廃棄 処分 に な っ た 学校 の 
MZ-80K2C と 山 の よ うな テー プ を 引き 取っ た 。 
MZ-80K2C と は , そもそも 私 の 学校 に は MZ-80C 
と MZ-80K2 の ふた つが あっ て , ジュ ー ス づけ な 
どの 乱暴 な 扱い を され た あげ く , C の ボディ は 
ケト ケト に , K2 の ボー ド は いか れ て し まっ た 。 
そこ で ある 人 が 者 えた ! C の ボー ド を K2 の 
ボディ に 移植 し た の で あっ た 。 手術 は 成功 し , 
友人 N は その ボディ に カッ コ よ く “C "の ロゴ を 


入れ た 。 こ うし て MZ-80K2C は 誕生 し た (つづ 
く )。 吉池 信 悟 (18) 東京 都 
いな を ん で まま ねえ を 、 こう すご いさ と を や 
る 人 が 。 ぜ ひと も 続き を お 願い し ます よ 。 
金 科学 や 技術 に 関わ る 人 で 夢 を 持た な い 人 な ん 
て いる ん で すか ね 。 夢 も な く , た だ 必要 の み に 
か られ て 研究 する ……。 う 一 ん 想像 も で き な い 。 
私 個人 は , 人 間 は 条件 反射 の か た まり だ と 考え 
て いま す 。 すべ て の 欲求 の 源 は 生存 欲求 で あり , 
それ を 土台 と し て (それ の 制御 を 受け つつ ), 自 
立 的 な ネッ トワ ー ク を 形成 し て いる の で は な い 
で し ょ うか 。 ちなみに, 小学 生 の ころ は , 状況 
に 対応 し よう と する 関数 と し て 考え て いま し た 。 
も っ と も ニュ ー ラ ルネ ッ ト も その よう な も の で 
す が (で も ニュ ー ラ ルネ ッ ト の ほう が 実現 し や 
すい )。 江原 忠 士 (19) 岡山 県 
ちょ お お っ と , 小学 生 の と きか ら そ ん な こ 
と 考え て いた ん で すか ? コワ ー い 。 
を る X68000 を 購入 し 早 2 カ月 。 ゲー ム 主 体 で 使っ 
て また の で ゲロ グミ ング は まだ まだ 。 eT. 
な ん で も よい か ら 情 報 を 集め よう と 思い , 初め 
て Oh!IX を 買い まし た 。X68000 の 操り 方 を 適度 に 
載せ て くだ さい ませ ませ 。 
岩井 清彦 (22) 愛知 県 
パソ コン 通信 や っ て る と , X68000 の 面白 そう 
な PDS が いっ ぱい ……。 早 く 大 学 に 合格 し て 買 
いた い ! 山下 貴幸 (19 北海 道 
を THE SOFTOUCH を 見 て ファ ンタ ジー ゾー ン 
に 感動 し て , つい 買っ て し まっ た 。 買っ て 感動 , 
や っ て 感動 。 こ れ か ら も よい ソフ ト を 取り 上 げ 
て いっ て くだ さい ! 
石神 覚 司 (16) 静岡 県 
を HDD レ ポー ト 。 私 の X68000 に は ウイ ン テ ク の 
HD202 (20MB) が つなが っ て いる 。OS-9 で の 使 
用 も 可 。 プ レイ クキ ー, コン トロ ー ル キー オフ 
ァ ン クシ ョ ン キ ー で の シッ ピン グ も 可 。 
荻原 毅 (24) 東京 都 
を 初め て 買い まし た 。HD と サイ バー ステ ィ ッ ク 
の 記事 が あっ た の で 買い まし た 。 これ か ら も い 
い 記 事 が あれ ば 買い ます 。 
慶野 利幸 (16) 栃木 県 
HD と サイ バー ステ ィ ッ ク ! 
ソコ ン は こう で な くっ ちゃ ね 。 


う 一 ん , パパ 


A NI 
KS s 


c 
ピコ 


プレゼント の CD が 届い た の で さっ そく 聞い 
て み ま し た 。 と て も PSG で は 出 な いよ うな 音 が 
出 て いる の で 僕 も FM 音源 な ど が ほし く な り ま 
し た (それ より ディ スク が ほし い 一 っ ! )。 も っ 
と も , 僕 は まだ PSG の 限界 に 達する 音 を 作っ た 
こと が な い の で FM 音源 な ん て 使っ て も どう せ 
た いし た こと は ぞ で き な い だ る ぁ る うけ ど 。 

田中 真実 (16) 滋賀 県 

ゲー ム ミ ュー ジッ ク で は 今月 の メタ ル ホ ー 
ク も か な り の も の で す よ 。 

簡単 な 欧文 ワー プロ で も つく っ て みよ うか と 
思っ て いた と ころ へ 先月 か ら の 祝 さ ん の 記事 。 
タイ ムリ ー で は あっ た の で す が , や は り 自 作 の 
参考 に する に は 情報 量 が 少な いよ う で す 。 ぜ ひ , 
デー タ 構 造 に つい て , 特集 な り 連 載 な り で 取り 
上 げ て くだ さい 。 ま た , 参考 に な る よう か な 文献 
が あれ ば 教え て くだ さい 。 

山田 祐一 (21) 東京 都 
例 「 立 川 く ん の よい この た め の FM 音 源 講座 」 た 
め に な り ま し た 。 ぜ ひ 第 2 回 も や っ て ほし いで 
; 稲垣 俊彦 (16) 大 阪 府 
€ 'Defeat X」 に は 驚き まし た 。 あ ん な ちょ っ 
と の プロ グラ ム で あそこ まで で きる ん で すね ぇ 。 
いや ー, まい っ た 。 ぼ ぽ ぼく な ん か マシ ン 語 の 1 つ 
ひと つの 命令 を 扱え な か いん で す 。 う ら や まし い 
で すね ー。 早く プロ グラ ム が 組め る よう に な り 
js 西村 武雄 (18) 京都 府 
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€ Defeat X な か な か 面白 いで すね 。 最初 に 走ら 
せ た と き 奥 行き も ある の か と 思っ た 。 それ に し 
て も 3 面 の ボス キャ ラ は 強 す ぎる 。 
白井 xz (18) 山梨 県 
€ Defeat X は すご いで すね え 。 昔 だ っ た ら 十 分 
売り も の に な る と 思い ます 。 でも, 3, 4 面 は 
敵 が すご く て , 2, 4 面 の ボス キャ ラ は むず か 
し い 。 あ れ だ け の リス ト で こん な に いい も の が 
で き て いい の だ ろう か 。 英機 の 飛行 パタ ー ン も 
いろ いろ あっ て よい と 超 う 。 た だ , パリ ヤー な 
どの パワ ーUP が あれ ば な ぁ 。 
花井 康浩 (19) 愛知 県 
久々 に 本 格 的 な アク ショ ン ゲ ー ム で 人 気 も 
上 々 。 XX1/turbo ユ ー ザ ー に も まだ まだ 頑張 
っ て いる 人 が いて くれ て 心強い 限り で す 。 
MIDI ボ ポー ド に シャ ー プ が MIDI DRIVER を つ 
け な か っ た の は 非常 に よく な いと 思う 。 市販 の 
ソフ ト が , MT-32 に し か 対応 し て いな いな ら 自 
分 で つく る と な る と 全部 1 か ら や れ な ん て 横暴 
や ね 。 と ころ で シャ ー プ 純正 4chDSP シ ン セ サ 
イザ な ん て 出さ へ ん か な 。 本体 か ら も デー タ 送 
れ て 。 音楽 以外 の デー タ も 処理 で き て と か いう 
や つ 。 MO ディス ク も つなげ て ! 
中 島 祐治 (20) 大 阪 府 
金 最近 不愉快 な こと 。 も っ と 先 に 取っ て お きた 
か っ た “Dyna Book" と いう 名 称 を その 資格 の 
な い 機 械 が 使っ た こと 。 う れ し い こと は , 
X68000 に “C” 以外 の 言語 “FORTH” が 載っ た 
こと と , その 価格 が 安い こと 。 品質 と 値 が 比例 
し て いな けれ ば と 心配 で す 。 日 本 語 は 使え る の 
で し ょ うか ? X68000 が , 次 の 段階 に 発展 し つ 
つ あ る の を 感じ る 。 さ て , 次 は ワー プロ ソフ ト 
が 欲し い 。 三浦 直樹 (36) 青森 県 
Dyna Book と いう の は と っ て お き の 名 前 
で すか ら ね 。 
る 趣味 で ある デー タベース を 構築 し て いま すか が か が, 
過去 に さか の ぼっ て その デー タ を 入力 する の に 
長大 な 時 間 が か か り ま す 。 X68000 と 完全 互換 で 
超 小 型 超 軽 量 4 電源 方 式 の ラッ プ ト ッ プ コ ン ピ 
ュー タ は 出 な い の で し ょ うか 。 外 出先 で , 仕事 
先 で の 少し の 時 間 を も 活用 で きれ ば すばらし い 
の に 。 林 謙治 (30) 大 分 県 
を 私 は 今 ま で 1 回 も 自分 の 「 推 薦 す る 市 販 ソ フ 
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ト 」 が 「 読 者 が 選ぶ 今月 の ゲー ム 10」 に 載っ た 
こと が な い 。 だ っ て 最近 の は , や っ て な い の ば 
っ か だ も ん 。 に も か か わら ず , 今月 も 私 は ファ 
ンタ ジア ン (アド ヴァ ンス ト で は な い ) RIR 
を 入れ る 。 小口 卓 (16) 千葉 県 
な る ほど, 好み の 問題 で は な いよ う で すね 。 
パソ コン 雑誌 は 高 3 に な っ た ら 皆 や め た る ! 
と 心 に 誓っ た の は も う 半 年 前 。 夏 ま で に Oh!X も 
や め る ぞ と 思っ た の は 2 カ月 前 。 夏 休み が すべ 
て だ , Oh!X 読 む の は 今度 こそ や め だ ! と 思っ 
た の は 3 日 前 。 鳴 呼 .、 ま た 買っ て し まっ た 。 こ 
りゃ 麻薬 だ 。 理 系 を 選択 し て し まっ て , USA 
せき ぶん に 苦し む 生 活 を お くる 毎日 に な っ て し 
まっ た の も , 元 は と いえ ば 皆 Oh!IX に 出会っ た か 
ら だ 。 責任 と っ て 僕 に プレ ゼン ト く だ さい 。 
南口 BB (17) 大 阪 府 
る 以前 ソー サリ アン の 広告 で 「 自 分 で シナ リオ 
を つく っ て し まう 」 ツー ル を 出す よう な こと を 
書い て いた 。 ど うな っ た の だ ろう か 。 ファル コ 
ム さ ん だ か ら シ ナリ オ 自 体 の 流れ は TINY - 
BASIC の よう な 形 な の か も し れ な いし , 727 
ィ ッ ク や サウ ンド の お いし い エ ディ タ を つけ て 
くれ る だ ろう し , それ で お 値段 3.800 円 と か し て 
くれ る ん だ ろう な ぁ 。 木屋 さん は 今 何 を 作っ て 
いる ん で し ょ う 。 ま さか 温泉 で 遊び 呆け て る わ 
け で も な い だ ろ うし 。 僕 は これ が 望み で ソー サ 
リア ン を 買っ て いる の だ ぞ ! その 裏 に は グラ 
フィ ッ ク や サウ ンド ツー ル に 恵まれ な い X1 ユ 
ー ザ ー の 悲し さ が あ る 。 ワ ー プ ロ つ け て くれ て 
も あり が た いな ぁ 。 っ て な ん だ よこ の あつ か ま 
し さ は 。 馬場 啓示 (16) 宮城 県 
友達 同士 で 相手 の 作っ た シナ リオ で 遊べ る 
よう に な る と 面 日 そう で すね 。 ツー サリ ア 
ン の よう な シス テム な ら そ うい っ た 可能 性 
も ある よう に 思う の で す が 。 新 し い , ゲー 
ムシ ステ ム と し て 実現 し な いか な ぁ 。 
を 村田 氏 の マシ ン 語 講座 で す が , えら く 気 合い 
が 入っ て ます ね ェ 。 X68000 の ユー ザー の レベ ル 
を 上 げ よ うと いう 意気 込み が 感じ られ ます 。 こ 
れ か ら も バカ な (?) 意見 に 反し て が ん ば っ て 
くだ さい 。 松浦 信 生 (17) 神奈 川 県 
人 とうとう FORTH が 出 た 。 どっ ち を 向い て も C 
ば か り の 世の中 に 喝 を 入れ て くれ た よう だ 。 こ 
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ん ど は 1 日 も は や く COBOL k FORTRAN が 欲 
し い ! そり ゃ ぁ , C に 比べ れ ば マイ ナー か も 
し れ ま せん けれ ど , 流行 に な っ て な く て も いい 
も の っ て , ある ん で すか ら 。 オ レ は は 流行 な ん て 
で ぇ っ きれ ぇ な ん だ 『! 
国政 寛 (18) 大 阪 府 
FORTH が 好き な 人 っ て ユニ ー ク な 人 が 多 
wa 2T すね 。 
人 ぼく は ハー ド デ ィ スク を お まけ みた いな の で 
も っ て いる ん で すけ ど , 西川 善司 さん や 荻窪 圭 
さん の 記事 を 見 て ぼく の ACE-HD は 半分 も 活 
用 され て いな いよ うに 思い まし た 。 こ ん どの 特 
集 は 本 当 に 役に立っ た と 思っ て いま す 。 それ で 
いろ いろ や っ て IPL が どれ を 立ち 上 げ る か を 聞 
いて くる と いう の が 知ら な か っ た の で や っ て み 
た ん で すけ ど よ く な り ま せん 。 西 川 さ ん , あ れ は 
HD の 中 の 0S の バー ジョ ン は 同じ で な いと いけ 
な いん で すか ? それ と も ACE-HD だ か ら な 
ら な い の ? 牛島 RE (17) 福岡 県 
ジェノサイド は 難し か っ た 。 未 だ に 3 面 の 後 
半 に つま ずい て いる 。 ファンタジー ゾー ン は 80 
面 ま で 進ん だ けど も う 変 化 は な い の だ ろう か 。 
試験 が 近い の に こん な こと を し て いて よい の だ 
ろう か と 四 う 今日 この ご ろ で す 。 
堀内 dE (20) 北海 道 
例 今 月 の プレ ゼン ト に X1/turbo 用 の ソフ ト が 
な が っ た 。 く やじ いか ら 。 ジェ ノ サ イド に し て 
倍率 を 上 げ て や る 。 本郷 慎一 (16) 京都 府 
る 今 ま で は NEC の PC-88 を 使っ て いた けど , $ 
年 6 月 に X68000 に 買い 換え た と ころ で す 。 が 
Oh!PC に 比べ る と 値段 が 高い の が , 買う た びに 
気 に な り ま す 。 厚み は 広告 の 量 が 違う の で わか 
り ま すけ ど , 定価 が OhIPC よ り 高 い の は ゆる せ 
ませ ん 。 広告 料 を と っ て いる な ら , それ を キー 
プ し て , OhX や Oh!FM に も 振り 分 け て , せめ て 
定価 を 同じ に し て くだ さい 。 ま だ 3 回 し か 買っ 
て いな い の に , 態度 が で か い の は わか っ て いま 
す 。 斎藤 義 知 (19) 大 阪 府 
いやー, 建設 的 な ご 意見 で すね 。 ぜ ひと も 
うち の 社長 や 局長 に も 見 せ て あげ た い 。 で 
b, OhIX が PC の 稼ぎ の 恩恵 を 受け る な ん 
て シャ ク じ ゃ あり ませ ん か ? 今 の OhIX 
は 独立 し た 雑誌 と し て 存続 で きる わけ で す 
か ら , これ か ら も 応援 し て くだ さい 。 
を Oh!PC が 月 2 回 発刊 され る TV コマ ー シ ャ ル 
を 見 た が , OhIX の サプリ ミナ ル メ ッ セ ー ジ で も 
入っ て た の で は な いで し ょ うか ? 早く 18 日 が 
こない か な ぁ と 思う 今日 この 頃 。 
沼部 RE (20) 群馬 県 
実は ひと コマ お き に OhIX の 表紙 が 埋め 込 
が 2 ゆな いつ て 。 
全 X68000 の VRAM パレ ッ ト に つい て の 記事 を 
わか りや すく 載せ て くだ さい 。 X68000 専 門 の 本 
(『X68000 テ クニ カル デー タブ ッ ク 』 ア スキ ー, 
Oh!MZ 86-12 月 号 ) を 見 た けれ ど さ っ ぱり わか 
ら な い 。 A% 則幸 (18) 東京 都 
X68000 の パレ ッ ト は ちょ っ と わか り に < 
GTPTA. 
€ 1 学期 に 偏差 値 を 10 以 上 も 落と し , 夏休み も 


遊び まく っ た 危機 感 の まっ た く 感 じ ら れ な い 菅 
原 君 か ら の レポ ー ト 。 MLT, 

ーー 一 大 学 合格 の た め に 一 一 

1) 親 に 合格 し た ら X68000 を 買っ て も ら う 約 


東 を する 。 

2) X68000 の カタ ログ を 勉強 部 屋 に 貼る 。 

3) くじ け そ うに な っ た ら カ タロ グ を 見 て 「 絶 
対 に 手 に 入れ ちゃ る 」 と 机 に 向かう 。 


廊 パソ コン よろ ず ク ラプ 「 す いか ・ く らぶ 」 で は , 
た だ いま 機種 を 問わ ず 会 員 を 募集 し て いま す 。 
情報 交換 と 会 員 間 の コミ ュ ニ ケー ショ ン を 目的 
と し て 活動 。 初 心 者 か ら 上 級 者 まで 楽し め る 月 
1 回 発行 の 会 誌 に は MS-DOS, D&D, RPG, 7 
ニ メ , ビデ オ , イラ スト な どの 多種 多様 な 話題 
で いっ ぱい で す 。 パ ソコ ン 通 信 を 利用 し た 活動 
も し て いま す 。 入 会 案内 書 を 72 円 切手 同封 で ご 
請求 くだ さい 。 翌日 に は 発送 いた し ます 。 〒 
328 栃木 県 栃木 市 今泉 町 2-8-67 飯塚 昌弘 
「NG」 係 

廊 「 あ な た の パソ コン ライ フ を 100 倍 楽し くす る 」 
を キャ ッ チ フレ ー ズ に 「FRIEND'S」 で は 会 員 を 
大 募集 し ます 。 機種 は X シ リー ズ を は じ め 何 で 
も OK で す 。 2 カ月 に 1 回 ゲー ム 中 心 の 会 報 を 発 
行 し ます 。 会 員 を 失望 させ な い 息 の 長い サー ク 
ル を 目指 し ます 。 詳し く は 62 円 切手 同封 の 上 , 
連絡 を ! 〒038-37 青森 県 北津軽 郡 板 柳町 常 
海 橋 稲葉 61 川口 昭男 (28) 

* 'Computopia 68k」 第 2 期 会 員 募 集 。 対 象 機 
種 は , X68000 で す 。 活動 内 容 の 主 な も の は , 月 
1 回 発行 の 会 報 で す 。 と に か くに ぎ や か に や っ 
て いく の で , 多く の 会 員 の 募集 を し ます 。 詳 し 
いこ と が 知り た い 方 は , 62 円 切手 2 枚 と 自己 PR 
を 同封 の 上 , 下記 まで 連絡 を 。〒443-01 愛知 県 
蒲郡 市 西浦 町 女 松 山 146-2 青山 敦 男 (16) 

六 X1turbo シ リー ズ ユ ー ザ ー を 対象 と し た サー ク 
ル 「 秘 密 結 社 電脳 組 」 を 発足 させ る に あたり , 
会 員 を 募集 し ます 。 活動 は , 月 1 回 の ディ スク 
会 報 を 中 心 に 行っ て いき た いと 思っ て いま す 。 
「 プ ログ ラム は パッ チリ だ ぜ 「『 」 と いう 人 や 「 イ 
ラス ト な ら ま か せろ 」 と いう 人 , 「 オ レ は マニ ア 
だ ぜ 」 と いう 人 , 「 私 , 初め て な の 」 と いう 人 , 
すこ し で も 興味 を も た れ た 人 は , (1)62 円 切手 を 
貼っ た 封書 を 同封 の 上 ご 連絡 を 。 折り返し 入社 
案内 を お 送り し ます 。(2)300 円 分 の 為替 同封 の 上 
ご 連絡 を 。 折り 返し 「 マ ボロ シ の 創刊 号 デ ィ ス 
クマ ガ ジ ン 1 号 」 を お 送り し ます 。 〒079 北 
海道 旭川 市 永山 5-3 斎藤 隆博 (20) 

廊 パ ソコ ン サ ー ク ル "HIRORIN" で は 活動 の 中 に 
S-OS を サポ ー ト する こと に な り ま し た 。 内 容 は 
リス ト の 共同 入力 や PDS の 配布 で す 。 興味 の あ 
る 方 は 62 円 切手 同封 の 上 , ご 連絡 くだ さい 。 CT 


4) 大 学 に 合格 する 。 
5) X68000 が 我 が 手 中 に 。 
も ちろ ん この 場合 , バイ ク で も 車 で も 家 で も 
兵器 で も か まわ な いこ と は 言う まで も な い 。 
菅原 裕輔 (17) 岩手 県 
いや は や 壮大 な 計画 で すね 。 X68000 を 心 の 
支え に 頑張 っ て くだ さい ね 。 
を X68000 の HD 環境 で まだ 足り な いも の が あぁ あり 


£d, それ は 98 の エコ ロジ ー, ノストラダムス , 

ファ イル マス ター な どの よう な も の で す 。 特に 

X1 か ら ス テッ プア ッ プ する よう な と き に は フ 

ァイル マス ター の CP/M- っ っ MS-DOS コン バー 

タ は 必要 不可 欠 で す 。 あ と MIFES が あれ ば 買う 

の に な ぁ 。 仲田 宏 生 (22) 岡山 県 
HD の 中 身 を 整理 する の っ て けっ こう 大 変 
で すか ら ね 。 


人 掲載 ご 希望 の 方 は , 官製 ハガキ に 項目 (売る ・ 買 う ・ 氏 名 ・ 年 齢 ・ 連 
絡 方 法 ……) を 明記 し て お 申し 込み くだ さい 。 

@ ソ フト の 売買 , 交換 に つい て は , いっ さい 掲載 で きま せん 。 

久 取 り 引 き に つい て は 当 編 集 室 で は 責任 を 負い か ね ます 。 


⑧ 広 募 者 多数 の 場合 , 掲載 で き な い 場合 も あり ます 。 


190 東京 都立 川 市 柴崎 町 2-17-27 
10 号 細野 信明 (27) 

文 X68000 ユ ー ザ ー を 対象 と し た サー クル の 会 員 
を 募集 し ます 。 活動 内 容 は , プロ グラ ム の 情報 
交換 や PDS の 交換 で す 。 詳 し いこ と は , 62 円 切 
手 同封 の 上 , 封書 に て 連絡 を 。 〒214 神奈 川 
県 川崎 市 多摩 区 菅 城下 20-6 須川 雅志 (17) 


売り ます 

文 X1 用 カラ ー イ メー ジ ボ ー ド CZ-8BV1 を 1 万 5 
千 円 で 、 そ れ と FM 音源 ボー ド CZ-8BS1 を 8 F 
円 で (どちら も 箱 付 8, マニュアル, ケー ブル , 
付属 品 付き )。 連絡 は 往復 ハガキ で 。 〒351 埼 
玉 県 朝霞 市 本 町 1-22-35 遠藤 克之 (17) 

六 MZ-1P07 に トラ クタ ユニ ッ ト MZ-6P09 を つけ 
C, 送料 別 2 万 円 で イン クリ ボン も つけ ます 。 
また , MZ-1P17 用 第 2 準 R ト OM を 送料 別 7 千 円 で 。 
連絡 は , 往復 ハガキ で 。 〒739-17 広 島 県 広島 
市 安佐 北 区 落合 南 4-41-6 小野 靖弘 (19) 

文 MZ-1500 用 RAM ボ ー ド ・ 漢 字 ROM (マニ ュ ア 
ル ・ 箱 な し ) を 各々 5 千 円 以上 で 。X1 用 FM 音源 ボ 
ー ド CZ-8BS1 (マニ ュ ア ル ・ ソ フト あり , 箱 な 
L) を 1 万 円 以上 高い 人 優先 で 。 す べ て 手渡 し 
希望 で す 。 連 絡 は , 往復 ハガキ で 。 T273 F 
葉 県 船橋 市 海 人 4-1-17 赤城 弘 満 (16) 


道 ア パー ト 


. 支 漢字 プリ ンタ CZ-8PK5 ( 完 動 , 38, イン クリ ポ 


ン 2 コ 付き ) を 6 万 円 で 。 連 絡 は TEL 明 記 の 上 , 
往復 ハガキ に て 。 〒604 京都 府 京都 市 中 京 区 
東洞 院 通 御池 上 ル 船 屋 町 4223 プレ シャ ス 御 池 
403 西川 裕幸 (18) 

文 X68000 用 MIDI ボ ポー ド CZ-6BM1 と , ロー ラン ド 
音源 モジ ュー ル の D-110 を セッ ト で 5 万 円 で 。 
付属 品 は すべ て あり 。 両方 と も S63.12 購 入 。 単 
品 も 可 。 な お セッ ト の 人 は オマ ケ 付 き で す 。 連 絡 
は , TEL 明 記 の 上 往復 ハガキ に て 。〒532 大 阪 府 
大 阪 市 淀川 区 西 三国 1-7-2-502 £278 E HE (18) 

文 X68000 用 1/O 拡 張 BOX CZ-6EB1 を 4 万 円 , イメ 
ー ジ ユニ ッ ト CZ-6VT1 を 3 万 5 千 円 , 2MBRAM 
CZ-6BE2 を 5 万 円 。、 いずれ も , 箱 , 保証 書 , HX 
説 付 き 。 連 絡 は , 往復 ハガキ に て 。 〒399-07 
長野 県 塩尻 市 広丘 郷原 1762-286 野崎 潤 (20) 

文 X1 用 FM 音源 ボー ド CZ-8BS1 ( 箱 , マニ ュ ア ル , 
付属 品 付き , 完 動 ) を 送料 込み で 1 万 円 で 。 連 
絡 は 往復 ハガキ で 。 T064 北海 道 札幌 市 中 央 
区 南 4 条 西 7 丁目 1 番地 高橋 和宏 (17) 


文 電子 シス テム 手帳 PA-700 0 (88, マニ ュ ア ル 付 
き ) と , 電 訳 機 英 和 ・ 和 英 カ ー ド , PA-7C1 を あ 
わせ て 1 万 円 前 後 で 。 連 絡 は 往復 ハガキ で 。 〒 
498 愛知 県 海部 郡 弥富 町 稲 元 字 起 畑 5 RAR 
(17) 

*7T4A2VF247OCZ-503F ( 箱 , マニ ュ ア ル そ の 
他 付き ) を 1 万 9 千 円 で 。 往復 ハガキ で 連絡 を 。 
〒376-01 群馬 県 勢多 郡 新 里村 新川 548-6 小 

沼 克彦 (16) 


m 買い ます 

娘 X1 用 FM 音源 ボー ド CZ-8BS 1 を 8 FAT., 
NEW-BASIC CZ-141SF を 8 千 円 で 。 ま た, MT 

-32 を 3 万 円 で 買い ます 。 連絡 は 往復 ハガキ で 。 
〒238-03 神奈 川 県 横須賀 市 長井 3-1-9 小熊 
靖 則 (18) 

文 X68000 用 カラ ー イ メー ジ ユ ニ ッ ト を 3 万 円 前 
後 で 、 マ ニュ アル , 付属 品 つ き で 傷 ・ 汚 れ は 可 。 
大 至急 お 願い し ます 。 連 絡 は 官製 ハガキ で 。 〒 
916 福井 県 鯖江 市 吉江 町 12-9 佐々 木 正樹 (17) 

廊 プ リン タ CZ-8PC3 か 4 を 2 万 5 千 円 前 後 で 。 
連絡 は 往復 ハガキ で 。 〒921 石川 県 金沢 市 
米 泉町 3-42-5 吉田 誠 (16) 

娘 カ ラー イメ ー ジ ボー ド 2 CZ-8BV2 を 送料 込み 
2 方 息 どら いで 。 ま た 、 ディ スプ レイ テレ ビ GCZ 
-830D, CZ-860D, CZ-880D を 送料 込み 4, 5 万 
円 で 。CZ-850D, CZ-855D は 3, 4 万 円 。 連 絡 
は 往復 ハガキ で 。 〒982 宮城 県 仙台 市 太白 区 
八木 山 弥生 町 23-23 グ リー ン ハ イツ 203 号 菊池 
淳 (20) 

文 MZ-2500 用 カラ ー パ レッ ト ポ ボー ド MZ-1M10 を 
4 千 円 以下 で (送料 込み )。 完 動 品 な ら 箱 , 説明 
書 の 有無 は 問い ませ ん 。 連 絡 は 希望 価格 明記 の 
上 , 往復 ハガキ で 。 気長 に 待ち ます 。 〒565 大 
阪 府 吹田 市 山田 西 3-21 千里 レッ クス マン ショ 
ン A 棟 110 号 中 城 康 伸 (19) 

パッ クチン パー 

*Oh!MZ 19854 3 月 号 を 送料 込み 千 円 で 。 切り 
抜き 不可 。 連絡 は 往復 ハガキ で 。 〒948-02 新 
潟 県 中 魚沼 郡川 西町 赤谷 高橋 直人 (36) 

*1985:1£12H 5, 86 年 1 一 2 月 号 , 6 一 11 月 号 を 
各 千 円 (送料 込み ) で 。 切 り 抜き 不可 。 連 絡 は 
往復 ハガキ で 。 〒860 熊本 県 熊本 市 本 山 4-8- 
10 大 岩 雅 裕 (25) 
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この コー ナー で は , 本 誌 年 間 モ ニタ の 方 々 の 
ご 意見 を 紹介 し て いま す 。 今回 は , 9 月 号 の 
記事 に 関す る レポ ー ト で す 。 
@ ハ ー ド ディ スク の 広大 な 容量 は と て も 魅力 
が ある の で す が , フロ ッ ピ ー 以 上 に デリ ケー 
ト な た め , 振動 に 極端 に 弱く クラ ッシュ し や す 
い 点 が 非常 に 嬢 で すね 。 ま た ディ スク その も 
の が 出し 入れ が で き な い の で , さら に 容量 が 必 
要 な と き に は 大 き な も の に 換え る か , 増設 す 
る し か 手 が な く 《, 金銭 が か か っ て し まい ます 。 
ミニ コン 用 の も の (g80cm ぐ らい の 巨大 な も 
の ) は ディ スク を フロ ッ ピ ー の よう に 交換 し 
て 使用 する タイ プ が あり ます が , パソ コン 用 
も そん な タイ プ が 出現 すれ ば 便利 に な る と 思 
いま す (た だ し , 取り 扱い 上 の 注意 が 必要 で 
ちっとも, ?, -3 年 も な が な い 今 ち 
に 光 磯 気 デ ィ ス ク に その 立場 を 譲る こと に な 
E A a 5 
藤原 博 人 (25) XIturboZ 鳥取 県 
e 「 7 機種 接続 & 総 チェ ッ ク 」 を 読ん で , X 
68000 に と っ て HD 環境 は まだ まだ 厳し いも の 
が ある と 感じ まし た 。 外 付け HD で は itec の IT 
X を 使っ て いる 人 が 多い の で は な いか と 思う 。 
が , どう も 性 能 的 に は イマ イチ の 感じ が する 。 
表 | は 購入 予定 者 に と っ て は 手 っ 取り 早い 一 覧 
表 と し て 有益 だ と 思う 。 た だ , 定価 と 実際 の 
価格 の 間 に か な り ギ ャ ッ プ が ある よう に 感じ 
られ た の で , 参考 と し て 秋葉 原 と か 日 本 橋 で 
の 販売 価格 も 載せ て あれ ば も っ と 実用 的 選択 
の 参考 に な る と 思っ た 。 
森川 一 (24) XIturboII, X68000ACE-HD 
北海 道 


ご めん な さい の 
MM 


ショ ー ト プロ ば ぱー て い ぃ 


10 月 号 


P.74 XI 用 リス ト の 一 部 に 謀 り が あり まし た 。 


20700 行 の PRINT 以 下 を , 

PRINT STRING$(39, &H87): 
EREE CET OLE 
9 月 号 スー パー ワイ ドコ ピー 
P.53 リス ト 2 に 誤り が あり まし た 。131 行 の 
ror.| を rol.1 (Z, 156~170 行 ま で の “beq” を “bgt” 
に 変更 し て くだ さい 。 
また , 作者 名 の と ころ で , 川上 和彦 さん の 共 
同 開発 者 で ある 芦 谷 知 二 さ ん の お 名 前 が 落ち 
て いま し た 。 お 詫び いた じ ま ず 。 


172 onix 198911. 


e 「 ハ ー ド ディ スク 雑学 講座 」 は よかっ た で 
す 。 で きた ら FDD と 比較 し て 記述 する と な お メ 
カニ ズム に 対す る 理解 を 深め る こと が で きた 
で し ょ う 。 セ クタ No. や トラ ッ ク の 振り 方 が , 
一 般 国内 メー カー と IBM な ど 米 国 メ ー カ ー で 
違っ て た りす る こと や , HDD の 生い立ち を も 
う 少 し 詳し く 書 いて ほし か っ た 。 大 型 機 な ど 
で 採用 し て いる 空気 噴出 式 の ディ スク 走査 や , 
カー トリ ッ ジ 式 の メカ に つい て も , も うち ょ 
っ と 書い て ほし か っ た 。 

中 野 賢 一 (29) MZ-2000, XI/G, XIturbo II, F 
M-8, FP-200, PC-8801/9801, PC-1251, BI6LX 
山口 県 

e 空間 有効 利用 の 心得 」 を 読む まで ハー ド 
ディ スク は 「 分 割 し て 統治 」 す る も の な の だ 
と は 知ら な か っ た (も っ と も 私 の 場合 ほとん 
ど が 知ら な か っ た と な る )。 そ れ に , 使い 込む 
と 遅く な る と いう 謎 も 解き 明か され て , ああ 
た め に な っ た な , と いう 感じ が する 。 実 際 に ハ 
ニー ボディ スク を 使う よう に な 用 な 5 年 直参 
考 に で きそう で ある 。 

山中 伸之 (31) MZ-2500 栃木 県 

念 以 前 に プリ ンタ スプ ブー ラ 機 能 が 発動 し て い 
る と き に COPY キ ー を 押し た あと , す ぐに プリ ン 
タ の 電源 を 切っ て し まっ た と き , 実に 困っ た 覚 
え が あ る の で , この 「COPY キ ー メ ニュ ー」 は 
か な り 役 に 立つ プロ グラ ム で は な いか と 思い 
ます 。 そ れ に 「COPY キ ー」 を 「CTRL キ ファ ンク シ 
ョ ン キ ー」 に 変更 し て メニ ュー を も う 少 し 増 
や す だ け で プリ ンタ バッ ファ クリ ア 機 能 だ け 
で は な く , も っ と ほか の 機能 が (た と えば OPM 
の コン トロ ー ル や カレ ンダ ー に 時 刻 を 表示 な 
C) すぐ に 拡張 で きそう な の で 一 度 試し て み 
RUy ま も. た 。 

田中 実 (19) XIturboII, X68000ACE 大阪 府 
⑯$ ア ナ ロ グ ジョ イス ティ ッ ク は それ な り に 面 
白 そ う で は ある 。GAME な ど ( 特 に 精度 を 要求 
され る 方 面 ) に は , きっ と 欠か せな いも の に 
な る や も し れ ま せん 。 記事 で も そう いっ た 将 
来 性 も 含め て な か な か 詳し く (ある 意味 で は 
も の 足り な い が ) 書い て ある し , 有望 性 を ほ 
め て ある 。 ち ょ っ と 話 は 変わ る が ,。 パ バイク で 
は アク セル (つま り は フュ ー エ ル 調 節 ) に 従 
来 の アナ ログ (ワイ ヤー) を デジ タル に 変え 
た も の が 出 て きた 。 コ ンピュータ 界 で は アナ 
ログ を 取り 入れ , モー ター サイ クル 界 で は デ 
ジタル を 取り 入れ て いる 。 う 一 む , 興味 深い 。 
ほか の アナ ログ 装置 が 出 て くる の が と っ て も 
楽し み で ある 。 


バグ に 関す る お 問い 合わ せ は 


谷 03(230)7683( 直 通 ) 
月 一 金曜 日 16 : 00—18 : 00 


大 津 和 之 (19) XIturboZ 福岡 県 
e 「X68000 マ シン 語 講座 」 で は , 毎回 感心 す 
る こと ば か り で す 。 今回 も こう し た 連載 に あ 
AS まう TL Scu) 
説明 に どど まち すず プロ グラ ミン グ を 行う うえ 
で の 作法 ・ 考 え 方 に まで 言及 し て いる こと に 
は 感激 すら 覚え まし た 。 エ ラー 退治 と いう の 
は ドラ ゴン を 退治 する の より も は る か に 難し 
€, 時 間 の か か る も の で す 。 そ うい う も の に 
対す る 心構え を , いろ いろ な ケー ス を 挙げ て 
説明 し て いた だ ける の は と て も 大 切な こと で あ 
る に も か か わら ず , この 手 の 連 載 で は あま り 
取り 上 げ ら れる こと が な い の で す 。 そ し て | つ 
ひと つの ステ ッ プ を 踏ん で , わか りや すい 短い プ 
ログ ラム か ら ひ と つ ず つ 問 題 を 解決 し て ブ プログ 
ラム を 次 第 に 高度 な も の に 完成 し て いく の は プ 
ログ ラミ ンク の 美 本 と も いえ る と 感 い ます 。 
フィ ル タ を 取り 上 げた の も 正解 だ と 思い ます 。 
マシ ン 語 を や っ て いて 初心 者 が いつ も 疑問 に 
思う の は 「 こ ん な 単純 な 命令 セッ ト だ け で ど 
うし て 複雑 な こと が で きる の だ ろう 」 と いう 
こと で す 。 そう いう 意 味 で も , 難易 度 も 内 容 
も ピッ タリ の 選択 だ と 思い ます 。 

湯澤 聡 (26) MZ-2500/2800, XIturboIll, CZ- 
600, PC-I360K 東京 都 

@ 泉 氏 の 十八番 ,。 つい に 万 年 歴 が 出 ま し た 。 
と て も わか りや すい と 思い ます 。「 初 心 者 向け 
と は いえ 内 容 が 簡単 すす る 」 と あり ます か が 決 
し て そん な こと は な いと 思い ます 。 初心 者 に 
と っ て は , この よう な 記事 は と て も 有り 難い 
と 思う し , それ に 自分 も こと X-BASIC に 関し て 
は 超 初 心 者 だ か ら で す 。 ハ イレ ベル な ユー ザ 
ー に だ っ て この 記事 を 読ん で 新た な 発見 や , 
再 認識 する こと が ある の で は な いで し ょ うか 。 
藤田 康 一 (18) X68000PRO 静岡 県 

@ う 一 む , 本 気 っ ぽい エディ タ だ な あ 。 ペ ー 
ジス クロ ー ル と いう の が 「?22?」 だ が (いや , かえ 
っ て 使い も の に な る の か も し れ な い が ), 結構 
使え る も の が で きる ん じゃ な い だ ろ うか 。“^V" 
が 2 回 以上 押さ れ た と き に ペー ジス クロ ー ル の 
画面 書き 換え を 中 断 し て 次 の ペー ジ を 書き に 
行く と いう の は , な か な か 本 気 で な いと で き 
な い (や ら な い ) こと だ 。 普通 完成 品 が 実用 
に な る か 人 否 か は 度外視 し て , と に か く エ ディ 
タ の 基本 構造 な ん か を プロ グラ ミン グ し て み 
る も の だ が , いき な り 本 気 で 作り 始め る あ た 
り は さす が に ( ? ) 祝 社長 な の で あっ た 。 
小笠 原 陽介 (21) PC-980IEX2, PC-E500 東 
京都 


お 問い 合わ せ は 原則 と し て , 本 誌 の バグ 情 
報 の み に 限ら せ て いた だ きま す 。 入 力 法 , 操 
作法 な ど は マニ ュ ア ル を よく お 読み くだ さい 。 

また 、 よく アド ペン チャ ー ゲ ー ム の 解答 を 
求め る お 電話 を いた だ きま す が , 本 誌 で は い 
っ さい お 答え で きま せん 。 ご 了承 くだ さい 。 


今月 の 特集 「micro Computer 入 門 」 は いか が 
で し た か ? 一 見 , ハード 別 情 報 誌 の 裏 を か 
く よ う な 一 般 的 な 特集 タイ トル で は あり ます 
が , マイ クロ コン ピュ ー タ の 世界 を ユー ザー 
自身 が 身近 に 構築 し て いく と いう 意味 で Oh ! 
X ら し い 特 集 に な っ た と 思い ます 。 皆さん の 
ご 意見 を お 寄せ くだ さい 。 

WOh ! X 編 集 部 で は , 編集 部 員 の 内 部 異動 に 
伴い , 新しい メン バー で の 再 ス ター ト を 切る 
こと に な り ま し た 。 新しい スタ ッ フ の 個体 が 
誌面 に どう 出る か 楽し み で すね 。 ち な み に ., 
編集 部 の X68000 所 有 率 は 相変わらず 75%%, 西 
日 本 出身 者 率 , ガラ カメ 全巻 所 有 者 率 は と も 
に 752% を キー プ し て いる よう で す 。 

ヤマ また, 先月 に 引き 続き Oh ! X で は 協力 スタ 
ッ フ を 募集 し ます 。 Oh ! X で 原稿 を 書い て み 
た い 人 , ブロ グラ ム 発 表 の 場 を 作り た い 人 , 出 
前 の 中 華 料理 を と も に し た い 人 , その 他 パ ー 
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b kb, 欲し いん だ っ て ? 」 と か 「 ま た , ふら れ 
た ん だ っ て ? 」 と か , ボン カレ ー の 田村 正和 は いや に 
子供 の 情報 が 束 い 。 一体 どう や っ て 情報 を 収集 し て 
いる の だ ろう か 7? あの 人 の 子供 に だ け は な り た く 
な いな ぁ と , 龍 飛 の 銘 水 を 飲み な が ら 思 う 今 日 この 
ご ろ 。 P.S. 真 仁田 君 , あれ は 誤植 だ 。 で も , 人 は い 
た か な ぁ 。 敵 が リガ ー ト みた いな の だ よ 。 (HU. 


10 月 号 の 特集 を 見 た か ら で は な い の だ が , 最近 ゲ 


ー ム に お ける ゲー ム 性 と いう も の を 考え て いる 。 パ 


ソコ ン に 限ら ず , この 世に ゲー ム と 名 の つく も の は , 


どの よう に し て 人 を 楽し ませ て いる の か ? ある い 
は , どの よう に 人 は 楽し む の か ? それ が 命題 で あ 
る 。 脳波 を 測定 する と き に , 逆 に 電流 を 流し た ら , も 
し か し た ら 楽 し く な れる だ ろう か ? (&) 
b 学校 の 演習 用 の パソ コン が PC-98VM か ら RA に か 
わっ た 。 ス ピー ド が 束 く な っ た 。V30CPU 十 RAM X 
量 640K バ イト も 80386 十 |.6M バ イト に な っ た 。 で も 
や っ ぱり MS-DOS な ん だ よ な ぁ 。MS-DOS が 悪い と 
は いわ な いけ ど な ん か も っ た いな い 。 この DOS に 38 
6 な ん て 必要 な ん だ ろう か , ク ロッ ク 数 さえ 速 け れ ば 
関係 な か い の で は ……。 別に いい けど 。 (で ) 
この 間 , 友達 4 人 で 棟 名 湖 に 行っ て きま し た 。 さ 
す が に 高い 場所 に ある だ け あ っ て 風 が 冷た く , ひと 
足早 く 秋 の 到来 を 感じ まし た 。 そ の 日 は まる て で 少年 
(7) の よう に は し ゃ いで し まい まし た GR— PASE 
げ な く な っ て いた )。 そ ん で , 帰る と き に けち っ て 高 
速 を 使わ か か っ た ら , | 時 間 の 休憩 を は さん で 7 時 
間 も か か っ て し まっ た 。 ( H.K.) 
事態 は そん な に よく は な い 。 愛 の 横 新 歩道 が どう 

し た と か 最 年 少 の 関取 が 誕生 し た と か そう いっ た 


ソナ ルコ ンピュータ ユー ザー と し て さま ざま 
な 主張 を お 持ち の 方 を お 待ち し て いま す 。 応 
募 の 際 は , 住所 ・ 氏 名 ・ 電 話 番号 ・ 略 歴 に 加 
A, 得意 分 野 や 自己 PR お よび , 過去 | 年 間 の 特 
集 を ひと つ 選 び 特 集 の 主旨 に 即 し た 内 容 の 自 
感想 で は な く ) を 6,000 字 程度 に まとめ 


由 論 文 O 
T, Oh! X 編 集 部 スタ ッ フ 募集 係 まで 郵送 し 
zd rur T 

ヤ 来 月 号 は 本 誌 が Oh ! MZ か ら Oh ! X に 誌 

を 変更 し て ちょ うど 2 周年 に 当たり ます 。 特 
集 で は C 言 語 を 取り 上 げ , で きる 限り 基礎 か 
ら の 入門 を 行い た いと 考え て いま す 。 ま た , 


特別 企画 と し て , あっ と 驚く 工作 記事 も 用 意 
し て いま す の で こ 期 待 く だ さい 。 

来年 頭 に は X68000 が 累計 出荷 台数 で |0 万 
台 突 破 が 確実 と な っ て きま し た 。10 万 台 と い 
う の は , 個人 ユー ザー が ほとん どの X68000 で 
は 極め て 大 き な 意 味 を 持ち ます 。 た と えば 
98 が 200 万 全 と いっ て も 実際 に は 2 割 ぐ らい が 
個人 の も の で , あと は みん な 企業 に よる 購入 
分 で す 。 要 する に X68000 の 10 万 台 は 98 の 50 
ー100 万 台 に 相当 する と いっ て も 過言 で は な 
いわ け で す 。 で は また 。, XB. 
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問題 で は な い 。 傘 が な い の だ 。 そ れ さ えも 結果 に す 
ぎ な い 。 健 を 必要 と する に 至っ た 原因 が どこ か に 洪 
ん で いる は ず な の だ 。 捜し に 行く で ぞ 。 そ し て , 脱出 
し て や る 。 ビ ピッグ ブラ ザー が 好き な 人 は 留まっ て い 
れ ば いい 。 俺 は トリ ックス ター を 育て る 。 (K) 
py お っ と , スペ ー ス が 6 行 し か 余っ て な い ぜ 。 そ う 
そう , 編集 後記 っ て の は 唯一 原稿 料 に な ら な い 文章 
な わけ で す よ 。 っ つう こと は , 特集 の タイ トル を 
『SHIFT BREAK』J な ん か に し ちまっ た ら , ライ ター 
に タダ 働き を させ る と いう トリ ッ ク が 成立 し た り … 
… す る わけ な いか 。 ( Mu) 
K.S. さ ん は 年 貢 を 納め ちゃ うし , 編集 部 は 人 事 異 
動 が ある し , 富士 通 は 宮沢 りえ に な る し , 周り の 環 
境 が 一 変 し た 。 上 司 か ら は 嫌い な 英語 の 研修 を 受け 
させ られ る し , 仕事 は 急 に 忙し く な る し , 疲れ る こ 
と の 多い 毎日 だ 。 唯一 の 楽し み , クリ ー ミ ィ マ ミ の 
再 放送 の | 話 と 2 話 の 予約 録画 を 立て 続け に 失敗 し 
て 落ち 込ん で いる 晩夏 の 夕暮 れ 。 (KO) 
ぁ 今月 号 か ら こ の 編集 部 に お 世話 に な る こと に な り 
まし た 。 私 の 家 に は スト レス 解消 の た め に ツイ ン フ 
ァ ミ コン , メガ ドラ イプ, CD-ROM*, X68000 が 存在 
し て いま す 。 こ ん な 私 を 人 は "“ 女 ・ 宮 崎 "と 呼び ます 。 
で も 実は PRINCESS* や KUSU-KUSU の ライ プ に 行き , 
渋谷 で 遊び 回 る と いう タダ の ミー ハー な の で し た 。 
こん な 私 で すけ ど , これ か ら も よろ し くね 。 (E.0) 
今月 か ら Oh ! X 編 集 部 に 配属 され まし た 。 私 自身 
は X ユ ー ザ ー で は あり ませ ん が , X68000 は バラ ンス 
が 取れ た よい マシ ン な の で , 積極 的 に 他 の マシ ン の 


ユー ザー を 啓 柚 し た いと 考え て お り ま す 。 と ころ で , 


日 経 バ イト 誌 に 書か れ て いた 様 に , 5 年 後 の X68000 


投稿 応募 要領 

@ 原稿 に は , 住所 ・ 氏 名 ・ 年 齢 ・ 職 業 ・ 連 絡 
先 電話 番号 ・ 機 種 ・ 使 用 言語 ・ 必 要 な 周辺 
機器 ・ マ イコ ン 歴 を 明記 し て くだ さい 。 

@ ブ ログ ラム を 投稿 され る 方 は , 詳し い 内 容 
の 説明 , 利用 法 , で きれ ば フロ ー チ ャ ー ト 。, 
ZEE, メモ リマ ッ プ (マシ ン 語 の 場合 ) 
に , 参考 文献 を 明記 し , プロ グラ ム を セー 
プ し た テー プ (ディ スケ ッ ト ) を 添え て お 
送り くだ さい 。 ま た , 掲載 に あたっ て は , 
編集 上 の 都合 に より 加筆 修正 させ て いた だ 
く こ と が あり ます の で ご 了承 くだ さい 。 

@ ハ ー ド の 製作 な ど を 投稿 され る 方 は , 詳し 
い 内 容 の 説明 の ほか に 回 路 図 , 部 品 表 , で 
きれ ば 実体 配線 図 も 添え て くだ さい 。 編集 
室 で 検討 の 上 , 製作 し た ハー ド が 必要 な 場 
合 は ご 連絡 いた し ます 。 

@ 投稿 者 の モラ ル と し て , 他 誌 と の 二 重 投稿 , 
他 機 種 用 プロ グラ ム を 単に 移植 し た も の は 
固く お 断り いた し ます 。 

あて 先 
T!02 東京 都 千代 田 区 九段 南 2-3-26 井 関 ビ ル 
日 本 ソフ トバ ンク 出版 部 
Oh!X OOOO) ff 
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は , 価格 据置 の まま マル チ メ デ ィ ア 仕様 の 漢字 対応 
UNIX マ シン に な る の で し ょ うか 。 (S) 
神経 質 で 人 嫌い 。 ヨ ー ロ ッ パ 俳優 の 中 に は , そう 
し た 役柄 が 実に よく 似合う 人 が 多い 。 ア パー トメ ン 
ト ・ ゼ ロ を 観 た と きも つく づく そう 思っ た 。 感心 し 
て いる と 友人 が 一 言 。「 あ の 主役 と 表情 が 似 て る ね 」 
誰が ? 私 が ? AA, どう せ 暗 い 人 間 で す 。 奥 の 
ほう の 席 っ て 大 好き だ し 。 と いう わけ で 皆さん ご き 
HREJ ( よ ) 
> 2 吾 目 の NV-VI0000 を 買っ た 。 画 質 も さる こと な 
が ら , 編集 精度 2 フレ ー ム は ダテ じゃ な い 。 う まく 
や れ ば きっ ちり | コマ ずつ で も 録画 で きる 。「 う な れ , 
AT さ ー ぼ ぉ ゎぉ! と っ べべ ぇ 100 倍 さ ー ぁ ちい ! 」 当 分 
は 遊べ そう だ ( あ , セレ クタ が 足 ん ね いや )。 し か し , 
台 目 は どこ に いっ て し まっ た の で し ょ う ね , 松下 
さん 。 (つい に 最 年 少 脱出 の U) 
突然 の 話 で 申し 訳 な い の TTH, 9 月 を も っ て , 
よ 嬢 と 一 緒 に Oh ! X 編 集 部 か ら 新しい セク ショ ン へ 
と 移る こと に な り ま し た 。 4 年 半 も 慣れ 親しん で き 
た 編集 部 を 離れ る の は 心苦しい も の も ある けど , 新 
し く 若 手 ス タッ フ を 加え た 新 体制 の Oh ! X を 引続き 
これ か ら も 応援 し て くだ さい ね 。 そ れ で (は ょ , 今度 は 別 
の 誌面 で お 会 いし まし ょ う 。 (N) 
久しく 固定 の メン バー で や っ て きた Oh ! X だ が , 
新 雑誌 の 創刊 に 伴い , N さ ん と ( よ ) さ ん が 新しい 編 
集 部 に 移り まし た 。 か わっ て , 入っ て きた の が 一 見 
真 面 月 な UNIX ユ ー ザ ー の S さん と , ゲー ム マ シン マ 
ニア ( ? ) の E.O さ ん で す 。 まさ に 対極 的 な 2 人 の 参 
加 で Oh ! X の 今後 の 行く 末 が 大 い に 注 目 さ れ ま す 。 
皆さん 宜しく ご 指導 くだ さい ね 。 (T) 
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消費 税 が 実施 され る 直前 の 3 月 末 に は , 欲し 
いと 思っ て いた も の を 一 気 に 買 いあ さる 人 が 大 
勢い た 。 結果 と し て , 本 来 な ら 買 わな いよ うな 
も の まで 買っ て し まっ た り , 重い 本 を 買い すぎ 
て タク シー で 帰っ た (バカ な や つ ) な ど ,。 余計 
な 出費 を し て し まっ た 人 も 何人 か 知っ て いる 。 
送 に 物品 税 が 廃止 に な る の を 待っ て CD を 買い あ 
さっ た と か いう 話 は あま り 聞 か な い 。 人間 の 出 
費 に 関す る 金銭 感覚 は 結構 あて に な ら な いも の 
04317 

& C, 見 直し だ の 廃止 だ の と いわ れる 消費 税 
だ が , 実際 の と ころ , 税 の 公平 さと し て は どう 
受け 止め られ て いる の だ ろう 。 よく 消費 者 の 声 
を 代弁 する か の よう に 言わ れる の が ,「 日 々 の 暮 
らし に 欠か せな い 生 鮮 食料 品 に まで 3 % か か る 
の は よく ぐ な い 」 と か いう も の だ 。 皆さん は これ 
を 公平 な 立場 で 聞い て まとも な 意見 だ と 思わ れ 
る だ ろう か ? 

た と えば , 米価 に つい て は 「 古 米 は 安く な っ 
た が , 新米 は 高く な っ た 。 私 た ち が 本 当 に 食べ 
た い の は 新米 な の に 」 と ぼや き , 酒 に 関し て は 
「 一 級 酒 以 上 は 安く な っ た が , 二 級 酒 は 高く な っ 
た 。 貧乏 人 に 酒 を 飲む な と 言う の か 」 と また ぼ 
や く 。 どちら の 声 も 気持 ち は わ か る が …… o 

生鮮 食料 品 を 非課税 に すべ きだ と いう 主張 に 
対し て は 「 で な は 1 本 万 円 の マツ タケ は どう な 
る ? 」 と いっ た 話 が 出る 。 ほ と ん どの 人 に と っ 
て 1 本 1 万 円 の マツ タケ は 碑 沢 品 だ か ら だ 。 と 
ころ が 世の中 に は , キャ ベツ より 高い 野菜 は 区 
沢 だ と 考え る 人 も いる は ず だ 。 そ りゃ 質 し い 人 
な ら …… , と 言う か も し れ な い が 必 ず し も そう 
で は な い 。 食事 より も も っ と 違う こと に 使い た 
いと 考え で や る だ 人 け の ミミ と だ に し も で ば 者 つの: 
マツ タケ ぐら い の も の に 課税 か 非課税 か の 境目 
が あっ て も , 実 の と ころ 多く の 大 に と っ て まっ 
た く 関 係 が な い の で ある 。 

また , 経済 力 の 乏しい お 年 寄り の 声 を 代弁 す 
る か の よう に , 税 の 負担 を こと さら 強調 する 人 
も いる 。 こ の 背景 に は 老人 に 対す る 偏見 や 差別 
意識 に 近い も の を 感じ る 。 老 人 な ら 誰 で も 古く 
な っ た テレ ビ を 見 な が ら 白 い ご 飯 の 食事 を 楽し 
み に し て いる と で も 思っ て いる の だ ろう か 。 

結果 的 に は 愚か な 非課税 品目 の 拡大 は 避け ら 
れる か な と いう 気 が し て いる が , それ は 制度 上 
の 別 の 事情 に よる も の で , 本 質 的 に 余計 な 考慮 
を 払わ な い ほ う が 税 と し て 公平 な の だ と いう こ 
と を 理解 し て の 話 で は な いよ うだ 。 

そもそも , 今 の 世の中 で 消費 に か か わる 価値 
観 に 一 般 性 が ある と 思う の は 間近 い だ 。 た と え 
ば , 年 収 200 万 円 以下 の アル バイ ター に と っ て 
も 新米 より 新車 の ほう が 碑 沢 と は 限ら な い 。 £ 
j, €, TUE, オ エ ディ オ と を と き で :- 手 食 ば は カ 
ッ プ ラー メン だ っ た りす る 。 炊飯 器 を 持っ て い 
な い 彼 に は コシ ヒカリ の 値段 な ど 関 係 な い 。 

こう いっ た 生活 態度 を 異常 と いう な ら ば し か 
た が な い 。 し か し , 異な る 価値 観 を 持つ 人 が こ 
の 国 に お いて 平等 で ある な ら ば , 収入 の 同じ 人 
が 同じ 額 の 消費 を 行っ た 場合 , 税金 も また 同額 
で ある べき だ と 思う 。 夕食 の お か ず を 一 品 へ ら 
し て AV テレ ビ の クレ ジッ ト に あて る か どう か は 
個人 の 自由 で あっ て , 税額 が 変わ る の は 価値 観 
に 対す る 差別 で ある 。 多様 な 価値 観 の 存在 する 
社会 で の 公平 さ は 何 か ? も う 一 度 考 えな お し 
て みた い 。 (T) 
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1969 年 12 月 号 11 月 18 日 ( 土 ) 発 売 
特集 言語 ブロ グラ ミン グ 入 門 


Oh! X 2 周年 特別 企画 


e 特大 モニ タプ レ ゼ ント 


e X5BUOUU に ガイ ガー カウ ンタ を 接続 する 


1] 用 アク ショ ン ゲ ー ム ACTIVE UNIT 


OhIX LIVE in 89 


X58000 用 Galaxy Force よ り 「Beyond the Galaxy」 他 


バッ ク ナ ン バー 常備 店 


三省 堂 神田 本 店 5F 


03(233) 3312 


書泉 ブッ クマ ー ト BI 


03 (294) 001 I 


書泉 グラ ン デ 5F 


03 (295) 001 I 


T-ZONE 7F ブ プッ ク ゾー ン 


03(257)2660 


和 八重洲 ブッ クセ ンタ ー3F 


03(281)1811 


紀伊 国屋 書店 本 店 


03(354)0131 
未来 堂 書店 
03(200) 9185 
大 盛 堂 書店 
03(463)051 I 
リプ ブロ 池袋 店 
03(981)0111 
西武 百貨 店 9F 
コン ピュ ー タ 


ブー ラム 


有隣堂 厚木 店 

0462 (23)4111 
文教 堂 四 の 宮 店 
0463 (54) 2880 
新星 堂 カ ル チ ェ 5 
0471 (64) 8551 

リプ ブロ 船橋 店 
0474(25)0111 

芳 林堂 書店 津田 沼 店 
0474(78) 3737 

多田 屋 千葉 セン トラ ルプ ラ ザ 店 
0472(24) 1333 

黒田 書店 

0492 (25) 3138 

岩渕 書店 
0482(52)2190 

川又 書店 駅 前 店 
0292(31)0102 

旭屋 書店 本 店 

06 (313) 1191 
2548-1: 17-1 

06 (353) 2413 
オー ム 社 書店 
075(221)0280 
三省 堂 名 古屋 店 

052 (562) 0077 

パン コン ジジ 上 前 津 店 


03(981)0111 
有隣堂 横浜 駅 西口 店 
045(311)6265 
有隣堂 ルミ ネ 店 
045 (453)081 I 
有隣堂 藤沢 店 

0466 (26) 1411 


052 (251) 8334 
三洋 堂 書店 刈谷 店 
0566 (24) 1134 


0265 (24) 4545 
室蘭 工業 大 学生 協 
0143 (44) 6060 


読 期限 終了 と 同時 に ご 通知 申し 上 げ ま す の て , 
同封 の 払込 用 紙 を ご 利用 くだ さい 。 
海外 送付 ご 希望 の 方 へ 
本 誌 の 海外 発送 代理 店 , 日 本 IPS (株 ) に お 
申し 込み くだ さい 。 なお, 購読 料金 は 郵送 方 
i, 地域 に よっ て 異な り ま す の で , 下記 究 必 
ず お 問い 合わ せく だ さい 。 
日 本 IPS 株 式 会 社 
T0! 東京 都 千 代田 区 飯田 橋 3- 11-6 
1203(238)0700 


定期 購読 の お 知ら せ 


Oh! X の 定期 購読 を ご 希望 の 方 は , と じ 込 
み の 振 替 用 紙 の 「 申 込 書 」 欄 に 何 年 何 月 号 か ら 
を ご 記入 の うえ , 年 間 購 読 料 6 ,720 円 (税込 ) を 
添え て お 申し 込み くだ さい 。 そ の 際 , 裏面 の 通 
信 欄 に 「 〇 年 〇 月 号 よ り Oh!X 定期 購読 希望 」 
と 忘れ ず に 明記 し て くだ さい 。 な お , すでに 
定期 購読 を ご 利用 いた だ いて いる 方 に は , 購 


OhIAX IAS 


8989:E 11 H | 日 発行 定価 560 円 (本 体 544 円 ) 
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一 発売 元 (株 ) 日 本 ソフ トバ ンク 

一 出版 事業 部 〒102 東京 都 千 代田 区 九段 南 2-3-26 井関 ビル 
Oh!X 編 集 部 7203(230)7681 
出版 営業 部 傘 03(230)7670 FAX 03(262)8397 
広告 営業 部  7003(230)7672 

BE) 刷 凸版 印刷 株 式 会 社 
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バッ ク ナ ン バー 案内 


1 月 号 ( 品 切れ ) 

特集 いま どき の プリ ンタ 活用 術 
メカ ニズム を 理解 し よう / 制 御 コ ー ド / 文字 と 図形 の 混在 
印字 / 拡 大 文字 の スム ー ジ ング / 外 字 登 録 ツ ー ル /S-H 
COPY / グ ラフ ィ ッ ク の モノ クロ 出力 /X68000 の COPY キ ー 
/ オ リ ジ ナ ル 印 刷 キ ッ ト / 試 用 レポ ー ト 

Ü THE SOFTOUCH NEW PrintShop PRO-68K 他 

344 OS-9/X68000 入 門 (1) 0S-9 っ て な に !? 

E @STAR TREK for X68000 

d 全 機 種 共通 シス テム シュ ー テ ィング ゲー ム ELFESM 


1g 月 号 ( 品 切れ ) 

特集 パソ コン は いま 音楽 の 領域 へ 
な ぜ 自 動作 曲 か / 心地 よい 雑音 の 話 / 和 音 の 読み 方 / 美 
し い 響 き の 要 素 /4 分 音符 は 歌い 始め る / 古 く て 新しい 


音楽 形式 /FM 音 源 の 仕組 み /Melody Box/MusicBASIC 


@ さ よ な ら LIVE in '88 バッ ハ イタ リア 組曲 他 6 本 
eOh!X | 周年 記念 特別 企画 「 ち ょ っ と あぶ な い 福 袋 」 
OS-9/X68000 入 門 (2) 0S-9 の オペ レー ショ ン 環 境 
Z80 マ シン 語 ゲ ー ム 工房 /C 調 言語 講座 PRO+68K 

全 機 種 共通 シス テム ソー スジ ェ ネ レー タ SOURCERY 


1 月 号 
特集 いき な り 初 春 か ら ハ ー ド ウェ ア 
デジ タル 回 路 入 門 / 電 子 サ イコ ロ / 乱 数 発生 器 /X1turb 
B  o パ ンク メモ リ 拡 張 /X68000 用 CP/M-80 シ ステ ム fe 
_1988 年 度 GAME OF THE YEAR ノミ ネー ト 作 品 発表 
@ MZ-2500 用 Hyper Game Book 
@ LIVE in '89 エン デュ ー ロ レー サー/ ア ルル の 女 
e よう こそ , セガ ・ メ ガ ド ラ イブ !! 
C 調 言語 講座 PRO-68K/Z80 マ シン 語 ゲ ー ム 工房 
全 機種 共通 シス テム パズル ゲー ム LAST ONE/FLICK 


己 月 号 
特集 マシ ン 語 “で じ た る ざん まい 


アー キテ クチ ャ か ら の マシ ン 語 入門 / ア セン プラ へ の 招 


待 / 超 入門 Z780 マ シン 語 活用 術 /X68000 料 理 教室 
THE SOFTOUCH 彩 CRONE/Final Ver.3.2 ft 
@X|/XIturbo 用 RPG FLAME 
'Z80 マ シン 語 ゲ ー ム 工房 最終 回 爆発 , そ し て 完成 へ 
C 調 言語 講座 PRO-68K (8) と お りゃ ん せな の で ある 
OS-9/X68000 入 門 (3) つい に 発売 1 0S-9/X68000 
全 機種 共通 シス テム 高速 エディ タ ア セン プラ REDA 


づ 月 号 
特集 BASIC“ お も ちゃ 箱 " 

ビ コ ピ コゲ ー ム か ら 量 カシ ミュ レー ショ ン ま で 
e X1/X1turbo で MZ-700 用 スペ ハリ / ロ ボッ トゲ ー ム TAMA 
@ 数 値 演算 を 高速 化 FLOAT2- .X 
OS-9/X68000 入 門 (4) C 言 語 の 概要 を 見 る 
C 調 言語 講座 PRO-68K(9) ニホン 語 , 不得 意 
新 連載 予告 編 X68000 マ シン 語 プ ログ ラミ ング 入門 
全 機 種 共通 シス テム 浮動 小数 点 演算 パッ ケー ジ SOROBAN 
THE SOFTOUCH/LIVE in'89/ 知 能 機械 概論 / 猫 と コン ピュ ー タ 


2 月 号 

特集 ゲー マー た ちの “ 新 深夜 族 "宣言 
1988 年 度 GAME OF THE YEAR 

新 連 載 X68000 マ シン 語 プ ログ ラミ ング 

e X1/X1turbo 用 パズル ゲー ム ロボ ッ ト 衛 兵 

e MZ-700 用 ゲー ム パ ッ ケ ー ジ System-7B 

e LIVE グラ ディ ウス II / ザ が ・ ス キー ム / パ ワー ドリ フト 
連載 C 調 言語 講座 PRO-68K/0S-9/X68000 入 門 
全 機 種 共 通 シ ステ ム SLANG 用 実数 演算 ライ ブラ リ 
特別 付録 X68000 イ メー ジ CG ポ スタ ー 


ここ に は 1!988 年 1 月 号 か ら 1989 年 10 月 号 ま で を ご 紹 
介し まし た 。 現在 1987 年 4, 1988 年 |, 2, 4 一 10, 1989 
年 | 一 10 月 号 ま で の 在庫 が ご ざい ます 。 バ ッ ク ナ ン 
バー お よび 定期 購読 の お 申し 込み 方 法 に つい て は 本 
文 174 ペ ー ジ を 参照 し て くだ さい 。 


月 号 


| 特集 MIDI サ ウン ド デ ー タ 料理 条 


LA 音源 を FM 音源 で シミ ュ レ ー ト /X-BASIC で MIDI 制 御 
特別 企画 第 4 回 「 言 わせ て くれ な 〈 ち ゃ だ ワ 」 
@ シャープ パソ コン フォ ー ラ ム '89 in 赤坂 
eiffüHuman68k ver.2.0 
@ MZ-2500, XI/XIturbo 用 戦略 的 ライ ト サ イ クル ゲー ム 
連載 C 調 言語 講座 PRO-68K/ 0S-9/X68000 入 門 

X68000 マ シン 語 プ ログ ラミ ング 

全 機 種 共通 シス テム ソー スジ ェ ネ レー タ RING 


月 号 
特集 これ か ら の Xfamily 
X68000 に 光 磁 気 デ ィ ス ク を / 学 習 リ モコ ン の 製作 
THE SOFTOUCH ライ トニ ング バッ カス /Might and Magicl 他 
e OPMA 用 外部 関数 に よる KENBAN.BAS 
e X1/X1turbo 用 ドラ イブ ゲー ム Spirit of Rally 
e X1turboZ 用 これ , パ ズル な ん で すか 。 
MZ-2500 MIDI 入 門 (1 )MIDI ボ ー ド を 作る 
C 調 言語 講座 PRO-68K/X68000 マ シン 語 プ ログ ラミ ング 
全 機種 共通 シス テム 超 小 型 コ ン パ イラ TTC 


ノ 月 号 
特集 3D グ ラフ ィ ッ ク へ の 飛翔 

Z バッ ファ アル ゴリ ズム / ス ムー スシ ェ イ ディ ング 他 
THE SOFTOUCH Terazzo PRO-68K/ ア ド ヴ ァ ンス トワ ファ ンタ ジア ン 
新 DoGA*CG ア ニメーション 講座 

MZ-2500 用 グラ フィ ッ ク エ ディ タ 作 成 講座 
連 レン 語 カク テル in Z80's Bar 
載 | x-BASIC プ ログ ラミ ンク 調理 実習 
全 機種 共通 シス テム TTC 用 パズル ゲー ム TIC BAN 
X68000 マ シン 語 プ ログ ラミ ング /C 調 言語 講座 PRO-68K 他 


日 月 号 

特集 1 X1 プ ログ ラミ ング ガイ ド プ ブック 
PCG の 基礎 か ら 奥 義 まで / 超 高 速 ラ イン ルー チン ft 
特集 2 3D グ ラフ ィ ッ ク の 深淵 へ 
スキ ャ ン ラ イン Z バ ッ フ ァ /3D モ デリ ング 他 

[ 新 連 載 |( で ) の ショ ー ト プロ ば ーー てい 
X68000 マ シン 語 プ ログ ラミ ング /C 調 言語 講座 PRO-68K 
X-BASIC プ ログ ラミ ング 調理 実習 /D6GA・CGA 講 座 
MZ-2500 用 グラ フィ ッ ク エ ディ タ /Z80's Bar ft 

全 機 種 共 通 シ ステ ム CP/M 用 ファ イル コン バー タ 


9 HS 
特集 活用 ハー ド デ ィ スク & プ リン タ 
各社 ハー ド デ ィ スク 接続 総 チ ェ ッ ク / ハ ー ド ディ スク 雑学 
講座 /COPY キ ー メ ニュ ー/ ビ デオ プリ ンタ 活用 プロ グラ ム ft 
THE SOFTOUCH ジェノサイド / 琉 球 /mFORTH Compiler 
@ サイ バー ステ ィ ッ ク で 遊ぶ 不思議 な 環境 ソフ ト の 世界 
e X1/X1turbo 用 シュー ティ ング ゲー ム Defeat X 
ショ ー ト プロ ば ぱー て い /MZ-2500 グ ラフ ィ ッ クエ ディ タ ft 
[X68000] X-BASIC/ マ シン 語 /C 調 言語 講座 /D6GA・CGA 
全 機種 共通 シス テム 生物 進化 シミ ュ レ ーション BUGS 


10 月 号 
特集 ゲー ム 面 白 心理 学 
ソー サリ アン ・ 宇 宙 か ら の 訪問 者 / フ ァ ン タ ジ ー ゾ ー ン 
ね じ 式 / ガ ウデ ィ ・ バ ル セ ロ ナ の 風 / サ バッ シュ ft 
@ MZ-700 用 シュ ー テ ィング ゲー ム Side Roll-F 
e X1/X1turdo 用 カー ド ゲ ー ム Bonding 
ショ ー ト プロ /Z80's Bar/MZ-2500 グ ラフ ィ ッ クエ ディ タ 
X68000 マ シン 語 /X-BASIC/C 調 言 語 講座 /D6GA・CGA 
THE SOFTOUCH Z'sTRIPHONY DIGITAL CRAFT/James68K 
全 機種 共通 シス テム 小型 イン タプ リタ 言語 TTI 
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月 ど 回 刊 


PC 


0 
(特別 定価 ) 


I/FM 


5 本 発売 中 


11 月 号 
ob0 円 


fFCADRIVE 


発売 中 | 
秋 号 


480 円 


ビュ ー タ 時 代 在 読む トレ ンド ・ マ ガ ジ 


COMPUTER 
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11 月 号 
500 円 


| UMEN 


z anim ZABE! 


み グ シ ジョ ー ト ブロ グラ ム 
あー と MOD EV Y TIN BRILON 


特集 HBASE PLU5 活 用 宣言 ! 


デー タベース の 可能 性 を 限り な く 広 げ る た め の dBASEH 
PLUS, スー パー 活用 術 

初心 者 向け HBASE IPLUS 

dBASE PLUS の プロ グラ ミン グ 機 能 

dBASE PLUB 周 り の ユー ティ リティ 


第 特集 ビジ ネス に 生か す パ ソコ ン 通 信 
PARTI ログ イン まで に 知っ て お きた ゆい 知識 と 準備 ・ 全 ガイ ド 
PAPTe パソ コン 通信 で 使え る ビジ ネス ツー ル 

@ テ スト ルー ム 3.5 イ ンチ 外 付け ドラ イブ 10 機 種 テ スト 

@$ ソ フト ウェ ア 最 前 線 Freelance の 巻 ( ロ ー タ ス ) 


特集 第 3 回 ・ 集 まれ ショ ー ト プロ グラ ム / 
通常 の ショ ー ト サイ ズ か らち ょ っ ぴり リッ チ な ダブ ル サ イ ズ , そし て 限 
界 に 迫る ] 行 サイ ズ ま で , より すぐ っ た 4 本 の プロ グラ ム を 一 気 に 発 表 / 
機種 や ジャ ン ル は さま ざま で すか ら , きっ と あな た の お 好み の プロ グラ 
ム が 見 つか る は ず で す 。 

@P5 万 色 グ ラフ ィ ッ クエ ディ タ を パ バ パワー アッ プ 


- る 人 A ム V シ リー ズ サ ブシ ステ ム 徹 底 解 析 (1) 


@5809 デ ィ ス クオ ペレ ー テ ィング シス テム 
MASM ブ ログ ラム 入門 


TOWNS SOFT GUIDE/Let's Play/ Computer Music // 
谷山 浩子 の エッ セイ 


特集 メガ ドラ イブ VS スー バー ファ ミコ ン 
怪物 スー パー ファ ミコ ン に メガ ドラ イブ は どう 戦い を 挑む か 。 来 た る べ 
寺 1990 年 代 の ゲー ムシ ー ン を 予測 する 。 
全日 上 メガ ・ ホ ッ ト メ ニュ ー 
ラン ボー スー パー 忍 グ TATSUJUIN プ ノバ パーミ リオ ン ノ スー バー 
パイ ドラ イド ペル ラオ m ン ウッ イン ンー サリ 
久 新 作 ス クラ ン ブ ル 
エア ダイ バー カー ス ノ 倉 庫 番 プア トミ ッ ク ロ ボキ ッ ド サイ オブ レー 
ド プ スー パー モナ コ GP ロ パワ ー ド リフ トノ ゴー ルデン アッ クス etC. 
@ 新 作 徹底 マス ター 
孔雀 王 の ビ プ フォ ゴット ン ワ ー ル ドン マー ジャ ン C0P 竜 


特集 日 本 の Mac ビ ジネス は 本 物 か 


日 本 版 MaC の 抱え る 問題 点 と 現状 
待望 の Mac 版 ラッ プ ト ッ プ 
MaC は ソフ ト ハ ウス に こと っ て 儲かる 市 場 か 

eTHE TEST Dynabook, THE BOOK 

田原 総 一 有明 の コン ピュ ー タ ・ ル ポ キヤ ノン 取締 役 酒巻 久 
NeXT†T と の 提携 に 踏み 切っ た 真意 

@ 電 脳 時 代 の ヒッ トメ ー カ ー ハル 研究 所 「HAL-CATCH」 
電子 手帳 と パソ コン を つなぐ 便利 ツー ル 

@Keyman U.S.A. ヒュ ー レ ッ ド ・ パ ッ カ ー ド 社長 「 ジ ョ ン ・ ヤ ング 」 
LJJdZ/ALb-O&f, 日 P の 足跡 


452 «3 c BT saec I ES 


読者 の みな さま に は た い へ ん ご 水 悪 を お か けい た し まし た 
素 叶 重版 いた し まし た の で , お 近く の 書店 に ご 注文 下さ い 


MAG 


J^CCERBZUIZ2vOECODIISÍINMTSSEE 
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&-17/ \ イ ラ 別 ライ ブラ リ 関 数 一 覧 移植 性 の 問題 を 考え る / 


| 準拠 , ヘ ッ ダ ファ イル の 違い が ひと 目 で わか 
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邊 削 刊 特別 企画 yacCc に よる コン パイ ラプ ログ ラミ ング ⑧) 

思 ワ ン ボ ポイント プロ グラ ミン グ 講 座 / は じ め て 学ぶ CC プロ グラ ミン グ 
邊 三田 典 玄 の 実践 じ プ ログ ラマ 養成 講座 @/D 言 語 雑学 講座 ① 
iE Turbo DEBUGGEH に よる ヲ パ ッ ギ ング 作法 (後編 ) 


Ieyacc (KM-yacc) 

ZsCUMPAL/D デ モ 版 (構造 化 チ ャ ー ト ゾ ェ ネ レ ー タ ) 

3° 掲 載 全 ソー スコ ー ド + - 
圧縮 ブロ グラ ム (LHaro) Sata be aec 


ed) 


「 個 人 簿記 会 計 財 計 くん 」2HD 版 


定価 49,800 円 (税別 ) 


出力 帳票 : 勘定 科目 一 覧 表 ・ 摘 要 一 
覧 表 ・ 期 首 貸借 対照 表 ・ 期 末 試 算 
表 ・ 貸 借 対照 表 ・ 損 益 計算 書 ・ 仕 
Ma ・ 各 科目 別 元 帳 ・ 合 計 残 高 試 


Au 理 金 M 
月 間 仕 訳 処理 数 
仕訳 入力 は 一 度 
使用 勘定 科目 数 
摘要 小 書 き 入 力 


9 桁 10 億 円 / 年 間 
900 件 以内 
振替 伝票 方 式 採用 
75 個 (年 度 変更 可 ) 
A・B の 2 つ 
A は コー ド 入 力 
B は 自由 入力 
ERIE € 
HH IHE N PE 
ラク ラク 金額 入力 カン マ 付 き 、 無 
どちら も OK ! 

消費 税 の 会 計 処 理 注目 の 消費 税 の 
会 計 処 理 は 、 4 つの 対応 が 考え られ 
ます が 、 ユ ー ザ ー 別 に 勘定 科目 の 設 
定 を する 事 に より 処理 で きま す 。 

「 消 費 税 検証 」 を 別冊 に て 同 梱 し 
て あ り ます 。 ご 活用 下さ い 。 
< 各種 税法 は 変化 し て も 、 複 式 薄 記 
の 原理 は 不変 で す 。 勘定 科目 の 設定 
に よっ て 処理 で きる の が 、 財 計 く ん 
だ が の で す 。 > 


オォ オート ・ ソ ー ト 


ナリ シン ター 用 区 
縦 11 イ ンチ の 白紙 又は 鞭 線 入り を 
使用 願い ます 。 


2D 版 と の 能力 アッ プ の 内 容 


Le デル スグ の 入れ 替え ん だ し で 、 シン 
A^ テム ユー ザー 辞書 使用 可 。 

2. 科目 & 摘 要 の 入力 時 に HTLP キ ー 
機能 を 追加 。 


「 個 人 簿記 会 計 財 計 くん 」2D hi 
定価 39,800 円 (税別 ) 


2HD 版 と の 相違 は 、 先 の 能力 アッ 
プ の 内 容 の 通り で す 。 


各 資 料 の ご 請求 は 


資料 は 、 一 部 あたり 200 円 分 の 切手 
を 同封 願い ます 。 各 デモ ・ サ ン ブ ル 
版 は 実費 2400 円 を 申し 受け ます 。 

弊社 へ 直接 お 申込 み の 方 は 上 記 分 
を 差し 引い て ご 本 体 を 購入 で きま す 。 

資料 は 毎月 曜日 に た に 、 デ モ 版 は 逐次 
発送 し て いま す 。 


専用 


tartum OK- シ ステ ム 漢字 


「 財 計 く ん 売 掛 管理 台帳 」2HD 版 
定価 39,000 円 (税別 ) 


出力 帳票 : 納品 書 ・ 請 求 書 ・ ア イ ウ エ 
オ 順 顧客 一 覧 表 ・ 取 扱 商品 一 覧 表 ・ 
売上 日 計 表 ・ 売 掛 残高 一 覧 表 ・DM 
シー ル (条件 検索 可 ) 


処 理 4 額 9 桁 10 億 円 年 間 
1 顧客 処理 件 数 60 件 月 間 繰越 可 
処理 顧客 数 1DataDisk 1200 名 
取扱 商品 数 1DataDisk 250 品 目 
消費 税 自 在処 理 登録 済 使用 と 未 登録 
使用 どちら も 可 
登録 済 願 客 変 更 台帳 変更 B で 自在 
帳票 3 段階 選択 願 客 別 &/ 切 & 全 部 
商品 単価 無 登録 250 品 目 が 無限 に 
ラク ラク 金額 入力 カン マ 付 き 、 無 
どちら も OK ! 


プリ ンタ ー 対 応 表 
ご 使用 に な る 機種 に より 4 つの シ 

リー ズ 品 番 が ご ど ご ざい ます 。 ご 購入 の 

際 に は ご 確認 願い ます 。 

No701: CZ—8PK3* CZ—8PK4* CZ— 
8PK5*C—8PK6*CZ —8PK7* 
CZ 一 8PK8・CZ 一 PK9- EPSO 
N 一 VP シ リーズ テーX1ROM 要 

No702:CZ 一 8PK2・CZ 一 80PK 

No703:CZ 一 8PD2・CZ 一 8PD2・CZ 一 
800P・BPSON 一 SBP シ リー ズ 
— XIROM € 

No704:X1 に 接続 可能 な も の で 、 縦 
11 イ ンチ の 白紙 又は 有野 線 入り 
の も の み を 利用 する 事 に な り 


ます 。 
ck 伝票 専用 用 紙 と し て 、 ヒ サ ゴ (株 ) 
GB 一 342 を 使用 し ます 。 伝 票 以外 
は 縦 11 イ ンチ の 連続 用 紙 ( 日 紙 or 
野 線 入り ) を 使い ます 。 な お 、No. 
704 の み は 、 伝 票 用 紙 は ユー ザー が 
作成 し て 使用 する 事 に な り ま す 。 


2D 版 と の 能力 アッ プ の 内 容 
le TFA AZOA NTRA LLU 7 
ステ ム ・ ユ ー ザ ー 和 辞書 使用 可 。 
2. 商品 名 の 入力 時 た に HELP キ ー 機 
E が 追加 。 


「 財 計 く ん 売 掛 管理 台帳 」2D hi 
定価 29,.000 円 (税別 ) 


2HD 版 と の 相違 は 、 先 の 能力 アッ 
プ の 内 容 の 通り と 、 処 理 顧客 数 が 600 
名 と な り 、 取 扱 商品 数 が 150 品 目 と 
な り ま す 。 (2HD 同 様 No701 一 No. 
704 品 番 が ご さい ます 。 ご 購入 の 際 
は C 確認 下さい 。 ) 


[DATA * CARD 1200] 2HD 版 
定価 42,000 円 (税別 ) 


カー ド 型 デー ター ベー ス と し て の 


機能 と グラ フ 作 成 ツ ー ル の グラ フ デ ー 
ター・ フ ァイル 機能 を 持っ て いま す 。 
検索 は 、1,124 枚 の デー ター カー ド 
か ら 3 重 条件 を 処理 し ます 。 

項目 設定 は 自由 設定 で 12 個 まで を 
処理 し 、 デ ー タ ー 部 は 新規 に 設け ま 
し た 「 デ ー タ ー 変 換 Ut y] T, fF 
成 消 み の デ デー ター で も デー ター 量 に 
応じ て 変更 可能 に な り ま し た 。 
DM シ ー ル 発行 ・ 葉 書 宛名 印刷 を 
条件 検索 で 処理 し ます 。 

カー ド No に よる 、 デ ー タ ー の 抜 
粋 ・ ス テッ プ 印 刷 ( 同 カ ー ド を 最大 
12 枚 まで ) を 処理 し ます 。 

グラ フ ・ ツ ー ル と し て は 、 7 種 ・ 
22 タ イプ の グラ フ を 作成 する 事 が で 
き 、 最 大 12 項 目 12 デ ー タ ー を 縦 棒 グ 
ラフ ・ 横 棒グラフ ・ 帯 グラ フ ・ 円 グ 
ラフ ・ 質 線 グ ラフ に 処理 し ます 。 KE 
棒グラフ ・ 横 棒グラフ は 3D 仕 様 で 
も 処理 し ます 。 


プリ ンタ ー 用 紙 
縦 11 イ ンチ の 白紙 又は 野 線 入り を 
使用 願い ます 。 


2D 版 と の 能力 アッ プ の 内 容 
Lo ディ スク の 入れ 答え だ た し で 、 シ 
AT A+ テー ザー ー 辞 書 使用 可 。 
2. グラ ブフ ブ DataDisk 内 に 格納 で き 
る ファ イル 数 が 3 倍 に な り ま し 
+ 


「DATA・CARD 1200] 2D 版 
定価 32,000 円 (税別 ) 


2HD 版 と の 相違 は 、 先 の 能力 アッ 


プ の 内 容 の 通り で す 。 


ご 購 A は 


お 近く の パパ ツジ コシ ジャ ショ ッ ア や で 央 
求め 下さ い 。 お 急ぎ の 方 は 直接 現金 


書留 で お 申し 込み 下さ い 。 
( 売 掛 管理 台帳 の No704 の み ユ ー ザ ー 
の ど 希 望 に より 、 プ ログ ラム 解放 型 
2D\58,000 円 (税別 ) も あり ます 。 
直接 弊社 に お 申 LARES だ さい 。 


日 コン 連 へ の 電話 問い 合わ せ 件 数 Nu.1 / 
大 学生 待望 の ずる か まし ソフ ト つ い に 登 場 / 


翻訳 ヘル バー ずる か まし 


対応 機種 : X68000(5 イ ンチ 2HD) 2 枚 組 
開発 者 : 大 阪 市 立 大 学 マ イコ ン 研 究 会 山本 賢一 (プロ グラ ム ) 
山本 博之 (辞書 ) 


3€, 980 


《 内 容 》 
英 単語 帳 自動 作成 ・…‥ 打 ち 込 むか 、 ま た は PDS な ど で 拾 っ た 英文 ファ 
イル に 対し て 、 一 文 ご と に 登録 され て いる 辞書 と 合致 し た 単語 に 適 


NAE C E nod US 
TV 英和 辞書 ・ ー ボ ー ド か ら 英 単語 また は 、 そ の 単語 の 頭 文 字 
diis cu ER E と 、 該 当 す る 単語 や その スペ ル に 近い 
単語 が 次 々 と 表示 また は プリ ント アウ ト さ れ ま す 。 
> TV 和英 辞書 ・‥… キ ー ボ ー ド か ら 日 本 語 単語 を 入力 し ます 。 そ の 単 
語 が 訳 と し て 含ま れる 英 単 語 が 順次 表示 また は プリ ント アウ ト さ れ 
ます 。 
> 英 単語 暗記 トレ ー ニ ング ・…… 
再現 し て くれ ます 。 
辞書 大 学 入 試 単 語 レ ベル 約 4000 語 が あら か 
す 。 
> 辞書 登録 ・……‥ 添 付 の 辞書 登録 ユー ティ リティ に より 辞書 の 登録 が で 
きま す 。 


いわ ゆる 単語 めく り 帳 や 単語 カー ド を 


じ め 登 録 さ れ て いま 


反目 発売 


1989 年 度 N51 の シュ ー テ ィング ゲー ム 話 題 作 / 


E) RETURN 


対応 機種 : X68000(5 イ ンチ 2HD) 2 枚 組 


開発 者 : 神戸 大 学 情報 統計 部 前 部 長 赤坂 賢 洋 


3€5,980 
D-RETURN タ イト ル 秘 話 ・・・ 


1988 年 1 月 、 大 阪 日 本 橋 の J 紀 P テ クノ ラン ド で 開催 され た 合同 ソフ ト 


MZ-2500 用 と し て 出展 され て いた シュ ー テ ィング ゲー ム が あっ た 。 タイ 
トル が な いと 不都合 と 言う こと で 、 当 日 、 急 き ょ 命 名 され る こと に な 
っ た 。 そ の ゲー ム は 、 起 動 用 ファ イル 名 が 『D』 で 、D と キー を 打ち 
RETURN キ ー を 押す と ゲー ム が 始ま る こと か ら D_RETURN と 名 付 


7000 本 も 売れ る よう な ビッ グ ヒ ッ ト ソ フト に な ろう と は 、 誰 も 予期 し 
て で て いな か っ た の は 言う まで も な い 。 


続々 発売 ! X68000 用 日 ay 連 77 ト | 


た だ 今 、 発 売 待機 中 及び 開発 中 ソフ ト の ご 紹介 ( 各 平 5.980) 

F. T. SCAN…3D ドライビング ゲー ム (FINAL TEAR Z) 

3D ROAD RACER 3D オー トバ イレ ー シ ン グ ゲ ー ム (神戸 大 学 ) 
空間 機甲 団 ……… ド ドミ シミュレーション ゲー ム (神戸 大 学 ) 
C-FIGHT--:- 縦 ス クロ ー ル シュ ー テ ィング ゲー ム ( 神 戸 大 学 ) 


郵送 品 貼付 切手 に は 、 オ ー ル 記念 切手 使用 ! 
日 コン 連 S OF 通信 販売 の ご 案内 

現金 書留 、 郵 便 振替 (大 阪 5-4873 日 コン 連 企 画 株 式 会 社 )、 為 替 、 定 額 
小 為替 で 、 希 望 商品 名 、 対 応 機種 名 、 数 量 明記 の 上 、 お 申し 込み くだ さ 
い 。 (送料 は サー ビス 。) 

この うち 、 現 金 書留 、 定 額 小 為替 で お 申し 込み の 場合 に は 、 例 えば 5, 980 
円 の 商品 の 場合 に は 、 端 数 を 切上げ 6, 000 円 分 お 送り いた だ いて 結構 で 
す 。 この 際 の お つり 20 円 は 、 商 品 発送 時 に 同額 の 記念 切手 で お 返し いた 
し ます 。 


日 コン 連 ら SOF T 保 証 

日 コン 連 SOF エ の ディ スク 内 容 を お 客 様 が 破損 され た 場合 、 そ の 
ディ スク と 360 円 分 の 切手 を 同封 し て お 送り 頂け れ ば 、 折 り 返 し 、 新 
し い デ ィ ス ク を お 送り し て いま す 。 


発表 会 (日 コン 連 の 母体 で ある 近 コ ン 連 主催 ) の 神戸 大 学 の コー ナー で 、 


けら れ た の で あっ た 。 そ の と き 、 こ の ゲー ム が 後に X68000 に 移植 され 、 


AN ADVENTURE GAME INTERPRETER 


Cyber Writer 


rta QU (4 m 
&. 9 TF. Zi Ver 20 
ER X68000(5 イ ンチ 2HD) 2 枚 組 
半 5,980 


開発 者 : 神戸 大 学 情報 統計 部 部 長 村尾 


電脳 作家 は 、 専 用 の 言語 で 書か れ た シナ リオ を X68000 上 で コマ ンド 選 
択 式 の アド ベン チャ ー ゲ ー ム の 形 で 実行 する 一 種 の イン タプ リタ で す 。 
グラ フィ ッ ク 、 ミ ュー ジッ ク 、 音 声 出 力 を フル に 使っ た あな た だ け の 
オリ ジ ナ ル ア ド ベン チャ ー ゲ ー ム が 作れ ます 。 専用 の グラ フィ ッ ク ツ 
ー ル 、 買 っ た その 日 か ら 遊 べ る サン プル シナ リオ も 付い て いま す 。 


電 家 グ ラフ ィ ッ クミ ュー ジッ クラ イブ ラリ ー 集 
制作 者 : 神戸 大 学 情報 統計 部 赤坂 賢 洋 ・ 細 見 格 Y 3, 980 
・ グラフィック デー タ 10 フ ァイル 、 ミ ュー ジッ ク デ ー タ 39 フ ァイル 収録 。 


| リオ ディ スク 通信 販売 
EVIL TEESE 7 4) 

作 : 三 上 潤一 郎 (高校 生 ) 
電脳 作家 AQUARIUS 

作 : 神戸 大 学 情報 統計 部 

赤坂 賢 洋 ・ 細 見 格 ・ 中 野 博 之 

01:0 
Oh!X 9 月 号 の 見 社 広告 に お いて 、 電 脳 作家 Ver2.0 対 応 の 「AQU 
ARIUSJ を 3.980 円 で 9 月 発売 予定 と 掲載 し まし た が 、 諸 事情 に よ 
り 該 当 ソ フト の 販売 を 中 止 さ せ て いた だ きま し た 。 代わ り と し て 、 電 
脳 作家 Ver2.0 の シナ リオ ディ スク 「 電 脳 作 家 AQUARIUS| を 通 
信販 売 の み で 、1., 000 円 で 販売 させ て いた だ きま す 。 な お 、 本 格 的 ファ 
ンタ ジー アド ベン チャ ー ゲ ー ム 「AQUARIUS」 は 、12 月 に 電脳 
作家 に 依存 し な い 単 体 の ゲー ム ソ フ ト と し て 、5, 980 円 で 発売 させ て い 
た だ く 予 定 で す 。 ご 期待 くだ さい ! 


お 
日 本 コン ピュ ー タ クラ ブ 連 盟 加 盟 団 体 募集 中 / 
加盟 費 ・ 会 費 不要 . 毎 朋 、 全 国 本 部 広報 紙 「 つ うてん か く 通信 」 無 料 送付 。 


僅 日 コン 連 近 畿 本 部 紹介 

(近畿 本 部 加盟 団体 

滋賀 大 学 電 子 計算 機 研究 会 、 京 都 大 学 マイ コン クラ ブ 、 京 都 教育 大 学 電算 機 
研究 部 、 立 命 館 大 学 情報 処理 研究 会 、 京 都 産業 大 学 電子 計算 機 応 用 部 、 龍 谷 
大 学 コ ンピュータ 同好 会 、 大 阪 大 学 コ ンピュータ クラ ブ 、 大 阪 市 立 大 学 マ イ 
コン 研究 会 、 関 西 大 学 情報 処理 技術 研究 会 、 近 畿 大 学 電気 技術 部 、 大 阪 電 気 
通信 大 学 電子 計算 組織 研究 会 、 大 阪 電気 通信 大 学 コ ンピュータ プレ ー ヤ ー ズ 
サー クル 、 人 神戸 大 学 情報 統計 部 、 神 戸 商科 大 学 電 子 計算 機 研究 会 、 神 戸 女 学 
院 大 学 マイ コン 研究 会 、 甲 南 女子 大 学 マイ コン 研究 同好 会 、 和 歌 山大 学 マ イ 
コン 研究 会 、 和 歌 山高 専 コ ンピュータ 部 、FINAL TEAR Z, W, 
日 本 コン ピュ ー タ チェ ス 協 会 、UNL INK、Traveling Club, 、TAC、 
BLACRKR-BOX.J;-R.M. C. REVOLB.RPG CLUB: 
頭 狂 企画 (近畿 地区 加盟 希望 団体 は 、 日 コン 連 全 国 本 部 まで 。 ) 


一 日 コン 連 全 国 本 部 (大 阪 )、 関 東 本 部 (東京 ) 付 スタ ッ フ 募集 
染 件 / 日 コン 連 に 興味 の ある 方 で コン ピュ ー タ クラ ブ に 所 属し て いな い 
人 。 パ ソコ ン に つい て の 知識 、 経 験 は 問い ませ ん 。 高校 生 、 専 門 
学校 生 、 大 学生 歓迎 。 
特典 / 日 コン 連 全 国 本 部 、 関 東 本 部 に ある 各 パ ソコ ン 、 ソ フト 使い 放題 。 
仕事 内 容 / 各 パソ コン メー カー と の 交渉 、 日 コン 連 加 盟 団体 へ の 連絡 、 
イベ ント 企画 ・ 立 案 、12 月 創刊 予定 の 日 コン 連発 行 の パソ コ 
ン 雑 誌 の 編集 協力 。 
画 日 コン 連発 行 の パソ コン 雑誌 ライ ター・ エ ディ ター 募集 
12 月 創刊 予定 の パソ コン キャ ン パ ス 多 リク ルー ト 雑 誌 『C 
の ライ ター 及び エディ ター を 募集 し ます 。 ラ イタ ー は 地域 を 問い ませ 
ん が 、 エ ディ ター は 京阪 神 地区 在住 の 方 に 限ら せ て いた だ きま す 。 
一 日 コン 連 バ ナコ ム 受 験 S I G 参 加 団 体 募 集中 ! 
前 回 、33 国 公立 大 学 コ ンピュータ サー クル の 協力 に より 実施 され た 、 
パソ コン 通信 を 用 いて の 受験 相談 サー ビス で す 。 今回 は 、 私 立 大 学 も 
含め て 実施 いた し ます 。 協力 し て いた だ ける 大 学 サ ー ク ル は 、 お 申し 
込み くだ さい 。 パソ コン 通信 に 必要 な 機材 、 電 話 代 な ど は すべ て 提供 
させ て いた だ きま す 。 
@ 問い 合せ ・ 申 し 込み 先 


Bav) T556 大 阪 市 浪速 区 難波 中 2-4-3 村上 ビル 
era 


JU 


(& Y 1. 000) 


・ ableJ 


TEL 06(644)6901 (1X) 
日 コン 連 企 画 株 式 会 社 ま た は 日 本 コン ピュ ー タ クラ ブ 連 明 


ッ ソフト 名 音感 ONKAN 
対照 機種 X68000 系 列 
金額 た っ た の 44 千 円 。。 


7771—15 
徳島 県 板野 郡 土 成 町 
吉田 字 御 所 屋敷 
TEL.(08869 95—2098 


一 育 で 言う と 音痴 を な お す ソ フト で す 。 私 の 


会 社 で は 音声 認識 の 研究 を し て いま す が な 、 そ の 
過程 で 不思議 な こと を 発見 し まし た 。 多く の 人 
が 音痴 で あり 、 か つ 音 痴 で ある こと を 知ら な い 
と て うこ と です s。 

し か し 考え て みる と 無理 も あり ませ ん 。 楽器 
で あれ ば 客観 的 に 聴き 比べ 、 音 程 を 調整 し つつ 
練習 する こと が 出来 ます 。 し か し 、 肉 声 は 、 特 
に 自分 の 声 と いう の は 、 あ まり に も 日 常 耳 に し 
て る 故に 逆 に 自分 の 声 が どう いう 音程 で ある か 
知る こと が 出来 ず 、 練 習 が 出来 な い の で す 。 い 
くら カラ オケ で が な っ て みて も 、 音 程 の 練習 に 
な り ま せん 。 

そう 、 今 まで 自分 の 出し て る 音程 を 知る 機械 
と いう の は あり ませ ん で し た 。 ギタ ー な ん か の 
チュ ー ニ ング メー ター と いう の は あり まし た が 、 
適用 出来 る 音域 と いう の が と て も 狭く 、 肉 声 の 
よう に 複雑 で 、 音 域 の 広い も の に は 使え ませ ん 。 
音程 を 知る な ん て 簡単 そう に 思え る で し ょ う が 、 
だ と え 単 音 で あっ て も 肉声 の 音程 を 認識 する の 
は と て も 難し い 原 理 が 必要 で 、 な か な な か 大 変 だ 
— 洗う の う です 。 

その 大 変 な こと を 実現 し た の が 「 音 感 」 とい 
う ソ フト で す 。 と いっ て も 操作 は 文 68000 に マイ 
ク を つなぎ 、 歌 えば 、 声 に 合わ せ て 画面 の 鍵盤 
の 位置 に 音階 が 表示 きれ る だ け の 簡単 な も の で 
3. その 鍵盤 の 位置 を 見 な が ら 自 分 の 声 を 調整 
すれ ば 、 秘 か に 音痴 を な お し て し まえ る 訳 で す 
ね 。 お おく の 人 は 、 これ に よっ て 半音 どこ ろか 

音 く らい ずれ て 平気 で 歌っ て た こと を 反省 さき 
せら れる で し ょ う 。 

よう する に それ だ け の ソフ ト で 操作 も 簡単 な 
の で す 。 こ れ だ け の 機能 だ と し て も 4000 円 は 適 値 
で す が 、 さ ら に オマ ケ が 色々 と つい て いま す 。 

まず 、 歌 っ た 音階 を 120 秒 覚え て いて 、 修 正す 
る こと が 出来 、 し か も 、 そ れ を BASIC の MML 形 
式 に 変換 出来 ます 。 常駐 きせ た な ら 、 ソ フト キ 
ー ボ ー ド か ら の 入力 と 同じ よう に 動作 し ます 。 
こう 書く と と て も 難し いこ と の よう で す が な が 、 お 
使い に な っ て みれ ば ファ イル と か の こと を 何 も 
考え な く て よく まる で 空気 の よう に 利用 出来 る 
こと CD で Es 

当然 、 画 面 の キー ボー ド で も 演奏 出来 る し そ 
れ を MML に する こと も 出来 ます 。「 音 感 」 は FM 
音源 を 使っ て ませ ん か ら FM 音源 の 伴奏 で 歌い 
な な が ら 音 痴 の 特訓 を する な ん て こと も 出来 ます 。 
マイ ク の 代わ り に AUDIOIN に キー ボー ド を つ な 
げ ば 、 キ ー ボ ー ド か ら の 音 を MML 変換 する こ 
と だ っ て 出来 て し まい ます 。 

購入 方 法 は 少し 普通 と は 違い ます 。 


秒 ど も の 会 社 は 田舎 に あり ます 。 田舎 で は ソ 
フト と いっ て も 都会 の よう に 販売 店 に 行け ば 在 
庫 が あっ て すぐ 買え を る と いう 訳 に は いき ませ ん 。 
ッッ ケー ジ を 見 て 買え る と いう の も マレ で す 。 


パラ サイ トウ エア と いう の は その よう な みん な 


の 不満 を 背景 に 生ま れ ま し だ た 。 メイ ン 商 品 に 同 
居 し 、 い わ ば 小さ な お 店 を 貴方 の 家 の 中 に 開か 
せ て 頂 こ うと いう も の で す 。 これ な ら ど ん な 田 
舎 の 人 も ゃ 不便 は 感じ ませ ん 。 そし て 都会 の 人 に 


あな た に は まず 、 
郵便 局 で 郵便 コガ ワ セ 4 千 円 分 を 買い 不透明 な 
封書 に 自分 の 住所 氏名 と 「 音 感 希望 」 を 明記 し 
で て 送っ て 下さ 
To 安全 性 を 重視 し た い 方 は 現金 封筒 で 送っ て 
下さ きい 。 送料 が か か り ま す が 確 実 で す 。 

こち ら か ら お 送り 致し ます の は お 買い 頂く 「 音 
感 」 の 他 、 デ モ 用 の マイ クタ クア ンプ と 、- ペ ラサ イト 
ウエ ア の 原本 と 生 フ ロッ ピー、 返 信用 切手 が 入 
っ て いま す 。 この マイ クア ンプ は 音感 の 性 能 
すぐ その 場 で 確認 し て 頂く 為 の も の で 商品 で は 
あり ませ ん 。「 音 感 」 の 使用 は テー プレ コー ダ な 
どの アン プ 機 能 を 使っ て 利用 出来 ます 。 音感 の 
デモ を ご 覧 頂い た 後 、 こ の マイ クア ンプ は 原本 
と 一 緒 に 送り 返し て 下さ い 。 と いう の は この ア 
ンプ は 基板 その まま で 商品 の 体裁 を し て いな い 
か ら です 。 

(どう し て も 必要 で あれ ば 1500 円 頂き ます ) 

「 音 感 」 の 商品 範 閉 は 、 フ ロッ ピー1 枚 説明 
書 ま で で す 。 それ 以外 の も の は 1 週間 以内 に 送 
り 返 し て 下さ い 。 必要 な 切手 は 貼っ て あり ます 
か ら 郵 便 ボ スト に 入れ る だ け で す 。 

2 ラサ イト ウエ デア と は 「 痛 感 」 と いう ソン ト 
の パッ ケー ジ に 和 宿 借 りす る 形 を 取る ソフ ト の 新 
し い 販 売 形 態 で す 。 パラ サイ ト と は 寄生 と いう 
意味 で 、「 音 感 」 の パッ ケー ジ に 寄生 し 、 流 通 コ 
スト を か けず に 流通 し よう と いう 試み で す 。 

「 音 感 」 は その 商品 の 第 1 号 で す 。 で すか ら ノ パ 
ラサ イト ウエ ア の 方 に は 、 現 在 ま だ あま り 商 品 
は 入っ て お り ま せん 。 現 在 1 件 に つき 100 円 か ら 
500 円 程度 の ソフ ト が いく つか 入っ て いま す 。 全 
部 買っ て も 5 千 円 に 上 は な り ま せん 。(9 月 8 日 現 
E) 今 あ る の は 超 高 速 な マン デル ブロ 描画 ソフ 
ト や プロ グラ ム 作 成 時 に 便利 な ツー ル 、 ピ コピ 
コゲ ー ム 等 が 入っ て い ゆい ます 。 

これ ら は ひ や か し で 結構 で すか ら メ ニュ ー だ 
け で も ご ご覧 下さ い 。 も し 気に入っ だ た ら も の が あ 
れ ば お 買い 下さ い 。 マウ ス 操作 で 簡単 に 選べ る 
よう に な っ て お り 、 EA? DREMS NTA 
原本 の ファ イル を 添付 の 生 デ ィ ス ク に 自動 的 に 
ココ ポ ゼ ー す る まう に な っ て いま すず 。 が が ちず す ペ 
て お 買い に な る 場合 で も 原本 は 返し て 頂き ま ぶ 
と いう の は 原本 の 方 に お 買い に な っ た だ か どう な か 
の 情報 が 入っ て いる か ら で す 。 

パラ サイ トウ エア の 商品 を お 賢い に な っ た 方 
は 、 原 本 を 返送 頂く 時 に 、 郵 便 コ ガワ セ 等 で 不 
足 額 を お 支払 い 下 さい 。 

音感 その も の が デモ の 段階 で 気に入ら な い 場 
合 は 、 音 感 の デモ の 終了 後 、 購 入 を 選択 せ ず そ 
の まま 送り 返し て 下さ い 。 手数 料 を 1500 円 頂き 


だ っ て 安価 と いう メリ ッ ト を 獲 ら れ ま す 。 自分 
の 会 社 の ソフ ト だ け で な く 、 広 く 一 般 の ソフ ト 
を 作れ る 方 々 に も 利用 し て も らい た いと いう の 
が 願い で あり ます 。 

こん な こと を 不法 コピ ー ユ ユー ザー 揃い の 98 系 
列 で する 程 の 勇気 も あり ませ ん の で 、X68000 で 
始め させ て 頂き まし た だ た 。 いま の と ころ 原本 に プ 
ロ テ ク ト は か け て いま せん 。 みな さま の 御 賛 同 
を 願っ て お り ま す 。 


4 千 円 を 支払 っ て 頂き ます 。 


これ が 最も 安価 な 送金 方 法 で 


ます か ら 差 額 の 2500 円 を 返却 きせ て 頂き ます 。 

こち ら と し て は 4000 円 な ら 安 すぎ る と 思っ で て 
る の で す が 、 上 の よう な 事情 で 「 音 感 」 を 一 般 
の 販売 店 を 通す こと が 出来 な い 為 、 こ の サー ビ 
ス を させ て 頂き ます 。 

音感 の ソー スリ スト も パラ サイ トウ エア と し 
て 3000 円 で 別売 に な っ て いま す 。( パ ラサ イト 商 
で 最も 高額 ) ライ バル 会 社 の 方 に 音感 を 逆 ア 
セン ブラ に か け て 解析 する 手間 を 省 い て 頂 こ う 
と いう 優し い 配 慮 で す 。 こ ちら の 方 に は 「 音感 」 
の ソー ス を 使っ て BASIC で 簡単 ADPCM の 
PCM へ の 復元 や 超 高 速 の 波形 表示 機能 な ど が 出 
来る 拡張 関数 機能 も つい て いま す 。 音 感 」 の MML 
変換 シー チン は 実行 時 リン ク 方 式 で すか ら 標 準 
以外 の MML に も 対応 出来 ます 。 楽譜 に する に 
も 上 難しく は な いで し ょ う 。 その 筋 の 方 も どう 
あな だ た の お 作り に な っ だ ソフ ト 。100 円 以上 の 
価値 が ある と お 思い で し た ら 、「 音 感 」 の 中 に ノ パ 
ラサ イト ウェ エア 応募 キッ ト が 無料 で あり ます な か 
ら そ れ に 従っ て 応募 し て 下さ い 。 売上 4 万 円 ま 
で の 手数 料 は 252%% し か 頂い て いま せん 。 と て も 
お 得 で す 。 た と えば 200 円 の ピコ ピコ ゲー ム で も 
70 人 に 売れ れ ば 1 万 円 で す 。 ち ょ っ と し た 小 遺 
ゅ い 稼ぎ に な る で し ょ う 。 内 容 は 問い ませ ん 。 だ 
だ し 、 他人 の 著作 権 を 犯す も の と か ウイ ルス な 
ど 迷 惑 ソ フト は 困り ます 。 詳し く は 応募 キッ ト 
に て 。 

また 応募 キッ ト に は 全部 アセ ンプ ブラ ソー スリ 
スト が つい て いま す 。 結構 便利 な ツー ル も あり 
ます 。 お 勉強 を し た い 方 な どこ れ だ け で も お 得 
Mk x 


ear Sá Hg 


Worm 
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外国 製 の MS-DOS に も アク セス 出来 る ノ 


AXB8ODOR 


SUPER DEVICE MONITOR *"T* 


AX Zara; や 、 MZ-2500 で は も うお 馴染 の "SUPER DEVICE MONITOR "T"; 
の AN6 ら 80OO00O 用 が いよ いよ 発売 され まし だ 。 


今 ま で は 、 手 探り で 行なっ て い だ プ ログ ラム の 開発 が 、 容 易 に 出来 る 様 に 成り ます 。 

例え ば じ コ ン バ パイ ラー や 機械 語 を 使 つ て ソフ ト を 自作 し て いる 場合 、 1 バイ ト の 定数 等 を 書き 換え る の に いち いち 
エディ ター で ソー スプ ログ ラム を 書き 直し て か ら ア セン ブル か ら も う 一 度 や り 直 さ な け れ ば 成ら な か つ だ 作業 が 
'SUPER DEVICE MONITOR "T"」 を 使う と 1 バイ ト 単 位 で 書き 換え られ る の で 簡単 に 出来 る 
様 に 成り ます 。 特 に ハン ドア セン プル を する 方 に は 今 ま で に 無 か つ だ 快適 な 開発 環境 を 提供 し ます 。 


アン セス し だ セク ダー は 、 縦 横 チ エ *RS-232C*lB5-Et80— 娘 256 バ イト を 1 セク ター と し 1PL 
ッ ツ サム 付 で 表示 し て 、 ワ ー プ ロ 感 レー ト で AX88000 同士 は 勿論 、 -ROM. S-RAM. MIN-R 
覚 で 変更 ・ 複 写 ・ ス フロ ー ル 等 の 多 他 機 種 に は その 機種 用 の "SUPER AM な ど が 別々 の ディ バイ ス と し て 
彩 な は エディット 機能 が 1 バイ ト 単 位 DEVICE MONITOR "T"; € アク セス 出来 ます 。 
で 使え ます 。 介し て 、 特 殊 な デー 圧縮 法 に より 、 x AYBBOOO 標準 フォ ー マ ッ ト 以 外 


最高 速 で は 通常 の 32 倍 (理論 値 ) の 
XS-RAM や 1P し な ど 通 常 ア フ セ ス D32 L の フォ ー マ ッ ト も アク セス 出来 る 可 
出来 な い 部 分 を 合 め て ふ Y5BOOO 理 衣 速 で 転送 が 行え えま す 。 例 えば — 55 A. Mie Cd, 


2 ege フォ ー マ ッ ト し た ば か り の 2D の デ 
セク ター 単 往 で の フ セ ス 語 和 ます 。。。 ニ イス ク 1 枚 分 を 1200 ボ ー で 転送 す RS-232C の ポー レー ト の 変更 


る と 約 8 分 間 で 転送 が 出来 ます 。 は 、 ボ タン 1 つ で 科 単 に 出来 ます 。 
(AX の み 不 可 ) 

^ ヾ 68000 用 の み 最 高 1300 ガ ウス の 磁気 を 浴び て も 大 事 な フ ロッ ピー ディ スク が 安全 に 守ら れる 、 三菱 鉛筆 

ARODORBRURBEN. | umi フロッピー ディ スク ケー ス 」』 に 入っ て いま す 。 


SUPER DEVICE MONITOR "T" 


AXB8OOO 5” 2HD 15,000 

AN// 5 2D 10,000; 

AV Zaur£r(2HD0liskzE)  5' 2D/2HD 13,000, 

mz-2500 - mMmZz-2800 3.5" 2DD 13,000; 
* 商品 の 価格 に は 消費 税 は 宮 ま れ て いま せん 。 SE CA | WS 
b お 求め は 全国 の 有名 マイ コン ショ ッ プ で どう ぞ 。 株 式 会 社 BLUE SKY 
通信 販売 を ご 希望 の 方 は 当社 へ 直接 、 商 品名 ・ 機 種 名 ・ メ ディ ア 名 ・ 住 所 T41 静岡 県 三島 市 加茂 16-4 


氏名 ・ 電 話 番号 を 明記 の 上 、 現 金 書留 に て お 申し 込み くだ さい 。 (送料 無料 ) 7t 0559-72-6710 


信用 と 実績 を 誇る 


SHARP SONY 
N. E C 横 河 ヒューレット パ ッ カ ー ド D 


北 関東 重大 の 68000 専 門 店 


@. Apple Compu 


= BASIC HOUSE で 68000CPU が 大 流行 = 


こだわ り 派 向け の マン ハッ タン シェ イブ 


HARD DISK sses000 "JOY STICK" 
| SHARP | SHARP | SHARP — 


Logitec 


LHD-34V 

Y 158:0009 ¥134,000 
容量 40M バ イト 

オー トシ ッ ピ ング 機能 
PC98 シ リー ズ 用 で す 
が X68000 で も 動作 し ま 


組み 


Logitec 


LHD-32V 
x-126.0009 Y 110,000 
容量 20M バ イト 

オー トシ ッ ピ ング 機能 
PC98 シ リー ズ 用 で す 
が X68000 で も 動作 し ま 


Cyber Stick 
\23800 ゅ 超 特価 


無 段 階 変更 連射 機能 / 
多数 の トリ ガ /127 段 階 
全 方 向 取 り 込 み の Joy 
Stick 


スロ ッ ト い っ ぱい ロー コス ト タ イ プ 
AY 5800Opao_ 


5e 


CZ-620H 
x-t78.000« Y 89.800 
容量 20M バ イト 

HDD 内 蔵 モ デル (ACEHD 
/PROHD/EXPERTHD) 
の 方 も ご 相談 下さ い 。 


PE 


CZ-611CGY 
\398-000 ゅ \208,000 


ACEHD の グレ ー モ デル / 
Human68k Ver. 2 も 付い 
て この 値段 ! 台 数 少な 


す 。 す 。 


ER EE で 
AXI / AX leerte / AX8BOOO 


し 至急 CALLII 


— SCANNER 
| EPSON | OMRON | SHARP — 


HG3000 | HS10RII | CZ6NS1 
Y246,000| \49.800 | YI85,900 


9 9 
24 ド ッ ト /136 桁 イ 低 価格 、 多 機能 、 フル カラ ー/A4 サ 
ンク ジッ ト プ リ ン 白黒 ハン ディ スキ イズ /200DPI/ 専 用 
タ 低 雑 音 45dB ャ ナ バ ー コ ー ド リ パラ レル ボー ド ( 別 
両用 紙 標 準 サ ポー 連続 両用 紙 標準 サ 漢字 220 字 ANK550 — ー ド 機能 付き 売り ) の 使用 に より 
ト 高速 220 字 / 秒 ポー ト 字 (ドラ フト モー 高速 取り 込み も 可 


王国 通販 UK/ 


信 低 金利 クレ ジッ ト あ つ 
か っ て お り ま すら 


人 @ 支 払 方 法 は 相談 に 応じ 


CZ8PC3 
Y65,80Q 


24 ド ッ ト 80 桁 熱 転 48 ド ッ ト 80 桁 熱 転 
写 カ ラー 漢字 プリ 写 カ ラー 漢字 プリ 
ンタ ンタ 


CZ8PC4 | VP1000 | VP135EX 


超 特価 


24 ド ッ ト /136 桁 プ 
リン タ ESC/Psu- 


24 ド ッ ト 136 桁 プリ 
ンタ ESC/Psuper 
機能 内 蔵 単 票 連続 per 機 能 内 蔵 単 票 


MICRO COMPUTER.SHOP 


BASIC. 


いよ いよ 軌道 に 乗っ て きた 大 田原 営業 所 
野崎 街道 沿い 美原 公園 野球 場 裏 、 ダ イ ユ ー 隣 
白い 建物 で す 。 よ ろ し く お 願 いし ます 。 


ます 。 
TEL.0287-23-5352 | aaa る ちせ も こ 相 
大 田原 営業 所 で は 通信 販売 は 扱っ て お り ま せん 。 談 下 さい 。 


通販 ご 希望 の 方 は 宇都 宮本 店 に お 願い し ます 。 


表示 価格 は 特に 明記 され て 
いる 場合 を 除き 消費 税 は 含 
まれ て お り ま せん 。 


通販 御 希 望 の 方 は 購入 品名 、 住所 、 氏 名 、 電 話 番号 を 書い た 紙 と 
(代金 十 送 料 \1.000) x 消費 税 1.03 を 同封 し て 現金 書留 で お 申し 
込み 下さ い 。 的 銭 は 無い よう お 願い し ます 。 

全国 どこ で も 発送 可 長期 クレ ジッ ト OK 送料 全国 均一 \1.000 宅配 便 に て 即日 配送 


株 式 会 社 計測 技研 sse oso cmm 〒321 宇都 宮 市 竹林 町 503 一 1 TEL0286-22-9811 FAX0286-25-3970 


マイ コン ショ ッ プ ぉ 中 し 込み 向い る せ は TT0286-22-9811(X) 


oU. NRI. 


. Co-Proeessor & Ext. RAM(max 4M) on One Board _ 


KGB-X68PRK 


注意 ) 初期 型 /ACE/PRO の 場合 、 


数 値 演 算 プ ロ セ ッ サ こと 増設 メモ リ を 1 枚 の ボー 


マン ハッ タン シェ イフ "は スロ ッ ト が 少な いと 嘆く 君 に 
SHARP 純 製品 の 2M/4M 増 設 


最小 構成 RAM 512Kbyte コブ ロ セッ サ 無 し 
最大 構成 :RAM 4Mbyte idi bia 
コ プ ' ロ セッ サ 、 RAM は 後 か ら 増 設 す る こと も 可能 


64180CPU on AX68000 


ド に 収納 


計測 技研 が 贈る 挟 ひじ に しい アイ テム 
メモ リ と 数 値 尊 算 プ ロモ セッ サボ ー ド と コン ンマ チン フツ ソレ 


専用 IM バイ ト RAM を 増設 し て メ イン メモ リ を 2M フ イト 以 上 に し て いる 必要 が あり ます 。 


Mach 180 


x ZB0/HD6418007H7247€X68000.E CBISE C S / 


e CPU に HD64180 (Zu»2710MHz/7 —V x4 を 採用 、 8 ビッ 


ト 最高 束 


e メモ リー は 64k バ イト を 実装 、64k CP/M と し て 使用 可能 
e CP/M-80 BDOS エ ミュ レー タ の 使用 に より BDOS レ ベル で の 
CP/M-80 H 1 ze Sz Ed 


BASIC ns MUSA A—RSrIz 


aG/DER- 
128,000 


マル チレ ンジ /12bit/5/sec 
変換 / シ ング ル エ ンド 16ch 
X 2E JI À 7] 8ch/7 
ブラ /BASIC/C の サン プル 
ソフ ト 付 き 。 

X68000 用 


BEEE E 


バッ ケー ジ 

\9,800 
な ん で こん な 関数 が な いん 
だ ./ X-BASIC の 機能 
を ゃ アップ ' る きせ る 約 50 種 類 の 
パッ ケー ジ 


KGB-X68PIO 
高 絶縁 パラ レル |/O 


Y68:000 
フォ トカ ブラ 外部 電源 供給 
に よる 高 絶縁 16bit 入 出力 / 
アセ ンプ ラ /BASIC/C/ の 
サン プル ソフ ト 付 き 。 


X68000 用 


_ KGB-PIO 
高 絶縁 パラ レル |/O 
Y42,000 


フォ トカ ブラ 外部 電源 供給 
CE AE EXl6bit 入出 力 。 


X1H 


ー ル ーー 一 


e Human68k の コマ ンド と 同一 デイ スク 上 で の 混在 使用 が 可能 
@ モー ト 切 り 替 え の 必 要 な し 
e CP/ MI デイ スク ドラ イッ ヾ に より turbo CP/M (2HD) の フロ ッ ピ ー 

の 直接 アク セス が 可能 


KGB-AD12 | — 


高速 A/D 変 換 
\118,000 


マル チレ ンジ /12bit/5 ん sec 
1 ル エ ンド 16ch 
は 差 動 入力 8ch 選 択 可 


能 。 


X1 用 


汎用 アナ ログ 入力 
デジ タル 入出 力 

¥19,800 
8bit/8ch の A/D 変 換 8255 
に よる 24bit 入 出力 ボー ド / 
フリ ー ス ペー ス 付 き 。 


Melody Box 
MIDI イ ンタ フェ ー ス 


ユニ ッ ト 

\16,800 
X68000 に MIDI 機 器 を 接 
続 す る た め の ユ ニッ ト で す / 
RS232C ボ ー ド に 接続 / 各 
種 ド ライ ブ ソ フト 付属 。 


NH く Y マ 58000 コウ テル ピ フ ドウ ェ ア 


_B6-6302 


CP/M 68K 
エミ ュ レ ー タ 

\19,800 
CP/M 68K の BDOS ュ ー 
ル 機 能 を エミ ュ レ ー ト し 、 
CP/M 68K の アプ ブリ ケー 
ショ ン を Human68k で 実 
1To 


 B6-6303 


アイ コン エディ タ 


\4.800 
オリ ジ ナ ル ア イ コン を 作ろ う / 
ビジ ュ ア ル シ ェ ル で 使用 す 
る アイ コン を 登録 変更 。 


B6-6305 


Y 6,800 
XBASTOC が 通ら な い 
BASIC 拡 張 関数 パッ ケー 
ジ を XBASTOC で 利用 す 
る た め の C 言 語 用 ライ ブラ リ 。 


BASIC 拡 張 関数 

バッ ツゲ ケージ 

(C 言 語 ライ ブラ リ 付 ) 
\14.800 

や っ ぱり 0 両方 あっ た ほう が 

いい ./ お 得 な B6-6301 と 

B6-6305 の セッ ト 。 


Toys & Tools 


Y 6,800 
コマ ンド は 多い に 越 も だ こ ょ 
は な い 。 使っ て 楽し く 、 し か も 
便利 な 外部 コマ ンド を パッ 
ケー ジ 化 。 


全国 どこ で も 発送 可 長期 クレ ジッ ト OK 送料 全国 均一 \1.000 宅配 便 に て 即日 配送 


株 式 会 社 計測 技研 本 社 営業 部 マイ コン ショ ッ プ ノ 通販 部 宇都 宮 市 竹林 町 503 一 1 TEL0286-22-9811 FAX0286-25-3970 


マイ コン ショ ッ プ お 申し 込み お 問い 合せ は 1330286-22-9811(*) 


oou 2ECIERIDCI OMS (cogi SECO eb 6 AAEN AE DT (OR 09) SEC e 


仙 & 022-264-3704 | 名 古屋 056-458-3271 | 広 島 082-295-6873 
札 幌 011-611-5104 | 新 39 0252-75-4175 | A BR 0B-311-3931 | 福 R 092-481-2494 


X68000 の 情報 の すべ て /( 当 店 は X68000 の 認定 代理 店 で みお 気軽 に ご 祖 談 下 さり 


AXBB8000 Soi L-482:5/ — NYBBOOO 


PERSONAL WORKSTATION PERSONAL WORKSTATION 


EXPERT -EXPERT GI] PRO-PROIIS 


集積 度 を 高め た "マン ハッ タ 

ン シ ェ ィ プ "2M バ イト の メイ 拡張 |/0 ス ロッ ト を 4 スロ ッ ト 標 準 装備 、 メイ ン 
ン メ モリ を 標準 実装 、Human メモ リ IMB、Human68Kver2.0 搭 載 (CZ-652C) 
68Kver2.0 搭 載 (CZ-602C/ 更に 40MB の HDD を 搭載 (CZ-662C) 新しい 
更に 40MB の HDD を 搭載 [ sess ーー =, X68K の 発見 が ある は ず だ 。 

(CZ-612C) あ くま で も X68K に d (写真 の モニ タ は 別売 で す 。) 

こだわ る マシ シン l 


(写真 の モニ タ は 別売 で す ] 


CZ-602C 標準 価格 \356.000 
CZ-612C 標準 価格 \466.000 


ERE wcsm 
VCI CZ-662C 標準 価格 \408.000 MENNMMSARAL: 


^ i xum 
> 従来 機 も 忘れ ず 上 ーー 
ea : mmrfr'7 “y AA T 
AN 68000 a eee. に SI CZ-612D | CZ-603D @0.3Imm ド ッ ト ヒ ッ チ 
PERSONAL WORKSTATION | 標準 価格 \ 118,800 “「V チ ュー ナ 捨 載 標準 価格 \84.800 WTV チ ュー ナ 無 し 
ACE -ACELI*] : AVC 特 価 “3 モー ド オ ー ト スキ ャ ン AVC 特 価 “3 モー ド オ ー ト スキ ャ ン 
| e チル ト 台 同 梱 e チル ト 台 同 梱 
CZ-61IC(HDD タイ フ ) CZ-602 D @0.39mm ド ッ ト ヒ ッ チ CU-21CD @0.52mm ド ッ ト ヒ ッ チ 
Y 339,800 標準 価格 \ 99.800 €9TV72—71E& 標準 価格 \ 139.800 WTV チ ュー ナ 無 し 
中 AVC フ タバ 特価 、 ER " 
@3 モ ー ド オー トス @3 モ ー ド オー トス キャ ン 
(写真 の モニ タ は 別売 で す ) AVC 特価 PETATE AVC 特 価 
e チル ト 台 同 梱 @ チル ト 台 取付 不可 
型番 品 名 標準 価格 販売 価格 E & 品 名 標準 価格 販売 価格 E o 品 名 標準 価格 販売 価格 
CU-14BD ディ スフレ イ Y 64,800 AVC フ タバ 特価 CZ-8PC2 款 転 写 フ リン タ (24 ド ッ ト ) Y 69,800 AVC フ タバ 特価 CZ-6BFI 増設 RS232C ボ ー ト Y 49,800 AVC フ タバ 特価 
CU-14FD ディ スフレ イ Y 84,800 AVC フ タバ 特価 CZ-8PC3 款 転写 フリ ンタ (24 ド ッ ト ) Y 65,800 AVC フ タバ 特価 CZ-6BPI 数 値 フ ロ セ ッ サ ボー ド Y 79,800 AVC フ タバ 特価 
CU-14GD ディ スフレ イ Y 69,800 AVC フ タバ 特価 CZ-8PC4 款 転写 フリ ンタ (48 ド ッ ト ) Y 99,800 AVC フ タバ 特価 CZ-6EBI 1/0 ボ ックス Y ?8,000 AVC フ タバ 特価 
CZ-860D ディ スフレ イ Y 99,800 AVC フ タバ 特価 AN-8TU RGB ン ステ ムチ ュー ナ  ¥ 33,100 AVC フ タバ 特価 CZ-234LS Al 開発 ツー ル Y 188,000 AVC フ タバ 特価 
CZ-830D ディ スプ レイ ¥ 90,600 AVC フ タバ 特価 CZ-8PK7 フリ ンタ ( 8045) Y 122,000 AVC フ タバ 特価 CZ-219SS 0S-9 Y 29,800 AVC フ タバ 特価 
DZ-880D ディ スプ レイ Y102,100 AVC フ タバ 特価 CZ-8PK8 フリ ンタ (136 桁 ) Y 152,000 AVC フ タバ 特価 CZ-227BS TOP 財務 会 計 Y 200,000 AVC フ タバ 特価 
BF-68PRO CRT フ ィ ル ター Y |9,800 AVC フ タバ 特価 CZ-8PK9 フリ ンタ ( 80 桁 ) Y 89,800 AVC フ タバ 特価 CZ-213MS MUSIC PRO-68K Y 18,800 AVC フ タバ 特価 
CZ-502F FDD(2DD) Y 99,800 AVC フ タバ 特価 CZ-6VTI カラ ー イ メー ジ ユ ニ ッ ト X 69,800 AVC フ タバ 特価 CZ-214MS SOUND PRO-68K Y 15,800 AVC フ タバ 特価 
CZ-503F FDD(2D) Y 49,800 AVC フ タバ 特価 CZ-8BV2 カラ ー イ メー ジ ボ ー ト ド Y 39,800 AVC フ タバ 特価 CZ-212BS ビジ ネス PRO-68K Y 68,000 AVC フ タバ 特価 
CZ-6BE IA IMB / 増設 Y 38,000 AVC フ タバ 特価 CZ-6BUI ユニ バー サル 1/0 ボ ー ド ¥ 39,800 AVC フ タバ 特価 CZ-21ILS C コ ン バ ハイ ラ PRO-68K Y 39,800 AVC フ タバ 特価 
CZ-6BE2 2MB | RAM Y 79,800 AVC フ タバ 特価 CZ-6BGI GP-1B ボード Y 59,800 AVC フ タバ 特価 CZ-141SF NEW-Z BASIC Y 18,800 AVC フ タバ 特価 
CZ-6BE4 4MB \ ハ ボー ド Y 138,000 AVC フ タバ 特価 CZ-8TMI モデ ム Y 29,800 AVC フ タバ 特価 CZ-137SF turboZ's STAFF Y 19,800 AVC フ タバ 特価 
AN-|I60SP _ アン フ 内蔵 ス ヒ ー カ ー  \ 59,800 AVC フ タバ 特価 CZ-8TM2 モデ ム ¥ 49,800 AVC フ タバ 特価 CZ-133SF モデ ムタ ー ミ ナル ソフ ト  X* 25,800 AVC フ タバ 特価 
CZ-8BSI FM 音源 ボー ド Y 23,800 AVC フ タバ 特価 CZ-8NTI トラ ッ ク ボ ー ル Y 13,800 AVC フ タバ 特価 Z'STAFF PRO-68K Y 58,000 AVC フ タバ 特価 
CZ-6BNI スキ ャ ナ 用 パラ レル ボー ド \ 29,800 AVC フ タバ 特価 CZ-6SDI シス テム ラッ ク Y 44,800 AVC フ タバ 特価 kamikaze Y 68,000 AVC フ タバ 特価 


X1turboZ の 本 格 派 HE シス テム を 搭載 、 


アナ ログ ジョ イス テッ ク ん (ター ボン シリーズ の 最上 級 ゲ ー ム 機 と バ 
標準 価格 \23.800 MB OBERE SRUR. FERAM Dui ソコ ン が 合体 。 
: VCCI セ ゼロ dB 基準 に gp 
適合 させ た 。 
CZ-888C…\ 169,800 CZ-88IC…\179,800 CZ-830C…\ 90,800 
CZ-860D…\ 99,800 CZ-880D… ¥ 109,800 CZ-830D…\ 90,600 
合計 ……… Y 269,600 合計 ……… ¥ 289,600 合計 ……… Y 190,400 
MÀ 特価 2??? 特価 22? 
価格 は ご 相談 に 応じ ます 価格 は ご 相談 に 応じ ます 


三 火 三 火 
応談 電話 で お 問い 合せ 下さい 応談 電話 で お 問い 合せ 下さ い 


AVC 特 価 \?? ? 


AVC 特 価 \??? 


@ 頭金 な し (手軽 な 電話 クレ ジッ ® 製 品 先 取り (お 支払 い は 約 |-2 ヶ 月 後 か ら ) @ 低 金利 クレ ジッ ト (! 回 の 支払 い は 2.700 円 以上 で 3 一 48 回 。 ボ ー A M 1 0 時 HO P M 7 時 
ナス 俳 用 も 可 ) カレッジ クレジット (保証 人 な し 。 但し 満 20 歳 以上 の 学生 の 方 ) @ 18 歳 未満 の 方 (ご 両親 が 代理 購入 者 と し て お 申し 込み 下さ い ) 


e 給 期 (通常 の 場合 、 当 社 に 申込 書 が 到着 後 週間 以内 。 特 に 人 気 の あ る 商品 で 品薄 の 場合 、 少 々 納期 が 遅れ る こと が あり ます の て で 御 了 承 下 さい ) まで 受付 日 曜 ・ 祝 日 も 営業 
e 完全 保証 (すべ て メー カー 保証 書付 。 アフ ター ケア 万 全 ) @ 全国 代 引 1( お 届け し た 者 に 、 代 金 を お 支払 いい た だ く 方 法 で す 但し 手数 料 1.000 円 ) 


oC 0k rnb zaotiru E OS GCSRCAEDDRRBR-BImEGnESS-c-:x-9 


TZUSZAgezil 722 | X60000 大 特価 | クレ ジッ OK 
TEODOR EL 
277^ TM7- VUL e) NIBIL 


@MZ25 セ ッ ト ( マ ンター テー スズ) 


価格 合計 \ 342, 3€ 188,000 


@MZ28 セ ッ ト ( う ンタ クー フェー ズ ) 


mamat 0+ SE 198,000 


@PC28 セ ッ ト ( て イニ フエ テー ズ ) 


標準 価格 合計 \377,800 を X 198,000 
Æ 120.000 


※ 上 記 セ ッ ト を ご 注文 の 際 は 3.5 か 5 イン チ の ご 指定 を し て くだ さい 。 


新 製品 / ハガキ も OK、New MZ ブリ ンタ 


@MZ_-1VO1 本 体 の み 
標準 価格 278,0004 


漢字 カラ ー 熱 転写 プリ ンタ 


ツ ャ ー ブ MZ-1P」 


標準 価格 *s9.800 特価 半 38.640 ヶ ラル) 


(4x 24 ド ッ ト 漢 字 ・7 色 カラ ー・ 漢 字 30 字 / 秒 高速 印字 ・MZ1P17 と フル コン パチ ・5KB の バッ ハ 


メモ リ 付 > 


適応 パソ コン 一 MZ2000、2500、5500、6500 シ リー ズ 、X1 シ リー ズ 、 X68000 シ リー ズ 他 。 


EXE (02 45/FMTOWNS-1QCRT/FM 
T- Dess ド /FMT-KBI0I④0S/ 
TOWNS シ ステ ム ソ フ トウ ェ ア -VI.I⑤ 本 体 増 
設 / 内 蔵 マ イク ロ FD ド ライ ブ ⑥0S/MS-DOS 
エミ ュ レ ー タ VII 
(-—G&gRF 標準 価格 \478.000 

ご 奉仕 大 特価 半 398.000 
EEDB (02k45/FMTOWNS-20CRT/FM 
T-DP531③ キ ー ボ ー ド /FMT-KBI0I④0S/ 
TOWNS シ ステ ム ソ フ トウ ェ ア -VI.1⑤ グ ラフ ィ 
ッ ク ツ ー ル /TOWNS PAINT VI.I⑥0S/MS 
-DOS エ ミュ レー タ VII 
①~⑧⑥ 計 標準 価格 \538.000 

ご 奉仕 大 特価 \\448.000 


0 富士 通 ゼ ネ ラ ル DM405 
(1429) 

(2000 ア ナ ロ グ 21/8 ピ ン ) 
定価 \67,800 ラ 

特価 \36.000 


@ シ ャ ー プ CZ-61ID-GY 
(15 型 アナ ログ TV/3 モ ー ド 
オー トス キャ ン ) 

¥ 145,000—> ¥ 89,800 


“0426-45-3001~3 


- AGO Y , 

分 割 の 一 例 で す ボー ナス 併用 、 ま た は 一 括 払 も に ざい まれ 
1. 初回 \15,698 毎 月 \12,400X 350] 税込 支払 合計 \ 449,698 
2. / \19,732 / \1I7,700X23 回 / Y 426,832 
3. / \34,366 / YX33,600x 11] [4 Y 403,966 
EJ ※ ク レジ ッ ト 金額 に は 消費 税 が 含ま れ て お り ます 


4. 初 回 \ 18,814 毎 月 * 13.700X35 回 税込 支払 合計 \498,3|4 
5. / \22 176 / ¥19,600x 230] / ¥ 472,976 
6. / *38,438 / ¥37,200x 1HE] / Y 447,638 


DM405 対 応 パ ソコ ン 機 種 :MSX2。XI シ リー ズ 。M 
Z700/1500/2000/2200 シ リー ズ 。 FM77AV/7/8 
シリ ー ズ 。 (ケー ブル は 各 専 用 の も の を 使用 ) 


CZ-611ID 対 応 パソ コン 機種 :※X1 シ リー ズ /※ 
X1 turbo シ リー ズ /X1 yurboZ シ リー ズ /X68000 
シリ ー ズ /PC880! シ リー ズ /PC-9801 シ リー ズ / 
PC-286 シ リー ズ 

(※ は 接続 ケー ブル ANI506 が 必要 で す ) 


FAX.0426-44-6002 


@ 営 業 時 間 /10 :00-19:00@ 電話 受 付 /20:00 迄 可 @ 定 休日 / 日 曜日 (祭日 営業 ) 


SHARP SUPER XEX SHOP 


アイ ビッ ト 電 子株 式 会 社 〒192 東京 都 八 王子 市 北野 町 550-5 


@ 本 誌 発売 時 に は 、 上 記 価格 より さら に お 求め や すい 価格 に 変更 され て いる 場合 が あり ます 。 @ 上 記 商 品 価格 に は 消費 税 は 含ま れ て お り ま せん 。 全て の 商品 に 対し 、 別 途 3% 


@XD600UEXPEHT eXx88000PRO 


(CZ-6502C) (CZ-8650C" 
IMB/FDDx? IMB/FDDx? 
定価 \355.00U0 定価 98,000 
(クレ ジッ ト 大 特価 ) (クレジット 大 特価 〉 
月 々 \9.400x36 回 月 々 \7.900x36 回 
@X0MEXPERHT-HD €X58000PRO-HD 
(CZ-618O) (CZ-668O) 
1MB/FDD x2、 1MB/FDDxe、 
40MB/HDDx1 1MB/HDDx1 
定価 4655,000 定価 408,000 
(クレ ジッ ト 大 特価 〉 《 ク レジ ッ ト 大 特価 〉 
月 々 \18.300x35 回 月 々 \10.800x35 回 


本 体 グ 新旧 在庫 機種 (新品 ) 

Qv «— 7/CZ-601C/CZ-602C/CZ-612C/CZ-652C 
/CZ-662C/CZ-801C/CZ-802C/CZ-803C/CZ-804C 
/CZ-820C/CZ-822C/CZ-888C/MZ-2200/ 
MZ-2861/MZ-3500/MZ-5511/MZ-6556 

0 富士 通 /FM-NEW7/FM77AV/FM77AV1/FM77AV2/ 
FM77AV20/FM77AV40/FM77D2/FM7712/TOWNS1 
/TOWNS2 

@@ 東芝 /」.3100SL/」-3100SS 
@NEC/PC9801CV21/PC9801E/PC9801LV21/ 
PC9801RA2/PC9801RX2/PC9801UV21/PC9801 VX4/ 
PC9801XA2 


拡張 機器 他 

@ シ ャ ー プ CZ-8GR(X1.GRAM)…・ Y 32,0002 ¥ 12,000 
@ シ ャ ー プ に CZ-52F(F 増 設 ド ライ ブ 代 品 )……… ¥ 15,000 
る シャ ー プ CZ-51F( タ ー ボ 増設 ドラ イブ 代 品 )…\ 15.000 
@ シャ ー プ CZ-.8 EP(I/O ポ ー ト ) …・\ 11,8002 X 9,000 
Q シャ ー プ CZ.-8EB3(!/O ボ ックス )…\ 33,800 ¥ 28,000 
@ シ ャ ー プ CZ-8BK3-…(X1)… \ 13,8002 X 11,700 
@ シ ャ ー プ CZ-8BK4…(X1)…… Y 6,800 X 5,700 
@ シ ャ ー プ CZ-8BGR2・(X1)…… \ 14,8002 X 4,000 
@ シ ャ ー プ CZ-8BS1…(X1)…・ ¥ 23,8002 X 19,500 
97«—7C2-64H(2;22) GS Sm m 120,000 
@ シ ャ ー プ CZ-8NJ2( ス ジャッジ ョ まで)\ 23,8002 X48 if 
⑯ シ ャ ー プ CZ_8SS2 シ ステ ム ス タ ン ド … \ 5,5002 X 2,500 
シャ ー プ CZ.-81T チ ルト スタ ンド …・… ¥ 8,500 ¥ 1,000 
@⑯ シ ャ ー プ CZ-8RL(( と エタ テー)… \ 24,8002 X 16,000 
97v—7MZ-1U0B( ve^?) -: Y 25,000 み \12,000 
る @ シャープ MZ-1U03( 5/9?) -- 35,0002 X 15,000 
シャ ー プ MZ-1X22 モ デム ユニ ッ ト … \ 21,800 X 13,000 
@ シャ ー プ MZ-1R12 RAM……… Y 35,000 X 8,000 
@ シャープ MZ-1E29 (MZ)……… Y 17,800 39,800 
シャ ー プ MZ-1U09 …(2500)… \ 9,0002 X 7,200 
@ シ ャ ー プ MZ-1IM03…(5500)・\ 69,000 ¥ 35, 000 
@ -> — 7MZ8BCO4-- (2000) : * 18,000 38,000 
@ シ ャ ー プ MZ-8B104…(2000)・\ 45,000 X 18,000 
@ シ ャ ー プ MZ_-1R11 …(5500)・\ 80,000 X 40,000 
@ シ ャ ー プ MZ-1R24 …(2500) -- ¥ 22,0002 X 6,000 
@ シ ャ ー プ MZ-1R26A…(2500)・ \ 13,000 ¥ 12,800 
@ シャー プ MZ-IR27A…(2500)・\ 13,0002 X 10,000 
@ シ ャ ー プ MZ-1R28A・(2500) ¥ 13,000 ¥ 10,000 
@ シ ャ ー プ MZ-1R29A・(2500)・\ 32,0002 X 10,000 
@ シャープ MZ-1T02 … (2000) -- ¥ 19,800 X 8,500 
@ シ ャ ー プ MZ-1T03 … (1500) -- ¥ 12,0002 X 8,500 
@⑯ シ ャ ー プ MZ-1X29…………… ¥ 13,800 ¥ 11,000 
Q7*—7MZR35(7579 5...) -- * 55,000 X 19,000 
シャ ー プ ブ MZ1R36(]R35 用 増設 IMB ポ ー ド )\45.000③\15.000 
@ シャ ー プ MZ1E26( デ エコー)… \ 24,8002 X 13,000 
@ 7«-—7MZ-1R36 gea) … \ 45,0002 ¥ 15,000 


"PRA Ar = emen X 10,000 
Q7-—7MZ-5500* -Rp X 10,000 
@ シ ャ ー プ 2000/2200 キ ー MM eee X 10,000 


@ シャ ー プ SSSC28M (ラン クシ) Y 49,800 X 10,000 
@ シ ャ ー プ SS-SC28M(G ビ ディ ンー) \ 49,800 X 10,000 


@ シャ ー プ IE35(ADPCM ボ ー ド ) ……… Y 49,800 X 13,000 
@ シャ ー ブ IE39(RE232C 2CH ポ ー ド ) ---- ¥ 39,800 X 13, 000 
@ シ ャ ー プ X11、MZ 用 マウ ス EG Rk Rs 特価 \4,800 
る シャー プ X] 用 ジョ イカ ー ド a RN \1.500 


人 @ 富 士 通 69 キー ボー 


プリ ンタ ー 

@⑱ シ ャ ー プ CZ.-8PK2( 送 天 し >_)・\ 134,000 X 25,000 
& シャ ー プ CZ- Ac 122,000 ¥97,600 
@ シ ャ ー プ CZ. BPKo(N ESL )…\ 89,800 X 71,800 


e" \ 25,000-» ¥ 20,000 


ALBI 


ZA CFTE 


@ シ ャ ー プ CZ.-8P1(801 用 プロ ッ タ プリ ンタ )……… \3.500 
@ シ ャ ー プ CZ-8PC2 ………… X 69,800-» X 46,800 
67-—7CZ.8C3- ¥ 65,800 X 52,000 
⑯ シ ャ ー プ CZ-8PC4( 黒 ・ グ レー)・\ 99,8002 X if 
@ シャープ CZ.-8PD3(X1 用 ) …… \ 59,8002 X 16,000 


@ シ ャ ー プ MZ-1P27……… X 268,000- ¥ 214,400 
る シャ ー プ MZ-1P28………… ¥ 148,000 ¥ 118,400 
@ シャ ー プ MZ-1P29 ……… Y 168,000 ¥ 134,400 
@ シ ャ ー プ 6CP_11 の ルシード ED…・ ¥ 95,000 X 35,000 
人 @ 富士 通 [MPR-201…………… Y 79,800 ¥ 45,000 
⑧ 富士 通 FMPR-351 ………… Y 250,000- X 125, 100 
久富 士 通 FMPR-353………… Y 198,000 X 115,000 
0 € 1:8M8.27409- Y 98,000 ¥ 45,000 
0 富士 通 MB-27413 ーー………… Y 90,000 X 25, 000 
0 富士通 FMPR-201R1 (に XROM) \ 23,0002 X 11,000 
0 € 1-18 MB27407(99*5) ... ¥ 79,8002 ¥ 33,000 


る @ NEC-NM9?700( 漢 字 プ リン タ …\ 163,000 X 88,000 


ディ スプ レー( カ ラー) 

0 富士 通 FEMTV-211(200) ……\ 185,000 3€ 89,000 
久富 士 通 FMTV-152(200)……‥\ 109,000 ¥58,000 
@ NEC PC-KD854(400) ……… Y 89,800 X 58,000 


ディ スプ レー (モノ カラ ー) 
る シャ ー プ CZ-1D10(400) …… Y 41,800 X 25,000 
@ NEC PC-8050 (200) ……… ¥ 29,800- X 24,000 


ロッ ピー ディ スク 

@ シ ャ ー プ CZ-503F ………… Y 49,800 み >\¥\34,000 
Q シャ ー プ CZ-503F ( ィ ン タ ー フ ェ ー ス カー ド な し -----3* 30,000 
6 v — 7 CZ. S02E eee Y 99,800» x 75, 000 


ソン フト 

@ ユー カラ K2+……… (2500) \ 28,000 X 23,000 
@ 春 望 ク リエ イ テ ィ ブ II・(2500) * 34,800 ¥ 29,000 
@ ビ ジレ スー………… (2500) ¥ 48,000 X 42,000 
@⑯H ぃ CA 日 本 語 …… (2500) ¥ 45,000 ^ X 30,000 


@ ぶ りん と し ょ っ ぷ ……(2500)… \ 9,8009 X 5,000 
@G EDIT2500 (2500)…・\ 8,000 ¥7,000 
@FILE UTILITY UT-25F-(2500)---- ¥ 6,800 X 6,000 
パー ソナ ル CP/M6Z001(2500)…………… 11 月 入荷 


@V2BASIC6Z010…… (2500) -- ¥ 10,000» X 8,500 
@ FORTRAN (IP1213)-- (2500): ¥ 13,800 X 11, 700 
QC MZ2500 1P1214.- (2500): ¥ 13,8009 X 11, 700 
@COBOL 1P1215----- (2500): ¥ 13,8002 X 11, 700 
eC CZlIAF(- ee Y 13,8002 X 11,700 
@COBOL CZ118LF -- (X1)---- X 13,8009 X 11,700 
@ ラ ン ゲ ー ジ マス ターCZ128SF… * 9,8002 X 8,500 
@ シャー プ CZ._130F( る の ポ )…| ¥ 14,800 X 12,500 
@ シ ャ ー プ CZ.133SF( ま らら)…\ 25,000 X 6,500 
@ シ ャ ー プ X1・3 イ ンチ CP/M …… ¥ 16,800 ¥5,000 
人 @ 富 士 通 B273D030( テ ンプ) ………| ¥ 9,8002 ¥3,000 
人 @ 富 士 通 B273D040( ミ ティ タンク)…… ¥9,800> ¥3,800 
人 @ 富 士 通 B273D050( そ モタ ンタ) …… \ 9,8002 X 3,000 
@ HUMAN68K CZ-244SS ……… Y 9,800 \8.500 


X B8000B8 0&7 7 l- 

⑱ マ イク ロ ソ フト ウェ アー ジャ パン 「C& プ ロフ ェ ッ ショ ナ 
ル パ ッ ケー ジ 」 ee Y 58,000 X 49,800 

@⑯ シ ャ ー プ OS-%X68000 …… ¥ 29,800 X 25, 300 

る @ シャープ CZ-211LS ーー………………… \ 39,800 み \ 33,800 

@ シ ャ ー プ CZ-6BE1 ………… ひ … ¥ 35,000 ¥ 29,000 

@ シ ャ ー プ CZ-6BE1A ………… Y 38,000» ¥ 32, 000 


Bl» -—71723- $8588 rh.22n027. 特価 表 ご 請 
求 く だ さい (〒72)。 


ム 告 商品 (は す - 店 買取 売 も し て お 


の 消費 税金 が か か り ま す の で ご 了承 くだ さい 。 


パソ コン AV 専門 
Q.A.2 u^ 1 WW 
も BRI — 


周辺 機器 コー ナー 


e お 近 ( の 方 は 、 お 立寄り 下さ い 。 
専門 係員 が アド バイ ス い た し ます 
@ ビジ ネス ソフ ト 、 ゲ ー ム ソフ ト の こと 
な ら お まかせ 下さ い 中 
セー ル 期 間 


« ^8910-16 


@ MD-2HD 20 枚 サー ビス 
クレ ジッ ト 例 :12 回 … 月 々 \39.000 
他 店 に は 負け ませ ん . グ 


@ MD-ZHD 20 枚 サー ビス 


X68000EXPERT HD セ ッ ト 


、24 回 … 月 々 \20.400 


現金 大 特価 . ゲ 


X68000EXPERT セ ッ ト 2MB RAM 内 基 
@CZ-60206 に oo 定価 \356.000 
る CZ pU m 定価 \119.800 


クレ ジッ ト 例 : 12 回 … 月 々 \31.500、 


源 し いと き に は 、 
115 ハイ バビ パパ ポレ セー ル 


2MB RAM 
Se 定価 \466.000 
seis 定価 \119.800 


合計 定価 \585.800 


24 回 … 月 々 \16.500 


(セット 
@CZ-888CBK… 定 価 \169.800 
@CZ-880DBK… 定価 \109.800 
@CZST1B … 定 価 \ 5,800 
(チル トス タン ド ) 
@ MD-2HD 20 枚 サー ビス 
合計 定価 \275.400 


現金 価 格 
特価 中 TEL 下 さい 


NEW PT X68000 PRO-PRO HD セッ ト 


フト 
5 ゲー ム プ レ ゼ ント X68000 PRO-HD£'y F 


PTE 定価 \408.000 
jene 定価 \119.800 


X68000PRO セ ッ ト 
e02-5520 77 定価 \298.000 
@CZ-612D ……… 定価 \119.800 
@ MD-2HD 20 枚 サー ビス 


クレ ジル 例 :12 回 … 月 々 \27.800、24 回 … 月 々 \14500 


合計 定価 \417.600 


現金 特価 ./ TEL 下 さい 。 


X68000 


@CZ-611C(GY) 
@CZ-611D(GY) 


2 セッ ト 限 り 


OA ラ ンド で 買わ な きゃ 損 を する / 含 計 定価 \475,800 


現金 大 特価 . ゲ 
NEW X-1 タ ー ボ ZI セッ ト 25 


DA 


現金 特価 \328,000 ~ 


安 す ぎ て 
ゴメ ン な さい ./ 


myy 


A.A 


NEW 27h88 "^ XO0MEXPERTEXPERT HD» 


40MB HDD 内 蔵 ゲー ム ソ フ ト 
5 ゲー ム プ レ ゼ ント 


I 
せ 
は 上 
E 
Hl 
5 
= 
// 


ゲー ム ソ フ ト 
5 ゲー ム プ レ ゼ ント 


【 7 
L7 


A etin 


) セ ッ ト 
@CZ-888CBK… 定 価 \169.800 
@CZ-830DBK… 定 価 \ 98.000 
@CZ6ST-1B … 定 価 \ 5.800 
(チル トス タン ド ) 
@ MD-2HD 20 枚 サー ビス 
合計 価格 \273.600 


合計 価格 
特価 中 TEL 下 さい 


e CZ-662C 
€ CZ-612D 
eMD-2HD 20 枚 サー ビス 


"クレ ジッ ト 例 : 12 回 … 月 々 \34.900、24 回 … 有 月 々 \18.300 
合計 定価 \527.800 
— 現金 特価 .// TEL 下 さい 。 


X-I TWIN 


e CZ-830C 
5E fif ¥ 99 , 800 


PC エン ジン 内 蔵 


ー ド カナ プレゼント 


流通 事情 
お 安く な る 


* 


より BERTIER, 
場合 が あり ます の で 、 


EURVBRETSUS に 


安心 と 信頼 の DA ラン ド ・ 優 良 パ ソコ ン 販 売店 、 


アフ ター サー ビス 万 全 の サポ ー ト 体制 。 


X1 用 

@ CZ-8BV2 
@ CZ-8BR] = 
@CZ-8DT2 
0@ CZ-8BS1… 定 価 \ 


定価 \ 
定価 \ 
定価 \ 


39.800 特価 \ 31,000 
29.800 特価 \ 23,000 
44.800 特価 \ 35,000 
23.8009 TEL 下さい 
@CZ-8TM2… 定 価 * 49.800 特価 \ 38,000 
@CZ-8EB3… 定 価 \ 33.800 特価 \ 27,000 


プリ ンタ ー セ ッ ト コ ー ナ ー 
DCZ-6PU1( カ ラー ビデ オプ リン ター ) 定価 \198.000p 特価 \152,000 
の CZ-8PC3( カ ラー プリ ンタ ー) …… 定 価 \ 65.800 特価 \ 53,000 
3③CZ-8PK8 (ドッ ト プ リ ンタ ー) ……… 定価 \152.000 特価 \115,000 
の CZ-8PK7 (ドッ ト プ リ ンタ ー)……… 定価 \122.000 特価 \ 93,000 
5PC-PR201TH (カラ ー プ リン ター): 定 価 \ 145.0009» 特価 \103,000 
©PC-PR201G (ドッ ト プ リ ンタ ー) …・ 定 価 \158.000 特価 \ 99,000 


その 他 、 周 返 機器 ・ プ リン ター 
ソフ トウ ェ ア ー 
2096—2596 OFF% 


X68000 用 

@CZ-6PU1A… 定 価 \ 38.000 特価 \ 30,000 
@ CZ-6BM1…… 定 価 \ 26.800 特価 \ 21,000 
06CZ-6BEl-- Ef Y 88.000 特価 \ 69,800 
@ CZ-6VT1…… 定 価 \ 69.800» TEL. 下さい 
@CZ-8NS1 …・ 定 価 \188.000 特価 \149,000 
@CZ-6BC1… 定価 \ 79.800 特価 \ 63,000 


X68000 用 ソフ トウ ェ ア ー・ コ ー ナ ー 


DCZ-212BS(BUSINESS) …… 定価 \ 68.000p 特価 \ 53,000 
の CZ-220BS(DATA) ………… ド … 定価 \ 58.000 特価 \ 45,000 
DOZ-215MS (Sampling) ………… 定価 \ 17.800 特価 \ 13,800 
4CZ-221HS (NEW Print Shop)… 定 価 \ 10.800 特価 \ 15.500 
5CZ-227BS(TOP 財 務 会 計 ) …… 定 価 \200.000p 特価 \158,000 
@6CZ-226BS(CARD)…………… 3E (Y 229.800» 特価 \ 23,000 


7 の CZ-223CS (Communication) …・ 定 価 \ 19.800 特価 \115,500 
8⑧CZ-213MS (MUSIC) ……… ド … ド | 定価 \ 18.800 特価 \ 14,800 
YCZ-211LS(C compiler) 定価 \ 39.800 特価 \ 31,000 
19C-TRACE (キャ スト ) s 定価 \ 68.000 特価 \ 52,000 


DEW (RF) eerie ennt 定価 \ 38.000 特価 \ 29,000 


EME DE TANG APSR CSSA EI WEN GNE ER ES EF EYE RE GIES SIRE RCM EAE 
BA—Hh7427 思 持 価 品 も あり ます の で TEL 下さ い 。 


6 アイテック IT-MJ4(|/F 付 )……… 811 98,000 
e74772 IT-MJA C(I/F 付 )…… 特価 党 109,000 
@ ウィ ン テ ッ ク HD-404HS(|/F 付 )… 特 価 \108,000 
@ コン ピュ ー タ ORC-MH4(|/F 付 )… 8453€ 70,000 
e スナイパー SR-340II(|/F 付 )…… 特価 党 78,000 


@ アイ テッ ク |TH-320S(|/F 付 )…… 5805Y 79,800 
@ ウィ ン テ ッ ク HD-202 (/F 41) ……… 815 58,000 
e スナ イ バ ー SR-520(|/F 付 )……… 54x 55,000 
€27t3—4 CRC-HO2A (I/F 14) ---- 8453€ 62,000 
en772 LHO-32NR (I/F 付 )…… $m 80,000 


今月 の 特価 品 各 一 台 限 り その 他 、 い ろ い ろ あ り ま す の で TEL 下 さい . グ 


画 A 紙 品 ( 美 品 ・POP 品 ) 一 級 品 (キズ 少々 ) 画 C 級 品 ( キ ズ 有 り ) 


A 級 品 B 級 品 C 級 品 
X68000 シ リー ズ CZ-611C \2 の 50,000 ょ り X245,000 Y238,000 
@CZ-652C X219,000:s) Y212,000 Y203,000 
eCZ-611D X 90,000 Y 86,000 Y 80,000 
ecz-603 X 58,000 M 55,000 X ——— 
X-1 シ リー ズ eCZ-888C Y 99,8004) Y 90,00 
eCZ-822C X 24.000 ょ り Y 20,000 
e CZ-880D 学 75,000 E 71 OOO 
@CZ-830C Y 37,000 Y 33,000 
X-1 プ リン ター | ecz-8PC3 X 48,000 Y 45,000 Y 42,000 
eCZ-/PK7 X 83,000 mee キー ター ドー ニー ロニ ーー 
e CZ-8PK8 X109,000 \ ぎ 105,000 
e CZ-6PV1 X138,000 \134.000 \125,000 


その 他 、 い ろ い ろ あ り ま す の で 、 TEL く だ さい 。 


PC-9801VX2 ト ーー Y 220,000: 
PC-9801VX2 e X1 95,000: 
POC-980IVM2………… ¥1 58,000: 
PC-980! VF2 ee ¥ 98.000 ょ より 
PC-980IM2……………… \1 38,000 ょ より 
PC-980|F2 ¥ 78,0004 
PC-980IUV21-- 学 1 38,000 よ り 
PC-98LTMI (640KB) - ¥ 89,000 ょ り 


PC- 286 モデ ル 0…… … 掌 168,000 ょ より 


\202,000 ょ り 
Y 188,000: 


PC-286V-STD ………… 
X-68000 


KR MEN. 専門 の 


中 古 パ ソコ ン ( 価 格 ・ 在 庫 は 変動 し ます 。 予 約 は 5 日 以内 と いた し ます ) 


PC-8801mk II 30 …… ¥ 35,0009 
PC-880ImkILSR -----X 73,0004 
PC-880I mkILFR30--M€ 68.000 ょ り 
PC-880ImkIIMR… 学 88,0005 
PC-88VA ドー M 1 48,000: 
PC-880ImkIIFH30:-M 85,0009 
PC-8801IFA----- V 1 08,000: 
X-1G モ デル 30 ……… Y 25,0004 
X-| タ ー ボ II ………… \ 68,000 ょ より 


FM-77D2 ドド … b 28,000: 
FM-77AV 2 ¥ 42,0004 
FM-77AV20………… Y 52,0009 


kT ト 良 ・ 輸送 ドラ ブル 等 に 世 速 に 和 ) L Bn 交換 させ で いた だ aid. 


画家 示 価格 は 、 税別 表示 で す 。 "詳しい は 、 お 電話 に て 、 お 問い 合せ 下さ い 。 掲 載 の 価格 は 、9 月 末 現 在 で す 。 


IMA ECICISSERODZAATAACIIBSH CRUJOBS« 


COMPUTER 
BANK 


AX B8O000 


・ オ リ ジ ナ ル 0S「Human68k ver. 2.0」 を 搭載 
・40MB ハ ー ド ディ スク ドラ イブ を 内 蔵 
次 注文 No.A-1121 


SHARP CZ-602C ¥ 356.000 
SHARP CZ-602D Y 99.800 
標準 価格 合計 Y 455.800 
現金 特別 価格 X. 455—906 


大 特価 に て 提供 中 


次 注文 No.A-1123 


SHARP CZ-652C \ 298.000 
SHARP CZ-602D Y 399.800 
標準 価格 合計 ¥ 397 ,800 
現金 特別 価格 \ っ 39 た 600" 


大 特価 に て 提供 中 


EXPART シ リー ズ 
・PRO シ リー ズ 新 登場 / 


・ メ イン メモ リ 2M 日 標準 装備 (EXPERT シ リー ズ ) 
* 拡 張 |/ ス ロッ ト 4 ス ロッ ト 内 蔵 (PHU シ リー ズ ) 


次 注文 No.A-1122 


SHARP CZ-612C \ 466.000 
SHARP CZ-602D Y 99.800 
標準 価格 合計 ¥ 565.800 
現金 特別 価格 


天 特 価 に て 提供 中 


次 注文 No.A-1124 


SHARP CZ-662C ¥ 408.000 
SHARP CZ-602D \ 99,800 
標準 価格 合計 ¥ 507.800 
現金 特別 価格 一 一 一 一 一 一 Y 507—806 


大 特価 に て 提供 中 


当社 は へ べら 800 り ERo SHOP で す 。 


@ ご こよ り も お 得 な 高額 下取り 実施 中 セッ ト の 組合 わせ は 自由 自在 、 ぜ ひご 相談 下さ い 。 


ヘソ クッ ッッ ング [ll AXN twin 


画像 取り 込み 、 ビ デオ 編集 、 ス テレ オ FM 


音源 、 多 な 機能 で ひろ が る アー トワ ー ク 。 


次 注文 No.A-1125 


SHARP CZ-888C-BK Y 169,800 | 
SHARP CZ-860D-BK ¥ 92.200 | 
標準 価格 合計 x 262.000 | 
現金 特別 価格 \ っ 262-0OO . 


大 特価 に て 提供 中 諾 


標準 価格 合計 
現金 特別 価格 


HE シス テム (PC Engine) 
搭載 で 楽し さ 2 倍 


次 注文 No.A-1126 
SHARP CZ-830C-BK 
SHARP CZ-830D- BK 


\ 99.800 

v 90.600 |— fem 

190.400 |. "8 
¥ 190-400 


大 特価 に て 提供 中 M 


@ ご こよ り も お 得 な 高額 下取り 実施 中 セッ ト の 組合 わせ は 自由 自在 、 せ ぜひ ご SARTEN, 


cix X No.B-1123 
*24F y HE E 202—383 7072" 


i ;EXNo.B-1125 
*48 ド ッ ト 熱 転写 カラ ーー 漢字 プリ ンタ " 


ix ;EXNo.B-1147 
*24 ビ ピン 136 桁 漢字 フリ ンタ " 


iv ;E£mx No.B-1132 


* イ ン テ リ ジェ ント コン トロ ー ラ " 


SHARP CZ-8PC3 \65.800 SHARP CZ-8PC4 \99.800 SHARP CZ-8PK8 ¥ 152,000 SHARP CZ-8NJ2 ¥ 23,800 
REM * 65800 現金 特別 価格 一 一 一 \99-886 現金 特別 価格 \152-600 現金 特別 価格 ¥ 23-800 
EXCOIERK DI 大 特価 TRÉ LOS CR CRER uas TRA CEA 

SI XA E NS 人 TERZA D お 支払 例 —— 


310,000 » 6 回 (ボー ナス ) 無 し 
ex 3,2OO 20 回 [ボー ナス 〕 無 し 


SHARP 


①\9,500xi0 回 (ポー ナス ) 無 し 
②@ 学 3,0OOO>36 回 [ボーナス 〕 無し 


の 6.400 X24 回 (ポー ナス ) 無 し 
©¥12,100 x12 回 (ボー ナス )〕 無 し 


5X3, 200 x24 回 (ポー pum 無し 
@ 学 6,2OO x |2 回 [ボー ナス 〕 無し 


CU-14HI (14° 4000 文 字 デ ジタル カラ ー デ ティ スプ レイ )…\ 99,8009 Y 42,000 


本 体 CU-14BD (14' カラ ー4050/2000 文 字 ) ……… ド ti ¥ 64,8009 Y 42,000 
CZ-812C(X-1 Fmodel20) ee ¥139,800 ゅ ま ギ 26,000 CU-14CD (14" カラ ー4050/2000 文 字 ) 新品 同様 …… « 84,8009 Y 52,800 
CZ-822CB(X-| Gmodel30) 新品 同様 | …………… ¥ 118,000« Y 29,800 CU-! 4FD(|4'4000 文 字 ア ナ ロ グ カラ ー デ ィ ス プレ イ ) 新品 同様 …\ 74,8009 F 51,000 
CZ-850C (X-1 Turbo model I0) eee Y 168,000« JZ 22,000 MZ-1D22 (14' 4000 文 字 MZ 用 カラ ー デ ィ ス プレ イ )…… ¥ 108,000 => F 45,000 
n NR 旨く En ドス キャ ンカ ラー ディ スプ レイ TV) 新品 同様 … \ 134,0009 Y. 82,000 
c x z ヤン カフ ー テ イ 品 同様 … ; 
LT oi dio SHARP > TON CZ-8PK7 (10 24; 37072) の ¥ 122,000 s Y 52,000 
ディ スプ レイ (245,91 COY ERTA CZ-8PD2 (80 桁 ドッ ト プ リ ンタ ) MM ¥ 79,800 = Y 28,000 
CU-14G(14' 2000 文 字 カ ラー ディ スプ レイ )…………… ¥ 45,8009 F 20,000  *395,8009Y238,000 MZ-IPO7 (80 桁 漢字 カラ ー サ ー マ ル プリ ンタ ) ……… « 79,8009 Y 30,000 
I4M-522C(14' 4000 文 字 デ ジタル カラ ー デ ィ ス プレ イ ) * 99,8009 Y 42,000 X58000 ACE HD ディ スプ レイ セッ ト cz-8Ssz (シス テム スタ ント) HARE eee ¥ 5,5009 Y 4,000 
CU-14AGI (14 4000 文 字 ア ナ デ ジ カラ ー デ ィ ス プレ イ ) ・Y 89,8009 Y 43,000 (本体 +CZ-6IIDGY) 新品 同様 CZ-8NM2 (XI B v 2A) «cerneret v 6,890» X 3,000 


Ld 
I 
^, 
| 

0 
Dh 


全 商 品 保証 付 中 古 も B ヶ 月 の 保証 期間 だ か ら 安 心 で す 
全国 無料 配送 お 買上 | 万 円 以上 、 配 達 料 は いた だ きま せん 。 


ショ ー ル ー ム 、 ※ シ リー ズ 展 示 中 。 
代金 引換 え シ ステ /、 商品 到着 時 の 代金 支払 いで OK。 


\ 533,800» X 320,000 


| その 他 各 種 在庫 を と り そ ろ えて お り ま す 。 御 気軽 に お 問い 合せ 下さ い 。 mm 
クレ ジッ ト で OK カレッジ クレ ジッ ト も 取扱 いま す 。 
高額 買取 り 電話 | 本 で 即 、 現 金 お 支払 い 。 
ボー ナス ー 括 払い 本 司 は 即 お 手元 へ 、 お 支払 い は ポー ナス 時 に 。 


@ 電 話 一 本 で 高額 下取り 、 即 商品 は お 手元 へ ノ 
@ あ な た の 不要 に な っ た パソ コン を 電話 一 本 で 


査定 し 買取 り ま す 。 
@ 掲 載 の 商品 以外 も 取り 扱っ て お り ま す 。 
@ ビ ジネス ソフ トス クー ル 受 講 者 受付 中 ノ 
お 気軽 に お 電話 下さ い 。 


株 式 会 社 バ シフ ィ ッ クコ ンピュータ バン ク 生 ]5 東京 都 渋谷 区 渋 


本 社 注文 デス ク 


O3(797)1221 
bens 5 A 


$81-6-8 井上 ビル 


営業 時 間 / 平 日 AM9 : 30~PM9: D0 


土 ・ 休 日 AM9 : 30~PM8:00 年 中 無休 


@ ク レジ シット 価格 に 消費 税 は 含ま れ て お り ま すか 現金 特別 価格 に は 含ま れ て お り ま せん 別途 消費 税 か か か り ま す 


r1 321 7188 a] 
OS3(797)221 


irae 
W 


Xx 
Die 
中 
/ 
ラ 
す 


A 


Jot 


ot CF dB di 


安心 と 信頼 の 


誌上 ショ ッ ピ ング 


株 式 会 社 


メデ ィ ア ショ ッ プ ハイ ラン ド 


電話 で の お 申込 み は 


T 239 神奈 川 県 横 
ハガキ で の お 申込 み は 


申込 書 


お 申し 込み は フリ ー タ イヤ ル で (料金 無料 ) 


00120-483290 |- s seen 

お 問合せ は 専用 タイ ヤル で 9 7 T. PR. 

7120468-483290 .: iz 
uam. ONT RII 


年 中 無休 AM10 時 一 PM10 時 
SHAIRPAYSBOOOExPERT 


6CZ2-602C(FD24 7) 


| EXPEHT グラ フィ ックス | 
eC Z-819C (本 体 ) 4BB.000 円 
eCZ-612D (ディ スプ レイ テレ ビ ) 119.800 有 円 


ERAR 356,000 円 eCzZ-BNS1( イ メー ジス キャ ナー)……………… 188.000f3 
€C2Z-612C(IIDA4 7) e(2Z-6BNI UXSUJUzR—HFE) 
ius 466,000 円 e CZ-8PC4(48 ド ッ ト カ ラー プリ ンタ ) 


e ム -400HPP( ビ デオ デッキ ) 

e CZ-221 HS'( NEW Print SHOP) 

e ロン -235G ら (グラ フィ ッ ク ラ イブ ラリ V.1)… 

eCzZ-235GS (グラ フィ ッ ク ラ イブ ラリ ソ .2) … OC 
標準 価格 1.045.6500 円 

37[8]15,348H] - 12,500H1 X47 回 


eC2Z-602D(*43M3VO) 
.'99, 800 
。 €CZ-612D(f*MTVEO) 
j 119, 
@CZ-6O3D( デ ィ ス プレ イ ) 
標準 価格 円 


SHAmnPAYSSOOO PRO 


@CZ-652C(FD タ イプ ) 
概 准 価格 298,000 円 
€C2-662C(ID24 7) 
pk 408,000 円 
6C2-602D(0MMVW) 
99, 800 


標準 価格 99, 
6€C2Z-612D(*37W:Vt) 
標準 価格 119,800 円 
る CZ-603D( デ ィ ス プレ イ ) 
標準 価格 84,800 円 


*, 


X68000 超 特 価 セ ー ル 7 


初回 12.860 円 ・10.800 円 X59 回 | _ ボー ナス 40,000 由 X10 回 


e BF -88P^RO(CRT22-4)VS—):-- 1 9.800F3 

eCzZ-8TM2( モ デム ユニ ッ ト ) 

e CZ-8PK8(24 ピ ン 灘 字 プ リン タ ) 

e(CZ-6BCOCl(FAX/m-—Hh) 

ecz-ee3CcS(icommunication)::::::19,800F3 
標準 価格 872.0000 

ー 括 払 価格 694,000] 


初回 13.308 円 ・11.100 円 X47 回 | 7R — 2- 40,0001! x 8 [8l 


初回 11.160 円 ・ 9.900 円 X59 回 | ボ ナス 30.000 円 10 回 


ティ イア ショ ッ プ 


お 提 込 みな 今 すぐ 
電話 みか ハ カ キ で て 7/ 


須賀 市 ハイ ラン ド 3-9-6 


通信 販売 の お 申込 み 方 法 


ぁ 現金 一 括 で お 申込 み の 方 


@ 商品 名 (商品 番号 ) 及 び 、 住 所 、 氏 名 、 電 話 番号 、 CEO% 
誌 名 を ご 記入 の 上 、 代 人 金 を 現 全書 留 で お 送り 下さ い 。 
@ 振込 を ご 希望 の 方 は 、 必 ず お 振込 前 に お 電話 又は お ハガキ て 、 


お 知ら せ 下さ い 。 
(銀行 搬 込 > 協和 銀行 ・ 久 里 浜 支 店 当座 No.2945 
ODE IB SO 196 9- 42177 

> クレ ジッ ト で お 申込 み の 方 

@ 電話 か ハ カ ガキ て お 申込 み 下 さい 。 


クレ ジッ ト 申 し 込み 用 紙 を お 送り 致し ます の で 、 こ 記入 


の 上 、 当 社 へ お 送り 下さ い 。 


EXPERT サウ ンド 【MIDi 
eCZ-602C (本 体 ) 
e CZ-602D (4A7LA 3 LE) enn : 
e AN-180SP( ア ンプ 内 蔵 ス ピー カー シス テム ) 55.3003 


標準 価格 _ BBB.30 ロ 円 
初回 9.480 円 ・ 8.300 円 X59 回 | ボー ナス 20.000 円 X10 回 | 


| PRO ワー プロ | 
eC Z-652C C0) e9g8.000R3 
eC Z-B03D (27A ZU) 

eBF-68PRO (CRT フイ ルター ツー 19.800 円 
e CZ-8PK8(24 ピ ン 漢 字 プ リン タ ) 


標準 価格 5982.600 円 
商品 番号 22] ー 括 払 価格 477.000 昌 
初回 9.264H]- 7.200 円 X47 回 | ボー ナス 30.000 円 x 回 
初回 8.230 円 ・ 6.900 円 X59 回 | ボー ナス 20.000 円 X10 回 | 
る グン -BNS1( イ メー ジス キャ ナー )……… 188.0n0 ロ 円 
eOCZ-5BNI (バラ レル ポ ボード ) 


e(CZ-?e0BS (DATA PRO68K) 


eCZ-PPBBS(CARD PROSBK):::- -29.8004 
PRO デー タベース 標準 価格 933.200 円 
セッ ト の 組合 わせ も 自 ET eC Z-6BPC (本体 ) | 商品 番号 229 一 括 払 価格 757.000 円 
まず は お 問 合 わ せ 下 Aa RUNS eCZ-81eD (ディ スプ レイ テレ ビ ) 初回 13,324 円 ・11,900 由 X47 回 | ボー ナス 45,000 円 x 回 
; E [9] 7 : 


eCZ-8PC4(48 ド ッ ト カ ラー プリ ンタ ) 初回 12.930 円 ・10.400 円 X59 回 | ボー ナス 35.000 円 X 10 回 


カラ ー ビ デ オプ リン タ Å カラ ー イメ ー ジ スキ ャ ナー 


e CZ - 8NS1 
e CZ-6PV1 高速 、 高 精度 で ハイ レベ ル な 画 


カラ ー イメ ー ジ ジェ ッ ト 
elO-735X 
は が きか ら OHP フ ィ ル ム 、 BATÉ 


4 ecz-8PcA4 


バン コン や ビデ オォ 機器 に 対応 、 で 路 字 の な い 高 品位 印字 。 * 対 広 ラー プリ ・ 
する 、 性 染料 熱転写 方 式 京 稿 を フル カラ ー 2 t. ラー プリ ト つの の NM 

を 探 用 。 LEE 美 し さ の 4 8 ドッ トカ ラ プリ ンタ dE. aeo 

標準 価格 198.000 円 標準 価格 188.000 円 標準 価格 99.800 円 標準 価格 253.5003 


商品 番号 188| 一 括 払 価格 155,000BJ 


| 4m | ws B.BOOm.7.300mxgdam 


ー 括 払 価格 163.0008 ー 括 払 価格 210,0000 
初回 7,4400 7,3005*11z 


aa 8,7808 7,7005*e3g 


初回 8,5405 5,8005*35ms 


初回 5b,86855,3005*35g aa 8,9705 5,0005:35m* し 4 ョ | ves 5,0806 3,800&*83s || 48s | sa 9,8905: 5,3005*47zs 

商品 名 型 式 Rem 販売 価格 商品 名 型式 標準 価格 販売 価格 商品 名 型 式 標準 価格 販売 価格 商品 名 E to RAME BAMA 
M う - デ スプ ルイ CZ-803D 84800 71800 カラ ーー ジコ ニッ ト OZ-8VT! 69800 59000 "FAX ポー ド CZ-6BCI 79800 67300 DATA PROBBK CZ-220BS 58000 49300 
RGB シ ムチ ュー ナー CZ-8TU 331u0 929300  2*eHW/GULK-K CZ-BBNI 29800 ?5200 ^ MIDI ボー ド CZ-6BMI 26800 23.200 CARD PRO&BK CZ-226BS 29800 25,400 
CRT フ ィ ル ター  BF-8BPRO 19.800 16300 1MB 増 設 HAM CZ-6BEI 35000 29500 拡張 | D ボ ックス CZ-6EBI 88000 74200 Sampling PRONK CZ-615MS 17800 15300 
熱転写 カラ ー ブ リ ンタ QCZ-8PC3 85800 54000 1MB 増 設 HAM CZ-6BE1A 38.000 32.100 シス テム ラッ ク CZ-6SDI 44800 37800 NEW Print SHOP CZ-eelHS 19800 16,400 
漢字 プリ ンタ (80 桁 ) CZ-8PK9 89800 72.700  ?eMBAISRAM CZ-6BE6 79800 67.300 "スピ ー カ ー シ ス テム AN-5100 36.600 30800 Communication CZ-8e3CS 19800 16.900 
X*7U»4(806) CZ-8PK7 122.000 98400 4MB 増 設 HAM CZ-BBE4 138000 15400 "カラ ーー ツボ ー ド II Cz-8BV? 39800 33500 C compiler CZ-eMLS 39800 34500 
RT7UV2(RK) OZ-BPKB 152000 122.800 ^ 1-A-9/IOK-k CZ-8BU! 39.800 33800 立体 映像 セッ ト CZ-BBRI 29800 24600 ^ Musicstudio VI. CZ-252MS — 98800 24,800 
ハー ド デ ィ スク (⑳0MB) CZ-820H 178000 143700  GP-IB ボ ー ド CZ-6BGI 59800 50400 イジ 沈 小 トロ - ラ CZ-BNJ2 93800 20100 "MUSIC(MIDD CZ-847MS  ?8800 94800 
増設 用 HDD(40MB) 〇 Z-64H 120000 100200  $ERRSOECK-k OZ-6BFI 49800 49.000 FM 音源 ボー ド — CZ-8BS! 23800 80100 OS-9 X68000 CZ-2I9SS 29800 25,400 
モデ ムコ ニット CZ-8TM2 49800 42.100 数 値 演算 ポー ド CZ-6BPI 79800 67300 フロ 光 - ァ 22 ュ = OZ-503F 49800 38200 Stationery CZ-240BS 14800 13.700 


全国 どこ で も 


完全 保証 29 
全国 無料 配送 weiss 
③ 支 払 回 数 | 予算 に 応じ 3 一 60 回 


ボー ナス 併用 可 


| 今月 の 特選 お 買得 品 ( 限 定 ) 


sHanPA YGBOOO ACE-HD 
e CZ-611C 


e CZ-888C 


X68000 に HD ミニ デル 登場 。 画像 取り 込み 、 ビ デオ 編集 ス ` - 
ょ すま すく な る PUATMER. BAND ④ 消費 税 広告 は 全て 消費 税込 み の 価格 で 表示 し て あり ます 
パー ーー テー ショ ン . で る アー トワ ー ク 。 

ecCz-e11D ^ ^^ ADVANNCED TURBO 


& FAX € $ X X OK rax : 0468(48)3273 


(B) て の 他 広告 以外 の 商品 も 取扱 っ て お り ま す 。 お 気軽 に お 問合せ 下さ い 。 


e CZ-860D 


14925 5—74A27v47vt. 
標準 価格 262.000 円 


15 型 カラ ー デ ィ ス プレ イ テ レ ビ 。 
標準 価格 533.800 円 


(mats 183 | mume 35B.0OO 円 ) 
z&l3,3565:9,1005*47a 
60s z&13,490» 7,68005*595 


ya 9,5905:.9,400:x83z 
36s! ga 8,4595 6,4005*35g 


さん ま ・ ま つた け ・6K 


^ ヾ 58000 シリ ー ズ 
EXPEHT Æ fifi 35355. 000 
EXPERT HD 定価 465:000 
PRO Æ fii 3298, 000 
価 よ り も 安く / 在庫 を お 確 め の 際 PRO HD Æ fi 408-800 
は 色 指 定 ( 黒 ・ グ レー) を お 忘れ な 各 シ リー ズ と も 特価 販売 中 / 

く o qa ELLE ウン テテ p Am T ; T・ ZONE 2F に o 


AL: X BBOO0() 58h 


AXBB8OOO ACELE] 


CZ-611C じ を 10 人 台 限 り 特 別 価格 に 
て 提供 いた し ます 。 UM の ハー 
ド デ ィ スク を 搭載 し て ピロ の 定 


Micom Zone 


(CP 〒101 東京 都 千代 田 区 外 神 田 4-4-1 71057-0850 


AXBB8OOO * を トー タル サ ホ ー ト 


T- ZONE 2r SHARP Authorized OS-9 /BBOOO to: 


AXB8O000 


[]OS9/88000 (SHARP) 3£99.800 
OC & PRO PAOCKx«-«22»:73€58,000 
[Src Dbg (マイ クロ ウゥ ウェア ) 半 939,800 
[JMW-BASIC( マ ィ ク タロ ゥ ェ ア ) 半 50,000 
BTree09 (ARK) 36,000 

MW-BASICĦOISAMĦB-Tree/ tyg — y3 


> で す 。 応 用例 と し て 住所 録 と 販売 管理 プロ グラ ム 


が 付属 。 全 ソー スコ ー ド 付 で す 。( こ の ソフ ト を 動 
| EL z か す た め に は MW-BAGSIC が 必要 で す 。) 
LIUD-CAOCHE (ARK) 3€ 16,000 


Vr. すべ て の RBF デバ イス に 対応 する キャ ッシュ で 


CN DN A Bs す 。 
AN | Ve j de E" 
ART |o WM ums ru eem 
AL | ` いよ いよ 登場 | vs. 巨大 ファ イル を 分 着 バ ッ ク ア ッ プレ た り 、 
2 e ———————| 日 付 管理 を 行なっ た バッ クア ッ プ も OK。 
ステ ー シ ョ ナ リー| OVSED (Forks) ¥28,000 
PHO66K O89/B8000 で 唯一 オー トバ ッ フ ァ リ ング を サポ ー 


' 近日 発売 | ト し た スク リー ン エ ディ タ で す 。 


増設 K CSG IM は 今 対応 中 で す 。 も う 少 々 
We CZ-620H 


お 待ち 下さ い 。 
SHARP 純正 20MBHD 


効能 ①HD 内 蔵 タ イプ の X68000 に 増設 可 。 IO =7 30 
⑤@ す で に HID を 接続 し て いて も 増設 可 。 
xE fif 362 30,000 


(シャ ー プ 以外 の ハー ド デ ィ スク の 場 
合 で も ご 相談 下さ い 。) 
の Tc X68000 の カラ ー 機 能 を フル に 活か す 。 
o フル カラ ー イ ンク qe ba 
限定 / 本 命 、 特 別 価格 に て 』 
定価 3€] 78 s 000 — Special Price ! 1 
i: ZUNE 正社員 ・ 長 期 ア ル バ イ ト 募 集中 / 


を お 問い 合わ せ は 総務 課 鈴 木 ま で (TEL 03-257-2630) 


! IBM O] 


S | 


下記 T・ZUNE 各 店 で も 扱っ て いま す 。 
宇都 宮 店 : 720088(63)4949 JII O 店 : 220482 (68)7806 ラジ オシ ョ ッ プ : 谷 03(657)e643 横 浜 店 : 谷 045(641)7741 


大 € 店 : 谷 048(658)1831 東 ラ ジ 店 : A 03 (657)6694 パー ツ シ ョ ッ プ : A 03 (257)2655 8$ 岡 店 : 谷 0542(B83)1331 


e マイ コン 通販 利用 の 方 へ : 現金 書留 て 送金 され る 際 は 、 住 所 、 氏 名 、TEL 番 号 、 希 望 商品 名 (詳し く ) を 明記 し て 下さ い 振込 を 御 希 望 の 方 は 下記 銀行 へ お 願い し ます 
尚 、 い ずれ も 了 予め TEL に て 、 御 予約 ・ 送 料 確認 の 上 御 送金 下さ い (振込 口座 埼玉 銀行 秋葉 原 支店 当座 2705 株 亜土 電子 工業 ) 


営業 時 間 : AM10:30~PM7:00 この 広告 の 提示 価格 に は 、 消 費 税 は 含ま れ て お り ませ ん 。 


7 
リ 
i 
ト 
特 
ga 


営業 時 間 ( 年 中 無休 ) 
AMIO:00—PM7:00(B9&-s B(PM6:00£7) 


当社 は X58000 の 販売 認定 店 で どん な こと で も 安心 し て ご 相談 くだ さい 。 


v セッ ト で お 買い 上 げ の お 客 様 に お 好き な ゲー ム ソ フ ト と テレ ホ 
PRO 
A CBBODO PRO 68000 ンカ ー ド を 差し 上 げ ま す 。 


@CZ-652C( 本 体 ・ キ ー ボ ー ド ・ マ ウス ) mH ¥ 298,000 
06CZ-602D(22—587427V4)- n \ 99,800 
@ CZ-8PC3( 熱 転写 カラ ー 漢 字 プ リン タ ) e ¥ 65,800 
る @ プ リン タ 用 紙 ・ プ ブラ ンク ディ スケ ッ ト …………………… \ サ ービス 
HEMS ""—n00S0S0404Ó4—— X 463,600 
クリ エイ ト 特 価 


\ 3.780x60 回 


均等 払い | \ 5.990x36 回 | \ 4.360x48 回 
\20.000X10 回 


\30.000x 6 回 | \25.000x 8 回 


ANBBOOOExPERT 


CZ-602C( 本 体 ・ キ ー ポ ー ド マウス) e \356.000 
CZ-603D( カ ラー 専用 ディ スプ レイ )…… パ ドー…… \ 84.800 
@e プ ラン クティ スケ ッ ト (5'2HD・10 枚 ) E NEE AEA Y サー ビス 
BEME ETE ELELEE ¥ 440,800 


クリ エイ ト 特 価 ID 
均等 払い do い ーー 
DT EY J 


※ 本 広告 に 掲載 の 全 商品 の 価格 に つい て 消費 税 
は 含ま れ て お り ま せん 。 


XBBUUU シ リー ズ 用 周辺 機器 ソフ ト お 買い 得 セ ー ル 


名 E 名 


文 この 表 以 外 の 組合 せ 、 お 支 カラ ーー ジュ ニッ Vv 69800/ | MUSIC PRO-68K | マウ ス を 使っ た 楽譜 ワ ー ブ ロ 
v pnis Tq カラ ーー ジス キャ ナ | i88007 | souwD PRO-G8K | サッ イェ ディ タ | 

Ve i MSARBRAMK-F [X 38095 | Sampling PRO-68K — | AD PGM サ ンプ リン クエ ェ ディタ ERU E 
太 X1 シ リー ズ 用 、X68000 シ リ 2VGAIBBRAMAK- E Agio | Waesude PRO9KVII | MD ル テ チレ ュー デン クッ | (28800 | 


IMEAIBRAME-E | asfoo | NEW Print Shop PRO-G8K | ポッ ファート ツー ル x isoo | 
IEN IMOR E [X BOO | Commication PRO-68K | wesa T geo | 
|CZ-6BG! | GP-IB ボ ポー ド — — — X 99800 | OS-9/X68000 — — | マル チタ スク オペ レー ティ ング シス テム | \ 28800 | 
人 演算 プロ セッ サー ボード jo |Areek — | AME | 0 
トラ ッ ク ボー ル J340 | Busness PRO-68K | maamaa lyAmMo 
MIDI ボ ー ド | M 26800 | DATA PRO-68K | コマ ンド 型 リ レー ショ ナル デー タベース ] 

拡張 |/O ボ ックス (4 スロ ッ ト ) | X 88.000 | CARD PRO-68K — | カー ド 型 リレー ショ ナル デー タベース 

| CZ-8NJ2 | アナ ログ ステ ィ ッ ク = =” | 剛 23.800 | TOP 財 務 会 計 — | プロ フェ ッ シ ョ ナル 財務 会 計 ソ フト ウェ ア 
ドッ トピ ッ チ 0.31m14 型 高 解像度 |/\ 84.800\ || Ccompiler PRO-68K — | ソフ ト 開 発 セッ ト 
開発 ツー ルセット 


UZHF-ZULTF348/8x 


&s&nO3-486-65410) A mis. 
esiusaO45-314-47 7 7060 VT E it 


ー ズ 用 各社 ハー ド デ ィ スク / プ 
リン タ 等 の 周辺 機器 を 大 特価 
に て 販売 し て お り ま すず 

電話 に て お 問合せ くだ さい 。 


«200,000 | 
[X 39800) 


/\ 9800 | 


ハチ 公 前 


ぎ ロ グラ ム 
オペ レー ティ イィ イング 
ンー スズ ステ アム 


wae ペー 
epa: gis $ X68000 ならでは の 


6 は ca 887 > z 2 な を 記述 を 採用 し ま し た 。 


BASIC や て 言語 で 関数 を 実行 する 感覚 で 各 プ ログ ラム を 実 
行 し 、 そ の 戻り 値 を 処理 し 他 の プロ グラ ム に 引き 渡す こと が 
で きま す 。 これ に より グラ フィ ッ ク - OPM・PCM 等 別々 に 製作 
し た フ * ロ グラ ム を 関連 的 に 動作 させ る こと が 可能 に な なり ます -。 
【 特 長 】 

COMMAND.Xx 上 で 動作 する た め コ マン ドラ イン 入力 で 即 実 行 。 
使い 慣れ な た 環境 な の で 導入 し 易い 。 る フロ グラ ム 実行 後に 
各 レ ジス タ に セッ ト さ れ た 戻り 値 を 、 条 件 分 岐 の 指定 や 他 の 
フロ グラ ム の パラ メー タ と し て 渡す こと が 可能 。@ 各 プロ グラ ム 
間 で デー タ の 受け 渡し が 32 ビ ッ ト 型 15 個 迄 可能 。@ オ ー バ ー 
レイ や デー タ の 共有 等 、 高 度 な テク ニッ ク も 簡単 な コマ ンド で 
制御 可能 。 G こ ラ イク な コマ ンド ファ イル を 作成 すれ ば コマ ン 
ドラ イン 入力 の 制約 に と ら わ れず に フワ ログラム 制御 が 可能 。. 
び C 言 語 定 アセ ンプ ブラ で プロ グラ ム 製作 中 の 各 コ マン ド の 
動作 チェ ッ ク や BASIC か ら 他 の 言語 へ の 移行 の 醒 渡 し 等 
幅広 い 活 用 が 可能 。 る @ リ スト チェ ッ ク 機 能 や トレ ー ス 機能 も 
つい て 誰 に で も 直ぐ に 使用 可能 。 
X68O00 女 ら で は の まっ だ く 新 し い 試 み を の で 、 を る べく 
多く の 意見 を 取り 入れ だ いと 思い ます 。 ご 意見 、 ご 希望 等 が 
ご ざい まし た ら 右 記 住 所 宛 に お 客 せ 下さ い 。 


X68000 専 用 に 開発 。 E OTA SIA 
継承 し 、 持 つ 機 能 を 最大 限 に 活用 し た 、 新 し い 時 
代 の 幕開け に ふさ わし い デ ィ ス ピー の 誕生 で あま 
@ す べ て の サウ ンド を そっ くり デジ タル 録音 

ディ スピ ー 独 自 の 長 時 間 録 音 は ナレ ーション か ら ミ ュー ジッ 
ク に いた る まで あら ゆる ニー ズ に 対応 

@ 波 形 編 集 で プロ フェ ッ シ ョ ナル な サウ ンド クリ エイ ト 
波形 を 確認 し な が ら 簡 単 な マ ウス 操作 で オリ ジ ナ ル サ ウ ンド 
を ワン タッ チ で アレ ンジ 


ANXBBOOOsR 


多 機能 デジ タル サウ ンド ツー ル 


DiSS-P 


@ ワ ンタ ッ チ 再生 や プロ グラ ム 再 生 な ど 多 彩 な 再生 機能 

@X68000 が 自在 に し ゃ べ る 、 ス ピー チ 機 能 

@ 新 時 代 の メー ル 、 ボ イス メー ル シ ス テム 

@ デ ー タ は 自作 プロ グラ ム に その まま 利用 可能 

@ ハ イス ビード な デー タ 処 理 と グラ フ 表 示 

@ 誰 で も 楽し め る 豊富 な 音声 デー タ 付 属 

@ 買 っ た その 日 か ら 使え る イー ジー オペ レー ショ ン 

e X58000 が 再生 で きる すべ て の デー タ の 編集 が 可能 

※ こ の 他 機 能満 載 、 使 い 方 いろ いろ 、 実 用 性 を 意識 し た 仕 
様 で す 。 お 気軽 に お 問合せ くだ さい 。 

※ 改 良 の た め 、 内 容 の 一 部 を 予告 な く 変更 する こと が あり ます 。 


画面 に 皆様 の お 名 前 を お 入れ し て お 届け し ます 。 住所 ・ 氏 名 
ふり が な を 明記 し 7.800 円 を 、 現 金 書 劉 ・ 郵 便 振替 ・ 鐘 行 振込 
の 何れ か で 下記 宛 に お 願い し ます 。 (税込み ・ 送 料 サ ービス ) 


郵便 振替 RR 8-404042 
銀行 振込 


ザン エン ター ノラ イズ 
三 和 銀行 在原 支店 当座 308061 


Buy エン ター プラ イズ 


(※ 写 真 は 1M 増 設 時 で す ) 


〒148 東京 都 品川 区 戸越 5-18-17 TEL * FAX 03-787-3932 


RS-232CO FREE A CLE EU. 
複数 の パソ コン 間 デ ー タ ー を 共有 ./ 


従 側 マシ ン 名 は 、6 文 字 以 内 で 自由 に 決め られ ます 
リモ コン ロボ V1.1 ソフ ト 単 体 売価 格 \5,.000 

( 税 / 送 料 込 み 、 現 金 書 留 の み 受 付 ) 

(9 8 用 、MS. DOS Ver2.1 以 上 5' 2HD) 

| J-3100 シ リー ズ /FMR シ リー ズ 近日 発売 予定 


こち ら は 、 プ アリ リン タ 用 (セン トロ ニク ス ) 
プリ ンタ ー ケ ー プ ズル の か わり に 電波 で 印刷 


発売 ヨ ヵ 月 で 


p, D00 台 突破 
SC-360 仕 様 


E 波 数 : 270 一 390MHz 対 の 2 波 
(5 チャ ン ネ ル 有 ) 
電波 出力 : 微弱 電波 
通信 方 式 : 
パラ レル < シリ アル (電波) パラ レル 変換 

イン ター フェ イス : パラ レル 
(セン トロ ニク ス 準 拠 ) 
送信 ・ 受 信 / レ ディ LED 表 示 
B : 信号 線 より 給電 

電源 不用 設計 
+ 法 : 幅 47 奥行 64 x 高 さ 20mm 


遠隔 操作 モー ド 

A BEGIN N 回 で 以後 、 従 側 マ シ ` 
ン [N] を 主 側 キー ボー ド か ら MS. 

DOS コ マン ド そ の まま で 自由 に リモ 

コン 操作 が で きま す 。 

( 例 A>DIR B:/W で 従 側 マシ ン 

の B ド ライ ブ の ファ イル 内 容 表 示 を 

その まま 主 側 画面 に 表示 し ます 。 ; quud 
* や ? も その まま 可 ) END で 自分 E—1| 9 電 

の DOS に も どり ます 。 て 

ファ イル 転送 

すべ て の 操作 は 、 主 側 で メニ ュー 
選択 に より 簡単 に ファ イル を パリ 
ティ チェ ッ ク 付 き で タイ ム ス タ ン プ 
も 一 緒 に 転送 で きま す 。 


MAIL EXE 
パソ コン 同志 で 会 話 が で きま す 。 a die テ ナ 
: コン ロボ V1.1 5 1 


|CC-232 ハ ー ド 仕様 | 増設 用 CC-232 1 台 単価 \13.500 


A 波 数 : 270~390MHz 帯 の 2 波 (5 チャ ン ネ ル 有 ) イン ター フェ イス : RS-232C 準 拠 sub 25P Male イン ジ ケ ー タ ー : 送信 ・ 
電波 出力 : 微弱 電波 パソ コン / モ デム 等 に 直接 接続 方 式 電 
通信 方 式 : 全 二 重 非同期 スト レー ト / ク ロス , ジャ ン バ パー ピン で 任意 に c 
通信 速度 300— 9600bps 交換 可能 


p iip 
' ノイ ヤレ スコ ネクター 
MODEL CC -232 
2 台 セ ッ ト 価 格 
Y 27,000 


ワイ ヤレ スコ ネクター 


MODEL SC-36O 
2 台 セ ッ ト 価 格 
¥ 39,500 
付属 品 : ホイ ッ プ アン テ ナ 
9 8 用 /J-3100 用 /FMR 用 の 
8 種類 が あり ます 。 
コン ピュ ー タ 側 1 台 \20,000 
プリ ンタ ー 側 1 台 YX19,500 
(片側 を 任意 に 増設 で きま す 。 ) 
※ コ ンピュータ 側 (14P) は 、 コ ネクター サイ ズ が 小さ いた め 
スプ リン グロ ッ ク を 曲げ る 必要 が あり ます 。 特許 出願 中 


受信 / レ ディ LED 表 示 
源 : 信号 線 よ り 給 電 電源 不用 設計 
法 : 幅 43x 奥行 55 x 高 さ 18mm 


A@@ESS 


AV f エエ ミュ レー PA = ^ — 


X1 エ ミュ レー タ は X680U0U 上 で X1 シ リー ズ の アプ リケーション を 実行 す 
る た め の ソ フト エミ ュ レ ー タ で す 。X1 の アプ リケーション を 完全 に ソフ ト 
ウェ ア の み で エミ ュ レ ー ト し て いる た め 、X1 上 で の 実行 速度 と 比較 し て 、 
平均 3 一 5 倍 程度 お を そく な り ま す が 、X680UUU の マシ ン 上 に 実現 し た 仮想 X1 
マシ ン を 楽し め ま す 。 ま た 、X1 と X6BB000 の 相互 問 で ファ イル を 転送 する 
た め の ユ ー テ ィ リ ティ と 専用 ケー ブル が 付属 し ます の で 、X1 上 で 作り 上 げ 
た ソフ ト の 資産 を X6800U 上 に 移行 する こと も 簡単 に で きま す 。 


@ X| エ ミュ レー タ は X1 に 相当 する 機能 を エミ ュ レ ー ト 。 
この 仮想 コン ピュ ー タ に は 最大 4 つの ドラ イブ が 仮想 的 に 接続 。 

@ XX| エ ミュ レー タ か ら み た ドラ イブ は HUuman68BkK の ドラ イブ 上 に ある 
ファ イル で 仮想 的 に 実現 。 こ の ファ イル は X] 用 の 5' 2D ディ スク の イ 
メー ジ を ファ イル 転送 ユー ティ リティ で まる ご と 転送 し た も の 。 


X1 デ ィ ス クー き X68000 HumanB8Kk(5' DD ディ スク イメ ー ジ ファ イル ) 
@ XX| エ ミュ レー タ で は Human68kK 上 の ディ スク イメ ー ジ ファ イル を 仮 
想 ド ライ ブ と し て 使用 。 


ファ イル 転送 
X1 BASIC : CP/M«9X88000 Human68k 


e X1 で 作っ た ブ プログ ラム && デ ー タ を X58000 上 で 使用 。 
※ 付 属 の 専用 ケ ー ブ ル を X1 と X68000 に 接続 し て ファ イル を 転送 し ます 。 


Q. ファ イル 転送 の た め に 別途 HG-326 ビ ケー ブル を 買わ な いと いけ な い 


の で すか 
A. 専用 の ケー ブル が 付属 し ます の で その 必要 は あり ませ ん 。 
Q. X1BASIC の プロ グラ ム を X68000 上 の X-BASIC で 使え ます か 
A. 通常 の セー ブ で は コー ド が 違う の で 使用 で きま せん が 、 ア スキ ー セ ー 
ブ し た ファ イル で あれ ば X-BASIC じ 上 で その まま ロー ド 可 能 で す 。 
Q. TurboBASIC で 作成 し た 住所 録 な どの 漢字 を 含ん だ デー タ が ある 
の で す が か X58000 上 に ファ イル 転送 で きま すか " 
A. X1Turbo も X58000 も 漢字 は シフ ト JlS コ ー ド な の で ファ イル の 
転送 は 可能 で す 。 た だ し 、 漢 字 HOM を 必要 と する も の は サポ ー ト し 
て いま せん 。 


Q. Turbo 用 の ソフ ト は 動き ます か 


e X1 エ ミュ レー タ で 仮想 的 に 実現 し た X1 は 仮想 ドラ イブ か ら 起 動 。 
この た め 仮 想 ド ライ ブ 用 ファ イル に は 、X1 を 立ち 上 げ る た め に 必要 な 
HuBASIC や CP/M な どの シス テム プロ グラ ム が 必要 。 

@X| エ ミュ レー タ で は 、X] の 持つ VHAM を 含む メモ リ イ メ ー ジ や 
〆ZB0 じ CPU を 仮想 的 に ソリ フト ウェ ア て 実現 。 


A. X| 用 の み で TUuUrDO 専 用 の ソフ ト は 動き ませ ん 。 
Q. ゲー ム は 動き ます か 
A. 純粋 に BAGI び で か か れ た も の は 動き ます が 、 プ ロ テ ク ト が か か っ た も 
の や 直接 ハー ド を アク セス する よう な 市 販 の ゲー ム は 動き ませ ん 。 
* タ イミ ング 等 ハー ドウ ェ ア に 依存 する よう な ソフ ト は 、 原 理 上 実行 で き な い 、 も し く は 


正常 に 動作 し な い 場 合 が あり ます の で ご 注意 くだ さい 。 
* 一 部 サポ ー ト し て いな い 機 能 が あり ます 。 


X1 エ ミュ レー タ 通 信販 売 | 購入 希望 と し て 住所 、 氏 名 、 電 話 番号 を お 知 


ら せ く だ さい 。 注 文書 を お 送り 致し ます 。 


~ xeeom  CONCERTO-X68K 


* こ の 商品 価格 に は 消費 税 は 含ま れ て お り ま せん 。 
* MS-DOS は マイ クロ ソフ ト 社 , CP/M は デジ タル リサ ー チ 社 の 商標 で す 
文中 の ソフ トウ ェ ア は 各社 の 商標 で す 
* 製品 の 仕様 、 名 称 は 予告 な く 変 更 する 場合 も ご ざい ます の で あら か じ め ご 了承 くだ さい 。 


有限 〒I01I 東京 都 千 代田 区 神田 神保 町 !-64 
た 3 P TR RB BRENCE ILTF 
会 社 T203 (233) 02004 FAX.03(291) 7019 


MS-DOS エ ミュ レー タ 定価 \99,800 
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C e 8. 


ESCBEXCOPTT 
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fred 3 
と SN m m 
""0000000 


1 得意 中 の 得意 の ビジ ネス レダ ー。 
zn 人 


ポテ ー ツ は ブラ フ の まま で 
名 支社 か ら 集め て し まう 。 
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eoce00000000000009079 


FM4: 30/ -— 


テー マ を 選ん で アノ セス 9 する が ら 
デキ ル / 私 は 遊び も で きる 。 


で J 

= R&R 

P tt 

/.H 9$ 

EO l 

を し び J&P HOTLINE は 全国 90 カ ヵ所 の アク セス ボイン ト 。 
で N m 5 万 人 の 仲間 が . あ な た の 仲間 に な っ て くれ ます 

て > fE 

ga ご 入会 は スタ ー タ キッ で 

i: B2I£eOBHPoVyZtXxcésxd, 


画 申 込 先 | 
T556 大 阪 市 浪速 区 日 本 橋 5-6-7 上 新 電機 株 式 会 社 | | ぉ 


J&P HOT LINE 事 務 局 宛 TEL.(06)632-2521 


画 利 用 料金 に つい て ZE- 25 
入会 金 /3 .0UU 円 (スタ ー タ キツ 條 購入 の 代金 か ら 充当 され ます ) | 
接続 料 /3 分 あたり 20 円 (アク セス ポイ ント まで の 電話 代 は 含み ませ ん ) 
※ 消費 税 3% が 加算 され ます 


! お 申込 品 スタ ー タ キッ ト ( ソ フト な し ) 


3.000 十 90( 消 費 税 3%)=\3.090 


e "ニー | メデ ィ ア ラン ド 大阪 市 浪速 区 日 本 橋 5 丁 目 8 番 26 号 容 (06) 634-1511 BR JE dp JE S 藤井 寺 市 岡 2 丁目 1 番 33 号 合 (0729)38-2111 
X J&P és cc». コス モラ ンド XBubiBEEXHETITBISIIST(0 634-3111 岸和田 店 岸和田 市 土生 町 2451 - 38 (0724)37-1021 
A t A 店 東京 都 渋谷 区 道玄坂 2 丁目 28 番 4 号 谷 (03) 496-4141 ワー プロ ラン ド 大 阪 市 浪速 区 日 本 橘 4 丁目 9 番 15 号 容 (06) 634-1411 さん の みや ば ん 館 神戸 市 中 央 区 八幡 通 3-2-16 傘 (078)231-2111 
町 田 店 東京 都 町 田 市 森野 1 丁目 39 番 16 号 人 (0427)23- 1313 ビジ ネス ラン ド 大 阪 市 北 区 梅田 1-1-3 大 阪 駅 前 第 3 ビル B2 容 (06) 348-1881 A 宮 店 兵庫 県 西宮 市 河原 町 5-11 容 (0798) 71-1171 
ショ 八王子 店 東京 都 人 王子 市 旬 町 1 番号 人 王手 そごう 7 1F£(0426) 26-4141 阪急 三 番 街 店 大 阪 市 北 区 芝田 1-1-} 阪急 三 番 街 B 1 人 容 (06) 374-3311 姫 路 店 ERTSSUXITBIÉERtSERSCVIFTE(0792)22-1221 
。 pO 店 東京 都立 川 市 幸 町 4- 391 £(0425)36-4141 S 槻 店 高槻 市 高槻 町 11 16 5A0726)85-1212 京都 寺町 店 AERTAL NALES BRA RTT (075) 341-3571 
4 & 山 店 冨山 市 双 台 町 1 3x t A (0764)42-213 くず は 店 枚方 市 楠葉 花園 町 15 番 2 号 傘 (0720)56-8181 京都 近鉄 店 京都 市 和 京 区 島 志 通 も 条 下 ル 東 雪 小 党 町 /07 谷 (075) 341-5769 
| & R 店 & R 市 入江 2 一 63 容 (0762)91-1130 千里 中 央 店 生 市 新 千里 東町 |-.204 千 軒 サ ンタ ウン 3F 容 (06) 834-4141 和歌山 店 和歌 山 市 元 寺 町 4 丁目 4 番地 谷 (0734)28- 1441 
3 X A 店 名 古屋 市 中 央 区 大 須 4 丁 目 2-48 容 (052)262-1141 摂津 富田 店 高槻 市 大 畑 町 24 — 108 (0726)93-7521 ZA IAR 奈良 市 三条 町 478 - 1 容 (0742)27-1111 
| ニク ノラ ンド JR EEEa AAKT B6E7&gwv-(065) 6524-1211 E EJIE 寝屋川 市 緑町 4 — 20 容 (0720)34-1166 郡山 イン ター 店 vi 和 郡 山 市 横田 693 — 12 (07435)9-2221 
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ユー ザー 辞書 」 を 標準 装備 し た 高度 な 日 本 語 処理 機能 e ニュ ー デ ザイ ン の マウ ス 標 準 装備 € X1 タ ー ボ シリ ー ズ の 豊富 な ソフ ト 資 産 が 活用 で きる コン パチ ブル 設計 @ プリ ンタ 、 
RS-232C な ど 豊 富 な イン ター フェ イス を 装備 @ ド ッ ト ピ ッ チ 0 .39mm の ハイ コン トラ スト プ ブラウン管 、 15kHz/24kHz の デュ アル スキ ャ ン 方 式 採用 14 型 カラ テー ディス プレ イ テ レ ビ (別売 )。 


E 

と アグ » 4 TII : 

PAN Ean OO. l 

パー ソナ ルコ ンピュータ + キー ボー ド + マ ウス CZ-888C-BK 標準 価格 169,800 円 (税別 ) ; 

14 型 カラ ー ア ィ スプ レイ テレ ビ  GZ-860D-ÉK Emak 32 200) (REN) | 

チル トス タン ド CZ-6ST1-B 標準 価格 5,800 円 (税別 ) 

I 

クリ エイ ティ ブ マ イン ド を 刺激 する AV 機能 テレ ビ に 、 ビ デオ 、 ビ デオ ティ AV 指向 の 高 水準 ベー シッ ク Z- 日 ASIO 搭 載 多 色 グ ラフ ィ ッ ク 、 カ : 
スク な どの 映像 を 最大 4,096 色 の リア ル な 画像 で 瞬時 に グラ フィ ッ ク 画 面 に 取 ラー 画像 処理 、 ス テレ オ FM 音源 、 バ ンク メモ リ 対 応 な ど 、 タ ー ボ フシ リー ズ が 

り 込 め る カラ ー 画 像 デジ タイ ズ 機 能 を 標準 装備 。4 段 階 の 量子 化 取り 込み 、42 本 来 も つ ク リエ イ テ ィ ブ な 機能 を フル サポ ー ト 。 ま た 豊富 な 画面 モー ド で 多 色 を / 

通り の モザ イク 取り 込み な ど 多 彩 な トリ ッ ク 取 り 込 み 処理 も サポ ー ト 。 さ ら に クロ マ 駆使 する と き に 便利 な グラ フィ ッ ク 用 関数 (HSV, RGB, HALF, DN E 

キー 合成 イン ター レー スス ーー パー インポ ボ ポーズ 、4.096 色 対応 デジ タル テロ ッ パ 機 CUP) も 装備 。 さら に FM 音源 制御 用 ステ ー ト メン ト と し て X68000 と 命令 コ c 

能 、 ス テレ オ FM 音 源 … 先 駆 の AV 機能 が アー トワ ー ク の 領域 を さら に 拡げ ます 。 バチ の 拡張 MML の 採用 に より スム ー ズ な 8 音 同時 演奏 を 実現 し て Pe E 

e メイ ン メ モリ 128K バ イト 標準 装備 、 Z-BASIC で 最大 576K バ イト まで サポ ー ト @ 1M バ イト の 5 イン チ フ ロッ ピー ディ スク ドラ イブ 2 基 搭 載 @JIS 第 1/ 第 2 水準 準拠 漢字 、「 シ ステ ム ・ 

< 


B ー・ Oat お 問い 合わ せ は … シ ャ ー プ 綿 電 子 機器 事業 本 部 シス テム 機器 営業 部 〒545 大 阪 市 阿倍 野 区 長池 町 22 番 22 号 分 (06)621-1221( 大 代表 ) 
Wt -PARI Et 電子 機器 事業 本 部 テレ ビ 事 業 部 第 4 商品 企画 部 〒162 東京 都 新 宿 区 市 谷 八 幡 町 8 番地 A (03)260-1161 (AER) 
る 本 広告 に 掲載 に じ て お り ま す 商 品 お よび 役務 の 価格 に は 消費 税 は 含ま れ て お り ま せん の で 、 ご 購入 の 際 、 消 費 税額 を お 支払 い 下さ い 。 
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